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宗
教
学
の
軌
跡
と
展
望 

│
│ 
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か 

│
│

第
Ⅰ
部

小
松　

和
彦
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）

島
薗　
　

進
（
大
正
大
学
客
員
教
授
）

林　
　
　

淳
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

第
Ⅱ
部

大
谷　

栄
一
（
佛
教
大
学
教
授
）

伊
達　

聖
伸
（
東
京
大
学
教
授
）

伊
藤　

雅
之
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

小
林
奈
央
子
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

二
〇
二
二
年
九
月
九
日（
金
）一
三
時
一
〇
分
―
一
七
時
三
〇
分

愛
知
学
院
大
学　

 

名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス 

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
ー
ル
１

階
・
ホ
ー
ル
「
明
倫
」

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

二
〇
二
二
年
九
月
一
六
日（
金
）―
一
〇
月
二
日（
日
）

趣
旨

　

人
文
学
の
な
か
で
哲
学
系
の
分
野
と
し
て
の
由
来
を
も
ち
な
が
ら
も
、

宗
教
学
は
社
会
学
、
人
類
学
、
民
俗
学
、
心
理
学
な
ど
の
経
験
科
学
の
諸

分
野
と
交
流
を
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
宗
教
と
い
う
対
象
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
ゆ
え
に
、
宗

教
学
が
隣
接
学
か
ら
理
論
や
分
析
方
法
を
学
ん
で
き
た
こ
と
は
自
然
な
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
宗
教
学
の
軌
跡

を
振
り
返
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
現
在
に
い
た
っ
て
、
さ
ら
に
未
来
を

展
望
す
る
の
か
を
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
か
た
ち
で
議
論
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
宗
教
学
が
他
の
学
術
の
成
果
を
積
極
的
に
摂
取
し
た
こ
と

は
た
び
た
び
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
、
貢
献

し
て
き
た
か
は
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
人

文
学
に
お
い
て
宗
教
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
貢
献
を
積
極
的
に
再
評

価
す
る
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
第

Ⅰ
部
で
は
七
〇
年
代
以
降
の
二
〇
世
紀
の
宗
教
学
の
軌
跡
を
振
り
返
り
、

人
類
学
、
宗
教
社
会
学
、
新
宗
教
、
世
俗
化
な
ど
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ

ま
す
。
第
Ⅱ
部
で
は
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
展
開
し
た
テ
ー

マ
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
公

共
圏
な
ど
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
第
Ⅰ
部
で
二
〇
世
紀
を
振
り
返
り
、
第
Ⅱ

部
で
は
二
一
世
紀
に
お
け
る
現
在
か
ら
未
来
を
展
望
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

（
第
八
一
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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と
は
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
あ
く
ま
で
も
七
〇
年
代
以
降
の
人

文
学
に
関
す
る
時
代
の
生
き
証
言
者
と
し
て
、
二
人
に
は
発
言
い
た
だ
い

た
。
第
二
節
で
は
、
な
ぜ
七
〇
年
代
が
人
文
学
の
転
換
点
と
い
え
る
か
を

論
じ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
小
松
氏
、
島
薗
氏
と
の
座
談
の
内
容
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
節
と
も
林
が
執
筆
し
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
は

敬
称
を
略
し
た
。

二　

戦
後
の
人
文
学
史
に
お
け
る
七
〇
年
代
の
転
換

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
人
文
学
の
世
界
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を

た
ど
っ
た
の
か
。
歴
史
学
の
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
戦
後
の
学
知
の
展

開
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
安
丸
良
夫
の
論
考
「
戦
後
知
の
変
貌
」

（
安
丸
他
編
『
戦
後
知
の
可
能
性
』
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
安
丸
論
考

を
参
照
し
な
が
ら
、
筆
者
な
り
の
議
論
を
展
開
し
た
い
。
安
丸
に
よ
る

と
、
戦
後
の
学
知
は
、
戦
争
・
敗
戦
体
験
を
土
壌
に
し
て
近
代
日
本
社
会

を
ト
ー
タ
ル
に
批
判
す
る
啓
蒙
知
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
特
徴
が
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
も
っ
と
も
粗
雑
に
概
括
す
れ
ば
、
二
項
対
立
的
に
明
快
な

啓
蒙
的
批
判
知
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
現
実
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
内
実
で
の
〝
近
代
〞
を
対
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。
社
会
科
学
の
理
論
問
題
と
し
て
は
、
日
本
資
本
主
義
の
半
封

建
的
軍
事
的
性
格
、
天
皇
制
と
共
同
体
、
文
学
や
哲
学
で
は
、
主
体

性
・
理
性
・
自
我
の
確
立
な
ど
が
主
題
化
さ
れ
た
。

　

敗
戦
直
後
の
啓
蒙
的
な
学
知
の
代
表
者
は
、
一
方
に
マ
ル
ク
ス
主
義
歴

史
学
で
あ
り
、
他
方
に
丸
山
眞
男
の
政
治
学
が
あ
っ
た
。
労
働
運
動
や
農

民
運
動
の
高
揚
と
も
む
す
び
つ
き
、
戦
後
の
啓
蒙
的
知
識
人
は
民
主
化
と

第
Ⅰ
部

一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
人
文
学
の
転
換 

│
│ 
宗
教
学
・
人
類
学
・
民
俗
学 

│
│

小
松
和
彦
・
島
薗　

進
・
林　

淳

一　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
今
日
に
い
た
る
宗
教
学

の
軌
跡
と
未
来
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
小

松
和
彦
氏
、
島
薗
進
氏
を
招
き
、
七
〇
年
代
以
降
の
、
人
類
学
、
民
俗
学
、

宗
教
社
会
学
の
台
頭
に
つ
い
て
、
同
時
代
人
と
し
て
何
を
見
て
、
何
を
感

じ
て
い
た
か
を
聞
く
。
林
淳
が
司
会
と
し
て
質
問
し
、
二
人
に
は
時
代
の

証
人
と
し
て
答
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
。
第
Ⅱ
部
は
、
大
谷

栄
一
氏
、
伊
達
聖
伸
氏
、
伊
藤
雅
之
氏
、
小
林
奈
央
子
氏
の
四
人
の
演
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
専
門
の
立
場
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
と

く
に
二
一
世
紀
に
お
け
る
宗
教
学
の
多
様
な
テ
ー
マ
の
展
開
に
つ
い
て
発

表
を
お
こ
な
っ
て
、
議
論
を
深
め
よ
う
と
試
み
る
。

　

な
ぜ
い
ま
宗
教
学
の
軌
跡
を
ふ
り
か
え
っ
て
未
来
を
展
望
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
要
因
は
、
日
本
社
会
の
諸
領
域
を
支
え
て
き
た
団

塊
の
世
代
が
リ
タ
イ
ア
し
つ
つ
あ
る
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
企
業
、

公
務
員
の
世
界
で
は
も
っ
と
早
く
世
代
交
代
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
は
遅
れ
て
、
い
ま
交
代
劇
が
お
こ
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
団
塊
の
世
代
が
退
く
と
き
に
、
彼
ら
が
行
っ
て
き
た
成
果
を
見

直
し
て
、
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
ご
く
自
然
な
動
機
づ
け

だ
と
思
わ
れ
る
。
小
松
氏
、
島
薗
氏
か
ら
専
門
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
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も
し
れ
な
い
が
、
安
丸
は
歴
史
学
の
再
編
成
と
し
て
学
知
の
過
程
を
描
こ

う
と
す
る
が
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
経
済
学
の
よ
う
な
「
大
・
学
問
」
と

は
異
な
っ
た
、
人
類
学
、
民
俗
学
、
宗
教
学
、
神
話
学
、
宗
教
社
会
学
な

ど
の
「
周
縁
学
問
」
の
活
性
化
と
い
う
視
点
は
安
丸
に
は
な
い
。
山
口
の

影
響
力
を
過
大
視
し
、
他
の
人
類
学
者
の
存
在
は
安
丸
の
視
野
に
は
入
っ

て
こ
な
い
。
合
理
／
非
合
理
、
科
学
／
狂
信
、
日
常
／
非
日
常
と
い
う
二

分
法
を
使
う
と
、
戦
後
の
啓
蒙
知
は
、
前
者
を
価
値
づ
け
、
後
者
を
駆
逐

し
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ら
た
な
周
縁
学
問
は
、
後
者
に
共
感
を
も
っ
て
対

象
化
し
、
か
つ
て
の
啓
蒙
的
知
識
人
の
世
界
観
を
反
転
さ
せ
た
。
ミ
ル
チ

ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』（
訳
書
、
一
九
六
三
年
）、
宮
田

登
『
原
初
的
思
考
』（
一
九
七
四
年
）
も
、
根
源
的
な
世
界
を
開
示
し
、

始
原
へ
の
回
帰
を
希
求
し
た
も
の
と
し
て
読
ま
れ
た
。「
聖
な
る
も
の
」

と
い
う
語
彙
も
、
こ
の
時
期
に
よ
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柳
川
啓

一
の
祭
の
宗
教
学
、
佐
々
木
宏
幹
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
、
宮
田
登
の

民
俗
学
な
ど
、
さ
ら
に
言
う
と
小
松
和
彦
の
憑
霊
研
究
、
島
薗
進
の
新
宗

教
研
究
も
、
七
〇
年
代
に
お
こ
っ
た
学
知
の
地
殻
変
動
が
波
及
し
た
結
果

と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
安
丸
は
、
山
口
の
構
造
主
義
人
類
学
の
み
を
も

っ
て
学
知
の
変
貌
を
描
い
た
。
し
か
し
山
口
も
構
造
主
義
人
類
学
も
、
も

っ
と
も
際
立
っ
た
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
周
縁
学
問
の
活
性
化
と
い
う
事

態
こ
そ
が
、
こ
の
時
期
の
人
文
学
に
お
こ
っ
た
根
本
的
な
出
来
事
で
あ
っ

た
。
丸
山
眞
男
、
大
塚
久
雄
な
ど
西
洋
の
市
民
社
会
を
範
と
し
た
知
識
人

の
評
価
は
下
が
る
中
で
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
外
で
文
学
と
評
論
活
動
を
行

っ
て
い
た
吉
本
隆
明
が
、
熱
狂
的
に
若
者
に
支
持
さ
れ
た
の
は
、
思
想
の

自
立
を
説
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
う
と
、
吉
本
思
想
の
核
に
あ

る
「
大
衆
の
原
像
」
と
い
う
語
に
は
、
始
原
や
原
初
へ
の
回
帰
に
響
き
あ

変
革
を
す
す
め
、
言
論
界
で
も
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
は
た
し

た
。
彼
ら
は
、「
進
歩
と
後
進
、
西
洋
と
日
本
、
近
代
と
前
近
代
、
理
性

や
科
学
と
非
合
理
や
狂
信
と
い
う
よ
う
な
二
項
対
立
的
な
捉
え
方
を
自
明

の
よ
う
に
前
提
し
て
思
考
し
て
」
い
た
。
彼
ら
は
、
後
進
で
は
な
く
進
歩

を
希
求
し
、
あ
る
べ
き
社
会
の
モ
デ
ル
を
日
本
で
は
な
く
西
洋
に
さ
ぐ

り
、
封
建
的
な
前
近
代
の
も
の
を
排
除
し
て
近
代
に
絶
対
的
な
価
値
を
お

き
、
理
性
や
科
学
に
信
を
お
き
、
非
合
理
や
狂
信
を
排
除
し
た
。
と
こ
ろ

が
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
言
論
界
で
は
、
主
役
の
交
代
が

劇
的
に
お
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
構
造
主
義
人
類
学
、
ア
ナ
ー
ル
派
の
社
会

史
、
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
な
ど
が
受
容
さ
れ
て
、
学
術
の
世
界
を
刺
激
し

は
じ
め
た
。
人
で
い
う
と
、
山
口
昌
男
の
登
場
で
あ
る
。
山
口
は
、
中
心

と
周
縁
、
秩
序
と
混
沌
、
文
化
と
自
然
と
い
う
二
分
法
を
つ
か
い
な
が
ら

二
分
法
の
弁
証
法
的
相
関
関
係
を
説
い
た
。
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
、
呪
術
師
、

道
化
、
演
劇
、
祭
、
狂
気
、
非
日
常
な
ど
の
山
口
特
有
の
語
彙
が
駆
使
さ

れ
た
文
章
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
書
か
れ
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
「
失
わ
れ
た

世
界
の
復
権
」
で
あ
り
、
山
口
は
根
源
的
な
世
界
へ
の
回
帰
を
語
っ
た
。

山
口
は
東
京
大
学
で
日
本
史
を
学
ん
で
お
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の

狭
隘
さ
や
限
界
を
身
近
に
よ
く
知
っ
て
お
り
、
硬
直
化
し
た
学
問
を
自
ら

が
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
な
っ
て
異
化
し
哄
笑
し
た
の
で
あ
っ
た
。
構
造
主

義
人
類
学
は
、
欧
米
で
も
流
行
し
て
い
た
。
し
か
し
山
口
の
人
類
学
的
思

考
が
、
古
い
啓
蒙
的
知
を
追
い
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
古
い
啓
蒙

的
知
の
信
憑
性
を
揺
る
が
し
た
の
は
、
高
度
経
済
成
長
と
六
〇
年
後
半
以

降
の
学
生
運
動
の
高
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

安
丸
は
、
山
口
に
よ
る
構
造
主
義
人
類
学
の
影
響
を
論
じ
、
網
野
善
彦
、

阿
部
謹
也
の
社
会
史
、
宮
田
登
の
民
俗
学
に
も
言
及
す
る
。
当
た
り
前
か
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え
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
勉
強
も
身
に
入
ら
な

か
っ
た
。
文
学
部
に
転
部
す
る
が
、
文
学
部
の
学
生
運
動
は
、
洒
落
て
い

た
。
吉
本
を
読
み
、
文
学
へ
の
親
近
感
と
社
会
的
な
関
心
が
両
方
あ
っ
た

が
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
は
自
分
の
な
か
で
続
い
た
。
こ
の
時
期
は
社
会

主
義
へ
の
関
心
と
実
存
主
義
へ
の
関
心
が
重
な
っ
て
い
た
時
代
だ
と
思
う
。

（
２

）
ど
の
よ
う
に
研
究
者
へ
の
道
を
歩
ん
だ
か

　

小
松
の
人
類
学
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
。
大
学
に
入
っ
た
時
に
行
動
科

学
、
情
報
科
学
と
い
う
高
校
に
は
無
か
っ
た
学
問
に
出
会
っ
た
。
そ
の
一

つ
が
石
田
英
一
郎
の
文
化
人
類
学
の
授
業
で
あ
っ
た
。
石
田
の
講
義
は
、

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
始
ま
り
大
航
海
時
代
に
及
び
、
地
球
上
の
多
様
な

民
族
が
い
て
、
日
本
文
化
も
そ
の
一
つ
で
し
か
な
い
こ
と
、
日
本
文
化
を

絶
対
視
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
マ
ヤ
文
明
の
話
も
あ
っ
て
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。
石
田
は
、
戦
前
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
信
奉
し

治
安
維
持
法
で
逮
捕
さ
れ
、
獄
中
で
マ
ル
ク
ス
主
義
と
人
類
学
を
勉
強
し

た
経
歴
を
も
っ
て
お
り
、「
抵
抗
の
科
学
」「
異
議
申
し
立
て
」
を
学
生
に

説
い
た
。
石
田
が
亡
く
な
っ
た
後
に
山
口
昌
男
が
講
義
を
し
た
が
、
こ
れ

も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て
、
毎
回
、
フ
ー
コ
ー
、
エ
リ
ア
ー
デ
と
話
題
を

変
え
て
、
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
山
口
昌
男
の
追
っ
か
け
を
や
っ
た
。
山
口

は
、
東
京
外
国
語
大
学
の
Ａ
Ａ
研
で
共
同
研
究
を
開
催
し
、
作
家
、
編
集

者
、
芸
術
家
、
研
究
者
（
人
類
学
者
は
多
か
っ
た
）
な
ど
を
招
い
て
研
究

会
を
開
い
て
い
た
。
世
間
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
山
口
組
」
は
存
在
し
て
な

か
っ
た
し
、
小
松
が
山
口
組
の
「
番
頭
」
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。

　

島
薗
の
宗
教
学
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
。
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
に
行

く
。
哲
学
だ
と
語
学
を
き
ち
ん
と
勉
強
す
る
し
、
人
類
学
も
そ
う
簡
単
で

は
な
い
の
に
比
べ
て
、
宗
教
学
は
間
口
が
広
く
研
究
室
の
居
心
地
が
よ
か

う
も
の
が
あ
っ
た
。
山
口
を
読
む
か
、
吉
本
を
読
む
か
。
小
松
は
山
口
を

追
い
か
け
、
島
薗
は
吉
本
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
学
生
運
動
の
後
の
、
共
通
の
時
代
の
知
的
な
雰
囲
気
を
彼
ら
は
生
き

て
い
た
。

　

戦
後
の
人
文
学
史
を
ふ
り
か
え
り
、
人
文
学
全
体
に
及
ん
だ
七
〇
年
代

の
地
殻
変
動
が
、
も
っ
と
も
重
大
な
転
換
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
前

提
に
し
て
、
筆
者
は
議
論
を
し
た
。
も
ち
ろ
ん
分
野
ご
と
に
他
に
も
転
換

点
が
見
出
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
七
〇
年
代
以
降
も
、
人
文
学
は
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
を
体
験
し
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
小
松
、
島
薗
と
の
座
談
の

内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

三　

座
談
の
記
録

　

司
会
が
質
問
を
投
げ
か
け
て
、
二
人
に
自
由
に
答
え
て
も
ら
う
と
い
う

や
り
方
で
座
談
は
進
行
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

（
１

）
学
生
運
動
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か

　

小
松
に
よ
る
と
、
全
学
連
が
再
建
さ
れ
る
時
期
で
多
く
の
学
生
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
や
学
生
集
会
に
参
加
し
、
自
ら
考
え
て
議
論
し
て
い
た
。
三
派

全
学
連
が
で
き
て
か
ら
、
ま
た
た
く
間
に
東
大
、
日
大
、
早
大
な
ど
で
全

共
闘
が
台
頭
し
た
。
デ
モ
や
集
会
に
出
て
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
と

感
じ
て
勉
強
を
進
め
る
中
で
、
山
口
昌
男
、
宮
田
登
に
出
会
っ
た
。
習
っ

て
い
た
先
生
は
戦
前
の
教
育
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
先
生
方
と
は
違
う
自

分
た
ち
の
学
問
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

島
薗
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
都
会
と
田
舎
の
差
が
大
き
か
っ
た
こ

と
に
言
及
し
た
。
医
学
部
に
い
た
が
、
医
学
部
は
激
動
し
て
い
て
「
お
ま
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た
。
勃
興
し
つ
つ
あ
る
運
動
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
で
勝
手
に
や
っ

て
い
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。
社
会
学
に
は
し
っ
か
り
し
た
実
証
的
な
足

場
が
あ
っ
て
、
実
証
研
究
の
確
か
さ
は
社
会
学
者
か
ら
学
ん
だ
。
さ
ら
に

島
薗
は
、
東
京
教
育
大
学
に
は
日
本
史
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
に
文
化
史

研
究
の
伝
統
が
あ
っ
て
東
京
大
学
と
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
関
西
で
は

京
都
大
学
、
立
命
館
大
学
に
文
化
史
的
研
究
の
伝
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
民
俗
学
と
社
会
学
と
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
小
松
も
島
薗
も

東
京
教
育
大
学
の
同
世
代
の
研
究
者
と
交
流
し
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
座
談
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
京
都
大
学
の
文
化
史
の

流
れ
を
引
く
高
取
正
男
『
神
道
の
成
立
』（
一
九
七
九
年
）
は
、
七
〇
年

代
の
人
文
学
の
変
貌
に
影
響
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

（
４

）
上
の
世
代
と
自
分
の
世
代

　

小
松
は
、
上
の
世
代
と
自
分
た
ち
の
世
代
の
違
い
に
つ
い
て
興
味
深
い

指
摘
を
行
っ
た
。
山
口
昌
男
は
日
本
中
世
史
、
宮
田
登
も
日
本
近
世
史
で
、

中
根
千
枝
は
東
洋
史
の
出
身
で
あ
っ
た
。
上
の
世
代
の
人
類
学
者
は
、
歴

史
学
や
地
理
学
な
ど
専
門
を
も
っ
て
人
類
学
に
入
っ
て
き
た
。
大
学
に
人

類
学
の
コ
ー
ス
が
で
き
て
く
る
と
、
学
部
、
大
学
院
か
ら
人
類
学
を
学
ぶ

よ
う
に
な
る
。
専
門
を
も
っ
た
上
の
世
代
を
尊
敬
し
、
乗
り
越
え
よ
う
と

し
な
が
ら
も
、
上
の
世
代
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
た
。
筑
波

大
学
に
民
俗
学
の
コ
ー
ス
が
で
き
る
と
、
古
文
書
の
読
め
な
い
研
究
者
が

出
て
き
た
と
い
う
話
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
５

）
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
化

　

島
薗
は
、
上
の
世
代
に
宮
田
登
、
山
折
哲
雄
、
岩
田
慶
治
の
よ
う
な
、

と
て
も
真
似
が
で
き
な
い
研
究
者
が
い
た
が
、
自
分
た
ち
は
彼
ら
の
真
似

を
せ
ず
に
、
新
宗
教
研
究
を
進
め
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
し
た
と
述
べ
た
。
宗

っ
た
。
居
場
所
の
な
い
学
生
が
来
て
も
よ
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
柳
川
啓

一
の
授
業
で
は
、
一
年
目
に
「
柳
田
・
折
口
」、
二
年
目
に
「
神
話
と
儀

礼
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
柳
川
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、
ク
リ
フ
ォ

ー
ド
・
ギ
ア
ツ
を
勉
強
し
て
い
た
。
自
由
に
勉
強
し
、
同
世
代
の
大
学
院

生
と
研
究
会
を
作
っ
て
勉
強
し
た
。
九
学
会
連
合
の
関
連
で
北
海
道
の
常

呂
、
奄
美
大
島
の
調
査
に
も
行
き
、
身
体
を
使
っ
た
調
査
を
体
験
し
た
。

真
木
悠
介
『
気
流
の
鳴
る
音
』（
一
九
七
七
年
）
が
読
ま
れ
た
が
、
新
し

い
希
望
で
学
問
を
切
り
開
く
夢
が
あ
っ
た
。

（
３

）
同
世
代
の
仲
間

　

団
塊
の
世
代
の
研
究
者
に
は
、
あ
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
た

ち
で
研
究
会
を
作
っ
て
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
あ
る
。
上
の
世
代
を
排

除
し
て
、
自
分
た
ち
で
勝
手
に
研
究
会
を
お
こ
し
、
仲
は
良
い
が
ラ
イ
バ

ル
で
も
あ
る
と
い
う
微
妙
な
関
係
で
あ
っ
た
。
小
松
は
東
京
都
立
大
学
に

進
学
し
た
が
、
東
京
都
立
大
学
と
東
京
大
学
の
大
学
院
生
の
「
青
年
人
類

学
会
」
に
参
加
し
た
。
東
京
都
立
大
学
は
イ
ギ
リ
ス
流
の
社
会
人
類
学
で

あ
っ
て
、
東
京
大
学
は
ア
メ
リ
カ
風
の
総
合
人
類
学
で
あ
っ
て
、
所
蔵
の

本
が
違
っ
て
い
た
の
で
、
相
互
に
本
を
借
り
あ
っ
て
い
た
。
東
京
大
学
の

宗
教
学
の
植
島
啓
司
、
関
一
敏
と
も
勉
強
会
を
や
っ
て
い
た
し
、
東
京
教

育
大
学
の
真
野
俊
和
、
宮
本
袈
裟
雄
と
も
交
流
し
、
読
書
会
を
行
っ
て
い

た
。
専
門
分
野
の
垣
根
を
こ
え
て
研
究
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
宗
教
・
世

界
観
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
家
族
・
親
族
の
グ
ル

ー
プ
と
は
対
立
し
て
い
た
。

　

島
薗
は
、
宗
教
社
会
学
研
究
会
（「
宗
社
研
」
と
い
う
略
称
で
通
称
さ

れ
る
）
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
島
薗
に
よ
れ
ば
、
東
京
教
育

大
学
の
社
会
学
の
森
岡
清
美
門
下
の
西
山
茂
、
孝
本
貢
と
研
究
会
を
始
め
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る
と
、
七
〇
年
代
に
は
そ
の
自
覚
は
薄
か
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
ど
自
覚
的
に
共
同
性
を
反
省
す
る
機
会
が
出
て
き
て
、

再
帰
的
に
考
え
る
こ
と
が
研
究
の
前
提
に
な
っ
た
。

四　

座
談
を
終
え
て

　

二
人
と
話
し
な
が
ら
、
二
人
の
個
性
の
違
い
に
気
が
つ
い
た
。
小
松
は
、

自
分
の
研
究
対
象
や
方
法
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
ブ
レ
が
な
い
。
島

薗
は
、
研
究
姿
勢
に
ブ
レ
が
な
く
、
研
究
対
象
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い

く
。
小
松
は
、
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
経
験
に
即
し
て
、
そ
こ
か
ら
言
葉
を

発
す
る
。
島
薗
は
、
自
分
の
経
験
も
語
る
が
、
関
連
す
る
事
柄
に
話
題
を

広
げ
る
。
第
二
節
で
論
じ
た
戦
後
の
人
文
学
史
の
見
取
り
図
と
、
こ
の
座

談
は
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。
座
談
は
、
当
事
者
の
貴
重
な
証
言
で

あ
っ
た
。
学
生
運
動
に
関
わ
っ
た
後
に
、
新
し
い
人
文
学
に
魅
力
を
感
じ

て
、
そ
の
担
い
手
に
な
っ
た
点
で
、
二
人
は
共
通
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

い
わ
ゆ
る
大
・
学
問
に
い
か
ず
に
周
縁
学
問
を
選
択
し
た
点
で
も
共
通
す

る
。
人
類
学
、
民
俗
学
、
宗
教
学
、
神
話
学
、
宗
教
社
会
学
な
ど
の
若
い

学
問
の
方
が
、
活
躍
の
余
地
を
残
し
て
お
り
、
可
塑
性
も
あ
っ
て
、
団
塊

の
世
代
の
自
己
実
現
に
都
合
が
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
の
世
代
と
の

関
係
よ
り
も
、
分
野
を
こ
え
た
同
世
代
の
研
究
会
が
、
彼
ら
の
切
磋
琢
磨

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
た
。
七
〇
年
代
の
周
縁
学

問
の
活
性
化
は
、
近
代
の
学
問
史
に
お
い
て
も
、
他
に
類
例
を
見
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
事
態
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
小
松
、
島
薗
は
、
ま
さ

に
渦
中
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
学
問
が
「
制
度
化
」
を

嫌
う
の
は
、
も
と
も
と
二
人
と
も
「
運
動
」
の
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 

（
文
責　

林
淳
）

教
社
会
学
の
枠
の
中
に
、
新
宗
教
研
究
を
入
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

話
を
受
け
て
小
松
は
、
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
人
類
学
、
民

俗
学
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
研
究
さ
れ
る
環
境
が
整
う
が
、
途
端
に

つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
が
な
く
な
り
、
面

白
さ
を
失
っ
た
。
学
会
誌
に
投
稿
す
る
際
に
、
決
ま
っ
た
作
法
が
あ
っ

て
、
型
に
は
め
る
だ
け
の
研
究
も
出
て
き
た
。
ま
た
専
門
に
こ
だ
わ
る
あ

ま
り
、
専
門
分
野
を
超
え
て
議
論
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
と
小
松
は

言
及
し
た
。

　

実
証
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
面
白
さ
を
失
わ
な
い
研
究
は
あ
り
え
る
の

か
。
こ
の
後
に
二
人
は
、
佐
々
木
宏
幹
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
を
め
ぐ

っ
て
、
実
証
的
で
あ
り
な
が
ら
も
面
白
さ
を
失
わ
な
い
研
究
と
評
価
し
、

佐
々
木
の
学
に
は
、
僧
侶
の
面
、
人
を
救
う
面
が
あ
る
こ
と
も
議
論
さ
れ

た
。
小
松
に
よ
れ
ば
、
佐
々
木
は
自
分
の
決
め
た
テ
ー
マ
を
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
た
。

（
６

）
新
し
い
転
換
点

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
言
語
論
的
転
回
な
ど
が
登
場
し
人
文
学
に
も
影
響
を
与
え

た
が
、
七
〇
年
代
と
は
異
な
る
状
況
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
と
尋
ね
た
。

　

小
松
は
、
生
き
て
い
る
証
を
学
問
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
述
べ
る
。
小
松
に
よ
る
と
、
理
論
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く

が
、
人
類
学
、
民
俗
学
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
が
第
一
に
大
事
で
あ
り
、
民
族

（
俗
）
誌
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

島
薗
は
、
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
お
い
て
他
者
性
、
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
、
構
造
的
差
別
の
自
覚
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
島
薗
に
よ
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一
九
九
五
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
一
月
）
と
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
三
月
）
で
あ
る
。
前
者
と
二
〇
一
一
年
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、「
震
災
と
宗
教
」
研
究
と
い
う
領
域
が
立
ち

上
が
り
、
多
分
野
か
ら
な
る
震
災
研
究
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
カ
ル
ト
研
究
が
進

展
す
る
。
櫻
井
義
秀
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
ト
問
題
は
分
析
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
問
題
解
決
の
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
研
究
者
の
立
場
性
と

実
践
性
が
問
わ
れ
る
（『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）。

　

ポ
ス
ト
・
オ
ウ
ム
の
宗
教
研
究
と
し
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究

と
宗
教
の
社
会
貢
献
研
究
が
あ
る
。
堀
江
宗
正
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
（「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ブ
ー
ム
は
一
過
性
の
も
の
だ
っ
た
の
か
？
」
堀
江
責
任
編
集
『
い
ま
宗
教

に
向
き
合
う
１　

現
代
日
本
の
宗
教
事
情
〈
国
内
編
Ⅰ
〉』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
八
年
）。
宗
教
研
究
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
現
象
が
分
析
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
以
前
に
遡
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
、
多
く
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
た
。
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化

は
大
変
裾
野
の
広
い
現
象
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
医
療
、
看
護
、

心
理
療
法
、
教
育
な
ど
諸
領
域
に
浸
透
し
て
い
る
（
伊
藤
雅
之
『
現
代
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
論
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
一
年
）。
人
文
学
・

社
会
科
学
そ
の
他
の
領
域
で
幅
広
く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
研
究
さ
れ

て
お
り
、
宗
教
研
究
と
の
協
働
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
宗
教
の
社
会
貢
献
研
究
は
二
〇
〇
六
年
に
「
宗
教
と
社
会
」
学

会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
り
、
宗
教
の
肯
定
的
な
側
面
に
注
目
し

よ
う
と
い
う
ポ
ス
ト
・
オ
ウ
ム
的
な
意
識
や
、
震
災
で
の
宗
教
者
や
宗
教

第
Ⅱ
部

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
現
代
日
本
宗
教
研
究
の
見
取
り
図

大
谷　

栄
一

一　

問
題
の
設
定

　

本
論
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
に

お
け
る
現
代
日
本
宗
教
研
究
の
見
取
り
図
を
提
示
し
、
人
文
学
・
社
会
科

学
で
宗
教
研
究
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
再
検
討
す
る
。

二　

宗
教
研
究
の
「
固
有
領
域
の
融
解
」
と 

「
宗
教
」
概
念
の
非
自
明
化

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
の
変
動
（
高
度
大
衆
消
費
社
会
の
進

展
）
に
よ
っ
て
、
宗
教
と
商
業
の
境
界
が
曖
昧
な
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
な

り
、
宗
教
研
究
の
「
固
有
領
域
の
融
解
」
が
生
じ
た
、
と
芳
賀
学
は
指
摘

す
る
（「
分
野
別
研
究
動
向
（
宗
教
）」『
社
会
学
評
論
』
二
三
〇
号
、
二

〇
〇
七
年
）。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
日
本
に
お
け
る
宗
教
概
念

批
判
論
の
進
展
も
「
宗
教
」
を
何
の
前
提
も
な
し
に
語
る
こ
と
の
難
し
さ

を
も
た
ら
し
た
。
日
本
語
の
「
宗
教
」
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
が
議
論
さ

れ
、「「
宗
教
」
概
念
の
西
洋
近
代
性
」
が
剔
出
さ
れ
た
（
伊
達
聖
伸
「
本

書
の
目
的
・
特
色
・
構
成
」
伊
達
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
と
宗
教
』
勁

草
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）。

三　

カ
ル
ト
研
究
と
ポ
ス
ト
・
オ
ウ
ム
の
宗
教
研
究

　

日
本
の
現
代
宗
教
研
究
の
起
点
に
あ
る
と
筆
者
が
考
え
る
出
来
事
が
、
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五　

宗
教
の
公
共
性
を
め
ぐ
っ
て 

│
│ 

ポ
ス
ト
世
俗
化
の
宗
教
研
究
？

　

日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
宗
教
の
公
共
性
・
公
益
性

が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
で
あ

り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り 

わ
け
、
東
日
本
大
震
災
後
の
社
会
状
況
の
中
で
、
公
共
空
間
に
お
け
る 

宗
教
の
役
割
が
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
国
内
外
の
社
会
参
加
仏
教
（Engaged 

Buddhism

）
研
究
、
公
共
宗
教
論
の
進
展
、
先
の
宗
教
の
社
会
貢
献
研

究
、「
宗
教
と
Ｓ
Ｃ
」
研
究
、「
震
災
と
宗
教
」
研
究
の
展
開
が
あ
る
。

　

宗
教
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
成
果
と
し
て
、
島
薗
進
・
磯
前
順
一
編
『
宗

教
と
公
共
空
間
│
│
見
直
さ
れ
る
宗
教
の
役
割
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
宗
教
」
概
念
、〈
宗
教
／
世
俗
〉

の
分
節
、
世
俗
化
と
ポ
ス
ト
世
俗
化
、
私
的
／
公
的
空
間
と
宗
教
の
関
係

に
つ
い
て
、
重
要
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

六　

ふ
た
た
び
、
宗
教
研
究
の
「
固
有
領
域
の
融
解
」
と 

「
宗
教
」
概
念
の
非
自
明
化

　

冒
頭
の
宗
教
研
究
の
「
固
有
領
域
の
融
解
」
と
「
宗
教
」
概
念
の
非
自

明
化
と
い
う
難
問
に
積
極
的
に
応
答
し
て
い
る
研
究
と
し
て
、
巡
礼
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
（
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
）
が
あ
る
。
山
中
弘
は
、
消
費
を

「
俗
」
と
し
、
宗
教
を
「
聖
」
と
規
定
す
る
伝
統
的
な
聖
俗
の
二
項
対
立

図
式
で
は
、
聖
俗
が
入
れ
子
状
に
な
っ
て
相
互
に
浸
透
す
る
今
日
の
状
況

を
う
ま
く
把
握
で
き
な
い
、
と
力
説
す
る
（「
消
費
社
会
に
お
け
る
現
代

宗
教
の
変
容
」『
宗
教
研
究
』
三
八
九
号
、
二
〇
一
七
年
）。
ま
た
、
岡
本

団
体
の
支
援
・
復
興
活
動
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
こ
う
と
す
る
問
題
意

識
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
か
ら
、「
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

研
究
が
生
起
し
た
。
宗
教
団
体
や
宗
教
施
設
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
（
Ｓ
Ｃ
）
を
醸
成
す
る
場
で
あ
り
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

し
て
の
宗
教
」
と
い
う
視
点
が
示
さ
れ
た
（
稲
場
圭
信
「
宗
教
的
利
他
主

義
・
社
会
貢
献
の
可
能
性
」
稲
場
・
櫻
井
義
秀
編
『
社
会
貢
献
す
る
宗

教
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｃ
研
究
の
成
果
を
見

る
と
、
宗
教
へ
の
注
目
度
は
（
現
時
点
で
は
）
高
く
な
い
。

四　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
宗
教
研
究

　

研
究
者
の
立
場
性
を
一
貫
し
て
問
題
化
し
て
き
た
の
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
の
宗
教
研
究
で
あ
る
。
猪
瀬
優
理
に
よ
れ

ば
、
こ
の
研
究
領
域
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
、
活
発
化
し
た
（「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
宗
教
」『
現
代
宗
教
二
〇
一
八
』
二

〇
一
八
年
）。
多
く
の
学
会
誌
で
特
集
が
組
ま
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
や
女
性
へ
の
関
心
が
宗
教
研
究
で
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
は
い
え
な
い
、
と
猪
瀬
は
述
べ
る
。

　

川
橋
範
子
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
宗
教
研
究
の
意
義
に
つ
い

て
、「
宗
教
に
お
け
る
女
性
の
周
辺
化
と
不
可
視
化
を
明
ら
か
に
し
、
男

性
中
心
主
義
的
に
支
配
さ
れ
た
解
釈
や
価
値
観
を
問
い
直
し
そ
れ
ら
を
変

容
さ
せ
よ
う
と
す
る
批
判
的
視
点
を
提
示
す
る
」
と
強
調
す
る
（「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
転
回
が
明
ら
か
に
す
る
日
本
宗
教
学
の
諸
問
題
」『
宗
教
研

究
』
三
九
五
号
、
二
〇
一
九
年
）。
川
橋
の
指
摘
は
「
日
本
の
宗
教
学
の

男
性
中
心
主
義
」（
同
）
へ
の
根
底
的
な
批
判
で
あ
り
、
問
い
か
け
で
あ

る
。



17　　

公開シンポジウム 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

「
宗
教
」
概
念
の
批
判
的
検
討
か
ら
出
発
し
て 

│
│ 

ラ
イ
シ
テ
研
究
の
立
場
か
ら 

│
│

伊
達　

聖
伸

一　

自
分
の
研
究
史
を
文
脈
化
す
る 

│
│ 

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
政
教
関
係
を
意
識
し
た
宗
教
社
会
学

　

二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
へ
の
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
は
、
近
代
国
民

国
家
の
国
民
統
合
を
対
象
化
し
て
批
判
的
に
論
じ
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
や
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
く
用

い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
宗
教
」
概
念
批
判
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
タ
ラ

ル
・
ア
サ
ド
の
『
宗
教
の
系
譜
』（
原
書
一
九
九
三
年
、
訳
書
二
〇
〇
四

年
）、『
世
俗
の
形
成
』（
原
書
二
〇
〇
三
年
、
訳
書
二
〇
〇
六
年
）、
磯
前

順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
が

必
読
書
だ
っ
た
。

　

私
は
明
治
大
正
期
の
教
養
主
義
と
宗
教
を
テ
ー
マ
に
す
る
修
士
論
文
を

書
き
、
博
士
課
程
に
進
学
し
て
か
ら
徐
々
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
フ
ラ
ン
ス
に

移
し
た
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
五
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
が
、
手
堅
い

宗
教
史
研
究
が
基
本
に
あ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
の

「
宗
教
」
概
念
批
判
は
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
二
〇
〇
五
年
が
一

九
〇
五
年
の
政
教
分
離
法
一
〇
〇
周
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年

に
は
ヴ
ェ
ー
ル
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
ラ
イ
シ
テ
研
究
が
歴
史
研

究
を
含
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
動
向
と
も
切
り
結
び
な
が
ら
活
発
に

展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

ラ
イ
シ
テ
は
十
分
に
宗
教
研
究
の
対
象
に
な
る
と
思
え
た
一
方
、
フ
ラ

ン
ス
を
テ
ー
マ
に
日
本
で
発
表
す
る
と
、
日
仏
の
学
風
の
違
い
も
意
識
さ

亮
輔
は
、「
宗
教
の
後
期
近
代
化
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
視
座
を
提
示
し
、

宗
教
研
究
の
「
固
有
領
域
の
融
解
」
を
よ
り
積
極
的
に
宗
教
の
再
融
合
・

再
分
節
化
・
再
編
成
の
過
程
と
し
て
捉
え
返
し
て
い
る
（『
聖
地
と
祈
り

の
宗
教
社
会
学
』
春
風
社
、
二
〇
一
二
年
）。

　

こ
の
三
〇
年
間
の
宗
教
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
批
判
的
に
継
承

し
、
ど
の
よ
う
に
「
宗
教
」
を
語
り
直
す
の
か
？　

近
現
代
日
本
の
文
脈

に
お
け
る
宗
教
の
公
共
的
役
割
と
臨
床
へ
の
関
わ
り
、「
宗
教
と
近
代
、

後
期
近
代
」
の
関
係
、
研
究
者
の
立
場
性
と
実
践
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
が
今
後
の
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
を
展
望
す
る
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
記

　

本
論
の
内
容
は
、
拙
稿
「
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
の
成
立
と
展
開
」

（
佐
藤
文
子
・
吉
田
一
彦
編
『
日
本
宗
教
史
６　

日
本
宗
教
史
研
究
の
軌

跡
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）
と
内
容
が
一
部
重
な
る
。
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宗
教
学
は
比
較
宗
教
学
と
し
て
生
ま
れ
、
比
較
を
身
上
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
大
宗
教
の
教
義
や
世
界
観
の
比
較
や
宗
教
現
象
学
的
な
比
較

研
究
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、「
宗
教
」
概
念
の
批
判
的
検
討
を
通
し
た
う

え
で
の
地
域
間
比
較
や
、
異
な
る
複
数
の
言
説
空
間
を
生
き
る
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
に
着
目
し
た
移
動
や
翻
訳
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
不
十

分
で
、
現
代
宗
教
学
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
宗
教
」
概
念
の
応
用
問
題
に
「
宗
教
の
自
由
」
の
問
題
が

あ
る
。Freedom

 of religion

は
「
信
教
の
自
由
」
が
定
訳
だ
が
、「
宗

教
の
自
由
」
と
訳
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
偏
向
を
持
つ
「
宗
教
」
を

基
準
に
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
事
象
を
平
等
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ウ
ィ
ニ
フ
レ
ッ
ド
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン

『
宗
教
の
自
由
の
不
可
能
性
』
二
〇
〇
五
年
）。

　

欧
州
人
権
裁
判
所
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
は
国
家
の
世
俗
性
と

矛
盾
し
な
い
の
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ヴ
ェ
ー
ル
は
認
め
ら
れ
な
い
と
評
し

う
る
判
決
が
出
て
い
る
。
ア
ン
ナ
・
ス
ー
の
『
自
由
を
輸
出
す
る
』（
二

〇
一
六
年
）
は
、
米
西
戦
争
か
ら
日
本
の
占
領
を
経
て
イ
ラ
ク
戦
争
ま

で
、
宗
教
の
自
由
の
輸
出
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
的
な
覇
権
の
確
立
と
関
係

し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
宗
教
の
自
由
を
中
立
的
観
点
か
ら
平
等
に
保

障
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

宗
教
の
自
由
が
当
該
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
認
め
ら
れ
、
規

制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
宗
教
の
自
由
の
平
等
の
達
成
は
可
能
な
の

か
、
不
可
能
な
の
か
。
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
も
非
常
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
宗
教
の
自
由
の
成
り
立
ち
と
そ
の
特
徴

を
海
外
と
比
較
し
な
が
ら
再
把
握
す
る
こ
と
は
、
宗
教
学
が
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
の
で
き
る
主
題
の
一
例
だ
ろ
う
。

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
留
学
中
は
イ
ラ
ク
戦
争
も
あ
っ
て
米
仏

の
溝
が
深
ま
っ
た
時
期
で
、
日
本
の
宗
教
学
は
米
の
影
響
は
あ
っ
て
も
仏

の
影
響
は
小
さ
い
と
思
っ
た
。
日
本
の
宗
教
学
で
フ
ラ
ン
ス
研
究
は
少
数

派
と
い
う
意
識
を
持
つ
一
方
、
そ
の
視
点
は
活
用
で
き
る
と
も
考
え
た
。

　

他
方
、
現
代
の
ラ
イ
シ
テ
の
社
会
的
議
論
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も

の
も
多
く
、
あ
ま
り
学
問
的
な
興
味
は
そ
そ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
北

米
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
社
会
ケ
ベ
ッ
ク
の
開
か
れ
た
ラ
イ
シ
テ
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
・
ケ
・
日
と
研
究
対
象
地
域
の
三
点
確
保
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二　
「
宗
教
」
概
念
の
批
判
的
検
討
か
ら
の
展
開

　

第
一
に
、
地
域
研
究
の
観
点
か
ら
。「
宗
教
」
概
念
の
批
判
的
検
討
は
、

宗
教
学
の
対
象
や
方
法
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
宗
教
学
の
根
本
的
問
い

は
「
宗
教
と
は
何
か
」
で
あ
り
、
従
来
は
こ
の
問
い
に
対
し
、
宗
教
と
は

何
で
「
あ
る
」
の
か
を
規
定
す
る
「
実
体
的
定
義
」、
宗
教
と
は
な
に
を

「
す
る
」
の
か
に
注
目
す
る
「
機
能
主
義
的
定
義
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、「
宗
教
」
を
言
説
と
と
ら
え
る
と
、
関
連
語
や
対
義
語
と

の
関
係
や
言
説
編
成
の
あ
り
方
や
言
語
や
文
化
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
「
宗
教
」
を
め
ぐ
る
言
説
編
成
の
あ
り
方
は
、
西
洋
内
部
で
も
異
な
る

が
、
西
洋
と
非
西
洋
を
比
べ
た
と
き
に
違
い
が
著
し
い
。
各
言
語
や
各
文

化
で
「
宗
教
」
に
相
当
す
る
も
の
の
来
歴
を
、
近
代
に
お
け
る
西
洋
の
覇

権
と
翻
訳
の
問
題
を
通
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
。
そ
の
作
業
の
果
て
に
想

定
さ
れ
る
の
は
、「
宗
教
」
概
念
と
関
連
概
念
の
動
体
的
な
編
成
プ
ロ
セ

ス
の
把
握
と
比
較
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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で
は
使
い
に
く
い
が
、
世
俗
の
時
代
が
新
局
面
に
入
り
、
宗
教
的
な
も
の

と
世
俗
的
な
も
の
が
相
互
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
を
描
き
、
世
俗

の
行
き
詰
ま
り
を
批
判
的
に
指
摘
す
る
に
は
有
用
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
に
生
ま
れ
た
宗
教
学
は
、
神
学
の
規
範
性
に
対
し
て
客
観
的

記
述
性
を
重
ん
じ
よ
う
と
し
た
。
現
代
世
界
が
世
俗
の
新
段
階
を
迎
え
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
宗
教
研
究
は
、
客
観
的
記
述
性
を
重
ん

じ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
立
場
性
に
応
じ
た
認
識
の
偏
向
の
自
覚
化

や
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
度
合
い
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
価
値
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る
の
か
の
自
覚
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
の
二
重
性
に
も
意
識
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
。
政
治
に
対
し
て
批
判
力
を
行
使
す
る
形
態
も
取
り
う
る
が
、
政

治
に
迎
合
し
癒
着
す
る
形
態
も
取
り
う
る
。
世
俗
社
会
の
行
き
詰
ま
り
を

打
破
す
る
潜
勢
力
を
秘
め
て
い
る
一
方
、
自
由
な
社
会
の
土
台
を
切
り
崩

す
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
カ
ル
ト
の
形
態
も
取
り
う
る
。
そ
の
分
か
れ
目
を
見
極

め
、
判
断
に
生
か
す
研
究
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
世
俗
の
時
代
の
進
展
は
、
加
速
の
時
代
や
人
新
世
の
問
題
と

も
関
わ
っ
て
い
る
。
今
日
の
宗
教
学
は
、
戦
争
や
テ
ロ
、
自
然
災
害
、
原

発
事
故
、
感
染
症
な
ど
の
危
機
が
日
々
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
問
題
意
識

を
持
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
の
な
か
で
、
ま
た

は
そ
の
裏
で
生
じ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
傷
を
ケ
ア
す
る
よ
う
な
態
度
や
実

践
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

第
三
に
、
世
俗
そ
の
も
の
の
研
究
。
単
線
的
な
世
俗
化
論
が
見
直
さ
れ
、

宗
教
復
興
や
公
共
宗
教
が
論
じ
ら
れ
る
一
方
、
現
代
は
世
俗
化
が
新
た
な

段
階
に
入
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
、
米
国
で
も

「
所
属
な
し
」
や
「
無
宗
教
」
と
回
答
す
る
者
の
数
が
急
増
し
て
い
る
。

世
俗
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
無
宗
教
や
無
神
論
、
ま
た
世
俗
自
体
を

再
帰
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
が
増
え
て
い
る
。

　

世
俗
が
進
展
す
る
な
か
で
歴
史
を
振
り
返
る
視
線
は
、
世
俗
の
時
代
に

お
い
て
も
し
ば
し
ば
維
持
さ
れ
た
「
西
洋
男
性
キ
リ
ス
ト
教
中
心
主
義
」

の
モ
デ
ル
を
相
対
化
す
る
可
能
性
を
持
つ
。
ジ
ョ
ー
ン
・
Ｗ
・
ス
コ
ッ
ト

は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
で
は
ラ
イ
シ
テ
と
男
女
平
等
の
二
つ
の
価
値
が
同
時

に
発
展
し
て
き
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
が
ち
だ
が
、
ラ
イ
シ
テ
は
男
性
優

位
の
価
値
観
を
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
引
き
継
い
だ
点
に
お
い
て
両
者
は
共
犯

関
係
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
ラ
イ
シ
テ
と
男
女
平
等
を
結
び
つ
け

る
語
り
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
男
女
平
等
の
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
含
意

も
あ
る
点
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。

　

世
俗
学
の
対
象
は
広
く
、
世
俗
学
と
宗
教
学
は
相
互
浸
透
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
世
俗
の
時
代
が
進
展
す
る
な
か
で
伝
統
宗
教
が
ど
の
よ
う
に

再
構
成
さ
れ
る
か
は
、
世
俗
学
の
テ
ー
マ
に
も
、
宗
教
学
の
テ
ー
マ
に
も

な
り
え
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
が
『
世
俗
の
時
代
』
で
論
じ
て
い

る
よ
う
に
、
排
他
的
人
間
主
義
が
も
た
ら
し
た
世
俗
の
行
き
詰
ま
り
の
突

破
は
、
宗
教
的
に
も
、
世
俗
的
に
も
な
さ
れ
う
る
。

三　

こ
れ
か
ら
の
宗
教
学
を
展
望
す
る 

│
│ 

古
く
か
ら
の
問
題
を
改
め
て
問
う

　
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
言
葉
は
、
世
俗
の
時
代
の
あ
と
と
い
う
意
味
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重
要
な
問
題
提
起
を
し
た
研
究
と
し
て
、
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
に
よ
る
世

俗
化
に
関
す
る
論
点
整
理
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
信
仰
の
条

件
の
変
容
に
着
目
し
た
世
俗
化
論
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
宗
教
制
度
（
組
織
）
内
外
に
お
け
る
「
生
き
ら
れ
た
宗
教

（Lived Religion

）」
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
論
客
で
あ
る
マ
ク

ガ
イ
ア
、
ア
マ
ー
マ
ン
ら
は
、
従
来
の
制
度
宗
教
―
民
俗
宗
教
二
項
対 

立
図
式
へ
の
批
判
に
基
づ
き
、
制
度
宗
教
内
外
に
お
け
る
「
生
き
ら
れ

た
」
宗
教
へ
の
着
目
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
制
度
宗
教
側
の
公 

式
教
義
へ
の
信
仰
と
い
っ
た
認
知
的
側
面
を
重
視
す
る
研
究
か
ら
人
々
の

宗
教
的
経
験
や
意
味
づ
け
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
感
情
的
側
面
、
物
質
性

（
モ
ノ
）、
身
体
性
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
に
着
目
す
る
研
究
へ
と
移
行
す

る
（N

ancy T
. A

m
m
erm

an, Sacred Stories, Spiritual T
ribes: 

Finding R
eligion in E

veryday Life, O
xford U

niversity Press, 
2013; M

eredith M
cGuire, Lived R

eligion: Faith and Practice 
in E

veryday Life, O
xford U

niversity Press, 2008

）。
ま
た
、

宗
教
制
度
内
で
の
人
種
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
、「
生

き
ら
れ
た
宗
教
」
の
文
脈
に
お
い
て
研
究
さ
れ
た
り
、
研
究
者
の
立
場
性

に
よ
り
自
覚
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
強
調
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
三
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
研
究
の
充
実
で
あ
る
。
一
九
七

〇
年
代
以
降
の
新
宗
教
運
動
、
入
信
・
脱
会
、
カ
ル
ト
研
究
か
ら
九
〇
年

代
以
降
に
は
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
へ
と
移
行 

す
る
。
特
定
の
時
代
に
発
展
し
た
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
を
歴
史
的
に
位
置
づ 

け
つ
つ
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
を
よ
り
広
く
捉
え
た
研
究
へ
と

徐
々
に
拡
大
す
る
。
ま
た
二
一
世
紀
に
入
っ
て
急
増
す
る
無
宗
教
の
人
び

と
に
た
い
す
る
研
究
関
心
が
高
ま
る
（Phil Zuckerm

an, et al., T
he 

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
宗
教
社
会
学 

│
│ 

英
米
編 

│
│

伊
藤　

雅
之

一　

目
的

　

本
報
告
で
は
、
報
告
者
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

文
化
の
動
向
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
お
も
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
で
の

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
宗
教
社
会
学
の
展
開
に
つ
い
て
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
連
づ
け
な
が
ら
概
観
す
る
。

二　

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
宗
教
社
会
学
的
研
究
の
動
向

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
一
世
紀
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
研
究
の
動

向
は
「
研
究
対
象
お
よ
び
研
究
視
座
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
対
化
、
客
体

化
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
「
宗
教
」
概
念
の
再

考
、
お
よ
び
世
俗
化
論
の
再
検
討
、
②
宗
教
制
度
（
組
織
）
内
外
に
お
け

る
「
生
き
ら
れ
た
宗
教
（Lived Religion

）」
の
研
究
、
③SBN

Rs

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で
あ
る
が
宗
教
的
で
な
い
と
す
る
人
々
）
を
お
も
な

担
い
手
と
す
る
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
つ
い
て
の
研
究
と
な

る
。
こ
れ
ら
三
つ
は
密
接
に
関
連
す
る
。

　

第
一
の
「
宗
教
」
概
念
の
再
考
と
世
俗
化
論
の
展
開
の
お
も
な
ト
ピ
ッ

ク
と
し
て
、「
宗
教
」
概
念
の
歴
史
性
、
地
域
性
の
分
析
、
世
俗
化
論
の

再
検
討
や
限
定
的
適
用
、
世
俗
性
・
無
宗
教
と
関
連
さ
せ
た
研
究
、「
世

俗
化
」
に
代
わ
る
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
（
例
「
市
場
化
」）

な
ど
が
あ
る
（Francois Gauthier, R

eligion, M
odernity, G

lob-
alization: From

 N
ation-state to M

arket, Routledge, 2019

）。
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宗
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
軌
跡
と
展
望

小
林
奈
央
子

　

宗
教
学
界
に
お
け
る
宗
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
軌
跡
を
振
り
返
ろ
う

と
す
る
と
き
、
必
ず
し
も
耳
当
た
り
の
良
い
話
ば
か
り
と
は
な
ら
な
い
。

先
駆
的
な
働
き
を
し
て
き
た
研
究
者
、
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
は
「
主
流
」
の
学
問
（
こ
こ
で
は
宗
教
学
）
に
単
に
付
加
さ

れ
る
だ
け
の
特
別
な
関
心
事
（
川
橋
範
子
・
黒
木
雅
子
『
混
在
す
る
め
ぐ

み
』
二
〇
〇
四
年
）
と
し
て
正
当
な
評
価
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

　

宗
教
学
の
場
合
、
研
究
の
担
い
手
が
長
く
男
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
が
そ
う
し
た
評
価
に
も
影
響
し
て
い
る
。
日
本
宗
教
学
会
に
お

い
て
は
現
在
も
会
員
の
八
五
％
が
男
性
で
あ
り
、
女
性
は
一
五
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
（
二
〇
二
二
年
九
月
現
在
）。
ま
た
、
大
学
教
員
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
僧
侶
や
神
職
な
ど
男
性
が
主
流
で
あ
る
聖
職
者
を
兼
ね
て
い

る
会
員
も
多
く
、
そ
れ
が
男
性
中
心
主
義
や
権
威
主
義
的
傾
向
を
一
層
強

め
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
会
員
も
多
い
日
本
文
化
人
類
学
会
や
、
大
学
人

だ
け
で
な
い
研
究
者
も
多
く
所
属
す
る
日
本
民
俗
学
会
な
ど
、
隣
接
す
る

学
問
分
野
の
学
会
と
も
異
な
る
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
男
性
偏

重
の
学
会
を
是
正
し
よ
う
と
、
関
連
学
会
（「
宗
教
と
社
会
」
学
会
）
に

お
い
て
ク
オ
ー
タ
制
導
入
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
導
入
に
は

至
ら
な
か
っ
た
（
小
松
加
代
子
「
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
進
捗
を
は
ば
む
の
は
何
か
」
二
〇
一
一
年
）。

　

学
会
内
で
は
男
性
会
員
と
女
性
会
員
で
の
意
識
の
差
も
見
受
け
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
学
会
の
評
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
女
性
会
員
の
あ
い
だ

N
onreligious: U

nderstanding Secular People &
 Societies, 

O
xford U

niversity Press, 2016

）。
さ
ら
に
は
宗
教
―
世
俗
の
対
置

に
お
け
る
第
三
極
と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
新
た
な
位
置

づ
け
に
よ
り
、
身
体
性
、
女
性
性
の
再
評
価
を
す
る
研
究
へ
と
展
開
し
て

い
る
（A

nna Fedele, et al. (eds.), Secular Societies, Spiritual 
Selves? T

he G
endered T

riangles of R
eligion, Secularity 

and Spirituality, Bloom
sbury, 2022

）。

三　

英
米
の
研
究
動
向
か
ら
学
ぶ
日
本
の
宗
教
社
会
学

　

今
回
概
観
し
た
英
米
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
の
研
究
動
向
に
通
底
す
る

研
究
関
心
を
ま
と
め
る
な
ら
、
社
会
全
体
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
た
一
般

の
人
び
と
の
「
意
味
第
一（m

eaning first
）」
の
研
究
と
言
え
る
だ
ろ
う

（Jeffrey A
lexander, et al., “T

he Strong Program
 in Cultural 

Sociology: M
eaning First, ” H

andbook of Cultural Sociology, 
Routledge, 2018

）。
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
、
当

事
者
の
意
味
世
界
は
認
知
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
身
体
性
、
物
質
性
、
感

情
的
側
面
と
の
関
わ
り
に
も
着
目
し
た
研
究
へ
と
深
化
し
て
き
て
い
る
。

主
観
的
転
回
を
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
己
（self

）
を
起
点
と
し

た
人
び
と
の
意
味
、
シ
ン
ボ
ル
、
経
験
に
着
目
し
た
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
・
無
宗
教
へ
の
文
化
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
後
も
有
効
で

あ
ろ
う
。
日
本
の
宗
教
状
況
を
理
解
す
る
う
え
で
も
有
益
で
あ
る
と
考
え

る
。
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意
見
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
研
究
者
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
政
治
的
で
あ
る
、
客
観
的
・
中
立
的
で
な
い
と
い
う
批
判
は
、
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
対
し
て
だ
け
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
正
し
く
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
面
も
強
い
宗
教
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
で
は
あ
る
が
、
宗
教
の
価
値
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
中
に

あ
る
差
別
や
不
均
衡
を
是
正
し
て
い
こ
う
と
い
う
研
究
の
進
展
、
批
判
を

受
け
な
が
ら
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
有
す
る
研
究
の
重
要
性
を
信
じ
て
発

信
し
続
け
て
き
た
研
究
者
の
尽
力
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
宗
教
学
界
に
認
知

さ
れ
て
き
て
い
る
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
宗
教
学
関
係
の
論
集
や
用
語
集
、

大
学
の
テ
キ
ス
ト
類
で
は
、
宗
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
章
や
項
目
が

入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
大
き
な
議
論
に
な
っ
て
い

る
旧
統
一
教
会
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
と
宗
教
の
癒
着
の
問
題
に
お
い
て

も
、
家
族
中
心
主
義
の
推
進
、
同
性
婚
や
選
択
的
夫
婦
別
姓
へ
の
強
固
な

反
対
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
な
し
に
は
論
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
問

題
が
数
多
く
あ
る
。

　

宗
教
研
究
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
重
要
性
は
か
な
り
理
解
さ
れ

て
き
た
が
、
今
後
も
継
続
的
に
、
よ
り
一
般
的
な
も
の
と
し
て
広
く
普
及

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
川
橋
範
子
・
小
松
加
代
子
編
著
『
宗
教
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
二
〇
一
六
）
を
書
評
し
た
永
岡
崇
が
そ

の
最
後
を
印
象
的
な
一
言
で
結
ん
で
い
る
。「（
本
書
の
よ
う
な
）
仕
事
に

ふ
れ
た
あ
と
で
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
男
性
中
心
主
義
的
な
イ

メ
ー
ジ
の
再
生
産
を
続
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
本
書
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
新
た
な
宗
教
理
解
へ
と
出
立
す
る
の
か
。
私
自
身
も
ふ
く
め
た
す
べ

て
の
宗
教
研
究
者
が
問
わ
れ
て
い
る
」（
永
岡
崇
「
書
評
と
リ
プ
ラ
イ
」

で
は
女
性
委
員
を
増
や
せ
る
貴
重
な
投
票
の
機
会
と
し
て
重
要
な
話
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
が
、
一
方
の
男
性
会
員
に
は
関
心
が
薄
い
人
も

見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
に
実
施
さ
れ
た
「
日
本
宗
教
学
会

男
女
共
同
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
収
率
が
一
一
％
と
会
員
の
一
割
程
度

に
と
ど
ま
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
せ
ず
と
も
現
状
に

不
満
を
感
じ
て
い
な
い
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
を
考
え
る
こ
と
」
か
ら
差
別
を
解
決
し
よ
う
と
訴
え

る
出
口
真
紀
子
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
無
自
覚
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
宗
教
学
界
の
男
性
中
心
主
義
的
傾
向
は
、
宗
教
系
大
学
に
お

い
て
女
性
教
員
が
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
実
態
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
女
性
教
員
が
入
る
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

配
慮
し
た
人
事
を
行
う
こ
と
は
、
学
生
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
増
や

し
、
学
問
の
創
造
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

研
究
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

に
関
わ
る
研
究
は
学
問
的
客
観
性
や
中
立
性
を
欠
き
、
感
情
的
で
政
治 

的
と
い
う
批
判
を
受
け
る
。
ま
た
研
究
者
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ 

ィ
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く 

な
い
。
し
か
し
、
男
性
た
ち
が
作
り
上
げ
て
き
た
「
宗
教
」
の
世
界
が 

も
と
よ
り
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、「
宗
教
」
の
用
語
・
概
念
と
も
に
脱

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
批
判
（K

athleen M
cPhillips and 

N
aom

i Goldenberg (eds.), T
he E

nd of R
eligion: Fem

inist R
e-

appraisals of the State, Routledge, 2021

）
も
な
さ
れ
て
い
る
上
、

宗
教
者
や
宗
教
実
践
者
も
多
い
宗
教
学
界
に
お
い
て
、
自
分
が
拠
っ
て
立

つ
教
団
や
そ
の
教
義
を
離
れ
て
客
観
的
・
中
立
的
立
場
で
検
証
し
た
り
、
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『
宗
教
と
社
会
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
八
年
）。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を

「
自
分
に
も
か
か
わ
る
も
の
」
と
し
て
「
当
た
り
前
に
」
受
け
止
め
、
有

用
な
分
析
の
視
座
と
で
き
る
研
究
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
Ⅱ
部
で
の
討
議

　

以
上
四
人
の
登
壇
者
に
よ
る
個
別
の
研
究
発
表
後
、
登
壇
者
間
で
の
討

議
時
間
を
設
け
た
。
司
会
（
小
林
）
か
ら
は
、
オ
ウ
ム
事
件
以
後
の
研
究

動
向
や
教
育
内
容
の
変
化
、「
宗
教
」
お
よ
び
「
世
俗
」
の
概
念
の
問
題
、

研
究
者
の
立
場
性
と
宗
教
の
規
範
性
の
三
点
に
つ
い
て
各
登
壇
者
に
尋

ね
、
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
。
討
議
を
通
し
て
、「
宗
教
」
学
で
あ
る
以

上
、「
宗
教
」
の
枠
組
み
か
ら
な
お
も
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
困
難
さ

の
再
確
認
と
、
他
方
、「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
現

象
を
含
む
次
な
る
段
階
へ
の
進
展
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に

「
軌
跡
と
展
望
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
議
論
の
場
と
な
っ
た
。

（
文
責　

小
林
奈
央
子
）
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宗
教
史
の
中
の
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
と
宗
教
現
象
学代

表
者
・
司
会　

藤
原
聖
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

カ
チ
ャ
・
ト
リ
プ
レ
ッ
ト

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
ロ
ー
マ
大
会
に
お
け
る
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
と
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン

江
川　

純
一

　

本
発
表
は
、
一
九
五
五
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
際
宗
教

史
会
議
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
「
新
し
い
学
問
」

で
あ
っ
た
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
レ
・
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
宗
教
史
学
に
対
す

る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
姿
勢
、
引
い
て
は
二
〇
世
紀
前
半
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
文
化
圏
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
一
側
面
を
明
る
み
に
出
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
宗
教
史
学
の
源
泉
の
一
つ
と
し
て
一
八
世
紀
の

哲
学
者
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ー
コ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ヴ
ィ
ー

コ
の
学
と
の
一
番
の
差
異
で
あ
る
「
世
俗
性
」
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
「
世
俗
」
概
念
、
す
な
わ
ち

「
反
教
権
」、「
聖
職
者
主
導
で
は
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初

頭
、
王
国
政
府
と
教
皇
庁
の
対
立
状
態
の
影
響
で
国
内
に
宗
教
的
無
関
心

が
蔓
延
す
る
な
か
で
「
宗
教
」
の
重
要
性
を
説
い
た
の
が
、
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
（
含
近
代
主
義
）
と
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
で
あ
り
、
近
代

主
義
と
宗
教
史
学
の
架
橋
の
試
み
が
、
キ
リ
ス
ト
教
史
学
・
神
学
の
ブ
オ

ナ
イ
ウ
テ
ィ
、
ト
ゥ
ル
キ
、
フ
ラ
カ
ッ
シ
ー
ニ
、
エ
ジ
プ
ト
学
の
フ
ァ
リ

ー
ナ
、
古
典
学
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ツ
ァ
と
と
も
に
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
が 

創
刊
し
た
一
九
一
六
年
の
『
宗
教
学
雑
誌
（R

ivista di Scienza delle 
R
eligioni

）』
で
あ
っ
た
。
無
神
論
者
で
あ
る
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
以
外

は
全
員
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
で
あ
り
、
こ
の
『
宗
教
学
雑
誌
』

は
、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
一
五
世
の
も
と
禁
書
処
分
と
な
り
二
巻
で

廃
刊
と
な
る
。
重
要
な
点
は
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
が
処
分
の
対
象
と
し
た
の

は
聖
職
者
た
ち
の
み
で
あ
り
、
非
信
仰
者
で
あ
る
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
に

対
し
て
は
い
か
な
る
反
応
も
示
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
局
面
で
、

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
宗
教
史
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
近
代
主
義
者
た
ち
、

の
協
調
関
係
が
崩
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
学
と
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
と
の
関
係
は
ロ
ー
マ
大
会

に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
。
彼
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
の
死

を
受
け
て
一
九
五
〇
年
に
国
際
宗
教
史
会
議
の
会
長
に
就
任
し
、
一
九
五

五
年
の
ロ
ー
マ
大
会
に
向
け
て
準
備
を
始
め
る
が
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
か
ら

で
は
な
く
イ
タ
リ
ア
政
府
か
ら
横
槍
が
入
る
。
イ
タ
リ
ア
政
府
は
大
会
を

ロ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
は
好
都
合
と
は
言
え
な
い
と
、
当
初
、
否
定
的

な
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
に
従
う
と
、
一
九

五
二
年
秋
に
は
宗
教
史
学
と
政
府
と
の
対
立
は
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
が
、
国
立
大
学
に
設
置
を
認
可
し
て
い
る
講
座
の
国
際
学
術
大
会
開
催

を
、
国
が
単
独
で
避
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
や
は
り
考
え
に
く
い
し
、
ヴ

ァ
テ
ィ
カ
ン
が
宗
教
史
学
の
国
際
的
な
集
ま
り
に
対
し
て
直
接
に
反
対
を

表
明
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
や
は
り
政
権
与
党
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

民
主
主
義
が
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
意
向
を
汲
ん
だ
、
も
し
く
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ

ン
に
配
慮
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン

主
導
の
学
問
と
は
異
な
る
宗
教
研
究
の
在
り
方
を
模
索
し
た
ペ
ッ
タ
ッ
ツ

パ
ネ
ル
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成
を
訴
え
て
い
た
。
軍
団
運
動
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
軍
団
幹
部
の
イ

オ
ン
・
モ
ツ
ァ
と
ヴ
ァ
シ
レ
・
マ
リ
ン
が
戦
死
し
た
こ
と
を
、
民
族
精
神

の
復
興
と
軍
団
運
動
の
拡
充
の
た
め
の
自
己
犠
牲
で
あ
っ
た
と
賛
美
す
る

思
想
が
浸
透
し
て
い
た
。
ユ
リ
ウ
ス
・
エ
ヴ
ォ
ラ
は
そ
の
よ
う
な
軍
団
の

思
想
に
共
感
を
示
し
、
コ
ド
リ
ャ
ー
ヌ
お
よ
び
エ
リ
ア
ー
デ
と
交
友
を
深

め
て
い
た
。
創
造
の
た
め
の
犠
牲
と
い
う
軍
団
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
歴

史
的
苦
難
の
犠
牲
を
創
造
的
な
も
の
に
転
ず
る
と
い
う
「
歴
史
の
恐
怖
」

の
構
想
へ
繋
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
滞
在
を
経
て
、
戦
後
、
フ
ラ
ン
ス
へ
亡
命
し
た
エ
リ
ア
ー

デ
は
、
戦
前
のN

ation

を
め
ぐ
る
言
論
を
新
た
な
国
際
秩
序
に
沿
う
よ

う
語
り
直
す
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
そ
の
試
み
の
痕
跡
は
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ

ー
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
、
エ
ヴ
ォ
ラ
と
の
関
係
性
、

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
創
設
、
エ
ラ
ノ
ス
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
関
連
資
料
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
と
エ
リ
ア
ー
デ
の
往
復
書
簡

に
お
い
て
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
構
想
に
関
し
て
は
じ
め
て
記
さ
れ
る
の
は
四
八

年
四
月
二
一
日
付
の
書
簡
で
あ
り
、
国
際
東
洋
学
会
、
言
語
学
会
、
ビ
ザ

ン
ツ
学
会
の
パ
リ
に
お
け
る
開
催
に
言
及
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
会
場
で
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
訊
ね
な
が
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の
助
成
を
取
り

付
け
て
国
際
宗
教
史
学
会
を
創
設
で
き
な
い
も
の
か
と
相
談
を
持
ち
掛
け

て
い
る
。
こ
の
書
簡
以
降
に
お
い
て
も
、「
発
案
委
員
会
」
の
立
ち
上
げ
、

学
会
誌
の
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
積
極
的
に
ペ
ッ
タ
ッ
ツ

ォ
ー
ニ
に
相
談
を
持
ち
掛
け
、
五
十
年
九
月
開
催
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大

会
前
後
に
は
ロ
ー
マ
で
直
接
対
面
し
、
学
会
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
や
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
講
演
を
共
に
し
て
い
た
。
対
照
的
に
戦
後
エ
ヴ

ォ
ラ
と
の
交
友
は
希
薄
な
も
の
と
な
り
、
対
面
し
た
い
と
い
う
エ
ヴ
ォ
ラ

ォ
ー
ニ
宗
教
史
学
に
対
し
て
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
が
取
っ
た
態
度
は
、
一
貫
し

て
「
無
視
」
で
あ
っ
た
。
現
在
、
ロ
ー
マ
大
会
が
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
や
イ
タ

リ
ア
社
会
に
与
え
た
影
響
は
小
さ
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
大
会
以
後
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
学
会
内
の
宗
教
史
学
と
宗

教
現
象
学
の
対
立
の
問
題
に
直
面
す
る
。
彼
は
、
宗
教
現
象
学
を
神
学
と

宗
教
史
学
の
あ
い
だ
の
妥
協
と
捉
え
て
い
た
が
、
今
度
は
自
身
が
宗
教
現

象
学
と
宗
教
史
学
の
あ
い
だ
で
「
妥
協
」
し
、
そ
れ
を
新
た
に
「
宗
教
史

学
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
る
。
だ
が
彼
は
、
既
に
一
九
四
六
年
の
段
階
で
、

自
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
「
宗
教
史
学
的
現
象
学
（fenom

enolo-
gia storico-religiosa

）」
の
語
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　

歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
「
因
果
」・「
接
触
」
を
重
視
す
る
「
歴
史
主

義
的
傾
向
」
と
、「
類
似
」
を
重
視
す
る
「
形
態
学
的
傾
向
」
も
し
く
は

「
現
象
学
的
傾
向
」
は
、
共
に
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
学
の
な
か
に
、
さ

ら
に
は
彼
が
モ
デ
ル
と
し
た
ヴ
ィ
ー
コ
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
創
設
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題

奥
山　

史
亮

　

本
発
表
で
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
戦
前
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
言
論

を
、
戦
後
の
国
際
秩
序
に
対
応
す
る
た
め
に
再
構
築
し
て
い
っ
た
過
程
を

整
理
し
な
が
ら
、
宗
教
現
象
学
の
形
成
、
お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
創
設
と
の
関

係
性
を
検
討
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
大
戦
間
期
ル
ー
マ
ニ

ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
軍
団
運
動
に
参
与
し
、
農
村
地
域
の
正

教
会
に
民
族
の
精
神
性
を
見
出
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
たN

ation

の
形
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ハ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
と
東
西
交
流

宮
嶋　

俊
一

　

本
発
表
で
は
ハ
イ
ラ
ー
宗
教
学
の
実
践
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
戦
後
初
期
の
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
大
会
へ
の
彼
の
評
価
と
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
ロ
ー
マ
大
会
（
一
九

五
五
）
報
告
に
お
い
て
、
そ
れ
が
過
去
の
宗
教
に
関
わ
る
学
術
的
な
大
会

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
京
・
京
都
大
会
（
一
九

五
八
）
の
報
告
で
は
そ
れ
が
東
西
の
出
会
い
を
テ
ー
マ
と
し
、
扱
わ
れ
る

研
究
対
象
も
よ
り
現
代
的
で
実
生
活
に
関
わ
る
も
の
と
な
っ
た
と
評
価
す

る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
性
へ
の
評
価
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
会
（
一
九
六

〇
）
へ
と
継
続
さ
れ
て
い
く
。

　

東
京
・
京
都
大
会
後
、
ハ
イ
ラ
ー
は
日
本
に
三
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
、
そ
の

後
、
香
港
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど
一
二
ヶ
国

を
訪
問
し
た
。
そ
の
際
の
（
ハ
イ
ラ
ー
自
身
に
よ
る
）
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
そ
こ
に
ハ
イ
ラ
ー
の
日
本
認
識
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
仏
教

だ
が
、
ハ
イ
ラ
ー
は
元
々
仏
教
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
来
日
時
に

も
多
く
の
仏
教
寺
院
を
訪
れ
、
参
禅
体
験
を
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
も
踏

ま
え
ハ
イ
ラ
ー
は
仏
教
を
高
く
評
価
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
仏
教
美
術
の

美
し
さ
や
儀
式
の
壮
麗
さ
で
あ
っ
た
。
他
方
神
道
に
関
し
て
、
彼
は
伊
勢

神
宮
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
が
、「
原
始
的
」
と
い
う
評
価
が
目
立
つ
。

拝
礼
や
柏
手
を
す
る
こ
と
も
躊
躇
っ
た
と
言
う
。
さ
ら
に
彼
は
滞
在
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
礼
拝
・
ミ
サ
に
頻
繁
に
参
加
し
、
そ
こ

で
の
体
験
か
ら
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
西
洋
化
」
を
批
判
す

る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
「
日
本
ら
し
さ
」
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
へ
の
不
満
が
頻
繁
に
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
ら
の
連
絡
に
も
な
か
な
か
応
じ
よ
う
と
し
な
い
時
期
が
続
い
た
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
五
十
年
八
〜
九
月
に
エ
ラ
ノ
ス
会
議
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
大
会
に
立
て
続
け
に
参
加
し
、
前
者
で
は
「
宇
宙
生
成
神
話
と
呪
術
的

治
療
」、
後
者
で
は
「
心
理
学
と
宗
教
史
学
―
「
中
心
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
の
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
再

生
を
も
た
ら
す
死
、
創
造
的
な
犠
牲
を
め
ぐ
る
神
話
と
儀
礼
を
主
題
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
戦
前
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
テ
ー
マ
を
、
地
域
時
代

横
断
的
に
事
例
を
集
め
て
、
宗
教
現
象
学
的
に
、
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
モ
ノ
に
組
み
替
え
る
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
に
対
し
て
エ
ヴ
ォ
ラ
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
公
的
な
学
問
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
、
古
代
の
知
識
を
近
代
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
批
判
を
投
げ
か
け
続
け
、
六
三
年
刊
行
の
自
叙
伝
で
は
戦
前
の
エ
リ

ア
ー
デ
と
の
交
友
を
記
し
た
。
そ
れ
に
対
し
エ
リ
ア
ー
デ
は
エ
ヴ
ォ
ラ
と

の
交
友
を
た
つ
に
至
っ
た
。

　

冷
戦
体
制
下
の
共
産
主
義
と
の
闘
争
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
言

論
を
武
器
と
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
エ
リ
ア
ー
デ
に
と
っ
て
、
軍
団
運
動
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
完
全
に
手
放
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
エ

ヴ
ォ
ラ
と
の
不
安
定
な
が
ら
も
六
十
年
代
に
至
る
ま
で
継
続
し
た
関
係
性

に
も
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
団
運
動
に
つ
い
て
公
的
に
は
沈
黙

す
る
ほ
か
な
い
と
ク
リ
ア
ー
ヌ
に
伝
え
て
い
た
エ
リ
ア
ー
デ
に
と
っ
て
、

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
、
さ
ら
に
戦
後
エ
ラ
ノ
ス
は
、
エ
ヴ
ォ
ラ
的
な
言
論
を
抑
圧
し

な
が
ら
も
、N

ation

を
超
え
て
普
遍
性
を
志
向
す
る
宗
教
現
象
学
と
し

て
そ
れ
を
再
構
成
す
る
場
所
で
あ
り
、
宗
教
現
象
学
は
エ
ヴ
ォ
ラ
的
な
記

憶
を
抑
圧
し
、
そ
れ
を
昇
華
す
る
こ
と
で
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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い
か
。
諸
宗
教
の
協
働
を
め
ぐ
る
論
文
で
の
ア
ジ
ア
宗
教
評
価
と
は
、

（
１

）そ
こ
に
自
分
（
た
ち
）
が
担
っ
て
き
た
も
の
と
同
じ
（
よ
う
な
）
も

の
が
あ
り
、（
２

）し
か
も
そ
れ
が
ア
ジ
ア
ら
し
く
あ
り
、（
３

）か
つ
そ
れ

が
荘
厳
で
あ
る
（
と
感
じ
ら
れ
る
）
こ
と
、
に
拠
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

（
２

）ア
ジ
ア
ら
し
い
も
の
の
中
に
、（
１

）自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
も
の

の
存
在
を
見
抜
く
こ
と
が
宗
教
学
の
役
割
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
一
種
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
は
ハ
イ
ラ
ー
固
有
の
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
時
代
状
況
の
中
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト

カ
チ
ャ
・
ト
リ
プ
レ
ッ
ト

　

パ
ネ
ル
の
主
旨
説
明
で
、
藤
原
は
「
宗
教
学
に
は
科
学
的
な
〈
良
い
宗

教
学
〉
と
宗
教
的
な
〈
悪
い
宗
教
学
〉
が
あ
り
、
両
者
の
せ
め
ぎ
あ
い
と

し
て
宗
教
学
史
を
と
ら
え
る
見
方
」
は
問
題
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
、「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
＝〈
良
い
宗
教
学
〉、
そ
れ
以
外
＝〈
悪
い
宗
教
学
〉
の
二
分
法

に
結
び
付
い
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
よ
う
な
国
際
学
会
が
成
り
立
た

な
く
な
る
」
か
ら
だ
と
述
べ
た
。

　
「
東
洋
・
西
洋
」「
科
学
・
宗
教
」
と
い
っ
た
二
分
法
は
、
も
と
も
と

我
々
が
考
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
発
見
法
的
な
構
築
物
だ
が
、
そ
れ
が
図

ら
ず
も
、
宗
教
の
研
究
に
「
不
均
等
」
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
東

洋
は
神
学
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
宗
教
学
に
、
西
洋
は
世
俗
的
で
科
学
的

な
宗
教
学
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
同
じ
よ
う
な
非
対
称
的
二
分
法
に
は
男

性
と
女
性
の
宗
教
性
が
あ
り
、
女
性
の
方
が
（
情
緒
的
に
）
宗
教
的
だ
か

ら
、
思
想
史
・
神
学
史
に
は
寄
与
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
っ
た
見
方

　

こ
う
し
た
特
徴
に
加
え
て
、
ハ
イ
ラ
ー
の
報
告
書
に
は
、
日
本
の
宗
教

現
象
を
キ
リ
ス
ト
教
（
主
に
カ
ト
リ
ッ
ク
）
的
な
認
識
原
理
に
基
づ
い
て

説
明
す
る
箇
所
が
目
立
つ
。
ハ
イ
ラ
ー
は
（
日
本
に
限
ら
ず
）
ア
ジ
ア 

の
宗
教
現
象
を
説
明
す
る
と
き
キ
リ
ス
ト
教
用
語
を
多
用
す
る
が
、
諸 

宗
教
の
同
一
視
あ
る
い
は
、
類
比
に
関
し
て
配
慮
が
足
り
な
い
と
い
う

T
w
oruschka

の
指
摘
に
は
首
肯
で
き
る
。

　

戦
後
の
ハ
イ
ラ
ー
の
活
動
の
中
で
も
諸
宗
教
の
協
働
は
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
学
術
的
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
実
践
的
な
活
動
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
東
京
・
京
都
大
会
と
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
大
会
の
間
を
つ
な
ぐ
の
が
、
東
京
・
京
都
大
会
後
の
ア
ジ
ア
旅
行
で
あ

り
、
そ
こ
で
ハ
イ
ラ
ー
は
宗
教
学
者
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者

と
の
実
践
的
な
交
流
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
交
流
と
は
、
キ
リ
ス

ト
教
的
（
カ
ト
リ
ッ
ク
的
）
な
認
識
原
理
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
を

「
理
解
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
諸
宗
教
の
協
働
や
統
一
と
宗
教
学
の
役

割
に
関
す
る
数
々
の
論
文
に
お
い
て
、
ハ
イ
ラ
ー
は
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
を

評
価
し
、
さ
ら
に
は
賞
賛
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
認
識
の
背
後

に
は
、
彼
自
身
の
体
験
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
ハ
イ
ラ
ー
に
お
い
て
、

そ
う
し
た
体
験
が
彼
の
元
々
の
認
識
原
理
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
問
題
を
「
良
い
宗
教
学
」「
悪
い
宗
教
学
」
図
式
で
考
え
る
と
、

そ
も
そ
も
ハ
イ
ラ
ー
自
身
が
こ
の
枠
組
み
を
自
覚
的
に
構
築
し
、W

iebe

ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
悪
い
」
も
の
を
「
良
い
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
何
が
「
悪
か
っ
た
」
の
か
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
な
ら
、

実
践
的
活
動
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
実
践
的

活
動
を
支
え
る
認
識
原
理
に
問
題
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
認
識
原
理

が
体
験
に
よ
っ
て
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
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私
に
と
っ
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
ど
の
発
表
も
、
三
人
の
日
本

の
宗
教
や
宗
教
学
者
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ッ
タ
ッ

ツ
ォ
ー
ニ
は
一
九
〇
四
年
に
天
之
御
中
主
神
を
最
高
存
在
で
あ
る
と
し

た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
日
本
で
神
社
を
訪
問
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
対
話
の
相

手
と
は
見
な
さ
な
か
っ
た
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
（
予
想
で
き
る
こ
と
だ
が
）

神
道
に
良
い
印
象
を
も
っ
た
。
日
本
の
天
地
開
闢
神
話
が
自
分
の
聖
俗
論

に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
な
お
も
ド
イ
ツ
の
大
学
で
も
読
ま
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ

ラ
ー
は
そ
う
で
は
な
い
。
ハ
イ
ラ
ー
の
後
続
世
代
で
あ
る
Ｈ
・
ザ
イ
ヴ
ェ

ル
ト
は
、
Ｋ
・
ポ
パ
ー
を
ひ
き
な
が
ら
、
ハ
イ
ラ
ー
の
、「
不
死
へ
の
信

仰
」
を
超
越
す
る
行
為
の
原
因
と
い
う
命
題
は
反
証
不
可
能
で
あ
る
と
批

判
し
、
以
降
、
ド
イ
ツ
の
宗
教
学
で
は
ハ
イ
ラ
ー
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
が
行
っ

た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
るS. Fujiw

ara, D
. T

hurfjell &
 

S. Engler eds, G
lobal Phenom

enologies of R
eligion: A

n O
ral 

H
istory in Interview

s 
(T

he Study of Religion in a Global 
Context Series), Equinox, 2021

を
参
照
さ
れ
た
い
）。
宗
教
現
象

学
自
体
も
ド
イ
ツ
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
消
滅
し
た
。
近
年
、
再
評
価

の
動
き
も
あ
る
が
、
周
縁
的
な
も
の
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

藤
原　

聖
子

　

本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、
国
際
宗
教
学
宗
教
史
学
会
（
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
）
の
設

立
・
初
期
の
展
開
と
、
既
成
教
団
や
非
制
度
的
宗
教
潮
流
と
の
関
係
に
つ

い
て
新
た
な
知
見
を
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
依
拠
す
る
一
次
資
料
は
、

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
歪
ん
だ
見
方
は
、
宗
教
学
に
お
い
て
深
刻
な

障
害
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
世
紀
前
半
の
宗
教
学
史
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
設
立
と
展
開
に
は
、
そ
の

よ
う
な
二
分
法
を
誰
が
何
の
た
め
に
作
っ
た
の
か
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
そ
の
こ
と
を
見
出
す
の
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
感
激
す

べ
き
企
画
で
あ
る
。
三
人
の
発
表
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
活
躍
し
、

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
と
関
係
が
深
い
三
人
の
宗
教
学
者
を
導
い
た
様
々
な
要
因
を
、

慎
重
に
か
つ
深
く
分
析
し
て
い
る
。
三
人
と
も
当
時
の
制
度
的
・
国
家
的

状
況
に
関
わ
る
問
題
を
と
ら
え
て
い
た
。

　

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
を
進
化
論
図
式
に

当
て
は
め
た
。
江
川
が
詳
細
に
論
じ
た
よ
う
に
、
彼
の
宗
教
史
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
啓
示
の
観
念
、
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
原
始
一
神
教
に
対
抗
す

る
も
の
だ
っ
た
。

　

ハ
イ
ラ
ー
も
、
宮
嶋
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
も
関
係
が

あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
高
教
会
運
動
（
国
際
的
・
超
宗
派
的
な
信
者
会
）
の

確
立
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
、
一
九
三
〇
年
に
聖
ヨ
ハ
ネ

高
教
会
兄
弟
団
の
最
初
の
指
導
者
に
な
っ
た
。
彼
は
戦
後
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
に

関
わ
っ
た
間
、
こ
の
国
際
派
の
兄
弟
団
で
も
活
動
し
、
そ
の
た
め
宗
教
間

対
話
に
関
心
を
も
っ
た
。

　

冷
戦
下
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
思
想
は
宗
教
的
と
い
う
よ
り
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
物
質
主
義
的
な
近
代
を
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
文
化
に

見
出
し
た
深
い
霊
性
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
新
し
い
人
間
と
い
う
思
想
を

掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
と
エ
ヴ
ォ
ラ
の
近
い
関
係
は
非
常
に
問
題
で

あ
り
、
奥
山
が
エ
リ
ア
ー
デ
や
エ
ラ
ノ
ス
会
議
の
エ
ヴ
ォ
ラ
と
の
関
係
を

丁
寧
に
指
摘
し
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
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を
出
版
し
た
が
（L. A

m
basciano, A

n U
nnatural H

istory of R
e-

ligions, 2019; D
. G. Robertson, G

nosticism
 and the H

istory 
of R

eligions, 2021

）、
そ
れ
ら
は
宗
教
学
に
は
（
近
代
経
験
）
科
学
的

な
「
良
い
宗
教
学
」
と
宗
教
的
な
「
悪
い
宗
教
学
」
が
あ
る
と
し
、
一
九

世
紀
後
半
に
神
学
に
対
抗
し
て
「
良
い
宗
教
学
」
が
誕
生
す
る
が
、
し
ば

し
ば
「
悪
い
宗
教
学
」
が
広
が
り
「
良
い
宗
教
学
」
を
侵
食
し
て
き
た
と

い
う
筋
書
を
も
つ
（
近
年
の“good religion/bad religion

”

論
と
類

似
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
パ
ネ
ル
で
は
「
良
い
／
悪
い
宗
教
学
」
と
便
宜

的
に
表
現
し
た
）。
宗
教
現
象
学
やH

istory of Religions

は
悪
い
宗

教
学
の
典
型
と
し
て
一
律
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
認
知
科
学
を
推

進
す
る
Ｄ
・
ウ
ィ
ー
ブ
に
よ
る
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
批
判
の
近
著
に
も
共
通
す
る
。

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
の
国
際
化
を
阻
む
こ
の
硬
直
し
た
歴
史
観
に
対
し
て
、
一
次
資

料
の
丁
寧
な
分
析
に
基
づ
く
異
な
る
視
点
か
ら
の
歴
史
観
を
示
す
こ
と

が
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
に
当
初
か
ら
関
係
を
も
ち
、
分
裂
の
両
側
の
宗
教
学
を
包

摂
す
る
日
本
の
宗
教
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
三
人
の
発
表
は
こ
の
目
的

に
応
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
異
な
る
歴
史
観
も
日
本
内
部
で
し
か
通
用
し
な
い
な
ら
ば

無
意
味
で
あ
る
た
め
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
学
・
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｒ
史
や
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
宗
教
学
に
詳
し
い
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
氏
を

招
い
た
。
氏
は
、
コ
メ
ン
ト
の
他
、
質
疑
応
答
で
は
宗
教
学
者
た
ち
が
国

境
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
中
で
宗
教
に
遭
遇
す
る
こ
と
の

意
味
を
改
め
て
考
え
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
「
悪
い
宗
教
学
」
を
本
質
主
義
的
に
と
ら
え
る
ウ
ィ
ー
ブ
等
に
対
し
て
、

本
パ
ネ
ル
は
三
人
を
抽
象
的
に
「
信
仰
の
人“religionist ”

」
と
せ
ず
、

特
定
の
宗
教
団
体
や
潮
流
と
の
具
体
的
な
相
互
作
用
に
注
目
し
た
。
そ
の

Ｒ
・
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
、
Ｆ
・
ハ
イ
ラ
ー
、
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
デ
と
い
う

「
宗
教
現
象
学
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
宗
教
学
者
・
宗
教
史
家
の
著
作

物
、
書
簡
、
新
聞
雑
誌
記
事
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
側
の
記
録
な
ど
で
あ
る
。

　

最
初
に
問
題
の
背
景
と
し
て
、
代
表
者
が
過
去
半
世
紀
に
お
け
る
宗
教

学
の
国
際
的
状
況
の
変
化
と
そ
の
中
で
の
日
本
の
位
置
に
つ
い
て
概
観
し

た
。
田
丸
徳
善
「
宗
教
学
の
歴
史
と
課
題
」（
一
九
七
七
年
）
は
当
時
の

宗
教
学
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
を
学
問
と
し
て
の
「
同
一
性
の
危
機

（identity crisis

）」
と
表
現
し
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
、
経
済
・
政
治

両
面
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
自
由
／
自
由
主
義
化
を
背
景
に
、
そ
れ
は
言

っ
て
み
れ
ば“identity politics ”
に
変
化
し
た
。
一
方
で
は
、
科
学
全

領
域
で
社
会
的
課
題
に
応
じ
る
科
学
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
た

臨
床
的
宗
教
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
主
に
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
や
北
米
の
（
主
に

Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
の
科
学
派
か
ら
護
教
的
宗
教
学
、
神
学
へ
の
回
帰
と
し
て

批
判
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
臨
床
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
関

わ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
他
地
域
や
北
米
の
実
践
的
宗
教
学
者
と
の
間
に

深
刻
な
分
裂
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
問
題
の
根
本
に
は
、
認
識
論
的
レ
ベ
ル

で
は
伝
統
的
な
「
信
仰
と
知
」
の
対
立
、
あ
る
い
は
「
宗
教
か
ら
科
学
に

移
行
す
る
の
が
進
化
で
あ
る
」
と
み
る
世
界
観
が
あ
る
。
こ
れ
が
西
洋
ロ

ー
カ
ル
な
世
界
観
な
の
か
、
普
遍
的
な
の
か
、
さ
ら
に
普
遍
化
す
べ
き
な

の
か
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
レ
ベ
ル
と
政

治
的
レ
ベ
ル
・
科
学
外
在
的
問
題
が
不
可
分
で
あ
る
た
め
、
科
学
派
も
自

ら
の
立
場
を
「
政
治
的
で
あ
る
」
と
認
め
ざ
る
を
え
ず
、
国
際
的
な
合
意

形
成
が
全
く
容
易
で
は
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
は
宗
教
学
史
観
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
近
年
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
若
手
宗
教
学
者
が
宗
教
学
・
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
史
を
主
題
と
す
る
書
籍
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虚
実
性
の
宗
教
哲
学 

│
│ 「
宗
教
」
概
念
の
死
後
の
生 

│
│

代
表
者　

根
無
一
行

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

樽
田
勇
樹

創
作
さ
れ
破
壊
さ
れ
る
神 

│
│ 

宗
教
概
念
批
判
以
後
の
偶
像
崇
拝 

│
│

下
田　

和
宣

　

本
提
題
は
、
宗
教
概
念
批
判
の
観
点
か
ら
ブ
リ
ュ
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の

議
論
を
対
象
と
し
、
と
り
わ
け
そ
の
『
近
代
の
〈
物
神
事
実
〉
崇
拝
に
つ

い
て
』（2009

）
を
参
照
す
る
。
ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
「
物
神
」
と
「
事
実
」

の
近
代
的
二
分
法
を
批
判
し
つ
つ
、「
物
神
事
実
」（faitiche

）
と
い
う

概
念
を
新
た
に
構
築
す
る
。
本
提
題
の
狙
い
は
、
そ
の
作
業
が
持
つ
宗
教

哲
学
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
呪
物
崇
拝
・
物
神
崇
拝
」
と
し
て
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
伝
統
的

宗
教
と
そ
れ
に
暗
黙
裡
に
同
調
す
る
宗
教
学
に
よ
っ
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

虚
偽
と
し
て
排
除
さ
れ
、
あ
る
い
は
宗
教
以
前
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
心
性

と
し
て
下
層
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
語
の

fétiche

（
物
神
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
）
とfait

（
事
実
、factum

）
は
ど

ち
ら
も
語
源
学
的
に
は
「
つ
く
る
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のfacere

に
遡
る
。
こ
こ
か
ら
す
で
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
物
神
と
事
実
の
あ
い

だ
に
は
一
見
す
る
と
厳
格
な
区
別
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
じ
つ
の

と
こ
ろ
そ
れ
は
実
体
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
両

者
の
同
一
性
を
隠
蔽
し
、
差
異
を
現
前
さ
せ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
近
代
知

な
の
で
あ
る
。「
遭
遇
す
る
全
て
の
民
族
を
無
価
値
な
対
象
の
崇
敬
者
と

複
雑
な
様
相
をreligionist

対
科
学
派
の
二
分
法
に
還
元
す
る
と
、
個

人
の
信
仰
と
い
う
要
因
が
過
大
視
さ
れ
他
の
諸
要
因
が
過
小
評
価
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
諸
要
因
を
取
り
出
し
、
複
数
の
文
脈
に
宗
教
学
史
を
の
せ

る
こ
と
で
新
た
な
歴
史
記
述
の
可
能
性
が
開
け
る
こ
と
が
発
表
か
ら
示
さ

れ
た
。
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し
、
主
体
で
あ
る
こ
と
を
過
剰
に
求
め
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
他
者
に

対
す
る
極
端
な
排
除
が
呼
び
込
ま
れ
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
的
な
批
判
に
も
、
そ
う
し
た
事
実
化
の
所
作
が
し
ば
し
ば
紛
れ
込

む
。
そ
れ
は
宗
教
概
念
批
判
が
モ
ダ
ン
的
科
学
の
「
乗
り
越
え
」
で
あ
ろ

う
と
し
た
り
、「
真
実
／
虚
構
」
を
超
え
た
メ
タ
的
な
真
実
の
提
示
へ
と

舵
を
切
っ
た
り
す
る
現
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ラ
ト
ゥ
ー

ル
的
「
ノ
ン
モ
ダ
ン
」
の
立
場
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
製
作
が
強
制
的

に
事
実
化
す
る
場
所
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
過
剰
な
概
念
的
純
化
か
ら
距
離
を
取
り
、
概
念
で
は
な
く

概
念
化
（
あ
る
い
は
再
概
念
化
）
の
次
元
に
依
拠
し
な
が
ら
、
純
化
さ
れ

ざ
る
も
の
、
な
い
し
準
主
体
や
準
客
体
と
言
わ
れ
る
次
元
の
問
題
に
踏
み

込
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
接
触
に
よ
る
緩
や
か
な
越
境
的
変
容
、
混
淆
的

な
「
製
作
」
が
い
つ
し
か
根
源
的
な
「
事
実
」
と
な
る
。
こ
の
過
程
を
哲

学
的
に
主
題
化
す
る
た
め
に
は
、
起
源
／
派
生
の
図
式
か
ら
離
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
が
何
で
あ
る
か
を
人
間
的
行
為

の
次
元
で
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

宗
教
に
お
け
る
演
劇
性
に
つ
い
て

山
根　

秀
介

　

本
発
表
は
、
宗
教
概
念
批
判
の
問
題
意
識
を
受
け
、
い
ま
だ
宗
教
哲
学

に
お
い
て
十
分
に
意
識
化
さ
れ
て
い
な
い
あ
る
二
分
法
、「
内
面
的
、
個

人
的
、
精
神
的
な
信
仰
、
一
回
性
が
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
宗
教
体
験
」

と
「
外
面
的
、
集
団
的
、
身
体
的
で
、
反
復
性
を
前
提
と
す
る
祭
祀
・
儀

礼
」
と
を
峻
別
し
、
か
つ
前
者
こ
そ
が
真
な
る
宗
教
を
成
す
要
素
で
あ
る

と
す
る
二
分
法
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
発
表

見
做
す
」
近
代
人
は
、
他
者
が
事
実
で
な
い
も
の
（
物
神
）
を
「
信
じ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
信
じ
て
い
る
」。

　

他
者
に
対
し
て
主
観
的
・
虚
構
的
物
神
と
客
観
的
・
科
学
的
事
実
の
二

択
を
迫
る
こ
と
で
、
近
代
人
は
「
自
分
た
ち
は
違
う
の
だ
」
と
満
足
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
物
神
の
根
源
に
つ
い
て
近
代
人
が
明
確
な
理
解
を
持
つ
わ

け
で
は
な
い
。
正
確
に
言
え
ば
、
持
つ
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
れ
ば
物
神
と
は
何
か
を
実
質
的
に
記
述
す
る
た
め

の
概
念
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
人
の
自
己
規
定
に
と
っ
て
重
要
な
機
能

を
持
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
も
の
と
し
て
物
神
が
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
物
神
と
名
指
さ
れ
る
も
の
だ
け
が
物
神
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
名
ざ
し
と
破
壊
の
い
わ
ば
自
作
自
演
を
通
じ
て
、
近
代
人
は
事

実
の
独
占
的
な
代
理
人
と
し
て
自
己
を
「
つ
く
り
あ
げ
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
人
も
ま
た
物
神
事
実
を
持
つ
。
物
神
事
実
の
次
元

に
お
い
て
、
製
作
は
虚
構
性
の
無
自
覚
な
隠
蔽
に
よ
っ
て
事
実
化
さ
れ
る
。

ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
近
代
人
の
み
が
、
物
神
と
事
実
の

区
別
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
他
の
製
作
を
嘘
と
糾
弾
し
、
み
ず
か
ら
の

製
作
の
み
を
製
作
で
は
な
い
事
実
と
認
定
し
よ
う
と
す
る
。
ま
さ
に
そ
こ

に
、「
真
実
／
虚
構
」
の
区
別
、
さ
ら
に
は
「
我
（々
内
）／
彼
ら（
外
）」

の
区
別
、「
宗
教
学
者
／
信
仰
者
」
の
区
別
も
ま
た
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
に
よ
っ
て
ラ
ト
ゥ
ー
ル
が
狙
う
の
は

「
存
在
論
的
相
対
主
義
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
見
す
る

と
過
度
に
寛
容
主
義
的
で
あ
る
が
、
自
己
と
他
者
と
の
大
き
な
対
立
を
拒

否
す
る
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
が
何
を
し
て
い
る
の
か
自
覚
的
で
あ

ろ
う
と
す
る
う
え
で
も
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
物
神
と
自
己
を
切
り
離
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し
か
占
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

次
に
エ
リ
ア
ー
デ
『
永
遠
回
帰
の
神
話
―
祖
型
と
反
復
―
』
を
扱
う
。

古
代
の
宗
教
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
、
人
物
、
動
植
物
、
出
来
事
は
、
原

始
の
宇
宙
創
成
、
神
々
や
英
雄
の
行
為
と
い
っ
た
聖
な
る
神
話
的
類
型
の

反
復
と
し
て
の
み
価
値
を
獲
得
す
る
。
儀
礼
は
そ
の
反
復
を
制
度
化
し
て

意
図
的
に
繰
り
返
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
古
代
宗
教
の
儀
礼
は
、
そ
れ

が
内
面
的
、
精
神
的
で
、
一
度
き
り
の
繰
り
返
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
反
復
で
あ
る
か
ら
こ
そ
意
味
が

あ
り
、
あ
る
種
の
脚
本
と
し
て
の
祖
型
を
い
か
に
正
確
に
模
倣
し
再
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
に
そ
の
成
否
が
か
か
っ
て
く
る
。
儀
礼
は
原
初
の
聖

な
る
出
来
事
の
再
現
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
た
び
ご
と
の
宇
宙
の
創
造
で

も
あ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
こ
の
よ
う
に
古
代
儀
礼
の
反
復
性
と
そ
の
創
造

性
に
焦
点
を
当
て
、
現
代
人
か
ら
す
れ
ば
虚
構
で
あ
り
模
倣
で
あ
る
よ
う

な
儀
式
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
円
環
的
な
時
間
観
念
か
ら
抜
け
出
て
、
現
代
で
当
然
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
「
歴
史
」
が
獲
得
さ
れ
た
の
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
が
発
達

し
近
代
の
思
考
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
エ
リ
ア
ー
デ
は
考
え

る
。
少
な
く
と
も
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』
に
お
い
て
は
、「
祖
型
と
反
復
」

を
本
質
と
す
る
古
代
人
の
儀
礼
と
、
直
線
的
な
歴
史
を
生
き
る
現
代
人
の

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
二
項
対
立
が
保
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
彼
は
後
の
諸
著
作
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
本
質
的
に
自
ら
の
う
ち
に
反

復
性
を
含
み
込
ん
で
い
る
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
は
、
こ
の
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
線
的
な
時
間
観
念
と
古
代
宗

教
の
円
環
的
な
時
間
観
念
と
を
調
停
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
「
祖
型
と
反
復
」
論
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
と

で
は
特
に
「
一
回
性
」
と
「
反
復
性
」
と
の
対
立
を
中
心
に
議
論
を
展
開

す
る
。
過
去
に
生
じ
た
こ
と
の
な
い
一
度
き
り
の
神
と
の
出
会
い
、
啓
示

と
い
っ
た
宗
教
体
験
と
、
何
度
で
も
繰
り
返
さ
れ
、
は
る
か
過
去
か
ら
継

承
さ
れ
て
き
た
儀
礼
と
の
対
立
で
あ
る
。
前
者
こ
そ
が
宗
教
に
と
っ
て
根

源
的
で
あ
り
本
物
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
は
始
原
的
な

宗
教
経
験
や
聖
な
る
出
来
事
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
単
な
る
虚
構
、
個
人
の

内
面
で
生
じ
る
真
の
生
き
た
宗
教
経
験
の
劣
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
本
発
表
で
は
こ
の
一
回
性
と
反
復
性
の
い
ず
れ
も
が
同
時
に
実
在
性

を
持
つ
場
面
を
、
儀
礼
に
お
い
て
捉
え
た
い
。
そ
の
際
に
用
い
る
観
点
が

「
演
劇
性
」
で
あ
る
。
演
劇
と
は
ま
さ
に
一
回
性
と
反
復
性
の
双
方
を
そ

の
本
質
と
す
る
芸
術
形
式
で
あ
る
。
儀
礼
の
演
劇
的
性
格
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
回
性
と
反
復
性
が
共
存
し
う
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
二

項
対
立
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
現
実
の
宗
教
現
象
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
の
前
に
、
先
述
の
二
分
法
に
基
づ
く
宗
教
論
の
代
表
例
と
し
て
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
経
験
論
を
取
り
上
げ
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
宗
教
の
領
域
は
儀
礼
、
神
学
、
教
会
組
織
と
い
っ
た
「
制
度
的
宗
教
」

と
、
各
人
が
内
的
な
宗
教
的
体
験
を
通
し
て
得
た
「
個
人
的
宗
教
」
と
に

二
分
さ
れ
、「
制
度
的
宗
教
」
は
、「
個
人
的
宗
教
」
の
「
二
番
煎
じ
」、

単
な
る
模
倣
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
と
っ
て
、
宗
教
的

経
験
の
な
か
で
も
よ
り
直
接
的
な
神
と
の
出
会
い
が
果
た
さ
れ
る
神
秘
的

経
験
は
、
結
局
は
そ
れ
を
経
験
し
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
神
秘
家
の
文
章
は
実
際
多
く
の
人
に
霊
感
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ

も
本
源
的
な
経
験
の
痕
跡
、
不
十
分
な
写
し
に
過
ぎ
な
い
。
制
度
的
宗
教

は
こ
う
し
た
経
験
を
も
と
に
構
築
さ
れ
た
派
生
物
で
あ
り
、
劣
っ
た
位
置
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と
見
な
す
「
信
（Glauben

）」、
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
不
十
分
だ
と

い
う
意
識
を
伴
っ
た
「
臆
見
」
を
区
別
す
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
「
信
」
概
念
で
あ
る
。「
信
」
の
内
に
は

「
客
観
的
に
不
十
分
」
と
い
う
意
識
が
抱
え
込
ま
れ
て
い
る
な
ら
、
そ
の

「
不
十
分
さ
」
は
「
信
」
の
「
主
観
的
な
十
分
さ
」
を
も
巻
き
込
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
カ
ン
ト
は
「
信
」
は
理
論
上

で
は
う
ま
く
概
念
化
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
が
向
か

う
の
が
「
行
為
」
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
行
為
に
関
し
て
「
実
用
的
（prag-

m
atisch

）」
と
「
実
践
的
」
と
を
区
別
し
て
、
理
論
理
性
が
臆
見
に
基

づ
い
て
な
す
偶
然
的
行
為
を
「
実
用
的
」、
実
践
理
性
の
必
然
的
な
道
徳

的
行
為
を
「
実
践
的
」
と
形
容
し
分
け
る
。
道
徳
法
則
の
聴
取
は
「
理
性

の
事
実
」
で
あ
っ
て
「
知
」
で
あ
る
か
ら
、
行
為
に
お
い
て
「
知
」
の
身

分
を
有
し
う
る
の
は
「
実
用
」
で
は
な
く
「
実
践
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

応
し
て
、
行
為
に
お
け
る
「
信
」
も
「
実
用
的
信
」
と
「
実
践
的
信
」
と

に
区
別
さ
れ
る
。
道
徳
法
則
の
聴
取
に
よ
っ
て
最
高
善
の
実
現
を
促
さ
れ

た
主
体
は
「
神
の
存
在
」
と
「
魂
の
不
死
」
を
「
要
請
」
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
カ
ン
ト
は
こ
の
「
要
請
」
を
「
実
践
的
信
」
だ
と
す
る
。
も
し
こ

れ
が
「
臆
見
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
要
請
」
を
起
動
さ
せ
た
実
践
的
「
知
」

に
は
主
観
的
な
十
分
さ
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
神
の

存
在
」
や
「
魂
の
不
死
」
は
確
か
に
理
論
的
に
は
空
虚
だ
が
、
し
か
し
実

践
的
に
は
実
在
的
で
あ
る
、
そ
う
カ
ン
ト
は
考
え
る
。
こ
の
「
実
践
的
信
」

が
「
主
観
的
に
は
十
分
だ
が
客
観
的
に
は
不
十
分
」
だ
と
さ
れ
た
「
信
」

だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
他
方
、「
実
践
的
信
」
と
区
別
さ
れ
た
「
実
用
的

信
」
と
は
、
た
と
え
ば
医
者
が
患
者
の
命
を
救
う
た
め
に
判
断
に
迷
い
な

が
ら
も
肺
病
だ
と
診
断
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

同
時
に
、
彼
の
重
層
的
な
「
歴
史
」
の
概
念
を
子
細
に
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る 

〈Glauben
〉
と
〈pragm

atisch

〉

根
無　

一
行

　

デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
祈
り
に
は
希
望
は
な
い
。
も
し
希
望
が
あ
れ
ば
そ
れ

は
祈
り
で
は
な
く
「
計
算
」
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
祈
り
に

は
、
神
な
ど
仮
象
だ
と
承
知
で
神
に
祈
る
と
い
う
「
自
己
へ
の
嘘
」
の
構

造
が
あ
る
。
し
か
し
「
自
己
へ
の
嘘
」
は
端
的
に
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。「
自
己
欺
瞞
」
に
お
い
て
は
自
分
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
の
に
対
し
て
、「
自
己
へ
の
嘘
」
と
い
う
概
念
が
意
味
す
る

の
は
、
嘘
を
つ
く
本
人
が
そ
の
こ
と
を
知
り
つ
つ
自
分
に
嘘
を
つ
く
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
嘘
を
つ
か
れ
る
自
分
は
当
然
そ
の
嘘
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
リ
ダ
自
身
に
よ
っ
て
は
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
な
か

っ
た
「
祈
り
」
の
こ
の
「
自
己
へ
の
嘘
」
と
い
う
構
造
を
徹
底
的
に
論
究

す
る
こ
と
が
本
発
表
の
課
題
で
あ
る
。
手
掛
か
り
に
し
た
い
の
は
カ
ン
ト

の
『
純
粋
理
性
批
判
』「
規
準
論
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
「
信
」

概
念
の
分
析
に
は
、
こ
の
問
い
に
応
え
う
る
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
何
か
を
「
真
と
見
な
す
こ
と
」
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
十
分

な
も
の
で
あ
れ
ば
自
分
に
と
っ
て
は
「
確
信
」、
単
に
個
人
的
な
妥
当
性

し
か
な
い
場
合
は
「
思
い
込
み
」
と
い
う
区
別
を
設
け
る
。
さ
ら
に
、

「
確
信
」
と
主
観
的
な
妥
当
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
に
も
客
観

的
に
も
十
分
な
「
知
」、
主
観
的
に
は
十
分
だ
が
客
観
的
に
は
不
十
分
だ
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り
合
う
場
が
一
時
的
に
保
た
れ
た
。
こ
の
対
話
を
可
能
に
し
た
の
は
、
綱

島
の
体
験
や
そ
の
語
り
へ
の
信
頼
で
あ
り
、
こ
の
信
頼
は
体
験
者
の
内
面

に
宗
教
体
験
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
近

代
的
な
宗
教
体
験
理
解
の
も
つ
偏
り
を
宗
教
概
念
批
判
は
問
題
に
す
る
。

た
だ
、
彼
ら
は
「
真
正
な
」
宗
教
体
験
に
つ
い
て
の
固
定
的
な
理
解
を
共

有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
自
が
自
ら
の
（
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た

宗
教
や
思
想
の
伝
統
に
基
づ
く
）
宗
教
的
、
思
想
的
背
景
か
ら
独
自
に

「
真
正
」
な
「
宗
教
体
験
」
を
理
解
し
、
ズ
レ
を
孕
み
つ
つ
も
互
い
に
共

感
し
な
が
ら
対
話
を
保
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
偏
っ
た
「
宗
教
体
験
」
理
解

が
彼
ら
の
ズ
レ
な
が
ら
の
対
話
の
場
を
開
い
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
対
話
を
分
析
す
る
上
で
、
星
川
啓
慈
が
禅
問
答
や
諸
宗
教

を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
て
い
る
議
論
は
傾
聴
に
値
す
る
。
星
川
の
議

論
の
特
徴
は
、
対
話
が
困
難
な
二
つ
の
立
場
を
二
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
と
し

て
分
離
し
て
捉
え
る
と
同
時
に
、
両
者
の
対
話
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
一

つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。『
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
宗

教
』（
一
九
九
七
）
で
は
、
星
川
は
、
各
宗
教
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
う
ち
に
、

各
自
の
信
仰
す
る
宗
教
固
有
の
概
念
や
語
彙
を
用
い
た
「
第
一
次
水
準
の

言
語
」
と
、
自
分
の
宗
教
か
ら
距
離
を
お
き
、
そ
れ
を
反
省
的
に
説
明
す

る
「
第
二
次
水
準
の
言
語
」
と
い
う
二
つ
の
水
準
を
分
け
、「
第
二
次
水

準
の
言
語
」
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
の
可
能
性
を
確
保
す
る
。
ま
た
、『
禅

と
言
語
ゲ
ー
ム
』（
一
九
九
三
）
で
は
、
悟
り
を
得
る
前
の
弟
子
の
「
分

別
智
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
師
の
「
無
分
別
智
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
を
、
両
者

の
全
く
異
な
る
生
活
形
式
や
宗
教
的
境
涯
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
二
つ

の
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
、
弟
子
が
悟
り
を
得
る
こ
と
で
両
者
が
一
つ
の
「
無

分
別
智
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
へ
と
収
斂
す
る
、
と
捉
え
た
。
こ
う
考
え
る
と

　

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
の
医
者
は
、
偶
然
的
な
も
の
を
必
然
的
だ
と
見

な
す
「
反
省
的
判
断
力
」
の
「
自
己
自
律
」
に
よ
っ
て
診
断
し
た
は
ず

で
、
肺
病
の
診
断
と
い
う
臆
見
か
ら
の
行
為
（
実
用
的
信
）
と
、
命
を
救

う
こ
と
と
い
う
道
徳
法
則
の
聴
取
に
基
づ
い
た
行
為
（
実
践
的
信
）
と
は

区
別
不
可
能
な
仕
方
で
一
息
に
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
か
く
し
て
浮
か

び
上
が
る
の
は
、「
客
観
的
不
十
分
さ
」
が
「
主
観
的
十
分
さ
」
を
巻
き

込
ん
だ
「
信
」
と
し
て
の
、
い
わ
ば
「
実
用
的
実
践
」
と
も
名
づ
け
う
る

行
為
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
行
為
に
、〈
臆
見
で
あ
る
と
承
知
の
上
で
確

信
の
な
い
ま
ま
知
と
し
て
確
信
す
る
〉
と
い
う
自
己
矛
盾
し
た
「
自
己
へ

の
嘘
」
と
い
う
態
度
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
祈
り
」
は
、

「
反
省
的
判
断
力
」
に
基
づ
く
い
わ
ば
「
実
用
的
実
践
」
に
お
け
る
こ
の

よ
う
な
「
自
己
へ
の
嘘
」
が
「
確
信
／
思
い
込
み
」
や
「
知
／
信
／
臆

見
」
と
い
っ
た
境
界
を
無
効
化
す
る
場
で
生
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
体
験
を
認
め
合
う
こ
と 

│
│ 

私
的
言
語
論
と
言
語
ゲ
ー
ム
論
の
狭
間
で 

│
│

古
荘　

匡
義

　

宗
教
概
念
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
、
明
治
の
宗
教
思
想
家
、
綱
島
梁
川

（
一
八
七
三
―
一
九
〇
七
）
と
彼
の
周
辺
の
人
々
に
よ
る
宗
教
体
験
や
信

仰
の
語
り
合
い
を
分
析
す
る
基
盤
と
し
て
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言

語
ゲ
ー
ム
論
が
有
効
で
あ
る
か
を
考
え
る
た
め
に
、
星
川
啓
慈
の
研
究
を

本
発
表
で
は
検
討
し
た
。

　

綱
島
の
周
辺
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
な
ど
特
定
の
信
仰
を
も
つ
者

も
、
信
仰
や
宗
教
体
験
を
求
め
て
い
る
が
得
ら
れ
て
い
な
い
者
も
集
ま

り
、
互
い
の
思
想
信
条
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
自
ら
の
思
想
や
体
験
を
語
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コ
メ
ン
ト

樽
田　

勇
樹

　

概
念
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
つ
ど
翻
訳
さ
れ
、
新
た
な
役
割
・
生
命
を

得
、
か
く
し
て
生
死
の
リ
ズ
ム
を
そ
の
つ
ど
生
き
（
残
）
る
、
と
い
う
こ

と
を
認
め
る
な
ら
、「
宗
教
概
念
の
死
」
の
宣
告
も
、
こ
の
生
死
の
リ
ズ

ム
に
お
け
る
「
死
」
の
、
対
自
的
に
突
き
詰
め
ら
れ
た
一
局
面
と
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
宗
教
哲
学
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
主
題
と
す
る
文
脈

に
お
け
る
宗
教
概
念
の
生
死
な
い
し
死
後
生
の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
自

覚
す
る
こ
と
が
、
そ
の
営
為
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
宗
教
な
い
し
そ
れ
に
か
か
わ
る
諸
観
念
が
虚
実
を
峻
別
す
る
地
点
を

み
き
わ
め
た
上
で
、
そ
の
峻
別
が
問
い
直
さ
れ
、
か
く
し
て
概
念
が
別
の

生
に
開
か
れ
る
瞬
間
を
見
届
け
る
こ
と
│
│
「
虚
実
性
の
宗
教
哲
学
」
と

い
う
標
題
で
行
わ
れ
た
四
つ
の
発
表
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
意
識
を
共

有
し
て
い
る
。

　

な
お
、
時
間
的
制
約
に
鑑
み
、
今
回
コ
メ
ン
ト
は
、
各
発
表
へ
の
質
問

は
控
え
、
右
の
趣
旨
に
対
す
る
各
発
表
の
意
義
を
再
確
認
す
る
の
み
と
し

た
。
以
下
は
、
そ
の
再
確
認
の
概
要
で
あ
る
。

　

下
田
の
発
表
は
、
近
代
知
に
よ
る
物
神
／
事
実
の
区
別
を
流
動
化
さ
せ

て
物
神
事
実
な
る
概
念
を
提
出
す
る
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
論
を
紹

介
し
、
そ
こ
で
可
視
化
さ
れ
る
概
念
形
成
の
現
場
に
立
ち
続
け
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
物
神
／
事
実
を
差
異
化
し
た
自
己
規
定
に
よ
っ
て
自
ら
の
地

位
を
確
保
し
て
き
た
近
代
知
に
対
し
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
視
座
か
ら
は
、
観

念
的
制
作
物
と
し
て
の
物
神
概
念
に
対
す
る
西
洋
の
物
神
崇
拝
が
語
ら
れ

る
。
こ
の
議
論
を
踏
ま
え
、
下
田
は
、
近
代
知
に
よ
る
「
物
神
」
の
概
念

化
過
程
に
自
覚
的
と
な
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

禅
問
答
に
お
い
て
師
弟
の
対
話
は
成
立
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
星
川

は
、「
無
分
別
智
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
も
語
彙
は
共
有
し
て
い
る
「
日
常

生
活
世
界
の
言
語
ゲ
ー
ム
」
が
二
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
架
橋
し
、
禅
問
答

を
可
能
に
し
て
い
る
と
考
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
の
背
景
に
は
、
禅
の
師
の
宗
教
的
境
涯
や
宗
教
体
験
を

「
私
的
」
な
も
の
と
み
な
す
星
川
の
議
論
が
あ
る
。
星
川
は
、『
言
語
ゲ
ー

ム
と
し
て
の
宗
教
』
で
言
語
ゲ
ー
ム
論
を
展
開
す
る
前
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
私
的
言
語
論
に
基
づ
い
て
宗
教
体
験
談
を
考
察
し
、
宗
教

体
験
を
私
的
体
験
と
し
て
、
宗
教
体
験
談
を
私
的
言
語
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
し
か
し
、
私
的
で
内
面
的
な
宗
教
的
境
涯
や
体
験
を
想
定
す
る
議
論

は
、
宗
教
概
念
批
判
の
観
点
か
ら
疑
問
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
禅 

問
答
も
宗
教
体
験
の
語
り
合
い
も
、〈
私
的
な
宗
教
的
境
涯
を
語
り
う
る

か
〉、〈
言
語
を
通
し
て
他
者
の
宗
教
体
験
を
理
解
で
き
る
か
〉
等
の
問
題

に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
公
共
的
・
相
互
主
観
的
言
語
に
よ
る
対
話
的
な
言

語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
他
者
の
体

験
や
宗
教
的
境
涯
を
理
解
で
き
な
く
と
も
、
と
も
か
く
何
ら
か
の
宗
教
的

境
涯
に
達
し
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
、
な
い
し
は
そ
の
境
涯
に
至
ろ
う
と

し
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
を
と
も
に
認
め
合
う
こ
と
が
一
つ
の
対
話
的
な

言
語
ゲ
ー
ム
の
場
を
開
い
て
お
り
、
達
し
て
い
る
宗
教
的
境
涯
に
よ
っ
て

言
語
ゲ
ー
ム
内
の
規
則
の
習
熟
に
差
が
あ
る
た
め
、
と
き
に
す
れ
違
い
な

が
ら
も
、
し
か
し
一
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
言
語
ゲ
ー
ム
概
念
は
、「
偏
っ
た
」
宗
教
体
験
理
解
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
の
理
解
が
と
き
に
す
れ
違
い
な
が
ら
も
多
様
な
仕
方
で
開

い
て
い
る
対
話
を
豊
か
に
表
現
す
る
た
め
の
理
論
的
基
盤
を
提
示
し
て
い

る
。



　　36

『宗教研究』96巻別冊（2023年） パネル

た
宗
教
間
対
話
的
事
態
│
│
を
言
語
ゲ
ー
ム
的
特
徴
か
ら
見
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
際
立
つ
「
宗
教
」
の
意
義
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に

発
表
で
は
、
星
川
啓
慈
の
所
論
が
検
討
さ
れ
た
。
星
川
は
、
宗
教
を
も
っ

ぱ
ら
言
語
ゲ
ー
ム
的
な
局
面
に
お
い
て
と
ら
え
る
方
向
を
開
く
と
と
も

に
、
そ
こ
に
宗
教
間
対
話
の
可
能
性
の
根
拠
を
み
て
と
る
。
こ
れ
を
う
け

て
古
荘
は
、
綱
島
ら
の
宗
教
体
験
談
を
も
対
話
的
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉

え
る
と
と
も
に
、
宗
教
概
念
批
判
、
お
よ
び
対
話
可
能
性
の
観
点
か
ら
、

星
川
の
議
論
を
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

根
無　

一
行

　

本
パ
ネ
ル
は
二
〇
世
紀
後
半
よ
り
主
に
北
米
で
展
開
さ
れ
て
き
た
「
宗

教
概
念
批
判
」
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。「
宗

教
概
念
批
判
」
と
は
、
近
代
知
と
し
て
の
宗
教
学
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば

「
信
仰
／
儀
礼
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
前
者
に
価
値
を
付
与
す
る
仕
方

で
、
そ
の
暴
力
性
に
無
自
覚
な
ま
ま
使
用
・
形
成
さ
れ
て
き
た
「
宗
教
」

概
念
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
に
掉
さ
す

「
宗
教
概
念
批
判
」
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
的
文
脈
か
ら
宗
教
概

念
及
び
宗
教
学
の
覇
権
的
性
格
の
暴
露
、
な
い
し
そ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る

「
死
」（
無
効
化
）
の
宣
告
を
中
心
作
業
と
す
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
は
見
落
と
さ
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
、「
宗

教
概
念
批
判
」
に
は
、
宗
教
概
念
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ
た
学

問
領
域
を
歴
史
的
形
成
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
も
と
で
考
察
す
る
地
平
を
開

い
た
点
で
積
極
的
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
概
念
が
抱
え
る
諸
問
題

を
一
括
で
断
罪
し
処
理
す
る
時
、
た
と
え
ば
「
宗
教
／
宗
教
の
彼
方
」
と

は
、
こ
の
視
座
か
ら
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
が
そ
の
も
の
と
し
て
持
つ
根
源

性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
可
能
性
を
提
案
す
る
。

　

山
根
の
発
表
は
、
あ
え
て
宗
教
概
念
の
従
来
的
概
念
に
焦
点
を
あ
て
、

な
お
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
信
・
知
／
実
践
の
二
分
法
を
、
新
た
に

演
劇
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
特
に
一
回
性
／
反
復
性
の
区
分
に
関
し
て
突

き
崩
す
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
は
、
一
回
性
と
反
復
性
が
同
時
に
実
在
性

を
持
つ
よ
う
な
場
面
を
、
儀
礼
の
演
劇
性
の
中
に
見
て
取
る
こ
と
で
果
た

さ
れ
よ
う
。
発
表
で
は
ま
ず
、
問
題
の
二
分
法
に
立
つ
論
者
の
例
と
し
て

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
経
験
論
が
確
認
さ
れ
た
後
、
エ
リ
ア

ー
デ
の
儀
礼
論
の
中
に
件
の
突
き
崩
し
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も

に
、
エ
リ
ア
ー
デ
よ
り
さ
ら
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
問
題
の
二
分
法
を
突
き
崩

す
論
者
と
し
て
、
湯
浅
博
雄
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

根
無
の
発
表
は
、「
祈
り
に
希
望
は
な
い
」
と
い
う
デ
リ
ダ
の
洞
察
か

ら
カ
ン
ト
の
信
概
念
を
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
現
代
に
可
能
な
祈
り
の
意

味
を
提
示
す
る
。
自
律
的
理
性
に
立
脚
す
る
カ
ン
ト
の
枠
組
み
か
ら
は
、

イ
サ
ク
奉
献
に
お
け
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
現
実
が
信
な
ら
ざ
る
思
い
込
み
と

解
釈
さ
れ
る
一
方
で
、
信
は
理
性
信
仰
に
と
っ
て
お
か
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
根
無
は
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
＝
デ
リ
ダ
に
よ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
解
釈
を
参

照
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
の
信
規
定
に
ひ
そ
む
、
自
律
的
理
性
へ
の
立
脚
を
揺

さ
ぶ
る
よ
う
な
契
機
を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
で
、
信
・
知
／
思
い
込
み
の

区
分
、
さ
ら
に
は
実
用
的
／
実
践
的
の
区
分
を
流
動
化
さ
せ
、
第
三
批
判

の
反
省
的
判
断
力
を
も
読
み
直
す
。
か
く
し
て
捉
え
直
さ
れ
た
カ
ン
ト
的

信
が
、
新
た
に
可
能
な
祈
り
の
意
味
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。

　

古
荘
の
発
表
は
、
西
洋
的
宗
教
概
念
が
、
綱
島
梁
川
と
そ
の
周
囲
の

人
々
に
実
際
に
生
き
ら
れ
る
中
で
生
じ
た
事
態
│
│
彼
ら
の
間
に
行
わ
れ
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む
こ
と
へ
の
警
戒
を
も
自
ら
の
思
索
に
織
り
込
む
よ
う
な
仕
方
で
、「
宗

教
」
に
関
す
る
言
葉
が
い
か
に
発
せ
ら
れ
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
を

問
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　

下
田
は
、
近
代
科
学
を
批
判
的
に
主
題
化
す
る
ブ
リ
ュ
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー

ル
の
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
、「
製
作
」
と
い
う
観
点
か
ら
真
実
と
虚

構
の
二
元
論
を
見
直
し
た
。
山
根
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
「
祖
型
と
反
復
」

論
を
「
演
劇
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、「
信
仰
の
一
回
性
」
と
「
儀

礼
の
反
復
性
」
と
を
峻
別
し
前
者
を
真
な
る
宗
教
を
成
す
要
素
と
す
る
二

分
法
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
根
無
は
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
を

手
が
か
り
に
し
て
、
祈
り
が
「
自
己
へ
の
嘘
」
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
的
構
造

を
有
し
て
お
り
、
祈
り
に
お
い
て
「
確
信
／
思
い
込
み
」
や
「
知
／
信
／

臆
見
」
と
い
っ
た
境
界
が
無
効
化
さ
れ
る
様
を
描
き
出
し
た
。
古
荘
は
、

宗
教
体
験
を
得
た
者
た
ち
の
語
り
合
い
を
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
こ

と
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
星
川
啓
慈
の
諸
研
究
を
再
検
討
し

た
。
最
後
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
樽
田
が
、
宗
教
哲
学
の
立
ち
位
置
か
ら
四

人
の
提
題
を
総
括
し
、
パ
ネ
ル
の
全
体
趣
旨
に
対
し
て
各
提
題
が
も
つ
応

答
的
意
義
を
再
確
認
し
て
本
パ
ネ
ル
と
フ
ロ
ア
と
を
橋
渡
す
る
こ
と
で
、

フ
ロ
ア
と
の
非
常
に
有
益
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

い
う
新
た
な
二
分
法
を
忍
び
込
ま
せ
、
今
度
は
そ
の
後
者
に
の
み
価
値
を

付
与
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
い

ま
な
お
「
宗
教
」
的
な
も
の
に
何
か
を
見
込
み
何
か
を
託
し
て
い
る
は
ず

で
あ
り
、「
死
」
が
宣
告
さ
れ
て
か
ら
も
様
々
な
領
域
で
な
お
「
宗
教
」

の
語
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
期
限
切
れ
だ
と
さ

れ
た
「
宗
教
」
概
念
の
「
死
後
の
生
」
の
領
域
に
光
を
当
て
直
す
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
想
定
さ
れ
る
応
答
の
一
つ
と
し
て
、
西
洋
的
な
宗
教
概
念
に
い

ま
だ
回
収
さ
れ
な
い
非
西
洋
的
「
宗
教
」
が
無
数
に
営
ま
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
の
強
調
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
そ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
宗
教
概
念
こ
そ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
西
洋
的
で
あ
れ
非
西

洋
的
で
あ
れ
、「
信
仰
／
儀
礼
」
と
い
っ
た
二
分
法
を
崩
し
て
い
き
な
が

ら
、
従
来
の
思
弁
的
な
い
し
体
験
的
な
宗
教
哲
学
と
は
異
な
る
研
究
地
平

に
立
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
西
洋
が
「
こ
れ
は
宗
教
か
？
」
と
い
う
仕
方

で
自
ら
に
沿
う
も
の
を
「
真
」「
正
統
」「
本
物
」、
そ
う
で
な
い
も
の
を

「
偽
」「
異
端
」「
ま
が
い
物
」
と
峻
別
し
て
き
た
そ
の
場
面
に
立
ち
戻
る

こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
作
業
は
、
近
代
宗
教
学
が
や
ろ
う
と
し

て
い
た
「
中
立
的
な
実
証
的
記
述
」
で
は
な
い
。「
宗
教
概
念
批
判
」
が

暴
き
出
し
た
の
は
、
中
立
を
定
立
し
よ
う
と
す
る
そ
の
身
振
り
自
体
が
非

中
立
的
な
仕
方
で
必
然
的
に
虚
実
の
峻
別
に
加
担
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
虚
実
性
の
宗
教
哲
学
」
と
い
う
こ
と
で
本
パ
ネ
ル
が

提
起
し
た
い
問
題
意
識
は
以
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
虚
実
の
峻
別
」

を
実
体
視
し
な
い
と
い
う
自
覚
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
二
分
法
を
呼
び
込
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吉
永
進
一
と
は
何
者
か
？ 

│
│ 

そ
の
研
究
の
軌
跡
を
問
う 

│
│

代
表
者
・
司
会　

岩
田
文
昭

吉
永
進
一
の
略
歴
と
研
究
の
特
徴

岩
田
　
文
昭

　

吉
永
進
一
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
理
学
部
の
学
生
時
代
に
ほ
ぼ
確
立
し
て

い
た
。
吉
永
の
研
究
の
大
き
な
特
徴
は
、
従
来
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
は
、

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
諸
思
想
を
幅
広
く
見
渡
し
、
そ
れ
ら

が
国
境
を
こ
え
て
影
響
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ

る
。
そ
の
原
型
は
、
一
九
八
〇
年
の
論
文
「
霊
と
熱
狂
―
日
本
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ズ
ム
史
序
説
」（『
迷
宮
』
三
号
）
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
で
、

欧
米
で
発
生
し
た
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
日
本
に
お
け
る
受
容
形

態
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
も
、
後
に
研
究
主
題
と
な
る
平
井
金
三
、
ブ
ラ

ヴ
ァ
ツ
キ
ー
、
ポ
イ
ン
ト
・
ロ
マ
派
、
大
本
、
太
霊
道
、
日
本
神
霊
学
会

な
ど
の
多
く
の
人
物
・
団
体
の
思
想
的
位
置
づ
け
や
思
想
的
影
響
関
係
が

的
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
わ
ず
か
十
頁
の
論
文
で
あ
り
、
資

料
の
不
足
も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
あ
る
種
の
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
論
文
作
成
の
背
景
に
は
、
吉
永
が
属
し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
の
知
的

環
境
が
あ
る
。
吉
永
は
、
京
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
超
心
理
研
究
会
に
は
い
り
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
横
山
茂
雄
と
と
も
に
同
人
誌
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
友
』
を
出
し

た
。
創
刊
号
は
一
九
七
七
年
十
一
月
で
そ
の
後
、
不
定
期
に
刊
行
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
第
二
号
（
一
九
七
九
年
四
月
刊
）
に
「
神
智
学
運
動
略

史
」
を
、
第
三
号
（
一
九
七
九
年
八
月
刊
）
に
「
心
霊
学
と
霊
術
家
」
を

吉
永
は
執
筆
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
論
文
「
霊
と
熱
狂
」
の
も
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
超
心
理
研
究
会
は
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
中
核
に
い
た
の

は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
学
生
」
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
「
好
奇
心
か
ら

参
加
し
た
学
生
」、「
ス
ケ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
学
生
」
が
い
た
。
吉
永
は
、
一

応
、
ス
ケ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
学
生
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

「
歴
史
に
対
象
を
求
め
る
こ
と
で
、
ス
ケ
プ
テ
ィ
カ
ル
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
の
間
の
曖
昧
な
ス
タ
ン
ス
」
を
保
っ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
た
と
回
顧
し

て
い
る
。
こ
れ
が
吉
永
の
終
生
の
論
述
の
ス
タ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
神
智
学
と
仏
教
』
で
は
従
来
の
学
問
で
は
怪
し
げ
で
胡
散
臭
い
と
み

な
さ
れ
て
き
た
神
智
学
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
を
取
り
上
げ
た
。

多
く
の
新
発
見
の
資
料
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
と
近
代
仏
教
と
の
関
係
を
主

題
化
し
、
新
た
な
学
問
領
域
を
開
い
た
点
は
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
議
論
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、〈
体

系
的
研
究
へ
の
無
関
心
〉
と
〈
宗
教
思
想
・
精
神
運
動
に
伴
う
負
の
面
の

論
述
の
欠
如
〉
で
あ
る
。
吉
永
は
、
背
景
の
違
う
異
質
の
思
想
が
出
会
う

と
こ
ろ
や
目
新
し
い
精
神
運
動
が
生
じ
る
こ
と
に
主
な
関
心
が
あ
り
、
一

人
の
思
想
家
・
宗
教
家
の
思
想
を
全
体
と
し
て
研
究
し
、
そ
の
思
想
的
意

義
を
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
志
向
は
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
神
智
学
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
リ
ア
人
種
優
越
主
義
に
か
ん
す

る
言
及
が
な
い
。
神
智
学
と
仏
教
と
の
関
係
を
論
じ
た
末
木
文
美
士
『
死

者
と
霊
性
の
哲
学
』
で
は
、
神
智
学
に
お
け
る
ア
ー
リ
ア
人
種
優
越
主
義

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
論
を
深
め
て
い
る
。

吉
永
の
言
及
の
欠
如
は
、
横
山
茂
雄
の
存
在
に
鑑
み
る
と
不
思
議
な
感
じ
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し
か
し
、
や
は
り
か
れ
の
業
績
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
海
外
宣
教
会

や
平
井
金
三
な
ど
こ
れ
ま
で
長
ら
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
も
し
く

は
完
全
に
忘
却
さ
れ
た
資
料
を
新
た
に
発
掘
し
、
近
代
仏
教
研
究
を
本
格

的
に
活
性
化
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
神
智
学
関
係
資
料
を
参

照
す
る
こ
と
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
こ
の
作
業
の
過
程
で
、
膨
大

な
神
智
学
関
係
文
献
の
中
か
ら
最
適
の
資
料
を
発
見
で
き
た
、
も
し
く
は

そ
の
分
野
に
通
暁
す
る
研
究
者
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
先
行

研
究
に
は
な
い
か
れ
独
自
の
強
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
神
智
学
の
果
た
し
た
役
割
が
異
文
化
間
連
結
の
た
め
の
結
節
点
と

し
て
注
目
さ
れ
、
学
術
的
研
究
の
対
象
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
欧
米

圏
の
流
れ
の
中
で
、
神
智
学
を
契
機
と
す
る
東
西
文
化
交
流
か
ら
発
生
し

た
新
仏
教
は
、
逆
に
吉
永
に
国
際
学
界
に
対
し
て
情
報
発
信
す
る
恰
好
の

題
材
を
与
え
た
。
神
智
学
と
近
代
仏
教
の
関
係
は
正
確
に
言
え
ば
文
化

「
交
流
」
と
い
う
よ
り
は
誤
解
と
衝
突
に
近
い
が
、
し
か
し
国
際
的
な
潮

流
と
し
て
は
文
化
共
有
の
た
め
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
（
そ
れ
は
近
代

思
想
や
哲
学
ほ
ど
に
は
世
俗
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
近
代
化
に
よ

っ
て
否
定
さ
れ
た
教
会
ほ
ど
で
な
く
と
も
ゆ
る
や
か
に
宗
教
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
）
神
智
学
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
秘
教
の
系
譜
が
再
評
価

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
か
ら
、
近
代
仏
教
研
究
は
そ
の
模
範
的
な
文
化
現

象
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
注
目
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
吉
永
の
研
究
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
、
流
行
の
理
論
を
追
う

こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
地
道
な
一
次
資
料
発
掘
に
よ
る
実
証
的
調
査

を
貫
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
手
に
よ
っ
て
初
め
て
日
の
目
を
見
た

資
料
は
多
い
が
、
か
れ
は
そ
れ
ら
を
神
智
学
研
究
の
定
説
の
文
脈
の
中
に

容
易
に
位
置
づ
け
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
新
し
い

さ
え
す
る
。
と
い
う
の
は
、
横
山
が
ま
さ
に
こ
の
問
題
を
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
友
』
で
論
じ
、
そ
れ
を
『
聖
別
さ
れ
た
肉
体
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
横
山
は
、
神
智
学
の
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
の
論
が
の
ち
に
ヒ

ム
ラ
ー
や
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
を
介
し
て
ナ
チ
の
人
種
論
に
混
入
し
て
い
っ

た
さ
ま
を
見
事
に
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
著
作
の
内
容
を
吉
永
は
よ
く

承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

理
学
部
時
代
に
吉
永
が
も
っ
と
も
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
グ
ル
ジ
ェ

フ
で
あ
っ
た
。
そ
の
共
感
の
根
に
は
、
思
想
を
固
定
的
に
捉
え
ず
、
体
系

化
し
固
着
せ
ず
、
組
織
に
拘
泥
し
な
い
精
神
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
精
神
か
ら
す
る
と
先
の
課
題
は
、
木
に
縁
り
て
魚
を
求
め
る

よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

吉
永
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
組
織
を
作
っ
た
の
だ
が
、
大
学
の
サ
ー
ク

ル
の
よ
う
に
、
上
下
関
係
が
な
く
自
由
闊
達
に
議
論
を
す
る
組
織
で
あ
っ

た
。
新
仏
教
徒
同
志
会
の
よ
う
に
「
自
由
討
究
」
の
場
を
開
い
た
こ
と

は
、
間
違
い
な
く
吉
永
の
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
。

吉
永
進
一
の
神
智
学
研
究

赤
井
　
敏
夫

　

吉
永
進
一
は
日
本
に
お
け
る
神
智
学
研
究
で
は
先
駆
的
な
存
在
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
吉
永
が
こ
れ
に
着
手
し
た
当
時
は
、
神
智
学
は
学
術
的
研

究
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
欧
米
で
は
先
駆
的
な
試
み

が
あ
り
、
吉
永
も
こ
れ
に
追
従
し
た
一
面
も
あ
る
。
例
え
ば
か
れ
は
神
智

学
史
研
究
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
サ
ン
ト
ゥ
ツ
ィ
に
師
事
し
、
最
初
の
国
際
学

会
で
の
口
頭
発
表
は
サ
ン
ト
ゥ
ツ
ィ
の
主
宰
す
る
学
会
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
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吉
永
進
一
の
霊
学
思
想
研
究

並
木
　
英
子

　

吉
永
進
一
の
最
晩
年
の
業
績
と
し
て
、
静
岡
市
清
水
区
三
保
に
鎮
座
す

る
御
穂
神
社
、
社
家
宮
城
島
家
お
よ
び
、
同
清
水
区
岡
町
に
鎮
座
す
る
月

見
里
神
社
、
社
家
吹
田
家
所
蔵
の
「
霊
学
史
料
」
の
新
発
見
が
あ
る
。
本

史
料
群
は
吉
永
進
一
の
陣
頭
指
揮
に
よ
り
、
目
録
化
と
一
部
史
料
の
翻
刻

が
行
わ
れ
、
吉
永
進
一
・
石
原
和
・
並
木
英
子
編
『
月
見
里
神
社
・
稲
荷

講
社
史
料
／
宮
城
島
家
史
料
目
録
―
近
代
清
水
の
神
職
た
ち
と
鎮
魂
帰
神

―
』﹇
科
研（
Ｂ
）18H

00614

（
二
〇
二
〇
年
）﹈
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
「
霊
学
」
と
は
、
鹿
児
島
県
国
学
局
国
学
掛
で
あ
っ
た
本
田
親
徳
（
一

八
二
二
―
一
八
八
九
）
が
提
唱
し
た
神
道
思
想
お
よ
び
行
法
実
践
で
あ

る
。
御
穂
神
社
お
よ
び
月
見
里
稲
荷
神
社
祠
官
、
長
澤
雄
楯
（
一
八
五
八

―
一
九
四
〇
）
は
、
明
治
十
七
、
十
八
年
頃
に
親
徳
の
門
人
と
な
っ
て
い

る
。
長
澤
は
、
本
田
霊
学
の
布
教
と
行
法
の
訓
練
場
と
し
て
、
明
治
二
十

四
年
に
月
見
里
稲
荷
講
社
を
設
立
し
て
い
る
。
長
澤
は
、
千
人
余
り
の
門

人
を
有
し
、
こ
の
中
か
ら
、
大
本
教
の
出
口
王
仁
三
郎
、
神
道
天
行
居
の

友
清
歓
真
ら
神
道
系
新
宗
教
の
教
祖
ら
が
排
出
さ
れ
た
。

　

吉
永
は
二
〇
一
八
年
一
月
に
宮
城
島
家
に
お
い
て
、
長
澤
が
最
初
に
育

て
た
霊
学
の
神
主
で
あ
る
宮
城
島
金
作
の
率
い
た
神
道
三
穂
教
会
史
料
を

含
む
「
宮
城
島
家
史
料
」
を
発
見
し
た
。
続
い
て
、
三
月
に
は
、
長
澤
と

王
仁
三
郎
の
書
簡
を
含
む
「
稲
荷
講
社
史
料
」
を
吹
田
家
に
お
い
て
発
見

し
た
。

　
『
月
見
里
神
社
・
稲
荷
講
社
史
料
／
宮
城
島
家
史
料
目
録
』
の
冒
頭
に

お
い
て
、
吉
永
は
、
神
道
三
穂
教
会
神
主
、
宮
城
島
金
作
と
は
、
縁
戚
関

係
に
あ
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
吉
永
の
大
伯
母
で
あ
る
吉
永

文
脈
を
開
拓
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
集
中
し
て
行
わ

れ
た
（
そ
し
て
現
在
も
ま
だ
行
わ
れ
て
い
る
）
松
ヶ
岡
文
庫
の
未
整
理
資

料
の
調
査
か
ら
、
新
し
い
鈴
木
大
拙
解
釈
の
可
能
性
を
拓
い
た
こ
と
は
、

そ
の
実
例
と
言
え
る
。
大
拙
初
期
の
ス
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
へ
の
関
心
を
起

点
と
し
て
か
れ
の
主
張
し
た
イ
ー
ス
タ
ン
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
の
解
明
を
試

み
る
と
い
う
作
業
は
、
大
拙
の
い
う
日
本
的
霊
性
の
理
解
を
大
い
に
深
め

る
の
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
研
究
の
成
果
は
、
国

際
的
に
は
異
文
化
連
結
に
神
智
学
が
果
た
し
た
役
割
の
今
一
つ
の
事
例
と

し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
吉
永
が
上
述
の
よ
う

な
作
業
の
過
程
で
、
近
接
分
野
か
ら
若
手
研
究
者
の
支
援
を
仰
ぎ
、
自
ら

が
核
と
な
っ
て
複
合
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ

る
。
多
く
の
若
手
研
究
者
が
吉
永
を
慕
い
ま
た
か
れ
の
夭
折
を
深
く
悲
し

ん
で
い
る
背
景
に
は
、
か
れ
が
若
手
研
究
者
の
大
胆
な
仮
説
を
奨
励
し
、

歓
迎
し
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
徹
底
的
に
批
判
し
、
そ
し
て
積
極

的
に
発
表
の
機
会
を
設
け
た
こ
と
が
あ
る
。
学
際
的
視
点
の
導
入
が
若
手

の
研
究
範
囲
を
広
げ
、
ま
た
研
究
内
容
の
深
化
に
寄
与
し
た
事
例
は
多
く

は
な
い
が
、
吉
永
の
主
宰
し
た
調
査
は
そ
の
好
ま
し
い
例
外
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
学
術
調
査
の
軸
の
ひ
と
つ
が
、
神
智
学
と
い
う
本
邦
の
学
会
で
は

先
行
研
究
の
希
少
な
分
野
に
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
に
機
能
し
た
理
由
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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の
社
殿
、
社
務
所
、
境
内
に
お
い
て
、「
神
懸
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
地

元
住
民
へ
「
託
宣
」
が
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
吉
永
は
、
霊
学
以
外
の

「
清
水
・
静
岡
」
の
地
で
起
き
た
宗
教
現
象
と
し
て
、「
龍
爪
大
権
現
信

仰
」「
駿
州
秋
葉
山
信
仰
」「
生
き
神
、
高
井
善
証
（
一
八
三
六
―
一
九
〇

六
）」「
催
眠
術
家　

桑
原
俊
郎
（
一
八
七
三
―
一
九
〇
六
）」「
丸
山
講
、

め
組
事
件
」「
報
徳
運
動
」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
吉
永
は
近
代
に

お
い
て
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
継
続
し
て
「
霊
的
実
践
」
の
創
造
の
場
と

な
っ
た
「
静
岡
・
清
水
地
方
」
の
「
宗
教
的
空
間
」
と
し
て
の
意
味
を
問

う
て
い
る
。
吉
永
は
、
近
代
に
お
け
る
呪
術
の
創
造
の
場
と
し
て
の
「
静

岡
・
清
水
地
方
」
に
注
目
す
る
地
域
研
究
を
新
た
に
計
画
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

吉
永
進
一
の
民
間
精
神
療
法
研
究

栗
田
　
英
彦

　

吉
永
の
民
間
精
神
療
法
（
霊
術
）
研
究
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
期
（
一
九
七
〇
年
代
後
半
〜
八
〇
年
代
前
半
）
は
、
大

学
生
時
代
に
遡
る
。
当
時
、
吉
永
は
京
都
大
学
の
サ
ー
ク
ル
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
超

心
理
研
究
会
」
と
「
幻
想
文
学
研
究
会
」
に
所
属
し
て
い
た
が
、
七
七

年
、
同
じ
く
両
研
究
会
に
所
属
し
た
横
山
茂
雄
と
と
も
に
近
代
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
協
会
を
立
ち
上
げ
、
古
書
収
集
に
根
差
し
た
オ
カ
ル
ト
史
研
究
の
同
人

誌
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
友
』
を
創
刊
す
る
。
そ
の
き
っ
か
け
に
は
武
田
崇
元

（
現
・
八
幡
書
店
社
主
）
の
編
集
に
よ
る
オ
カ
ル
ト
雑
誌
『
復
刊
地
球
ロ

マ
ン
』
の
刊
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
吉
永
は
、
戦
後
の
輸
入
と
思
わ

れ
た
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
が
戦
前
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
オ

カ
ル
ト
に
対
し
て
懐
疑
派
か
ビ
リ
ー
バ
ー
か
で
は
な
く
、
中
立
的
で
歴
史

夏
子
は
、
金
作
の
長
男
で
あ
り
、
教
会
第
二
世
主
で
あ
っ
た
信
雄
と
婚
姻

関
係
に
あ
っ
た
。
吉
永
に
よ
れ
ば
、
大
学
時
代
に
友
清
歓
真
の
『
鎮
魂
帰

神
の
原
理
及
応
用
』（
一
九
一
九
年
）
や
笠
井
鎮
夫
の
『
近
代
日
本
霊
異

実
録
』（
一
九
六
六
年
）
を
読
み
、
金
作
の
神
主
と
し
て
の
活
動
や
長
澤

の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
当
時
、
吉
永
は
、
宮
城
島
信
雄

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
試
み
る
が
、
神
道
三
穂
教
会
を
す
で
に
閉
じ
て
い

た
信
雄
か
ら
は
、
過
去
の
宗
教
活
動
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
御
穂
神
社
お
よ
び
月
見
里
神
社
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ

ー
ク
を
お
こ
な
う
も
の
の
、
当
時
は
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
吉
永
は
四
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ

ー
ク
を
継
続
し
て
お
こ
な
い
、
時
が
満
ち
、
新
史
料
を
見
つ
け
出
し
た
と

い
え
る
。

　

吉
永
は
、「
静
岡
清
水
の
宗
教
風
景
」
と
題
す
る
小
論
に
お
い
て
、
明

治
期
の
宗
教
政
策
の
中
で
特
に
明
治
六
年
の
教
部
省
達
第
二
号
「
梓
巫
市

子
並
憑
祈
禱
狐
下
ケ
等
ノ
所
業
禁
止
ノ
件
」
や
、
明
治
十
五
年
の
内
務
省

達
乙
第
七
号
「
祭
教
分
離
令
」
に
注
目
し
、
法
令
が
発
布
さ
れ
な
が
ら

も
、
駿
河
地
方
で
は
、
近
世
と
は
形
を
変
え
な
が
ら
も
「
呪
術
的
信
仰
」

が
継
続
し
て
実
践
さ
れ
、
新
た
な
宗
教
現
象
が
創
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

注
目
し
て
い
る
。
本
論
を
書
き
上
げ
た
頃
に
は
す
で
に
吉
永
の
体
調
は
、

悪
化
し
て
お
り
、
十
分
な
考
察
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
吉
永
の
視
座
を
代
弁
し
て
み
れ
ば
、「
祭
教
分
離
令
」
に
お
い
て
、

神
社
は
国
家
の
祭
祀
を
執
り
お
こ
な
う
所
と
な
り
、
宗
教
活
動
は
、
神
社

附
属
講
社
や
、
教
派
神
道
所
属
の
神
社
崇
敬
教
会
内
で
執
り
お
こ
な
う
こ

と
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
長
澤
が
奉
職
し
た
御
穂
神
社
、
月
見
里
神
社
に
お

い
て
は
、「
祭
教
分
離
」
は
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
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第
三
期
（
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
）
は
、
岩
田
文
昭
研
究
代
表
の
科
研

「
心
理
主
義
時
代
に
お
け
る
宗
教
と
心
理
療
法
の
内
在
的
関
係
に
関
す
る

宗
教
哲
学
的
考
察
」
に
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
を
画
期
と
す

る
。
こ
れ
以
来
、
吉
永
は
宗
教
社
会
学
系
の
新
宗
教
研
究
と
も
交
わ
り
つ

つ
、「
民
間
精
神
療
法
」
概
念
を
整
理
し
て
一
つ
の
研
究
領
域
と
し
て
確

立
し
よ
う
と
努
め
、「
霊
術
」
概
念
を
歴
史
化
し
て
井
村
の
研
究
に
対
す

る
独
自
性
も
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
成
果
に
『
近
現
代
日
本
の
民

間
精
神
療
法
』（
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
吉
永
の
民
間
精
神
療
法
研
究
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
に

本
格
化
す
る
が
、
在
野
時
代
も
含
め
れ
ば
一
九
八
〇
年
頃
に
始
ま
る
宗
教

社
会
学
研
究
会
や
宗
教
社
会
学
の
会
の
新
宗
教
研
究
と
同
時
代
性
を
持

ち
、
そ
れ
ら
に
は
七
〇
年
前
後
の
学
生
運
動
の
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
吉
永
の
そ
れ
は
、
研
究
対
象
と
の
関
係

に
お
い
て
宗
教
社
会
学
系
の
新
宗
教
研
究
と
重
要
な
違
い
が
あ
っ
た
。
後

者
が
基
本
的
に
大
学
研
究
者
／
研
究
対
象
（
信
仰
者
・
民
衆
・
大
衆
）
と

い
う
二
項
対
立
を
前
提
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
い
、
知
識
人
的
自
己

否
定
を
時
に
含
意
す
る
の
に
対
し
て
、
吉
永
は
自
身
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド
か

ら
来
た
」
と
認
識
し
、
こ
の
二
項
対
立
に
も
疑
問
を
突
き
つ
け
て
い
た
。

そ
れ
は
信
仰
者
側
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
在
野
に
お
い
て
懐
疑

と
信
仰
の
は
ざ
ま
を
歩
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
吉
永
の
民
間
精
神
療
法
研

究
と
は
、
井
村
や
武
田
に
体
現
さ
れ
た
、
そ
う
し
た
治
療
的
／
政
治
的
な

実
践
と
在
野
研
究
の
は
ざ
ま
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
と
注
入
す
る
営
為
に
他

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
武
田
は
七
〇
年
前
後
の

大
学
闘
争
・
学
生
運
動
の
流
れ
を
汲
み
、
そ
れ
を
オ
カ
ル
ト
や
新
宗
教
運

動
に
自
覚
的
に
接
続
す
る
言
説
を
生
み
出
し
て
お
り
、『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

友
』
に
は
そ
の
影
響
も
窺
え
る
。
武
田
の
編
集
し
た
『
迷
宮
』
に
も
吉
永

は
寄
稿
し
、
こ
の
時
期
の
両
者
の
関
わ
り
は
深
い
。

　

在
野
の
超
心
理
研
究
家
、
井
村
宏
次
も
こ
の
時
期
の
吉
永
に
重
要
な
影

響
を
与
え
た
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
超
心
理
研
究
会
は
井
村
か
ら
親
し
く
指
導
を
受
け

て
お
り
、
吉
永
も
超
心
理
研
究
の
被
験
者
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
井
村
は
治
療
師
と
し
て
の
関
心
か
ら
、
戦
前
の
霊
術
家
の
資
料
発

掘
を
行
っ
て
い
た
。
井
村
も
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
友
』
や
『
迷
宮
』
に
寄
稿

し
、
そ
の
歴
史
研
究
は
後
に
『
霊
術
家
の
饗
宴
』（
一
九
八
四
年
）
と
し

て
結
実
す
る
。
吉
永
は
、
井
村
の
資
料
収
集
を
手
伝
う
こ
と
で
霊
術
の
知

識
を
深
め
、
論
考
「
心
霊
学
と
霊
術
家
」
を
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
友
』
三
号

に
寄
稿
し
た
。
井
村
か
ら
は
、
特
に
懐
疑
派
と
ビ
リ
ー
バ
ー
、
文
学
・
歴

史
研
究
と
超
心
理
研
究
の
は
ざ
ま
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
を
学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
吉
永
は
博
士
課
程
後
期
に
進
学
し
、
し
ば
ら
く
霊
術
・
オ
カ

ル
ト
史
研
究
を
中
断
す
る
。
こ
れ
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
行
う
こ
と
が
当
時

は
難
し
い
と
思
わ
れ
、
一
方
で
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
研
究
を
始
め
た
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
後
の
第
二
期
（
一
九
九
〇

年
代
）
に
は
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
友
』
を
再
刊
し
て
オ
カ
ル
ト
史
研
究
を
再

開
し
、
舞
鶴
高
専
紀
要
や
宗
教
社
会
学
の
会
で
動
物
磁
気
・
オ
ー
ラ
・
生

体
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
論
考
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
米
国

の
作
家
で
「
不
可
知
論
的
神
秘
家
」
を
名
乗
る
Ｒ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

『
新
異
端
審
問
』
の
翻
訳
を
始
め
、
井
村
ら
か
ら
影
響
を
受
け
た
自
身
の

立
場
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
て
い
る
。



43　　

パネル 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

　

吉
永
は
、
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
自
ら
の
研
究
歴
を
ま
と
め
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
若
い
頃
は
「
本
業
」
の
宗
教
学
研
究
と
「
趣
味
」

の
オ
カ
ル
ト
研
究
が
分
離
し
て
い
た
の
が
、
一
九
九
九
年
頃
か
ら
新
し
い

段
階
に
進
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、『
瑞
派
仏
教
学
』
の
よ
う
な
近
代
仏

教
の
霊
性
的
な
動
向
や
、『
海
外
仏
教
事
情
』
の
よ
う
な
近
代
日
本
仏
教

の
国
際
化
の
動
向
に
関
す
る
資
料
の
発
見
に
基
づ
く
。
そ
こ
か
ら
、
近
代

日
本
に
焦
点
を
絞
り
な
が
ら
、
仏
教
や
そ
の
他
の
霊
性
的
動
向
に
関
し

て
、
新
し
い
資
料
群
を
発
掘
し
て
、
そ
れ
ら
を
国
際
的
視
野
か
ら
見
て
い

く
こ
と
に
研
究
の
方
向
が
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
際
、
科
学
研
究
費
を
活
用
し
て
、
共
同
研
究
と
し
て
成
果
を
上
げ

る
と
い
う
の
が
、
吉
永
の
取
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
。
単
一
の
研
究
分
野
に

収
ま
り
切
れ
な
い
境
界
領
域
に
属
す
る
研
究
対
象
を
扱
う
に
は
最
適
の
方

法
で
あ
り
、
吉
永
の
研
究
組
織
者
、
指
導
者
と
し
て
の
力
が
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
た
。
手
始
め
は
平
井
金
三
に
関
す
る
科
研
（
二
〇
〇
四
―
〇
六
）

で
、
続
い
て
『
新
仏
教
』
に
関
す
る
科
研
（
二
〇
〇
八
―
一
一
）
に
よ
っ

て
、
近
代
仏
教
研
究
に
お
け
る
吉
永
の
貢
献
は
衆
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。

　
『
精
神
界
』
の
運
動
が
清
沢
満
之
と
い
う
カ
リ
ス
マ
を
中
心
と
し
た
真

宗
大
谷
派
内
部
の
運
動
と
し
て
、
比
較
的
捉
え
や
す
い
の
に
対
し
て
、
同

時
期
の
『
新
仏
教
』
の
運
動
は
漠
然
と
し
て
、
捉
え
に
く
い
。
吉
永
は
、

そ
の
運
動
を
「
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
宗
教
運
動
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
接
点
を
も
つ
流
動
的
な
運
動
」（
科
研
報
告
書

「
は
じ
め
に
」）
と
捉
え
、
そ
の
特
徴
を
「
自
由
討
究
」
と
「
健
全
な
る
信

仰
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
対
象
で
あ
る
『
新
仏
教
』
の
運
動
に
関
し
て
の
み
な
ら

吉
永
進
一
の
近
代
仏
教
研
究

末
木
文
美
士

　

吉
永
進
一
は
、
常
に
新
し
い
対
象
を
目
指
し
て
研
究
の
幅
を
広
げ
続

け
、
編
著
は
多
い
も
の
の
、
成
果
を
ま
と
め
て
単
著
と
し
て
出
版
す
る
こ

と
に
は
不
熱
心
で
あ
っ
た
。
生
前
唯
一
の
著
書
と
な
っ
た
『
神
智
学
と
仏

教
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
）
も
、
碧
海
寿
広
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
た
「
神
智
学
」
と
「
仏
教
」
と

は
、
多
方
面
に
わ
た
る
吉
永
の
研
究
の
柱
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

　

も
っ
と
も
「
神
智
学
」
と
「
仏
教
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
二
つ
が
整
合

的
に
必
然
性
を
も
っ
て
結
び
つ
く
か
と
い
う
と
、
い
さ
さ
か
躊
躇
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
確
か
に
神
智
学
の
創
始
者
で
あ
る
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
と
オ
ル

コ
ッ
ト
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
セ
イ
ロ
ン
）
で
仏
教
の
正
式
の
在
家
信
者
と

な
っ
た
（
一
八
八
〇
）。
ま
た
、
オ
ル
コ
ッ
ト
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
近
代
仏

教
の
基
礎
を
築
き
、
大
菩
提
会
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
近
代
仏
教
と

神
智
学
と
は
必
然
的
な
結
び
つ
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
日

本
の
場
合
、
神
智
学
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
り
得

る
の
か
、
い
さ
さ
か
躊
躇
さ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。

　

吉
永
自
身
の
研
究
で
も
、
必
ず
し
も
「
神
智
学
」
と
「
仏
教
」
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
心
霊
術
や
民
間
精
神
療
法
に

も
広
く
関
心
を
も
っ
て
資
料
を
収
集
し
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
仏
教
ど

こ
ろ
か
、
宗
教
と
い
う
枠
に
さ
え
も
捉
わ
れ
な
い
周
辺
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
の
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
中
核
に
「
神
智

学
」
と
「
仏
教
」
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。
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内
外
の
多
く
の
研
究
者
に
知
的
刺
激
を
与
え
、
新
た
な
研
究
を
先
導
し

た
。
こ
の
吉
永
の
研
究
の
原
型
は
学
部
学
生
時
代
の
「
京
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
超
心

理
研
究
会
」
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
は
新
霊
性
運

動
の
特
徴
を
有
し
、
自
由
討
究
を
旨
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
吉
永
の

研
究
の
特
徴
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
課
題
を
考
察
し
た
。

　

赤
井
敏
夫
は
「
吉
永
進
一
の
神
智
学
研
究
」
と
題
す
る
発
表
で
、
吉
永

の
神
智
学
研
究
の
軌
跡
を
追
い
、
あ
る
時
期
か
ら
近
代
仏
教
研
究
と
並
行

し
て
進
展
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
平
井
金
三
文
書
の
調
査
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
一
つ
の
転
換
点
で
、
こ
れ
を
通
じ
て
神
智
学
へ
の
学
術
的
視
座
が
、

近
代
仏
教
研
究
新
展
開
の
契
機
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
の
意

義
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
神
智
学
協
会
京
都
ロ
ッ
ヂ
の
全
体
像
解

明
か
ら
、
松
ヶ
岡
文
庫
の
調
査
を
介
し
た
鈴
木
大
拙
の
再
評
価
へ
と
直
結

す
る
途
を
開
い
た
。
こ
う
し
た
軌
跡
を
吉
永
が
開
拓
し
た
国
際
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
関
連
も
考
慮
し
て
評
価
し
た
。

　

並
木
英
子
は
「
吉
永
進
一
の
霊
学
思
想
研
究
」
と
題
す
る
発
表
で
、
吉

永
の
最
晩
年
の
業
績
で
あ
る
、
静
岡
県
静
岡
市
に
お
け
る
御
穂
神
社
社
家

宮
城
島
家
及
び
、
月
見
里
神
社
社
家
吹
田
家
所
蔵
の
「
霊
学
史
料
」
の
新

発
見
に
つ
い
て
論
じ
た
。
吉
永
は
二
〇
一
八
年
一
月
に
宮
城
島
家
に
お
い

て
、
本
田
霊
学
の
神
主
で
あ
っ
た
宮
城
島
金
作
の
率
い
た
神
道
三
穂
教
会

史
料
を
見
つ
け
出
し
、
続
い
て
、
三
月
に
本
田
親
徳
の
駿
河
門
人
で
あ
っ

た
月
見
里
神
社
祠
官
長
澤
雄
楯
と
出
口
王
仁
三
郎
の
書
簡
を
含
む
稲
荷
講

社
史
料
を
見
つ
け
出
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
吉
永
の
新
史
料
の
発

見
が
「
霊
学
研
究
」
に
与
え
た
功
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
吉
永
が
「
霊
学
研

究
」
を
近
代
日
本
宗
教
史
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
か

を
明
ら
か
に
し
た
。

ず
、
吉
永
自
身
の
研
究
態
度
や
彼
の
組
織
し
た
研
究
チ
ー
ム
の
あ
り
方
に

も
言
え
る
。
吉
永
は
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、
深
入
り
す
る
と
危
険

な
場
合
も
あ
る
よ
う
な
様
々
な
宗
教
的
、
霊
性
的
運
動
を
扱
い
な
が
ら
、

「
健
全
な
る
信
仰
」
の
立
場
か
ら
適
度
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
国
内
外
に

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
偏
見
な
き
「
自
由
討
論
」
に
よ
っ
て
多

く
の
研
究
者
の
知
恵
を
集
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
わ
ば
「
集
中
型
」

と
い
う
よ
り
は
、「
拡
散
型
」
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
多
様
な
宗
教
的
、
霊
性
的
活
動
を
掘
り

起
こ
し
、
そ
れ
が
じ
つ
は
近
代
日
本
の
仏
教
史
、
宗
教
史
の
根
底
に
あ
る

こ
と
を
示
し
、
そ
の
見
方
を
一
変
さ
せ
る
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

岩
田
　
文
昭

　

二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
、
宗
教
学
者
の
吉
永
進
一
（
一
九
五
七
―
二

〇
二
二
）
が
逝
去
し
た
。
そ
の
早
す
ぎ
る
別
れ
を
悼
み
、
そ
の
業
績
を
称

え
る
声
が
世
界
各
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
研
究
の
一
端
は
『
近
現
代

日
本
の
民
間
精
神
療
法
』（
共
編
著
、
二
〇
一
九
年
）
や
『
神
智
学
と
仏

教
』（
二
〇
二
一
年
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
永
の
研
究
は
多

方
面
に
わ
た
る
た
め
、
そ
の
全
貌
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
そ
こ

で
、
本
パ
ネ
ル
で
は
略
歴
と
研
究
の
特
徴
、
神
智
学
、
霊
学
思
想
、
民
間

精
神
療
法
、
近
代
仏
教
と
い
う
観
点
か
ら
、
吉
永
の
研
究
の
軌
跡
を
問
い
、

そ
の
研
究
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

岩
田
文
昭
は
「
吉
永
進
一
の
略
歴
と
研
究
の
特
徴
」
を
論
じ
た
。
吉
永

は
、
従
来
の
思
想
研
究
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
領
域
の
研
究
を
開
拓
し
、
国
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近
世
近
代
に
お
け
る
暦
の
流
通
と
宗
教
文
化

代
表
者　

下
村
育
世

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

中
牧
弘
允

司
会　

岡
田
正
彦

大
雑
書
に
み
る
近
世
の
暦
注
観 

│
│ 『
簠
簋
内
伝
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に 

│
│

馬
場
真
理
子

　

大
雑
書
は
、
近
世
に
広
く
流
通
し
た
、
占
い
を
中
心
と
す
る
生
活
百
科

で
あ
る
。
初
期
の
大
雑
書
に
お
い
て
は
、
暦
占
が
そ
の
中
核
を
占
め
た
。

近
世
の
暦
と
言
え
ば
、
本
所
に
よ
る
統
率
、
な
ら
び
に
各
地
の
暦
師
た
ち

の
活
動
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
大
雑
書
は
、
暦
を
扱
っ
た
書
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
発
生
し
、
流
通
し

た
。
本
発
表
で
は
仏
教
者
と
の
関
わ
り
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
初
期
大
雑

書
の
成
立
過
程
と
そ
の
後
の
流
通
に
つ
い
て
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、
初
期
大
雑
書
が
国
立
天
文
台
所
蔵
の
大
ざ
つ
し
よ

（
以
下
、
天
文
台
版
）
の
系
統
と
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
寛
永
九
年
版
大

ざ
つ
し
よ
（
以
下
、
国
会
版
）
の
系
統
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
種
類
の
大
雑
書
の
内
容
を
精
査
す
る
と
、
天
文
台

版
は
典
拠
を
断
定
で
き
る
部
分
が
少
な
い
・
ま
た
は
複
数
の
典
拠
が
入
り

混
じ
っ
て
い
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
会
版
に
の
み
存

在
す
る
記
述
は
明
ら
か
に
中
世
の
仏
教
的
暦
注
書
『
簠
簋
内
伝
』
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
文
台
版
が
先
に
流
通
し
て
お

　

栗
田
英
彦
は
「
吉
永
進
一
の
民
間
精
神
療
法
研
究
」
と
題
す
る
発
表

で
、
吉
永
の
民
間
精
神
療
法
研
究
は
、
宗
教
社
会
学
系
の
新
宗
教
・
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
と
同
時
代
性
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
と
異
な
る
場

か
ら
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
場
と
は
、
古
書
収
集
と
（
治

療
／
政
治
）
実
践
の
「
余
白
」
に
生
じ
、
井
村
宏
次
や
武
田
崇
元
ら
に
よ

っ
て
開
拓
さ
れ
た
在
野
の
霊
術
・
霊
学
史
研
究
で
あ
る
。
吉
永
の
民
間
精

神
療
法
研
究
は
、
こ
の
余
白
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
注
入
す
る
も
の
に
他
な

ら
な
い
。
そ
の
余
白
は
近
代
仏
教
史
研
究
発
展
の
一
源
泉
と
な
り
、
現
在

は
近
代
神
道
史
・
キ
リ
ス
ト
教
史
に
も
波
及
し
て
メ
デ
ィ
ア
宗
教
研
究
を

促
進
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
吉
永
の
民
間
精
神
療
法
研
究
の
特
徴

と
、
そ
れ
が
宗
教
研
究
に
も
た
ら
し
た
意
義
を
考
察
し
た
。

　

末
木
文
美
士
は
「
吉
永
進
一
の
近
代
仏
教
研
究
」
と
題
す
る
発
表
を
お

こ
な
っ
た
。
吉
永
は
当
初
オ
カ
ル
ト
や
神
智
学
の
研
究
で
名
を
知
ら
れ
て

い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
そ
の
領
域
を
大
き
く
広
げ
、
近
代
仏

教
研
究
の
先
頭
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
の
吉
永
は
、
個
人
研

究
よ
り
も
共
同
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
一
方
で
若
手
研
究
者
を
動
員

し
て
綿
密
な
資
料
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他
方
で
内
外
の
幅
広
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
多
分
野
の
研
究
者
と
共
同
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

パ
ネ
ル
、
研
究
会
な
ど
を
組
織
し
、
多
方
面
か
ら
問
題
に
切
り
込
む
と
い

う
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
。『
新
仏
教
』
研
究
か
ら
大
拙
研
究
に
至
る
、

晩
年
の
吉
永
が
切
り
開
い
た
世
界
を
、
近
代
仏
教
研
究
の
展
開
史
の
中
で

示
し
た
。
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が
下
る
に
つ
れ
て
複
数
の
書
肆
が
合
同
で
一
冊
の
大
雑
書
を
出
版
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
雑
書
が
徐
々
に

生
活
百
科
事
典
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
膨
大
な

項
目
を
含
む
大
雑
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
書
物
を
引
用
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
版
権
の
問
題
が
生
じ
る
。
当
時
、
版
権
は
か
た
く

守
ら
れ
て
い
た
が
、
逆
に
言
え
ば
板
元
が
版
権
を
有
す
る
書
物
に
つ
い
て

は
自
由
に
借
用
・
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゆ
え
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
書
物
を
扱
う
大
手
書
肆
は
大
雑
書
編
纂
に
有
利
で
あ
り
、
同
様
の
理
由

で
複
数
の
書
肆
が
合
同
で
出
版
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
複
数
の
書
肆
の
合
同
出
版
は
多
く
の
場
合
、
都
市
を
ま
た
い
で
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
流
通
の
利
便
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

書
肆
た
ち
は
利
害
の
一
致
に
よ
っ
て
柔
軟
に
手
を
結
び
、
そ
の
協
力
関

係
が
大
雑
書
の
出
版
と
流
通
に
は
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
し
た
。
暦
の
作

成
・
流
通
が
厳
密
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、

こ
の
点
に
大
雑
書
の
流
通
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

近
世
後
期
に
お
け
る
三
島
暦
師
の
頒
暦 

│
│ 

江
戸
暦
問
屋
と
の
比
較
を
中
心
に 

│
│

小
田
島
梨
乃

　

三
島
暦
は
三
嶋
大
社
（
静
岡
県
三
島
市
）
か
ら
発
行
さ
れ
た
暦
で
あ

り
、
そ
の
起
源
は
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
版
暦
と
し

て
最
も
早
く
広
域
に
普
及
し
た
が
、
貞
享
改
暦
（
一
六
八
五
）
以
降
、
頒

布
地
域
を
伊
豆
一
国
に
限
定
さ
れ
、
隣
接
地
域
は
伊
勢
御
師
や
江
戸
暦
問

屋
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
幕
府
の
作
暦
組
織
で
あ
る
天
文
方
と
、
朝
廷

の
陰
陽
道
本
所
で
あ
る
土
御
門
家
が
整
備
し
た
作
暦
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

り
、
そ
れ
に
『
簠
簋
内
伝
』
に
基
づ
く
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
も
の
が
国

会
版
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

　

で
は
、
誰
が
そ
の
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
の
か
。
糸
口
と
な
る
の
は
、

修
正
者
が
参
照
し
た
『
簠
簋
内
伝
』
の
写
本
の
問
題
で
あ
る
。
国
会
版
と

『
簠
簋
内
伝
』
の
諸
本
の
比
較
に
よ
り
、『
簠
簋
内
伝
』
巻
四
に
該
当
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
国
会
版
と
最
も
近
い
の
は
高
野
山
持
明
院
本
で
あ
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
持
明
院
本
は
造
屋
篇
・
文
殊
曜
宿
経
（『
簠
簋
内
伝
』

の
巻
四
・
巻
五
に
該
当
）
か
ら
成
る
二
冊
本
で
、
元
和
七
年
（
一
六
二

一
）
に
「
金
剛
仏
子
沙
門
空
範
賢
教
房
」
に
よ
っ
て
高
野
山
清
浄
心
院
で

書
写
さ
れ
、
そ
の
後
持
明
院
に
伝
わ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
本
発
表
で
は

仮
説
と
し
て
、
天
文
台
版
が
高
野
山
に
も
た
ら
さ
れ
、
持
明
院
本
に
よ
っ

て
加
筆
・
修
正
を
施
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
た
だ
し
持
明
院
本
は
巻

一
〜
三
に
当
た
る
部
分
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
国
会
版
が
持
明
院
本
の

み
を
参
照
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

　

な
お
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
大
雑
書
に
は
真
言
僧
の
名
の
識
語

が
残
さ
れ
、
ま
た
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
出
さ
れ
た
大
雑
書
に
は

「
高
野
山
梓
行
」
と
の
刊
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
初

期
大
雑
書
の
形
成
に
仏
教
者
が
関
わ
っ
た
可
能
性
は
決
し
て
低
く
は
な
い

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
実
際
に
大
雑
書
の
出
版
・
流
通
を
担
っ
た
の
も
仏
教
者
で
あ

っ
た
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
大
雑
書
は
多
く
の
場
合
、

一
般
の
書
肆
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
本
発
表
で
は
一
七
世
紀
と
一
八
世

紀
以
降
の
大
雑
書
の
出
版
元
を
比
較
し
、
一
八
世
紀
に
は
幅
広
い
書
物
を

扱
う
書
肆
が
大
雑
書
を
出
版
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
時
代
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は
長
年
独
自
の
暦
算
・
頒
暦
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
矜
持
が
見
て
取
れ

る
。

　

シ
ス
テ
ム
か
ら
逸
脱
し
た
結
果
と
し
て
、
三
島
暦
師
は
他
地
域
の
暦
師

と
の
頒
布
地
域
争
い
の
際
に
幕
府
側
・
土
御
門
家
側
の
擁
護
を
享
受
で
き

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
合
家
文
書
『
暦
家
由
来
書
上
』
に
は
、
元

文
四
年
（
一
七
三
九
）
〜
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
期
間
に
計
四
回
の

伊
勢
暦
取
締
り
願
い
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
複
数
回
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
取
締
り
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
結

果
と
し
て
三
島
暦
の
地
域
内
で
は
三
島
暦
を
使
う
よ
う
に
と
い
う
旨
の
触

れ
流
し
が
さ
れ
る
の
み
で
、
伊
勢
御
師
側
へ
の
沙
汰
は
為
さ
れ
な
か
っ

た
。
比
較
対
象
と
し
て
江
戸
暦
問
屋
の
起
こ
し
た
訴
訟
を
見
る
と
、
江
戸

暦
問
屋
側
が
三
島
暦
師
を
訴
え
た
際
に
は
町
奉
行
所
に
よ
る
訴
訟
に
発

展
、
の
ち
和
解
に
至
っ
て
お
り
、
江
戸
の
地
本
問
屋
を
訴
え
た
際
に
は
過

料
申
し
付
け
の
裁
定
が
下
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
三
島
暦
師
と
比
べ
て

幕
府
の
統
制
へ
の
積
極
性
が
伺
え
る
。
同
時
期
に
起
こ
っ
た
南
都
暦
師
と

大
経
師
の
争
い
に
つ
い
て
は
土
御
門
家
が
裁
定
し
て
い
る
記
録
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
陰
陽
師
の
絡
む
争
い
に
つ
い
て
は
土
御
門
家
が
統
制
力
を
発
揮

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
天
文
方
・
陰
陽
師
家
に
よ
る
頒
暦
シ
ス
テ
ム
が
形
成

さ
れ
た
後
も
、
三
島
暦
師
は
一
部
例
外
的
な
作
暦
工
程
を
持
ち
、
他
暦
師

と
の
争
い
に
つ
い
て
も
自
力
で
の
解
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

独
立
性
を
も
た
ら
し
た
三
島
暦
師
の
生
活
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
三
嶋
大

社
や
河
合
家
屋
敷
内
に
祀
っ
て
い
た
賀
茂
神
社
と
の
関
係
性
も
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三
島
暦
師
は
統
制
下
に
な
い
動
き
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
作

暦
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
三
島
暦
師
の
例
外
的
な
動
き
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
天
文
方
と
陰
陽
師
家
の
統
制
力
の
実
態
を
検
討
し
た
。

　

三
島
暦
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
三
嶋
大
社
関
係
文
書
・
今
井
家
文
書

な
ど
の
同
地
域
内
で
の
研
究
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
貞
享
改
暦
以
降
の
支

配
者
側
で
あ
る
幕
府
・
土
御
門
家
関
連
の
文
書
や
、
同
じ
地
方
暦
師
と
の

比
較
研
究
は
少
な
い
。
ま
た
、
頒
暦
の
統
制
は
幕
府
方
・
土
御
門
家
側
の

資
料
を
軸
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
統
制
さ
れ
た
側
で
あ
る
地
方
暦
師
側
の

視
点
が
未
整
理
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
島
側
の
資
料
を
参
照
す
る
と
、
対
土
御
門
家
・
対
天
文
方
双
方
に
つ

い
て
、
統
制
か
ら
逸
脱
し
た
動
き
が
確
認
で
き
た
。
土
御
門
家
は
宝
暦
改

暦
（
一
七
五
五
）
か
ら
寛
政
改
暦
（
一
七
九
八
）
ま
で
の
期
間
、
写
本
暦

の
配
布
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
測
量
御
用
諸
覚
書
留
帳
』

の
宝
暦
五
年
十
一
月
六
日
の
条
を
見
る
と
、
三
島
暦
師
河
合
家
が
天
文
方

に
対
し
、
土
御
門
家
か
ら
写
本
暦
を
受
け
取
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
書
付
を

送
付
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貞
享
改
暦
以
降
は
校
合
暦
の
確

認
は
天
文
方
が
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
河
合
家
文
書
『
暦
家
書
物

写
』
寛
政
十
一
年
八
月
十
一
日
の
条
に
よ
る
と
、
河
合
家
が
天
文
方
に
校

合
暦
を
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
六
一
）
以
降

で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
河
合
家
同
様
に
陰
陽
師
家
と
の
関
わ

り
の
薄
い
江
戸
暦
問
屋
の
記
録
で
は
、
江
戸
暦
問
屋
が
毎
年
天
文
方
に
校

合
暦
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
、
土
御
門
家
が
力
を
増
し
た
宝
暦
改
暦
か
ら

数
年
は
京
都
に
校
合
暦
を
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
シ
ス

テ
ム
に
則
っ
た
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
島

暦
師
は
通
常
の
作
暦
工
程
と
は
異
な
る
動
き
を
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
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（
〜
明
治
一
五
年
四
月
）、（
四
）神
宮
司
庁
時
代
│
│
し
な
が
ら
そ
の
実
際

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
期
の
弘
暦
者
の
活
動
を

把
握
で
き
た
と
と
も
に
、
全
国
の
弘
暦
者
の
協
働
の
あ
り
方
や
組
織
形

成
、
頒
暦
商
社
の
全
国
へ
の
頒
暦
方
法
や
そ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

詳
ら
か
に
し
た
。
と
り
わ
け
全
国
の
弘
暦
者
が
頒
暦
商
社
を
自
主
的
に
結

成
し
た
こ
と
は
、
前
近
代
と
大
き
く
異
な
る
動
き
と
い
え
る
。
前
近
代
ま

で
の
暦
師
や
暦
問
屋
は
、
他
地
域
の
同
業
者
と
頒
暦
持
場
を
巡
っ
て
争
論

に
発
展
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
よ
う
な
潜
在
的
な
競
合
関
係
に
あ

っ
た
が
、
近
代
以
降
、
団
結
し
て
頒
暦
商
社
を
結
成
し
（
明
治
五
年
三

月
）、
持
場
を
互
い
に
確
認
し
協
働
し
て
全
国
頒
暦
に
携
わ
る
よ
う
に
変

化
す
る
。

　

ま
た
頒
暦
商
社
は
明
治
一
一
年
頃
か
ら
神
宮
大
麻
（
以
下
、
大
麻
）
の

頒
布
に
組
織
的
に
関
わ
り
、
伊
勢
暦
を
御
祓
大
麻
に
添
え
て
頒
布
し
た
前

近
代
の
方
法
を
踏
襲
し
て
、
大
麻
と
暦
を
セ
ッ
ト
に
し
た
頒
布
方
法
を
始

め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
用
い
ら
れ
た
暦
は
、
頒
暦
商
社
が
伊
勢
神
宮

よ
り
委
託
を
う
け
調
進
し
た
専
用
の
授
与
暦
で
あ
る
。
一
部
の
資
料
な
ど

で
は
、
明
治
一
五
年
四
月
の
神
宮
司
庁
に
よ
る
頒
暦
制
度
の
成
立
以
前
か

ら
、
大
麻
に
添
え
た
頒
暦
方
法
が
あ
っ
た
と
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
な
方
法
で
頒
布
し
た
の
か
そ
の
実
態
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。

吉
川
家
も
、
明
治
一
一
年
一
一
月
に
大
麻
頒
布
掛
に
任
命
さ
れ
頒
布
へ
の

関
与
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
は
従
来
の
奈
良
暦
師
の
地
域
・
宗
教
伝
統
と
は

異
質
な
営
為
で
あ
る
。
同
家
資
料
群
に
は
伝
来
の
稀
な
先
の
授
与
暦
も
含

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
前
近
代
ま
で
の
多
元
的
な
地
域
・
宗
教
文
化

や
伝
統
を
背
景
に
活
躍
し
た
地
方
暦
師
た
ち
が
、
近
代
以
降
、
国
家
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
に
一
元
的
に
服
し
て
い
く
様
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

奈
良
弘
暦
者
・
吉
川
家
の
近
代 

│
│ 

暦
と
神
宮
大
麻
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て 

│
│

下
村
　
育
世

　

弘
暦
者
と
は
、
人
々
の
手
に
直
接
暦
を
届
け
る
実
働
部
隊
と
し
て
目
立

た
な
い
な
が
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
近
代
の
暦
の
通
行
制
度
の
う

ち
の
「
頒
暦
」
の
フ
ェ
ー
ズ
の
末
端
を
担
っ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
神

宮
司
庁
に
よ
る
頒
暦
制
度
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
に
活
躍
し
た
、
近

世
の
暦
師
や
暦
問
屋
に
出
自
を
も
つ
弘
暦
者
に
つ
い
て
は
、
暦
業
を
担
っ

た
期
間
が
比
較
的
短
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
関
心
を
向
け
ら
れ
ず
、
資

料
的
制
約
も
あ
り
本
格
的
な
研
究
も
さ
れ
ず
不
明
な
部
分
が
大
き
か
っ

た
。

　
「
奈
良
暦
師
吉
川
家
旧
蔵
資
料
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
は
、
弘

暦
者
・
吉
川
家
の
近
代
の
動
向
を
、
弘
暦
が
制
度
的
に
叶
わ
な
く
な
る
最

終
局
面
ま
で
時
系
列
で
跡
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
稀
有
な
資
料
群
で
あ

る
。
前
近
代
ま
で
の
吉
川
家
は
、
暦
師
で
あ
り
土
御
門
配
下
の
陰
陽
師
で

も
あ
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
が
、
明
治
三
年
の
「
天
社
神
道
廃
止
令
」

に
よ
り
陰
陽
師
身
分
を
喪
失
し
、
暦
の
公
的
頒
布
の
み
に
家
業
の
継
続
の

活
路
を
見
出
し
て
い
く
。

　

本
報
告
で
は
、
本
資
料
群
の
う
ち
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
近
代
に

関
す
る
資
料
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
神
宮
司
庁
に
よ
る
頒
暦
が
本
格
的
に

稼
働
す
る
ま
で
の
、
近
代
の
国
家
的
に
統
制
さ
れ
た
造
暦
・
頒
暦
に
関
わ

る
吉
川
家
の
活
動
を
、
全
国
の
他
の
弘
暦
者
の
動
向
に
も
目
配
り
し
つ
つ
、

以
下
の
頒
暦
の
行
政
的
事
務
所
管
に
拠
っ
て
四
つ
に
時
期
区
分
│
│

（
一
）土
御
門
家
暦
役
所
時
代
（
慶
応
四
年
二
月
〜
明
治
三
年
二
月
）、

（
二
）大
学
時
代
（
〜
明
治
四
年
七
月
）、（
三
）文
部
省
・
内
務
省
時
代
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代
国
家
の
権
力
や
支
配
の
質
を
問
う
こ
と
の
で
き
る
素
材
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で

も
仏
暦
の
研
究
は
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
。
発
表
者
は
数
年
来
、
本
暦

の
頒
布
が
神
宮
司
庁
に
独
占
さ
れ
る
明
治
一
六
年
頃
に
、
官
暦
に
対
抗
し

て
刊
行
さ
れ
た
『
仏
暦
一
斑
』
と
そ
の
版
元
で
あ
る
「
大
日
本
仏
暦
会

社
」
の
ル
ー
ツ
を
調
査
し
、
近
世
の
仏
教
天
文
学
と
近
代
の
仏
暦
の
連
続

性
を
明
ら
か
に
し
て
、
近
代
国
家
の
成
立
と
と
も
に
再
編
さ
れ
て
い
く
日

本
の
「
仏
教
」
概
念
の
成
立
過
程
に
論
及
し
て
き
た
。

　

本
発
表
で
は
、
江
戸
時
代
に
仏
教
天
文
学
の
理
論
を
体
系
化
し
、
門
弟

た
ち
に
「
梵
暦
／
仏
暦
開
祖
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
普
門
円
通
（
一
七
五

四
―
一
八
三
四
）
の
門
弟
た
ち
（
梵
暦
社
中
）
が
刊
行
・
頒
布
し
た
仏
暦

を
も
と
に
、
彼
ら
の
編
暦
・
造
暦
・
頒
暦
活
動
の
実
態
を
考
察
し
、
梵
暦

／
仏
暦
研
究
の
可
能
性
と
射
程
に
つ
い
て
考
え
た
。
そ
の
際
、
先
行
研
究

で
仏
暦
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
弘
化
五
戊
申
略
暦
」（
弘
化

四
年
頒
布
）
で
は
な
く
、
翌
年
に
こ
の
暦
を
踏
襲
し
て
造
ら
れ
た
「
嘉
永

二
年
歳
次
己
酉
略
暦
」
を
紹
介
し
、
同
年
に
頒
布
さ
れ
た
一
般
の
柱
暦
で

あ
る
「
嘉
永
二
己
酉
略
暦
」
と
そ
の
内
容
を
比
較
し
な
が
ら
仏
暦
の
特
徴

を
分
析
し
た
。
ま
た
、
仏
暦
関
係
者
（
梵
暦
社
中
）
の
暦
法
を
詳
し
く
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
社
奉
行
の
裁
許
や
土
御
門
家
と
仏
暦
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　

渡
辺
敏
夫
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
世
・
近
代
の
暦
史
が
あ
ま
り
仏
教
暦

に
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
現
存
す
る
略
暦
の
成
立
や
頒

布
の
背
景
を
知
る
た
め
の
史
料
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
仏
暦
と
一
般

の
大
小
暦
を
区
別
す
る
差
異
を
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
紹
介
し
た
、
釈
夢
幻
「
嘉
永
二
年
歳
次
己
酉
略
暦
」
の
存
在

よ
う
。

　

政
府
は
「
御
一
新
」
を
謳
い
、
明
治
改
暦
に
典
型
的
に
表
れ
る
よ
う
に

暦
の
シ
ス
テ
ム
も
大
き
く
改
め
る
が
、
実
際
に
暦
を
全
国
頒
布
す
る
フ
ェ

ー
ズ
に
お
い
て
は
、
頒
暦
に
通
暁
し
た
旧
幕
時
代
の
人
材
や
シ
ス
テ
ム
を

相
対
的
に
長
く
利
用
し
た
。
明
治
初
期
の
頒
暦
に
お
け
る
旧
幕
時
代
か
ら

の
人
的
継
続
性
は
明
白
で
あ
る
一
方
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
弘
暦
者
の
組

織
形
成
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
容
し
、
大
麻
頒
布
に
象
徴
的
に
表
れ
る
よ

う
に
、
彼
ら
の
属
し
た
頒
暦
商
社
は
近
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
下
支
え
す
る
よ
う
な
組
織
的
な
動
き
を
す
る
。
し
か
し
彼
ら
弘
暦

者
は
、
そ
う
い
っ
た
努
力
空
し
く
、
神
宮
司
庁
に
よ
る
頒
暦
制
度
の
成
立

で
暦
業
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
代
わ
っ
て
教
派
神
道
・
神
宮
教

の
構
成
員
に
よ
る
新
た
な
全
国
頒
暦
の
時
代
が
幕
を
開
け
る
こ
と
と
な

る
。

近
世
の
仏
教
暦
と
梵
暦
社
中 

│
│ 

僧
侶
の
編
暦
・
造
暦
・
頒
暦
と
近
世
社
会 

│
│

岡
田
　
正
彦

　

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
民
間
暦
の
歴
史
は
、
こ
れ
ま
で
仏
教
の
僧

侶
が
各
地
で
刊
行
し
た
仏
暦
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
こ
な
か
っ

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
本
所
支
配
を
前
提
と
し
て
暦
の
頒
布
に
つ
い
て
考

え
る
歴
史
研
究
者
の
意
識
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
近
世

に
お
け
る
仏
暦
頒
布
の
実
際
を
調
査
し
た
井
上
智
勝
の
先
行
研
究
で
は
、

仏
暦
は
「
本
所
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
十
全
に
は
行
い
得
な
い
本
所
支
配

の
文
脈
と
は
異
質
の
暦
を
受
容
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
」
す
る

事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
近
世
権
力
や
本
所
支
配
の
質
に
迫
り
、
近
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コ
メ
ン
ト

中
牧
　
弘
允

　

昨
年
の
「
暦
の
思
想
史
」
に
続
き
「
近
世
近
代
に
お
け
る
暦
の
流
通
と

宗
教
文
化
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
と
く
に
流
通
（
頒
暦
、
売
暦
）
に
焦
点

を
当
て
た
四
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
流
通
の
担
い
手
は
暦
師
、
暦
家
、

暦
問
屋
、
梵
暦
社
中
、
弘
暦
者
、
頒
暦
商
社
、
神
宮
司
庁
、
大
日
本
仏
暦

会
社
な
ど
で
あ
る
。

　

馬
場
報
告
は
大
雑
書
を
対
象
と
し
た
が
、
そ
の
項
目
は
署
名
原
稿
で
は

な
く
、
編
者
も
わ
か
ら
ず
、
書
肆
も
初
期
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
は
土
御
門
家
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
し
、
幕
府
の
取
り
締
ま
り
の
対
象

で
も
な
い
。
そ
の
た
め
暦
の
歴
史
に
関
し
て
は
致
命
的
な
誤
り
を
お
か
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
『
天
保
新
選
永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
「
９　

暦

書
之
権
興
（
こ
よ
み
の
は
じ
ま
り
）」
で
は
「
持
統
天
皇
の
御
宇
南
宋
の

嘉
元
暦
を
用
い
玉
ふ
」
と
あ
る
が
、「
元
嘉
暦
」
が
正
し
い
。
ま
た
「
暦

道
の
博
士
大
春
日
真
野
麿
に
詔
し
て
貞
享
暦
を
造
ら
し
め
た
ま
ふ
」
と
あ

る
が
、
貞
享
暦
は
渋
川
春
海
が
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
続
け
て
「
賀
茂
保

憲
、
そ
の
子
吉
平
、
其
の
門
人
阿
部
晴
明
等
こ
の
道
を
受
け
継
い
で
」
と

あ
る
が
、「
吉
平
」
は
「
光
栄
」
の
間
違
い
で
、「
阿
部
」
も
「
安
倍
」
で

あ
る
。
渋
川
春
海
が
初
代
で
あ
る
幕
府
天
文
方
は
な
ぜ
取
り
締
ま
ら
な
か

っ
た
の
か
。
貞
享
暦
に
よ
っ
て
暦
注
の
統
一
を
は
か
っ
た
天
文
方
が
な
ぜ

不
問
に
付
し
て
い
た
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。
次
に
、
大
雑
書
の
版
元
は
三

都
だ
け
で
な
く
名
古
屋
に
も
あ
っ
た
が
、
報
告
で
は
列
挙
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
現
在
で
も
大
雑
書
は
復
刻
さ
れ
、
沖
縄
の
日
取
り
帳
な
ど
で

は
そ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

小
田
島
報
告
は
三
嶋
暦
を
と
り
あ
げ
、
伊
勢
暦
と
江
戸
暦
と
の
間
に
み

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
梵
暦
運
動
と
仏
暦
の
関
係
が
か

な
り
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
釈
夢
幻
＝
宝
幢
の
残
し
た

足
跡
や
文
献
史
料
を
通
し
て
、
こ
の
略
暦
と
梵
暦
運
動
の
関
係
を
か
な
り

具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
一
般
の
略
暦
と
仏
暦

の
記
載
事
項
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
事
暦
を
重
視
す
る
仏
暦
の

特
質
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

梵
暦
社
中
の
暦
法
の
源
流
は
土
御
門
家
に
あ
る
の
で
、
月
の
大
小
や
雑

節
、
日
・
月
食
の
計
算
は
一
般
の
暦
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
し
か
し
、
梵

暦
理
論
の
主
眼
は
肉
眼
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
た
「
縮
象
」
の
暦
算
と
、
天

眼
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
た
「
展
象
」
の
宇
宙
像
を
合
致
さ
せ
て
、
物
理
学

の
想
定
す
る
太
陽
系
の
よ
う
に
「
須
弥
界
」
の
実
在
を
証
明
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
暦
算
の
正
確
さ
を
重
視
し
た
が
、
暦
算
が
正
確
で

あ
れ
ば
当
然
一
般
の
暦
と
の
差
異
は
少
な
く
な
る
。
と
は
い
え
、
須
弥
山

儀
の
図
を
暦
の
中
心
に
配
し
、
宿
曜
師
の
暦
を
意
味
す
る
「
符
天
暦
」
を

標
榜
す
る
仏
暦
は
、
陰
陽
師
の
支
配
す
る
一
般
の
暦
と
は
異
質
の
暦
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
仏
暦
が
各
地
で
頒
布
さ
れ
て

い
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
寺
社
奉
行
の
許
可
を
得
て
、
梵

暦
社
中
を
中
心
に
独
自
の
頒
布
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
井
上
氏

の
指
摘
す
る
「
本
所
支
配
の
文
脈
と
は
異
質
の
暦
を
受
容
す
る
土
壌
が
あ

っ
た
こ
と
」
を
示
す
事
例
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

今
後
は
、
当
時
の
弘
暦
者
と
仏
暦
頒
布
の
関
係
や
現
存
す
る
梵
暦
社
中

の
農
事
暦
な
ど
に
目
を
配
り
、
明
治
期
の
大
日
本
仏
暦
会
社
と
『
仏
暦
一

斑
』
に
連
な
る
動
向
に
注
目
し
な
が
ら
、〝
近
代
国
家
の
権
力
や
支
配
の

質
を
問
う
こ
と
の
で
き
る
素
材
〞
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
い
き
た

い
。
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の
須
弥
山
儀
な
ど
と
同
時
代
の
潮
流
に
着
目
し
た
。
と
く
に
釈
夢
幻
＝
宝

幢
の
「
嘉
永
二
年
歳
次
己
酉
略
暦
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
梵
暦
の
特
徴
が

よ
り
明
確
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
円
通
の
『
応
天
暦
』（
刊
行

年
不
明
）
に
付
け
ら
れ
た
文
化
元
年
の
暦
表
も
関
心
を
ひ
い
た
。
な
ぜ
な

ら
、
世
の
中
に
存
在
し
な
い
も
の
の
譬
え
と
し
て
「
元
年
の
暦
」
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
円
通
は
な
ぜ
サ
ン
プ
ル
と
し
て
文
化
元
年

を
選
ん
だ
の
か
。
最
後
に
、
梵
暦
社
中
は
頒
暦
と
売
薬
（
梵
医
方
）
に
従

事
し
た
が
、
経
営
的
側
面
と
し
て
売
薬
の
利
益
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ

た
か
、
あ
ら
た
め
て
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

下
村
　
育
世

　

暦
に
は
、
日
付
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中

牧
弘
允
は
、
暦
に
表
現
さ
れ
る
情
報
が
い
ろ
い
ろ
な
文
化
資
源
と
複
雑
に

結
び
つ
く
こ
と
に
着
目
し
、
暦
を
通
じ
て
文
化
を
理
解
す
る
「
考
暦
学
」

（『
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を
見
る
』）
を
提
唱
す
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、

近
世
の
暦
に
は
陰
陽
道
の
知
識
に
基
づ
く
暦
注
が
、
近
代
の
暦
に
は
暦
注

の
代
わ
り
に
皇
紀
や
皇
室
関
連
の
祭
日
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
暦
は
、
宗

教
文
化
や
地
域
文
化
、
場
合
に
よ
っ
て
は
政
治
性
な
ど
と
結
び
つ
く
多
彩

な
情
報
の
発
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
一
般
の
出
版
物
と
は
桁
違
い
の
部
数

で
広
範
に
流
通
し
た
。
本
パ
ネ
ル
は
、
こ
う
し
た
情
報
と
宗
教
文
化
と
の

関
わ
り
を
人
文
学
的
見
地
か
ら
読
み
解
く
と
同
時
に
、
そ
の
「
流
通
」
の

側
面
ま
で
包
摂
し
て
考
察
す
る
目
的
で
企
画
さ
れ
た
。
暦
の
流
通
の
あ
り

方
と
変
化
を
問
う
こ
と
は
、
暦
の
内
包
す
る
文
化
の
到
達
範
囲
と
変
化
を

も
見
定
め
る
こ
と
に
繋
が
る
。

ら
れ
た
流
通
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
相
模
国
で

は
伊
勢
御
師
が
三
嶋
暦
を
買
い
上
げ
て
配
る
と
い
う
興
味
深
い
解
決
策
が

み
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
老
舗
中
の
老
舗
で
あ
る
三
嶋
暦
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
暦
師
の
河
合
家
の
経
営
は
苦
し
か
っ
た
。
三
嶋
大
社
の
社
人
と
し
て

の
収
入
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
造
暦
の
と
き
は
借
金
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
医
者
を
副
業
と
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
売
薬
も
お
こ
な
っ
て
い
た

の
か
。
ま
た
、
繁
忙
期
以
外
は
何
か
別
の
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
。

　

下
村
報
告
は
初
期
の
官
暦
の
造
暦
・
頒
暦
を
に
な
っ
た
奈
良
の
弘
暦

者
、
吉
川
家
に
焦
点
を
当
て
た
。
吉
川
家
は
陰
陽
師
と
暦
師
を
兼
ね
て
い

た
が
、
陰
陽
道
禁
止
以
降
は
暦
師
の
み
で
明
治
一
六
年
ま
で
家
業
を
継
続

さ
せ
た
。
い
わ
ば
地
域
密
着
型
の
零
細
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
細
々

と
事
業
を
継
続
し
た
弘
暦
者
が
神
宮
大
麻
の
頒
布
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
吉
川
家
文
書
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
ま
た
、
旧

土
御
門
家
の
林
六
九
蔵
が
後
の
林
組
を
率
い
た
林
立
守
で
あ
る
こ
と
や
そ

の
経
歴
に
つ
い
て
も
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。「
暦
の
明
治
維
新
」

（
昨
年
の
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
）
を
経
営
の
側
面
か
ら
見
る
場
合
、
家
業

（fam
ily business

）
か
ら
国
営
企
業
・
公
社
（national enterprise, 

public com
pany

）
へ
と
移
行
す
る
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
弘
暦
者
は
そ
の
過
渡
期
を
に
な
っ
た
存
在
で
あ
り
、

近
世
を
引
き
ず
り
、
近
代
の
国
家
神
道
体
制
を
一
部
先
取
り
し
た
と
も
言

え
る
が
、
他
方
で
は
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
ぜ

な
ら
、
神
宮
司
庁
と
い
う
営
利
を
目
的
と
す
る
「
公
社
」
が
造
暦
事
業
な

ら
び
に
神
宮
大
麻
と
セ
ッ
ト
で
の
販
売
事
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
弘
暦
者
は
ほ
ど
な
く
完
全
に
命
脈
を
絶
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

岡
田
報
告
は
近
世
の
梵
暦
と
梵
暦
社
中
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
田
中
久
重
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に
言
及
し
、
暦
に
含
ま
れ
る
情
報
か
ら
、
そ
の
流
通
の
様
式
へ
と
関
心
の

比
重
を
移
し
た
と
言
え
る
。
中
牧
か
ら
昨
年
、
明
治
改
暦
を
は
さ
ん
で
暦

の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
換
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
貞
享
改
暦
か
ら
神
道

指
令
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
暦
を
再
考
す
る
「
暦
の
明
治
維
新
」
と
い

う
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
受
け
て
い
た
。
中

牧
か
ら
は
今
回
さ
ら
に
、
流
通
の
担
い
手
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
家
業

（fam
ily business

）
か
ら
国
営
企
業
・
公
社
（national com

pany

）

へ
の
移
行
と
捉
え
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
発
表
の
な
か
で
陰
に
陽

に
触
れ
ら
れ
た
支
配
と
抵
抗
／
恭
順
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
の
解
明
も
、

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
三
嶋
暦
師
や
江
戸
暦
問
屋
の
本
所
支
配
へ

の
抵
抗
や
、
本
所
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
十
全
に
行
き
届
か
な
か
っ
た
仏

暦
な
ど
は
、
近
世
の
支
配
の
不
徹
底
さ
を
示
す
。
大
雑
書
な
ど
暦
と
関
わ

る
書
物
の
流
通
方
法
と
の
違
い
に
も
目
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
近
代
に
入
る
と
旧
暦
師
や
暦
問
屋
は
頒
暦
商
社
を
結
成
し
、
組
織

的
に
頒
暦
を
担
う
。
そ
の
様
は
流
通
の
統
制
の
貫
徹
を
も
た
ら
し
た
か
に

映
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
お
化
け
暦
」
が
官
憲
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
広
く

流
通
し
て
い
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
梵
暦
と
現
代
の
仏
教
諸
宗
派
の
暦
と
の
つ
な
が
り
に

関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
大
雑
書
か
ら
の
影
響
を
看
取
で
き
る
事

例
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
も
な
さ
れ
た
。

　

馬
場
真
理
子
は
、
暦
注
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
占
い
を
載
せ
た
生
活

百
科
で
あ
る
大
雑
書
に
つ
い
て
、
初
期
の
成
立
過
程
を
仏
教
者
と
の
関
わ

り
に
注
意
を
払
い
つ
つ
考
察
し
た
上
で
、
統
制
を
受
け
続
け
た
暦
と
は
異

な
る
そ
の
流
通
の
特
徴
に
つ
い
て
、
書
肆
の
存
在
を
軸
に
論
じ
た
。
岡
田

正
彦
は
、
江
戸
時
代
に
仏
教
天
文
学
の
理
論
を
体
系
化
し
、
門
弟
た
ち
に

「
梵
暦
／
仏
暦
開
祖
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
普
門
円
通
の
門
弟
た
ち
（
梵

暦
社
中
）
が
刊
行
・
頒
布
し
た
仏
暦
と
、
梵
暦
運
動
と
の
関
係
を
考
察
す

る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
編
暦
・
造
暦
・
頒
暦
活
動
が
土
御
門
家
の
本
所
支

配
の
文
脈
と
は
異
質
の
活
動
を
背
景
と
し
た
暦
で
あ
る
と
論
じ
、
そ
の
意

義
を
「
権
力
や
支
配
の
質
を
問
う
こ
と
の
で
き
る
素
材
」
と
論
評
し
た
。

小
田
島
梨
乃
は
、
三
嶋
大
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
版
暦
と
し
て
最
も
早
く
広

域
に
普
及
し
た
三
嶋
暦
を
取
り
あ
げ
、
他
地
域
の
暦
師
や
暦
問
屋
と
の
暦

の
頒
布
を
巡
る
裁
判
が
、
従
来
の
通
説
以
上
に
長
く
幕
末
ま
で
続
い
た
こ

と
、
ま
た
三
嶋
暦
師
に
よ
る
本
所
支
配
へ
の
抵
抗
を
示
し
た
上
で
、
そ
の

特
徴
を
江
戸
暦
問
屋
と
比
較
し
つ
つ
検
討
し
た
。
下
村
育
世
は
、
奈
良
・

吉
川
家
の
資
料
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
を
も
と
に
、
近
世
の
暦
師

や
暦
問
屋
に
出
自
を
持
つ
弘
暦
者
に
よ
る
、
近
代
の
国
家
的
に
統
制
さ
れ

た
造
暦
・
頒
暦
や
大
麻
頒
布
に
関
わ
る
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
近
世
近
代
と
の
活
動
の
連
続
性
と
非
連
続
性
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

　

発
表
を
受
け
て
、
中
牧
か
ら
各
発
表
に
的
確
な
批
評
を
加
え
た
コ
メ
ン

ト
が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
中
牧
の
「
コ
メ
ン
ト
」
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。
本
パ
ネ
ル
は
、
暦
を
通
し
て
文
化
や
情
報
が
交
差
す

る
あ
り
方
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
昨
年
の
パ
ネ
ル
を
引
き
継
ぐ
。
暦
の
内

と
外
両
方
に
関
心
を
向
け
つ
つ
も
、
今
年
は
発
表
者
全
員
が
流
通
の
側
面
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陰
陽
師
の
虚
像
と
実
像

代
表
者
・
司
会　

小
池
淳
一

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク

日
本
古
代
の
陰
陽
師
の
成
立
と
変
遷

細
井　

浩
志

　

本
報
告
で
は
、
日
本
古
代
に
お
け
る
「
陰
陽
師
」
の
成
立
と
、
そ
の
変

遷
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
通
常
、「
陰
陽
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
登
場
す
る
安
倍
晴
明
の
よ
う
な
超
能
力
を
駆
使
す
る
魔

術
師
で
あ
る
。
こ
れ
は
虚
像
だ
が
、
陰
陽
道
研
究
に
お
い
て
も
、「
陰
陽

師
」
の
虚
像
と
実
像
の
判
別
が
問
題
と
な
る
。
旧
『
陰
陽
道
叢
書
』（
全

四
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
九
一
〜
一
九
九
三
年
）
や
山
下
克
明
氏
に
よ
っ

て
、
陰
陽
道
・
陰
陽
師
は
日
本
で
成
立
し
た
と
さ
れ
、
大
陸
か
ら
伝
来
し

た
と
す
る
従
来
の
通
説
は
否
定
さ
れ
た
。
だ
が
新
し
い
通
説
は
制
度
の
理

解
と
し
て
は
正
し
い
が
、
実
態
か
ら
見
る
と
問
題
も
あ
る
こ
と
を
、
報
告

者
は
『
新
陰
陽
道
叢
書 

第
一
巻 

古
代
』
名
著
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
で

示
唆
し
た
。
古
代
の
陰
陽
師
が
何
か
を
理
解
す
る
に
は
、
次
の
三
つ
の
観

点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、「
陰
陽
師
」
に
は
、
律
令
国
家

の
官
司
で
あ
る
陰
陽
寮
の
官
職
名
と
術
者
の
通
称
の
二
種
類
が
あ
る
。
第

二
に
、「
陰
陽
師
」
の
職
能
は
時
期
に
よ
り
変
化
す
る
。
第
三
に
、
通
称

と
し
て
の
陰
陽
師
に
も
、
朝
廷
陰
陽
道
を
担
う
官
人
陰
陽
師
と
、
法
師
陰

陽
師
な
ど
朝
廷
陰
陽
道
に
属
さ
な
い
陰
陽
師
が
い
た
。

　

八
世
紀
初
頭
の
陰
陽
寮
陰
陽
師
は
占
い
師
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
も

占
い
師
の
通
称
と
し
て
「
陰
陽
師
」
の
語
が
あ
り
、
日
本
で
も
早
い
段
階

か
ら
こ
の
通
称
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
、
八
世
紀
末
前
後
に

な
る
と
、
朝
廷
諸
道
の
一
つ
と
し
て
「
陰
陽
道
」（
初
期
陰
陽
道
）
が
成

立
す
る
。
諸
道
と
は
朝
廷
の
専
門
家
集
団
で
、
律
令
国
家
本
来
の
官
司
の

枠
を
越
え
て
、
職
能
に
よ
り
国
家
に
奉
仕
す
る
よ
う
再
編
さ
れ
た
ゆ
る
や

か
な
組
織
を
指
す
。
諸
道
官
人
は
、
必
要
と
さ
れ
る
職
能
と
就
い
て
い
る

官
職
と
が
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
朝
廷
組
織
「
陰
陽
道
」
の
構
成
員
と

し
て
の
「
陰
陽
師
」（
官
人
陰
陽
師
）
も
同
様
で
あ
る
。
陰
陽
道
成
立
の

背
景
に
は
、
唐
風
化
政
策
を
掲
げ
た
藤
原
仲
麻
呂
政
権
に
よ
る
陰
陽
寮
の

改
革
と
、
怪
異
を
国
家
的
災
い
の
前
兆
と
見
る
観
念
の
浸
透
が
あ
っ
た
。

　

九
世
紀
以
降
の
官
人
陰
陽
師
の
職
能
は
、
①
占
術
（
式
占
）、
②
呪
術
・

祭
祀
、
③
日
時
・
方
角
禁
忌
の
勘
申
で
あ
る
。
こ
の
職
能
の
発
展
は
、
制

度
的
に
は
、
陰
陽
寮
陰
陽
師
と
道
教
系
呪
医
で
あ
る
典
薬
寮
呪
禁
師
と
の

統
合
の
結
果
で
あ
る
。
だ
が
人
材
に
着
目
す
る
と
、
大
陸
か
ら
の
渡
来

人
・
僧
に
は
、
も
と
よ
り
①
②
③
の
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
を
制
度
的
に
追

認
し
た
の
が
呪
禁
師
、
官
人
陰
陽
師
だ
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
る
。
そ

う
だ
と
す
る
と
、
一
〇
世
紀
に
登
場
す
る
法
師
陰
陽
師
も
、
官
人
陰
陽
師

と
全
然
別
の
存
在
と
は
い
え
な
く
な
る
。
両
者
の
術
は
と
も
に
「
陰
陽
の

道
」
と
称
さ
れ
、
実
際
に
共
通
す
る
要
素
も
あ
る
。
ま
た
官
人
陰
陽
師
の

起
源
に
も
還
俗
僧
が
い
た
。
よ
っ
て
通
説
と
は
異
な
り
、
両
者
は
か
な
り

近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

九
・
一
〇
世
紀
に
、
陰
陽
師
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
気

候
変
動
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
歴
史
気
候
学
に
よ
る
と
、
一
〇
世
紀
の

日
本
列
島
は
厳
し
い
気
候
変
動
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
た
歴
史
地
理
学
に
よ

る
と
、
こ
の
時
期
よ
り
景
観
の
変
化
が
起
こ
り
、
農
業
経
営
の
在
り
方
が

行
き
詰
ま
っ
て
、
従
来
の
集
落
が
消
滅
す
る
社
会
変
動
期
を
迎
え
た
。
こ
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い
存
在
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
官
人
身
分
を
持
た
な
い
陰
陽

師
を
「
非
官
人
系
陰
陽
師
」
と
定
義
し
、
そ
の
範
囲
を
史
料
に
「
陰
陽

師
」
と
明
記
さ
れ
な
く
と
も
占
術
や
呪
術
、
日
次
勘
申
な
ど
を
行
う
者
た

ち
に
ま
で
広
げ
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
説
話
に
載
る
陰
陽
師
の
事
例
と
し
て
『
古
今
著
聞
集
』
に
登
場

す
る
播
磨
国
の
相
人
と
、
法
然
に
帰
依
し
た
陰
陽
師
阿
波
介
を
挙
げ
た
。

播
磨
の
相
人
は
際
だ
っ
た
能
力
を
持
つ
者
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
阿
波
介

は
長
者
で
あ
り
な
が
ら
抜
け
目
な
く
、
非
道
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
説
話
に
は
実
像
と
虚
像
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
、
宗

教
的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
説
話
が
民
衆
の
間
に
陰
陽
師
の
「
虚
像
」
を
増

幅
・
拡
散
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
鎌
倉
期
に
は
新
た
に
「
地
域
陰
陽
師
」
が
登
場
す
る
。
宇
佐
八

幡
宮
に
は
祠
官
の
一
員
に
陰
陽
師
が
お
り
、
門
前
に
定
住
し
て
宇
佐
社
や

地
域
の
宗
教
的
欲
求
に
応
え
、
陰
陽
道
的
知
の
集
積
・
発
信
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
（
赤
澤
「
宇
佐
の
陰
陽
師
」（『
新
陰
陽
道
叢
書 

第
二
巻 

中

世
』
名
著
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。
彼
ら
は
地
域
的
環
境
に
即
し
て
形
成

さ
れ
た
陰
陽
師
の
一
形
態
と
い
え
る
が
、
こ
う
し
た
存
在
は
宇
佐
だ
け
で

な
く
、
下
総
香
取
社
、
筑
前
住
吉
社
、
播
州
清
水
寺
に
も
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
地
域
陰
陽
師
」
は
官
人
陰
陽
師
に
も
法
師
陰
陽
師

に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
、
中
世
前
期
に
出
現
し
始
め
る
陰
陽
師
の
新
た
な

「
実
像
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
院
政
期
以
降
、
院
と
い
う

専
制
君
主
の
登
場
や
全
国
規
模
の
内
乱
に
よ
っ
て
地
域
社
会
が
著
し
く
変

容
す
る
中
で
、
地
域
の
権
門
寺
社
が
組
織
や
空
間
（
寺
域
・
境
内
・
支
配

領
域
）
を
維
持
す
る
た
め
に
陰
陽
道
知
識
を
駆
使
で
き
る
人
材
を
必
要
と

の
た
め
律
令
国
家
の
地
方
行
政
を
支
え
て
い
た
伝
統
的
豪
族
（
郡
司
層
）

が
力
を
失
い
、
彼
ら
を
前
提
と
す
る
国
家
制
度
は
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
社
会
不
安
が
高
ま
る
中
で
、
占
い
で
祟
り
を
起
こ
す
神
々
や
諸
霊
の

意
思
（
不
満
や
要
望
）
を
知
り
、
日
時
・
方
角
の
禁
忌
を
知
る
こ
と
で
危

険
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
、
時
に
は
呪
術
・
祭
祀
で
神
や
霊
に
働
き
か
け

る
「
陰
陽
師
」
は
、
都
で
も
地
方
で
も
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
頼
ら
れ

る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
中
世
に
お
け
る
官
人
陰
陽
師
と
非
官
人
系
陰
陽
師

赤
澤　

春
彦

　

本
報
告
の
目
的
は
中
世
前
期
に
お
け
る
「
非
官
人
系
陰
陽
師
」
の
虚
像

と
実
像
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
、
院
政
期
〜
鎌
倉
期
は
平
安
期
に
成
立

し
た
「
陰
陽
道
」
の
延
長
線
上
に
展
開
し
た
「
官
人
陰
陽
師
」（
朝
廷
・

幕
府
・
諸
権
門
に
お
い
て
陰
陽
道
活
動
を
行
う
官
人
身
分
の
者
）
の
隆
盛

期
で
あ
り
、
こ
れ
が
賀
茂
・
安
倍
氏
の
主
張
す
る
「
正
統
な
」
陰
陽
道
で

あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
古
代
以
来
、
官
人
身
分
を
持
た
な
い
陰
陽
師

（
法
師
陰
陽
師
、
隠
れ
陰
陽
師
）
も
存
在
し
、
中
下
級
貴
族
や
民
衆
の
欲

求
に
応
え
て
い
た
こ
と
が
説
話
や
貴
族
の
日
記
に
散
見
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
鎌
倉
期
の
日
記
に
は
法
師
陰
陽
師
は
登
場
し
な
く
な
る
。
こ
れ
は
法

師
陰
陽
師
の
消
滅
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
膨
張
し
た
官
人
陰
陽
師

が
こ
れ
ま
で
法
師
陰
陽
師
を
使
役
し
て
い
た
中
下
級
貴
族
層
に
ま
で
活
動

範
囲
を
広
げ
た
結
果
で
あ
り
、
法
師
陰
陽
師
は
都
市
や
地
域
に
住
む
人
々

に
対
象
を
移
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
山
下
克
明
『
王
朝
時
代

の
実
像
５ 

陰
陽
道 

術
数
と
信
仰
の
文
化
』
臨
川
書
店
、
二
〇
二
二
年
）。

さ
ら
に
鎌
倉
期
に
は
官
人
陰
陽
師
に
も
法
師
陰
陽
師
に
も
当
て
は
ま
ら
な
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幕
府
に
関
わ
る
固
有
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
近
世

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
改
暦
や
頒
暦
制
度
・
幾
つ
か
の

儀
礼
に
関
わ
る
研
究
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
世
以
前
と
比
較
す
る
と
大

き
く
遅
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
朝
廷
陰
陽
頭
で
あ
る
土
御
門
家
の
存

在
が
、
近
世
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
・
評
価
さ
れ
た
の
か
。
天

変
・
災
異
の
際
の
土
御
門
家
に
関
す
る
言
説
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

今
回
俎
上
に
載
せ
る
第
一
の
事
例
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月

二
八
日
の
「
赤
気
」（
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
）
で
あ
る
。
上
方
地
方

を
中
心
に
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
た
こ
の
「
天
変
」
に
際
し
て
、
当

時
の
当
主
で
あ
る
土
御
門
泰
邦
は
、
古
典
的
な
天
文
占
に
基
づ
く
「
兵
革

風
火
の
災
」
と
い
う
凶
事
の
予
知
を
奏
聞
す
る
一
方
、
当
時
発
生
し
て
い

た
旱
と
い
う
異
常
気
象
と
関
連
づ
け
、
気
の
循
環
に
よ
る
自
然
現
象
と
し

て
説
明
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
朝
廷
外
に
も
知
ら
れ
、
人
々
を
安
堵
さ

せ
る
言
説
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
七
月
二
日
に
起
こ
っ
た
文
政
京

都
地
震
後
の
風
説
を
取
り
上
げ
る
。
京
都
で
起
こ
っ
た
近
世
最
大
級
の
災

害
で
あ
る
こ
の
地
震
は
、
大
き
な
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
、
土
御
門
家
に

関
わ
る
噂
・
風
説
も
発
生
し
た
。
最
も
多
く
残
る
風
説
は
、
土
御
門
家
関

係
者
が
震
災
後
に
余
震
の
継
続
を
予
知
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
関
連
し
て
、
余
震
の
発
生
時
刻
を
予
言
す
る
と
い
う
も
の

や
、
予
知
失
敗
に
責
任
を
感
じ
た
土
御
門
晴
親
が
辞
官
を
申
し
出
た
と
い

う
説
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
な
か
に
は
、
土
御
門
晴
親
が
以
前
よ
り
七
月

二
日
の
地
震
発
生
を
予
言
し
、
当
日
早
朝
か
ら
御
所
内
で
備
え
た
こ
と
で

皇
族
の
被
害
を
回
避
し
た
と
い
う
事
実
と
乖
離
し
た
話
型
も
み
ら
れ
た
。

　

し
か
し
実
際
に
土
御
門
晴
親
が
地
震
を
予
知
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
地
域
陰
陽
師
」
に

は
こ
れ
ま
で
の
陰
陽
師
に
は
な
い
特
質
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
寺
社
と
い

う
拠
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
官
人
陰
陽
師
は
朝
廷
や
幕
府
に
属
す
る
が

故
に
、
そ
の
母
体
の
盛
衰
に
直
接
影
響
を
受
け
た
。
こ
れ
は
朝
廷
や
幕
府

が
衰
退
し
て
ゆ
く
中
世
後
期
に
土
御
門
家
・
勘
解
由
小
路
家
も
退
潮
し
て

ゆ
く
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。「
地
域
陰
陽
師
」
も
所
属
す
る
権
門
寺
社

の
盛
衰
に
影
響
を
受
け
る
点
で
は
同
様
だ
が
、
寺
社
の
運
営
や
所
領
の
維

持
に
陰
陽
道
的
知
を
必
要
と
す
る
事
態
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
在
地
領
主
や
地
域
権
力
、
地
域
に
生
き
る
人
々
が
希
求
す
る

陰
陽
道
的
知
（
暦
、
占
術
、
呪
術
）
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

仮
に
陰
陽
師
を
置
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
陰
陽
道
的
知
を
集
積
・
利
用

す
る
こ
と
は
、
地
域
の
権
門
寺
社
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
朝
廷
・
幕
府
の
求
心
力
が
低
下
す
る
中
世
後
期
に
は
、
こ
う

し
た
状
況
や
希
求
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
様
々
な
暦
注
書
や
占
術
書
が
陰
陽

師
だ
け
で
な
く
、
寺
社
に
集
積
さ
れ
た
り
、
教
線
を
介
し
て
流
布
し
て
ゆ

く
伏
線
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
朝
廷
陰
陽
師
」
像
の
近
世

梅
田　

千
尋

　

陰
陽
道
史
研
究
に
お
い
て
、「
朝
廷
（
宮
廷
）
陰
陽
道
／
民
間
陰
陽
道
」

と
い
う
区
分
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
陰
陽
道
史
研
究
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
区
分
よ
り
む
し
ろ
、
土
御
門
家
が
統
括
し
た
陰
陽
道
組

織
の
全
体
像
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
に
属
す
る
陰
陽
師
の
実
践
活
動
全
体

を
把
握
す
る
方
向
で
進
ん
で
き
た
。

　

一
方
で
、
土
御
門
家
当
主
が
朝
廷
の
陰
陽
頭
と
し
て
、
朝
廷
若
し
く
は
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を
歴
史
的
に
問
い
直
す
契
機
と
し
た
い
。

「
博
士
」
と
そ
の
周
辺

小
池　

淳
一

　

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
陰
陽
道
・
陰
陽
師
は
列
島
社
会
全

体
に
拡
散
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
朝
廷
に
仕
え
た
陰
陽
師
が
地
方
に
下

向
し
、
ま
た
地
方
の
権
門
も
大
き
な
変
動
の
な
か
に
あ
っ
た
。
や
が
て
土

御
門
家
の
本
所
支
配
が
認
め
ら
れ
て
占
い
や
暦
に
か
か
わ
る
職
能
者
が
統

制
さ
れ
て
い
く
が
、
前
代
に
お
け
る
陰
陽
道
に
携
わ
っ
た
存
在
が
地
域
の

な
か
で
ど
う
い
っ
た
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
に
つ
い
て
は
民
俗

資
料
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ

き
、「
博
士
（
ハ
ク
シ
・
ハ
カ
セ
）」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
資
料
を
再
吟
味
し
、
次
い
で
伝
承
的
な
詞
章
や
民
俗
文
化
に
お
け

る
資
料
も
検
討
し
て
、
一
定
の
見
通
し
を
得
た
い
。

　

柳
田
國
男
は
『
物
語
と
語
り
物
』（
一
九
四
六
年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
山

椒
大
夫
考
」（
一
九
一
五
年
、
全
集
一
五
）
に
お
い
て
、『
南
路
志
』、『
掛

川
志
』『
筑
前
続
風
土
記
』『
裏
見
寒
話
』
な
ど
か
ら
「
中
世
の
博
士
が
今

日
と
は
雲
泥
の
、
変
な
人
体
の
者
で
あ
つ
た
こ
と
、
又
陰
陽
師
身
上
知
ら

ず
な
ど
ゝ
言
ひ
、
暦
と
祈
禱
の
外
に
村
里
で
は
卜
占
を
以
て
生
業
と
し
て

居
た
」
と
す
る
。
堀
一
郎
も
ほ
ぼ
同
じ
記
事
を
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の

研
究
』（
一
九
五
三
年
、
著
作
集
七
）
で
参
照
し
て
い
る
。

　

民
俗
語
彙
と
し
て
の
博
士
（
ハ
ク
シ
・
ハ
カ
セ
）
を
考
え
る
際
に
問
題

と
な
る
の
は
、
伝
承
的
な
説
話
や
そ
れ
に
類
す
る
祭
文
な
ど
の
類
に
博
士

が
見
出
せ
る
点
で
あ
る
。
特
に
祭
文
の
な
か
に
博
士
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。
オ
シ
ラ
遊
ば
せ
に
お

い
。
地
震
直
後
に
土
御
門
晴
親
が
奏
上
し
た
勘
文
で
も
、
天
文
占
や
吉

凶
・
予
言
に
か
か
わ
る
文
言
で
は
な
く
、
陰
陽
の
気
の
循
環
と
い
う
原
理

に
基
づ
き
、
余
震
の
終
息
を
説
明
し
て
い
る
。
当
否
・
吉
凶
は
別
と
し

て
、
未
来
の
予
言
と
い
う
期
待
さ
れ
る
役
割
に
た
い
し
て
、
自
然
現
象
の

原
理
を
説
明
す
る
こ
と
で
人
々
を
安
堵
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
伺
え

る
。
な
お
、
当
該
震
災
後
、
余
震
が
続
く
中
、
土
御
門
家
家
塾
齊
政
館
の

都
講
小
嶋
濤
山
は
『
地
震
考
』
を
刊
行
・
配
布
し
、
歴
史
上
の
事
例
を
列

挙
し
て
余
震
の
終
息
を
予
測
し
た
。

　

右
記
の
事
例
か
ら
、
江
戸
時
代
の
土
御
門
家
が
、
天
変
・
震
災
の
発
生

時
に
、
そ
の
吉
凶
判
断
や
予
知
に
つ
い
て
期
待
と
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
役
割
は
、
一
見
、
古
代
以
来

の
朝
廷
陰
陽
師
像
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、
幕
府
天
文
方
と
陰
陽
頭
土
御
門
家
に
よ
る
近
世
頒
暦
体
制
が
確
立

し
、
と
く
に
宝
暦
改
暦
以
降
土
御
門
家
へ
の
認
知
が
高
ま
っ
た
結
果
も
た

ら
さ
れ
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
科
学
史
上
、
失
敗
と
さ
れ
る
宝
暦
改
暦

だ
が
、
天
変
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
陰
陽
頭
像
の
定
着
と
い
う
影
響
を
持
ち

得
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

予
知
と
い
う
超
越
的
な
虚
像
に
基
づ
く
期
待
に
対
し
、
土
御
門
家
側

は
、
合
理
的
解
釈
に
よ
っ
て
人
々
を
安
堵
さ
せ
る
役
割
を
担
お
う
と
し

た
。「
科
学
」
的
色
彩
を
帯
び
て
い
っ
た
か
か
る
領
域
を
、
近
世
に
お
け

る
「
国
家
的
陰
陽
道
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
こ
れ
は

近
世
に
お
け
る
朝
廷
／
民
間
と
い
う
分
類
の
有
効
性
を
認
め
、
そ
の
枠
組

み
の
維
持
を
目
指
す
区
分
で
は
無
い
。
必
要
以
上
に
「
朝
廷
／
民
間
」
と

い
う
差
異
を
前
提
と
す
る
研
究
者
側
の
認
識
を
問
い
直
し
、
両
者
の
同
一

視
を
避
け
よ
う
と
す
る
研
究
者
認
識
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
れ
自
体
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な
う
も
の
と
い
う
含
意
が
あ
り
、
類
似
の
宗
教
者
と
は
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
込
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
し
た
認
識
に
至
る
経
緯
は
こ
こ
で

確
認
で
き
る
史
資
料
だ
け
で
は
充
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
近
世
の
陰
陽
道
や
土
御
門
家
を
本
所
と
す
る
陰
陽
師
組
織
か

ら
は
み
出
る
存
在
も
こ
う
呼
ん
だ
ら
し
い
。
そ
れ
が
、
近
世
の
陰
陽
道
組

織
化
以
前
の
院
内
や
唱
門
師
な
ど
の
多
様
な
職
掌
と
も
関
連
す
る
の
か
、

地
域
社
会
で
の
文
脈
や
類
似
の
宗
教
者
の
呼
称
や
活
動
内
容
を
も
ふ
ま
え

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

コ
メ
ン
ト

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク

　

陰
陽
道
の
通
史
を
描
く
た
め
に
は
、
こ
の
「
実
像
と
虚
像
」
は
確
か
に

有
用
な
視
座
で
あ
る
。
こ
の
視
座
は
「
研
究
史
の
中
で
の
実
像
と
虚
像
」

を
も
意
識
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
二
〇
世
紀
の
陰
陽
道
研
究
に
お
い

て
、
し
ば
し
ば
陰
陽
道
を
「
中
国
伝
来
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
た
呪
術

信
仰
と
思
想
体
系
」
と
い
う
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
が
用
い
ら
れ
、
時
代
を
問

わ
ず
、
日
本
社
会
と
そ
の
文
化
に
浸
透
し
た
陰
陽
五
行
説
、
あ
る
い
は
道

教
由
来
の
信
仰
な
ど
全
て
を
「
陰
陽
道
」
と
結
び
つ
け
る
傾
向
が
み
ら
れ

た
。
本
パ
ネ
ル
で
重
要
な
論
点
に
な
る
「
呼
称
」（
も
し
く
ラ
ー
ベ
ル
）

の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
「
広
義
の
陰
陽
道
」
に
対
し
て
、
同
時

的
な
実
像
を
踏
ま
え
た
、「
狭
義
の
陰
陽
道
」
を
定
義
す
る
た
め
に
避
け

て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
官
人
・
非
官
人
／
朝

廷
・
民
間
／
法
師
・
博
士
な
ど
の
ラ
ー
ベ
ル
を
増
や
し
て
、
陰
陽
道
の
定

義
を
で
き
る
だ
け
同
時
的
で
、「
エ
ミ
ッ
ク
」
に
細
分
化
し
て
行
く
に
つ

れ
、
通
時
的
で
、「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
陰
陽
道
の
定
義
を
遠
ざ
け
る
と
い

い
て
巫
女
が
唱
え
る
、
い
わ
ゆ
る
オ
シ
ラ
祭
文
の
中
に
は
、
雑
書
と
暦
を

見
る
博
士
が
登
場
し
て
来
る
。
こ
こ
で
の
博
士
は
陰
陽
師
の
よ
う
な
占 

い
の
役
割
を
果
た
す
存
在
で
あ
り
、
室
町
時
代
物
語
（
お
伽
草
子
）
の

「
さ
ゝ
や
き
竹
」「
羅
生
門
」
な
ど
に
描
か
れ
る
雑
書
を
参
照
す
る
陰
陽
師

と
位
相
を
同
じ
く
し
、
中
世
段
階
の
陰
陽
師
の
イ
メ
ー
ジ
と
連
続
す
る
も

の
に
違
い
な
い
。

　

陰
陽
師
の
民
俗
的
な
呼
称
と
し
て
ハ
カ
セ
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
早
川
孝

太
郎
「
神
楽
村
の
伝
説
」（
一
九
三
〇
年
）
に
よ
る
と
、
愛
知
県
三
河
地

方
で
太
神
楽
を
行
な
う
家
々
を
博
士
ま
た
は
博
士
衆
と
呼
ん
で
お
り
、
同

時
に
土
御
門
家
の
支
配
を
受
け
て
い
た
（『
早
川
孝
太
郎
著
作
集
（
第
三

巻
）』
一
九
七
三
年
）。

　

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
「
川
沼
郡
野
沢
組
民
営
風
俗
改
書
上
申

帳
」（『
福
島
県
史
（
二
三
）』
一
九
六
四
年
）
に
は
占
い
を
す
る
「
博
士
」

が
見
え
、『
新
編
会
津
風
土
記
』（
一
八
〇
九
年
）
で
は
「
陰
陽
師
」
と
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
高
木
誠
一
『
石
城
北き

た

神か
べ
や谷

誌
』（
一
九
二
六
年
成

稿
）
で
も
明
年
の
毎
月
の
占
い
を
す
る
も
の
を
「
伊
勢
の
博
士
」
と
呼
ん

で
い
た
と
す
る
。

　

秋
田
県
鹿
角
郡
小
豆
沢
の
谷
内
村
で
は
、
大
日
堂
の
住
職
で
あ
る
別
当

に
加
え
て
、
神
役
（
社
人
）
と
し
て
の
「
大
博
士
（
お
お
ば
か
せ
）」
が

世
襲
さ
れ
て
、
舞
楽
の
舞
台
の
上
で
悪
魔
調
伏
の
秘
密
の
祈
禱
を
行
な
っ

て
き
た
。
ま
た
伊
豆
諸
島
の
利
島
で
は
、
幼
児
の
取
親
に
類
す
る
老
婆
と

そ
の
祭
祀
す
る
神
の
呼
称
が
ハ
カ
セ
で
あ
り
、
ハ
カ
セ
婆
は
呪
術
を
駆
使

す
る
存
在
と
さ
れ
て
い
た
（
大
間
知
篤
三
「
利
島
の
モ
リ
と
親
取
り
」
一

九
五
〇
年
、『
大
間
知
篤
三
著
作
集
（
第
五
巻
）』
一
九
七
九
年
、
所
収
）。

　

こ
の
よ
う
に
博
士
に
は
生
活
次
元
で
占
い
や
ま
じ
な
い
、
祭
祀
を
お
こ
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と
こ
ろ
で
こ
の
「
虚
像
と
し
て
の
継
承
」
の
裏
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て

変
遷
は
あ
っ
た
も
の
の
、
構
造
・
機
能
の
レ
ベ
ル
の
「
継
承
」
も
あ
っ
た
。

中
世
末
期
の
算
置
き
や
密
教
系
（
修
験
系
）
の
占
い
師
は
、
八
卦
占
い
や

九
宮
占
い
と
い
っ
た
、
構
造
上
・
目
的
上
式
占
に
極
め
て
近
い
占
術
を
編

み
出
し
、
病
気
や
怪
異
を
占
い
、
天
変
な
ら
ぬ
天
候
占
い
な
ど
で
当
世
の

要
望
に
応
え
た
。
こ
の
機
能
的
継
承
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
近
世
初
期

の
浅
井
了
意
の
『
安
倍
晴
明
物
語
』（
寛
文
二
、
一
六
六
二
年
）
が
あ
る
。

　

逆
に
、
技
法
の
断
絶
を
強
調
し
て
、
私
利
私
欲
の
た
め
神
仏
に
縋
る
当

世
の
風
俗
を
主
観
的
に
批
判
し
、
古
代
の
陰
陽
道
を
理
想
化
す
る
動
き

も
、
同
じ
江
戸
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
。
山
岡
元
隣
著
『
他
我
身
の
上
』

（
明
暦
三
、
一
六
五
七
年
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
有
識
者
か
ら
の
こ
の

「
虚
像
と
し
て
の
断
絶
」
意
識
は
徐
々
に
占
い
書
に
も
取
り
入
ら
れ
、
技

法
の
断
絶
を
認
め
筮
竹
・
方
鑑
中
心
の
新
技
術
の
開
発
に
繋
が
る
。
そ
れ

は
や
が
て
民
俗
レ
ベ
ル
で
も
再
編
さ
れ
な
が
ら
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
実
像
と
虚
像
と
し
て
の
継
承
と
断
絶
の
動
向
は
、

決
し
て
陰
陽
道
に
の
み
み
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
儒
教
、
医
学
、

神
道
の
「
諸
道
」
に
も
顕
著
で
あ
り
、
陰
陽
道
史
を
描
く
た
め
に
は
、
こ

れ
ら
の
諸
道
の
歴
史
と
研
究
史
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

小
池　

淳
一

　
『
新
陰
陽
道
叢
書
』（
全
五
巻
、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
一
年
、
名
著
出

版
）
に
よ
っ
て
、
陰
陽
道
研
究
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
従

来
の
研
究
の
蓄
積
を
ふ
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の
検
討
を
も
と
に
新
た
な

う
結
果
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
。
同
時
的
な
実
像
が
鮮
明
に
な
っ
た
今
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
陰
陽
道
の
「
通
史
」
を
も
う
一
度
描
く
に
は
、「
実
像

と
虚
像
」
の
ベ
ク
ト
ル
と
、「
断
絶
と
継
承
」
の
ベ
ク
ト
ル
を
交
差
さ
せ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

同
時
的
な
陰
陽
道
の
把
握
は
、「
実
像
と
し
て
の
継
承
と
断
絶
」
の
実

証
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
通
時
的
な
見
解
は
、「
虚
像
と
し
て
の
継
承
と

断
絶
」
の
検
証
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
継
承
さ
れ
、
若
し
く
は
断
絶
す

る
の
は
技
法
（
占
い
、
祭
祀
）、
ま
た
は
そ
の
技
法
を
可
能
と
す
る
、
陰

陽
五
行
、
八
卦
、
干
支
、
星
宿
等
を
基
礎
と
す
る
循
環
的
・
相
関
的
な
説

明
体
系
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
技
法
の
構
造
と
、
技
法
と
そ
の
執
行
者

（「
陰
陽
師
」）
の
社
会
的
機
能
で
あ
る
。

　

実
像
と
し
て
の
継
承
と
断
絶
は
例
え
ば
宮
廷
陰
陽
道
の
式
占
の
中
世
後

期
か
ら
の
断
絶
、
天
文
密
奏
の
形
骸
化
、
ま
た
は
近
世
の
占
い
で
の
「
名

前
」、
や
「
相
性
」
と
い
う
個
人
や
家
の
「
資
本
」
に
関
わ
る
項
目
の
定

着
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
本
パ
ネ
ル
の
報
告
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
呪

禁
師
か
ら
官
人
陰
陽
師
、
ま
た
は
宮
廷
陰
陽
師
か
ら
地
域
の
陰
陽
師
、
あ

る
い
は
土
御
門
家
内
に
も
継
承
さ
れ
る
技
法
も
少
な
く
な
い
。
対
し
て

「
虚
像
と
し
て
の
継
承
」
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
中
世
の
動
乱
の
中
で

作
り
上
げ
ら
れ
た
物
語
世
界
に
お
け
る
「
陰
陽
師
」、「
相
人
」、「
博
士
」、

「
算
置
き
」
を
置
き
換
え
可
能
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
や
、
中
世

末
期
・
近
世
初
期
に
流
布
し
始
め
た
『
簠
簋
』
や
『
八
卦
』
の
よ
う
な
占

い
書
に
お
け
る
安
倍
晴
明
、
吉
備
真
備
へ
の
仮
託
、
も
し
く
は
近
世
中
後

期
の
家
相
書
、
大
雑
書
に
お
け
る
理
論
武
装
の
強
化
と
復
古
思
想
で
あ

る
。
前
者
は
民
俗
レ
ベ
ル
で
の
「
ハ
カ
セ
」
と
も
関
係
し
て
お
り
、
後
者

は
後
期
土
御
門
の
多
方
面
で
の
動
き
と
も
関
係
し
て
い
る
。
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さ
れ
な
い
人
び
と
に
も
陰
陽
道
の
知
が
担
わ
れ
、
拡
散
し
て
い
く
過
程
、

中
世
に
お
け
る
地
域
社
会
の
成
熟
に
よ
っ
て
陰
陽
道
の
知
が
必
要
と
さ
れ

る
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
近
世
に
な
っ
て
土
御
門
家
に
よ
る
許
状
が
大

き
な
意
味
を
持
つ
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
認
識
も
登
場
す
る
こ
と
、
暦
や

書
物
の
知
識
が
民
俗
文
化
の
な
か
で
も
存
在
意
義
を
大
き
く
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
技
術
の
継
承
の
ツ
ー
ル

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
う
い
っ
た
様
態
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
も

見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

全
体
と
し
て
、
陰
陽
道
で
は
な
く
、
陰
陽
師
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
の

社
会
的
な
認
識
や
存
在
形
態
、
そ
れ
を
支
え
、
引
き
継
い
で
い
く
様
相
を

各
時
代
の
史
料
と
民
俗
資
料
に
基
づ
い
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
古

代
か
ら
近
代
に
至
る
陰
陽
師
の
姿
を
虚
実
の
両
方
を
意
識
し
て
描
く
こ
と

で
、
新
た
な
研
究
上
の
課
題
を
模
索
す
る
第
一
歩
と
も
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

課
題
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
陰
陽
道
の
通
史
、

す
な
わ
ち
日
本
列
島
上
の
社
会
に
お
け
る
陰
陽
道
の
展
開
を
と
ら
え
る
視

座
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
は
す
で
に
『
新
陰
陽
道
叢
書
（
第
五
巻
）
特
論
』
に
お
い

て
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
お
け
る
安
倍
晴
明
像
に
関
す
る
論
考
を
提
示
す

る
こ
と
で
着
手
さ
れ
た
と
も
い
え
る
が
、
本
パ
ネ
ル
で
は
、
さ
ら
に
対
象

を
陰
陽
師
に
広
げ
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
の
基
本
的
な
視

角
は
、「
虚
像
と
実
像
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
陰
陽
師
た
ち
の
営
為
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
担
っ
た
技
術
や
呪

術
、
知
識
や
行
為
を
素
材
に
各
時
代
に
お
け
る
実
像
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
で
あ
ろ
う
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
虚
像
の
両
方
に
光
を
あ
て
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
陰
陽
師
、
そ
し
て
陰
陽
道
の
全
体
像
と
歴
史
的

な
変
遷
の
諸
相
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
「
日
本
古
代
の
陰
陽
師
の
成
立
と
変
遷
」（
細
井
浩
志
）、

「
日
本
中
世
に
お
け
る
官
人
陰
陽
師
と
非
官
人
系
陰
陽
師
」（
赤
澤
春
彦
）、

「「
朝
廷
陰
陽
師
」
像
の
近
世
」（
梅
田
千
尋
）、「「
博
士
」
と
そ
の
周
辺
」

（
小
池
淳
一
）
の
四
つ
の
報
告
に
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
の
コ
メ
ン
ト

を
加
え
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
た
。
司
会
は
小
池
が
務
め
た
。

　

各
報
告
と
コ
メ
ン
ト
は
要
旨
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
コ
メ
ン
ト

の
な
か
で
、
特
に
「
実
像
」・「
虚
像
」
に
加
え
て
「
継
承
」
と
「
断
絶
」

と
い
う
視
点
が
追
加
さ
れ
、
陰
陽
道
の
通
史
を
描
く
上
で
の
留
意
点
と
し

て
登
録
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
視
点
を
陰
陽
道
以
外
の

朝
廷
諸
道
に
広
げ
、
諸
道
の
歴
史
と
研
究
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
る
可
能
性
に
関
す
る
指
摘
も
示
唆
的
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
議
論
の
な
か
で
は
、
古
代
に
お
い
て
、
陰
陽
師
と
認
識
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課
題
で
あ
っ
た
。

　

仏
跡
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
日
本
人
で
初
め
て
訪
ね
た
人
物
は
浄
土
真

宗
の
北
畠
道
龍
で
あ
っ
た
。
彼
は
欧
州
を
視
察
し
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
ブ
ッ
ダ

ガ
ヤ
の
発
掘
の
情
報
を
得
て
、
イ
ン
ド
を
訪
ね
て
い
る
。

　

明
治
期
の
重
要
な
出
来
事
は
、
一
八
八
九
年
に
神
智
学
協
会
の
オ
ル
コ

ッ
ト
等
と
と
も
に
ス
リ
ラ
ン
カ
人
僧
侶
、
ア
ナ
ガ
ー
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ー

ラ
が
来
日
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ま
だ
青
年
で
あ
っ
た
高
楠
順
次

郎
が
病
に
な
っ
た
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
を
親
身
に
看
病
し
て
い
る
。
ダ
ル
マ
パ

ー
ラ
来
日
に
刺
激
を
受
け
て
、
日
本
人
仏
教
者
た
ち
が
南
ア
ジ
ア
世
界
に

直
接
に
修
学
に
赴
く
例
が
増
え
て
い
く
。
た
だ
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
学
び

日
本
人
最
初
の
上
座
仏
教
の
僧
侶
に
な
っ
た
釈
興
然
は
、
彼
の
来
日
す
る

三
年
前
の
一
八
八
六
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
に
渡
っ
て
い
た
。
ま
た
高
楠
順
次

郎
、
平
井
金
三
、
釈
雲
照
、
釈
宗
演
、
鈴
木
大
拙
、
田
中
智
学
な
ど
も
彼

の
影
響
を
受
け
た
。
鈴
木
大
拙
と
結
婚
す
る
ベ
ア
ト
リ
ス
は
神
智
学
協
会

の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
神
智
学
協
会

は
マ
ド
ラ
ス
の
南
郊A

dhyar

に
拠
点
を
持
ち
、
そ
こ
で
開
催
さ
れ
た

大
会
に
釈
興
然
や
徳
澤
知
恵
蔵
が
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
時
、
知
恵
蔵
は

イ
ン
ド
で
の
修
学
を
申
し
出
て
い
る
。
実
際
、
知
恵
蔵
は
カ
ル
カ
ッ
タ
大

学
に
学
ぶ
が
、
惜
し
い
こ
と
に
夭
逝
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
リ
ラ
ン
カ
や
イ
ン
ド
に
学
ぶ
例
が
一
八
八
〇
年
代
半
ば

過
ぎ
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
学
び
の
地
は
イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
チ
ベ
ッ
ト

も
含
ま
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
修
学
で
代
表
的
な
人
物
が
河
口
慧
海
、
能
見

寛
、
寺
本
婉
雅
、
多
田
等
観
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に

チ
ベ
ッ
ト
行
き
を
目
指
し
た
。
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
は
鎖
国
し
て
い
た
が
、

彼
ら
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
あ
る
い
は
中
国
、
四
川
か
ら
入
国
を
試
み
て
い

日
印
交
流
に
お
け
る
仏
教 

│
│ 

日
本
の
仏
教
者
に
よ
る
イ
ン
ド
世
界
の
探
究 

│
│

代
表
者
・
司
会　

外
川
昌
彦

日
本
人
仏
教
者
と
イ
ン
ド

蓑
輪　

顕
量

　

日
本
人
仏
教
者
が
イ
ン
ド
と
の
直
接
の
関
係
を
持
っ
た
の
は
古
く
奈
良

時
代
に
ま
で
遡
る
。
天
平
年
間
に
イ
ン
ド
か
ら
菩
提
僊
那
が
来
日
し
、
東

大
寺
の
大
仏
の
開
眼
供
養
を
し
た
こ
と
が
日
本
人
と
の
最
初
の
接
点
で
あ

ろ
う
。
後
に
渡
印
を
企
て
た
人
物
と
し
て
、
平
安
初
期
の
真
如
親
王
、
鎌

倉
時
代
の
栄
西
、
明
恵
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
恵
は
天
竺
ま
で
の
距
離

の
日
数
を
計
算
し
た
『
大
唐
天
竺
里
程
記
』
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、

規
模
の
大
き
な
直
接
の
交
流
は
明
治
時
代
以
降
で
あ
る
。

　

最
初
に
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
人
物
は
真
宗
僧
侶
の
島
地
黙
雷
で
あ
る
。

島
地
は
一
八
七
二
年
、
欧
州
の
宗
教
事
情
の
視
察
の
帰
り
に
イ
ン
ド
を
訪

れ
て
い
る
。
そ
の
後
で
は
東
大
の
南
条
文
雄
、
高
楠
順
次
郎
、
笠
原
研
寿

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
が
、
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
師
事
し
て
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
修
学
は
大

乗
仏
教
に
資
す
る
も
の
が
初
期
仏
教
の
中
に
あ
る
に
違
い
な
い
と
の
考
え

に
基
づ
い
て
い
た
。
一
方
、
ミ
ュ
ラ
ー
は
初
期
仏
教
を
日
本
に
伝
え
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
た
。
両
者
の
意
図
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る

が
、
日
本
人
仏
教
者
た
ち
は
、
す
で
に
自
分
た
ち
の
信
仰
と
し
て
大
乗
仏

教
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
以
来
、
問
題
と
さ
れ
て
き
た
大
乗

は
仏
説
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
を
、
如
何
に
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な



61　　

パネル 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

ド
へ
と
渡
航
し
た
。

　

彼
ら
の
中
か
ら
、
本
報
告
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
川
上
貞
信

（
一
八
六
四
―
一
九
二
二
）
と
天
台
宗
の
大
宮
孝
潤
（
一
八
七
二
―
一
九

四
九
）
を
例
に
取
っ
て
、
イ
ン
ド
留
学
の
様
相
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
二

人
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
彼
ら
の
留
学
期
間
が
、
川
上
が
足
掛
け
九

年
、
大
宮
が
一
時
帰
国
期
を
挟
ん
で
九
年
近
く
と
比
較
的
長
く
、
そ
こ
に

明
治
の
イ
ン
ド
留
学
の
初
期
の
潮
流
が
よ
く
体
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　

川
上
貞
信
は
、
一
八
八
九
年
二
月
に
イ
ン
ド
か
ら
神
智
学
協
会
の
オ
ル

コ
ッ
ト
と
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
来
日
し
た
こ
と
を
契
機
に
イ
ン
ド
留
学
に
旅

立
っ
た
四
人
の
真
宗
僧
侶
の
一
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
到
着
に
よ
っ
て
セ
イ

ロ
ン
の
日
本
人
留
学
生
は
一
時
的
に
八
人
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
興
然
は

コ
ロ
ン
ボ
の
仏
教
学
院
ウ
ィ
ド
ヨ
ー
ダ
ヤ
・
ピ
リ
ウ
ェ
ナ
で
、
宗
演
は
ゴ

ー
ル
近
郊
の
僧
院
で
上
座
部
僧
侶
と
し
て
修
行
し
て
い
た
。
残
り
の
六
人

は
真
宗
各
派
の
僧
侶
で
、
仏
教
神
智
学
協
会
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
学

院
に
通
学
し
、
院
長
ヒ
ッ
カ
ド
ゥ
ウ
ェ
ー
・
ス
マ
ン
ガ
ラ
等
の
指
導
を
受

け
て
、
パ
ー
リ
語
、
梵
語
、
英
語
等
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
は
、
翌
一
八
九
〇
年
ま
で
続
い
た
と
こ
ろ
で
曲
が
り

角
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
、
真
宗
僧
侶
た
ち
の
間
か
ら
、
セ
イ
ロ
ン
か
ら
イ

ン
ド
に
渡
り
、
さ
ら
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
彼
方
を
目
指
す
動
き
が
起
き
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
同
年
三
月
に
欧
州
留
学
の
途
中
コ
ロ
ン
ボ
に
立

ち
寄
っ
た
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
が
彼
ら
と
協
議
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
『
反
省
会
雑
誌
』
五-

七
に
社
説
「
印
度
留
学
の
諸
兄

に
望
む
」
を
書
い
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
社
説
は
、
ネ
パ

ー
ル
、
カ
シ
ミ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
等
を
探
検
し
て
大
乗
経
典
の
原
本
を
収

る
。
一
八
八
〇
年
か
ら
日
本
人
仏
教
者
が
直
接
に
イ
ン
ド
を
訪
ね
、
修
学

す
る
と
い
う
事
例
が
増
え
る
の
で
あ
る
が
、
以
降
、
実
際
に
学
ん
だ
例
と

し
て
著
名
な
の
は
山
上
曹
源
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
六
年
か
ら
カ
ル
カ
ッ

タ
大
学
に
学
び
、
実
際
に
教
鞭
も
執
っ
た
。
当
時
の
彼
ら
の
関
心
事
の
一

つ
は
大
乗
仏
教
が
仏
説
で
あ
る
証
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
研
究

者
は
仏
典
の
中
に
あ
る
い
は
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
そ
の
痕
跡
を
見

い
だ
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
現
地
の
仏
教
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
江
戸
時

代
以
来
続
い
た
「
大
乗
非
仏
説
」
論
に
終
止
符
を
打
つ
の
は
一
九
〇
〇
年

代
に
入
り
矢
継
ぎ
早
に
著
作
を
著
し
た
村
上
専
精
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

「
大
乗
非
仏
説
」
の
見
解
が
、
明
治
期
の
多
く
の
日
本
人
仏
教
者
た
ち
を

奮
起
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
後
の
イ
ン
ド
と
の

関
係
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
再
び
盛
ん
に
な
る
。
高
崎
直
道
、

奈
良
康
明
が
先
鞭
を
切
り
、
や
が
て
日
印
双
方
の
大
学
間
で
交
流
協
定
が

結
ば
れ
、
多
く
の
研
究
者
が
巣
立
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

明
治
イ
ン
ド
留
学
の
潮
流 

│
│ 

川
上
貞
信
、
大
宮
孝
潤
他 
│
│奥

山　

直
司

　

明
治
仏
教
界
に
起
こ
っ
た
新
た
な
動
き
の
一
つ
に
、
釈
尊
の
故
地
と
し

て
改
め
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
南
ア
ジ
ア
へ
の
渡
航
が
あ
る
。
当

時
学
習
・
研
究
を
目
的
に
セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）・
イ
ン
ド
に
渡

航
す
る
者
は
イ
ン
ド
（
印
度
）
留
学
生
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
意
味
で
の
イ

ン
ド
留
学
生
第
一
号
が
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に
セ
イ
ロ
ン
に
渡

っ
た
真
言
宗
の
釈
興
然
（
一
八
四
九
―
一
九
二
四
）
で
あ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
続
い
て
、
臨
済
宗
の
釈
宗
演
（
一
八
六
〇
―
一
九

一
九
）
を
始
め
と
す
る
各
宗
派
の
留
学
僧
が
セ
イ
ロ
ン
へ
、
そ
し
て
イ
ン
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っ
て
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。

岡
倉
天
心
と
イ
ン
ド
知
識
人
と
の
仏
教
史
観
を
め
ぐ
る
対
話

外
川　

昌
彦

　

本
報
告
で
は
、
一
九
〇
二
年
に
仏
教
美
術
の
源
流
を
求
め
て
イ
ン
ド
を

訪
問
し
た
美
術
史
家
岡
倉
天
心
に
よ
る
イ
ン
ド
知
識
人
と
の
交
流
の
経
緯

を
、
特
に
イ
ン
ド
の
宗
教
改
革
運
動
家
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー

ナ
ン
ダ
と
の
、
仏
教
史
を
め
ぐ
る
対
話
を
通
し
て
検
証
す
る
。

　

岡
倉
天
心
は
、
東
京
美
術
学
校
長
と
し
て
日
本
美
術
の
復
興
運
動
を
指

導
し
、
ま
た
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
荒
廃
す
る
仏
教
美
術
の
保
全
に
努
め

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
イ
ン
ド
滞
在
中
の
カ
ル
カ
ッ
タ
で
の
多
様
な
イ

ン
ド
知
識
人
と
の
思
想
的
な
交
流
は
、
岡
倉
の
活
動
に
大
き
な
転
機
を
与

え
た
。

　

た
と
え
ば
、
一
九
〇
二
年
一
月
六
日
に
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
を

尋
ね
て
カ
ル
カ
ッ
タ
を
訪
れ
た
岡
倉
は
、
ベ
ル
ル
僧
院
に
三
週
間
滞
在

し
、
そ
の
後
、
一
月
二
七
日
に
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
一
週
間
滞
在
し
、
ベ
ナ
レ

ス
に
移
動
す
る
。
そ
の
間
、
両
者
は
行
動
を
共
に
し
、
ア
ジ
ア
美
術
史
や

イ
ン
ド
宗
教
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
が
、
そ
の
過
程
で
、
仏
教
美

術
の
起
源
な
ど
の
岡
倉
の
長
年
の
関
心
は
、
イ
ン
ド
文
化
の
発
展
過
程
を

構
想
す
る
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
関
心
と
共
鳴
し
、
岡
倉
の
著
作
に

も
様
々
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
岡
倉
を
ベ
ナ
レ
ス
で
見
送
っ
た
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、
二

月
九
日
に
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。「
私
は
、
仏
教
の
二
つ
の
学
派

﹇
小
乗
と
大
乗
﹈
の
う
ち
大
乗
の
方
が
よ
り
古
い
と
考
え
て
い
る
。﹇
…
﹈

仏
教
と
ネ
オ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
全
面
的
な
革
命
が
、

集
し
、
も
っ
て
西
洋
の
学
者
の
唱
え
る
大
乗
非
仏
説
論
等
の
偏
見
を
正
す

こ
と
を
イ
ン
ド
留
学
生
の
責
務
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え

方
は
、
既
に
イ
ン
ド
留
学
生
た
ち
の
中
に
胚
胎
し
て
い
た
。
高
楠
の
所
論

は
そ
れ
に
明
確
な
方
向
性
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

川
上
は
一
八
九
三
年
に
マ
ド
ラ
ス
経
由
で
カ
ル
カ
ッ
タ
に
転
学
。
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
聴
講
生
と
し
て
梵
語
を
学
ぶ
一
方
、
ダ
ー
ジ

リ
ン
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
び
な
が
ら
入
蔵
の
機
会
を
窺
い
、
ラ
ン
グ
ー
ン

で
パ
ー
リ
文
献
の
中
に
大
乗
的
要
素
を
探
究
し
、
大
宮
孝
潤
と
共
に
カ
シ

ミ
ー
ル
を
探
査
す
る
な
ど
、
模
索
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
ら
は
先
の
社
説

に
示
さ
れ
た
よ
う
な
目
標
の
彼
な
り
の
実
践
で
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
に

帰
国
し
、
中
国
奥
地
か
ら
の
入
蔵
を
目
指
し
た
が
、
一
九
〇
〇
年
、
北
京

で
義
和
団
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
大
宮
孝
潤
は
一
八
九
六
年
一
月
に
ボ
ン
ベ
イ
に
着
い
た
。
ス
リ

ラ
ン
カ
留
学
を
経
ず
に
イ
ン
ド
に
直
接
赴
い
た
最
初
の
留
学
生
で
あ
る
。

彼
の
目
標
は
、
梵
語
の
修
得
、
梵
語
大
乗
仏
典
の
研
究
、
ネ
パ
ー
ル
等
の

探
険
調
査
に
あ
っ
た
。
大
宮
は
こ
の
年
の
内
に
コ
ロ
ン
ボ
に
転
学
。
病
気

療
養
の
た
め
の
一
時
帰
国
を
挟
ん
で
カ
ル
カ
ッ
タ
に
転
学
し
、
ハ
ラ
プ
ラ

サ
ー
ド
・
シ
ャ
ー
ス
ト
リ
ー
等
に
梵
語
を
学
び
、『
入
菩
提
行
論
』
等
を

読
ん
だ
。
一
九
〇
五
年
、
梵
語
仏
典
収
集
の
た
め
カ
ト
マ
ン
ズ
に
入
ろ
う

と
し
て
果
た
せ
ず
翌
年
帰
国
。
そ
の
留
学
経
験
は
、
晩
年
ま
で
の
大
仕

事
、
天
台
宗
に
お
け
る
悉
曇
学
の
復
興
に
活
か
さ
れ
た
。

　

以
上
、
明
治
の
イ
ン
ド
留
学
の
初
期
の
流
れ
を
二
人
の
人
物
の
経
歴
を

通
し
て
概
観
し
た
。
彼
ら
先
駆
者
が
掲
げ
た
課
題
の
う
ち
、
大
乗
仏
典
の

収
集
研
究
や
チ
ベ
ッ
ト
の
探
険
調
査
は
、
大
宮
の
次
に
イ
ン
ド
に
上
陸
し

た
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
や
い
わ
ゆ
る
大
谷
探
検
隊
に
よ
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文
献
学
的
な
考
証
が
、
西
洋
の
仏
教
学
者
に
よ
る
大
乗
経
典
へ
の
軽
視
を

も
た
ら
す
な
ど
、
当
時
の
日
本
の
仏
教
界
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の
歴
史
的

起
源
に
関
わ
る
問
題
意
識
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

当
時
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
は
、
西
洋
人
の
イ
ン
ド
学
の
偏
り
を
批
判
し
た

愛
国
作
家
ボ
ン
キ
ム
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
チ
ョ
ッ
ト
パ
ッ
ダ
エ
や
イ
ン
ド
人

初
の
ア
ジ
ア
協
会
長
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ロ
ラ
ル
・
ミ
ッ
ト
ロ
な
ど
、
イ
ン
ド 

知
識
人
に
よ
る
イ
ン
ド
学
へ
の
批
判
的
検
証
が
行
わ
れ
て
い
た
。
他
方
、

岡
倉
は
そ
の
イ
ン
ド
滞
在
中
に
執
筆
し
た
著
作
で
、
西
洋
人
の
東
洋
学 

に
見
ら
れ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
偏
り
を
批
判
し
て
、「
結
局
の
と
こ

ろ
、
西
洋
は
東
洋
に
つ
い
て
、
何
を
知
っ
て
い
る
の
か
。」（『
東
洋
の
目

覚
め
』）
と
も
記
し
て
い
た
。

　

岡
倉
と
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
の
対
話
に
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時

の
イ
ン
ド
仏
教
学
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
偏
り
を
め
ぐ
る
、
互

い
の
問
題
意
識
の
共
鳴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
中
心
と
す
る
日
系
仏
教
団
体
の
活
動

別
所　

裕
介

　

本
報
告
で
は
、
北
イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
南
西
部
の
仏
教
聖
地
（
広
域

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
圏
）
に
関
係
す
る
複
数
の
日
系
仏
教
団
体
に
つ
い
て
、
日
印

関
係
の
文
脈
に
お
け
る
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。

　

十
九
世
紀
後
半
の
「
発
見
」
以
来
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
は
近
代
日
本
の
仏

教
運
動
を
支
え
た
幾
多
の
宗
教
者
た
ち
が
来
往
し
、
現
地
社
会
や
イ
ン
ド

の
知
識
人
を
巻
き
込
ん
だ
「
ア
ジ
ア
仏
教
再
興
」
の
中
心
地
と
見
な
さ
れ

て
き
た
。
他
方
で
二
十
一
世
紀
の
現
在
で
は
、
民
族
主
義
的
政
治
運
動
や

コ
ミ
ュ
ナ
ル
闘
争
と
い
っ
た
イ
ン
ド
全
体
に
通
底
す
る
課
題
を
鋭
く
反
映

私
の
頭
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
。」（CW

SV
, V

ol. V
, pp. 172-3

）。

　

こ
こ
で
の
「
大
乗
仏
教
」
は
、
仏
教
史
の
学
説
と
い
う
よ
り
、
ヴ
ェ
ー

ダ
ー
ン
タ
思
想
と
の
類
縁
性
か
ら
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
通
し
た
ア
ド
ヴ
ァ

イ
タ
論
と
の
歴
史
的
な
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
興
味
深
い
問
題
は
、
こ

の
時
に
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
、
大
乗
仏
教
の
歴
史
的
起
源
に
触
れ

て
い
る
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
当
時
の
日
本
の
仏
教
界
で
争
点
と
な
っ
て

い
た
、
大
乗
非
仏
説
論
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に
つ
い
て
岡
倉
は
、
大
谷
派
僧

侶
の
織
田
得
能
へ
の
手
紙
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
師
は
大
乗

を
以
て
小
乗
に
先
ん
じ
た
る
も
の
と
論
じ
目
下
印
度
教
は
仏
教
よ
り
伝
承

せ
る
事
を
説
き
﹇
…
﹈」（『
伝
燈
』
第
二
五
六
号
、
一
九
〇
二
年
二
月
二

八
日
）。

　

こ
こ
で
岡
倉
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
仏
教
史
観
に
、「
大
乗

を
以
て
小
乗
に
先
ん
じ
た
る
」
と
い
う
大
乗
先
小
乗
論
を
指
摘
す
る
が
、

そ
れ
は
先
述
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
見
地
に
対
応
す
る
。
そ
れ

が
、
大
乗
非
仏
説
論
を
通
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
事
は
、
岡
倉
と
協
力
し

て
東
洋
宗
教
大
会
の
開
催
を
計
画
し
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
を
日
本

に
招
こ
う
と
し
て
い
た
織
田
の
記
録
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、

織
田
は
、
岡
倉
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
二
月
二
二
日
に
イ
ン
ド
に
出
発
す

る
が
、
そ
の
際
に
、「
内
地
に
は
大
乗
非
仏
説
起
こ
り
て
漸
く
気
焔
を
高

む
る
に
際
し
、
大
乗
先
小
乗
論
の
仏
地
に
勃
興
せ
る
は
学
者
の
大
い
に
注

目
す
る
所
な
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
織
田
が
、
日
本
で
争

点
と
な
っ
て
い
た
大
乗
非
仏
説
論
へ
の
反
証
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
ヴ

ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
を
日
本
に
招
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
近
代
の
仏
教
学
が
日
本
に
移
植
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の



　　64

『宗教研究』96巻別冊（2023年） パネル

ー
、
佐
々
井
秀
嶺
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｒ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
遺
志
を
強
固

に
奉
じ
る
佐
々
井
に
と
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
「
仏
教
始
原
の
地
」
と
し

て
の
純
粋
性
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
仏
教
徒
全
体
の
社
会
的
実
体

化
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た

佐
々
井
の
急
進
的
な
主
張
は
、
聖
地
管
理
を
政
治
化
す
る
こ
と
を
嫌
う
現

地
の
賛
同
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
佐
々
井
を
原
告
と
す
る
大
菩
提
寺
管
理

権
裁
判
の
行
方
は
現
在
も
不
透
明
で
あ
る
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
八
十
年
代
生
ま
れ
の
若
い
住
職
が

運
営
す
る
団
体
と
し
て
、
仏
心
寺
（
浄
土
宗
、
二
〇
〇
一
年
）
と
一
心
寺

分
院
（
日
蓮
宗
、
二
〇
〇
九
年
）
を
取
り
上
げ
た
。
イ
ン
ド
経
済
の
急
速

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
大
規
模
開
発
が
も
た
ら
す
恩
恵
が
逆
に
ミ
ク

ロ
な
地
域
内
格
差
を
広
げ
て
し
ま
う
現
状
が
あ
る
中
で
、
こ
の
二
団
体

は
、「
仏
教
再
興
」
の
よ
う
な
全
体
的
理
念
へ
の
合
一
を
志
向
す
る
よ
り

も
む
し
ろ
、
自
ら
の
寺
坊
が
立
地
す
る
集
落
の
ロ
ー
カ
ル
な
人
間
関
係
に

特
化
し
た
公
益
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
宿
坊
運
営
を
柱
に
据
え
て
、
そ

の
収
益
を
地
域
課
題
の
解
決
に
充
て
る
仏
心
寺
、
人
道
支
援
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
と
提
携
し
て
保
健
衛
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
心
寺
の
い
ず
れ
も
、

住
職
個
人
の
修
行
実
践
を
起
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
人
間
関
係
の

中
で
地
域
の
微
細
な
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
て
お
り
、
今
後
の
日
系
仏
教
団

体
の
活
動
に
一
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
報
告
で
は
、
現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
聖
地
を
取
り
巻
く

環
境
変
動
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
系
仏
教
団
体
に
つ
い
て
、
①
ガ
ー
ン
デ

ィ
ー
や
ネ
ル
ー
に
由
来
す
る
普
遍
主
義
的
理
念
へ
の
貢
献
を
軸
と
す
る
団

体
、
②
普
遍
的
理
念
を
む
し
ろ
自
ら
に
対
す
る
く
び
き
と
見
な
す
団
体
、

し
、
二
〇
〇
二
年
の
世
界
遺
産
登
録
、
二
〇
一
三
年
の
爆
弾
テ
ロ
事
件
、

さ
ら
に
二
〇
一
五
年
の
モ
ー
デ
ィ
ー
首
相
に
よ
る
大
菩
提
寺
参
拝
を
経

て
、
広
域
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
地
域
開
発
に
伴
う
格
差
の
増
大
や
環
境
破
壊
な

ど
、
新
た
な
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

報
告
で
は
、
こ
う
し
た
現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
を
取
り
巻
く
社
会
変
動
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
現
地
に
関
係
す
る
日
系
仏
教
団
体
の
活
動
を
次
の
三
種
類

に
区
分
し
た
。
①
イ
ン
ド
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
普
遍
主
義
的
理
念
に
対
す

る
応
答
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
団
体
、
②
イ
ン
ド
的
宗
教
普
遍
主
義
が

導
く
現
状
の
変
革
を
訴
え
る
団
体
、
③
普
遍
主
義
的
理
念
の
実
現
よ
り
も

目
の
前
の
身
近
な
社
会
関
係
を
重
視
す
る
団
体
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
七
〇
年
代
前
後
に
進
出
を
果
た
し
た
古
参
団
体
が
挙

げ
ら
れ
る
。
超
宗
派
民
間
団
体
で
あ
る
国
際
仏
教
興
隆
協
会
が
創
建
し
た

印
度
山
日
本
寺
、
名
古
屋
に
拠
点
を
置
く
新
宗
教
・
大
乗
教
が
落
成
さ
せ

た
八
〇
尺
大
仏
は
、
い
ず
れ
も
「
ブ
ッ
ダ
の
教
説
を
規
範
と
し
た
国
際
宗

教
都
市
の
建
設
」
と
い
う
ネ
ル
ー
の
普
遍
主
義
的
理
念
に
答
え
、「
仏
教

始
原
の
地
」
へ
の
回
帰
を
活
動
指
針
と
し
て
き
た
。
他
方
、
既
に
戦
前
か

ら
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
た
日
本
山
妙
法
寺
で
は
、
山
主
の
藤
井
日
達
が

戦
後
改
め
て
打
ち
出
し
た
「
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
主
義
へ
の
回
帰
」

と
い
う
方
針
の
元
で
、
一
九
六
九
年
に
ラ
ー
ジ
ギ
ル
仏
舎
利
塔
を
落
成
さ

せ
た
こ
と
が
、
イ
ン
ド
再
開
教
に
向
け
て
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
。

　

②
他
方
で
、
イ
ン
ド
国
内
の
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
が
激
化
す
る
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
こ
う
し
た
イ
ン
ド
的
宗
教
普
遍
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
た
聖
地

建
設
そ
の
も
の
が
、「
仏
教
徒
の
正
当
な
権
利
を
阻
害
す
る
営
み
」
と
し

て
排
撃
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
渦
中
に
い
た
の
が
、「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒

か
ら
の
大
菩
提
寺
奪
還
」
を
唱
え
る
日
本
出
自
の
改
宗
仏
教
徒
リ
ー
ダ
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年
に
チ
ベ
ッ
ト
入
り
を
試
み
、
一
九
〇
〇
年
に
チ
ベ
ッ
ト
に
潜
入
し
た
河

口
慧
海
は
、
そ
の
記
録
を
『
西
蔵
旅
行
記
』
に
ま
と
め
る
。
一
九
〇
二
年

に
ア
ジ
ア
探
検
隊
を
組
織
し
た
大
谷
光
瑞
は
仏
典
に
登
場
す
る
ラ
ー
ジ
ギ

ル
遺
跡
の
同
定
を
行
い
、
仏
教
美
術
の
源
流
を
探
求
す
る
岡
倉
天
心
は
、

外
川
昌
彦
が
論
じ
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
仏
教
史
を
め

ぐ
る
議
論
を
交
わ
し
た
。
一
九
〇
六
年
に
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
山
上
曹
源

や
、
一
九
〇
七
年
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
滞
在
し
た
木
村
日
紀
は
、
カ
ル
カ
ッ

タ
大
学
で
は
教
鞭
も
執
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
明
治
日
本
の
仏
教
者
の
イ
ン
ド
世
界
へ
の
関
心
に
は
、
想

像
上
の
天
竺
世
界
で
も
、
植
民
地
下
の
イ
ン
ド
社
会
の
現
実
で
も
な
い
、

仏
教
的
知
見
の
真
正
性
や
正
統
性
の
源
泉
と
し
て
の
イ
ン
ド
世
界
へ
の
関

心
が
見
ら
れ
、
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
日
本
の
仏
教
界
で
争
点
と
な
っ

て
い
た
、
大
乗
非
仏
説
論
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
や
問
題
関
心
が
指
摘
さ

れ
る
。

　

他
方
、
仏
教
が
衰
退
し
た
イ
ン
ド
と
い
う
認
識
は
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
荒

廃
し
た
状
況
を
見
た
釈
興
然
が
仏
跡
復
興
運
動
を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
、

日
本
山
妙
法
寺
の
藤
井
日
達
や
新
仏
教
徒
の
運
動
を
展
開
す
る
佐
々
井
秀

嶺
な
ど
、
イ
ン
ド
で
仏
教
を
復
興
す
る
と
い
う
新
た
な
運
動
も
生
み
出
し

た
。

　

こ
う
し
た
現
代
に
つ
な
が
る
仏
教
復
興
運
動
は
、
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
や
ダ
リ
ト
運
動
な
ど
の
現
代
イ
ン
ド
の
政
治
潮
流
と
も
密
接
に
関
連
し

な
が
ら
展
開
さ
れ
、
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
と
し
て
台
頭
す
る
イ

ン
ド
に
よ
る
多
国
間
協
力
の
枠
組
み
を
通
し
た
「
仏
教
外
交
」
と
呼
ば
れ

る
政
治
状
況
も
生
み
出
し
て
い
る
。
別
所
裕
介
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
て
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
中
心
と
し
た
仏
教
遺
跡
に
お
け
る
、
日
本
系

③
新
世
代
の
住
職
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
ミ
ク
ロ
な
人
間
関
係
を
軸
と
し

た
活
動
実
践
、
の
三
類
型
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

外
川　

昌
彦

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
前
近
代
の
天
竺
世
界
か
ら
近
代
の
仏
教
学
的
知
見
を

踏
ま
え
た
イ
ン
ド
世
界
へ
の
探
究
に
至
る
、
日
印
交
流
に
お
け
る
仏
教
の

問
題
が
検
証
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
の
報
告
者
は
、
日
本
学
術
振
興
会
・
二
国
間
交
流
事
業
「
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
へ
の
日
本
の
巡
礼
者
―
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
復
興
運
動
と
日
印

交
流
」（
共
同
代
表
：
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
・
外
川
昌
彦
）

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
菩
提
僊
那

に
は
じ
ま
り
、
蓑
輪
顕
量
が
論
じ
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
渡
航
を
目
指
し
た

高
丘
親
王
や
明
恵
な
ど
の
前
近
代
の
日
本
に
お
け
る
多
様
な
天
竺
世
界
と

の
結
び
つ
き
が
検
証
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
明
治
近
代
以
降
の
近
代

仏
教
学
の
日
本
へ
の
移
植
と
仏
教
的
知
見
の
源
泉
と
し
て
の
イ
ン
ド
世
界

を
探
求
す
る
、
日
本
の
仏
教
者
の
取
り
組
み
が
検
証
さ
れ
た
。

　

明
治
近
代
の
日
本
で
は
、
近
代
仏
教
学
へ
の
関
心
か
ら
、
多
く
の
留
学

生
が
西
洋
諸
国
を
訪
れ
る
が
、
他
方
、
西
洋
諸
国
へ
の
留
学
と
は
別
に
、

仏
教
の
源
流
と
し
て
の
イ
ン
ド
世
界
へ
の
関
心
か
ら
、
南
ア
ジ
ア
に
渡
航

す
る
日
本
人
仏
教
者
も
多
く
見
ら
れ
た
。
一
八
八
六
年
の
釈
興
然
の
セ
イ

ロ
ン
留
学
を
皮
切
り
に
、
奥
山
直
司
が
論
じ
る
よ
う
に
、
日
本
の
仏
教
界

に
は
セ
イ
ロ
ン
・
イ
ン
ド
留
学
の
気
運
が
生
ま
れ
、
川
上
貞
信
や
大
宮
孝

潤
な
ど
、
各
宗
派
の
僧
侶
の
渡
航
が
相
次
い
だ
。

　

そ
の
後
、『
世
界
に
於
け
る
仏
教
徒
』
を
著
し
た
能
海
寛
は
一
八
九
九
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井
筒
俊
彦
と
東
洋
の
思
想
家
た
ち

代
表
者
・
司
会　

澤
井　

真

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

鎌
田　

繁

井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
学
に
お
け
る
「
禅
と
哲
学
」
の
問
題

長
岡　

徹
郎

　

井
筒
俊
彦
に
お
け
る
「
東
洋
哲
学
」
の
構
想
と
は
、
異
な
っ
た
背
景
を

も
つ
東
洋
思
想
を
、
西
洋
哲
学
の
概
念
や
問
題
意
識
か
ら
一
つ
の
思
想
連

関
的
空
間
へ
と
人
為
的
に
捉
え
直
し
て
い
く
、
い
わ
ば
東
洋
思
想
の
「
哲

学
化
」
の
営
み
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
井
筒
に
お
け
る
「
東
洋
と
哲

学
」
の
問
題
を
、
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
も
参
照
し
な
が
ら
「
禅
と
哲
学
」

と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
。

　

東
洋
思
想
の
「
哲
学
化
」
や
「
現
代
化
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の

事
情
に
応
じ
た
様
々
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
と
に
禅
の
場
合
に
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
断
絶
は
深
刻
で
あ
る
。
真
理
は
言
葉
で
表
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
「
不
立
文
字
」
の
立
場
に
あ
る
禅
は
、
理
性
的
で
論
証
的

な
思
考
と
概
念
化
を
基
本
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
」
と
根
本
的
に
相
入

れ
な
い
。
禅
は
「
非
哲
学
的
」・「
反
哲
学
的
」
で
あ
る
こ
と
を
本
質
と
す

る
の
で
あ
る
。
上
田
閑
照
に
よ
れ
ば
、
西
田
は
東
洋
と
西
洋
と
の
出
会
い

と
い
う
「
世
界
」
歴
史
的
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
引
き
受
け
、
非
思

慮
の
禅
と
反
省
の
学
と
し
て
の
哲
学
と
い
う
両
者
の
根
本
的
ギ
ャ
ッ
プ
を

思
想
の
場
と
し
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
禅
と
哲
学
と
の
異
質
と

断
絶
に
お
け
る
か
か
わ
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
う
え
に
西
田
哲
学
は
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
田
は
そ
の
よ
う
な
磁
場
を
思
索
の
場

仏
教
団
体
に
よ
る
イ
ン
ド
認
識
と
そ
の
活
動
の
問
題
を
検
討
し
た
。

　

以
上
の
パ
ネ
ル
報
告
を
踏
ま
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
北

畠
道
龍
や
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
ら
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
つ
い
て
の
認
識
の

問
題
な
ど
の
近
代
の
仏
教
学
的
知
見
を
通
し
た
イ
ン
ド
認
識
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
、
川
上
貞
信
と
そ
の
イ
ン
ド
渡
航
に
影
響
を
与
え
た
ダ
ル
マ

パ
ー
ラ
と
の
関
係
性
の
変
化
な
ど
の
大
菩
提
協
会
と
日
本
人
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
思
想
を
通
し
た
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
に

よ
る
大
乗
仏
教
へ
の
理
解
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
超
宗
派
運
動
を
通

し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
者
に
よ
る
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
へ
の
巡
礼
な
ど
の
歴
史
的
な

イ
ン
ド
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
ど
、
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
な

さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
通
し
て
、
日
印
間
の
仏
教
を
通
し
た
歴
史
的
な
交

流
の
中
で
、
大
乗
仏
教
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
の
近
代
日
本
の
仏
教

者
に
よ
る
イ
ン
ド
世
界
へ
の
関
心
や
探
求
の
多
様
な
試
み
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
事
は
、
本
パ
ネ
ル
の
議
論
で
の
ひ
と
つ
の
成
果
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
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語
活
動
か
ら
は
無
意
味
と
さ
れ
る
禅
語
も
禅
者
に
お
い
て
有
意
味
と
み
な

さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
有
意
味
の
基
準
と
は
何
な
の
か
。
そ
こ
で
井
筒

は
、
根
源
的
リ
ア
リ
テ
ィ
と
呼
び
う
る
次
元
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ

る
か
ど
う
か
を
禅
語
に
お
け
る
有
意
味
の
基
準
と
す
る
。
井
筒
に
よ
れ

ば
、
禅
語
の
特
殊
性
と
は
、
言
語
の
最
も
基
本
的
な
機
能
で
あ
る
意
味
分

節
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
井
筒
は
こ
の
よ
う
な
意
味
分

節
機
能
の
無
効
化
を
、
言
語
が
「
透
明
で
透
過
的
」
に
な
る
と
表
現
し
、

そ
の
よ
う
な
透
明
化
し
た
言
語
を
「
詩
的
言
語
」
と
し
て
日
常
言
語
と
区

別
す
る
。「
詩
的
言
語
」
は
、
互
い
に
融
合
し
合
っ
て
連
想
的
な
結
合
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
言
語
観
か

ら
、
井
筒
は
、
禅
語
に
お
け
る
有
意
味
の
基
準
を
手
が
か
り
と
し
な
が

ら
、
禅
語
に
お
け
る
意
味
喚
起
作
用
が
、
人
々
の
心
に
ど
の
よ
う
に
働
き

か
け
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
意
識
レ
ベ
ル
に

お
い
て
は
自
覚
さ
れ
な
い
根
源
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
次
元
へ
と
迫
ろ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

井
筒
俊
彦
の
『
老
子
』
理
解
を
分
解
す
る

古
勝　

隆
一

　

井
筒
俊
彦
は
、「
東
洋
哲
学
」
の
一
環
と
し
て
の
老
荘
思
想
（
道
家
思

想
）
を
重
視
し
て
お
り
、『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
老
荘
思
想
』（
英
文
原
著
は

一
九
六
六
―
六
七
年
）、『
老
子
』
の
英
訳
（
一
九
七
〇
年
代
の
仕
事
で
、

正
式
出
版
は
没
後
の
二
〇
〇
一
年
）
の
二
書
は
そ
の
専
著
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
に
も
、『
東
洋
哲
学
の
構
造
』
に
収
め
ら
れ
た
エ
ラ
ノ
ス
論
文
（
一

九
六
七
―
八
二
年
）、『
意
識
と
本
質
』（
一
九
八
〇
年
）、『
意
味
の
深
み

へ
』（
一
九
八
五
年
）
な
ど
の
著
作
に
、
老
荘
思
想
に
関
す
る
井
筒
の
知

と
し
な
が
ら
も
、
哲
学
に
禅
を
招
き
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
か
っ

た
。
西
田
哲
学
の
基
礎
に
は
神
秘
的
な
禅
体
験
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
理

解
し
て
は
な
ら
ず
、「
純
粋
経
験
」
を
説
く
た
め
に
禅
に
言
及
す
る
必
要

は
、
必
ず
し
も
な
い
。

　

一
方
に
お
い
て
井
筒
は
、
西
田
と
同
様
に
禅
の
反
哲
学
的
性
格
を
強
く

自
覚
し
な
が
ら
も
、
西
田
の
よ
う
に
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
な
問
題
と

し
て
主
題
化
し
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
井
筒
は
、
自
ら
の
「
禅

の
哲
学
」
が
「
禅
体
験
の
哲
学
化
な
い
し
哲
学
的
詳
述
を
表
し
て
い
る
」

と
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
井
筒
は
、
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体

験
そ
の
も
の
か
ら
哲
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
井
筒
の
「
禅
の
哲
学
」
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
な
哲

学
と
禅
体
験
と
を
明
確
に
区
別
し
た
西
田
の
哲
学
的
立
場
よ
り
も
、
禅
の

側
へ
と
よ
り
踏
み
こ
ん
だ
哲
学
的
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
相
違
が
生
ま
れ
た
理
由
は
、
井
筒
が
禅
を
言
語
と
い
う
観
点
か
ら

哲
学
的
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
井
筒
に
お
い
て
「
禅
の
リ

ア
リ
テ
ィ
覚
知
か
ら
の
言
語
の
顕
現
」
は
、「
無
分
節
体
の
自
己
分
節
の

出
来
事
」
と
し
て
存
在
論
的
・
言
語
論
的
に
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
井
筒
の
「
禅
の
哲
学
」
に
お
け
る
分
析
の
対
象
は
、
言
語
活
動
、
な

か
で
も
「
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
か
ら
直
接
的
に
顕
現
す
る
特
別
な
種
類

の
言
語
」
の
働
き
に
焦
点
化
さ
れ
る
。
井
筒
は
こ
の
よ
う
な
言
語
分
析
に

立
脚
し
た
自
ら
の
「
禅
の
哲
学
」
に
お
け
る
方
法
論
を
、「
禅
の
自
己
哲

学
化
」
と
呼
び
、
自
ら
の
研
究
を
「
禅
体
験
に
己
自
身
を
哲
学
化
さ
せ
る

さ
さ
や
か
な
試
み
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
井
筒
が
禅
語
の
特
殊
性
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
た

の
が
、
禅
語
に
お
け
る
有
意
味
の
基
準
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日
常
の
言
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の
光
の
も
と
に
整
理
し
直
し
、
ま
た
「
聖
人
」
観
念
を
マ
ス
ペ
ロ
に
遡
っ

て
、
井
筒
を
経
由
し
て
問
い
直
す
こ
と
の
意
義
は
、
今
日
に
あ
っ
て
も
な

お
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、『
荘
子
』
応
帝
王
に
由
来
す
る
「
渾
沌
（
混
沌
）」
と
い
う
概

念
は
、
井
筒
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
福
永
光
司

の
老
荘
思
想
研
究
を
経
由
し
て
、
井
筒
へ
と
伝
え
ら
れ
、『
意
識
と
本
質
』

へ
と
結
晶
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
発
表
者
の
見
立
て
で
あ

る
。
福
永
は
、
言
語
に
よ
る
分
節
に
つ
い
て
は
多
く
を
述
べ
て
い
な
い
の

で
、『
意
識
と
本
質
』
の
根
幹
を
な
す
議
論
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
井
筒

の
本
領
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
福
永
の
老
荘
理
解
の
一
端
が
盛
ら
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
と
考
え
る
。

井
筒
俊
彦
と
シ
ャ
ン
カ
ラ 

│
│ 

マ
ー
ヤ
ー
論
と
二
真
理
説 

│
│加

藤　

隆
宏

　

井
筒
俊
彦
が
「
東
洋
哲
学
」
を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、
イ
ン
ド
正
統
バ

ラ
モ
ン
哲
学
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
派
の
思
想
家
シ
ャ
ン
カ
ラ
（
八
世
紀
頃
）

と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
不
二
一
元
論
と
い
う
思
想
潮
流

に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
シ
ャ
ン

カ
ラ
哲
学
の
な
か
で
も
井
筒
が
と
り
わ
け
注
目
し
た
マ
ー
ヤ
ー
論
と
二
真

理
説
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
我
々
の
現
前
に
あ
る
雑
多
な
現
象
世
界
は
す
べ
て
存

在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
実
の
と
こ
ろ
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ

た
か
も
幻
影
（
マ
ー
ヤ
ー
）
の
よ
う
に
顕
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る

マ
ー
ヤ
ー
論
を
展
開
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
唯
一
な
る
真
実
在
（
ブ
ラ
フ
マ

ン
、
梵
）
と
多
様
な
現
象
世
界
（
ア
ー
ト
マ
ン
、
我
）
が
同
時
に
成
立
す

見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

井
筒
は
老
荘
思
想
に
対
し
て
示
し
た
関
心
は
多
面
的
で
あ
る
が
、
特
徴

的
な
の
は
、
老
荘
思
想
を
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
井
筒
は
こ
の
観
点
を
如
何
に
導
入
し
、
展
開
し

た
の
か
。
ま
た
、
老
荘
の
「
聖
人
」
観
に
つ
い
て
の
井
筒
の
見
解
は
、
エ

ラ
ノ
ス
論
文
「
老
荘
思
想
に
お
け
る
絶
対
的
な
も
の
と
完
全
な
人
間
」

（
一
九
六
七
年
の
講
演
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
シ
ャ
マ
ニ
ズ

ム
と
無
関
係
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
井
筒
は
好
ん
で
「
渾
沌
」（『
荘
子
』

の
語
）
を
語
る
が
、
こ
れ
も
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。

　

本
報
告
で
は
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
・
聖
人
・
渾
沌
を
手
が
か
り
と
し
て
、

井
筒
の
老
荘
理
解
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

老
荘
の
思
想
を
『
楚
辞
』
や
屈
原
と
関
連
さ
せ
て
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と

い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
は
、
六
〇
年
代
の
井
筒
の
著
述
に
す
で
に

見
え
、
そ
の
の
ち
も
井
筒
は
こ
の
観
点
を
保
持
し
た
が
、
こ
れ
が
フ
ラ
ン

ス
の
漢
学
者
の
泰
斗
、
ア
ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
の
遺
稿
に
着
想
を
得
た
も
の

で
あ
る
と
の
仮
説
を
本
発
表
に
て
示
し
た
。
井
筒
が
生
前
に
読
ん
だ
、
シ

ャ
マ
ニ
ズ
ム
、
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
主
義
、
神
秘
主
義
、
デ
リ

ダ
の
「
解
体
」
論
等
の
様
々
な
研
究
が
、
井
筒
の
構
想
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
老
荘
思
想
に
関
す
る
特
定
の
細

い
つ
な
が
り
を
示
す
こ
と
で
、
井
筒
俊
彦
が
先
行
研
究
か
ら
受
け
た
影
響

を
考
察
す
る
糧
と
し
て
供
し
た
い
。

　

ま
た
そ
れ
以
上
に
、
井
筒
思
想
の
ど
の
部
分
を
今
後
、
後
学
が
継
承

し
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
、
シ
ャ
マ
ニ

ズ
ム
を
い
っ
た
ん
措
く
と
し
て
、
老
荘
思
想
を
「
日
常
／
非
日
常
」
意
識
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ぶ
。
両
者
は
真
理
の
二
層
構
造
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
行
き
つ
く
最
終
地

点
は
ま
っ
た
く
の
対
極
に
あ
る
。
井
筒
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
が
志
向
す
る

形
而
上
学
的
絶
対
有
と
仏
教
徒
が
志
向
す
る
形
而
上
学
的
絶
対
無
が
い
ず

れ
も
「
絶
対
無
分
節
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
シ
ャ

ン
カ
ラ
説
と
仏
教
説
は
対
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。
真
実
在
ブ
ラ
フ
マ
ン

を
中
核
と
す
る
有
の
哲
学
を
支
持
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
と
縁
起
・
空
を
極

致
と
す
る
仏
教
徒
と
の
間
で
ま
っ
た
く
異
な
る
存
在
論
が
展
開
さ
れ
、
両

者
は
事
実
対
立
す
る
。
し
か
し
、
東
洋
哲
学
の
共
時
的
構
造
化
と
い
う
井

筒
の
方
法
論
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
両
者
は
同
価
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
シ

ャ
ン
カ
ラ
の
マ
ー
ヤ
ー
論
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
井
筒
が
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
術
語
に
独
自
の
訳
語
を
与
え
て
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
仏
教

漢
語
の
影
響
を
う
け
た
専
門
用
語
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
語
根
の
意
味

な
ど
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
よ
り
原
義
に
近
い
も
の
へ
と
置
き
換
え
た
こ

と
は
井
筒
の
鋭
い
言
語
感
覚
の
な
せ
る
わ
ざ
と
言
え
よ
う
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
一
元
論
に
お
い
て
、
マ
ー
ヤ
ー
そ
れ
自
体
は
ど
こ
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
マ
ー
ヤ
ー
そ
の
も
の
の
定
義
に
つ

い
て
は
確
答
を
避
け
て
い
る
が
、
井
筒
が
「
真
如
」
の
二
層
の
中
間
領
域

と
し
て
考
え
る
「
ア
ラ
ヤ
識
」
は
、
こ
の
マ
ー
ヤ
ー
が
機
能
す
る
領
域
に

他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
が
解
決

し
え
な
か
っ
た
問
題
を
解
く
カ
ギ
を
井
筒
の
モ
デ
ル
が
提
示
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

る
と
い
う
事
態
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
一
と
多
の
両
立
を
成
立

さ
せ
う
る
装
置
と
し
て
二
真
理
説
が
提
示
さ
れ
る
。

　

井
筒
は
こ
の
二
真
理
説
と
仏
教
徒
の
二
諦
説
と
に
共
通
す
る
構
造
を
見

出
し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
二
真
理
説
の
構
造
を
「
東
洋
哲
学
の
本
質
論
に
お

け
る
一
つ
の
典
型
的
思
惟
形
態
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
理
の
二

層
構
造
は
、
井
筒
が
『
意
識
の
形
而
上
学
』
に
て
略
図
と
と
も
に
提
示
し

た
「
全
一
的
真
如
」
の
構
造
と
重
な
る
。「
全
一
的
真
如
」
は
「
本
源
的

に
は
絶
対
の
無
で
あ
り
空
（
非
顕
現
）」
で
あ
り
な
が
ら
、「
一
切
の
事
物

の
本
体
」
で
あ
り
「
存
在
発
現
力
」
で
も
あ
る
と
い
う
「
存
在
論
的
双
面

性
」
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
概
念
と

置
き
換
え
可
能
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
二
真
理
説
や
『
大
乗
起
信
論
』

の
「
全
一
的
真
如
」
が
、「
一
即
多
、
多
即
一
」
と
い
う
実
在
（
本
質
）

の
あ
り
方
を
可
能
に
す
る
二
層
構
造
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
井
筒
の

い
う
共
時
的
構
造
の
一
例
と
言
え
る
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
は
こ
の
二
真
理
説
に
よ
っ
て
一
と
多
の
両
立
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
を
試
み
る
が
、
そ
の
際
に
彼
が
導
入
し
た
の
が
マ
ー
ヤ
ー
を

始
め
と
す
る
諸
概
念
で
あ
る
。
現
象
世
界
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
い
う
根
源
的

一
者
の
変
容
と
し
て
多
様
に
顕
れ
出
る
。
こ
れ
は
世
俗
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お

い
て
は
一
定
の
実
在
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
我
々
の
世
俗
的
な

営
み
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
実
在
性
に
お
い
て
説

か
れ
る
教
説
に
も
と
づ
い
て
我
々
は
真
知
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
我
々
が
真
知
を
得
る
と
、
幻
の
よ
う
に
顕
れ
出
て
い
る
多
様
な
現
象

世
界
は
姿
を
消
し
、
そ
こ
に
は
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
み

が
輝
き
出
る
。
こ
の
境
地
を
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
「
梵
我
一
如
」
と
表
現
し

た
。
二
諦
説
を
支
持
す
る
大
乗
仏
教
徒
た
ち
は
同
じ
極
致
を
「
空
」
と
よ
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在
論
的
な
顕
れ
―
自
己
顕
現
―
で
あ
る
と
い
う
。

　

絶
対
者
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
限
定
を
受
け
な
い
存
在
は
、
言
語
と
い
う
範

疇
の
外
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
な
流
出
論
の
視
点
か

ら
み
れ
ば
、
絶
対
者
と
呼
ば
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
、
も
は
や
神
名
を
必
要
と

し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
世
界
に
お
け
る
存
在
は
神
名
を
必
要
と
す

る
。
と
い
う
の
も
、
神
名
は
世
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
原
型
で

あ
り
、
祖
型
で
あ
る
。
神
名
と
は
、
流
出
論
的
に
み
て
も
、
世
界
に
お
け

る
あ
ら
ゆ
る
存
在
よ
り
も
高
次
の
レ
ベ
ル
に
在
る
た
め
に
、
世
界
の
存
在

物
は
神
名
な
し
に
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

井
筒
も
ま
た
、『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
老
荘
思
想
』
の
第
一
部
に
お
い
て

は
、
存
在
論
を
前
半
で
、
完
全
人
間
を
後
半
で
論
じ
て
い
る
。
絶
対
存 

在
の
自
己
顕
現
論
と
完
全
人
間
論
は
、『
叡
智
の
台
座
』
に
お
い
て
イ
ブ

ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
論
じ
た
議
論
の
両
輪
で
あ
り
、『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
老

荘
思
想
』
に
お
い
て
井
筒
が
考
察
し
た
両
輪
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
第
二

部
に
お
い
て
は
、
老
荘
思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
絶
対
者
と
し
て
の
道

や
、
完
全
人
間
と
し
て
の
真
人
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

　

結
論
に
お
い
て
、
井
筒
は
両
者
を
比
較
す
る
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
井

筒
は
、
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ
ン
に
由
来
す
る
「
歴
史
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
の

対
話
」
の
た
め
に
、「
擦
り
合
わ
せ
と
比
較
の
予
備
作
業
」
を
行
な
う
。

そ
の
際
、
井
筒
は
完
全
人
間
や
真
人
で
は
な
く
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
老
荘

思
想
に
お
け
る
「
存
在
」
を
比
較
す
る
。
そ
の
際
、
井
筒
は
、
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
に
お
け
る
「
存
在
」
が
、
老
荘
思
想
に
お
け
る
「
有
」
に
相
当
す
る

と
理
解
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
単
に
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存

在
一
性
論
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
存
在
」
が
、
老
荘
思
想
に
お
け
る

中
国
語
の
「
有
」
に
対
応
す
る
と
い
う
単
純
な
語
彙
の
対
応
で
は
な
い
。

井
筒
俊
彦
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー 

│
│ 

ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
存
在
」
概
念 

│
│

澤
井　
　

真

　

井
筒
俊
彦
が
東
洋
哲
学
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
思
想
的
支
柱

と
し
て
用
い
た
の
が
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
代
表
さ
れ
る
存
在
一
性
論

（w
ah. dat al-w

ujūd　

ワ
フ
ダ
ト
・
ウ
ジ
ュ
ー
ド
）
で
あ
っ
た
。
一
九

六
〇
年
一
一
月
か
ら
翌
六
一
年
四
月
に
か
け
て
、
井
筒
は
カ
ナ
ダ
の
マ
ギ

ル
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
で
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
あ
い
だ
に
、
井
筒

は
研
究
テ
ー
マ
を
ク
ル
ア
ー
ン
研
究
か
ら
、
東
洋
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

非
常
に
重
要
で
あ
る
存
在
一
性
論
に
関
す
る
思
想
研
究
へ
大
き
く
シ
フ
ト

し
て
い
く
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
存
在
論
に
お
い
て
は
、
超
越
的
実
在
で
あ
る
絶
対
者
と

は
、「
神
」（A

llāh

）
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
言
語
レ
ベ
ル
を
越
え
、

人
間
の
認
識
レ
ベ
ル
を
越
え
た
存
在
―
そ
れ
ゆ
え
、
形
式
上
「
絶
対
者
」

と
呼
ば
ざ
る
を
え
な
い
も
の
―
を
指
し
て
い
る
。
井
筒
に
よ
る
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
理
解
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
老
荘
思
想
』

に
お
い
て
、
彼
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
『
叡
智
の
台
座
』
と
い
う
主
著

の
一
つ
を
扱
っ
た
。
井
筒
は
絶
対
者
に
よ
る
存
在
論
的
流
出
の
過
程
を
、

カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
ら
後
代
の
注
釈
者
た
ち
に
よ
る
議
論
を
踏
ま
え
て
詳
細

に
考
察
す
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
を
中
心
と
し
た
存
在
一
性
論
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
諸
存
在
は
、
一
な
る
絶
対
的
存
在
（
絶
対
者
）
が
顕
れ
た
結
果
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
存
在
の
顕
れ
は
、「（
絶
対
存
在
の
）
自
己
顕

現
」（
タ
ジ
ャ
ッ
リ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、

神
で
す
ら
、
絶
対
者
が
「
神
」
と
い
う
語
に
自
ら
を
限
定
し
た
結
果
の
存
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長
岡
徹
郎
は
西
田
幾
多
郎
と
井
筒
と
を
対
比
し
て
ふ
た
り
の
違
い
を
ま

ず
示
す
。
西
田
は
禅
を
媒
介
に
し
て
「
純
粋
経
験
」
を
思
索
の
原
点
に
得

た
が
、
そ
れ
と
哲
学
的
営
為
と
の
間
に
は
断
絶
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に

対
し
て
井
筒
の
場
合
は
、
西
田
の
よ
う
な
根
本
の
断
絶
は
な
く
、
禅
の
体

験
と
言
葉
の
発
出
（
禅
語
、
禅
問
答
）
は
連
続
し
て
お
り
、
言
語
表
現
自

体
の
意
味
論
的
分
析
や
反
省
が
彼
の
禅
の
哲
学
を
形
成
す
る
。
無
分
節
の

根
源
的
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
直
接
発
せ
ら
れ
特
殊
な
形
で
自
己
分
節
さ
れ
た

の
が
禅
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
禅
の
文
脈
が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た

意
味
が
生
じ
て
い
る
。
根
源
的
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
の
発
出
で
あ
る
こ
と
の

検
証
は
狭
い
禅
サ
ー
ク
ル
に
限
定
は
さ
れ
な
い
と
長
岡
は
原
理
的
に
考
え

る
よ
う
だ
が
、
特
殊
な
禅
の
言
葉
の
文
脈
を
一
般
の
知
識
人
が
知
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

井
筒
は
老
荘
の
思
想
を
神
秘
主
義
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
文
脈
で
理

解
す
る
が
、
比
較
神
秘
主
義
と
も
い
え
る
立
場
か
ら
老
荘
を
研
究
し
た
ア

ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
、
ま
た
宗
教
面
に
も
目
を
む
け
た
福
永
光
司
、
こ
れ
ら

が
井
筒
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
古
勝
隆
一
は
い
う
。
ま
た

『
楚
辞
』
と
老
荘
の
背
景
に
同
様
の
神
秘
主
義
／
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
井
筒

は
見
よ
う
と
す
る
が
、
多
く
の
中
国
思
想
の
文
献
研
究
者
に
は
支
持
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
井
筒
の
よ
う
に
思
想
そ
れ
自
体
を
論
じ
る
共
時

的
方
向
と
、
多
く
の
中
国
思
想
史
研
究
者
の
よ
う
に
個
々
の
観
念
の
歴
史

的
淵
源
を
遡
ろ
う
と
い
う
通
時
的
方
向
と
が
あ
る
が
、
相
互
に
否
定
し
あ

う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
井
筒
の
研
究
は
中
国
の
思
想
を

異
な
る
角
度
か
ら
見
る
思
索
と
し
て
中
国
思
想
の
理
解
に
貢
献
す
る
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

井
筒
が
「
東
洋
哲
学
」
の
な
か
で
重
視
し
た
ひ
と
つ
が
シ
ャ
ン
カ
ラ
の

　

む
し
ろ
、
井
筒
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
一
性
論
か
ら
導
か
れ

た
哲
学
的
概
念
と
し
て
の
「
存
在
」
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
語
の
「
有
」
概

念
は
構
造
上
、「
存
在
」
概
念
に
相
当
す
る
と
考
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

彼
は
老
子
や
荘
子
の
思
想
に
お
い
て
、「
名
前
を
欠
く
」
段
階
か
ら
「
名

づ
け
ら
れ
た
」
段
階
へ
進
む
過
程
を
、
彼
ら
が
用
い
た
中
国
語
の
「
有
」

で
は
な
く
、「
存
在
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
把
握
可
能
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
存
在
一
性
論
の
「
存
在
」
概
念
と
、
老
荘
思
想
の
「
有
」
概
念
の
存

在
論
的
な
比
較
が
可
能
と
な
る
。
井
筒
・
東
洋
哲
学
の
比
較
哲
学
が
、
流

出
論
的
存
在
論
に
大
き
く
依
拠
す
る
理
由
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
ア

ラ
ビ
ア
語
で
論
じ
た
「
存
在
」
概
念
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ

う
。

コ
メ
ン
ト

鎌
田　
　

繁

　
「
東
洋
哲
学
」
に
か
か
わ
る
井
筒
俊
彦
の
研
究
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
除
い

て
、
か
な
ら
ず
し
も
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
彼
の
目
配
り
は
広
く
、

ひ
と
り
の
研
究
者
で
覆
い
尽
く
す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
自
分
の
専
門
分

野
の
外
に
つ
い
て
は
自
在
に
評
価
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
彼
の
仕
事
全

体
は
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
井
筒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
難
し
さ
を
回
避
す
る
一
法
と
し
て
、

井
筒
の
扱
っ
た
思
索
を
そ
の
分
野
の
専
門
家
に
論
じ
て
も
ら
う
と
い
う
や

り
方
が
あ
る
。
こ
れ
が
今
回
の
井
筒
パ
ネ
ル
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
各
発
表

者
は
自
由
に
題
目
を
設
定
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
す
べ
て
の
発
表
で
同

じ
レ
ベ
ル
、
方
向
で
の
評
価
が
出
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
井
筒
の
学
問
を

位
置
づ
け
る
上
で
、
有
益
な
出
発
点
を
提
示
で
き
た
と
思
う
。
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井　
　

真

　

井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
―
一
九
九
三
）
は
、
自
ら
の
東
洋
哲
学
を
構
築

す
る
過
程
で
東
洋
に
広
が
る
諸
テ
ク
ス
ト
を
精
読
し
た
。
彼
は
多
言
語
に

わ
た
る
テ
ク
ス
ト
の
精
緻
な
読
解
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
東
洋
」
の
諸
思

想
に
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
見
出
し
た
。
井
筒
が
構
築
を
目
指
し
た
「
東
洋

哲
学
」
と
は
、
彼
が
東
洋
の
諸
思
想
か
ら
抽
出
し
た
共
通
の
思
想
的
枠
組

み
で
あ
り
哲
学
的
構
造
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
東
洋
の
古
今
東
西
に
広
が

る
諸
テ
ク
ス
ト
は
、
彼
が
想
定
し
た
西
洋
的
な
構
造
と
は
異
な
っ
た
東
洋

的
な
そ
れ
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

　

東
洋
哲
学
を
構
築
す
る
と
い
う
過
程
に
お
い
て
、
井
筒
は
、
哲
学
者
や

思
想
家
と
い
う
人
物
よ
り
も
む
し
ろ
、
彼
ら
が
書
い
た
テ
ク
ス
ト
に
重
き

を
置
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
井
筒
が
東
洋
哲
学
を
構
築
す
る
う
え
で
読

解
さ
れ
た
哲
学
思
想
は
、
テ
ク
ス
ト
に
思
考
を
織
り
込
ん
だ
思
想
家
た
ち

が
存
在
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
井
筒
の
東
洋
哲
学
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、

仏
教
、
老
荘
思
想
、
儒
教
な
ど
の
宗
教
的
伝
統
、
な
ら
び
に
思
想
家
が
用

い
た
言
語
的
背
景
に
根
差
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
伝

統
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む
う
え
で
、
井
筒
は
先
行
研
究
や
研
究
成
果
を
参
照

し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
井
筒
の
東
洋
哲
学
も
ま
た
時
代
的

制
約
の
な
か
で
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
パ
ネ
ル
で
は
、
井
筒
の
東
洋
哲
学
が
構

築
さ
れ
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
、
テ
ク
ス
ト
読
解
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
、
テ
ク
ス
ト
を
著
し
た
思
想
家
や
執
筆
言
語
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
研

究
状
況
を
含
み
な
が
ら
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

長
岡
徹
郎
は
、「
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
学
に
お
け
る
「
禅
と
哲
学
」
の

不
二
一
元
論
哲
学
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
教
説
が
イ
ン
ド
思
想
の
中
心

で
あ
る
と
い
う
理
解
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
ブ
ラ

フ
マ
ン
の
一
元
的
実
在
性
を
強
調
し
つ
つ
、
マ
ー
ヤ
ー
の
観
念
を
通
し
て

世
界
の
多
様
性
（
に
見
え
る
こ
と
）
を
説
明
す
る
教
説
が
「
東
洋
哲
学
」

の
基
本
に
合
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
加
藤
隆
宏
は
い
う
。
マ
ー
ヤ
ー
の
理

解
に
は
異
な
る
主
張
も
さ
れ
て
お
り
、
起
信
論
の
真
如
の
説
明
の
な
か
で

井
筒
が
ア
ラ
ヤ
識
に
当
て
る
中
間
領
域
を
マ
ー
ヤ
ー
に
あ
て
は
め
て
解
釈

す
る
可
能
性
を
加
藤
は
提
案
し
、
ま
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
用
語
の
日
本
語

訳
な
ど
井
筒
の
理
解
を
受
け
容
れ
る
な
ど
、
井
筒
の
イ
ン
ド
思
想
の
理
解

を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
思
想
の
幅
の
広
さ
を
考
慮
す
る

と
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
重
視
す
る
こ
と
は
「
東
洋
哲
学
」
自
体
の
も
つ
あ
る

方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
一
性
論
は
彼
の
狭
い
学
派
だ
け
で
な
く
、

シ
ー
ア
派
文
化
圏
に
お
け
る
ヒ
ク
マ
哲
学
を
通
し
て
現
在
の
イ
ス
ラ
ー
ム

の
哲
学
的
営
み
ま
で
、
そ
の
中
核
の
観
念
「
存
在
」
を
通
し
て
繫
が
っ
て

い
る
こ
と
を
澤
井
真
は
提
示
し
た
。
存
在
を
め
ぐ
る
思
索
は
大
き
く
拡
大

し
、
註
釈
を
含
め
て
詳
細
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

原
点
と
も
い
う
べ
き
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
テ
ク
ス
ト
は
註
釈
と
い
う
解

釈
な
し
に
は
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
で
語
ら
せ
る

こ
と
が
困
難
な
ら
ば
、
次
善
の
策
と
し
て
異
な
る
註
釈
を
通
し
て
取
り
出

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
意
味
を
相
互
に
比
較
し
よ
り
妥
当
な
理
解
を
選
び
出

す
な
ど
、
異
な
る
手
法
を
試
み
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
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コ
メ
ン
テ
ー
タ
で
あ
る
鎌
田
繁
は
、
井
筒
・
東
洋
哲
学
に
お
け
る
本
パ

ネ
ル
の
意
義
を
考
察
し
た
う
え
で
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
専
門
的
な
質

問
を
行
っ
た
。
近
年
、
井
筒
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
彼
の
テ
ク
ス
ト
を
創

造
的
に
読
む
方
向
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
井
筒
が
東
洋
哲
学
を
い
か
に
構
築

し
た
か
を
、
い
っ
そ
う
緻
密
に
読
む
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
研
究
者

た
ち
の
共
同
研
究
が
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
」
に
お
い
て
、
日
本
哲
学
（
日
本
語
）、
特
に
京
都
学
派
の
哲
学
の

立
場
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
井
筒
は
、
い
か
に
し
て
反
哲
学
的
性
格
を
も

つ
禅
か
ら
、
新
た
な
哲
学
の
創
造
に
向
け
た
哲
学
的
可
能
性
を
引
き
出
そ

う
と
し
た
の
か
。
同
様
の
問
題
を
共
有
し
た
京
都
学
派
の
哲
学
を
手
が
か

り
に
、
井
筒
自
身
が
「
禅
の
自
己
哲
学
化
」
と
呼
ぶ
禅
の
思
想
理
解
の
独

自
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

古
勝
隆
一
は
、「
井
筒
俊
彦
の
『
老
子
』
理
解
を
分
解
す
る
」
に
お
い

て
、
中
国
思
想
、
特
に
老
荘
思
想
（
中
国
語
の
文
語
）
の
立
場
か
ら
考
察

を
行
っ
た
。
井
筒
が
『
老
子
』
の
説
く
「
聖
人
」
を
い
か
に
と
ら
え
、

『
老
子
』
英
訳
に
反
映
さ
せ
た
の
か
を
、
井
筒
が
言
及
す
る
ア
ン
リ
・
マ

ス
ペ
ロ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
し
た
。

　

加
藤
隆
宏
は
、「
井
筒
俊
彦
と
シ
ャ
ン
カ
ラ
―
マ
ー
ヤ
ー
論
と
二
真
理

説
」
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
思
想
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
の
立
場
か
ら
考

察
を
行
っ
た
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
思
想
は
「
梵
我
一
如
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、

井
筒
は
二
諦
説
を
支
持
す
る
大
乗
仏
教
徒
た
ち
は
同
じ
極
致
を
「
空
」
と

み
な
し
た
。
両
者
は
真
理
の
二
層
構
造
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
両
者
の
最

終
地
点
は
対
極
に
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
マ
ー
ヤ
ー
と
ア
ラ
ヤ
識
に
関
す

る
井
筒
の
理
解
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

　

澤
井
真
は
、「
井
筒
俊
彦
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
―
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
存

在
」
概
念
」
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
の
立
場
か

ら
考
察
を
行
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
ウ
ジ
ュ
ー
ド
」（
存
在
）
は
、
存

在
一
性
論
に
お
け
る
鍵
概
念
で
あ
っ
た
。
東
洋
哲
学
の
構
築
に
お
い
て
、

井
筒
は
「
ウ
ジ
ュ
ー
ド
」
概
念
か
ら
、
哲
学
的
概
念
と
し
て
の
「
存
在
」

概
念
を
創
出
し
、
老
荘
思
想
に
お
け
る
「
有
」
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
比

較
哲
学
的
考
察
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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人
口
減
少
社
会
に
お
け
る 

甲
信
越
・
東
海
・
近
畿
地
方
の
多
宗
派
寺
院
調
査

代
表
者
・
司
会　

相
澤
秀
生

寺
院
の
形
態
と
檀
信
徒
の
動
向

中
條　

曉
仁

　

本
報
告
は
、
回
答
寺
院
の
性
格
や
特
徴
を
地
域
論
的
・
空
間
論
的
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
や
空
間
に
注
目
す
る
の
は
、
対
象
地
域

が
近
畿
・
東
海
・
甲
信
越
各
地
方
の
十
三
府
県
に
わ
た
っ
て
広
域
な
た

め
、
必
然
的
に
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
寺
院
は
そ

れ
が
所
在
す
る
地
域
の
住
民
た
る
檀
信
徒
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
当
該
地

域
の
社
会
経
済
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
回
答
寺
院
は
そ
の
大
部
分
が
本
務
寺
院
で
あ
り
、
檀
徒
戸
数
一

五
〇
戸
以
下
が
全
体
の
七
〇
％
以
上
を
占
め
る
比
較
的
小
規
模
な
寺
院
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
寺
院
の
性
格
を
住
職
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
檀
徒
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る
「
檀
家
寺
」
の
割
合
が
六
〇
〜
八
〇
％
台
と
高
く
、
祈

禱
寺
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
一
方
、
檀
家
寺
で
も
祈
禱
寺
で
も
な
い
「
信

仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
認
識
す
る
寺
院
の
比
率
が
高
い
地
域
も
近
畿
地
方

の
滋
賀
や
大
阪
、
東
海
地
方
の
岐
阜
や
愛
知
、
甲
信
越
地
方
の
山
梨
で
高

か
っ
た
。
い
ず
れ
も
寺
院
の
集
積
す
る
寺
院
過
密
地
域
で
こ
う
し
た
傾
向

が
強
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

回
答
寺
院
が
檀
家
寺
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
檀
信
徒
の
居
住
地
分
布

か
ら
回
答
寺
院
を
「
門
前
型
」「
分
散
型
」「
混
合
型
」
の
三
つ
に
類
型
化

し
、
檀
徒
の
増
減
の
地
域
特
性
を
検
討
し
た
。
す
る
と
各
地
方
と
も
「
門

前
型
」
が
七
〇
〜
八
〇
％
程
度
を
占
め
て
卓
越
し
、
分
散
型
は
一
〇
％
未

満
、
混
合
型
の
寺
院
は
一
〇
〜
二
〇
％
程
度
存
在
し
た
。
な
お
、
分
散
型

と
混
合
型
の
比
率
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
少
数
な
が
ら
「
分
散
型
」
は
近

畿
で
、
混
合
型
は
甲
信
越
や
近
畿
で
目
立
っ
て
い
た
。

　

寺
院
を
支
え
る
檀
信
徒
数
は
減
少
傾
向
が
各
地
域
で
強
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
近
畿
で
は
京
都
と
和
歌
山
を
除
い
て
五
五
％
以
上
、
甲
信
越
の

長
野
と
新
潟
で
も
高
か
っ
た
。
地
域
差
は
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
門
前

型
寺
院
で
あ
っ
た
。
逆
に
増
加
し
て
い
る
寺
院
は
少
数
な
が
ら
存
在
し
、

増
加
寺
院
比
率
の
高
い
地
域
は
東
海
の
各
県
、
甲
信
越
の
山
梨
、
近
畿
の

京
都
や
和
歌
山
で
二
〇
％
前
後
で
あ
っ
た
。
門
前
型
が
五
〇
〜
八
〇
％
を

占
め
る
が
、
分
散
型
が
東
海
や
近
畿
で
三
〇
〜
五
〇
％
、
分
散
型
も
新
潟

や
京
都
で
一
〇
％
程
度
を
占
め
て
い
た
。
檀
信
徒
が
維
持
さ
れ
て
い
る
地

域
は
、
甲
信
越
の
山
梨
で
特
に
高
く
、
長
野
や
新
潟
で
も
高
く
な
っ
て
い

た
。
門
前
型
が
五
〇
〜
九
〇
％
を
占
め
る
が
、
混
合
型
も
東
海
や
甲
信
越

で
は
四
〇
〜
五
〇
％
に
上
り
、
分
散
型
も
近
畿
を
中
心
に
一
〇
％
程
度
あ

っ
た
。
檀
信
徒
が
維
持
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
、
減
少
と
増
加
の
中
間
に
あ

っ
て
い
ず
れ
の
方
向
に
も
振
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
甲

信
越
や
近
畿
で
は
顕
著
で
、
山
梨
や
京
都
・
和
歌
山
な
ど
で
は
増
加
傾
向

に
、
長
野
・
大
阪
・
兵
庫
で
は
減
少
傾
向
に
そ
れ
ぞ
れ
逆
方
向
に
向
か
う

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
檀
信
徒
の
増
減
傾
向
を
類
型
別
に
み
る
と
、「
混

合
型
」
や
「
分
散
型
」
で
は
増
加
や
維
持
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
て
健
闘

し
、「
門
前
型
」
で
は
二
極
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

　

檀
信
徒
数
の
減
少
理
由
を
み
る
と
「
絶
家
」
や
「
転
居
」
を
挙
げ
る
寺

院
が
各
類
型
で
高
く
、
分
散
型
で
は
「
墓
じ
ま
い
」
や
「
後
継
者
に
継
承
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年
中
行
事
・
法
要
に
関
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
回
答
寺
院
に
お
け

る
年
中
行
事
・
法
要
の
開
催
率
は
九
割
強
と
高
率
だ
っ
た
。
参
詣
者
数
が

多
い
行
事
や
法
要
は
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、
内
容
に
よ
り
「
先

祖
供
養
」「
宗
祖
関
連
」「
祈
禱
、
除
災
求
福
な
ど
」「
三
仏
忌
」「
そ
の
他
」

に
区
分
し
た
。
す
る
と
、
一
番
参
詣
者
が
多
い
行
事
・
法
要
は
「
先
祖
供

養
」、
続
い
て
「
宗
祖
関
連
」「
祈
禱
、
除
災
求
福
な
ど
」
だ
っ
た
。
二
番

目
・
三
番
目
に
多
い
行
事
・
法
要
も
「
先
祖
供
養
」
が
他
よ
り
多
か
っ

た
。「
寺
院
が
求
め
ら
れ
る
役
割
」
も
死
者
儀
礼
関
連
が
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
、「
行
事
の
特
徴
と
し
て
も
っ
と
も
重
視
す
る
も
の
」
も
、「
故
人
・

先
祖
の
供
養
」
が
最
も
多
い
こ
と
な
ど
合
わ
せ
て
鑑
み
る
と
、
寺
院
の
年

中
行
事
・
法
要
は
「
先
祖
供
養
」
中
心
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

た
。
た
だ
、
宗
派
系
統
別
で
見
る
と
、
禅
系
・
日
蓮
系
は
「
先
祖
供
養
」

の
割
合
が
高
く
、
浄
土
系
は
「
宗
祖
関
連
」、
真
言
系
・
天
台
系
は
「
祈

禱
、
除
災
求
福
な
ど
」
の
割
合
が
高
い
な
ど
差
異
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
参
詣
者
数
は
一
番
多
い
行
事
で
あ
っ
て
も
五
十
人
未

満
が
回
答
寺
院
の
半
数
近
く
を
占
め
、
そ
の
大
半
は
檀
信
徒
な
の
で
、
檀

信
徒
の
た
め
の
年
中
行
事
が
中
心
だ
と
わ
か
る
。
ま
た
、
行
事
運
営
は
檀

信
徒
の
一
部
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る
。
行
事
に
協
力
す
る
他
寺
院
の
僧

侶
は
ゼ
ロ
も
多
い
が
（
約
四
割
）、
過
半
数
の
回
答
寺
院
で
は
二
人
以
上

の
協
力
を
得
て
い
る
。
寺
院
間
の
協
力
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
維
持

に
必
要
だ
と
言
え
よ
う
。

　

法
話
・
説
教
に
関
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
回
答
寺
院
の
八
割
強
で

法
話
・
説
教
を
実
施
し
て
い
た
。
そ
の
機
会
は
「
法
事
」
と
「
通
夜
や
葬

儀
」
が
約
九
割
と
大
多
数
を
占
め
る
。
重
視
す
る
内
容
は
「
戒
名
」「
生

前
の
様
子
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
曹
洞
宗
の
宗
勢
総
合
調
査
（
二
〇
一

さ
れ
な
い
」
な
ど
を
挙
げ
て
、
遠
隔
地
に
あ
る
菩
提
寺
か
ら
の
撤
退
が
想

定
さ
れ
た
。
一
方
、
増
加
の
理
由
と
し
て
、「
分
家
」「
墓
地
の
事
情
」
が

大
き
く
、
分
散
型
や
混
合
型
で
は
「
寺
院
活
動
」
な
ど
寺
院
側
の
取
り
組

み
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
「
葬
儀
社
な
ど
か
ら
の
紹
介
」
も
各
類
型
で
高

く
、
第
三
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

遠
方
檀
信
徒
へ
の
対
応
で
は
、「
混
合
型
」
や
「
分
散
型
」
の
寺
院
で
寺

檀
の
往
来
が
あ
り
、
比
較
的
丁
寧
な
対
応
が
行
わ
れ
て
、
そ
れ
が
檀
信
徒

数
の
維
持
に
結
び
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寺
院
運
営
上
の
課
題
を
得
点
化
し
て
分
析
す
る
と
、
檀
信
徒
の
減
少
に

結
び
付
く
諸
事
象
の
ほ
か
、
仏
事
の
簡
略
化
や
法
人
収
入
の
減
少
と
い
っ

た
寺
院
経
済
に
結
び
付
く
項
目
も
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
問
題
の

現
れ
か
た
に
は
地
域
差
が
伴
っ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に
基
づ
い
て
諸
課

題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
や
空
間
に
着
目
す
る
意
義
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

寺
院
の
年
中
行
事
と
教
化
活
動
の
特
徴

川
又　

俊
則

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
集
団
は
そ
れ
以
前
と
異
な
る
対
応

が
必
然
と
な
っ
た
。
と
く
に
本
報
告
で
射
程
と
な
る
教
化
活
動
は
、
そ
の

変
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
本
調
査
自
体
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
実
態
把
握
が

目
的
な
の
で
、
そ
の
前
提
で
報
告
す
る
。
教
化
活
動
と
は
、
僧
侶
が
檀
信

徒
な
ど
に
対
し
て
仏
道
へ
教
え
導
く
活
動
全
般
を
指
す
。
こ
の
活
動
は

様
々
な
区
分
が
可
能
だ
が
、
本
報
告
で
は
そ
の
う
ち
、「
寺
院
で
行
わ
れ

る
年
中
行
事
・
恒
例
法
要
」
お
よ
び
「
僧
侶
に
よ
る
法
話
・
説
教
」
を
扱

う
。
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寺
院
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
概
況

磯
部　

美
紀

　

川
又
報
告
か
ら
、
檀
（
門
）
信
徒
が
寺
院
に
求
め
る
役
割
と
し
て
、

「
通
夜
・
葬
儀
・
法
事
の
執
行
」
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

一
方
で
、
寺
院
が
認
識
す
る
運
営
上
の
課
題
の
上
位
に
、「
葬
儀
の
簡
素

化
や
法
事
の
省
略
化
」
の
進
行
が
あ
る
こ
と
を
中
條
報
告
か
ら
確
認
で
き

た
。
現
代
日
本
で
は
多
様
な
葬
儀
形
態
が
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
中
で
僧
侶
不
在
の
葬
儀
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
葬
送
の
あ
り
方
は
変
更
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
本
発
表
の
目
的
は
、
寺
院
に
お
け
る
葬
儀
の
実
態
を
形
式
面
に
注
目

し
な
が
ら
量
的
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
葬
儀
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
現
状
認

識
や
考
え
を
質
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
葬
儀

と
法
事
の
現
状
を
確
認
し
、
葬
儀
の
簡
素
化
の
様
相
を
示
し
た
後
、「
新

た
な
葬
送
」
に
対
す
る
反
応
を
検
討
す
る
。

　

分
析
の
対
象
は
、
質
問
紙
調
査
の
結
果
と
、
静
岡
県
川
根
地
域
で
七
ケ

寺
の
寺
院
関
係
者
を
対
象
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
（
二
〇
二
二
年
六
月

実
施
）
の
結
果
で
あ
る
。
川
根
地
域
は
、
静
岡
県
の
中
部
に
位
置
す
る
中

山
間
地
域
で
あ
り
、
葬
儀
に
関
し
て
言
え
ば
、「
伝
統
的
な
」
形
式
を
保

持
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
い
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
寺
院
か
ら
み
た
葬
儀
の
現
状
を
検
討
す
る
。
回
答
寺
院
が
二
〇

二
〇
年
に
行
な
っ
た
檀
（
門
）
信
徒
の
葬
儀
数
の
平
均
は
九
・
三
回
、
法

事
数
の
平
均
は
三
七
・
八
回
で
、
と
も
に
曹
洞
宗
宗
勢
総
合
調
査
二
〇
一

五
の
結
果
を
下
回
っ
た
。
回
答
寺
院
で
は
檀
（
門
）
信
徒
の
葬
儀
を
営
む

こ
と
が
大
半
を
占
め
る
が
、
檀
（
門
）
信
徒
以
外
の
葬
儀
、
法
事
を
営
む

寺
院
も
約
三
割
あ
り
、
そ
の
経
緯
に
注
目
す
る
と
、
身
寄
り
の
な
い
人
の

五
年
実
施
）
結
果
と
も
相
応
し
て
お
り
、
法
話
・
説
教
に
関
し
て
、
今
回

の
多
宗
派
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
調
査
に
お
い
て
も
死
者
儀
礼
関
連
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
同
様
の
傾
向
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
お
盆
・
お
彼

岸
の
お
参
り
」
は
九
割
近
く
が
実
施
し
、「
月
参
り
」
も
過
半
数
が
実
施

し
て
い
た
。
た
だ
し
「
月
参
り
」
を
行
な
っ
て
い
な
い
寺
院
も
四
割
あ
っ

た
。
自
ら
が
担
う
役
割
と
し
て
、「
不
安
な
人
た
ち
に
寄
り
添
う
」「
悩
み

相
談
な
ど
の
傾
聴
」
な
ど
、
宗
教
者
的
な
寄
り
添
い
だ
け
で
な
く
、「
葬

儀
の
執
行
」「
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
願
う
」
な
ど
、
僧
侶
と
し
て
の
役
割

を
指
摘
す
る
回
答
が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。

　

報
告
者
は
、
現
代
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
教
化
団
体
に
よ
る
教
化
活
動

は
決
し
て
活
発
な
も
の
と
言
え
な
い
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回

は
教
化
団
体
を
議
論
し
て
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
実
態
と
し
て
、
年

中
行
事
・
法
要
お
よ
び
法
話
・
説
教
な
ど
は
大
多
数
の
寺
院
で
の
実
施
を

改
め
て
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
状
況
を

一
変
さ
せ
た
。
二
〇
二
二
年
秋
現
在
、
対
面
で
の
行
事
・
活
動
も
あ
る
程

度
の
範
囲
で
再
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
で
外
出
が
心
配
な
人
び
と

な
ど
、
寺
院
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
人
も
一
定
数
い
る
。
対
面
と
同
時

に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
行
事
・
活
動
も
定
着
し
て
い
る
。
今
回
の
調

査
で
捉
え
切
れ
て
い
な
い
部
分
を
報
告
者
の
現
地
調
査
な
ど
で
追
記
す
る

な
ら
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
寺
院
行
事
の
告
知
や
結
果
（
写
真
や
動
画
）
の

報
告
、
寺
院
内
で
咲
く
草
花
や
小
動
物
な
ど
の
紹
介
を
通
じ
て
情
報
発
信

す
る
ケ
ー
ス
は
多
数
見
ら
れ
る
。
檀
信
徒
と
同
時
に
外
部
へ
の
発
信
も
可

能
に
な
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
新
し
く
関
係
を
持
つ
人
び
と
も
見
ら
れ
る
と

い
う
。
今
回
の
調
査
は
、
檀
信
徒
中
心
の
教
化
活
動
の
「
最
後
の
実
態
」

を
確
認
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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儀
を
執
り
行
っ
て
い
る
事
例
が
聞
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
堂
と
い
う
物
理

的
な
既
存
の
資
源
を
葬
儀
に
お
い
て
活
用
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
が
、
寺
院
側
の
視
点
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
葬
儀
の
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
昨
今
で
は
僧
侶
の
か
か
わ
ら
な
い

葬
儀
も
増
加
し
て
い
る
。
葬
祭
業
者
な
ど
を
対
象
に
し
て
、
僧
侶
不
在
の

葬
儀
の
実
態
を
補
完
的
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
の
か
か
わ
る
葬

儀
の
特
性
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

寺
院
収
入
の
実
態

梶　
　

龍
輔

　

こ
れ
ま
で
仏
教
各
派
に
よ
っ
て
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
宗
勢
・
教

勢
調
査
は
、
法
人
収
入
や
葬
儀
・
法
事
の
際
に
生
じ
る
布
施
の
金
額
な
ど

と
い
っ
た
、
寺
院
の
経
済
的
側
面
を
捉
え
る
う
え
で
参
考
と
な
る
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
き
た
。
一
方
で
調
査
自
体
の
性
質
に
目
を
向
け
る
と
、
調
査

項
目
の
違
い
や
宗
派
独
自
の
規
定
・
用
語
が
あ
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

厳
密
な
意
味
で
の
統
計
的
な
比
較
が
困
難
と
い
う
弱
点
も
あ
る
。
こ
う
し

た
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
多
宗
派

寺
院
調
査
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
宗
派
を
超
え
た
調
査
で
あ
る
た
め
、
寺

院
を
と
り
巻
く
金
銭
の
様
態
を
教
団
横
断
的
に
把
握
し
、
運
営
実
態
の
一

般
的
傾
向
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
糸
口
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

仏
教
寺
院
に
お
け
る
収
入
は
、
宗
教
活
動
の
実
施
や
寺
院
施
設
の
維
持

管
理
、
住
職
や
そ
の
家
族
の
活
計
と
深
く
か
か
わ
る
テ
ー
マ
と
い
え
る
。

収
入
の
多
寡
が
寺
院
の
存
続
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
寺
院
の

経
済
状
況
を
多
宗
派
に
ま
た
が
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
分
析

葬
儀
が
一
部
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
葬
式
を
除
く
仏
事
が

中
止
ま
た
は
縮
小
化
し
、
次
世
代
檀
（
門
）
信
徒
と
の
関
係
が
取
り
結
ば

れ
な
い
こ
と
へ
の
危
機
感
が
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、「
葬
儀
の
簡
素
化
」
の
様
相
を
示
し
て
い
く
。
二
〇
二
〇
年
に

「
火
葬
場
で
の
読
経
の
み
」
の
葬
儀
を
行
な
っ
た
寺
院
は
、
檀
（
門
）
信

徒
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
割
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。「
葬
儀
に
立
ち
会

う
僧
侶
」
の
人
数
に
目
を
向
け
る
と
、
導
師
の
み
の
葬
儀
が
半
数
以
上
を

占
め
た
。
川
根
地
域
で
の
聞
き
取
り
か
ら
は
、
複
数
の
僧
侶
が
立
ち
会
う

伝
統
的
な
形
式
で
営
む
こ
と
に
重
き
を
置
く
僧
侶
と
、
経
済
的
・
葬
儀
規

模
な
ど
の
観
点
か
ら
僧
侶
は
一
人
の
み
で
良
い
と
す
る
遺
族
と
の
間
に
、

考
え
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
葬
儀
・
法
事
の
執
行
を

通
し
た
寺
院
間
で
の
相
互
扶
助
機
能
（「
お
互
い
様
の
意
識
」）
の
低
下
が

確
認
で
き
た
。

　

最
後
に
、「
新
た
な
葬
送
」
に
対
す
る
反
応
を
検
討
し
て
い
く
。「
送

骨
」
は
、
認
知
度
・
実
施
率
と
も
に
最
も
低
い
項
目
で
あ
っ
た
。「
オ
ン

ラ
イ
ン
葬
儀
・
法
要
」
は
、
二
割
弱
が
実
施
に
前
向
き
で
あ
っ
た
一
方

で
、
葬
送
領
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
慎
重
な
意
見
も
見
ら
れ
た
。「
派
遣

僧
侶
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
認
知
度
は
高
い
も
の
の
実
施
率
は
低
く
、「
実
施

す
る
つ
も
り
は
な
い
」
の
割
合
も
四
項
目
の
中
で
最
も
高
か
っ
た
。「
葬

儀
の
生
前
予
約
（
事
前
の
布
施
な
ど
）」
は
、
実
施
率
が
最
も
高
い
項
目

だ
っ
た
。
葬
儀
の
生
前
予
約
は
、
葬
儀
の
形
式
は
変
更
せ
ず
に
、
葬
儀
の

依
頼
主
を
死
に
ゆ
く
人
ま
で
拡
張
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
こ

か
ら
、
寺
院
は
全
く
新
し
い
試
み
を
始
め
る
よ
り
も
、
既
存
の
資
源
を
活

か
す
取
り
組
み
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

川
根
地
域
の
複
数
の
寺
院
に
お
い
て
は
現
在
、
寺
院
の
本
堂
を
会
場
に
葬
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入
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
も
同
様

の
傾
向
が
示
さ
れ
、
住
職
の
専
業
の
み
で
は
持
続
的
運
営
が
不
可
能
と
み

な
せ
る
収
入
規
模
の
寺
院
が
宗
派
を
問
わ
ず
多
数
分
布
し
て
い
る
可
能
性

を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
法
人
収
入
を
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
と
、
興
味
深
い

結
果
が
得
ら
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
時
点
か
ら
み
た
収
入
の
変
化
＝
増
減
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
減
少
が
五
割
弱
だ
っ
た
の
に
対
し
、
増
加
は
二
割
弱

で
あ
っ
た
。
で
は
、
ど
の
収
入
規
模
の
寺
院
に
変
化
が
著
し
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
収
入
区
分
か
ら
み
た
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
中
収
入
寺
院
（
収
入

規
模
五
〇
一
万
円
〜
一
千
万
円
）
で
減
少
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
減
少
し

た
金
額
幅
も
特
に
大
き
か
っ
た
。
中
収
入
寺
院
は
専
業
で
の
持
続
的
な
運

営
が
難
し
い
と
み
な
せ
る
収
入
規
模
で
あ
る
。
当
該
区
分
の
寺
院
を
中
心

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
儀
式
・
行
事
自
粛
等
の
影
響
を
受
け

て
、
法
人
収
入
が
低
下
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ら
結
果
を
踏
ま
え
て
寺
院
間
の
格
差
や
収
入
実
態
な
ど
の
経
済

状
況
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に
は
、
収
入
規
模
の
大
小
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
両
端
の
は
ざ
ま
に
あ
る
中
収
入
寺
院
、
特
に
寺
務
を
専
ら
と
し

兼
職
を
し
て
い
な
い
寺
院
の
運
営
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
で

あ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

相
澤　

秀
生

　

本
パ
ネ
ル
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
基
盤
研
究（
Ｃ
）人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
実
態
研
究
―
多
宗
派
の
ブ
ロ
ッ
ク
調
査
」（
代

表
・
相
澤
秀
生
、
研
究
課
題
・
領
域
番
号
：20K

00081

）
に
基
づ
く
成

す
る
こ
と
で
、
仏
教
寺
院
一
般
に
お
け
る
運
営
実
態
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
、
そ
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ

う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
本
発
表
で
は
法
人
収
入
、
お
よ
び
収
入
の
核
を

な
す
葬
儀
と
年
回
法
要
（
法
事
）
の
布
施
額
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
取
り
扱

い
、
現
代
寺
院
の
収
入
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
寺
院
の
収
入
源
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
回
答
寺
院
は
年
間
法
人

収
入
の
ほ
ぼ
全
て
を
宗
教
活
動
に
よ
っ
て
得
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
寺
院
を
支
え
る
宗
教
活
動
収
入
の
代
表
と
し
て
、
葬
儀
の
布
施
収

入
が
あ
る
。
調
査
で
は
五
年
間
に
お
け
る
葬
儀
布
施
の
平
均
額
を
回
答
し

て
も
ら
い
、
平
均
値
と
中
央
値
の
ほ
か
金
額
帯
ご
と
の
割
合
分
布
を
分
析

し
た
。
ま
た
、
年
回
法
要
（
法
事
）
の
布
施
の
平
均
額
に
つ
い
て
も
同
様

の
分
析
を
行
な
っ
た
。
金
額
帯
別
に
み
る
と
、
葬
儀
布
施
は
二
〇
万
円
〜

三
〇
万
円
未
満
が
三
割
強
だ
っ
た
が
、
一
〇
万
円
〜
二
〇
万
円
未
満
と
三

〇
万
円
〜
五
〇
万
円
未
満
も
そ
れ
ぞ
れ
三
割
弱
で
分
布
し
て
お
り
、
ば
ら

つ
き
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
法
事
布
施
は
、
三
万
円
〜
五
万
円
未

満
（
六
割
弱
）
と
一
万
円
〜
三
万
円
未
満
（
三
割
強
）
の
二
区
分
に
集
中

し
て
お
り
、
三
万
円
と
い
う
金
額
が
広
域
的
に
流
通
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　

次
に
法
人
収
入
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
調
査
で
は
二
〇
一
六
年
と
二
〇

二
〇
年
の
年
間
法
人
収
入
額
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
両
年
の
中
央
値
を

比
較
す
る
と
、
二
〇
二
〇
年
は
二
〇
一
六
年
よ
り
五
〇
万
円
低
い
値
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
四
つ
の
収
入
区
分
を
設
定
し
て
回
答
寺
院
の
収
入
を
振
り

分
け
た
と
こ
ろ
、
収
入
額
一
万
円
〜
五
〇
〇
万
円
の
低
収
入
寺
院
が
両
年

と
も
に
五
割
を
超
え
て
い
た
。
か
つ
て
報
告
者
は
、
二
〇
一
五
年
曹
洞
宗

宗
勢
総
合
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
同
宗
寺
院
の
お
よ
そ
六
割
が
低
収
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信
徒
の
一
部
、
他
寺
院
僧
侶
も
協
力
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
先
祖
供
養
」

に
関
連
す
る
も
の
だ
が
、
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、「
宗
祖
関
連
」「
祈
禱
、

除
災
求
福
な
ど
」
が
多
い
宗
派
（
系
統
）
が
あ
っ
た
点
を
強
調
し
て
お

く
。
法
話
・
説
教
も
大
多
数
で
実
施
し
て
い
る
が
、
実
施
し
て
い
な
い
寺

院
（
兼
務
や
檀
信
徒
ゼ
ロ
な
ど
）
も
あ
る
こ
と
、
檀
信
徒
以
外
の
対
外
的

な
活
動
が
低
調
で
、
寺
院
活
動
が
檀
信
徒
中
心
と
な
っ
て
い
る
点
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

磯
部
報
告
で
は
、
寺
院
に
お
け
る
葬
儀
・
法
事
の
現
状
、「
葬
儀
の
簡

素
化
」
の
様
相
、「
新
た
な
葬
送
」
へ
の
取
り
組
み
を
論
じ
た
。
葬
儀
件

数
は
曹
洞
宗
宗
勢
調
査
二
〇
一
五
年
の
結
果
と
同
水
準
だ
が
、
死
者
数
や

世
帯
数
の
増
減
な
ど
か
ら
み
て
、
年
間
の
葬
儀
件
数
は
減
少
し
た
の
だ
ろ

う
。「
火
葬
場
で
の
読
経
の
み
」
に
代
表
さ
れ
る
「
葬
儀
の
簡
素
化
」
も

進
ん
で
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
葬
儀
の
生
前
予
約
（
事
前
の
布
施
な

ど
）
に
関
心
が
集
ま
る
。
無
縁
の
人
び
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
取
り
組
み

は
広
が
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
比
べ
て
関
心
の
薄
い
（
各
宗
派
で
否
定

的
な
）
僧
侶
派
遣
サ
ー
ビ
ス
は
、
寺
院
経
済
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、

選
択
さ
れ
る
余
地
は
な
い
の
か
。
今
後
の
動
向
に
目
を
向
け
て
お
き
た

い
。

　

梶
報
告
で
は
、
寺
院
経
済
（
葬
儀
や
法
事
の
布
施
額
と
法
人
収
入
）
を

取
り
上
げ
た
。
葬
儀
・
法
事
の
布
施
額
、
法
人
収
入
は
東
海
で
高
く
近
畿

で
低
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
曹
洞
宗
宗
勢
調
査
二
〇
一
五
年
の
結

果
と
相
応
し
、
敷
衍
す
れ
ば
寺
院
経
済
は
超
宗
派
で
東
高
西
低
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
法
人
収
入
の
増
減
を
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で

比
較
す
る
と
、
寺
院
活
動
を
専
業
と
す
る
こ
と
が
難
し
い
（
兼
職
の
必
要

も
あ
る
）「
中
収
入
寺
院
」
で
減
少
の
割
合
が
高
く
、
減
少
額
の
幅
も
大

果
報
告
で
あ
る
。
人
口
減
少
下
に
あ
る
日
本
社
会
で
は
、
寺
院
を
支
え
て

き
た
昭
和
一
桁
、
団
塊
の
世
代
の
人
び
と
が
多
く
死
去
す
る
時
代
を
迎

え
、
代
々
の
寺
檀
関
係
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
寺
院

関
係
者
は
寺
院
存
続
に
危
機
を
募
ら
せ
、
宗
教
社
会
学
の
分
野
で
も
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
実
態
に
つ
い
て
、
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ

る
。
そ
こ
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
寺
院
の
兼
務
・
無
住
化
が
加
速
す
る
甲

信
越
・
東
海
・
近
畿
地
方
に
立
地
す
る
寺
院
三
千
ヶ
寺
を
対
象
と
し
た
質

問
紙
調
査
を
実
施
し
、
補
完
調
査
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
静
岡

県
）
を
行
な
っ
た
。
調
査
票
は
多
段
無
作
為
抽
出
で
二
〇
二
一
年
六
月
に

送
付
（
返
送
期
限
は
同
年
七
月
末
）
し
、
五
七
二
票
を
回
収
し
た
（
回
収

率
一
九
・
〇
％
）。
う
ち
、
三
八
票
が
無
効
票
で
あ
る
。
有
効
回
答
は
五
三

四
票
（
有
効
回
答
率
九
三
・
四
％
）
で
、
統
計
的
に
一
定
の
サ
ン
プ
ル
数

を
確
保
し
た
。
地
域
、
宗
派
、
男
女
な
ど
、
回
答
に
大
き
な
偏
り
が
な
い

こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
本
パ
ネ
ル
の
各
報
告
は
、
主
に
こ
の
質
問
紙
調

査
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
要
点
と
注
目
点
を
代
表
者
の
視
点
で
ま
と
め

て
お
こ
う
（
詳
細
は
各
報
告
の
要
旨
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

中
條
報
告
で
は
、
寺
院
の
属
性
や
檀
信
徒
数
、
檀
信
徒
へ
の
対
応
を
題

材
と
し
、
寺
院
の
性
格
や
特
徴
を
地
域
論
的
・
空
間
論
的
に
論
じ
た
。
寺

院
の
大
部
分
は
本
務
寺
院
で
、「
先
祖
供
養
」
に
よ
る
「
檀
家
寺
」
で
あ

る
。
檀
徒
戸
数
一
五
〇
戸
以
下
の
小
規
模
寺
院
が
七
割
以
上
を
占
め
、
檀

信
徒
の
居
住
地
分
布
か
ら
寺
院
を
「
門
前
型
」「
分
散
型
」「
混
合
型
」
に

区
分
し
て
分
析
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
で
地
域
別
に
檀
信
徒
増
減

の
差
異
が
み
ら
れ
る
点
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

　

川
又
報
告
で
は
、
教
化
活
動
（
年
中
行
事
・
法
要
と
法
話
・
説
教
）
を

取
り
上
げ
た
。
年
中
行
事
・
法
要
は
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
で
行
な
わ
れ
、
檀
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寺
院
経
営
と
護
持
の
展
望 

│
│ 

布
施
・
寄
付
・
会
費 

│
│

代
表
者　

深
水
顕
真

司
会　

櫻
井
義
秀

布
施
の
構
造 

│
│ 

対
価
・
贈
与
・
喜
捨 

│
│

深
水　

顕
真

一　

問
題
設
定

　
「
葬
儀
の
お
布
施
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
こ
れ
は
あ
る
住
職
か
ら
聞

か
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
単
な
る
布
施
の
多
寡
で
は
な
く
、
布
施
自
体
が
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
本
発
表
は
、
こ
の
発
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

あ
る
地
域
の
複
数
の
寺
院
住
職
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
で
、
一
、

布
施
の
現
状
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
二
、
布
施
の
構
造
、
お
よ
び
三
、「
喜

捨
」
に
よ
る
寺
院
護
持
の
可
能
性
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
の
調
査
対
象
は
、
広
島
県
北
部
の
人
口
二
千
六
百
人
を
抱
え
る

過
疎
高
齢
地
帯
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
篤
信
地
域
で
も
あ
り
、
浄
土
真
宗

の
寺
院
の
み
七
ヶ
寺
が
存
在
す
る
。
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
う
ち
、
五
ヶ

寺
の
住
職
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
あ
え
て
地
域
を
限
定
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
そ
の
宗
教
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
と

考
え
た
。

二　

布
施
の
構
造

　

一
連
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
次
の
三
点
が
分
か
っ
た
。
葬
儀
の
布

施
は
「
野
布
施
」
や
「
お
足
袋
料
」
と
呼
ば
れ
る
交
通
費
と
、
後
日
行
わ

れ
る
「
お
礼
参
り
」
や
「
永
代
経
」
の
二
種
類
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
。

「
野
布
施
」
に
つ
い
て
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、「
お
礼
参
り
」
に
つ
い
て

き
か
っ
た
。
寺
院
構
成
員
の
就
業
状
況
か
ら
、
そ
の
内
実
を
詳
細
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

各
報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
葬
儀
・
法
事
、
寺
院
経
済
の
問
題
に
関

心
が
集
ま
り
、
今
後
の
将
来
予
測
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
っ

た
。
質
疑
を
通
じ
、
宗
派
性
や
地
域
性
を
よ
り
意
識
し
つ
つ
、
檀
信
徒
や

地
域
住
民
ら
の
認
識
に
も
関
心
を
向
け
、
複
合
的
な
観
点
か
ら
考
察
を
深

め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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の
対
価
で
は
な
く
、
共
同
体
内
の
体
系
か
ら
の
義
務
的
「
贈
与
」
で
も
な

い
「
消
費
・
蕩
尽
」
を
、
現
世
の
合
理
性
に
対
抗
す
る
き
わ
め
て
宗
教
的

な
行
為
と
位
置
付
け
て
い
る
。

四　

喜
捨
に
よ
る
寺
院
護
持
の
可
能
性

　

本
調
査
か
ら
は
、
布
施
の
持
つ
三
相
の
構
造
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
寺
院
を
護
持
し
て
き
た
布
施
の
本
体
と
い
う
べ

き
「
贈
与
」
部
分
が
共
同
体
の
崩
壊
で
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
宗
教
行
為
と
し
て
の
「
喜
捨
」
に
つ
い
て
は
、
寺
院
護
持
へ
今
後
の
寄

与
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
宗
教
行
為
と
し
て
の
「
喜

捨
」、
つ
ま
り
「
消
費
・
蕩
尽
」
の
対
象
と
し
て
、
地
域
の
寺
院
が
そ
の

受
け
皿
と
な
り
得
る
の
か
、
そ
の
条
件
等
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

お
寺
へ
の
遺
贈
寄
付
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
実
態
調
査

松
本　

紹
圭

　

後
継
者
の
い
な
い
家
庭
や
身
寄
り
の
な
い
単
身
者
が
増
え
る
中
、
各
地

の
寺
院
は
い
よ
い
よ
、
世
代
を
超
え
て
地
域
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
の
役
割

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
寺
や
住
職
が
信
頼
度
の
高
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
「
遺
贈
寄
付
」
の
受
け
先
と
な
り

得
る
か
。
お
寺
の
経
営
塾
「
未
来
の
住
職
塾
」
参
加
者
十
八
名
の
住
職
、

副
住
職
を
対
象
に
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

国
内
に
お
け
る
「
遺
贈
寄
付
」
の
件
数
は
、
七
八
〇
件
と
過
去
十
年
で

約
二
倍
に
増
え
て
い
る
（『
寄
付
白
書2021

』）。
遺
贈
寄
付
と
は
、
遺
産

を
遺
言
書
に
よ
っ
て
相
続
人
以
外
に
贈
る
遺
贈
や
、
遺
言
書
は
な
い
も
の

の
、
相
続
人
が
相
続
し
た
財
産
の
中
か
ら
社
会
貢
献
団
体
等
へ
寄
付
す
る

は
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行 

っ
た
複
数
の
住
職
の
見
解
と
し
て
、「
葬
儀
の
対
価
と
さ
れ
て
い
る
」
や

「
お
布
施
の
意
味
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
否
定
的
見
解
が
見
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
『
贈
与
論
』

を
も
と
に
ま
と
め
る
と
、
葬
儀
執
行
の
対
価
に
つ
い
て
は
維
持
さ
れ
て
い

る
が
、「
贈
与
」
と
分
類
で
き
布
施
の
本
体
部
分
「
お
礼
参
り
」
等
に
つ

い
て
は
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

対
価
・
贈
与
・
喜
捨

　

モ
ー
ス
の
議
論
に
よ
れ
ば
贈
与
と
は
共
同
体
内
の
体
系
が
生
み
出
す
、

名
誉
と
権
威
に
つ
な
が
る
義
務
的
行
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
施
主
は
自
ら
の

財
産
を
贈
与
す
る
こ
と
で
共
同
体
内
に
位
置
を
獲
得
す
る
。
一
方
で
住
職

も
、
自
ら
の
人
生
を
賭
し
て
信
仰
と
向
き
合
い
、
対
価
を
越
え
て
葬
儀
を

執
行
す
る
。
そ
う
し
た
住
職
か
ら
の
贈
与
も
名
誉
と
権
威
の
源
泉
と
な
っ

て
く
る
。

　

し
か
し
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
伴
っ
て
共
同
体
内
の
体
系
が
共
有
さ
れ

な
い
「
伝
わ
っ
て
い
な
い
」
結
果
、
布
施
を
支
え
る
贈
与
の
体
系
が
崩
壊

し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
方
、
複
数
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
「
贈
与
」
を
超
え
る
も
う
一
段

深
層
の
「
喜
捨
」
の
層
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
内
の
「
相
場
」

感
を
大
き
く
超
え
た
匿
名
の
寄
付
行
為
な
ど
で
あ
る
。
モ
ー
ス
は
こ
う
し

た
共
同
体
内
の
互
酬
性
を
越
え
た
消
費
行
為
を
「
喜
捨
」
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。

　

こ
の
「
喜
捨
」
の
議
論
を
よ
り
押
し
す
す
め
た
の
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

バ
タ
イ
ユ
で
あ
り
「
消
費
・
蕩
尽
」
の
概
念
で
あ
る
。
バ
タ
イ
ユ
は
直
接
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を
み
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
遺
贈
寄
付
の
受
け
入
れ
経
験
の
あ
る
寺
院
ほ
ど
寺

院
・
宗
派
関
係
者
へ
の
信
頼
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
お
寺
へ
の
遺
贈
寄
付
の
相
関
関
係
に
か
か
る
仮
説
に
つ
い
て

は
、
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寺
院
の
一
般
的
信
頼

度
は
日
本
人
平
均
よ
り
高
く
、
特
定
化
信
頼
度
は
日
本
人
平
均
に
近
い
傾

向
を
示
し
た
。
自
由
記
載
の
回
答
か
ら
は
、
受
け
取
る
遺
贈
は
「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
還
元
し
た
い
」「
遺
贈
者
の
意
思
を
形
に
」「
寺
院
の
維
持

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
た
め
に
使
い
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ

え
、
一
般
的
信
頼
度
の
高
さ
が
窺
え
た
。

　

今
後
、
調
査
対
象
や
調
査
方
法
を
精
査
、
検
討
す
る
こ
と
で
、
現
状
に

つ
い
て
も
別
の
見
方
が
出
て
き
う
る
か
可
能
性
を
探
り
た
い
。
ま
た
、
社

会
の
遺
贈
先
と
し
て
寺
院
が
選
ば
れ
る
に
は
、
税
務
や
法
務
に
つ
い
て
の

知
識
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
な
ど
、
よ
り
実
務
的
な
要
素
も
必
要

と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

寺
院
の
護
持
状
況
に
つ
い
て 

│
│ 

本
願
寺
派
宗
勢
基
本
調
査
の
結
果
か
ら 

│
│

長
岡　

岳
澄

　

本
発
表
で
は
、
寺
院
の
護
持
状
況
、
特
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
の

護
持
状
況
に
つ
い
て
、
本
願
寺
派
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
十
回
宗
勢
基

本
調
査
の
結
果
か
ら
考
察
し
、
特
に
、
広
島
県
、
本
願
寺
派
の
備
後
教

区
・
安
芸
教
区
の
護
持
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　
「
宗
勢
基
本
調
査
」
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
宗
派
所
属
の
寺
院
の

実
態
を
把
握
し
、
宗
務
へ
反
映
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
あ
り
、

こ
と
を
指
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
、
人
々
の
つ
な
が
り
や
信
頼
関
係
を
資
本
と
し
て
捉
え
る

概
念
）
が
蓄
積
さ
れ
た
地
域
社
会
で
は
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
見
守

り
が
活
性
化
し
、
結
果
と
し
て
、
出
生
率
向
上
、
犯
罪
発
生
率
低
下
、
災

害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
い
っ
た
地
域
社
会
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。

　

本
調
査
で
は
、
対
象
と
な
る
寺
院
（
住
職
ま
た
は
副
住
職
）
に
対
し
、

遺
贈
寄
付
の
認
知
度
、
受
け
入
れ
経
験
、
期
待
度
の
ほ
か
、
実
際
に
受
け

入
れ
経
験
の
あ
る
寺
院
に
対
し
て
は
、
件
数
、
金
額
、
寄
付
者
と
の
関
係

性
、
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
経

済
学
者 

稲
葉
陽
二
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
成
要
素
と
な

る
「
信
頼
」
に
つ
い
て
、
社
会
全
般
に
対
す
る
「
一
般
的
信
頼
」
と
特
定

の
個
人
に
対
す
る
「
特
定
化
信
頼
」
に
分
類
し
、
一
般
的
信
頼
は
「
開
い

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
一
般
的
互
酬
性
」
に
、
特
定
化
信
頼
は
「
閉
じ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
特
定
化
互
酬
性
」
に
影
響
が
あ
る
と
す
る
。

　

寺
院
へ
の
遺
贈
寄
付
に
お
い
て
は
「
一
般
的
信
頼
」「
特
定
化
信
頼
」

の
い
ず
れ
も
存
在
し
、
寺
院
を
公
共
的
な
存
在
と
み
な
し
、
現
世
的
な
見

返
り
を
求
め
ず
に
寄
付
す
る
場
合
は
「
一
般
的
信
頼
」、
檀
家
ま
た
は
相

続
人
か
ら
、
家
系
の
墓
地
の
保
護
管
理
を
求
め
ら
れ
る
場
合
は
「
特
定
化

信
頼
」
の
度
合
い
が
強
い
と
い
え
る
。
人
が
寄
付
行
動
を
起
こ
す
と
き
、

一
般
的
信
頼
度
の
高
さ
が
関
係
す
る
こ
と
を
参
照
し
（
二
〇
〇
八
年 

日

本
総
研
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）、
本
調
査
で
は
、
対
象
者
の
一
般
的
信
頼
度
、

特
定
化
信
頼
度
、
各
関
係
者
と
の
つ
き
あ
い
の
頻
度
や
手
段
か
ら
、
寺
院

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
さ
と
遺
贈
寄
付
と
の
関
係
性
の
相
関
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備
後
一
七
・
三
％
、
安
芸
一
〇
・
〇
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の

主
観
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
備
後
教
区
は
全
体
の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
り
、
安
芸
教
区
、
広
島
県
で
み
る
と
、
全
体
よ
り
は
や
や
護
持
が
安

定
し
て
い
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
寺
院
収
入
、
門
徒
戸

数
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
広
島
県
、
備
後
・
安
芸
教
区
の
特
色
と
し
て
、
寺
院
護
持
の

た
め
の
会
費
を
集
め
て
い
な
い
、
集
め
て
い
て
も
少
額
で
あ
る
と
い
う
傾

向
が
見
ら
れ
た
。「
寺
院
や
宗
門
の
護
持
の
た
め
に
、
門
信
徒
か
ら
護
持

費
用
を
集
め
て
い
ま
す
か
。
集
め
て
い
る
場
合
は
、
一
戸
平
均
の
年
額
を

答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
の
設
問
に
つ
い
て
、「
集
め
て
い
な
い
」
が
全
体

で
一
七
・
五
％
、「
五
千
円
未
満
」
が
全
体
で
二
七
・
七
％
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
広
島
県
で
は
二
七
・
四
％
と
五
四
・
三
％
、
備
後
教
区
で
は
一

一
・
一
％
と
五
四
・
四
％
、
安
芸
教
区
で
は
三
四
・
六
％
と
五
二
・
二
％
と
な

っ
て
い
る
。「
集
め
て
い
な
い
」「
五
千
円
未
満
」
を
合
わ
せ
た
割
合
と
し

て
は
、
広
島
県
は
全
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
く
、
ま
た
、
安
芸
教
区
は

全
教
区
の
中
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

広
島
県
、
備
後
教
区
、
安
芸
教
区
は
、
寺
院
護
持
と
い
う
点
で
は
、
全

体
と
同
様
、
も
し
く
は
安
定
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
護
持
を
支

え
る
収
入
で
は
、
護
持
会
費
の
割
合
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
、
葬
儀
や
年
回
な
ど
の
お
参
り
の
布
施
に
よ
っ
て
寺
院
が
護
持
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
願
寺
派
で
は
、
二
〇
二
一
年
に
第
十
一
回
宗
勢
基
本
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
も
含
め
継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

第
十
回
調
査
は
、
本
願
寺
派
全
寺
院
を
対
象
と
し
て
二
〇
一
五
年
に
実
施

さ
れ
た
。
第
十
回
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
二
〇
一
八
年
の
宗
教
学
会
に

お
い
て
「
パ
ネ
ル
発
表　

真
宗
寺
院
に
お
け
る
寺
院
の
現
状
と
展
望
―
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
宗
勢
基
本
調
査
よ
り
―
」
の
中
で
「
第
十
回
宗
勢
基
本

調
査
か
ら
み
る
寺
院
の
護
持
に
つ
い
て
」
と
し
て
考
察
を
加
え
た
が
、
そ

の
結
果
、
寺
院
の
護
持
に
は
、
経
済
的
要
因
が
影
響
し
て
お
り
、
寺
院
収

入
と
い
っ
た
経
済
的
要
因
に
は
、
門
徒
戸
数
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改

め
て
認
め
ら
れ
た
。
門
徒
戸
数
の
多
少
に
よ
っ
て
、
葬
儀
や
年
忌
の
回
数

に
違
い
が
あ
り
、
結
果
、
寺
院
収
入
、
寺
院
護
持
に
影
響
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
葬
儀
や
年
忌
に
お
け
る
布
施
が
寺
院
収

入
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
地
域
に
お
け
る
差
異
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
ご
と
の
分
析
、
検

討
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
発
表
に
お
い
て
は
、
地
域
の
検
討
と
し
て
、
特
に
、
広
島
県
、
本
願
寺

派
の
備
後
教
区
、
広
島
教
区
に
お
け
る
寺
院
護
持
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

回
答
数
は
、
広
島
県
で
五
〇
五
票
、
備
後
教
区
一
七
三
票
、
安
芸
教
区
三

五
三
票
で
あ
っ
た
。

　

寺
院
護
持
に
つ
い
て
の
設
問
「
こ
の
寺
院
の
活
動
で
得
ら
れ
る
収
入

で
、
寺
院
を
護
持
・
運
営
で
き
ま
す
か
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
選
択
肢

「
十
分
護
持
・
運
営
で
き
る
」
が
全
体
九
・
〇
％
、
広
島
県
一
一
・
一
％
、

備
後
教
区
八
・
一
％
、
安
芸
教
区
一
二
・
五
％
、
選
択
肢
「
な
ん
と
か
護

持
・
運
営
で
き
る
」
が
全
体
四
一
・
二
％
、
広
島
四
六
・
九
％
、
備
後
四
一
・

六
％
、
安
芸
四
八
・
一
％
、「
護
持
・
運
営
は
き
び
し
い
」
が
全
体
三
三
・

〇
％
、
広
島
三
〇
・
〇
％
、
備
後
三
二
・
九
％
、
安
芸
二
九
・
三
％
、「
ま
っ

た
く
護
持
・
運
営
で
き
な
い
」
が
全
体
一
六
・
八
％
、
広
島
一
一
・
九
％
、
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都
市
圏
や
地
方
中
核
都
市
に
お
け
る
大
規
模
寺
院
は
葬
儀
件
数
や
墓
苑

造
成
で
「
多
死
社
会
」
に
適
応
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
が
、
残
り
の
条
件
不

利
地
域
に
あ
る
中
小
規
模
の
寺
院
は
現
住
職
以
降
は
兼
務
寺
院
と
な
る

か
、
次
世
代
の
住
職
が
別
の
仕
事
を
持
つ
か
、
ま
っ
た
く
新
し
い
寺
院
の

あ
り
方
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
寺
院
仏
教
は
ど
う
し
た
ら
生
き
残
れ

る
か
。
減
少
著
し
い
月
命
日
・
祥
月
命
日
の
お
参
り
や
年
忌
法
要
を
増
や

す
、
布
施
や
護
持
会
費
の
金
額
を
上
げ
る
、
寺
に
遺
贈
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
そ
の
仕
組
み
を
学
習
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
困
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を

鑑
み
る
に
、
抜
本
的
な
発
想
の
転
換
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

三　

寺
院
に
と
っ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
誰
か
？

　

こ
れ
ま
で
の
寺
院
仏
教
に
お
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
①
宗
門
②

檀
信
徒
③
葬
祭
業
者
な
ど
固
定
層
で
あ
り
、
住
職
は
そ
の
意
向
を
汲
み
な

が
ら
寺
院
の
護
持
・
運
営
・
教
化
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
。
社
会
的
交
換

論
で
言
え
ば
限
定
交
換
で
あ
る
。
こ
の
限
界
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
一
般
交
換
を
目
指
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
そ
れ
し

か
活
路
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
寺
院
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一

員
と
位
置
付
け
、
一
般
社
会
の
中
で
不
特
定
多
数
の
人
々
の
求
め
に
応

じ
、
不
特
定
多
数
の
人
々
か
ら
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
の
構
築
で
あ

る
。

　

以
上
は
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
示
に
留
ま
る
の
で
、
パ
ネ
ル
の
議
論
や
今
後

の
論
考
で
再
論
し
た
い
。

変
動
期
・
変
革
期
に
お
け
る
寺
院
仏
教
の
運
営
基
盤

櫻
井　

義
秀

一　

政
治
不
信
・
宗
教
不
信
の
時
代
の
到
来

　

現
代
日
本
に
お
い
て
宗
教
を
論
じ
る
場
合
、
七
月
八
日
の
安
倍
晋
三
元

首
相
の
銃
撃
事
件
と
統
一
教
会
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
は
私
自
身
、
二
〇
一
〇
年
に
中
西
尋
子
氏
と
『
統
一
教
会
―
日

韓
宣
教
の
戦
略
と
韓
日
祝
福
」（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
を
刊
行
し
た
な

ど
、
統
一
教
会
問
題
を
三
十
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
か
ら
言
う
の

で
は
な
い
。
一
九
九
五
年
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
同
様
の
宗
教
不
信
が

強
ま
り
、
伝
統
宗
教
と
新
宗
教
共
に
布
教
の
停
滞
と
信
者
数
の
減
少
に
直

面
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
統
一
教
会
で
は
霊
感
商
法
と

高
額
献
金
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
霊
感
・
霊
能
に
宗
派
仏
教
の
半
数

は
関
わ
る
し
、
布
施
・
献
金
は
寺
院
護
持
の
要
で
す
ら
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
日
本
仏
教
と
し
て
「
宗
教
の
あ
り
方
」
に
見
解
を
示
せ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
も
っ
て
「
布
施
・
寄
付
・
会
費
」
の
問
題

が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

二　

寺
院
仏
教
は
社
会
変
動
の
趨
勢
を
捉
え
て
い
る
の
か
？

　

寺
檀
制
度
を
危
機
に
陥
れ
る
根
本
的
な
社
会
変
動
の
要
因
は
地
域
の
人

口
減
少
だ
け
で
は
な
い
。
①
家
族
の
構
造
変
動
（
世
代
を
継
ぐ
核
家
族
か

ら
世
代
ご
と
に
切
れ
て
し
ま
う
夫
婦
世
帯
や
単
独
世
帯
の
増
大
）、
②
右

肩
上
が
り
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
で
葬
儀
・
法
事
の
執
行
や
墓
地
の
造
営
に
お

い
て
余
裕
の
あ
っ
た
世
代
か
ら
、
右
肩
下
が
り
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
で
生
活

が
窮
乏
化
し
仏
事
の
余
裕
が
な
い
世
代
へ
の
変
化
、
③
家
族
や
地
域
に
埋

め
込
ま
れ
た
宗
教
文
化
を
尊
重
す
る
世
代
か
ら
個
人
と
し
て
の
生
き
方
を

重
視
す
る
脱
埋
め
込
み
世
代
へ
の
変
化
、
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
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な
か
っ
た
。
さ
ら
に
布
施
、
寄
付
、
会
費
は
、
地
域
的
な
背
景
や
、
宗

教
・
宗
派
の
教
義
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ら
に
通

底
す
る
一
般
論
と
し
て
の
議
論
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
ま
ず
深
水
が
行
っ
た
住
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
、
松
本
が
行
っ
た
遺
贈
寄
付
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
長
岡
が

担
当
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
勢
基
本
調
査
に
基
づ
く
統
計
分
析
等
そ

れ
ぞ
れ
の
調
査
に
基
づ
く
発
表
を
行
い
、
布
施
、
寄
付
、
会
費
の
量
と
質

の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
櫻
井
は
三
者
の
発
表
を
受

け
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
寺
院
像
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
い
、
発
表
の

ま
と
め
と
し
た
。
具
体
的
な
発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
発
表
者
そ
れ
ぞ
れ

の
要
旨
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

パ
ネ
ル
後
半
で
は
、
発
表
者
間
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

「
寺
院
の
信
頼
感
」
や
「
宗
門
の
役
割
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、「
信
頼
感
に
は
住
職
の
日
ご
ろ
の
活
動
や
資
質
が
影
響
す
る
」

と
い
っ
た
意
見
や
、「
宗
門
の
存
在
は
教
学
や
人
材
育
成
に
お
い
て
有
益

で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
に
端
を
発
す
る
旧
統

一
教
会
の
一
連
の
騒
動
に
関
連
し
て
、
伝
統
的
仏
教
教
団
の
価
値
が
再
認

識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
発
表
者
そ
れ
ぞ
れ

が
応
答
し
た
。

　

本
パ
ネ
ル
を
通
し
て
、
人
口
の
減
少
に
代
表
さ
れ
る
社
会
変
容
の
中
で

の
寺
院
護
持
の
困
難
さ
が
明
確
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
は
、
既
成
の

価
値
観
や
伝
統
性
を
抱
え
る
寺
院
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
適
応
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

深
水　

顕
真

　

人
口
の
減
少
は
、
寺
院
経
営
と
護
持
に
直
結
す
る
課
題
で
あ
る
。『
人

口
減
少
社
会
と
寺
院
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
座
か
ら
―
』（
櫻

井
義
秀
・
川
又
俊
則
編　

二
〇
一
六　

法
藏
館
）
で
は
、
人
口
減
少
が
寺

院
の
活
動
に
与
え
る
影
響
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
資
本
）

と
し
て
の
寺
院
の
可
能
性
に
多
面
的
な
議
論
を
提
供
し
た
。

　

確
か
に
人
口
の
減
少
に
伴
っ
て
、
寺
院
活
動
の
主
た
る
担
い
手
と
な
る

檀
信
徒
の
軒
数
は
減
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
寺
院
の
「
総
収
入
」
は
量
的
に

減
少
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
総
収
入
」
と
は
、
拝
観
料
や
不
動

産
収
入
な
ど
の
例
外
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
檀
信
徒
に
よ
る
布
施
、
寄

付
、
そ
し
て
会
費
で
あ
り
、
現
在
の
大
多
数
の
寺
院
が
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

経
営
、
護
持
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
社
会
構
造
の
変
化
が
寺
院
の
「
総
収
入
」
の
質
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
な
議
論
が
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
。
本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、「
総
収
入
」
を
構
成
す
る
布
施
、

寄
付
、
会
費
と
い
っ
た
寺
院
経
営
と
護
持
の
基
盤
が
、
人
口
減
少
と
い
う

社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
量
と
質
の
両

面
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
「
宗
勢
基
本
調
査
」
に
代
表
さ
れ
る
教
団
が
行

う
俯
瞰
的
な
統
計
調
査
は
、
布
施
、
寄
付
、
会
費
の
量
的
な
変
化
を
と
ら

え
る
上
で
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
質
的
な
部
分
に
つ
い
て
の
議

論
は
、
個
別
の
寺
院
の
収
入
状
況
や
檀
信
徒
の
個
人
情
報
と
密
接
に
関
係

す
る
た
め
、
新
田
光
子
に
よ
る
「
あ
る
真
宗
寺
院
の
経
済
事
情
」（『
ソ
シ

オ
ロ
ジ
』
30
巻
２

号　

一
九
八
五
）
等
に
限
定
さ
れ
充
分
に
行
わ
れ
て
こ
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史
学
者
の
ジ
ェ
リ
ー
・
Ｚ
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
こ
れ
を
「
測
定
執
着
」
と
呼
ん

で
い
る
。

　

現
代
の
人
工
知
能
（
こ
こ
で
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
機
械
学
習

を
行
い
、
人
々
を
分
類
し
た
り
評
価
す
る
こ
と
に
使
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

指
す
）
の
隆
盛
は
こ
の
文
化
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
文
化

を
ま
す
ま
す
強
化
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
人
間
は
も

っ
ぱ
ら
リ
ス
ク
の
源
泉
と
し
て
見
ら
れ
、「
公
平
」
で
「
客
観
的
」
な
人

工
知
能
を
使
っ
て
そ
の
リ
ス
ク
を
見
積
も
り
回
避
す
る
こ
と
が
組
織
の
管

理
者
の
義
務
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
人
工
知
能

は
、
し
ば
し
ば
キ
ャ
シ
ー
・
オ
ニ
ー
ル
が
「
数
学
破
壊
兵
器
」
と
呼
ぶ
、

社
会
に
と
っ
て
有
害
で
不
公
正
な
シ
ス
テ
ム
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
人
工
知
能
の
す
べ
て
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。
科
学
的
管
理

法
と
同
様
に
、
人
工
知
能
に
も
使
う
べ
き
と
こ
ろ
と
使
う
べ
き
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
先
、
人
工
知
能
が
様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
て

い
く
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
現
在
た
だ
で
さ
え
行
き
過
ぎ
て
い
る
測
定
執
着

を
一
層
強
化
し
、
さ
ら
に
は
予
測
執
着
、
リ
ス
ク
分
析
執
着
の
文
化
を
醸

成
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
流
れ
を
み
れ
ば
必
然
的
に
思
わ

れ
る
。
そ
の
中
で
、
人
間
を
バ
イ
ア
ス
の
源
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
価

値
の
源
泉
と
み
な
す
、
そ
し
て
人
間
の
無
限
の
可
能
性
を
称
揚
す
る
人
文

学
的
な
人
間
観
が
完
全
に
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

不
死
と
Ａ
Ｉ

冲
永　

宜
司

　

技
術
の
進
歩
は
人
間
の
欲
求
を
実
現
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
人
間
の
意
識
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
不
死

情
報
と
生
命 

│
│ 

未
来
の
宗
教
の
役
割
を
展
望
し
て 

│
│

代
表
者
・
司
会　

冲
永
宜
司

人
工
知
能
と
二
つ
の
文
化

久
木
田
水
生

　

物
理
学
者
で
作
家
で
も
あ
っ
た
Ｃ
・
Ｐ
・
ス
ノ
ー
は
一
九
五
九
年
に

「
二
つ
の
文
化
と
科
学
革
命
」
と
題
さ
れ
た
講
演
を
行
な
い
、「
二
つ
の
文

化
」、
つ
ま
り
自
然
科
学
と
人
文
学
の
領
域
が
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
近
代
を
特
徴
づ
け
る
方
法
は
様
々
あ
る
が
、
一
つ
の

見
方
と
し
て
、
自
然
科
学
の
台
頭
に
よ
っ
て
人
文
学
の
地
位
が
相
対
的
に

低
下
し
て
い
っ
た
時
代
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
科
学
は
主
に
自
然

現
象
を
扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
の
勢
力
を
人
文
学
の
対
象
、
す

な
わ
ち
人
間
や
人
間
の
活
動
、
そ
の
所
産
に
ま
で
広
げ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
「
科
学
的
管
理
法
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
世

紀
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
の
工
学
者
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
・
テ

イ
ラ
ー
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
工
業
生
産
の
過
程
を
細
か
い
要
素
に
分
解

し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
お
い
て
労
働
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
定

量
的
に
測
定
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
生
産
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
次
第
に
工
業
以
外
に
も
多
く
の
分
野
に
浸
透
し
て

い
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
手
法
は
例
え
ば
教
育
や
行
政
な
ど
、
定
量
的
に
成
果
を
測

定
す
る
こ
と
が
困
難
な
領
域
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
良
く
な
い
結
果
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
々
は
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
人
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
測
定
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
。
歴
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同
士
の
よ
う
な
闘
争
を
激
化
さ
せ
る
意
味
は
究
極
的
に
は
な
く
な
る
と
考

え
る
立
場
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
肉
体
を
牢
獄
と
し
て
見
な
す
プ
ラ
ト
ン
的

な
視
点
か
ら
は
、
闘
争
の
よ
う
な
苦
し
み
は
牢
獄
で
あ
る
肉
体
の
拘
束
に

由
来
す
る
に
過
ぎ
ず
、
も
は
や
肉
体
を
離
れ
た
純
粋
な
精
神
が
い
ま
だ
闘

争
に
拘
束
さ
れ
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
モ
ア
が
将
来
の
ス
ー
パ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
理
想
と
す
る
、
究

極
の
認
知
能
力
を
備
え
た
ハ
イ
パ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
、
拡
大
を
欲

求
す
る
自
己
自
身
に
つ
い
て
も
完
全
な
知
識
を
所
持
す
る
。
つ
ま
り
自
ら

を
満
足
さ
せ
完
成
さ
せ
る
最
適
な
方
法
を
も
知
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
そ

の
場
合
、
拡
大
欲
求
自
体
に
は
根
拠
が
無
か
っ
た
こ
と
の
自
己
知
、
つ
ま

り
無
知
の
知
に
は
到
ら
な
い
の
か
。
完
全
な
る
知
は
、
自
ら
の
根
拠
の
不

在
を
も
知
る
こ
と
で
自
身
の
全
体
を
も
転
換
さ
せ
得
る
構
造
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

次
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
一
体
化
し
た
意
識
の
転
換
を
描
く
立
場
と
し

て
は
、
過
去
の
全
生
命
の
経
験
を
内
に
含
む
に
到
っ
た
精
神
が
宇
宙
全
体

を
満
た
す
オ
メ
ガ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
、
フ
ラ
ン
ク
・
テ
ィ
プ
ラ
ー
の

思
想
が
あ
る
。
こ
の
精
神
は
、
宇
宙
を
満
た
す
ゆ
え
に
そ
れ
以
上
の
外
部

が
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
そ
れ
は
、
自
己
に
足
り
ず
に
外
部
に
求
め

る
と
い
う
欲
求
状
態
の
条
件
と
は
正
反
対
の
境
地
に
達
し
て
い
る
。
実

際
、
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
に
お
け
る
進
化
の
最
終
段
階
で
も
、
究
極
ま
で
機
械

化
さ
れ
宇
宙
全
体
に
行
き
渡
る
精
神
で
は
も
は
や
何
か
と
争
う
こ
と
が
記

さ
れ
な
い
。
そ
し
て
テ
ィ
プ
ラ
ー
の
オ
メ
ガ
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
自
己
の

外
部
の
不
在
で
は
、
苦
痛
や
闘
争
の
消
滅
に
加
え
、
歓
喜
の
訪
れ
を
導
く

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
機
械
化
さ
れ
た
精
神
が
起
こ
す
闘
争
状
態
を
悲
観

論
だ
と
す
れ
ば
、
テ
ィ
プ
ラ
ー
は
闘
争
と
い
う
精
神
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て

の
欲
求
を
実
現
す
る
試
み
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
技
術
を
介
し
た
欲
求
の

拡
大
は
際
限
な
く
続
き
、
そ
の
結
果
欲
求
す
る
主
体
同
士
の
争
い
も
過
激

化
す
る
懸
念
は
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
反
対
に
、
主
体
の
拡
大
欲

求
が
自
ら
質
的
に
転
換
す
る
事
態
に
到
る
と
い
う
推
測
も
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
こ
こ
で
は
特
に
後
者
に
つ
い
て
、
現
代
の
思
想
運
動
の
中
か
ら

考
察
す
る
。

　

人
間
の
能
力
拡
大
を
標
榜
す
る
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
家

マ
ッ
ク
ス
・
モ
ア
は
、
人
間
の
認
知
、
行
動
能
力
の
増
幅
や
身
体
の
冷
凍

保
存
な
ど
に
よ
る
延
命
を
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
同
様
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
論
者
の
レ
イ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
は
、
Ａ

Ｉ
の
思
考
が
人
間
の
そ
れ
を
超
え
る
特
異
点
を
経
て
人
間
の
意
識
は
Ａ
Ｉ

に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
生
命
と
宇
宙
と
が
一
体
化
す

る
ま
で
進
化
の
段
階
は
進
む
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
進
化
の
こ
の
段

階
で
は
当
初
の
自
己
拡
大
の
性
質
は
継
続
す
る
の
か
、
ま
た
モ
ア
の
試
み

の
延
長
上
で
は
自
己
拡
大
が
自
ら
の
根
拠
に
立
ち
返
る
地
点
に
到
ら
な
い

の
か
が
問
わ
れ
る
。
こ
れ
は
技
術
と
自
己
拡
大
と
い
う
近
代
的
理
念
の
普

遍
性
、
自
ら
の
生
存
と
他
者
の
排
除
と
い
う
生
命
の
性
質
の
普
遍
性
へ
の

問
い
に
も
通
じ
て
い
る
。

　

確
か
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
意
識
は
、
身
体
に
拘

束
さ
れ
な
い
純
粋
精
神
体
と
な
り
、
増
強
さ
れ
た
計
算
能
力
に
よ
っ
て
互

い
の
闘
争
が
過
激
化
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
ム
ー
ア
の
予
言
の
よ

う
に
、
二
年
で
処
理
能
力
が
二
倍
に
な
る
計
算
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
進
化

す
れ
ば
、
数
百
、
数
千
年
後
に
、
我
々
の
闘
い
を
担
う
Ａ
Ｉ
同
士
の
闘
争

は
想
像
も
つ
か
な
い
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
反
対
に
、
Ａ
Ｉ
と
一
体
化
し
た
意
識
で
は
、
身
体
を
持
つ
個
体
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人
間
お
よ
び
社
会
を
改
良
（
最
適
化
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

で
は
、
宗
教
か
ら
最
適
化
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
聖
書
を
素
材
に
考
え
て
み
る
と
、
目
的
論
（
因
果
論
）
的
バ
イ

ア
ス
へ
の
批
判
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ブ
記
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
人
間
が
神
の
創
造
や
支
配
の
道
徳
的
論
理
を
理
解
し

よ
う
と
は
、
お
こ
が
ま
し
い
と
し
て
、
ヨ
ブ
は
神
か
ら
叱
責
さ
れ
、
道
徳

的
な
能
力
主
義
（
ヨ
ブ
の
論
理
）
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ロ
ア

ム
の
塔
の
犠
牲
者
（
ル
カ
一
三
・
四
―
五
）、
目
の
見
え
な
い
者
（
ヨ
ハ

ネ
九
・
一
―
三
）
を
め
ぐ
る
因
果
応
報
の
論
理
も
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
て
い
る
。
毒
麦
の
た
と
え
（
マ
タ
イ
一
三
・
二
四
―
三
〇
）
で
は
、

毒
麦
を
あ
ら
か
じ
め
抜
く
こ
と
（
最
適
化
）
は
先
送
り
さ
れ
、
最
適
化
の

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
終
末
論
的
テ
ー
マ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
ヨ

セ
フ
物
語
（
創
世
記
三
七
―
五
〇
章
）
の
よ
う
に
、
自
己
決
定
に
反
す

る
、
不
本
意
な
遠
回
り
（
偶
然
性
）
に
人
知
を
越
え
た
神
の
導
き
を
見
る

よ
う
な
物
語
が
聖
書
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
世
界
観
の
変
化
・

拡
張
が
伴
う
。

　

ス
ペ
ン
サ
ー
主
義
が
潜
在
し
、
目
的
論
的
思
考
が
広
く
支
配
し
て
い
る

現
代
社
会
は
、
過
剰
な
能
力
主
義
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
目
的
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
達
成
で
き
な
い
も
の
は
怠
惰
で
あ
る
と

さ
れ
、
運
や
偶
然
性
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
進

化
論
と
Ａ
Ｉ
を
め
ぐ
り
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）「
最
適
化
」
欲
求
の
来
歴

　

人
間
や
社
会
を
「
最
適
化
」
し
よ
う
と
す
る
欲
求
（
聖
書
時
代
に
も
あ

っ
た
）
は
、
近
代
以
降
、
科
学
的
な
予
測
と
制
御
に
基
づ
き
、
急
速
に
強

ま
り
、
拡
大
し
て
き
た
。
近
代
に
お
け
る
社
会
進
化
論
、
優
生
思
想
、
現

し
ま
っ
た
楽
観
論
と
し
て
そ
こ
に
対
置
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
と
一
体
化
し
た
意
識
の
自
己
拡
大
は
指
数
関
数
的

に
増
大
す
る
様
態
を
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
自
身
の
内
に
自
己
転
換
の
契
機

を
も
含
む
こ
と
が
暗
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
身
体
と
い
う
牢
獄
か
ら
の
離

脱
、
無
知
の
知
、
自
己
が
広
が
ろ
う
と
す
る
外
部
の
非
存
在
と
し
て
示
さ

れ
た
。
Ａ
Ｉ
へ
の
意
識
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
は
、
技
術
と
自
己
拡
大
と
い
う

近
代
的
な
人
間
の
延
長
上
に
あ
る
未
だ
想
像
上
の
未
来
の
姿
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
理
念
の
究
極
に
却
っ
て
拡
大
す
る
自
己
の
自
ら
に
よ
る
転
換
の

姿
を
も
暗
示
さ
せ
て
い
る
。

進
化
論
と
Ａ
Ｉ 

│
│ 

最
適
化
に
対
す
る
宗
教
学
的
視
座 

│
│小

原　

克
博

　

進
化
論
は
米
国
キ
リ
ス
ト
教
や
近
代
日
本
の
伝
統
宗
教
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
そ
の
中
心
点
は
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
ス
ペ
ン
サ
ー

主
義
（
社
会
進
化
論
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
生
命
の
序
列
化
を
正
当
化

す
る
優
生
思
想
を
も
生
み
出
し
た
。
人
間
社
会
の
「
最
適
化
」
が
模
索
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
出
生
前
診
断
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
に
お
い
て
も

優
生
学
的
要
素
は
潜
在
し
、
生
命
の
「
最
適
化
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
最
適
化
」
も
そ
の
連
関
で
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
革
新
性
は
、
生
物
の
進
化
を
、
目
的
を
持
た
な
い
も
の

と
し
て
、
つ
ま
り
、
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
た
結
果
と
し
て
描
い
た
点
に
あ

る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
こ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
は
、
一
般
に
は
受
け
入
れ

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
生
物
の
進
化
が
あ
た
か
も
目
的
を
も
っ
て

展
開
し
て
き
た
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社

会
進
化
論
が
社
会
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
進
化
論
は
、
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的
に
は
遺
伝
子
至
上
主
義
に
基
づ
き
、
遺
伝
子
検
査
に
よ
る
疾
患
リ
ス
ク

判
断
や
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
遺
伝
子
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
ダ
イ
レ
ク
ト
・
リ
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
技
術
は
、
細
胞
を
ま
る
ご
と
別
の
状
態
に
変
化
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
詳
細
な
分
子
機
構
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
細

胞
の
分
化
状
態
の
変
化
に
つ
い
て
、
遺
伝
子
以
外
の
要
素
に
注
目
が
集
ま

り
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
研
究
分
野
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
細
胞
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
と
い
う
概
念
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
い
ろ
い
ろ
な
擾
乱
に
対
し
て
そ
の

機
能
を
維
持
す
る
能
力
」
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
は
シ
ス
テ
ム
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
が
、
恒
常
性
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
状
態
を
維
持
す

る
こ
と
と
は
異
な
る
。
例
え
ば
生
存
と
い
う
機
能
の
た
め
に
は
状
態
を
別

の
シ
ス
テ
ム
に
転
換
す
る
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
全
体

論
的
で
あ
り
、
要
素
へ
の
還
元
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

さ
て
、
宗
教
は
こ
う
し
た
生
物
学
上
の
知
見
と
対
話
が
可
能
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
宗
教
は
一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
調
和
的
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
も
つ

も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
全
体
論
的
な
性
質
を
も
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
は
近
代
の
分
析
的
な
研
究
手
法
で
あ
り
つ

つ
、
自
然
科
学
に
先
立
っ
て
全
体
論
的
な
見
方
へ
移
行
し
て
き
た
。
ミ
ル

チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
は
還
元
主
義
的
な
宗
教
研
究
が
「
聖
」
を
取
り
逃
が

す
と
批
判
し
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
は
「
宗
教
」
概
念
を
家
族
的
類
似
性
と

い
う
関
係
性
の
枠
組
み
で
捉
え
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
宗
教
的
経
験
を
題
材
に
ひ
と
つ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
考
え
て
み

る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
論
じ
て
い
る
よ
う
な
瞬
間
的
な
回
心

は
、
い
わ
ば
人
格
の
再
編
成
で
あ
り
、
細
胞
が
刺
激
を
受
け
て
リ
プ
ロ
グ

代
に
お
け
る
出
生
前
診
断
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
、
生
物
学
に
関
わ
る

領
域
に
お
い
て
、「
最
適
化
」
欲
求
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
「
最
適
化
」
欲
求
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
社
会
進
化
論
と
Ａ
Ｉ
の

間
に
類
比
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）「
最
適
化
」
欲
求
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
強
化
と
そ
れ
に
対
す
る
対
応

　

現
代
お
よ
び
未
来
社
会
に
お
い
て
は
「
最
適
化
」
欲
求
や
、
そ
れ
に
起

因
す
る
目
的
論
的
バ
イ
ア
ス
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
。
か

つ
て
の
社
会
進
化
論
や
優
生
思
想
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
（
社
会
的
弱
者
の

排
除
、
格
差
の
容
認
、
国
家
に
よ
る
国
民
管
理
な
ど
の
問
題
）
を
十
分
に

踏
ま
え
、
Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
に
対
し
注
意
を
向
け
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
宗
教
の
視
点
か
ら
Ａ
Ｉ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
の
有
用
性

　

目
的
論
的
バ
イ
ア
ス
や
過
剰
な
能
力
主
義
に
対
す
る
批
判
的
視
点
を
持

ち
、
偶
然
性
の
重
要
性
を
認
識
で
き
る
宗
教
伝
統
（
あ
る
い
は
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
ズ
ム
の
革
新
性
）
を
、
現
代
に
お
い
て
積
極
的
に
生
か
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
能
動
的
選
択
と
偶
然
の
「
混
合
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
世
界
観
の
変
化
・
拡
張
可
能
性
（
最
適
化
の
先
送
り
）
を
提
示
す

る
こ
と
は
、
近
未
来
社
会
に
対
す
る
貢
献
と
な
る
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
見
る
全
体
論
の
可
能
性

林　
　
　

研

　

科
学
研
究
は
基
本
的
に
対
象
を
分
割
し
て
理
解
を
加
算
し
て
い
く
還
元

主
義
の
考
え
方
で
営
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
二
十
世
紀
後
半
か
ら
複
雑
系

の
現
象
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
科
学
に
お
い
て
も
「
全
体
は
部

分
に
還
元
で
き
な
い
独
自
の
原
理
を
持
つ
」
と
す
る
全
体
論
の
必
要
性
が

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
代
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
場
合
、
基
本
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儀
礼
と
科
学
技
術

永
原　

順
子

　

儀
礼
の
場
に
浸
透
す
る
科
学
技
術
、
特
に
ネ
ッ
ト
空
間
、
情
報
化
に
お

け
る
事
例
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
今
回
は
、
神
事
な
ど
の
祭
礼
の
場
、
人

生
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
葬
儀
に
着
目
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
空
間
と
神
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
天
神
祭
の
例
を
挙
げ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
二
年
ま
で
の
三
回
と

も
催
行
形
態
の
大
幅
な
変
更
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
は
陸
渡
御
・
船

渡
御
と
も
に
中
止
と
な
っ
た
が
、
神
事
（
本
宮
祭
）
の
ラ
イ
ブ
中
継
配
信

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
神
祭
史
上
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
一
般

の
参
拝
客
が
普
段
見
ら
れ
な
い
神
事
の
ラ
イ
ブ
映
像
に
お
い
て
、
進
行
役

の
神
職
は
「
多
く
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
ご
祈
願
が
で
き
た
」
と
述
べ
つ
つ

も
、「
来
年
は
、
ど
う
ぞ
大
阪
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
て
…
」
と
も
発
言

し
、
現
実
の
祭
事
と
の
繋
が
り
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。
翌
年
の
二
〇

二
一
年
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
祭
事
を
従
前
状
態
に

近
づ
け
る
動
き
が
見
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
中
継
は
二
〇
二
〇
年
の
み
に
と
ど
ま

り
、
以
後
は
、
主
な
神
事
の
編
集
動
画
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
空

間
を
利
用
し
た
神
事
の
発
信
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
措
置
で
あ
り
、

そ
の
後
は
記
録
や
広
報
と
し
て
の
役
割
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
受
け
手
側
に
つ
い
て
も
、
ラ
イ
ブ
配
信
が
好
意
的
に
受
け
止
め

ら
れ
た
一
方
で
、
講
の
所
属
者
や
一
般
の
参
拝
者
な
ど
が
、
中
止
さ
れ
た

行
事
の
日
時
に
独
自
で
参
拝
す
る
例
も
あ
り
、
従
前
状
態
へ
の
希
求
が
認

め
ら
れ
た
。

　

以
上
か
ら
、
本
事
例
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
空
間
は
、
あ
く
ま
で
も
媒
介
、

伝
達
手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
一
見
す
る
と
身
体
観
の
変
容
と
は
関
わ
り

ラ
ミ
ン
グ
を
起
こ
す
現
象
に
相
当
す
る
。
経
験
・
記
憶
な
ど
の
個
々
の
情

報
は
人
格
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
が
、
情
報
の
運
用
を
変
え
る
こ
と
で
別

の
人
格
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
を
ロ
バ
ス
ト

な
シ
ス
テ
ム
の
遷
移
と
見
る
科
学
的
理
解
は
、
宗
教
に
お
い
て
し
ば
し
ば

起
こ
る
突
然
の
回
心
を
説
明
し
、
正
当
化
す
る
。
宗
教
と
科
学
の
対
話
と

い
う
試
み
は
、
そ
こ
に
共
通
の
了
解
事
項
が
な
い
と
進
ま
な
い
た
め
、

様
々
な
共
通
項
が
探
索
さ
れ
て
い
る
が
、「
全
体
論
」
も
ま
た
、
対
話
の

た
め
の
土
俵
と
し
て
有
効
な
モ
チ
ー
フ
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
特
に
ゲ
ノ
ム
編
集
の
話
題
と
し
て
、

人
間
の
能
力
を
科
学
技
術
に
よ
っ
て
増
強
す
る
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
問

題
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
宗
教
的
な
見
方
か
ら
検
討
す
る
。
エ
ン
ハ
ン
ス
メ

ン
ト
の
倫
理
問
題
に
は
既
に
豊
富
な
議
論
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
技

術
が
望
ま
れ
る
の
は
、
自
分
を
よ
り
よ
く
変
形
し
た
い
、
欠
点
を
排
除
し

た
い
と
い
う
欲
望
に
よ
る
。
欲
望
は
自
我
・
自
己
意
識
か
ら
生
じ
る
と
言

え
る
が
、
宗
教
は
し
ば
し
ば
自
己
へ
の
執
着
を
否
定
し
、
欲
望
を
制
御
し

よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
「
自
己
を
知
る
」
と
い
う
方
向
性
も
あ
る

が
、
こ
の
「
知
る
」
と
い
う
の
は
、
科
学
が
求
め
る
よ
う
な
自
己
デ
ー
タ

で
は
な
く
、
世
界
を
も
含
め
た
全
体
的
な
自
己
了
解
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
宗
教
的
な
「
自
己
」
観
は
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
問
題
へ
の

示
唆
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
環
境
倫
理
の
ひ
と
つ
の
立
場
で

あ
る
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
は
、
有
機
的
な
生
命
世
界
に
織
り
込
ま
れ

た
自
己
こ
そ
が
成
熟
し
た
自
己
だ
と
す
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集
の
実
用
化
は
一

種
の
環
境
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
視
点
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
応
用
と
い
う
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
有
効
な
視
点
と
な
り
う
る
だ
ろ

う
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
空
間
な
ど
と
す
で
に
親
和
性
を
得
て
い
る
「
異
世
界

転
生
」
譚
と
同
一
の
地
平
で
擬
死
再
生
が
語
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
、
慰
霊
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ま
つ
る
対
象
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

慰
霊
そ
の
も
の
の
意
味
も
変
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

選
択
的
「
情
報
格
差
」
に
よ
る
ネ
ッ
ト
空
間
の
不
均
一
な
素
地
か
ら
出

現
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
賛
否
両
論
」
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
儀
礼
の

輪
郭
を
明
ら
か
に
し
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
渡
的
な
現
象
を
対
象
と
す
る

限
り
、
個
々
人
の
「
慣
れ
」
の
問
題
は
軽
視
で
き
な
い
。
常
に
流
動
的
な

事
象
を
取
り
扱
う
と
い
う
危
う
さ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
情
報
と
生
命
と

い
う
命
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
探
求
し
て
い
き
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

冲
永　

宜
司

　

本
パ
ネ
ル
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
二
〇
一
八
年
よ
り
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の

社
会
的
実
装
化
や
各
種
宗
教
に
お
け
る
活
用
を
め
ぐ
っ
て
共
同
研
究
を
進

め
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
科
学
技
術
と
宗
教
と
の
関
係
を
め
ぐ
る

原
理
的
で
基
礎
的
な
考
察
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
特
に
近
年
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
技
術
が
人
間
の
意
識
現
象
や
生
命
現
象

と
深
く
関
係
す
る
に
到
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
技
術
と
生
命
、
宗
教
と
の
原

理
的
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
本
年
度
は
発
表
者
各
自

の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
情
報
が
私
た
ち
の
生
命
観
や
宗
教
の
役
割
、
世

界
観
を
い
か
に
変
え
て
行
く
か
を
考
察
す
る
パ
ネ
ル
を
企
画
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
現
代
の
宗
教
が
科
学
技
術
の
発
展
の
中
で
急
速
に
直
面

し
つ
つ
あ
る
課
題
で
あ
り
、
未
来
の
宗
教
の
姿
を
さ
ぐ
る
試
み
で
も
あ
っ

た
。

が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
選
択
的
「
情
報
格

差
」、
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
空
間
に
対
す
る
個
々
人
の
親
疎
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ネ
ッ
ト
空
間
と
の
距
離
感
は
個
人
に
よ
っ
て
一
律

で
は
な
い
が
、
不
均
一
な
素
地
と
し
て
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
が
浸
透

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
先
述
の
、
ネ
ッ
ト
配
信
を
受
け
入
れ
つ
つ

も
、
従
前
の
祭
事
へ
の
希
求
が
発
せ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
信
仰
の

有
り
様
と
ネ
ッ
ト
空
間
と
の
齟
齬
が
あ
る
だ
ろ
う
。
遥
拝
や
代
拝
に
見
ら

れ
る
地
続
き
の
身
体
観
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
現
実
世
界
に
お
け
る
空
間
認

識
を
元
に
し
た
個
々
人
の
仮
想
空
間
か
ら
す
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
に

は
あ
る
種
の
違
和
感
が
伴
う
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
現
段
階
の
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
で
は
視
聴
者
は
画
面
と
対
峙
し
て
お
り
、
儀
礼
で
意
味
を
持
つ

べ
き
上
下
左
右
の
感
覚
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
信
仰
対
象
へ
の
能
動
的

体
験
で
あ
る
参
拝
が
、
受
動
的
な
（
制
御
で
き
な
い
・
見
せ
ら
れ
る
）
状

況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
先
ほ
ど
の
選
択

的
「
情
報
格
差
」
が
反
映
さ
れ
、
そ
こ
に
個
人
差
が
生
じ
る
。
結
果
、

「
格
差
」
に
よ
っ
て
身
体
観
・
生
命
観
を
共
有
で
き
る
集
団
が
生
産
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多
様
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
既
存
宗
教
が
ネ

ッ
ト
空
間
を
取
り
込
む
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
の
集
団
に
信
仰
の
場
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
や
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー
の
社
会
で
は
疑
似
的
宗
教
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、
人
生
儀
礼
と
し
て
の
葬
儀
・
慰
霊
が
ネ
ッ
ト
空
間
で
多
様
化

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
と
の
葛
藤
を
生
む
。「
Ａ
Ｉ
へ
の
意
識
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
」（
冲
永
発
表
）
は
、
葬
儀
の
意
味
に
変
容
を
も
た
ら
し
、

新
た
な
死
生
観
の
導
入
を
促
す
で
あ
ろ
う
。
人
が
「
情
報
化
」
さ
れ
る
社

会
に
お
い
て
は
、「
擬
死
再
生
」
の
意
味
拡
張
が
起
き
る
。
あ
る
い
は
、
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集
に
お
い
て
も
優
生
学
的
要
素
は
潜
在
し
、
生
命
の
「
最
適
化
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
最
適
化
」
を
そ
の
連
関
の
中
で
見
な
が

ら
、
過
去
・
現
在
の
「
最
適
化
」
欲
求
に
対
す
る
批
判
的
考
察
を
行
っ

た
。

　

林
研
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
見
る
全
体
論
の
可
能
性
」
は
、
科
学

に
お
け
る
還
元
主
義
と
全
体
論
の
関
係
を
再
考
し
た
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
領
域
で
は
遺
伝
子
至
上
主
義
的
な
遺
伝
子
診
断
や
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
技
術
に
よ

っ
て
細
胞
の
初
期
化
が
可
能
に
な
り
、
遺
伝
子
以
外
の
要
素
を
含
む
全
体

的
な
シ
ス
テ
ム
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
命
や
人
間
存
在
へ
の

全
体
論
的
視
座
が
、
生
物
学
と
宗
教
と
を
架
橋
し
得
る
の
か
を
考
察
し

た
。
ま
た
、
人
間
の
遺
伝
子
を
改
変
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
宗
教

的
観
点
を
も
含
め
た
全
体
論
的
人
間
観
か
ら
考
察
す
る
一
例
も
示
し
た
。

　

永
原
順
子
「
儀
礼
と
科
学
技
術
」
は
、
儀
礼
の
場
に
浸
透
す
る
科
学
技

術
に
着
目
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
移
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
の
数
年

間
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
参
拝
や
神
事
の
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
こ
れ
ら
は
遙
拝
や
代
拝
の
拡
大
解
釈
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
空
間
が
媒
介
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち
の
身
体
観
を
本
質

的
に
変
容
さ
せ
て
い
る
事
実
も
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
人
生
儀
礼
の
一
つ

で
あ
る
葬
儀
で
も
、
特
に
Ａ
Ｉ
は
弔
い
の
形
式
や
生
と
死
の
捉
え
方
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
身
体
観
や
生
命
の
有
り
様
ま
で
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
ら
が
身
体
観
お
よ
び
生
命
観
を
再
構
築
す
る
可
能
性
を
論
じ
た
。

　

久
木
田
水
生
「
人
工
知
能
と
二
つ
の
文
化
」
は
、
現
在
の
人
工
知
能
や

機
械
学
習
に
よ
る
人
々
の
行
動
・
属
性
・
能
力
の
推
測
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
利
益
と
、
反
対
に
人
工
知
能
の
「
活
用
」
か
ら
生
じ
る
正
確
性
、
公
平

性
、
透
明
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
関
連
す
る
問
題
に
着
目
し
た
。
そ

し
て
こ
う
し
た
問
題
を
、
近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
科
学
技
術
の
急
激
な

発
展
と
人
文
学
的
な
価
値
の
衰
退
と
い
う
歴
史
的
文
脈
に
位
置
づ
け
、
現

代
の
人
工
知
能
の
隆
盛
が
経
済
的
な
合
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
側
面
を
定
量
的
に
測
定
す
る
近
代
以
降
の
強
い
欲
求
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
を
論
じ
、
人
工
知
能
と
社
会
の
将
来
に
つ
い
て
の
展
望
を
示
し

た
。

　

冲
永
宜
司
「
不
死
と
Ａ
Ｉ
」
は
、
意
識
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
で
不
死
が
実
現
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と
い
う
議
論
に
着
目

し
た
。
自
分
の
情
報
を
網
羅
し
た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
完
成
や
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
意
識
を
支
配
す
る
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
最
近
の
議
論
は
、
自
己
と
他
者
、
生
と
死
、
物
と
心
と
い
っ
た
こ
れ

ま
で
の
当
然
の
区
別
を
脱
構
築
し
、
私
た
ち
が
何
者
か
に
つ
い
て
の
根
本

的
な
再
考
を
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
将
来
あ
り

得
る
生
と
死
の
姿
に
つ
い
て
の
議
論
の
妥
当
性
と
問
題
点
を
、
意
識
や
情

報
、
自
己
に
関
す
る
哲
学
的
な
次
元
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
考
察
し
た
。

　

小
原
克
博
「
進
化
論
と
Ａ
Ｉ
│
│
最
適
化
に
対
す
る
宗
教
学
的
視
座
」

は
、
米
国
キ
リ
ス
ト
教
や
近
代
日
本
の
伝
統
宗
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
進
化
論
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
中
心
点
は
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
い
う
よ

り
ス
ペ
ン
サ
ー
主
義
（
社
会
進
化
論
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
生
命
の
序

列
化
を
正
当
化
す
る
優
生
思
想
を
も
生
み
出
し
た
。
人
間
社
会
の
「
最
適

化
」
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
出
生
前
診
断
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
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宗
教
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
等
先
端
技
術
の
社
会
実
装
と
そ
の
課
題

代
表
者
・
司
会　

木
村
武
史

ス
ピ
リ
ッ
ト
・
テ
ッ
ク
研
究
の
動
向 

│
│ 

瞑
想
誘
導
技
術
に
焦
点
を
当
て
て 

│
│

木
村　

武
史

　

本
発
表
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
間
で
深
ま

っ
て
い
く
相
互
関
係
を
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
テ
ッ
ク
と
呼
ん
だW

esley J. 
W

ildm
an &

 K
ate J. Stockly

著
、Spirit T

ech: T
he Brave N

ew
 

W
orld of Consciousness H

acking and E
nlightenm

ent E
ngi-

neering (2021
)

を
参
照
し
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
瞑
想
支
援

機
器
、
瞑
想
誘
導
機
器
に
焦
点
を
当
て
て
、
考
察
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
経
験
を
喚
起
し
、
推
進
し
、
加
速
し
、
修
正
し
、
測

定
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
、
作
ら
れ
た
脳
神
経
技
術
の
応
用
で
も
あ
る
。

　

他
方
、
こ
の
著
作
の
第
七
章Spirit Plants and T

heir H
igh-T

ech 
Replacem

ents

で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
礼
に
お
い
て
意
識
変
容
を

生
み
出
す
薬
草
等
を
用
い
る
技
巧
・
技
術
か
ら
先
端
技
術
に
よ
る
意
識
変

容
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
問
い
か
け
て
い
る
。
こ
の 

点
で
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
（
一
九
五
一
年
）
に 

お
い
て
はtechnique

（
技
巧
）
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

ク
リ
ッ
プ
ナ
ー
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、

technology

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
社

会
の
中
でtechnology

の
概
念
の
意
味
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

瞑
想
支
援
・
誘
導
機
器
の
う
ち
、
本
発
表
で
は
、
瞑
想
支
援
ア
プ
リ
、

脳
波
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
器
（M

use

）、
超
低
超
音
波
刺
激

機
器
（Zendo M

editation

）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　

心
理
学
者
に
よ
る
瞑
想
支
援
ア
プ
リ
の
研
究
で
は
、
ア
プ
リ
を
使
用 

し
な
い
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
、
瞑
想
支
援
ア
プ
リ
を
使
っ
た
学
生
の
方 

が
ス
ト
レ
ス
に
対
応
で
き
、self-com

passion

の
面
で
も
有
意
な
結
果

を
示
し
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
多
く
の
瞑
想
支
援
ア
プ
リ
の
う
ち
、 

臨
済
宗
僧
侶
が
開
発
し
たInT

rip

、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
本
社
を
置
く

M
editopia

、
ア
メ
リ
カ
の
世
俗
的
な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
志
向
し
た

Breethe

の
三
つ
を
比
較
し
、
考
察
を
行
っ
た
。InT

rip

は
極
め
て
日

本
の
宗
教
文
化
の
文
脈
を
感
じ
さ
せ
る
ア
プ
リ
で
あ
る
。InT

rip

と
比

べ
て
、M

editopia

は
ト
ル
コ
発
の
ア
プ
リ
の
た
め
か
、
仏
教
、
宗
教

に
は
特
化
し
な
い
日
本
文
化
に
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
。Breethe

は
、
子
供
の
瞑
想
の
支
援
も
含
ま
れ
て
お
り
、
極
め
て
世
俗
的
な
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
・
瞑
想
の
ア
プ
リ
の
様
相
を
し
て
い
る
。

　

脳
波
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
器M

use

は
脳
・
セ
ン
サ
技
術

の
会
社InteraX

on

が
二
〇
一
四
年
に
開
発
し
た
。
セ
ン
サ
で
脳
の
活

動
を
読
み
取
り
、
瞑
想
に
適
し
た
意
識
状
態
に
至
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

ア
プ
リ
が
流
す
音
で
示
すbrain fitness

機
器
で
あ
る
。

　

瞑
想
誘
導
機
器Zendo M

editation

が
開
発
さ
れ
た
社
会
背
景
に

は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
の
瞑
想
実
践
の
流
行
、
心
理
的
問
題
の
解
決
に
経
頭

蓋
超
音
波
刺
激
を
用
い
る
動
き
、
超
音
波
刺
激
に
よ
る
感
情
・
気
分
の
誘

発
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
瞑
想
に
興
味
を
持
つ
人
は
多
い
が
、
な

か
な
か
上
手
く
瞑
想
が
で
き
な
い
、
短
い
時
間
し
か
取
れ
な
い
、
そ
こ

で
、
通
常
長
い
時
間
を
か
け
て
や
っ
と
初
め
て
到
達
で
き
る
深
い
瞑
想
状
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展
の
著
し
い
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
着
目
し
、
人
々
が
よ
り
簡
便
に
仏
教

の
教
え
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
仏
教
経
典
を
Ａ
Ｉ
に
機
械

学
習
さ
せ
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
「
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
を
進
め
、
二

〇
二
一
年
三
月
一
二
日
に
国
際
研
究
集
会
に
て
公
表
し
た
。

　

ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
は
、
仏
教
経
典
を
機
械
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
で
あ
り
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
仏
教
経
典
に
基
づ
く
回
答
を
提
供
す
る
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
高
僧
た
ち
が
行
っ
て
い
た
役
割
の
一
部

を
Ａ
Ｉ
が
担
う
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
初
の
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
最
古
の
仏
教
経
典
で
あ
り
、
且
つ
、

日
常
生
活
に
即
し
た
助
言
を
多
く
含
む
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
を
選
択
し

た
。
同
経
典
の
原
典
を
も
と
に
Ｑ
＆
Ａ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を
人
工

知
能
に
機
械
学
習
さ
せ
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
と
質
疑
応
答
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
る
。

　

試
作
品
の
第
一
号
は
、「BERT

」（Google

提
供
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）

を
応
用
し
、
Ａ
Ｉ
が
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
回
答
と
し
て
「
自
律
的
」
に
文
章
を

生
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
が
、
イ
デ
ィ
オ
ム
レ
ベ
ル
の
回
答
し
か

で
き
な
い
な
ど
の
エ
ラ
ー
が
出
た
。
学
習
デ
ー
タ
数
も
少
な
く
（
約
50
Ｑ

＆
Ａ
）、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
自
然
な
文
章
を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
さ
せ
る
こ
と
が

技
術
的
に
困
難
な
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
試
作
品
の
第
二
号
と
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
学
習
に
長
け
た 

「Sentence-BERT

」
を
応
用
し
、
Ｑ
＆
Ａ
デ
ー
タ
中
か
ら
適
切
な
回
答

を
選
び
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
を
設
計
し
た
。
同
コ
ー
ド
は
、
ユ
ー
ザ

ー
の
質
問
に
対
す
る
最
適
と
思
わ
れ
る
回
答
を
Ｑ
＆
Ａ
リ
ス
ト
の
回
答
群

か
ら
直
接
選
び
出
し
、
そ
の
ま
ま
「
ブ
ッ
ダ
の
答
え
」
と
し
て
提
供
す
る

設
計
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
文
章
の
自
動
作
成
は
行
わ
な
い
。
同
試
作

態
を
、
短
時
間
、
非
侵
襲
性
の
機
器
で
超
音
波
に
よ
る
刺
激
を
与
え
る
こ

と
で
、
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
動
機
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
外
部
の
機
器
に
よ
る
超
音
波
刺
激
に
よ
っ
て
誘
導

さ
れ
る
経
験
が
通
常
の
瞑
想
の
経
験
と
同
じ
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
は

別
に
、
こ
の
よ
う
な
超
音
波
刺
激
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
経
験
か
ら
自
分

は
宗
教
経
験
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
経
験
）
を
し
た
、
何
ら
か
の
知
恵
、

知
識
を
獲
得
し
た
と
い
う
主
張
を
す
る
人
が
出
て
き
た
場
合
、
宗
教
学
的

に
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、technology

と
い
う
語
の
意
味
の
拡
張
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
翻
訳
と
し
て
、
技
巧
、
技
術
、
技
術
知
と
幾

つ
か
の
候
補
が
あ
る
が
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

仏
教
対
話
Ａ
Ｉ
「
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
状
況
と
今
後
の
展
望

熊
谷　

誠
慈

　

近
年
、
わ
が
国
で
は
、
多
数
の
寺
院
の
収
入
が
低
下
し
、
廃
寺
の
件
数

も
増
え
、
仏
教
離
れ
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
る
。

明
治
以
降
、
戸
籍
管
理
等
の
役
所
機
能
や
、
教
育
機
能
、
文
化
・
娯
楽
機

能
な
ど
の
公
共
福
祉
的
機
能
を
失
っ
て
い
く
中
、
民
衆
に
と
っ
て
の
価

値
・
重
要
性
も
低
下
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
化
や
国
際
化
が
進
む

に
つ
れ
、
仏
教
の
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
も
低
下
が
進
み
、「
葬
式
仏
教
」

な
ど
と
仏
教
の
形
骸
化
を
揶
揄
す
る
声
も
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
人
々
が
仏
教
の
本
質
に
触
れ
、
そ
の
価
値

を
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
仏
教
復
興
の
方
策
の
一
つ
に
な

り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
着
想
に
至
っ
た
。
発
表
者
ら
は
、
近
年
発
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食
品
表
示
ラ
ベ
ル
の
画
像
認
識
に
よ
る 

ハ
ラ
ー
ル
判
定
支
援
ア
プ
リ
の
開
発

石
田　

友
梨

　

本
発
表
で
は
、
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
の
画
像
認
識
に
よ
る
ハ
ラ
ー
ル
判
定

支
援
ア
プ
リ
の
開
発
の
試
み
を
報
告
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
は
行
為
を

義
務
行
為
か
ら
忌
避
行
為
ま
で
の
五
つ
に
分
類
し
、
豚
肉
を
食
べ
る
こ
と

や
酒
で
酩
酊
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
じ
て
い
る
。
禁
じ
ら
れ
た
も
の
以
外
は

ハ
ラ
ー
ル
（h. alāl

）
と
さ
れ
、
近
年
で
は
禁
じ
ら
れ
た
も
の
を
含
ま
な

い
食
品
や
、
そ
れ
ら
を
提
供
し
な
い
飲
食
店
に
対
し
て
「
ハ
ラ
ー
ル
認

証
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
認
証
機
関
や
基
準
は
複
数
存

在
し
、
世
界
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
神
に
代
わ

っ
て
何
が
ハ
ラ
ー
ル
で
あ
る
か
を
決
め
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
「
判
定
」
す
る
た
め
の
基
準

を
追
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の

材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
最
終
的
な
決
断
は
、
利
用
者
に
委
ね
る

と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
来
日
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
飲
食
に
関
す
る
困
難
を
感
じ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
に
原
材
料
名
が
書
か
れ

て
い
て
も
、
日
本
語
能
力
が
低
け
れ
ば
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ハ

ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
は
既

に
い
く
つ
か
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
方
式
で
あ

る
た
め
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
商
品
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
全
商
品
を
登
録
せ
ず
と
も
利
用
で
き
る
新
し
い
仕
組
み
が
必
要

と
な
る
。

　

ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
個
人
が
判
断
す
る
場
合
、
参
考
に
す
る
の
は
食

品
は
、
日
本
語
と
し
て
自
然
な
文
章
を
回
答
と
し
て
提
供
さ
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
一
方
、
質
問
に
対
し
て
、
回
答
内
容
が
ず
れ
や
す
く

な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
の
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
の
公
表
当
時
、
学
習
デ
ー
タ
の
Ｑ

＆
Ａ
の
数
は
二
百
程
度
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
九
月
一
一
日
現
在
、

原
始
経
典
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
デ
ー
タ
も
一
部
加
え
た
こ
と
で
Ｑ
＆
Ａ
の

数
は
一
千
程
度
に
ま
で
増
え
、
デ
ー
タ
数
は
約
五
倍
に
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
考
え
、
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
のLIN

E

ア
プ
リ
を
開
発
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
不
得
手
な
ユ
ー
ザ
ー
で
も
、
容

易
に
使
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
。

　

ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
の
当
面
の
課
題
の
一
つ
は
回
答
精
度
の
向
上
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
デ
ー
タ
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
と
に
機
械
学
習
を
さ
せ
る
な
ど
の
改
善
の
取
り
組
み
を

進
め
る
。
ま
た
、
回
答
に
よ
っ
て
は
ユ
ー
ザ
ー
を
誤
っ
た
方
向
に
導
く
可

能
性
も
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の
暴
走
や
、
悪
用
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
リ
ス
ク
に

つ
い
て
慎
重
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
仏
教
経
典
以
外
に
、
仏
弟
子
た
ち
の
書
い
た
論
書
や
、
他
の
宗

教
や
哲
学
の
文
献
の
機
械
学
習
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
様
々
な
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
を
作
製
す
る
こ
と
も
技
術
的
に
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
扱
い
に

つ
い
て
も
、
専
門
家
を
交
え
た
議
論
が
必
要
と
な
る
。

　

以
上
、
本
発
表
で
は
、
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
の
開
発
状
況
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
概
説
す
る
と
と
も
に
、
社
会
実
装
に
際
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク

の
両
面
に
つ
い
て
議
論
、
検
討
を
行
っ
た
。
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提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ア
プ
リ
の
開
発
を
通
じ
た
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
指
摘
し

た
。
ア
プ
リ
開
発
に
参
加
し
た
学
生
の
興
味
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
は
な

く
、
日
本
で
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
支
援
す
る
と
い
う
社
会
的

課
題
の
解
決
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
発
を
進
め
る
上
で
、
ハ
ラ
ー
ル
と

は
何
か
を
自
主
的
に
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ

れ
た
現
在
、
ア
プ
リ
開
発
を
通
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
つ
つ
、
同

時
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
材
と
し
て
活
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
宗
教
文
化
教
育
の
実

践
と
し
て
も
、
本
研
究
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

立
正
佼
成
会
の
信
仰
活
動
と
人
工
知
能
活
用
の
境
界
領
域

橋
本　

高
志

　

宗
教
界
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
動
き
が
あ
る
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す

る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
も
あ
る
。
新
宗
教
教
団
で
あ
る
立
正
佼
成
会
が
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
い
る
現
状
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
立
正
佼
成
会
本
部

で
の
聞
き
取
り
を
元
に
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
自
然
言
語
処
理
）、

画
像
認
識
Ａ
Ｉ
、
人
間
を
模
し
た
Ａ
Ｉ
活
用
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。

　

立
正
佼
成
会
は
一
九
三
八
年
に
庭
野
日
敬
開
祖
と
長
沼
妙
佼
脇
祖
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
、
現
在
、
国
内
二
百
三
十
八
の
拠
点
が
あ
り
、
会
員
数
は

約
二
百
二
十
二
万
人
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
立
正
佼
成
会
の
日
本
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
で
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
二

〇
二
二
年
十
二
月
半
ば
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
、「
よ
く
あ
る
質
問
」

品
表
示
ラ
ベ
ル
の
原
材
料
名
で
あ
る
。
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
は
、
食
品
表
示

法
や
食
品
表
示
基
準
に
則
し
て
作
成
さ
れ
る
た
め
、
使
用
さ
れ
る
語
彙
が

限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
容
器
包
装
の
見
え
や
す
い
箇
所
に
、
見
え
や
す

い
文
字
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
好
条
件
が
整
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
バ
ー
コ
ー
ド
で
は
な
く
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を

読
み
取
る
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
の
判
断

に
直
接
関
係
す
る
の
は
、「
豚
肉
」
な
ど
の
特
定
の
原
材
料
名
で
あ
る
。

「
豚
肉
」
な
ど
の
用
語
に
特
化
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
式
文
字
読
み
取
り
装

置
）
の
機
械
学
習
を
行
え
ば
、
全
商
品
を
登
録
せ
ず
と
も
実
用
に
耐
え
う

る
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

理
論
的
可
能
性
を
実
証
す
る
た
め
、
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
を
六
十
四
枚
撮

影
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アT

ranskribus

で
機
械
学

習
さ
せ
た
。
テ
キ
ス
ト
全
体
の
読
み
取
り
精
度
は
七
割
程
度
で
あ
る
も
の

の
、「
乳
化
剤
」
な
ど
の
ハ
ラ
ー
ル
判
定
に
関
係
す
る
単
語
の
読
み
取
り

の
精
度
に
は
、
満
足
の
い
く
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

T
ranskribus

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

日
本
語
の
読
み
取
り
に
優
れ
た
既
存
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
利
用
し
た
ア
プ
リ
を
開

発
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
段
階
で
学
生
か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
産
学

連
携
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
道
も
模
索
す
る
こ
と
に
し
た
。
岡
山
市

は
、
真
庭
市
・
吉
備
中
央
市
と
と
も
に
岡
山
型
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
観
光
客
の
受

け
入
れ
体
制
に
対
す
る
独
自
の
基
準
を
設
定
し
、「
ピ
ー
チ
マ
ー
ク
」
の

認
定
を
行
っ
て
い
る
。
県
内
の
旅
行
会
社
と
連
携
し
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
の
観
光
客
を
集
客
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
ア
プ
リ
を
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る
。
教
会
役
員
指
導
会
で
は
ラ
ジ
オ
番
組
の
よ
う
に
「
衣
替
え
」
を
テ
ー

マ
に
教
会
役
員
か
ら
質
問
等
を
募
集
し
、
約
千
二
百
件
の
応
募
が
あ
っ

た
。「
お
ニ
ュ
ー
の
服
」（
新
し
く
欲
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
）
と
い
う

お
題
の
中
で
、「
ア
バ
タ
ー
を
使
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
本
部
参
拝
」
と
と
も

に
「
Ａ
Ｉ
開
祖
」
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

三
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
が
、
事
務
作
業
の
簡
略
化
や
効
率
化
を
行
う

場
合
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
発
想
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
費
用
対
効
果
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
人
間
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

へ
の
慎
重
さ
が
あ
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
重

要
視
す
る
立
正
佼
成
会
で
、
対
人
間
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
は
積
極
的
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
事
例
に
あ
っ
た
Ａ
Ｉ
開
祖
に
つ
い
て
、
庭
野
日

敬
開
祖
と
一
度
会
い
た
い
と
い
う
純
粋
な
思
い
は
、
信
仰
の
高
ま
り
の
中

で
出
て
き
た
提
案
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ａ
Ｉ
開
祖
に
頼
り
き
る
こ

と
へ
の
危
険
性
も
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
Ｉ
開
祖
の
言
葉
が
絶
対
視
さ
れ
て
し

ま
う
と
、
会
員
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
言
葉
を
自
分
自
身
で
し
っ
か
り
吟
味
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

立
正
佼
成
会
で
は
Ａ
Ｉ
を
事
務
作
業
の
効
率
化
な
ど
の
ツ
ー
ル
と
し
て

扱
う
こ
と
が
主
な
活
用
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
Ａ
Ｉ
開

祖
の
よ
う
に
信
仰
活
動
に
影
響
を
与
え
る
議
論
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
よ
く
あ
る
質
問
」
を
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
で
構
築
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
予

定
は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
よ
く
あ
る
質

問
」
自
体
の
構
築
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
発
想
が
な
か
っ
た

こ
と
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
す

る
に
も
費
用
と
労
力
が
か
か
る
と
の
回
答
や
、
ペ
ー
ジ
内
で
の
Ｑ
＆
Ａ
と

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
の
違
い
、
問
い
合
わ
せ
た
閲
覧

者
の
意
向
に
沿
え
る
の
か
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
立
正
佼
成
会
で
は
画
像
認
識
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
手
書
き
の
会
員

情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
た
。
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
Ａ
Ｉ
技
術

の
発
展
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。
紙
情
報
の
デ
ー
タ
は
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
ス
キ
ャ

ン
さ
れ
画
像
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
こ
の
手
書
き
か
ら
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
読
む
込
む

部
分
が
Ａ
Ｉ
に
な
る
。
現
在
ま
で
に
合
計
五
十
一
教
会
で
約
十
六
万
件
の

情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
化
す
る
上
で
の
困
難
な
点
は
会
員

情
報
の
項
目
に
適
し
た
情
報
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
住
所
情

報
で
あ
る
の
に
備
考
や
メ
モ
欄
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
り
、
一
行
で
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
の
箇
所
が
二
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
Ａ

Ｉ
が
認
識
で
き
な
い
情
報
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
人
間
の
眼
で
確

認
す
る
方
が
主
流
に
な
っ
て
し
ま
う
。
デ
ー
タ
化
す
る
上
で
の
利
点
は
会

員
の
状
況
が
わ
か
る
こ
と
で
教
会
に
お
け
る
布
教
事
務
が
簡
素
化
で
き

る
。
ま
た
、
拠
点
が
包
括
す
る
地
域
外
の
会
員
の
居
住
地
が
わ
か
り
、
例

え
ば
大
震
災
が
起
こ
っ
た
際
に
近
く
の
会
員
同
士
で
助
け
合
い
で
き
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
十
二
日
、Y

ouT
ube

限
定
公
開
に
て
開

催
さ
れ
た
教
会
役
員
指
導
会
で
Ａ
Ｉ
に
関
連
し
た
事
例
に
つ
い
て
述
べ
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原
則
に
関
心
が
高
く
、
宗
教
は
消
極
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
と
ど
ま
っ
て
き
た

こ
と
、
③
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
の
設
定
、
運
用
で
は
法
・
経
・
技
術
分
野
に
比

し
て
、
宗
教
、
倫
理
、
哲
学
分
野
の
参
照
比
重
が
き
わ
め
て
低
い
こ
と
、

が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
宗
教
と
Ａ
Ｉ
倫
理
の

関
係
は
、
深
く
検
討
し
て
い
く
べ
き
現
実
の
課
題
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
、
現
実
に
設
定
、
運
用
さ
れ
て
い
る
各
国
政
府
、
国
際
機

関
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
の
背
景
に
あ
る
道
具
的
Ａ
Ｉ
観

は
、
神
に
こ
の
世
界
の
管
理
を
任
さ
れ
た
人
間
と
い
う
、
創
世
記
的
な
観

念
と
親
和
的
で
あ
る
。
バ
チ
カ
ン
の
「
Ａ
Ｉ
倫
理
に
関
す
る
ロ
ー
マ
の
呼

び
か
け
」
が
可
能
と
な
っ
た
理
由
も
、
こ
の
一
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

②
に
対
し
、
新
た
に
含
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
「
包
摂
・
多
様
性
」
の
原

則
で
は
、
多
様
な
属
性
を
有
す
る
個
人
、
集
団
の
積
極
的
な
参
加
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
宗
教
が
積
極
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
う
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
「
人
工
知
能
の
倫
理
に
関
す
る
勧
告
」（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
の

価
値
と
原
則
で
は
、
宗
教
に
つ
い
て
、「
公
平
性
」「
人
間
の
尊
厳
」
か
ら

の
消
極
的
な
文
言
の
み
な
ら
ず
、「
包
摂
・
多
様
性
」
か
ら
の
積
極
的
な

文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宗
教
文
化
に
資
す
る
Ａ
Ｉ
実
装
も
、
Ｅ
Ｕ
「
Ａ

Ｉ
規
制
法
案
」
で
は
「
限
定
リ
ス
ク
の
あ
る
」
Ａ
Ｉ
と
し
て
、「
透
明
性
」

の
原
則
で
対
応
可
能
な
例
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

③
に
関
し
て
、
多
く
の
現
実
の
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
は
、
戦
争
、
独
裁
体
制

に
よ
る
大
規
模
の
殺
戮
や
人
権
侵
害
な
ど
、
人
類
の
文
明
を
ゆ
る
が
す
巨

大
な
破
局
に
歯
止
め
を
か
け
る
目
的
よ
り
、
人
類
と
個
々
人
の
福
祉
に
貢

献
し
、
経
済
格
差
、
地
球
環
境
問
題
等
々
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
開

発
、
利
用
を
促
進
す
る
目
的
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

宗
教
が
関
わ
る
Ａ
Ｉ
倫
理
の
共
有
可
能
性

濱
田　
　

陽

　

日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
の
成
立
、
運
用
を
リ
ー
ド
す
る
総
務

省
・
Ａ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
会
議
は
「
国
際
的
な
議
論
の
た
め
の

Ａ
Ｉ
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」（
二
〇
一
七
年
七
月
）
を
策
定
し
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
二
〇
一
九
年
五
月
）、
Ｇ
２

０

（
二
〇
一
九
年
六
月
）、
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｉ

（
二
〇
二
〇
年
六
月
）
の
各
勧
告
・
声
明
と
連
携
し
た
。
こ
れ
ら
は
「
人

間
中
心
」
の
原
則
を
掲
げ
る
が
、
宗
教
へ
の
積
極
的
言
及
は
な
い
。
こ
の

間
、
米
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最
大
教
派
・
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
の
「
人
工

知
能
：
原
則
に
関
す
る
福
音
主
義
的
声
明
」（
二
〇
一
九
年
三
月
）
は
聖

書
を
掲
げ
、
神
に
象
ら
れ
た
人
間
に
よ
る
創
造
・
管
理
、
正
義
の
戦
争
論

に
説
き
及
ん
だ
。
他
方
、
バ
チ
カ
ン
の
「
Ａ
Ｉ
倫
理
に
関
す
る
ロ
ー
マ
の

呼
び
か
け
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
は
、
神
、
聖
書
に
は
ふ
れ
ず
世
界
人

権
宣
言
第
一
条
（
人
間
の
尊
厳
）、
第
二
条
（
公
平
性
）
を
引
用
し
、
人

間
の
中
心
性
（centrality

）
に
言
及
し
た
。
Ｅ
Ｕ
「
Ａ
Ｉ
規
制
法
案
」

（
二
〇
二
一
年
四
月
）
以
降
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
的
ア
プ
ロ

ー
チ
へ
の
転
換
の
流
れ
が
生
じ
、
日
本
の
連
携
・
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
急

速
に
低
下
、
さ
ら
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）、
米
国
防
総
省

（
二
〇
二
二
年
六
月
）
が
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
を
採
択
、
公
表
す
る
な
ど
新
た

な
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

　

南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
や
バ
チ
カ
ン
の
例
が
あ
る
も
の
の
、
目
下
、
国

内
的
・
国
際
的
に
、
宗
教（
宗
教
的
な
理
念
や
宗
教
組
織
）が
、
Ａ
Ｉ
倫
理

原
則
に
与
え
て
い
る
影
響
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
①
多
く
の
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
は
制
御
可
能
Ａ
Ｉ
が
対
象
の
た

め
、
世
俗
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
対
応
可
で
あ
る
こ
と
、
②
「
公
平
性
」
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用
と
工
学
的
機
器
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
い
う
語
の
意
味
の
拡
張
に
つ
い
て
指
摘
を
し
た
。

　

熊
谷
誠
慈
は
、「
仏
教
対
話
Ａ
Ｉ
「
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
状
況
と

今
後
の
展
望
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
開
発
の
背
景
、

開
発
の
経
緯
、
そ
し
て
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
現
代
日
本
社
会

で
は
、
様
々
な
要
因
か
ら
仏
教
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
人
々
が
仏
教
の
本
質
に
触
れ
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
仏
教
復
興
の
方
策
の
一
つ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
関
心
が
、
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
開
発
の
背
景
に
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ

ト
は
、
仏
教
経
典
を
機
械
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
質

問
に
対
し
て
仏
教
経
典
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
基
づ

く
回
答
を
提
供
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
の
社
会

実
装
に
際
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
報
告
を
行
っ
た
。

　

石
田
友
梨
は
、「
食
品
表
示
ラ
ベ
ル
の
画
像
認
識
に
よ
る
ハ
ラ
ー
ル
判

定
支
援
ア
プ
リ
の
開
発
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
報
告
者
の

立
場
を
、
ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
「
判
定
」
す
る
た
め
の
基
準
を
追
求
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
ハ
ラ
ー
ル
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
材
料
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
り
、
最
終
的
な
決
断
は
、
利
用
者
に
委
ね
る
と
い
う
立

場
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
に
つ
い
て
は
批
判
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
開
発
を
志
し
た
経
緯
、
既
存
の
ハ
ラ
ー
ル

識
別
ア
プ
リ
と
の
技
術
的
な
違
い
、
ハ
ラ
ー
ル
の
判
定
に
関
係
す
る
「
豚

肉
」
等
の
単
語
に
特
化
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
式
文
字
読
み
取
り
装
置
）
の

機
械
学
習
結
果
、
独
自
の
ア
プ
リ
開
発
、
学
生
か
ら
の
協
力
の
申
し
出
と

教
育
効
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

橋
本
高
志
は
、「
立
正
佼
成
会
の
信
仰
活
動
と
人
工
知
能
活
用
の
境
界

Ｅ
Ｕ
「
Ａ
Ｉ
規
制
法
案
」
は
、
軍
事
領
域
を
対
象
と
し
な
い
も
の
の
、
ハ

ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
規
制
を
打
ち
出
し
て
お
り
注
目
す
べ
き
変
化
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
勧
告
の
政
策
エ
リ
ア
「
教
育
と
リ
サ
ー
チ
」
で

は
、「
文
化
研
究
、
教
育
、
倫
理
、
国
際
関
係
、
法
律
、
言
語
学
、
哲
学
、

政
治
学
、
社
会
学
、
心
理
学
な
ど
科
学
、
技
術
、
工
学
、
数
学
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
）
以
外
の
分
野
を
含
む
学
際
的
Ａ
Ｉ
研
究
を
促
進
す
る
必
要
」
の
文
言

が
付
さ
れ
、
文
化
研
究
に
宗
教
を
含
め
て
解
釈
し
う
る
。
文
明
的
破
局
を

回
避
す
る
た
め
の
、
共
有
可
能
な
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
の
涵
養
に
は
、
法
経
技

術
分
野
に
対
し
、
よ
り
根
源
的
な
意
義
や
価
値
を
踏
み
込
ん
で
議
論
し
う

る
宗
教
、
倫
理
、
哲
学
分
野
か
ら
の
継
続
的
コ
メ
ン
タ
リ
ー
を
実
現
す
る

仕
組
み
、
制
度
の
導
入
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

木
村　

武
史

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
含
め
た
先
端
技
術
の
宗
教
領
域
に
お
け
る
応

用
と
社
会
実
装
の
具
体
例
等
を
取
り
上
げ
、
科
学
技
術
の
発
展
が
も
た
ら

す
宗
教
へ
の
影
響
に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

木
村
武
史
は
、「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
テ
ッ
ク
研
究
の
動
向
：
瞑
想
誘
導
技

術
に
焦
点
を
当
て
て
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
間
で
深
ま
っ
て
い
く
相
互
関
係
を
ス
ピ
リ
ッ
ト
・

テ
ッ
ク
と
呼
ん
だW

ildm
an

とStockly

の
著
作
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
技
術
の
う
ち
、
瞑
想
ア
プ
リ
、
瞑
想
支
援
機
器M

use

、
瞑
想
誘

導
機
器Zendo

を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
実
際
の
利
用
か
ら
窺

う
こ
と
の
で
き
る
問
題
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
意
識
変
容
を

喚
起
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
薬
草
の
利
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宗
教
の
公
共
性
と 

〈
公
共
宗
教
学
〉
を
つ
な
ぐ
た
め
に

代
表
者
・
司
会　

宮
本
要
太
郎

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

堀
江　

宗
正

公
共
性
へ
と
架
橋
す
る
信
仰
育
成 

│
│ 

天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
を
例
に 

│
│

金
子　
　

昭

　
「
ひ
の
き
し
ん
」
と
は
、
宗
教
の
公
共
性
を
担
保
す
る
天
理
教
の
社
会

関
係
概
念
で
あ
る
。
そ
の
定
義
は
、
神
恩
報
謝
の
自
発
的
発
露
と
い
う
純

粋
な
信
仰
的
態
度
で
あ
る
が
、
活
動
と
し
て
の
ひ
の
き
し
ん
は
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
見
て
も
早
い
時
期
か
ら
公
共

性
を
帯
び
た
実
践
教
理
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
か

ら
戦
後
に
か
け
て
、
ひ
の
き
し
ん
は
も
っ
ぱ
ら
労
働
奉
仕
、
勤
労
奉
仕
と

の
関
連
で
説
か
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。
ひ
の
き
し
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
で

あ
る
。

　

こ
の
文
脈
の
中
で
、
天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
が
天
理
教
版
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
と
し
て
一
九
八
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
個

人
の
信
仰
を
社
会
の
ニ
ー
ズ
、
と
り
わ
け
社
会
福
祉
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ

せ
る
た
め
、
必
要
な
教
理
と
活
動
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
教
内
向
け
の
講
習
会
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
か
ら
言
え
ば
、

公
共
性
へ
と
架
橋
す
る
信
仰
形
成
を
ひ
の
き
し
ん
と
い
う
教
理
に
期
待
す

る
姿
勢
が
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
実
際
、
天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー

領
域
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
宗
教
界
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
動
き
が

あ
る
一
方
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
も
あ
る
と
い
う
課
題

を
、
具
体
的
な
宗
教
教
団
（
立
正
佼
成
会
）
を
事
例
と
し
て
、
考
察
を
行

っ
た
。
教
団
の
あ
る
特
定
部
署
に
関
わ
る
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
報
告
で
は
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
可
能
性
、
会
員
情
報
の
デ
ー
タ

化
と
そ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。Y

ouT
ube

で
行
わ
れ
た
教

会
役
員
指
導
会
で
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て
の
提
案
に
対
す
る
回
答
の
内

容
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
特
に
、「
Ａ
Ｉ
開
祖
」
と
い
う
提
案
の
背

後
に
あ
る
信
者
の
希
望
や
、
実
際
に
開
発
・
社
会
実
装
さ
れ
た
場
合
の
問

題
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

　

濱
田
陽
は
、「
宗
教
が
関
わ
る
Ａ
Ｉ
倫
理
の
共
有
可
能
性
」
と
題
す
る

発
表
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｉ
倫
理
原
則
の
世
界
的
動
向
を
報
告
し
、
そ
の
中
で

宗
教
、
哲
学
等
へ
の
言
及
が
少
な
い
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
教
と
Ａ

Ｉ
倫
理
の
関
係
に
つ
い
て
は
深
く
考
察
す
べ
き
理
由
を
論
じ
た
。
多
く
の

Ａ
Ｉ
倫
理
の
背
後
に
あ
る
道
具
的
Ａ
Ｉ
観
は
創
世
記
的
な
人
間
観
と
親
和

性
が
あ
る
。
公
平
性
の
原
則
へ
の
関
心
が
強
い
中
で
、
包
摂
・
多
様
性
の

原
則
と
の
関
連
か
ら
、
宗
教
が
積
極
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
得
る
可
能

性
、
Ａ
Ｉ
の
戦
争
利
用
に
反
対
す
る
Ａ
Ｉ
規
制
法
へ
の
関
わ
り
、
ユ
ネ
ス

コ
の
勧
告
で
学
際
的
Ａ
Ｉ
研
究
の
促
進
の
必
要
性
が
謳
わ
れ
て
い
る
点
等

に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
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が
、
こ
れ
が
社
会
活
動
と
な
っ
て
現
れ
る
場
合
に
は
、
今
度
は
ど
う
い
う

有
益
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
信
仰

的
評
価
と
社
会
的
評
価
と
の
齟
齬
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
教

理
の
原
則
論
（
内
的
論
理
）
と
実
践
の
社
会
的
有
効
性
（
外
的
論
理
）
と

の
葛
藤
で
も
あ
る
。

　

公
共
宗
教
学
に
対
応
す
る
各
宗
教
の
教
学
（
神
学
）
は
公
共
教
学
（
神

学
）
で
あ
る
。
天
理
教
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
天
理
教
学
の
実
践
教
学
部
門

が
対
応
す
る
。
ひ
の
き
し
ん
論
の
実
践
教
学
的
文
脈
は
、
個
人
の
信
仰

（
た
ん
の
う
か
ら
ひ
の
き
し
ん
）、
そ
の
社
会
的
発
露
（
ひ
の
き
し
ん
か
ら

た
す
け
合
い
）
を
通
じ
て
の
理
想
社
会
の
実
現
（
陽
気
ぐ
ら
し
）
と
な

る
。
ひ
の
き
し
ん
の
公
共
性
（
社
会
的
意
義
）
は
、
公
共
宗
教
学
の
議
論

以
前
に
、
す
で
に
宗
教
社
会
福
祉
論
の
枠
組
み
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
は
す
で
に
社
会
福
祉
の
文
脈
で
議
論
さ
れ
、
ま
た
実
践
が
目
論

ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、「
天
理
教
社
会
福
祉
論
」
も
天
理
教
学
と
社

会
福
祉
学
を
架
橋
す
る
分
野
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
宗
教

学
に
お
け
る
公
共
宗
教
論
は
、
社
会
福
祉
学
に
お
け
る
宗
教
社
会
福
祉
論

と
も
重
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

宗
教
学
と
開
発
援
助

村
上　

辰
雄

　

今
日
、
発
展
途
上
国
に
お
い
て
宗
教
団
体
ま
た
は
そ
の
関
連
団
体
が
開

発
援
助
の
役
割
を
担
う
の
を
目
に
す
る
の
は
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
従

来
の
開
発
援
助
の
提
供
者
た
ち
の
間
で
は
、
宗
教
は
除
外
視
あ
る
い
は
敵

視
さ
れ
て
き
た
。
宗
教
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
る
今

日
、
宗
教
学
の
視
点
か
ら
開
発
と
宗
教
の
関
係
を
整
理
し
、
特
に
今
日
の

ル
設
置
の
動
き
は
、
天
理
教
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
の
間
に
芽
生
え
て
い

た
。
ま
た
、
実
際
そ
の
頃
ま
で
に
天
理
教
で
は
様
々
な
社
会
福
祉
分
野
に

進
出
し
て
お
り
、
民
間
社
会
福
祉
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
は
天
理
教
に
お
い
て
個
々
の
信
仰
生
活
の

発
露
を
社
会
貢
献
に
結
び
つ
け
る
一
種
の
社
会
教
育
的
機
能
を
果
た
す
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
は
、
基
本
コ
ー
ス
と
専
門
コ
ー
ス
と
い

う
コ
ー
ス
制
度
を
採
用
し
た
。
専
門
コ
ー
ス
の
内
容
と
し
て
は
、
①
精
神

障
害
者
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
課
程
、
②
老
人
介
護
課
程
、
③
青
少
年
指
導
課
程
、

④
花
と
緑
を
育
て
る
課
程
、
⑤
図
書
修
理
課
程
、
⑥
司
会
・
話
し
方
課
程
、

⑦
障
害
者
世
話
課
程
、
⑧
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
、
そ
し
て
後
に
は
⑨
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
、
⑩
か
り
も
の
感
謝
課
程
、
⑪
事
情
だ
す
け

支
援
課
程
を
設
け
る
に
至
っ
た
。
当
初
は
宿
泊
を
伴
う
形
で
行
わ
れ
た

が
、
次
第
に
短
縮
化
さ
れ
る
傾
向
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
（
三
十
周

年
）
時
点
で
の
全
修
了
者
数
は
、
基
本
コ
ー
ス
が
五
万
五
一
三
六
人　

専

門
コ
ー
ス
（
全
体
）
が
一
万
七
一
八
三
人
に
上
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
以

降
、
従
来
の
コ
ー
ス
制
か
ら
講
座
制
に
移
行
し
、
内
容
的
に
は
、
専
門
コ

ー
ス
の
内
容
は
ほ
ぼ
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
社
会
的
な
「
た
す
け
」（
救
済
）

に
携
わ
る
布
教
者
養
成
を
目
指
す
講
習
会
へ
と
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
か
ら
は
、
道
の
ヘ
ル
パ
ー
の
会
、
キ
ッ

ズ
ネ
ッ
ト
天
理
、
天
理
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
派
生
し
た
自
発

的
集
ま
り
が
出
来
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
に
活
動
の
定
着
化
や
地
域
レ
ベ

ル
で
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
ひ
の

き
し
ん
の
精
神
は
ど
こ
ま
で
も
神
恩
感
謝
に
よ
る
信
仰
実
践
活
動
に
あ
る
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タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
開
発
モ
デ
ル
を
提
唱
す
る
開
発
援
助
者
の
一
人
で
あ
る

が
、
彼
女
は
著
書
の
中
で
、「
開
発
」
概
念
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
仏
教
の

教
義
の
文
脈
の
中
で
新
た
に
意
味
づ
け
さ
れ
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
サ
ル
ボ
ダ

ヤ
運
動
を
取
り
上
げ
、
宗
教
的
価
値
観
が
開
発
事
業
に
有
機
的
に
つ
な
が

る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
テ
ィ
ン
デ
ル
が
強
調

し
て
い
る
の
は
、
個
人
と
集
団
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
や
仏
教
に
は
そ
れ
を
促
す
教
理
と
実
践
が
す
で
に
あ
る
と
す
る
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
も
と
も
と
開
発
事
業
や
社
会
福
祉
な
ど
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
概
念
で
あ
る
が
、
テ
ィ

ン
デ
ル
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
い
う
開
発
に
お
い
て
も
重
要
な
概
念
を

ロ
ー
カ
ル
な
宗
教
伝
統
の
中
に
見
出
し
、
聖
と
俗
の
切
り
分
け
を
超
え
た

ロ
ー
カ
ル
な
開
発
理
論
を
展
開
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

続
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の
「
開
発
」
概
念
再
定
義
の
一
つ
の

視
点
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
宗
教
を
取
り
上
げ
た
い
。
マ
ー
ク
・
ユ

ル
ゲ
ン
ス
マ
イ
ヤ
ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
宗
教
を
可
能
に
す
る
前
提
と

し
て
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
則
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
倫
理
を
挙
げ
、
さ

ら
に
は
、
そ
の
倫
理
観
か
ら
生
じ
て
く
る
人
道
的
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市

民
宗
教
の
実
践
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
す
る
。
そ
の
視
点
か
ら
す

る
と
、
開
発
事
業
も
そ
れ
が
世
俗
の
団
体
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
宗
教
の
宗
教
実
践
の
一
つ
に
な
り
え
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
従
来
の
「
宗
教
」
と
「
世
俗
」
と
い
っ
た
枠
組
み
を
超
え
た

地
球
レ
ベ
ル
で
の
倫
理
と
実
践
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
西

洋
思
潮
思
想
の
中
に
生
ま
れ
、
普
遍
的
か
つ
目
的
論
的
で
あ
っ
た
「
開

発
」
及
び
「
宗
教
」
概
念
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
脈
に
お
い
て
こ
の
よ

開
発
の
理
論
と
実
践
が
、
公
共
宗
教
学
構
想
の
上
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
か
を
考
察
し
て
み
る
。

　
「
開
発
」
は
そ
の
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
る
定
義
が
な
さ
れ
る
が
、
特
に

国
際
的
な
開
発
援
助
に
お
い
て
は
、
近
代
化
あ
る
い
は
西
洋
化
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
近
代
に
お
け
る
「
開
発
」

理
念
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
思
想
に
端
を
発
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

よ
る
植
民
地
政
策
に
お
い
て
具
体
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
中
で
、
合
理
主

義
、
進
歩
主
義
、
進
化
論
や
、
そ
れ
に
伴
う
二
元
論
的
認
識
論
を
前
提
と

し
て
、「
未
開
」
で
「
後
進
的
」
な
伝
統
的
非
西
洋
社
会
を
変
革
し
て
い

く
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
、
植
民
地
の
独
立
以
降
も
こ
の
理
念
は
継
承
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
西
洋
中
心
主
義
的
な
開
発
概
念
は
、
ポ
ス
ト
植
民

地
主
義
批
判
の
観
点
か
ら
そ
の
自
明
性
が
相
対
化
さ
れ
、
開
発
学
に
お
い

て
は
、
従
来
の
単
線
的
社
会
進
化
論
の
則
っ
た
開
発
概
念
と
は
異
な
る
新

た
な
「
開
発
」
の
意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
論
的
反
省

は
、
宗
教
学
に
お
け
る
「
宗
教
」
概
念
批
判
と
同
様
、「
西
洋
と
非
西
洋
」

「
近
代
と
伝
統
」「
聖
と
俗
」「
公
と
私
」「
精
神
と
物
質
」
の
よ
う
な
二
元

論
的
認
識
論
の
再
検
討
を
含
み
、
そ
の
意
味
で
は
宗
教
学
の
方
法
論
的
反

省
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
、
特
に
公
共
宗
教
学
へ

の
問
題
提
起
と
し
て
検
討
に
値
す
る
、
ロ
ー
カ
ル
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ

ベ
ル
で
の
開
発
概
念
の
再
定
義
の
例
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

ま
ず
、
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
は
、「
開
発
」
概
念
を
、
西
洋
的
価
値
観

や
世
界
観
の
押
し
付
け
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
現
地
の
文
化
や

社
会
構
造
に
見
合
っ
た
形
に
再
解
釈
し
た
上
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
る
。
例
え
ば
、
ウ
エ
ン
デ
ィ
・
テ
ィ
ン
デ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ル
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宗
教
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
公
共
的
な
側
面
か
ら
コ
ミ
ッ
ト
し
よ
う
と

す
る
と
研
究
が
あ
る
種
の
擁
護
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
数
年
前
に
、

R
eligion

（44 (2
), Routledge, 2014

）
誌
上
で
、
こ
の
「
宗
教
研
究

に
お
け
る
擁
護
の
問
題
」
が
特
集
さ
れ
た
。
特
集
を
主
幹
し
た
Ｍ
・
ス
タ

ウ
ス
ベ
ル
ク
は
、
宗
教
研
究
で
は
客
観
や
中
立
が
重
要
だ
と
さ
れ
る
が
、

宗
教
研
究
に
お
い
て
、
擁
護
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

学
術
的
研
究
が
有
し
て
い
る
強
固
な
ス
キ
ー
ム
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
と
し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
同
性
愛
、
人
種
差
別
問
題
な
ど
の

理
論
的
研
究
は
、
公
共
的
な
文
脈
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
、
人
権
問
題
と

し
て
取
り
組
む
な
か
で
行
わ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
こ
で
は
従
来
の
研
究
で

行
わ
れ
て
き
て
い
る
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
、
中
立
な
客
観
的
観
察
者
と
し

て
の
研
究
者
の
立
場
性
は
さ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ

問
題
を
よ
り
公
共
的
な
観
点
か
ら
探
求
す
る
に
は
障
壁
と
な
る
と
し
て
い

る
。
研
究
者
の
立
場
性
の
変
容
や
方
法
論
上
の
課
題
な
ど
難
題
が
多
い

が
、
擁
護
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
て
き
た
宗

教
研
究
の
領
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
洞
察
と
内
省
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

公
共
宗
教
学
と
い
う
枠
組
み
は
現
在
存
在
し
な
い
が
、
擁
護
的
立
場
か

ら
公
共
的
ア
リ
ー
ナ
に
開
か
れ
た
、
あ
る
い
は
開
か
れ
る
べ
き
宗
教
研
究

を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
境
を
越
え
て
く
る
不
法
移

民
の
側
に
立
っ
て
違
法
に
移
住
し
て
く
る
人
々
の
問
題
を
扱
う
Ｍ
・
バ
ス

ケ
ス
、
米
先
住
民
と
問
題
を
共
有
し
、
そ
の
解
決
を
目
指
す
Ｐ
・
ア
ー
ノ

ル
ド
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
川
橋
範
子
な
ど
の
社
会
問
題
や
当
事
者
性
、

研
究
者
の
身
体
性
と
結
び
つ
い
た
研
究
や
、
上
智
大
学
の
実
践
宗
教
学
、

さ
ら
に
擁
護
の
対
象
が
宗
教
で
は
な
く
、
宗
教
に
か
か
わ
る
被
害
者
の
立

う
に
再
定
義
す
る
試
み
も
、
公
共
宗
教
学
の
一
つ
の
可
能
性
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
公
共
宗
教
学
」
は
可
能
か

平
良　
　

直

　

宗
教
学
、
宗
教
研
究
に
お
い
て
、「
公
共
性
」
は
「
公
共
宗
教
論
」
と

し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
宗
教
学
、
宗
教
研
究
そ
の
も
の
の

「
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
す
く
な
い
。
宗
教
学
、

宗
教
研
究
に
お
い
て
、
対
象
か
ら
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
記
述
的
で
あ
る

こ
と
、
客
観
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
が
、
学
と
し
て
の
公
共
的
役
割
を
果

す
こ
と
に
な
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
周

知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
立
場
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
隣
接
諸

学
に
お
い
て
、
他
者
記
述
の
権
力
性
や
学
の
存
在
理
由
へ
の
反
省
が
な
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
、
公
共
哲
学
、
公
共
人
類
学
、
公
共
民
俗
学
、
公
共
社
会

学
な
ど
の
学
的
ア
リ
ー
ナ
が
構
築
さ
れ
て
き
て
久
し
い
。
本
発
表
で
は
、

な
ぜ
、
宗
教
学
、
宗
教
研
究
領
域
で
は
、
宗
教
の
公
共
性
は
論
じ
ら
れ
て

も
、
宗
教
「
学
」
の
公
共
性
、「
公
共
宗
教
学
」
の
問
題
は
主
題
化
さ
れ

な
い
の
か
。
研
究
者
のadvocacy

（
擁
護
性
）
に
つ
い
て
の
議
論
や
従

来
のreligionist

（
宗
教
擁
護
論
者
）
批
判
と
の
関
連
で
整
理
し
た
う
え

で
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
示
し
な
が
ら
「
公
共
宗
教
学
」
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

　

研
究
が
社
会
的
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
持
つ
場
合
、

そ
の
研
究
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
規
範
性
を
お
び
、
研
究
者
の
立
場
性
が

問
わ
れ
、
あ
る
価
値
や
規
範
に
対
し
て
擁
護
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
客
観
的
、
記
述
的
な
態
度
が
重
要
で
あ
る
が
、
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れ
ば
「
共
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
「
コ
ス
モ
ス
」
の
回

復
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
「
寄
り
添
う
」
と
い
う
あ
り
方
は
、
基
本
的
に
、
能
動
的
な
働
き
か
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
。
寄
り
添
う
相
手
が
抱
え
て

い
る
悲
し
み
や
苦
し
み
は
、
決
し
て
理
解
可
能
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

自
覚
し
た
上
で
、
そ
の
悲
痛
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
る
こ
と
で
初
め
て

「
寄
り
添
う
」
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
「
寄
り
添
い
」

に
お
い
て
は
、「
話
す
」
こ
と
よ
り
も
「
聴
く
」
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
る
。

「
寄
り
添
う
」＝「
共
に
あ
る
」
こ
と
は
、「
い
ま
、
こ
こ
」
と
い
う
時
空
間

の
共
有
と
、
そ
の
時
空
間
に
お
い
て
能
動
と
受
動
を
同
時
に
生
き
る
こ
と

で
生
じ
る
「
あ
い
だ
」（
な
い
し
「
場
」）
の
相
互
作
用
を
経
て
、「
つ
な

が
り
」
の
実
感
へ
と
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
に
お
い
て
立
ち

現
れ
て
く
る
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
「
共
苦
」
が
そ
の
ま
ま
「
救

い
」
に
通
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
の
本
質
的
な
在
り
方
を
「
世
界
内
存
在
（in-der-

W
elt-Sein

）」
と
し
て
捉
え
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
存
在
者
（
人

間
）
に
対
し
て
世
界
が
開
か
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
世
界
に
対
し
て
存
在

者
は
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
双
方
向
性
が
「
現
存
在
」
と
し
て
の

人
間
の
本
質
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
常
的
な
現
存
在
は
、
世
界
と
関
わ
る

際
、〈
他
者
と
共
に
あ
る
〉
と
い
う
あ
り
方
で
も
作
用
し
、
こ
の
他
者
と

の
相
互
作
用
の
中
で
、
現
存
在
は
私
で
も
誰
で
も
な
い
〈
ひ
と
〉
と
い 

う
あ
り
方
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
世
界
」
は
「
共
世
界
」

（M
itw

elt

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
「
世
間
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ

わ
し
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
か
ら
、「
宗
教
の
公
共
性
」
を
改
め
て
問
い
直
す
。

場
に
あ
る
櫻
井
義
秀
の
研
究
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
研
究
が
す
で

に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
公
共
宗
教
学
的
実
践
は
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
公
共
宗
教
学
」
の
可
能
性
は
、
な
に
か
独
自
の

学
的
領
域
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
研
究
実
践
の
ア
リ
ー

ナ
の
共
有
に
こ
そ
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ア
リ
ー
ナ
は
、
宗
教
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
の
討
議
空
間
と
な
る

こ
と
が
予
想
可
能
だ
が
、
宗
教
と
対
決
的
で
あ
れ
、
協
働
的
で
あ
れ
、
異

な
っ
た
立
場
の
も
の
同
士
が
、
当
事
者
と
し
て
参
画
可
能
な
場
と
し
て
構

築
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
宗
教
へ
の
言
説
が
対
象
の

変
容
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
と
す
れ

ば
、
宗
教
学
・
宗
教
研
究
領
域
で
「
公
共
宗
教
学
的
ア
リ
ー
ナ
」
を
模
索

す
る
こ
と
は
十
分
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

宗
教
者
の
支
援
活
動
に
お
け
る
寄
り
添
い
と
つ
な
が
り

宮
本
要
太
郎

　

宗
教
者
に
よ
る
支
援
の
現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
生
き
難
さ
」

「
生
き
づ
ら
さ
」
が
実
感
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
態
は
、
日
常
の
生
活
世

界
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
感
覚
で
あ
り
、
そ
の
世
界
に
生
き
て
い
る
確
信

を
持
て
な
い
と
い
う
苦
し
み
で
も
あ
る
。
安
心
し
て
自
分
の
居
場
所
を
確

保
で
き
る
世
界
＝
自
分
の
方
向
性
を
確
認
で
き
る
世
界
を
「
コ
ス
モ
ス
」

と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
世
界
は
「
カ
オ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
宗
教
者
の
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
実
存
的
な
苦
難
を
抱
え
て
い
る

人
た
ち
が
、
改
め
て
「
コ
ス
モ
ス
」
を
取
り
戻
す
手
助
け
で
も
あ
る
。

「
カ
オ
ス
」
が
深
刻
な
と
き
、
宗
教
者
は
し
ば
し
ば
単
に
寄
り
添
う
こ
と

し
か
で
き
な
い
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
し
か
し
、「
寄
り
添
う
」、
言
い
換
え
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コ
メ
ン
ト

堀
江　

宗
正

　

発
表
全
体
を
通
じ
て
、
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
『
近
代
世
界
の
公
共
宗
教
』
が
理

論
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
っ
た
。
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
主
張

の
本
筋
で
は
な
い
が
、
用
語
法
上
の
問
題
と
し
て
、
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
は
、
ヘ

ー
ゲ
ル
以
来
の
「
家
族
、
市
民
社
会
、
国
家
」
の
三
者
関
係
と
公
私
の
二

分
法
と
の
不
一
致
に
言
及
し
て
い
る
。
私
見
で
は
、
公
私
の
二
分
法
だ

と
、
市
民
社
会
と
国
家
の
対
立
が
見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
が
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
後
の
時
代
に
な
る
と
、
家
族
の
あ
り
方
に

も
国
家
が
介
入
し
て
く
る
。
日
本
で
は
、
宗
教
と
国
家
の
間
に
持
続
的
に

緊
張
が
あ
る
が
、
公
共
宗
教
論
で
は
、
そ
れ
が
見
え
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
国
家
は
公
、
宗
教
は
私
と
い
う
二
分
法
を
前
提
と
し
て
、
宗
教

が
公
共
性
を
帯
び
る
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
国
家
に
す
り
寄
る
形
に
な
ら

な
い
か
。

　

宗
教
が
公
共
性
を
帯
び
る
と
い
う
と
き
に
、
い
く
つ
か
の
発
表
で
は
社

会
福
祉
的
な
活
動
へ
の
関
わ
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
エ

ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
福
祉
資
本
主
義
の
三
つ
の
世
界
』
の
福
祉
レ

ジ
ー
ム
論
を
参
照
し
た
。
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
保
守

主
義
的
レ
ジ
ー
ム
は
、
教
会
と
家
族
が
福
祉
の
資
源
を
提
供
す
る
べ
き
と

し
（
ド
イ
ツ
な
ど
）、
自
由
主
義
的
レ
ジ
ー
ム
は
、
福
祉
を
市
場
に
任
せ

つ
つ
も
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
慈
善
事
業
で
補
う
（
英
米
な
ど
）。
そ
れ

に
対
し
て
、
社
会
主
義
的
レ
ジ
ー
ム
で
は
、
国
家
が
万
人
の
た
め
の
福
祉

を
ま
か
な
う
（
北
欧
な
ど
）、
と
さ
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
福
祉
事

業
な
ど
を
範
型
と
す
る
公
共
宗
教
論
は
、
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

言
う
保
守
主
義
タ
イ
プ
の
成
功
例
を
理
想
と
す
る
が
、
現
実
に
は
新
自
由

ま
ず
、
日
本
に
お
い
て
欧
米
の
「
公
共
圏
」
に
当
た
る
も
の
が
「
世
間
」

で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
「
世
間
」
と
宗
教
の
関
係
が
改
め
て
問
題
と
な

ろ
う
。
そ
の
関
係
は
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
「
政
教
関
係
」
の
問
い
直

し
に
も
通
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、「
宗
教
の
社
会
貢
献
」
や
「
カ
ル

ト
」
問
題
に
も
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
世
俗
的
な
公

共
圏
と
異
な
り
、「
世
間
」
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
、
カ
ミ
や
ホ
ト
ケ
、

死
者
な
ど
も
含
む
広
が
り
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
縁
」
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
き
た
。「
世
間
」
の
こ
の
宗
教
性
（
呪
術
性
）
は
、
日
本
に

お
い
て
は
、「
宗
教
／
無
宗
教
」
の
違
い
を
超
え
た
「
公
共
性
」
と
し
て

共
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
つ
な
が
り
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
神
仏
や
先
祖
と
の
目
に
見
え
な

い
「
つ
な
が
り
」
が
「
世
間
」
の
宗
教
性
を
下
支
え
し
て
き
た
と
言
え

る
。
苦
の
現
場
で
活
動
す
る
宗
教
者
た
ち
の
実
践
も
、
孤
立
し
た
人
た
ち

に
「
つ
な
が
り
」
を
も
た
ら
す
こ
と
で
新
し
い
「
世
間
」
の
地
平
を
確
立

し
よ
う
と
す
る
営
み
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
宗
教
を
研
究
す
る
者
も
「
世
間
内
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
事
実

で
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
で
自
ら
の
立
場
性
を
反
省
的
に
自
覚
す
る
必
要

が
あ
る
。
同
時
に
、「
世
間
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
現
代
社
会
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
「
宗
教
」
や
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
を
見
き
わ
め
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
世
間
内
存
在
」
と
し
て
の
「
宗
教
」

と
そ
の
「
研
究
」
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
「
つ
な
が
り
」
を
構
築
し
て
い

く
か
が
、
公
共
宗
教
学
の
一
番
の
課
題
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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し
て
、
時
間
的
・
空
間
的
な
比
較
を
お
こ
な
い
、
宗
教
文
化
を
伝
え
、
継

承
す
る
担
い
手
で
あ
る
宗
教
学
者
に
は
、
他
者
と
の
媒
介
を
う
な
が
す
と

い
う
意
味
で
の
公
共
性
が
あ
り
、
一
人
の
宗
教
学
者
の
な
か
に
、
デ
タ
ッ

チ
と
コ
ミ
ッ
ト
の
両
方
が
あ
る
の
が
健
全
で
、
そ
の
往
復
が
あ
る
か
ら
、

研
究
が
公
共
性
を
持
つ
と
論
じ
た
。

　

公
共
圏
は
日
本
語
で
は
「
世
間
」
だ
と
論
じ
た
宮
本
に
対
し
て
は
、
同

調
圧
力
と
排
除
を
伴
う
世
間
は
公
共
圏
と
は
異
な
る
と
言
う
べ
き
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
う
し
た
世
間
を
風
通
し
の
よ

い
も
の
に
す
る
と
い
う
戦
略
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

宮
本
要
太
郎

　

近
年
、
苦
の
現
場
に
お
い
て
支
援
活
動
に
取
り
組
む
宗
教
者
と
、
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
者
と
の
協
働
の
機
会
が
増

え
、
研
究
者
が
実
際
に
支
援
に
携
わ
り
、
宗
教
者
が
研
究
に
示
唆
を
与
え

る
機
会
も
増
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
改
め
て
宗
教
研
究
そ
の
も
の
の

「
公
共
性
」
や
研
究
者
の
立
場
性
、
さ
ら
に
宗
教
研
究
に
お
け
る
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
、

そ
の
よ
う
な
議
論
を
集
約
す
る
場
、
実
践
と
理
論
と
が
交
錯
す
る
場
と
し

て
の
〈
公
共
宗
教
学
〉
の
可
能
性
を
問
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
パ
ネ
ル

の
参
加
者
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
除
く
全
員
が
、
基
盤
研
究
「
宗
教
者
の

寄
り
添
い
支
援
と
そ
れ
に
関
わ
る
研
究
者
及
び
研
究
の
公
共
性
に
関
す
る

研
究
」（
研
究
代
表
者
：
宮
本
要
太
郎
）
に
従
事
し
て
お
り
、
パ
ネ
ル
は

そ
の
成
果
を
確
か
め
る
場
で
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
金
子
発
表
で
は
、
宗
教
の
公
共
性
が
問
わ
れ
る
具
体
的
な
事
例

主
義
の
補
完
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
特
に
米
国
の
よ
う
に
）。

　

こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
「
悪
い
シ
ナ
リ
オ
」
は
、
国
の
福
祉
予
算
が
カ

ッ
ト
さ
れ
、
国
民
間
の
格
差
が
増
大
す
る
な
か
で
、
宗
教
の
慈
善
事
業
に

光
が
当
た
る
が
、「
焼
け
石
に
水
」
と
な
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
雄
的

な
社
会
貢
献
活
動
が
賞
賛
さ
れ
、
全
体
的
に
は
困
難
に
陥
っ
て
い
る
人
が

増
え
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
逆
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
と
、

宗
教
の
存
在
意
義
が
な
い
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
な
り
か
ね
な
い
。

発
表
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
「
公
共
宗
教
学
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
宮
本
か
ら

の
回
答
は
、
公
共
宗
教
論
は
「study of public religion

」
で
、
公
共

宗
教
学
は
「public study of religion

」
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
が
自
ら
、
両
者
の
内
容
と
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　

金
子
と
の
や
り
取
り
で
は
、
宗
教
者
の
側
の
理
念
と
、
社
会
的
評
価
と

の
齟
齬
、
国
家
か
ら
資
金
援
助
が
出
た
場
合
に
、
宗
教
的
理
念
を
福
祉
の

現
場
で
出
し
に
く
く
な
る
と
い
う
葛
藤
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
議
論
の
積
み
重
ね
と
し
て
は
「
宗
教
社
会
福
祉
論
」
の
方

に
「
公
共
宗
教
学
」
よ
り
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

開
発
研
究
に
お
け
る
宗
教
の
公
共
性
を
論
じ
た
村
上
と
の
や
り
取
り
で

は
、
公
共
性
の
基
準
を
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
に
求
め
る
か
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も

の
に
求
め
る
か
と
い
う
論
点
を
提
起
し
た
。

　

研
究
を
し
て
い
れ
ば
お
の
ず
か
ら
公
共
性
が
伴
う
と
い
う
の
は
素
朴
だ

と
論
じ
た
平
良
に
対
し
て
は
、「
公
共
宗
教
側
に
つ
く
レ
リ
ジ
ョ
ニ
ス
ト

で
な
い
宗
教
学
者
だ
と
公
共
性
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ら
、
抑

圧
的
だ
と
い
う
懸
念
を
伝
え
た
。
特
定
の
実
践
か
ら
一
時
的
に
デ
タ
ッ
チ
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た
。

　

最
後
に
宮
本
発
表
で
は
、
苦
難
を
抱
え
る
人
々
に
宗
教
者
が
寄
り
添
う

支
援
の
現
場
に
お
い
て
「
つ
な
が
り
」
が
い
か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
て
い

る
か
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
そ
の
よ
う
な
苦
難
を
取
り
巻

く
（
世
俗
的
な
）「
社
会
」
を
（
宗
教
性
や
呪
術
性
を
内
包
す
る
）「
世

間
」
と
い
う
視
点
で
問
い
返
す
こ
と
で
、「
宗
教
の
公
共
性
」
の
根
本
的

な
捉
え
直
し
が
可
能
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
さ
れ
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
堀
江
氏
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
、
的
確

な
コ
メ
ン
ト
が
多
数
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

「
コ
メ
ン
ト
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
と
り
わ
け
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
バ
ラ
ン
ス
が
研
究
の
公
共
性
を
担
保
す
る
と
い
う
点

は
、
重
要
で
あ
る
。

　

コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
発
表
者
か
ら
の
応
答
の
後
、
最
後
に
フ
ロ
ア
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
特
に
、「
公
共
」
と
い
う
語
を
用
い
る
際
に
生

じ
る
困
難
さ
や
危
う
さ
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
研
究
の
「
個
人
化
」
や

「
私
化
」
に
ど
う
対
抗
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
も
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
点
は
今
後
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
宗
教
の
研
究
で
は
、
特

定
の
価
値
観
を
無
意
識
に
内
在
化
さ
せ
た
り
、
国
家
（
や
世
間
）
へ
の
忖

度
に
陥
っ
た
り
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
強
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
う

え
で
、
護
教
論
に
も
御
用
学
問
に
も
陥
る
こ
と
の
な
い
研
究
の
立
場
性
を

い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
開
か
れ
た
意

見
交
換
の
場
と
し
て
〈
公
共
宗
教
学
〉
の
議
論
が
展
開
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

と
し
て
、
天
理
教
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
の
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ

の
ス
ク
ー
ル
は
、
個
人
の
信
仰
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
（
特
に
社
会
福
祉
的
ニ

ー
ズ
）
を
対
応
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
こ
に
は
信
仰
の
内
的

な
深
ま
り
と
実
践
の
外
的
な
有
効
性
と
の
間
の
緊
張
が
、
常
に
生
じ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
救
済
」
と
「
社
会
貢
献
」
と
の
間
の
緊
張
と
も
言
え
る

が
、
研
究
者
の
立
場
で
は
、
そ
の
緊
張
が
個
人
・
教
団
・
社
会
の
い
ず
れ

に
と
っ
て
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
働
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
何
が

必
要
か
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

次
の
村
上
発
表
は
、
国
際
的
な
開
発
援
助
の
現
場
か
ら
「
開
発
」
の
意

味
が
問
い
直
さ
れ
て
い
く
中
で
新
た
に
浮
上
し
て
き
た
「
宗
教
」
の
役
割

に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
伝
統
宗
教

に
お
け
る
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
の
再
発
見
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ

ル
で
の
従
来
の
「
宗
教
／
世
俗
」
二
分
法
の
見
直
し
な
ど
、
宗
教
の
公
共

性
に
直
結
す
る
視
点
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
視
点
の
ベ
ク
ト

ル
を
変
え
れ
ば
、
ロ
ー
カ
ル
な
地
平
か
ら
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
平
か
ら

も
、
近
代
的
宗
教
学
の
研
究
の
ス
タ
ン
ス
そ
の
も
の
が
実
践
的
に
問
い
直

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
平
良
発
表
で
は
、「
宗
教
の
公
共
性
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
宗
教
学
や
宗
教
研
究
そ
の
も
の
の
「
公
共
性
」
が
主
題
化
さ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
人
種
差

別
問
題
や
性
差
別
、
カ
ル
ト
問
題
な
ど
、
敢
え
て
「
客
観
的
・
記
述
的
な

態
度
」
を
逸
脱
し
て
あ
る
種
の
擁
護
性
（advocacy

）
を
帯
び
た
研
究

と
な
る
ア
リ
ー
ナ
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
で
は
研
究
者
の
立
場
性
が

鋭
く
問
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
事
者
と
し
て
の
参
画
を

可
能
に
す
る
開
か
れ
た
議
論
の
場
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
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震
災
伝
承
の
宗
教
性 

│
│ 

施
設
・
担
い
手
・
行
為
・
環
境 

│
│

代
表
者
・
司
会　

弓
山
達
也

問
題
提
起 
│
│ 
震
災
伝
承
の
宗
教
性 

│
│

弓
山
　
達
也

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
が
経
っ
た
こ
と
で
被
災
地
各
地
に
震
災
の

記
憶
・
記
録
を
後
世
に
伝
え
る
「
震
災
伝
承
館
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

三
・
一
一
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
は
、
震
災
伝
承
施
設
を
指
定
・
分
類

し
、
震
災
伝
承
館
な
ど
、
一
定
の
規
模
を
有
す
る
施
設
を
「
第
三
分
類
」

と
し
て
現
在
五
九
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
か
か
る
施
設
の
運
営
は
国
・

地
方
自
治
体
や
そ
の
外
郭
団
体
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
指
定
さ
れ
な

く
て
も
、
企
業
や
民
間
・
個
人
が
運
営
す
る
同
様
の
施
設
も
あ
り
、
ま
た

記
念
碑
、
追
悼
施
設
、
震
災
の
記
憶
を
留
め
る
遺
構
と
い
っ
た
第
一
・
第

二
分
類
を
含
め
る
と
、
震
災
伝
承
施
設
の
裾
野
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、
震
災
に
関
わ
る
伝
承
の
施
設
や
担
い
手
や
そ
の

行
為
や
環
境
に
お
い
て
、
宗
教
性
が
ど
の
よ
う
に
表
出
し
て
い
る
か
を
検

討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
三
木
英
﹇
二
〇
二
〇
﹈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
震
災

記
憶
は
慰
霊
・
追
悼
の
関
係
か
ら
宗
教
集
団
に
担
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
宗
教
と
は
無
関
係
な
集
団
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
で
宗
教
的
な
共
同
体

の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
植
田
今
日
子
﹇
二
〇
一
五
﹈
が
注

目
す
る
よ
う
に
、
災
害
に
対
し
て
村
落
は
供
養
や
記
念
碑
設
置
に
よ
っ
て

日
常
的
か
つ
周
期
的
に
次
の
災
害
の
当
事
者
性
を
人
々
に
伝
承
し
て
き

た
。
三
木
や
植
田
は
震
災
の
伝
承
が
必
然
的
に
宗
教
性
を
帯
び
る
構
造
を

指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
だ
と
す
る
と
宗
教
と
は
何
か
を
問
う
上
で
（
つ
ま

り
本
学
会
で
）
震
災
の
伝
承
に
注
目
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は

な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

弓
山
報
告
で
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
右
記
の
第
三
分
類
に
指
定
さ
れ
る

震
災
伝
承
施
設
の
宗
教
性
の
表
出
に
注
目
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
設
の
展

示
・
出
展
物
は
①
寺
社
を
中
心
と
す
る
宗
教
施
設
、
②
年
中
行
事
や
人
生

儀
礼
と
い
っ
た
宗
教
行
為
、
③
生
き
る
意
味
や
目
的
の
探
求
と
い
っ
た
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
判
っ

た
。

　

も
ち
ろ
ん
震
災
伝
承
は
伝
承
館
の
展
示
・
出
展
物
だ
け
で
は
な
い
。
た

だ
整
理
さ
れ
、
記
録
さ
れ
、
広
く
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
伝
承

館
で
の
展
示
・
出
展
物
の
比
較
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
じ
東

日
本
大
震
災
に
関
わ
る
伝
承
館
で
も
地
震
・
津
波
被
害
が
中
心
で
現
在
は

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
地
域
の
も
の
と
、
こ
こ
に
原
発
事
故
、
風
評
被

害
、
今
も
続
く
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
地
域
の
も
の
と
で
は
宗
教

性
の
表
出
は
何
ら
か
の
違
い
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
関
東
大
震
災
の
災
禍

を
伝
え
る
東
京
都
復
興
記
念
館
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
と
の
比
較
も
、
時
代
や
地
域
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

震
災
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
非
教
団
的
な
宗
教
性
を
強
く
押
し
出
す

広
島
・
長
崎
・
沖
縄
の
戦
災
関
連
の
施
設
と
の
相
違
も
、
公
共
施
設
で
ど

う
宗
教
性
が
表
出
で
き
る
の
か
／
で
き
な
い
の
か
と
合
わ
せ
て
議
論
の
余

地
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
公
害
病
の
伝
承
施
設
も
考
慮
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
海
外
の
同
様
な
施
設
と
の
比
較
も
興
味
深
い
に
違
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相
互
の
行
為
に
よ
っ
て
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
が
構
築
さ
れ
る
、
と
い

っ
た
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
構
築
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ

の
構
築
過
程
に
お
い
て
は
、
本
来
あ
る
べ
き
場
所
の
意
味
づ
け
が
、
何
ら

か
の
理
由
に
よ
り
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
発
現
さ
れ
た
り
、
必
要

／
不
必
要
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
る
遺
産
が
創
り
か
え
ら

れ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
「
ね
じ
れ
」
へ
の
着
目
も

な
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
対
象
と
す
る
福
島
県
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
地

震
・
津
波
・
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
い
う
「
自
然
」
と
「
人
為
」
の
複

合
的
な
災
害
を
経
験
し
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
点
で
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
対
象
と
な
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
島
県
で
は
現
在
、
ダ
ー
ク
ツ

ー
リ
ズ
ム
で
は
な
く
「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
被

災
地
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
呼
称
の
背
景
に
は
、

ダ
ー
ク
（
影
）
か
ら
復
興
す
る
被
災
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
（「
影
↓
光

の
過
程
」）
を
見
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
意
図
が
あ
り
、
そ
の
た
め
「
影
」

あ
り
き
の
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
対
照
的
な
、
異
な
る
形
で
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
宗
教
性
に
着
目
し
た

際
、
福
島
県
が
理
想
と
す
る
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
推
進
さ
れ
る
過
程

で
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
性
が
「
光
」
に
値
す
る
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
宗
教
性
が
「
影
」
と
し
て
捨
象
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
中
心
的
な
訪
問
施
設
と

な
っ
て
い
る
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は
、
被
災
当
時

の
避
難
の
様
子
や
、
現
在
の
復
旧
状
況
な
ど
を
示
す
資
料
と
と
も
に
、
野

馬
追
・
安
波
祭
り
の
飾
り
・
田
植
え
踊
り
の
早
乙
女
着
物
な
ど
、
年
中
行

事
に
関
す
る
資
料
や
、
双
葉
ダ
ル
マ
な
ど
の
信
仰
・
習
俗
に
関
わ
る
展
示

い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
災
害
の
伝
承
に
お
け
る
宗
教
性
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
比
較
・
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
伝
承
施
設
に
よ

ら
ず
と
も
、
例
え
ば
行
政
が
伝
承
を
保
存
・
整
理
・
公
開
し
よ
う
と
す
る

時
、
宗
教
性
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
図
が
働
く
の
か
、
伝
承
施
設
の

語
り
部
さ
ん
の
語
り
と
ツ
ア
ー
や
巡
礼
な
ど
の
被
災
現
場
で
語
ら
れ
る
語

り
に
は
何
か
違
い
が
あ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
伝
承
は
誰
に
向
け
て
の
語
り

な
の
か
な
ど
、
議
論
は
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
苦
難
に
直
面
し
た
り
、

そ
こ
か
ら
の
解
放
を
目
指
そ
う
と
し
た
り
す
る
時
の
宗
教
性
の
表
出
を
め

ぐ
っ
て
、
本
パ
ネ
ル
は
宗
教
の
意
味
や
機
能
に
関
す
る
、
一
定
の
知
見
を

提
起
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
宗
教
文
化
表
象 

│
│ 

福
島
県
浜
通
り
の
震
災
伝
承
施
設 

│
│

小
髙
　
絢
子

　

本
発
表
で
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
震
災
伝
承
施
設
を
事
例
に
、
展
示
内

容
に
見
ら
れ
る
宗
教
性
に
着
目
し
、
福
島
県
が
掲
げ
る
被
災
地
に
お
け
る

復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
志
向
す
る
過
程

で
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
性
が
展
示
・
表
象
／
捨
象
・
か
く
さ
れ
て
い
る
の

か
、
の
分
析
を
試
み
た
。

　

死
や
苦
し
み
と
結
び
つ
い
た
場
所
を
旅
す
る
行
為
は
、
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
呼
称
で
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
九
六
年
以
降
、
主
に
観
光
学
の

分
野
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
研
究
で
は
、
死
や
苦
し
み
と

結
び
つ
い
た
場
所
を
観
光
す
る
べ
き
対
象
と
し
て
意
味
づ
け
、
表
象
、
展

示
し
、
訪
問
者
が
そ
れ
を
訪
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
ま
な
ざ
す
と
い
っ
た
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震
災
伝
承
の
連
続
性
と
宗
教
者
・
市
民
の
関
与 

│
│ 

南
三
陸
を
事
例
に 

│
│

齋
藤
　
知
明

　

本
発
表
で
は
、
震
災
の
経
験
を
伝
承
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
う
ち
、

「
担
い
手
」
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
震
災
被
災
地
に
お
け
る
市
民

に
よ
る
震
災
の
記
憶
・
心
情
の
語
り
を
他
者
が
聴
き
記
録
し
た
過
程
と
そ

の
後
の
展
開
を
、
事
例
と
し
て
概
観
す
る
。
発
表
者
は
震
災
以
降
、
大
学

生
と
と
も
に
宮
城
県
南
三
陸
町
を
頻
繁
に
訪
れ
て
き
た
。
南
三
陸
で
の
実

地
研
修
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
毎
回
現
地
の
方
に
聞
き
取
り

を
し
、
そ
れ
を
記
録
と
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

被
災
地
で
暮
ら
す
／
働
く
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
そ
の
時
に
し
か
聴

け
な
い
環
境
や
心
情
を
記
録
し
、
復
興
過
程
に
お
け
る
南
三
陸
の
課
題
に

関
し
て
検
討
を
加
え
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
発
表
者
が
所
属
す
る
大
正
大
学
が
関
わ
っ
た
支
援
活
動
に
関
す

る
報
告
と
、
発
表
者
自
身
が
大
学
生
と
調
査
を
進
め
て
ま
と
め
た
報
告
書

の
中
か
ら
、
聞
き
取
り
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
震
災
直
後
の
二
〇
一
一
年

四
月
に
支
援
活
動
を
お
こ
な
っ
た
際
に
は
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
」「
こ
の
震
災
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
け
で
も
充
分
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」「
地
元
で
普
段
通
り
の
生
活
を
し
て
お
金
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
ひ
い
て
は
東
北
の
復
興
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
、
学
生
た
ち
が

被
災
直
後
の
現
場
で
話
し
を
聞
い
て
衝
撃
を
受
け
た
言
葉
が
多
く
記
録
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
、
小
学
校
の
先
生
方
に
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
に
接
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。
そ
こ
で
は
、「
震
災
の
こ
と
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
接
し
て
い
た
」「
無
理
に
震
災
の
事
を
忘

れ
さ
せ
な
い
と
い
う
教
育
は
「
心
の
健
康
」
に
は
繋
が
ら
な
い
」
と
い
っ

物
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
被
災
前
の
暮
ら
し
」
を
示
す
資
料
、
つ
ま

り
被
災
と
い
う
非
常
事
態
か
ら
の
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
表
象
さ

れ
る
宗
教
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
常
設
で
は
な
く
企
画
展
示
で
あ
る
も
の

の
、
同
時
に
展
示
さ
れ
る
読
売
新
聞
の
写
真
パ
ネ
ル
に
お
い
て
は
、
祈
り

を
捧
げ
る
人
々
の
姿
を
写
し
た
も
の
も
存
在
し
て
い
た
。

　

一
方
で
捨
象
さ
れ
る
宗
教
性
の
例
と
し
て
は
、
伝
承
館
の
近
隣
に
あ

る
、
共
同
墓
地
が
挙
げ
ら
れ
る
。
津
波
で
流
さ
れ
た
所
在
不
明
の
墓
石
が

多
数
並
べ
ら
れ
、
未
だ
に
地
元
民
に
よ
る
献
花
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ホ

ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
訪
れ
ら
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
存
在
が
言
及
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
。
墓
地
の
近
隣
に
あ
る
、
被
災
し
倒
壊
し
た
住
宅
や
工
場
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
地
域
一
帯
は
復
興
祈
念
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
が
、
墓
地
や
住
宅
は
処
遇
未
定
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
死
に
直
結
す
る
よ
う
な
場
所
や
、
弔
い
と
い
っ
た
行
為
は
か
く
さ

れ
、
展
示
に
お
い
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
い
の

ち
の
観
点
が
重
要
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
時
期
が
早
い
、
死
が
ま
だ
身
近
で

あ
る
た
め
に
展
示
し
に
く
い
、
と
い
う
福
島
な
ら
で
は
の
事
情
が
存
在
す

る
と
い
う
。
結
果
と
し
て
、
扱
い
や
す
い
宗
教
性
を
表
象
し
た
伝
承
館
の

展
示
は
、
未
災
地
の
訪
問
者
か
ら
は
高
評
価
で
あ
る
一
方
で
、
当
事
者
か

ら
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
い
た
、
震
災
で
表
象
さ
れ
る
べ
き
真
実
性
を
有
さ

な
い
も
の
と
し
て
酷
評
さ
れ
る
、
と
い
う
ね
じ
れ
も
生
じ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
宗
教
性
が
展
示
／
捨
象
さ
れ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
分
析
は
、

目
指
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（「
ホ
ー
プ
」）
次
第
で
か
く
さ
れ
て
し
ま

う
、
社
会
や
被
災
地
の
復
興
に
と
っ
て
「
本
来
伝
承
す
べ
き
」
宗
教
性
の

照
射
を
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



111　　

パネル 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

を
伝
え
て
い
る
か
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
は
被

災
し
た
経
験
が
あ
る
た
め
、
①
あ
え
て
伝
承
す
る
必
要
が
な
い
、
②
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
③
親
族
を
亡
く
し
た
子
ど
も
も

い
る
こ
と
か
ら
触
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
理
由
等
に
よ
り
学
校
で
は
震
災

の
伝
承
が
強
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
南
三

陸
に
あ
る
志
津
川
高
校
で
は
、
近
年
語
り
部
や
防
災
に
関
す
る
職
業
を
目

指
す
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
他
方
、
二
〇
二
二
年
に
は
南
三
陸

町
教
育
委
員
会
を
中
心
に
小
中
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
改
訂
さ
れ
、

防
災
を
基
底
と
し
た
震
災
教
育
が
始
ま
っ
た
。
今
後
は
町
内
で
の
「
伝

承
」
が
課
題
と
な
ろ
う
。

気
仙
三
十
三
観
音
霊
場
に
お
け
る
再
興
と
伝
承

君
島
　
彩
子

　

本
報
告
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
、
住
田
町
に
ま
た
が
る
気

仙
三
十
三
観
音
霊
場
で
の
調
査
を
も
と
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
甚

大
な
被
害
を
う
け
た
観
音
巡
礼
の
再
興
が
、
犠
牲
者
の
慰
霊
と
震
災
の
伝

承
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

気
仙
三
十
三
観
音
霊
場
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
選
定
さ
れ
た
。

長
い
間
、
地
域
住
民
が
守
り
続
け
た
祈
り
の
場
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一

年
の
震
災
に
よ
っ
て
巡
礼
の
道
の
風
景
は
一
変
し
た
。
三
十
三
札
所
の
う

ち
九
札
所
が
被
災
。
津
波
に
よ
っ
て
御
堂
が
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
た
札
所

も
三
ヶ
所
あ
っ
た
。
第
二
番
札
所
の
金
剛
寺
と
第
四
番
札
所
の
要
害
観
音

堂
は
、
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
瓦
礫
の
撤
去
作

業
の
過
程
で
本
尊
の
観
音
像
が
泥
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

僧
侶
や
住
民
に
よ
っ
て
奇
跡
譚
と
し
て
語
ら
れ
た
。
津
波
に
流
さ
れ
な
が

た
、
被
災
地
に
お
け
る
教
育
現
場
の
繊
細
な
現
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

仮
設
住
宅
か
ら
公
営
住
宅
へ
と
転
居
し
た
ば
か
り
の
二
〇
一
七
年
に
、
公

営
住
宅
の
生
活
指
導
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
に
住
民
が
も
つ
悩
み
は
何
か
に
つ
い

て
尋
ね
た
。
そ
の
際
は
、「
公
営
住
宅
は
仮
設
住
宅
よ
り
静
か
で
寂
し
い

と
い
う
悩
み
が
あ
る
」「
入
居
当
初
は
、
仮
設
住
宅
の
方
が
良
か
っ
た
と

い
う
方
が
多
く
い
た
」「
男
性
は
、
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
お
茶
っ

こ
に
は
参
加
し
づ
ら
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が

課
題
」
な
ど
、
住
民
の
心
境
の
変
化
を
中
心
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
の
通
り
の
日
常
で
は
知
る
余
地
の
な
い
被
災
地
の
状
況
を
知
っ
た

学
生
た
ち
の
反
応
は
、
①
今
後
も
継
続
し
て
南
三
陸
と
関
わ
っ
て
い
き
た

い
（
継
続
的
な
訪
問
・
関
与
の
希
求
）、
②
自
分
の
今
後
の
生
き
方
に
活

か
し
て
い
き
た
い
（
自
己
成
長
へ
の
接
続
）、
③
得
ら
れ
た
知
見
を
身
近

な
人
に
話
し
た
い
／
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
め
て
い
き
た
い
（
伝
承
の
使
命
感
）、

の
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
特
に
震
災
か
ら
時
間
が
経
過
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
東
北
以
外
で
は
被
災
地
の
報
道
が
少
な
く
な
る
た
め
、
③
を
志

す
学
生
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
二
〇

一
九
年
と
二
〇
二
〇
年
に
は
、
都
内
の
浄
土
宗
寺
院
の
協
力
を
得
て
、

「
好
き
だ
っ
ち
ゃ
南
三
陸
」
と
い
う
南
三
陸
の
現
状
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
南
三
陸
で
聴
い
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
参
加
者
に
追
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

切
り
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
写
真
展
、
演
劇
、
追
善
法
要
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
準
備
し
た
。
上
記
の
通
り
、
学
生
と
い
う
「
担
い
手
」
を
通
じ

て
町
内
か
ら
町
外
へ
の
「
伝
承
」
は
様
々
な
形
で
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

一
方
で
、
町
内
で
の
「
伝
承
」
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
で
ど
の
よ
う
に

「
震
災
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
」「
震
災
時
に
幼
か
っ
た
子
ど
も
」
に
震
災
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気
仙
三
十
三
観
音
巡
礼
再
興
の
核
と
な
る
活
動
は
年
二
回
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
徒
歩
巡
礼
の
会
で
あ
る
。
震
災
犠
牲
者
の
祥
月
命
日
に
あ
た
る
あ

る
三
月
に
は
全
札
所
を
六
日
間
か
け
て
徒
歩
で
廻
り
、
秋
に
は
観
音
巡
礼

に
関
連
し
た
講
座
と
あ
わ
せ
三
札
所
を
歩
く
一
日
徒
歩
巡
礼
を
開
催
し
て

き
た
。
徒
歩
巡
礼
の
参
加
者
の
多
く
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
ひ
と
さ
じ
の

会
の
僧
侶
が
先
達
と
し
て
読
経
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
毎
年
参
加
す
る
者

も
多
く
、
参
加
者
同
士
の
仲
が
良
い
。
ま
た
新
し
い
参
加
者
に
も
積
極
的

に
声
が
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
気
仙
三
十

三
観
音
巡
礼
は
、
人
と
人
と
の
縁
を
作
り
、
震
災
後
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
り
出
し
た
。
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
徒
歩
巡
礼
で
あ
り
、
震

災
当
時
の
話
題
は
あ
え
て
出
さ
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
各
札
所
や
新
し
く

建
立
さ
れ
た
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
る
読
経
の
時
間
は

み
な
真
剣
に
手
を
あ
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
祈
り
の
場
を

通
し
て
震
災
の
記
憶
の
伝
承
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

三
十
三
観
音
札
所
徒
歩
巡
礼
の
会
は
宗
教
儀
礼
を
伴
う
た
め
、
行
政
や

新
聞
社
だ
け
で
は
開
催
で
き
な
い
。
ま
た
地
域
の
寺
院
も
宗
派
や
行
政
区

の
違
い
が
あ
り
、
全
札
所
に
関
わ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
外
部
の
僧
侶

の
団
体
で
あ
る
「
ひ
と
さ
じ
の
会
」
が
中
心
と
な
る
こ
と
で
、
三
十
三
観

音
巡
礼
の
復
興
が
成
功
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
の 

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
記
念
施
設
と
震
災
遺
構

福
田
　
　
雄

　

本
発
表
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ア
チ
ェ
州
に
お
け
る
震
災
記
念
施

設
や
震
災
遺
構
を
み
る
こ
と
で
、
二
〇
〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の

ら
も
発
見
さ
れ
た
木
製
の
観
音
像
に
つ
い
て
の
語
り
は
、
同
じ
く
津
波
に

流
さ
れ
た
犠
牲
者
に
つ
い
て
語
る
よ
う
な
苦
痛
は
伴
わ
な
い
。
観
音
像
は

亡
く
な
っ
た
人
々
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
「
生
々
し
さ
」
を
緩
和
す
る
存

在
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

津
波
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
第
二
十
八
番
札
所
の
立
山
観
音
堂
で
は
未
だ

に
本
尊
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
奈
良
県
の
當
麻
寺
が
中
心
と

な
り
、
約
五
千
人
が
ノ
ミ
を
入
れ
て
制
作
さ
れ
た
「
あ
ゆ
み
観
音
」
が
新

た
な
本
尊
と
し
て
贈
ら
れ
た
。
童
女
の
姿
で
可
愛
ら
し
い
「
あ
ゆ
み
観

音
」
は
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
観
音
像
以
上
に
感
情
移
入
し
や
す

い
。
ま
た
、
気
仙
三
十
三
観
音
巡
礼
に
参
加
し
た
漫
画
家
に
よ
っ
て
可
愛

い
絵
柄
の
漫
画
『
て
く
て
く
気
仙
三
十
三
観
音
参
り
』
が
描
か
れ
、
イ
ラ

ス
ト
の
入
っ
た
関
連
グ
ッ
ズ
も
作
ら
れ
た
。
震
災
後
に
生
ま
れ
た
「
あ
ゆ

み
観
音
」
や
三
十
三
観
音
グ
ッ
ズ
の
可
愛
さ
か
ら
も
、
愛
着
を
も
ち
や
す

く
癒
し
と
な
る
も
の
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

観
音
堂
や
観
音
像
な
ど
物
質
的
な
再
興
と
と
も
に
、
観
音
巡
礼
の
復
興

も
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
東
京
を
拠

点
に
生
活
困
窮
者
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
た
僧
侶
に
よ
る
団
体
「
ひ
と

さ
じ
の
会
」
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
ひ
と
さ
じ
の
会
は
避
難
所
や

仮
設
住
宅
に
お
い
て
支
援
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
新

聞
社
、
そ
し
て
住
民
と
連
携
し
て
、
気
仙
三
十
三
観
音
の
再
興
に
と
り
く

ん
で
き
た
。
被
災
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
「
祈

り
の
道
」
を
再
興
す
る
こ
と
を
通
し
、
地
縁
を
再
生
し
地
域
の
復
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
具
体
的
に
は
観
音
霊
場
マ
ッ
プ
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
作
成
し
た
他
、
巡
礼
道
の
整
備
、
被
災
さ
れ
た
霊
場
へ
の
支
援
な

ど
も
お
こ
な
っ
た
。
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め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
六
〇
〇
ト
ン

の
巨
大
な
発
電
船
を
動
か
し
た
津
波
の
破
壊
力
は
、
来
館
者
が
信
仰
者
で

あ
る
場
合
、
否
応
な
く
創
造
主
の
力
の
偉
大
さ
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

最
後
に
、
震
災
遺
構
「
家
の
上
の
舟
」
に
お
い
て
は
、
観
光
案
内
板
や

語
り
部
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
の
な
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
を
介
し
た
特
徴

的
な
災
害
理
解
が
見
出
さ
れ
た
。
震
災
当
時
、
川
に
係
留
さ
れ
て
い
た
木

製
の
漁
船
は
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
流
さ
れ
る
な
か
で
、
多
く
の
人
々

の
命
を
救
う
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
こ
の
出
来
事
は
、
創
造
主
に
栄

光
を
帰
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
観
光
案
内
板
で
記
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に 

語
り
部
ガ
イ
ド
は
、
こ
の
震
災
遺
構
＝
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、「
人
間
が
傲

慢
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
創
造
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
、「
教
育
」
の
場
と

し
て
評
価
す
る
。
震
災
前
の
内
戦
状
態
か
ら
、
津
波
後
の
平
和
と
復
興
へ

と
い
う
、（
津
波
記
念
式
典
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
）
定
型
的
語
り
が
こ
こ

で
も
繰
り
返
さ
れ
、
震
災
が
宗
教
的
な
枠
組
み
の
も
と
に
捉
え
返
さ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
チ
ェ
の
記
念
施
設
や
震
災
遺
構
に
お
け
る
展
示
、
担
い

手
、
伝
承
行
為
は
、
ア
チ
ェ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ

い
て
い
る
。
そ
こ
に
「
震
災
伝
承
の
宗
教
性
」
を
見
出
す
こ
と
は
け
っ
し

て
難
し
く
な
い
。
記
念
施
設
や
震
災
遺
構
に
み
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化

は
、
災
害
教
育
や
災
害
観
光
と
い
う
文
脈
に
埋
め
込
ま
れ
る
一
要
素
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
の
出
来
事
や
現
在
の
ア
チ
ェ
を
理
解
し
生
き
る

た
め
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
れ
は
震
災
後
の
ア
チ
ェ
を
構
成
す
る
一
つ
の
（
き
わ
め
て
重
要
な
）
要

素
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
単
独
で
取
り
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

表
象
が
い
か
に
ア
チ
ェ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
と
関
わ
っ
て
い
る
か
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ら
わ

れ
る
、
東
日
本
大
震
災
を
め
ぐ
る
日
本
の
記
念
施
設
や
震
災
遺
構
の
特
徴

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
バ
ン
ダ
・
ア
チ

ェ
市
内
に
あ
る
ツ
ナ
ミ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
震
災
遺
構
と
な
っ
た
発
電
船

（PLT
D
 A
pung

号
）
そ
し
て
震
災
遺
構
「
家
の
上
の
舟
」（
い
ず
れ
も

ア
チ
ェ
の
災
害
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
）
を
検
討
し
、
震
災
後
十

年
経
っ
た
ア
チ
ェ
に
お
け
る
震
災
伝
承
の
あ
り
方
を
記
述
す
る
。
本
発
表

で
と
り
あ
げ
る
デ
ー
タ
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
お

こ
な
っ
た
現
地
調
査
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
開
館
し
、
そ
の
後
、
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
た
ツ

ナ
ミ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
そ
の
運
営
哲
学
の
な
か
に
宗
教
的
観
点
が
含

ま
れ
て
い
る
。
元
館
長
に
よ
れ
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
「
水
平
的
（
人

間
と
人
間
）・
垂
直
的
（
創
造
主
と
人
間
）
な
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
」

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
運
営
方
針
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

空
間
的
配
置
の
な
か
に
も
み
ら
れ
る
。
入
り
口
か
ら
地
下
へ
降
り
る
回
廊

で
は
、
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
犠
牲
者
の
感
情
を
追
体
験
す

る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
下
の
祈
り
の
空
間
で
は
、
創
造
主

を
見
上
げ
悲
し
み
か
ら
希
望
へ
と
来
館
者
を
誘
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

一
方
、
津
波
の
際
に
内
陸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
震
災
遺
構
に
な

っ
た
発
電
船
に
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
災
害
理
解
を
多

く
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
一
三
年
に
教
育
施
設
と
し
て
設
置
さ

れ
た
こ
の
震
災
遺
構
の
船
室
は
、
展
示
室
と
し
て
作
り
替
え
ら
れ
、
地
震

や
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ア
チ
ェ
の
歴
史
文
化
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
で
埋
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ツ
ア
ー
と
の
関
係
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
③
伝
承
の
表
現
形

態
（
地
域
差
、
ア
ー
ト
と
の
関
わ
り
な
ど
）
や
表
現
す
る
こ
と
（
語
る
こ

と
）
の
意
味
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

　

小
髙
は
、
震
災
伝
承
施
設
の
展
示
に
お
け
る
宗
教
性
に
つ
い
て
、
各
地

域
を
代
表
す
る
祭
り
・
習
俗
に
関
す
る
展
示
は
、
人
々
の
日
常
に
関
わ
る

「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
施
設
ご
と
に
広
く
展
示
・
表
象
さ
れ
る
宗

教
性
で
あ
る
と
リ
プ
ラ
イ
。
研
究
者
が
あ
え
て
そ
れ
に
着
目
し
、
取
り
出

す
こ
と
で
、
被
災
地
の
方
が
無
意
識
に
自
明
と
し
て
い
た
宗
教
性
の
自
覚

に
至
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
相
互
行
為
の
中
で
、
消
費
と
い
う
観
点
か
ら

だ
け
で
は
な
い
被
災
地
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
様
相
や
、
被
災
地
の
心
の

復
興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
展
示
・
表
象
の
在
り
方
や
、
社
会
に
普
遍
的
な

宗
教
性
を
検
討
す
る
と
い
っ
た
形
で
の
貢
献
も
考
え
ら
れ
う
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
。

　

齋
藤
は
、
地
域
性
の
差
と
し
て
当
事
者
に
と
っ
て
言
語
化
で
き
な
い
な

が
ら
も
、
里
山
で
暮
ら
す
人
と
海
の
側
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
で
は
、

考
え
方
が
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
南
三
陸
町
内

で
は
、
地
域
特
有
の
宗
教
文
化
を
「
き
り
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
オ
ク

ト
パ
ス
君
」
な
ど
の
ア
ー
ト
へ
と
変
換
す
る
こ
と
で
公
共
性
を
高
め
て
、

公
共
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
伝
承
に
活
用
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ

る
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
今
後
は
震
災
被
災
地
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
立
ち

位
置
を
考
え
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
の
宗
教
性
が
照
射
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
す
る
。

　

君
島
は
、
気
仙
三
十
三
観
音
札
所
に
は
個
人
管
理
の
観
音
堂
だ
け
で
な

く
寺
院
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
札
所
寺
院
の
僧
侶
の
関
わ
り
は
大
き
い
と
い

う
。
特
に
御
詠
歌
の
講
を
組
織
し
て
い
る
寺
院
で
は
、
僧
侶
を
中
心
に
札

他
の
諸
要
素
（
復
旧
・
復
興
事
業
、
生
活
再
建
、
政
治
体
制
）
と
の
連
関

の
な
か
で
捉
え
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
東
日
本
大
震
災

を
め
ぐ
る
伝
承
施
設
や
担
い
手
、
行
為
を
検
討
す
る
際
の
「
宗
教
性
」
を

考
察
す
る
に
あ
た
り
、「
宗
教
性
」
と
い
う
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
な
文
脈

に
お
い
て
関
連
性
を
も
つ
要
素
な
の
か
、
批
判
的
に
検
討
す
る
視
座
を
示

唆
す
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

弓
山
　
達
也

　

パ
ネ
ル
の
要
旨
は
弓
山
報
告
（
問
題
提
起
―
震
災
伝
承
の
宗
教
性
―
）

に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
討
議
部
分
の
ま
と
め
を
行
う
。
と
こ
ろ
で
本
パ

ネ
ル
は
国
内
が
中
心
の
弓
山
・
小
髙
・
齋
藤
・
君
島
報
告
に
対
し
て
、
国

内
の
事
例
に
も
通
暁
し
つ
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
を
扱
う
福
田
に
は
四

名
の
コ
メ
ン
ト
役
も
依
頼
し
て
い
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
も
言
い
方
こ

そ
異
な
る
が
、
福
田
コ
メ
ン
ト
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
ま
ず
福
田
コ
メ

ン
ト
と
フ
ロ
ア
質
問
を
要
約
し
、
次
で
他
の
四
名
の
リ
プ
ラ
イ
を
掲
載
し

た
い
。

　

聴
講
者
の
多
く
は
①
「
宗
教
性
と
は
何
か
」「
宗
教
性
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
で
何
が
解
明
さ
る
の
か
（
本
パ
ネ
ル
の
意
義
や
ゴ
ー
ル
）」
へ
の

疑
問
を
持
た
れ
た
よ
う
だ
。「
宗
教
性
」
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る

側
面
や
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
一
方
で
、「
宗
教
性
」
を
打
ち
出
す
こ
と
で

見
え
な
く
な
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
も
示
さ
れ
た
。
ま
た

②
伝
承
の
第
一
義
的
な
担
い
手
で
あ
る
震
災
当
事
者
（
被
災
者
）
と
、
そ

の
語
り
を
は
じ
め
と
す
る
記
憶
や
記
録
を
受
け
取
る
、
あ
る
い
は
「
消

費
」
す
る
伝
承
施
設
訪
問
者
、
巡
礼
者
を
含
む
ツ
ー
リ
ス
ト
、
ス
タ
デ
ィ
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軍
事
占
領
の
宗
教
学 

│
│ 『
占
領
改
革
と
宗
教
』
刊
行
と
そ
の
現
代
的
意
義 

│
│

代
表
者　

中
野　

毅

司
会　

粟
津
賢
太

米
国
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状 

│
│ 

占
領
と
宗
教
学
研
究 

│
│岡

﨑
　
匡
史

　

二
発
の
原
爆
で
廃
土
と
化
し
た
日
本
帝
国
は
、
昭
和
天
皇
臨
席
の
御
前

会
議
を
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
に
開
き
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
受
諾

を
決
定
し
た
。
同
日
、
閣
議
に
お
い
て
機
密
文
書
の
破
棄
を
決
断
し
、
各

省
庁
及
び
関
係
機
関
で
組
織
的
な
文
書
焼
却
が
実
施
さ
れ
た
。

　

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
（
一
八
八
〇
―
一
九
六
四
）
が
日
本

の
土
を
踏
む
ま
で
の
二
週
間
の
う
ち
に
、
政
府
中
枢
か
ら
市
町
村
に
至
る

ま
で
戦
争
に
関
係
す
る
機
密
書
類
が
燃
や
さ
れ
た
。
大
本
営
で
機
密
文
書

の
破
棄
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
の
な
か
で
徹

底
的
な
公
文
書
破
棄
が
遂
行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

な
ぜ
な
ら
、
各
省
庁
及
び
関
係
機
関
の
判
断
が
命
運
を
握
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
占
領
政
策
に
参
画
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
職
員
た
ち
の
な
か
に

は
、
史
料
を
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
者
も
い
る
。
さ
ら
に
深
刻
な
こ
と
は
、

日
本
で
は
公
文
書
が
「
私
文
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
悪
癖
が
あ
る
。
と
く

に
近
代
史
の
文
書
は
「
公
私
の
境
界
」
が
曖
昧
で
あ
り
、
官
僚
が
作
成
し

た
文
書
は
公
的
な
も
の
だ
が
、
決
裁
文
書
な
ど
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
の
資

料
が
個
人
の
手
許
に
残
さ
れ
る
。

　

日
本
の
財
産
と
も
い
え
る
史
料
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
に
散

所
寺
院
を
訪
れ
た
巡
礼
者
に
対
し
て
御
詠
歌
の
披
露
や
飲
食
の
接
待
を
実

施
。
地
域
寺
院
の
僧
侶
は
自
坊
の
復
興
と
檀
信
徒
の
犠
牲
者
の
供
養
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
務
め
で
あ
っ
た
た
め
、
自
坊
を
中
心
に
震
災
の

犠
牲
者
の
慰
霊
と
震
災
の
伝
承
に
関
わ
っ
て
お
り
、
宗
派
や
地
域
を
越
え

て
三
十
三
観
音
霊
場
を
支
援
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
三
十
三
観
音
巡
礼
の
復
興
そ
し
て
、
巡
礼
を
通
し
た
震
災
の
伝
承
に

は
外
部
の
宗
教
者
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
い
う
。

　

弓
山
は
、
宗
教
性
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
報
告
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
宗

教
施
設
、
宗
教
行
為
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
の

検
討
を
再
確
認
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
宗
教
性
は
パ
ネ
ル
の

最
後
に
、
当
事
者
に
と
っ
て
当
り
前
事
ゆ
え
に
意
識
に
は
上
ら
な
い
、
し

か
し
当
事
者
に
と
っ
て
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
宗
教
研
究
者
が
そ
こ
に

切
り
込
む
こ
と
は
、
伝
承
の
形
成
に
共
同
参
画
す
る
こ
と
で
も
あ
る
こ
と

と
述
べ
、
パ
ネ
ル
を
締
め
く
く
っ
た
。
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行
政
権
分
離
時
代
の
奄
美
復
帰
運
動 

│
│ 

奄
美
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
諸
宗
教 

│
│

田
島
　
忠
篤

　

敗
戦
の
翌
年
二
月
二
日
か
ら
一
九
五
三
年
一
二
月
二
五
日
ま
で
、
奄
美

群
島
（
奄
美
大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
お
よ
び

周
辺
有
人
島
）
は
日
本
国
行
政
権
を
剥
奪
さ
れ
、「
北
部
琉
球
諸
島
米
国

海
軍
軍
事
政
府
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
。
戦
前
の
「
国
家
神
道
」
復
活

を
恐
れ
な
が
ら
も
共
産
主
義
を
阻
止
し
な
が
ら
民
主
化
を
進
め
る
た
め
、

軍
政
府
は
腐
心
し
た
。「
本
土
」
と
の
公
的
交
流
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
徴

用
や
カ
ト
リ
ッ
ク
排
斥
運
動
な
ど
軍
国
主
義
に
よ
る
圧
制
か
ら
解
放
さ
れ

た
島
民
は
焦
土
の
中
、
独
自
の
文
芸
復
興
運
動
、「
奄
美
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
運
動
は
「
日
本
復
帰
運
動
」
へ
と
発
展

し
、
高
度
経
済
成
長
を
迎
え
た
日
本
国
に
復
帰
し
た
。
本
報
告
で
は
、
日

本
本
国
と
の
援
助
が
途
絶
え
、
明
治
維
新
以
後
初
め
て
奄
美
群
島
に
布
教

さ
れ
た
神
仏
基
の
諸
「
宗
教
」
が
両
運
動
に
果
た
し
た
役
割
を
概
観
し
、

高
千
穂
神
社
が
復
帰
運
動
に
果
た
し
た
役
割
に
注
視
し
た
。

　

奄
美
宗
教
は
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
薩
摩
藩
の
直
接
支
配
に
よ
り
実
質

的
な
寺
請
け
制
度
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
か
民
俗
信
仰
が
主
流
で
あ
っ

た
。
明
治
維
新
後
、
官
幣
社
を
通
し
て
国
家
神
道
、
島
民
に
請
わ
れ
て
カ

ト
リ
ッ
ク
、
都
市
移
住
者
に
よ
り
ホ
ー
リ
ネ
ス
や
大
本
、
信
者
商
人
の
定

住
に
よ
り
天
理
教
、
布
教
師
を
通
し
て
東
西
浄
土
真
宗
が
移
入
宗
教
と
し

て
島
民
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
戦
前
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
天
理
教
、
大
本
は
教

勢
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
軍
国
主
義
の
影
響
に
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ホ

ー
リ
ネ
ス
、
大
本
は
大
弾
圧
を
受
け
て
休
止
し
た
。

　

敗
戦
に
よ
り
軍
政
府
の
民
主
化
政
策
で
信
教
、
表
現
、
結
社
の
自
由
は

ら
ば
っ
て
い
る
。
史
料
が
流
転
し
た
事
情
を
追
い
、
所
蔵
館
の
蒐
集
方
針

を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
該
当
史
料
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究

所
の
史
料
蒐
集
事
業
の
歴
史
に
光
を
あ
て
る
。
米
国
屈
指
の
研
究
機
関
フ

ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
翌
年
の
一
九
一
九

年
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｃ
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー

（
一
八
七
四
―
一
九
六
四
）
が
戦
争
の
惨
禍
を
省
み
て
、
平
和
を
探
求
す

る
研
究
機
関
と
し
て
設
立
し
た
。

　

フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
の
出
先
機
関
「
東
京
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
東
京
都
千

代
田
区
神
田
駿
河
台
一
丁
目
、
現
在
の
「
日
本
雑
誌
会
館
」
に
事
務
所
を

構
え
、
占
領
下
の
日
本
で
史
料
蒐
集
活
動
に
専
念
し
た
。
東
京
オ
フ
ィ
ス

に
は
、
日
本
全
国
の
貴
重
な
記
録
や
書
籍
が
集
め
ら
れ
、
横
浜
か
ら
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
へ
と
貴
重
な
史
料
が
運
ば
れ
た
。
東
京
オ
フ
ィ
ス
が
開
設
さ

れ
た
一
九
四
五
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
一
年
三
月
一
日
ま
で
、
書
籍
・
専

門
書
・
新
聞
な
ど
を
含
む
合
計
一
四
六
八
箱
が
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
に
送

ら
れ
た
。

　

本
報
告
で
は
、（
一
）「
東
京
オ
フ
ィ
ス
」
が
占
領
下
日
本
で
蒐
集
し
た

史
料
、（
二
）フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
の
日
本
関
連
文
書
、（
三
）米
国
の
各
公

文
書
館
（
国
立
公
文
書
館
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
図
書
館
、
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
図
書
館
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、

ハ
バ
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
宗
教
学
研
究
に
有
用
な
「
占
領

と
宗
教
」
に
関
す
る
史
料
を
論
じ
た
。
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組
織
を
巻
き
込
ん
だ
復
帰
運
動
に
発
展
し
、
無
血
の
日
本
復
帰
を
成
就
さ

せ
た
。
奄
美
ル
ネ
サ
ン
ス
に
続
く
復
帰
運
動
に
一
番
関
与
し
て
い
た
の

は
、
宗
教
教
団
組
織
よ
り
も
先
述
し
た
西
本
願
寺
（
大
正
寺
）
の
住
職
夫

妻
と
「
施
設
と
し
て
の
神
社
」
で
あ
る
。
奄
美
復
帰
運
動
を
通
し
て
、
そ

れ
ま
で
文
化
的
に
は
琉
球
文
化
の
影
響
が
比
較
的
に
強
い
与
論
島
・
沖
永

良
部
島
も
加
わ
っ
て
奄
美
群
島
意
識
が
誕
生
し
た
。
だ
が
、
今
の
高
千
穂

神
社
は
、
奄
美
群
島
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
あ
く
ま
で
も
、
奄
美
宗
教
に
馴
染
み
の
な
い
国
家
神
道
施
設
と
し

て
の
高
千
穂
神
社
は
「
日
本
」
復
帰
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
み
機
能

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
占
領
に
お
け
る
英
国
の
対
日
政
策
の
独
自
性

ア
ネ
メ
ッ
テ
・
フ
ィ
ス
カ
ー
ネ
ル
セ
ン

　

英
国
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
八
年
の

（
英
国
外
務
省
と
日
本
と
の
）
通
信
記
録
を
精
査
す
る
と
、
日
本
は
「
良

い
敗
北
」
を
し
て
、「
連
合
国
（
米
国
）
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
」
と
い
う

物
語
が
形
成
さ
れ
た
時
期
の
様
々
な
側
面
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
れ
は

戦
前
の
日
本
は
全
体
主
義
国
家
で
、
自
滅
す
る
運
命
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
米

国
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
、
戦
後
、
日
本
は
過
去
か
ら
劇
的
に
脱
却
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
そ
の
見
解
は
、
世
間
一
般
だ
け
で
な

く
、
学
術
界
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
物
語
は
、
米
国
は
世

界
に
民
主
主
義
を
も
た
ら
す
運
命
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
、
同
国
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
深
く
絡
み
合
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
太

平
洋
戦
争
は
「
ア
メ
リ
カ
」
と
「
日
本
」
と
い
う
二
つ
の
対
立
す
る
文
化

間
の
闘
争
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
政
治
史
が
多
く
語
ら
れ
る
に
つ
れ
、
こ

保
障
さ
れ
た
が
、
共
産
主
義
化
と
天
皇
崇
敬
復
活
を
恐
れ
た
軍
政
府
に
よ

り
政
治
活
動
と
神
道
は
一
九
四
七
年
ま
で
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、

行
政
権
分
離
に
よ
り
本
土
か
ら
の
人
的
、
物
的
資
源
流
入
が
断
た
れ
、
島

外
か
ら
の
宗
教
的
資
源
に
依
存
に
し
て
い
た
ホ
ー
リ
ネ
ス
、
大
本
、
東
本

願
寺
派
は
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、
ア
メ
リ
カ
教
区

に
組
み
込
ま
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
米
軍
や
本
国
か
ら
物
心
両
面
の
豊
富

な
資
源
を
活
用
し
、
専
門
学
校
や
社
会
福
祉
施
設
を
通
し
て
停
止
か
ら
一

変
、
急
成
長
し
た
。

　

行
政
権
分
離
直
後
、「
奄
美
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
同
人
誌
発
刊
を
契
機
に

演
劇
、
新
民
謡
、
絵
画
、
文
化
や
時
局
講
演
会
を
通
し
て
名
瀬
中
心
に
拡

大
し
た
。
こ
れ
に
関
わ
っ
た
の
は
、
西
本
願
寺
の
大
正
寺
で
あ
る
。
公
共

施
設
焼
失
中
に
施
設
貸
し
出
し
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
夫
婦
と
も
に
執

筆
・
講
演
活
動
を
し
て
い
る
。
だ
が
、
急
成
長
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
教
会

が
独
自
の
文
化
施
設
と
し
て
機
能
し
、
社
会
福
祉
施
設
や
専
門
学
校
を
通

し
て
生
活
水
準
お
よ
び
教
育
・
文
化
の
向
上
に
努
め
て
き
た
た
め
ル
ネ
サ

ン
ス
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
一
九
五
〇
年
前
後
（
吐
噶
喇
列
島
の
日
本
復
帰
前
後
）
か
ら
復

帰
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
復
帰
運
動
の
中
心
人
物
は
奄
美
ル
ネ
サ
ン
ス

の
中
心
的
人
物
で
も
あ
り
、
両
運
動
の
一
貫
性
が
伺
わ
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
は
教
団
レ
ベ
ル
で
関
わ
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
全
島
民
に
近
い

一
四
歳
以
上
九
九
％
近
く
の
復
帰
祈
願
署
名
率
を
考
慮
す
る
と
、
個
人
レ

ベ
ル
で
は
復
帰
運
動
に
参
加
し
て
い
た
と
言
え
る
。
日
本
国
復
帰
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
た
の
が
高
千
穂
神
社
で
あ
る
。
政
治
的
復
帰
運
動
と
し
て
ハ

ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
が
神
社
境
内
で
実
施
さ
れ
当
局
の
取
り
締
ま
り
対
象

と
な
っ
た
が
、
信
教
の
自
由
を
逆
手
に
活
動
を
続
け
た
。
ま
た
、
郷
友
会
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し
た
表
現
が
支
配
的
に
な
る
以
前
の
、
日
本
の
諸
相
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
二
元
的
な
日
本
論
が
ど
の
よ
う
に
し
て
構
築
さ
れ

た
か
、
ま
た
こ
の
時
期
の
歴
史
的
現
実
が
如
何
に
異
な
っ
て
表
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
を
、
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、
議
論
の
中
心
は
「
天
皇
問
題
」
で
あ
っ
た
。
英
国
の
極
東

関
係
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
英
国
は
日
本
社
会
が
妄
想
的
な
大
衆
の
み
で
構

成
さ
れ
て
い
る
と
か
、
す
べ
て
の
日
本
人
が
天
皇
を
崇
拝
し
て
い
る
と
は

考
え
な
か
っ
た
。
英
国
は
日
本
に
は
過
去
に
も
独
自
の
民
主
主
義
へ
の
挑

戦
や
軍
部
の
支
配
に
対
す
る
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
日

本
が
全
体
主
義
国
家
で
あ
る
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
以
下
の
米
国
の
主
流

と
な
っ
て
い
た
捉
え
方
に
再
検
討
を
迫
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
英
国
は
、
す

べ
て
の
日
本
人
が
全
体
主
義
的
な
国
家
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け

で
も
、
天
皇
の
神
聖
性
を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
現
実
を
過
度
に

単
純
化
し
た
認
識
に
基
づ
く
外
交
政
策
の
危
険
性
を
憂
慮
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
日
本
を
全
体
主
義
と
捉
え
る
支
配
的
な
物
語
は
、
そ
れ
に

抵
抗
し
て
活
動
し
て
い
た
多
様
な
人
々
と
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
を
曖
昧
に
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
中
の
日
本
は
よ
り
多
様
で
あ
り
、
日
本

の
植
民
地
主
義
は
、
当
時
の
西
洋
諸
国
の
植
民
地
主
義
が
辿
っ
た
過
程
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

占
領
政
策
に
お
け
る
人
種
主
義
と
教
化
の
思
想

粟
津
　
賢
太

　

メ
サ
イ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
状
態
に
あ
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
発
言
や
、
国
家
神
道
の
理
解
と
そ
れ
を
「
除
去
」
し
う
る

と
す
る
占
領
政
策
の
形
成
過
程
の
中
に
、
特
定
の
人
種
主
義
や
独
自
の
宗

れ
ら
の
文
化
的
特
徴
が
双
方
の
国
家
の
本
質
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
米
国
は
民
主
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
他
方
、
日
本
は
軍
国
主
義

的
傾
向
を
潜
在
的
に
持
ち
、
そ
れ
が
復
活
す
る
危
険
性
を
孕
む
国
家
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
、
両
者
の
地
政
学
的
関
係
を
決
定
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
と

な
っ
た
。
有
名
に
な
っ
た
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
「
罪
の
文
化
」
と

「
恥
の
文
化
」
と
い
う
文
化
的
枠
組
み
に
よ
っ
て
両
国
の
相
違
が
広
く
論

じ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
異
な
っ
た
理
念
に
よ
っ
て
類
型
化

さ
れ
た
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
類
型

化
の
過
程
で
、
は
る
か
に
複
雑
な
現
実
が
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
物
語
が
、
日
本
占
領
の
目
的
を
正
当
化
す
る
た
め
に
多
く

語
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
日
本
人
」
に
は
外
部
（
西
洋
諸
国
）
に
よ
る

永
続
的
な
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
国
家
の
安
全
保
障
も
日
本
人
の
手
に
は

完
全
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
が
造
り
出
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、

日
本
に
つ
い
て
の
二
元
的
な
物
語
、
つ
ま
り
日
本
人
は
民
主
主
義
的
素
養

が
本
来
的
に
欠
如
し
て
い
る
た
め
軍
国
主
義
的
狂
気
の
再
発
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
国
内
お
よ
び
国
際
政
治
に

お
け
る
歴
史
的
記
憶
と
し
て
、
現
在
で
も
強
い
影
響
力
を
行
使
し
て
い

る
。
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
実
際
に
は
多
様
な
集
団
と
思
想
が
存
在
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
よ
り
も
、「
良
い

適
切
な
」
敗
北
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
左
翼

と
右
翼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
が
二
〇
世
紀
の
政
治
状
況
を
形
成
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
英
国
外
務
省
公
文
書
に
は
何
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
戦
後
直

後
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
に
関
す
る
記
録
は
、
上
記
の
二
元
化
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る
。
こ
の
考
え
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
一
九
四
三
年
一
月
の
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
会
談
を
経
て
行
わ
れ
た
演
説
で
あ
る
。
こ
の
大
戦
の
連
合
国
側
の
戦

争
目
的
が
軍
事
的
勝
利
だ
け
で
な
く
、
政
治
・
経
済
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
等

に
わ
た
る
「
相
手
国
の
内
的
秩
序
の
全
面
的
再
編
」
を
課
題
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
演
説
は
基
本
的
に
「
四
つ
の
自
由
宣
言
」
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
戦
争
の
勝
利
だ
け
で
は
な
く
、
無
条
件
降
伏
に
よ
っ

て
、
占
領
し
た
敵
対
国
を
改
革
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
敵
対
国
に
お
け
る
哲
学
の
破
壊
・
除
去
と
い
う
問
題
は
、
占
領
政
策

が
直
面
し
た
大
き
な
課
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
っ
そ
う
鮮
明
な
も
の

と
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
の
分
割
統
治
に
お
け
る
「
非
ナ
チ
化
（denazifi-

cation

）」
の
問
題
で
あ
る
。

　

非
ナ
チ
化
は
単
な
る
武
装
解
除
や
公
職
追
放
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の

で
は
な
か
っ
た
。
ナ
チ
を
生
ん
だ
社
会
や
教
育
や
文
化
、
心
理
に
ま
で
い

た
る
徹
底
的
な
ナ
チ
ズ
ム
の
「
除
去
」
で
あ
る
。
日
本
語
で
い
う
「
非
ナ
チ

化
」
は
む
し
ろ
「
脱
ナ
チ
化
」
と
い
っ
た
方
が
概
念
的
に
は
近
い
で
あ
ろ

う
。
今
日
的
な
関
心
か
ら
興
味
深
い
の
は
こ
う
し
た
発
想
の
由
来
で
あ
る
。

　

歴
史
学
者
の
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
マ
ー
ク
（Frederick M

erk

）
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
対
外
膨
張
主
義
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
れ
を
正
当
化

し
て
き
た
論
理
が
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
」
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

　

占
領
研
究
は
過
去
の
一
過
性
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
な
く
、

現
在
の
日
本
社
会
、
そ
し
て
国
際
社
会
を
基
礎
づ
け
て
い
る
制
度
へ
の
関

心
、
自
由
と
抑
圧
へ
の
関
心
は
、
占
領
期
に
作
ら
れ
た
憲
法
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
改
革
へ
の
問
い
か
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

教
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。

　

連
合
国
の
占
領
政
策
の
性
質
が
、
個
人
と
し
て
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
宗

教
的
信
念
や
人
種
主
義
の
み
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
彼
自
身
、
一
軍
人
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
も
彼
の
上
の
統
合
参

謀
本
部
か
ら
の
指
令
を
実
施
す
る
た
め
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に

過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
占
領
政
策
自
体
の
形
成
過
程

の
中
に
、
こ
う
し
た
「
教
化
」
の
思
想
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　

対
枢
軸
国
の
占
領
政
策
が
目
指
し
て
い
た
も
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ

シ
ズ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
、
日
本
の
超
国
家
主
義
の
除
去
で
あ
る
。

そ
れ
は
武
装
解
除
や
政
界
・
産
業
界
か
ら
の
公
職
追
放
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
指
導
者
や
教
育
界
へ
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け

教
育
に
お
い
て
誤
っ
た
思
想
を
除
去
し
民
主
主
義
を
与
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
「
人
間
は
作
り
変
え
ら
れ
う
る
」
と
い
う
前
提

に
立
つ
、「
教
化
」
の
思
想
が
あ
る
。

　

連
合
国
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
占
領
統
治
方
式
は
「
イ
タ
リ
ア
方
式
」
と

呼
ば
れ
、「
モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
先
例
」
と
し
て
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
情
勢
の
展
開
、
占
領
の
あ
り
方
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
イ
タ
リ

ア
方
式
と
は
、「
枢
軸
諸
国
の
占
領
統
治
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
国
を
軍

事
的
に
占
領
し
た
連
合
国
が
事
実
上
排
他
的
な
実
権
を
握
り
、
他
の
連
合

国
は
形
式
的
参
加
を
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
前
例
の
存
在
が
、
日
本
に
お
け
る
米
軍
に
よ
る
実
質
的
な
単
独

占
領
統
治
を
正
当
化
し
、
同
時
に
、
朝
鮮
半
島
北
部
に
す
で
に
展
開
し
て

い
た
ソ
連
軍
に
よ
る
占
領
も
正
当
化
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
無
条
件
降
伏
」
と
い
う
概
念
で
あ
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沖
縄
戦
が
開
始
さ
れ
た
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
米
国
の
軍
政
は
七
月
二
日

に
始
ま
っ
た
。
②
公
式
（
で
形
式
的
）
な
戦
後
世
界
と
非
公
式
な
戦
後
世

界
と
の
区
別
、
戦
後
の
政
治
宗
教
史
は
、
両
者
の
せ
め
ぎ
合
い
と
後
者
の

顕
在
化
過
程
と
し
て
捉
え
る
。
③
戦
前
か
ら
の
連
続
性
の
再
発
見
。
僧
侶

参
政
権
運
動
、
日
蓮
主
義
政
党
「
日
蓮
党
」
の
結
成
（
一
九
四
八
年
五
月

三
日
）、「
第
三
文
明
党
」（
同
年
一
一
月
一
九
日
）
な
ど
。
④
「
文
明
の

闘
争
」「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
闘
争
」
と
し
て
の
対
日
戦
と
軍
事
占
領
。
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
「
四
つ
の
自
由
宣
言
」、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
降
伏

文
書
調
印
式
に
お
け
る
神
へ
の
感
謝
な
ど
の
神
学
的
表
現
、
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
が
日
本
民
主
化
へ
の
必
要
条
件
と
の
信
念
、
英
国
の
対
日
政
策
な

ど
か
ら
、
戦
争
や
軍
事
占
領
は
価
値
観
や
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
闘
争

で
も
あ
り
、
そ
こ
に
宗
教
学
が
関
与
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

④
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
昨
年
八
月
の
米
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら

の
完
全
撤
退
と
タ
リ
バ
ン
の
再
支
配
、
本
年
二
月
に
突
如
開
始
さ
れ
た
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
七
月
の
安
倍
元
首
相
暗
殺
と

い
う
出
来
事
な
ど
の
現
代
の
諸
問
題
を
分
析
す
る
上
で
必
須
の
視
点
で
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
「
非
軍
事
化
」「
中
立
化
」「
非
ナ
チ
化
」
な

ど
第
二
次
大
戦
さ
な
が
ら
の
目
標
と
ロ
シ
ア
正
教
会
に
よ
る
正
当
化
、
根

底
に
「
ロ
シ
ア
世
界
」（
ル
ー
ス
キ
ー
・
ミ
ー
ル
）
と
し
て
一
体
と
い
う

宗
教
的
世
界
観
と
民
族
の
起
源
神
話
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

そ
の
ほ
か
南
西
諸
島
の
公
文
書
調
査
と
現
地
調
査
に
お
け
る
発
見
も
紹

介
し
た
。
第
一
に
、「
宗
教
団
体
法
」
が
一
九
七
二
年
ま
で
存
続
し
て
い

た
こ
と
。
第
二
は
、
沖
縄
の
琉
球
八
社
に
は
熊
野
権
現
の
神
々
と
神
仏
習

合
し
た
補
陀
洛
僧
に
よ
る
仏
教
伝
来
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
主
要

軍
事
占
領
の
宗
教
学 

│
│ 『
占
領
改
革
と
宗
教
』
刊
行
と
そ
の
現
代
的
意
義 

│
│中

野
　
　
毅

　

パ
ネ
ル
の
主
旨
で
記
し
た
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、『
占
領
改
革
と
宗

教
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
二
年
九
月
二
日
刊
）
を
出
版
し
た
。

本
書
はW

oodard, T
he A

llied O
ccupation of Japan and Japa-

nese R
eligions (Brill, 1972

)

、
井
門
冨
二
夫
編
『
占
領
と
日
本
宗
教
』

（
未
來
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
「
占
領
と
宗
教
」
研
究
を
継
承
、
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教
学
に
お
け
る
新
た
な
一
里
塚
で
あ
る
。
全

体
を
、
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
連
合
国
に
よ
る
占
領
と
戦
後
処
理
―

日
本
本
土
と
日
本
人
」（
近
年
の
占
領
研
究
、
米
国
や
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
の
史
資
料
を
も
と
に
、
連
合
国
の
日
本
占
領
を
捉
え

直
す
）、
第
二
部
「
南
西
諸
島
の
戦
時
と
戦
後
」（
南
西
諸
島
の
歴
史
的
・

宗
教
文
化
的
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
的
・
地
理
的
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
奄
美
・
沖
縄
諸
島
の
戦
時
、
占
領
、
戦
後
に
お
け
る
宗
教
政
策
等
に

つ
い
て
再
検
討
）、
第
三
部
「
日
本
の
占
領
地
・
旧
植
民
地
統
治
と
戦
後
」

（
韓
国
、
台
湾
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
日
本
の
旧
植
民

地
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
実
態
、
戦
後
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
）
の
三
部

構
成
と
し
、
一
五
名
の
執
筆
陣
に
よ
っ
て
一
六
章
＋
二
付
論
を
書
き
上
げ

て
い
る
。

　

中
野
論
考
（
第
一
部
第
一
章
、
戦
後
宗
教
史
再
考
）
で
は
本
書
全
体
の

視
座
を
提
示
し
た
。
従
来
の
戦
後
宗
教
史
で
忘
却
さ
れ
た
事
実
を
再
考
し

な
が
ら
、
①
「
二
つ
の
戦
後
」、「
複
数
の
戦
後
」
と
い
う
視
点
。
戦
後
は

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
が
起
点
で
は
な
く
、
本
土
の
降
伏
文
書
調
印
式

の
九
月
二
日
で
あ
り
、
南
西
諸
島
は
九
月
七
日
。
し
か
も
沖
縄
の
戦
後
は
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連
合
国
諸
国
が
、
と
り
わ
け
天
皇
制
の
存
続
や
国
家
神
道
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
た
の
か
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
③
日
本

の
旧
植
民
地
諸
国
に
お
け
る
「
占
領
と
戦
後
処
理
」
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
敗
戦
後
の
連
合
軍
の
占
領
は
、
日
本

本
土
だ
け
で
は
な
く
、
南
西
諸
島
、
日
本
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
、

朝
鮮
半
島
、
南
洋
諸
島
な
ど
に
お
い
て
「
複
数
の
占
領
」
が
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
出
来
事
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
に
よ
っ

て
、
初
め
て
占
領
政
策
の
全
体
的
な
把
握
が
可
能
に
な
る
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
と
に
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け

て
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
の
助
成
を
う
け
て
、
共
同
研

究
「
連
合
国
の
ア
ジ
ア
戦
後
処
理
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
―
海
外
ア
ー

カ
イ
ヴ
調
査
に
よ
る
再
検
討
」
を
行
っ
た
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
こ
の
共
同
研
究
に
関
わ
っ
た
研
究
者
を
中
心
に
、
海

外
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
状
況
、
南
西
諸
島
の
占
領
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
日
本
理
解

と
天
皇
観
、
占
領
政
策
の
背
後
に
あ
る
人
種
主
義
や
教
化
の
思
想
、
そ
し

て
占
領
に
関
す
る
宗
教
学
的
検
討
が
顕
わ
に
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

　

第
一
報
告
（
岡
﨑
匡
史
）
で
は
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
所
蔵
史
料
と
そ

の
内
容
、
米
国
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
史
料
を
紹
介
し
、
宗
教
学
の
学
際

的
研
究
に
向
け
て
「
占
領
と
宗
教
」
に
関
す
る
研
究
成
果
と
道
筋
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

第
二
報
告
（
田
島
忠
篤
）
で
は
、
日
本
国
の
行
政
権
が
剥
奪
さ
れ
た

「
北
部
琉
球
諸
島
米
国
海
軍
軍
事
政
府
」
に
お
い
て
、
島
民
は
カ
ト
リ
ッ

ク
排
斥
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
宗
教
統
制
や
軍
国
主
義
に
よ
る
圧
制
か
ら
解

放
さ
れ
た
が
、「
本
土
」
と
の
公
的
交
流
が
禁
止
さ
れ
、
焦
土
の
中
、
独

な
神
社
は
戦
後
再
建
さ
れ
た
が
、
沖
縄
県
護
国
神
社
は
沖
縄
戦
で
の
全
て

の
死
者
、
つ
ま
り
他
県
出
身
の
戦
没
兵
士
お
よ
び
一
般
戦
死
者
の
霊
も
合

祀
す
る
と
い
う
独
自
性
を
も
ち
、
ゆ
え
に
多
く
の
島
民
の
募
金
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
。
地
域
別
に
は
、
宮
古
島
で
は
中
心
的
神
社
と
し
て
宮
古
神

社
が
再
建
さ
れ
た
が
、
八
重
山
に
は
中
心
的
神
社
は
存
在
し
て
い
な
い
。

奄
美
で
は
本
土
復
帰
運
動
で
は
高
千
穂
神
社
が
運
動
拠
点
と
な
っ
た
が
現

在
は
廃
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
奄
美
や
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
多
様
な
戦
時
体

験
と
戦
後
再
建
の
様
相
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
強
め
て
い
っ
た
事
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

中
野
　
　
毅

　

本
パ
ネ
ル
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
合
国
の
対
ア
ジ
ア
占
領
政
策

の
宗
教
学
的
な
意
味
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
七
七
年
以
上
が
経

過
し
て
な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
で
き
た
戦
後
世
界
の
基
本
構

造
は
、
東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
や
中
国
の
台
頭

に
よ
っ
て
大
き
な
綻
び
を
見
せ
つ
つ
も
、
い
ま
だ
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

対
日
占
領
政
策
に
関
す
る
日
本
に
お
け
る
宗
教
学
的
研
究
は
、
阿
部
美

哉
が
主
導
的
に
推
進
し
た
共
同
研
究
「
連
合
軍
の
日
本
占
領
と
日
本
宗
教

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
・
井
門
富
二
夫
、
一
九
八
四
―
八

七
年
）
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
井
門
冨
二
夫
編
『
占
領
と
日
本
宗
教
』

（
未
來
社
、
一
九
九
三
年
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
共
同
研
究

と
出
版
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
①
「
日
本
」

と
言
っ
て
も
本
土
の
み
で
あ
り
、「
沖
縄
・
南
西
諸
島
」
へ
の
目
配
り
が

な
か
っ
た
こ
と
。
②
「
連
合
国
」
と
言
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
中
心
で
あ
り
、
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自
の
文
芸
復
興
運
動
で
あ
る
「
奄
美
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
お
け
る
諸
宗
教

の
対
応
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
三
報
告
（
ア
ネ
メ
ッ
テ
・
フ
ィ
ス
カ
ー
ネ
ル
セ
ン
）
で
は
、
日
本
占

領
に
お
け
る
英
国
の
対
日
政
策
の
独
自
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
英
国
は
、
日

本
の
多
様
性
に
関
す
る
か
つ
て
の
知
識
と
経
験
か
ら
、
占
領
の
目
的
は
戦

前
の
日
本
に
も
存
在
し
た
民
主
主
義
的
な
集
団
と
資
源
を
基
に
日
本
を
再

建
し
、
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
な

ど
、
英
国
の
独
自
の
対
日
観
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
四
報
告
（
粟
津
賢
太
）
で
は
、
メ
サ
イ
ア
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
状

態
に
あ
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
発
言
や
、
国
家
神
道
の

理
解
と
そ
れ
を
「
除
去
」
し
う
る
と
す
る
占
領
政
策
の
形
成
過
程
の
中

に
、
特
定
の
人
種
主
義
や
独
自
の
宗
教
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
あ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
五
報
告
（
中
野
毅
）
で
は
、『
占
領
改
革
と
宗
教
』
の
概
要
紹
介
と

刊
行
の
意
義
を
述
べ
、「
占
領
と
宗
教
」
研
究
に
お
け
る
「
複
数
の
戦
後
」

と
い
う
視
座
の
重
要
性
、
な
ら
び
に
戦
争
は
文
明
の
闘
争
、
宗
教
的
世
界

観
の
闘
争
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
お
け
る
宗
教
問
題
へ
の
視
座
が
提

示
さ
れ
た
。

　

報
告
後
に
質
疑
応
答
お
よ
び
全
体
討
論
を
行
っ
た
。
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ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
仮
説
の
構
造
と
展
開

藤
井　

修
平

　

本
発
表
の
目
的
は
、
心
理
学
者
ア
ラ
・
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
が
『
ビ
ッ
グ
・

ゴ
ッ
ド
』
に
お
い
て
提
示
し
た
理
論
の
構
造
と
そ
の
受
容
の
分
析
を
通 

し
て
、
近
年
の
宗
教
認
知
・
進
化
学
（cognitive and evolutionary 

science of religion

）
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
は
同
書
に
お
い
て
、
人
間
社
会
が
一
万
二
千
年
前
に
そ

れ
ま
で
の
狩
猟
・
採
集
社
会
か
ら
大
規
模
な
農
耕
社
会
へ
急
速
に
変
化
し

て
い
っ
た
こ
と
と
、
力
強
く
、
人
々
を
罰
す
る
な
ど
の
介
入
を
行
い
、
道

徳
的
関
心
を
も
つ
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
」
へ
の
信
仰
を
有
す
る
向
社
会
的

宗
教
が
世
界
的
に
広
ま
っ
た
こ
と
を
結
び
つ
け
る
議
論
を
展
開
し
て
い

る
。

　

社
会
が
拡
大
す
る
た
め
に
は
そ
の
成
員
が
協
力
的
に
な
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
際
に
は
集
団
に
お
い
て
自
ら
は
コ
ス
ト
を
負
担
せ
ず
、
利
益
の

み
を
得
て
い
く
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」
を
見
つ
け
出
す
必
要
が
生
じ
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
神
の
よ
う
な
超
自
然
的
存
在
が
人
々
を
監

視
し
、
違
反
者
に
罰
を
与
え
る
と
信
じ
る
こ
と
で
、
警
察
や
裁
判
所
と
同

様
の
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
々
が
向
社
会
的
・
協
力
的
に
な
る
と
す
る

「
超
自
然
的
懲
罰
仮
説
」
に
着
目
が
な
さ
れ
る
。
超
自
然
的
存
在
の
監
視

と
罰
へ
の
信
仰
が
人
々
を
い
か
に
道
徳
的
・
向
社
会
的
に
す
る
か
に
つ
い

て
、
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
心
理
学
的
研
究
の
結
果
を
取
り
上
げ

な
が
ら
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
宗
教
的
儀
礼
の
実
践
に
は
そ
の
集

団
の
教
義
を
本
当
に
信
じ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
機
能
が
あ
り
、
儀
礼

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の
集
団
の
真
摯
な
参
加
者
で
あ
る
こ
と
を
示
せ

る
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
知
見
か
ら
、
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
へ
の
信
仰
と
儀
礼
を
有
す
る

向
社
会
的
宗
教
は
、
集
団
の
大
規
模
化
に
貢
献
し
う
る
と
彼
は
主
張
す

る
。
実
際
の
歴
史
で
も
、
社
会
が
大
規
模
化
す
る
に
つ
れ
て
、
懲
罰
的
な

神
へ
の
信
仰
も
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
の
信
仰
が
協
力
的
で
社
会
的
結
束
の
強
い
集
団
を

作
り
上
げ
る
の
で
、
他
集
団
と
の
競
争
の
際
に
も
有
利
に
な
る
た
め
で
あ

る
。
た
だ
し
、
向
社
会
的
宗
教
の
社
会
統
合
の
機
能
は
集
団
の
成
員
に
対

し
て
働
く
も
の
な
の
で
、
他
集
団
と
の
対
立
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
と

い
う
点
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
の
『
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
』
の
刊
行
は
大
き
な
注
目
を

集
め
、R

eligion

誌
、R

eligion, Brain &
 Behavior

誌
、Behav-

ioral and Brain Sciences

誌
が
そ
れ
ぞ
れ
書
評
特
集
を
組
ん
で
い

る
。
そ
の
中
に
は
批
判
的
な
反
応
も
多
く
、
社
会
の
大
規
模
化
に
は
他
の

要
因
の
方
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
も
の
や
、
古
代
中
国
や
古
代

ロ
ー
マ
社
会
は
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
の
信
仰
な
し
に
大
き
く
な
っ
た
と
指
摘

す
る
も
の
、
仏
教
で
は
仏
よ
り
も
カ
ル
マ
の
働
き
が
道
徳
と
関
わ
っ
て
い

る
な
ど
、
必
ず
し
も
神
的
存
在
が
道
徳
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
と
す

る
も
の
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
向
社
会
性
と
は
服
従
や
順
応
を
指
す

の
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
、
行
動
の
状
況
的
要
因
に
ば
か
り
着
目
し
て

お
り
、
個
人
的
気
質
を
無
視
し
て
い
る
と
す
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

と
り
わ
け
、
心
理
学
的
研
究
で
は
過
去
の
歴
史
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う

指
摘
は
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
は
、
歴
史

個
人
発
表
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例
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
他
方
、
欧
米
に
お
け
る
研
究
動
向
で
は
、

D
igital Religion

と
い
う
領
域
に
お
い
て
様
々
な
研
究
が
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
発
表
の
前
半
で
は
、
同
研
究
領
域
の
概
要

を
先
行
研
究
に
沿
っ
て
紹
介
し
、
特
に
そ
こ
で
の
理
論
的
枠
組
み
が
宗
教

観
、
儀
礼
、
帰
属
意
識
、
共
同
体
、
権
威
、
身
体
化
と
い
う
六
つ
の
領
域

で
あ
る
点
を
整
理
し
た
。
発
表
の
後
半
で
は
、
そ
の
中
の
権
威
に
つ
い
て

注
目
し
つ
つ
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ヨ
ル
バ
系
宗
教
で
あ
る
レ
グ
ラ
・

デ
・
オ
チ
ャ
＝
イ
フ
ァ
信
仰
を
題
材
に
論
を
展
開
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
は
一

九
九
二
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
信
教
の
自
由
が
法
的
に
保
障
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
呪
術
と
し
て
社
会
的
抑
圧
の
対
象

と
さ
れ
、
秘
密
裡
に
実
践
さ
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
起
源
の
宗
教
伝
統
が
、

社
会
空
間
の
中
で
顕
在
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
動
向

に
対
し
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
に
、
法
人
化
を

前
提
と
し
た
ヨ
ル
バ
系
宗
教
の
組
織
化
を
推
進
し
、「
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
」

の
設
置
に
関
与
し
て
き
た
。
他
方
、
二
〇
一
八
年
よ
り
一
般
人
向
け
モ
バ

イ
ル
端
末
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
解
禁
し
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
が
普

及
し
た
キ
ュ
ー
バ
社
会
で
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
宗
教
的
多
様
性
が
拡
大

し
つ
つ
あ
り
、
ヨ
ル
バ
系
宗
教
に
関
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

や
影
響
が
こ
れ
ま
で
の
宗
教
的
特
徴
を
大
き
く
変
容
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
念
頭
に
、
発
表
で
は
、
バ
バ
ラ
オ
と
呼
ば
れ
る
ヨ
ル
バ
系

宗
教
に
お
け
る
職
能
者
の
存
在
に
注
目
し
つ
つ
、
伝
統
的
バ
バ
ラ
オ
、
先

述
し
た
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
、
現
代
的
バ
バ
ラ
オ
と
い
う
三
つ
の
立
場
を
対

象
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
状
況
、
そ
の
影
響
あ
る
い
は
解
釈

に
関
し
、
特
に
権
威
に
注
目
し
つ
つ
比
較
考
察
し
た
。
結
果
と
し
て
、
伝

統
的
バ
バ
ラ
オ
に
関
し
て
は
、
弟
子
の
正
統
的
周
辺
参
加
に
よ
る
師
匠
か

的
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
点
を
検
証
で
き
る
と
答

え
て
い
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
検
証
も
行
わ
れ
、N

ature

誌
に
論
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
仮
説
は
、
近
年
の
宗
教
に
関
す
る
心
理
学
・
認
知
科

学
・
生
物
学
的
研
究
の
成
果
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
心
理

学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
宗
教
と
道
徳
の
関
係
や
、
儀
礼
の
機
能
に
つ
い

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
認
知
科
学
的
研
究
で
は
、
心
の
理
論
な
ど

宗
教
を
生
む
心
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
化
進
化
論

的
研
究
に
お
い
て
は
、
人
類
進
化
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
と
い
う
大
き
な

主
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
そ
の
方
法
も
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

い
る
の
が
、
近
年
の
宗
教
認
知
・
進
化
学
の
状
況
と
い
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
宗
教
の
諸
相 

│
│ 

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ヨ
ル
バ
系
宗
教
を
題
材
に 
│
│

井
上　

大
介

　

日
本
お
よ
び
世
界
各
地
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
久
し
い
が
、

そ
の
影
響
は
、
現
在
のCovid-19

へ
の
社
会
的
対
応
に
よ
り
さ
ら
に
加

速
度
が
増
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
念
頭
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
相
互
行
為
が
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
つ
つ
あ
る
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
宗
教
文
化
に
限
定
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
に
関
す
る
研
究
で

は
、
宗
教
教
団
が
ど
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
お
り
、
組

織
の
形
態
や
運
営
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
事
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宗
教
社
会
学
・
宗
教
心
理
学
か
ら
認
知
宗
教
学
へ
の
連
接

井
上　

順
孝

　

認
知
宗
教
学
は
二
〇
世
紀
末
か
ら
本
格
的
な
研
究
が
欧
米
を
中
心
に
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
研
究
分
野
で
あ
る
。
脳
神
経
科
学
、
遺
伝

子
研
究
の
急
速
な
発
展
に
加
え
、
進
化
論
を
文
化
現
象
に
適
用
す
る
研
究

が
増
え
た
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
認
知
宗
教
学
は
従
来
の

宗
教
社
会
学
、
宗
教
心
理
学
、
そ
の
他
の
宗
教
研
究
と
切
り
離
さ
れ
て
は

い
な
い
。
現
代
宗
教
を
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
い
う
視
点

を
背
後
に
据
え
つ
つ
、
認
知
宗
教
学
は
こ
れ
ま
で
の
宗
教
社
会
学
や
宗
教

心
理
学
で
な
さ
れ
て
き
た
研
究
と
ど
の
よ
う
な
点
で
共
通
点
を
も
ち
、
ど

の
よ
う
な
点
で
新
し
い
視
座
を
提
供
す
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
こ

で
は
具
体
的
に
二
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
認
知
宗
教
学
へ
の
連
接
に

つ
い
て
論
じ
る
。
一
つ
は
宗
教
的
回
心
、
入
信
、
あ
る
い
は
脱
会
の
際
の

心
理
的
変
化
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
一
つ
は
現
代
に
お
け
る
種
々
の
宗

教
集
団
の
形
成
、
原
理
主
義
的
運
動
の
偏
在
、
カ
ル
ト
問
題
の
広
が
り
を

め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

　

宗
教
的
回
心
等
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
宗
教
的
経
験
の
諸

相
』
の
中
で
示
さ
れ
た
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
意
識
の
変

容
の
問
題
、
と
り
わ
け
閾
値
へ
の
着
目
は
、
今
日
の
脳
神
経
科
学
に
お
け

る
意
識
の
研
究
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
意
識
が
何
か
の
問
に
は
、

統
一
見
解
は
な
い
が
、
ク
リ
ッ
ク
、
コ
ッ
ホ
、
バ
ー
ル
、
ト
ノ
ー
ニ
ら
の

意
識
研
究
を
参
照
す
る
と
、
意
識
が
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
用
で
生

じ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
コ
ッ
ホ
の
「
勝
者
総
取
り
」
の
考
え
も
そ
う

だ
が
、
一
度
に
生
じ
る
の
は
一
つ
の
意
識
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
す

ぐ
別
の
も
の
に
変
わ
り
う
る
。
意
識
は
も
と
も
と
多
重
（
多
元
）
的
で
あ

ら
の
教
義
、
儀
礼
、
そ
の
他
の
知
識
の
口
頭
伝
承
を
通
じ
た
継
承
や
身
体

化
が
前
提
と
な
り
、
師
弟
の
関
係
が
強
い
と
と
も
に
、
師
匠
の
権
威
が
傑

出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
書
籍
に
よ
る
研
鑽
・
思
索
が
中

心
で
そ
れ
ら
を
記
憶
し
、
随
時
活
用
で
き
る
ス
キ
ル
が
望
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
幼
少
期
に
入
信
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て
宗
教
的
指
導
者
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
宗
教
的
指
導
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
教
養
を
有
し
た
教
育
者
、
哲
学
者
、
医
者
の
よ
う
な
存
在
と
な
る
こ

と
が
多
い
。
他
方
、
現
代
的
バ
バ
ラ
オ
に
関
し
て
は
、
知
識
の
習
得
や
儀

礼
の
実
践
に
際
し
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
す
る
よ
り
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
情
報
に
依
拠
す
る
傾
向
が
強
く
、
師
匠
と
弟
子
の
関
係
、
師
匠
の
権

威
が
弱
い
。
そ
の
た
め
幼
少
期
の
入
信
で
は
な
く
、
短
い
時
間
で
宗
教
的

指
導
者
と
な
る
場
合
が
多
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
が
顕
著
で
あ
る
、
と
い

っ
た
傾
向
が
看
取
で
き
た
。
ま
た
、
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
に
関
し
て
は
、
電

子
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
に
対
し
否
定
的
で
あ
り
、
儀
礼
の
変
容
や
簡
素
化
も

認
め
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
よ
っ
て
一
部
に
共
有
さ
れ
つ
つ
あ

る
女
性
の
聖
職
者
イ
ヤ
ニ
フ
ァ
の
存
在
に
つ
い
て
も
否
定
的
で
あ
る
と
い

う
点
が
確
認
さ
れ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
ヨ
ル
バ
系
宗

教
で
は
、
知
識
を
め
ぐ
る
師
弟
関
係
に
お
い
て
、
従
来
の
宗
教
的
権
威
の

一
部
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
特
徴
を
確
認
す
る
に
至
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
権
威
の
変
容
や
そ
の
他
の
側
面
、
お
よ
び
宗
教
観
、
儀
礼
、

帰
属
意
識
、
共
同
体
、
身
体
性
と
い
っ
た
特
徴
に
つ
い
て
は
そ
の
解
明
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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マ
ン
の
Ｆ
Ｂ
Ｔ
原
理
（「
適
応
は
真
実
に
勝
る
」）
な
ど
が
代
表
的
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
認
知
宗
教
学
の
立
場
か
ら
現
代
宗
教
を
分
析
す

る
に
際
し
て
は
二
重
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
人
間
の
無
意
識
的

選
択
、
感
情
に
基
づ
く
反
応
に
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
き
た
適
応
の
た

め
の
仕
組
み
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
文

化
に
も
ま
た
、
合
理
的
理
性
的
な
営
み
と
し
て
長
い
時
間
を
か
け
て
蓄
積

さ
れ
た
部
分
と
、
人
間
の
遺
伝
的
傾
向
に
大
き
く
引
き
ず
ら
れ
た
部
分
と

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
東
欧
に
お
け
る
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
の
概
要 

│
│ K

elm

とT
elz

を
中
心
に 

│
│

袁　
　

浩
春

　

本
発
表
は
リ
ト
ア
ニ
ア
北
西
に
あ
るK

elm

とT
elz

の
事
例
を
通
し

て
、
東
欧
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
ト
ー
ラ
ー
学
習
の
伝
統
の
一
面
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
八
〇
三
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま

で
運
営
さ
れ
て
い
た
ヴ
ォ
ロ
ジ
ン
・
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
は
近
代
以
降
の
ユ
ダ
ヤ

教
教
育
の
先
行
者
と
し
て
近
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
研
究
者
た
ち
に
注
目
さ
れ
て

い
る
一
方
、
ヴ
ォ
ロ
ジ
ン
以
外
の
町
に
お
け
る
宗
教
教
育
な
い
し
ト
ー
ラ

ー
学
習
に
関
す
る
不
透
明
な
部
分
が
ま
だ
多
い
。
そ
の
ト
ー
ラ
ー
学
習
の

状
況
を
明
ら
に
し
た
上
で
、
東
欧
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
ト
ー
ラ
ー
学
習

な
い
し
宗
教
教
育
の
全
体
像
を
構
成
す
る
こ
と
を
問
題
意
識
と
し
て
、
リ

ト
ア
ニ
ア
の
北
西
に
あ
るK

elm

とT
elz

に
お
け
る
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
を
ヴ

ォ
ロ
ジ
ン
・
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

発
表
に
用
い
る
資
料
に
関
し
て
、
一
九
二
五
年
か
ら
始
め
た
イ
デ
ィ
ッ

る
と
い
う
デ
ネ
ッ
ト
の
見
方
も
あ
る
。

　

意
識
は
記
憶
か
ら
影
響
を
受
け
る
。
そ
の
記
憶
は
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
形
成
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
可
変
性
が
あ
る
。
過
誤
記
憶
は

避
け
が
た
い
。
も
と
も
と
不
安
定
な
記
憶
だ
が
、
ブ
レ
イ
ナ
ー
ド
と
レ
イ

ナ
に
よ
る
フ
ァ
ジ
ー
痕
跡
理
論
で
は
、
逐
語
痕
跡
と
要
約
痕
跡
の
区
別
と

両
者
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。
要
約
痕
跡
の
方
が
安
定
し
て
い
る
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
と
く
に
回
心
や
入
信
を
経
た
の
ち
の
言
説
の
分
析
、
あ
る
い
は

脱
会
し
た
後
に
所
属
し
て
い
た
宗
教
団
体
に
つ
い
て
の
言
説
の
分
析
に
参

照
す
べ
き
説
で
あ
る
。

　

宗
教
社
会
学
に
お
け
る
宗
教
集
団
の
類
型
論
と
し
て
は
チ
ャ
ー
チ
・
セ

ク
ト
論
が
代
表
的
で
あ
る
。
宗
教
の
機
能
主
義
的
理
解
で
は
宗
教
の
全
体

社
会
の
安
定
化
へ
の
機
能
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
社
会
変
化
に
対
応

し
た
新
宗
教
の
形
成
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
現
代
に
お
い
て
は
原
理

主
義
的
運
動
が
各
宗
教
に
見
ら
れ
、
カ
ル
ト
問
題
も
ま
た
世
界
各
地
で
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
宗
教
集
団
の
問
題
に
包
摂
す
る
な
ら
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
感
情
に
つ
い
て
の
最
近
の
見
解
が
参
考
に

な
る
。
文
化
現
象
に
進
化
論
の
発
想
を
導
入
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
ド
ー
キ
ン
ス
、
さ
ら
に
デ
ネ
ッ
ト
ら
に
よ
っ
て
議
論
さ

れ
て
い
る
。
進
化
過
程
に
お
け
る
環
境
へ
の
適
応
は
、
文
化
事
象
で
あ
れ

ば
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
集
団
が
置
か
れ
た
環
境
へ
の
適
応
の
努
力
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。
感
情
の
働
き
で
は
と
く
に
恐
怖
の
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ

る
。
環
境
へ
の
適
応
は
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
脳
の
予
測

に
関
す
る
研
究
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
興
味
深
い
研
究
の
方
向
性
が
得
ら

れ
る
。
そ
れ
は
脳
の
予
測
は
真
理
を
探
究
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
の

で
は
な
く
、
環
境
に
適
応
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
と
み
な
す
。
ホ
フ
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の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
活
動
展
開
と
含
意

髙
尾
賢
一
郎

　

近
年
、
湾
岸
協
力
会
議
諸
国
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
：
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
オ
マ
ー
ン
、
カ
タ

ー
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
）
に
見
ら
れ
る

ユ
ダ
ヤ
教
徒
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
以
下
の
点
で
注
目
す
べ
き
動
き
と

捉
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
歴
史
的
な
生
活
空
間
の
中
心
で

は
な
い
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ア
ラ
ブ
地
域
を
舞
台
と
す
る
点
。
第
二
に
、
ユ
ダ

ヤ
教
徒
を
「
シ
オ
ニ
ス
ト
政
体
」
と
の
蔑
称
に
紐
づ
け
た
「
内
な
る
敵
」

で
は
な
く
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
寛
容
・
共
生
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
る

点
。
第
三
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
・
バ
ー
レ
ー
ン
等
と
イ
ス
ラ

エ
ル
と
の
国
交
正
常
化
）
以
後
に
活
発
化
し
た
政
治
的
な
ト
レ
ン
ド
で
あ

る
点
。
以
上
を
背
景
に
、
本
報
告
で
は
今
日
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
存
在
が
持
ち
う
る
、
政
治
・
社
会
的
含
意
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
各
国
を
眺
め
れ
ば
、
最
多
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
人
口
と
独
自
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
擁
す
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
小
規
模
だ
が
現
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
最
も
長
い
歴
史
を
持
ち
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
唯
一
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
擁
す
る
バ

ー
レ
ー
ン
の
存
在
が
際
立
つ
。
こ
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
設
立 

さ
れ
た
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
組
織
で 

あ
る
湾
岸
ユ
ダ
ヤ
教
会
（
Ａ
Ｇ
Ｊ
Ｃ
：A

ssociation of Gulf Jew
ish 

Com
m

unities

）
で
は
、
必
然
的
に
そ
の
二
国
が
主
導
的
役
割
を
負
っ

て
い
る
。
バ
ー
レ
ー
ン
に
関
し
て
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
イ
ラ
ク
か
ら
移

住
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
末
裔
で
あ
る
ヌ
ヌ
ー
家
が
Ａ
Ｇ
Ｊ
Ｃ
の
会
長
と
同

国
代
表
役
員
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら
が
Ａ
Ｇ
Ｊ
Ｃ
を
通
し
て
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に

シ
ュ
科
学
研
究
所
（Y

IV
O

）
に
よ
る
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
と
文
化
に

関
す
る
研
究
及
びE

ncyclopaedia Judaica (M
acm

illan Library 
Reference, 2006

)

に
整
理
さ
れ
て
い
る
歴
史
情
報
の
ほ
か
に
、T

he 
W

orld T
hat W

as: Lithuania (H
ebrew

 A
cadem

y of Cleveland, 
1996

)

に
収
録
さ
れ
て
い
るK

elm

とT
elz

の
生
存
者
に
よ
る
回
顧
録

の
一
部
も
発
表
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
発
表
の
結
論
と
し
て
、
塾
生
が
十
代
や
二
十
代
、
あ
る
い
は

未
婚
男
子
（Bochur/Bochurim

）
を
中
心
に
構
成
す
る
寄
宿
制
の
ヴ

ォ
ロ
ジ
ン
・
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
に
対
し
て
、K

elm

とT
elz

の
イ
ェ
シ
ヴ
ァ

で
は
既
婚
者
で
あ
る
塾
生
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
仕
事
の
後
で
イ
ェ

シ
ヴ
ァ
に
通
う
と
い
う
学
習
制
度
を
利
用
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

東
欧
に
お
け
る
ト
ー
ラ
ー
学
習
の
構
成
に
は
ラ
ビ
と
い
う
知
的
エ
リ
ー
ト

の
ほ
か
、
ラ
ビ
で
は
な
い
あ
る
い
は
ラ
ビ
を
目
指
し
て
い
な
い
大
衆
も
数

多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
大
衆
の
学
び
は
自

分
の
水
準
に
合
わ
せ
て
内
容
を
設
定
し
、
自
分
の
信
仰
を
深
め
る
実
践
で

あ
り
、
必
ず
し
も
生
計
か
ら
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
で
は
な

い
た
め
、
そ
う
い
っ
た
学
び
、
生
計
、
そ
し
て
、
信
仰
が
共
存
し
た
東
欧

ユ
ダ
ヤ
教
の
文
化
は
今
日
の
正
統
派
や
超
正
統
派
か
ら
見
れ
ば
理
想
的
な

環
境
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
啓
蒙
主
義
者
が
一
九
世
紀
後
半
か
ら
東
欧
全
体
の
世

俗
教
育
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
ま
で
の
東
欧
の
ユ
ダ

ヤ
教
文
化
は
ト
ー
ラ
ー
を
排
除
し
た
世
俗
教
育
と
出
会
い
、
イ
ェ
シ
ヴ
ァ

ひ
い
て
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
ト
ー
ラ
ー
学
習
の
伝
統
に
刺
戟
を
与
え
る

こ
と
が
容
易
に
思
い
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
東
欧
ユ
ダ
ヤ
教

の
ト
ー
ラ
ー
学
習
の
伝
統
が
ど
の
よ
う
に
世
俗
教
育
の
拡
張
に
対
応
し
た
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え
る
付
加
価
値
次
第
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
現
状
で
は
寛
容
・
共
生
と
い
う

価
値
観
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
決
し
て
各
国
が

掲
げ
る
寛
容
・
共
生
の
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な

い
。
彼
ら
が
少
数
派
と
し
て
ム
ス
リ
ム
多
数
派
社
会
で
の
生
活
を
享
受
し

て
い
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
各
国
が
取
り
組
む
寛
容
・
共
生
へ
の
加
担

と
と
も
に
、
彼
ら
自
身
の
寛
容
・
共
生
を
示
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に
存
在
は
し
た
が
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ユ
ダ

ヤ
教
徒
は
、
今
日
で
は
、
自
身
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
伝
統
で
あ
る
と
同
時

に
、
寛
容
・
共
生
と
い
う
新
た
な
伝
統
、
価
値
観
の
担
い
手
と
も
な
っ
て

い
る
。

ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ
ク
『
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
』 

│
│ 

現
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
哲
学
的
探
究 

│
│

志
田　

雅
宏

　

本
発
表
で
は
、
現
代
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
派
の
指
導
者
ヨ
セ
フ
・
ソ
ロ
ヴ
ェ

イ
チ
ク
（
一
九
〇
三
―
一
九
九
三
）
の
主
著
『
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
』（Ish 

ha-H
alakhah

）
を
紹
介
す
る
。
東
欧
ユ
ダ
ヤ
教
の
著
名
な
ラ
ビ
の
一
族

に
生
ま
れ
た
彼
は
、
祖
父
ハ
イ
ー
ム
が
確
立
し
た
革
新
的
な
タ
ル
ム
ー
ド

学
習
で
あ
る
「
ブ
リ
ス
ク
方
式
」
を
青
年
時
代
に
学
び
、
そ
の
後
ベ
ル
リ

ン
大
学
で
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
の
認
識
論
に
つ
い
て
の
博
士
論
文
を
書

い
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
住
し
、
ボ
ス
ト

ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
教
育
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、
一
九
四
四
年
に

『
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
』
を
出
版
し
た
。
本
書
は
、
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の

学
習
か
ら
世
俗
文
化
の
学
知
ま
で
の
彼
の
幅
広
い
学
び
を
基
盤
と
し
、
中

世
の
ユ
ダ
ヤ
人
思
想
家
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
一
二
世
紀
）
の
ユ
ダ
ヤ
法
典
と

お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｇ
Ｊ
Ｃ
に
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
（
国
家
間
の
政
治
事
案
）
と

の
関
連
を
制
限
す
る
、
い
わ
ば
ノ
ン
ポ
リ
組
織
と
し
て
の
自
己
認
識
も
見

ら
れ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
的
な
生
活
の
促
進
」
と
の
趣
意
説
明
か
ら

も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｊ
Ｃ
は
基
本
的
に
個
人
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
の
生
活
上
の
宗
教
実
践
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
今

後
の
目
標
と
し
て
ベ
ト
・
デ
ィ
ン
（
宗
教
法
廷
）
や
宗
教
学
校
設
立
、
コ

シ
ェ
ル
認
証
確
立
等
を
掲
げ
つ
つ
、
現
在
は
シ
ャ
バ
ッ
ト
（
安
息
日
）
前

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
の
実
施
、
独
身
者
向
け
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
（Jew

-
ish Singles in the Gulf

）
の
運
営
、
宗
教
暦
の
祝
祭
に
あ
わ
せ
た
宴

席
の
用
意
等
、
現
地
の
人
的
交
流
を
優
先
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
政
治
・
社
会
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
ユ
ダ

ヤ
教
徒
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
を
抜
き
に
し
て
も

政
治
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
例
え
ば
コ
シ
ェ
ル

（
ユ
ダ
ヤ
教
食
物
規
定
）
の
普
及
は
経
済
的
効
果
に
加
え
、
社
会
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

墓
地
等
の
史
跡
は
、
各
国
の
文
化
的
多
様
性
を
示
す
も
の
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
と
い
う
外
交
的
成
果
が
、
社
会
に

お
け
る
寛
容
・
共
生
の
実
現
と
い
う
内
政
面
で
の
課
題
に
取
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
対
外
的
な
面
で
い
え
ば
、
二
〇
二
二
年
三

月
に
米
国
ユ
ダ
ヤ
協
会
（
Ａ
Ｊ
Ｃ
）
の
ア
ラ
ブ
諸
国
初
と
な
る
支
部
が
ア

ブ
ダ
ビ
に
開
設
さ
れ
る
等
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
が
今
後
、
海
外
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
組
織

の
中
東
進
出
の
ハ
ブ
と
な
る
状
況
も
予
想
さ
れ
よ
う
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
状
況
は
お
そ

ら
く
今
後
も
変
わ
ら
ず
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
体
制
あ
る
い
は
社
会
が
与
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照
さ
れ
、
無
限
の
存
在
で
あ
る
神
が
、
有
限
な
世
界
と
か
か
わ
る
た
め
に

自
分
自
身
を
「
収
縮
」
さ
せ
る
と
い
う
着
想
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
に
な
る
た
め
の
実
践
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
法
学

お
よ
び
思
想
の
読
み
な
お
し
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
実
践
の
中
心

を
な
す
の
は
、
自
己
創
造
と
し
て
の
悔
い
改
め
で
あ
る
。
こ
の
「
創
造
」

と
い
う
主
題
の（
再
）発
見
は
、
聖
書
に
お
け
る
世
界
創
造
を
実
践
的
な
法

規
と
し
て
読
む
と
い
う
、
ト
ー
ラ
ー
の
革
新
的
解
釈
（
ヒ
ド
ゥ
ー
シ
ュ
）

に
よ
る
。
神
に
よ
る
世
界
創
造
を
記
し
た
ト
ー
ラ
ー
に
は
、
人
間
が
神
に

倣
っ
て
創
造
者
と
な
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
規
範
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
創
造
者
と
し
て
の
人
間
が
創
り
出
す
の
は
自
己
で
あ
り
、

み
ず
か
ら
の
選
択
と
意
志
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
過
去
か
ら
、
未
来
に

向
け
た
新
し
い
自
己
を
創
出
す
る
こ
と
を
ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ
ク
は
求
め
る
。

本
書
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
預
言
論
が
こ
の
過
程
を
説
明
す
る
も
の
と

説
明
さ
れ
、
こ
の
点
に
著
者
の
特
徴
的
な
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
理
解
が
み
ら
れ

る
。

　

近
代
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
教
文
化
や
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
教
哲
学
、
近
代
西
洋
の

哲
学
や
数
学
な
ど
、
著
者
の
幅
広
い
学
習
の
集
大
成
と
し
て
書
か
れ
た

『
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
』
は
、
一
貫
し
て
個
人
の
確
立
に
焦
点
を
当
て
る
も

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
指
導
者
と
し
て
の

ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ
ク
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
実
践
に
よ
る
個

人
の
確
立
を
主
題
と
す
る
本
書
が
ど
ん
な
役
割
を
は
た
し
た
の
か
が
、
今

後
の
大
き
な
検
討
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

哲
学
書
を
読
み
な
お
す
試
み
で
あ
り
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
生
活
の
現
代

的
意
義
を
示
し
た
著
作
と
し
て
大
き
な
反
響
を
得
た
。

　

本
書
は
、
表
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
」
を
描
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
そ
の
人
間
像
と
は
「
創
造
者
と
し
て
の
人
間
」
で
あ
り
、

ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ
ク
の
描
写
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
法
規
範
を
意
味
す
る
「
ハ
ラ
ハ

ー
」
に
つ
い
て
の
革
新
的
な
理
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ま
ず
、
ハ
ラ
ハ

ー
的
人
間
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
宗
教
的
人
間
と
認
知
的
人
間
と
い
う
ふ

た
つ
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
と
の
共
通
点
や
相
違
点
が
説
明
さ

れ
る
。
宗
教
的
人
間
と
の
関
係
で
は
、
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
も
現
実
世
界
と

超
越
的
な
世
界
で
構
成
さ
れ
る
二
元
論
的
な
存
在
論
を
前
提
と
す
る
点
で

は
同
じ
だ
が
、
前
者
と
は
異
な
り
、
後
者
は
現
実
世
界
を
志
向
す
る
。
ま

た
、
認
知
的
人
間
と
の
関
係
で
は
、
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
も
現
実
を
認
識
す

る
こ
と
に
先
立
っ
て
、
理
念
的
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出
す
点
で
は
同
じ
だ
が
、

超
越
的
な
も
の
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
異
な
る
。
こ

れ
ら
の
人
間
モ
デ
ル
の
対
比
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
ハ
ラ
ハ
ー
的
人
間
の
役

割
と
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
理
念
的
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
現
実
を
認
識
し
、

超
越
的
な
も
の
を
こ
の
世
界
に
降
ろ
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
世

界
を
そ
の
理
念
に
近
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
役
割
の
た

め
に
実
践
さ
れ
る
ハ
ラ
ハ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
ハ
ラ
ハ
ー
と
は
ラ
ビ
た
ち
が
定
め
た
個
々
の
法
規
で
あ
る
と
同
時

に
、
あ
る
理
念
的
な
世
界
を
創
出
す
る
た
め
の
枠
組
み
で
も
あ
る
。
こ
の

理
念
的
な
ハ
ラ
ハ
ー
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
理
念
と
現
実
が
認
識
と
実

践
の
レ
ベ
ル
で
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ラ
ハ
ー
は
、

現
実
世
界
の
具
体
的
な
実
在
を
定
量
化
お
よ
び
客
観
化
す
る
た
め
の
基
準

と
な
る
。
な
お
、
こ
の
説
明
に
お
い
て
カ
バ
ラ
ー
的
創
造
論
の
概
念
が
参
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時
は
、
そ
れ
に
対
す
る
保
守
的
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
保
守
的
な
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
連
帯
と
い
う
事
例
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
発
足
し
た
正
統
派
ラ
ビ
ら
に
よ

る
、
新
た
な
政
治
グ
ル
ー
プCoalition for Jew

ish V
alues

（
以
下
、

CJV

）
が
、
保
守
派
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
の
連
帯
を
示
す
動
き
が
、
中
絶
論

争
の
な
か
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
各
派
を
超
え
て
一
致
す
る
点
は
、
世
俗
法
と
ユ
ダ
ヤ
の
律
法

解
釈
の
双
方
に
詳
し
いD

r. Lisa Fishbayn Joffe

（
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス

大
学
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
母
体
に
身
体
的
・
精
神
的
危
険
が
及
ぶ
場

合
、
中
絶
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
ユ
ダ
ヤ
教
各
派
で
は
、

改
革
派
は
妊
婦
個
人
の
判
断
に
依
る
見
解
を
支
持
し
、
保
守
派
に
お
い
て

は
、
一
九
八
三
年
、
母
体
が
心
身
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
に
加
え
て
、

有
能
な
医
学
的
見
解
に
基
づ
き
、
障
碍
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
中
絶
を
容

認
し
て
い
る
。
胎
児
の
生
命
の
発
露
に
関
し
て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
一

章
二
二
〜
二
五
節
を
引
き
合
い
に
出
し
、
胎
児
は
一
個
人
と
し
て
の
生
命

で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
長
ら
く
引
き
継
が
れ
て
き
た
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
（
一
一
三
八
―
一
二
〇
四
）
は
四
〇
日
後
の
胎
児
を
一
個
人
と
し
て
認

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
母
体
の
生
命
の
危
機
が
胎
児
よ
り
優
先

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
な
か
、
正
統
派
の
中
に
は
、Rabbi 

M
oshe Feinstein

（
一
八
九
五
―
一
九
八
六
）
の
よ
う
に
い
か
な
る
場

合
で
も
中
絶
を
容
認
し
な
い
解
釈
を
施
す
ラ
ビ
も
お
り
、
究
極
的
に
は

個
々
の
ラ
ビ
の
見
解
に
依
る
と
も
言
え
る
。
二
〇
二
二
年
六
月
二
四
日
、

米
連
邦
最
高
裁
は
、
妊
娠
一
五
週
以
降
の
中
絶
を
禁
じ
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州

の
州
法
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
「
合
憲
」
と
認
め
た
。
こ
れ

に
対
し
、
非
正
統
派
は
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
の
掲
げ
る
「
プ
ロ
・
ラ
イ

中
絶
論
争
か
ら
み
る
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
教

石
黑　

安
里

　

今
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
は
、
支
持
政
党
の
傾
向
が
正
統
派

と
非
正
統
派
（
特
定
の
宗
派
に
所
属
し
て
い
な
い
者
も
含
む
）
に
分
か
れ

て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
事
例
で
は
信
仰
心
／
党
派
ギ
ャ

ッ
プ
が
存
在
す
る
も
の
の
、
大
別
し
て
、
正
統
派
が
共
和
党
支
持
の
傾
向

が
高
く
、
一
方
、
非
正
統
派
は
民
主
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
高
い
。
本
報

告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
正
統
派
と
非
正
統
派
と
の
あ
い
だ
で
支
持
政
党
が

二
分
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
、
中
絶
の
権
利
を
め
ぐ
る
論
争
に
対
す
る
見
解

を
通
し
て
考
察
す
る
。

　

Pew
 Research Center

の
二
〇
二
〇
年
の
調
査
結
果
で
は
、
現
在

の
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
で
改
革
派
が
最
も
多
く
、
全
体
の
三
七
％
を
占
め
て
い

る
。
次
に
、
保
守
派
の
一
七
％
、
正
統
派
が
九
％
と
続
く
（
正
統
派
の
中

に
、
超
正
統
派
の
各
グ
ル
ー
プ
、
現
代
正
統
派
が
含
ま
れ
て
い
る
）。
ま

た
、「
特
定
の
宗
派
に
属
さ
な
い
」
と
回
答
し
た
数
が
、
三
二
％
に
上
っ

て
お
り
、
改
革
派
と
合
わ
せ
る
と
お
よ
そ
七
割
近
く
の
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ

ヤ
人
が
か
な
り
世
俗
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
が
浮
か

び
上
が
る
。

　

従
来
、
中
絶
の
権
利
を
め
ぐ
る
主
題
で
ユ
ダ
ヤ
教
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
の
連
帯
の
事
例
で
あ
っ
た
。
一

九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
台
頭
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
の
機
運
に
乗
り
、

メ
イ
ン
ラ
イ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
の
牧
師
を
中
心
と
し
た
「
聖
職
者
相
談
サ
ー

ビ
ス
」
に
参
与
し
た
ラ
ビ
た
ち
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
問
題
の
あ
る
妊

娠
」
で
悩
む
女
性
に
手
を
差
し
伸
べ
る
形
で
、
安
全
に
中
絶
を
施
す
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
情
報
提
供
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
ケ
ア
が
な
さ
れ
た
。
当
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カ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
を
訪
れ
て
い
る
。
一
九
一
二
年
四
月
十
一
日

に
日
本
ア
ジ
ア
協
会
に
お
い
て
「
東
洋
と
西
洋
の
宗
教
の
展
開
に
お
け
る

平
行
性
」
と
題
し
た
講
演
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

発
表
者
は
、
オ
ッ
ト
ー
を
理
解
す
る
上
で
、
上
述
の
よ
う
な
認
識
論
的

な
枠
組
み
の
中
で
宗
教
を
捉
え
よ
う
と
す
る
あ
り
方
と
、
宗
教
誌
的
な
個

別
の
も
の
へ
向
か
う
関
心
と
の
間
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
両
者
の
関
係
を
捉
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る

の
が
、
オ
ッ
ト
ー
に
お
け
る
「
宗
教
史
」
理
解
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、

改
め
て
オ
ッ
ト
ー
の
「
宗
教
史
」
理
解
を
捉
え
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
い
。

　

オ
ッ
ト
ー
『
聖
な
る
も
の
』（
一
九
一
七
）
出
版
後
、
一
九
二
三
年
に

そ
れ
ら
の
補
遺
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
に
関
す
る
補
遺
』
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
著
作
の
第
四
版
が
、
宗
教
誌
関
連
の
も
の
と
神

学
関
連
の
も
の
に
分
け
ら
れ
、
前
者
に
『
超
世
界
的
な
も
の
に
つ
い
て
の

感
情
』
と
い
う
新
た
な
題
名
が
つ
け
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
著
作
に

収
録
さ
れ
た
「
宗
教
史
に
お
け
る
平
行
と
収
斂
」
を
中
心
に
オ
ッ
ト
ー
の

宗
教
史
理
解
を
確
認
す
る
。

　

彼
の
宗
教
史
理
解
に
は
、『
聖
な
る
も
の
』
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
ヌ

ミ
ノ
ー
ゼ
な
感
情
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
が
宗
教
史
に
つ
い

て
論
じ
る
際
に
使
用
す
る
「
素
質
」
と
い
う
表
現
は
彼
が
人
間
に
備
わ
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
な
感
情
が
感
得
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
の
展
開
を
動
機
づ
け
て
い
る
も
の
な

の
だ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
普
遍
的
な
「
素
質
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
展

開
す
る
か
ら
こ
そ
、
諸
宗
教
に
は
平
行
関
係
が
み
ら
れ
る
と
し
つ
つ
も
、

そ
の
平
行
性
の
も
と
で
も
そ
こ
に
は
必
ず
差
異
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は

フ
」
観
に
懸
念
を
示
し
、
特
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
の
立
場
に

親
和
的
な
改
革
派
が
そ
の
批
判
の
根
拠
と
し
て
、「
宗
教
の
自
由
」
の
下
、

ユ
ダ
ヤ
教
に
適
っ
た
中
絶
の
実
行
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
論
調
で
対
抗
し

て
い
る
。
他
方
、
正
統
派
の
一
部
か
ら
形
成
さ
れ
たCJV

は
、
改
革
派

が
懸
念
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
に
基
づ
く
中
絶
の
実
践
の
困
難
さ
を
主
張
す

る
の
で
は
な
く
、「
ア
メ
リ
カ
の
道
徳
的
礎
の
回
復
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
養
子
を
設
け
る
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
キ

リ
ス
ト
教
保
守
と
連
帯
す
る
べ
く
共
和
党
の
支
持
を
示
し
て
い
る
。
本
報

告
で
は
正
統
派
と
非
正
統
派
の
分
断
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た
が
両
陣
営

と
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
助
長
を
懸
念
し
て
い
る

点
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

Ｒ
・
オ
ッ
ト
ー
に
お
け
る
「
宗
教
史
」
理
解

藁
科　

智
恵

　

ド
イ
ツ
の
神
学
者
・
宗
教
学
者
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
を
理
解

す
る
上
で
、
宗
教
的
体
験
を
学
問
的
記
述
の
遡
上
に
の
せ
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
そ
の
分
析
枠
組
み
と
し
て
の
近
代
学
問
と
宗
教
と
の
関
係
を

執
拗
に
意
識
し
て
い
た
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
行

な
っ
た
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
と
い
っ
た
認
識
論
的
な
議
論
が
そ
の
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼
が
さ
ま
ざ
ま
な
諸
宗
教
に
関
す
る
宗

教
誌
的
な
研
究
を
進
め
た
と
い
う
点
も
彼
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
と
し
て

あ
る
。
そ
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
研
究
、
比
較
宗
教
に
お
け
る
イ
ン
ド

体
験
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
、
一
八
九
一
年
に
ギ
リ
シ
ア
、
一
八
九
五
年

に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
二
年
に
か
け
て
北
ア
フ
リ
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「
セ
ム
的
一
神
教
」
概
念
の
再
検
討

奥
山　

倫
明

　

三
つ
の
一
神
教
を
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
一
神
教
と
画
す
る
形
容
詞
と
し

て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
に
加
え
、Sem

itic

と
い
う
語
が
知
ら
れ
て
い
る
。

セ
ム
と
は
比
較
言
語
学
に
お
け
る
語
族
に
関
す
る
概
念
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
等
を
包
括
す
る
類
型
で
あ
り
、
さ
ら
に
派
生
的
に
民

族
・
人
種
の
類
型
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス

ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』（
原
著
一
八
八
九
）
は
、
セ
ム
系
諸
民
族
の

宗
教
を
対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
セ
ム
の
語
自
体
は
、
旧
約
聖
書
「
創
世

記
」
の
ノ
ア
の
息
子
セ
ム
、
ハ
ム
、
ヤ
フ
ェ
ト
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
増

澤
知
子
『
世
界
宗
教
の
発
見
』（
原
著
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
と
、
一
九
世

紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
セ
ム
的
一
神
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、（
イ
エ

ス
が
語
っ
た
と
さ
れ
る
セ
ム
系
の
ア
ラ
ム
語
で
は
な
く
）
新
約
聖
書
の
言

語
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
セ
ム
語
族
（
イ
エ
ス
の
ア

ラ
ム
語
を
含
む
）
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
側
に
組
み

込
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
本
来
的
に
セ
ム
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
異
な
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

　

二
〇
二
一
年
刊
行
の
著
書
『
セ
ム
的
一
神
教
の
観
念
』
に
お
い
て
、
著

者
ギ
イ
・
ス
ト
ロ
ム
ザ
は
、
増
澤
も
論
じ
て
い
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン

（
一
八
二
三
―
一
八
九
二
）
に
触
れ
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
ー
リ
ア

的
と
特
徴
づ
け
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
も
ま
た
、
セ
ム
的
宗
教
と
し
て
の
ユ

ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
区
別
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
ル
ナ
ン

の
言
う
セ
ム
的
一
神
教
は
一
つ
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
指
し
て
い
る
が
、
ム

ス
リ
ム
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
ア
ラ
ブ
人
の
み
な
ら
ず
ト
ル
コ
人
や
イ
ラ

ン
人
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
セ
ム
的
と
い
う
概
念
の
曖
昧
さ

そ
の
宗
教
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
精
神
的
傾
向
や
、
そ
の
置
か
れ
た
状

況
に
も
よ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
宗
教
史
の
課
題
は
、
こ
の
平
行
性
と
固

有
性
を
理
解
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

　

オ
ッ
ト
ー
の
「
宗
教
史
」
と
い
う
発
想
自
体
が
普
遍
主
義
的
、
西
洋
中

心
主
義
的
な
も
の
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
解

釈
図
式
に
回
収
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
の

歴
史
的
負
荷
を
明
確
に
認
識
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
一
つ
の
地
域
で
展
開

さ
れ
た
議
論
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
信
仰
の
自
明
性
が
揺
ら
ぐ
と
い

う
近
代
ド
イ
ツ
の
精
神
的
状
況
に
置
か
れ
た
オ
ッ
ト
ー
は
、
一
九
〇
九
年

に
『
カ
ン
ト-

フ
リ
ー
ス
に
基
づ
く
宗
教
哲
学
』
を
出
版
し
、
一
九
一
七

年
に
『
聖
な
る
も
の
』
を
出
版
す
る
。
こ
の
間
の
一
九
一
一
〜
一
九
二
二

年
に
オ
ッ
ト
ー
は
ア
ジ
ア
を
訪
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
扱
っ
た
論
稿
で
も

言
及
さ
れ
る
ほ
ど
、
オ
ッ
ト
ー
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸
宗
教
の
体
験
は
強

烈
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
強
烈
な
も
の
で

あ
り
え
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。

　

オ
ッ
ト
ー
が
「
宗
教
史
」
と
い
う
も
の
に
お
い
て
何
を
理
解
し
、
そ
れ

が
な
ぜ
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
か
。
こ
れ
を
明
確
に
捉
え
て
い
く
こ
と

は
、
オ
ッ
ト
ー
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
世
紀

初
頭
の
ド
イ
ツ
の
精
神
的
状
況
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
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ト
教
の
三
位
一
体
論
が
、
純
粋
に
一
神
教
的
と
は
言
え
な
い
と
い
う
見
方

が
提
起
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
ま
た
重
要
な
一
つ

の
論
点
と
な
ろ
う
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
の
セ
ム
的
一
神
教

の
概
念
に
対
し
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
諸
宗
教
は
、
三
つ
の
一
神
教
を
、
そ

の
他
の
あ
り
う
る
一
神
教
か
ら
区
別
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
概
念
が
提

起
し
う
る
今
日
的
な
意
義
に
つ
い
て
も
踏
ま
え
る
と
、
今
日
、
一
神
教
概

念
に
付
与
さ
れ
る
形
容
詞
が
セ
ム
的
か
ら
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
に
移
り
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
は
、
同
時
代
的
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
聖
典
理
解
と
そ
の
意
味

澤
井　

義
次

　

本
研
究
発
表
の
目
的
は
、
二
十
世
紀
の
後
半
、
世
界
の
宗
教
学
を
リ
ー

ド
し
た
宗
教
学
者
、
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
の

聖
典
理
解
と
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ミ
ス

が
聖
典
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
に
注
目
し
な
が
ら
、
彼
の

宗
教
論
の
特
徴
を
探
究
し
た
い
。
ま
ず
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
人

間
は
「
宗
教
的
」（religiosus

）
で
あ
り
、
本
来
的
に
「
超
越
性
」
に
関

わ
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
「
宗
教
」（religion

）

の
意
味
を
歴
史
的
か
つ
理
論
的
に
探
究
す
る
な
か
で
、
特
に
宗
教
の
「
人

格
的
」（personal

）
な
理
解
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
彼
の
宗
教
解
釈

学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
、
宗
教
伝
統
の
構
成
要
素
に
は
、

「
信
仰
」（faith
）
と
「
累
積
的
伝
統
」（cum

ulative tradition

）
と
い

う
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
両
側
面
を
結
び
つ
け
る
の
は
「
生
き
て
い
る
人

は
疑
え
な
い
。

　

キ
リ
ス
ト
教
を
除
外
す
る
セ
ム
的
一
神
教
の
概
念
に
対
し
て
、
ユ
ダ
ヤ

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
並
置
す
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
諸
宗
教
の

概
念
は
、
ス
ト
ロ
ム
ザ
の
見
る
と
こ
ろ
、
ル
イ
・
マ
ッ
シ
ニ
ョ
ン
（
一
八

八
三
―
一
九
六
二
）
の
著
作
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
末
か

ら
二
一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
特
に
英
語
圏
で
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
今
日
、
こ
れ
ら
三
つ
の
一
神
教
の
比
較
研
究
は
、「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
霊
的
根
源
」、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

探
究
と
し
て
意
義
を
見
出
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
嫌
悪
も
イ
ス
ラ
ー
ム
嫌

悪
も
収
束
ど
こ
ろ
か
拡
大
し
て
い
る
よ
う
見
え
る
現
代
に
お
い
て
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
的
宗
教
の
概
念
は
、
そ
の
意
義
を
増
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
三
教
間
の
比
較
研
究
は
、

三
教
を
鼎
立
さ
せ
て
考
察
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
焦
点
の
当
て
具
合

か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
／
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
（
た
と
え
ば
、
民
族
宗

教
と
世
界
宗
教
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
）、
キ
リ
ス
ト
教
／
ユ
ダ

ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
（
ル
ナ
ン
の
例
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
／
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ

リ
ス
ト
教
（
米
国
に
と
っ
て
の
新
規
流
入
の
宗
教
と
、
同
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
規
定
す
る
二
教
と
い
っ
た
区
分
）、
と
い
っ
た
一
対
二
の
区
分

を
前
提
と
し
た
り
含
意
し
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
ら
の
区
分

の
仕
方
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
検
討
の
対
象
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
意
義
を

有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

セ
ム
的
一
神
教
の
概
念
は
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
教
／
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
っ
た
一
対
二
の
分
類
を
伴
っ
て

用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
側
か
ら
他
の
二
つ
を
区
別
す

る
捉
え
方
だ
が
、
逆
に
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
側
か
ら
は
、
キ
リ
ス
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そ
の
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ム
ス
リ
ム
の
心
や
心
情
の

な
か
に
あ
る
」
と
ス
ミ
ス
は
強
調
す
る
。

　

ス
ミ
ス
の
宗
教
解
釈
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
、
聖
典
の
テ
ク
ス

ト
を
理
解
す
る
と
き
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
聖
性
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
に
ア

プ
リ
オ
リ
な
属
性
で
は
な
く
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
人
々
に
よ
っ
て
「
聖
な

る
も
の
」
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
事
実
に
依
拠
す
る
。
テ
ク
ス
ト
は

人
々
と
の
主
体
的
な
関
係
性
に
お
い
て
、「
聖
典
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
テ
ク
ス
ト
も
そ
れ
が
「
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
」

で
あ
れ
「
語
ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
」
で
あ
れ
、
宗
教
伝
統
か
ら
、
す
な
わ
ち

そ
の
伝
統
の
人
々
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
決
し
て
「
聖
な
る
も

の
」
あ
る
い
は
「
権
威
あ
る
も
の
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
宗
教
伝
統
に

お
い
て
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
て
信
じ
ら
れ
る
か
ぎ

り
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
「
聖
典
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

ス
ミ
ス
の
弟
子
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ハ
ム
（W

illiam
 A

. Graham

）

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
聖
典
は
ま
さ
に
「
関
係
性
の
概
念
」（relational 

concept

）
な
の
で
あ
る
。
聖
典
は
宗
教
伝
統
に
生
き
る
人
々
と
テ
ク
ス

ト
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、「
神
の
言
葉
」
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
そ

の
と
き
、
テ
ク
ス
ト
は
そ
の
宗
教
伝
統
の
「
聖
典
」
に
な
る
の
だ
。
こ
の

よ
う
に
ス
ミ
ス
の
聖
典
理
解
を
聖
典
の
「
意
味
」
理
解
と
し
て
捉
え
る
と

き
、
そ
れ
は
根
本
的
に
、
彼
の
親
友
の
一
人
で
あ
っ
た
言
語
哲
学
者
の
井

筒
俊
彦
が
言
う
意
味
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
共
通
の
問
題
意
識
を
も

つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

間
」
で
あ
る
。
私
た
ち
人
間
は
超
越
的
な
も
の
と
累
積
的
伝
統
の
あ
い
だ

の
「
相
互
行
為
の
場
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
象
徴
、
制
度
、
教
説

さ
ら
に
慣
行
な
ど
の
「
宗
教
の
外
形
」
は
そ
れ
自
体
が
宗
教
な
の
で
は
な

く
、「
宗
教
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
そ
れ
に
関
与
し
て
い
る
人
び

と
に
対
し
て
も
つ
意
味
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
宗
教
の
外

形
」
は
目
に
見
え
る
宗
教
の
「
累
積
的
伝
統
」
を
意
味
し
、
そ
の
累
積
的

伝
統
へ
の
信
仰
者
の
関
わ
り
か
た
、
す
な
わ
ち
、
目
に
は
見
え
な
い
人
格

的
な
「
信
仰
」
を
共
感
的
に
把
捉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
宗
教

理
解
が
次
第
に
可
能
に
な
る
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。

　

こ
う
し
た
宗
教
解
釈
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
立
つ
ス
ミ
ス
に
と
っ

て
、
聖
典
を
理
解
す
る
こ
と
は
「
人
間
で
あ
る
こ
と
が
究
極
的
に
何
を
意

味
す
る
の
か
」
を
掘
り
下
げ
て
理
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
彼
は
「
聖

典
は
人
間
的
で
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
従
来
の
宗
教
研
究
者
は
人
々
の
聖
典
へ
の
関
わ
り
か
た
に
ほ
と
ん
ど

考
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
と
彼
は
言
う
。
二
十
世
紀
に
な
っ
て
、
世
界
の
宗

教
の
様
相
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
聖
典
」（scripture

）

の
語
が
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
の
『
聖
書
』
ば
か
り
で
な
く
、『
バ

ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
や
仏
教
経
典
な
ど
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
宗
教
に
お
け
る
聖
典
の
存
在
は
、
西
洋
的
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
聖
典
の
意
味
が
そ
れ
以
上
、
探
究
さ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
「
ク
ル

ア
ー
ン
を
聖
典
に
し
た
の
は
、
厳
密
に
は
、
そ
れ
が
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て

神
の
言
葉
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
の

こ
と
を
真
摯
に
把
握
し
な
け
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
聖
典
の
意
味

を
理
解
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、「
聖
典
と
し
て
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
は
、
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「
体
験
／
経
験
」
の
概
念
は
意
図
し
て
避
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
セ
ル

ト
ー
に
よ
る
神
秘
主
義
（la m

ystique

）
研
究
の
現
代
的
転
回
以
降
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
を
中
心
に
、
神
秘
主
義
研
究
の
領
域
横
断
的
な
展
開
が
み

ら
れ
る
。
そ
こ
で
の
神
秘
主
義
研
究
の
焦
点
は
言
語
と
経
験
の
関
係
に
あ

る
と
い
え
る
が
、
経
験
概
念
そ
れ
自
体
の
捉
え
難
さ
を
十
分
に
問
い
直

し
、
そ
の
思
想
史
的
・
精
神
史
的
な
布
置
の
変
化
ま
で
視
野
に
入
れ
た
神

秘
主
義
研
究
の
蓄
積
は
な
お
少
な
い
。
ポ
ス
ト
・
セ
ル
ト
ー
の
神
秘
主
義

研
究
の
二
つ
の
課
題
と
し
て
、
①
神
秘
主
義
の
歴
史
記
述
を
よ
り
包
括
的

な
も
の
と
す
る
こ
と
、
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
と
の

交
錯
に
よ
る
神
秘
主
義
研
究
の
展
開
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
発
表
者
が
企
図
す
る
神
秘
的
経
験
の
系
譜
学
の
射
程

を
裏
付
け
、
モ
チ
ベ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
神
秘
的
経
験
」
と
い
う
概
念
に
輪
郭
を
与
え
る
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

経
験
論
と
そ
こ
か
ら
の
展
開
で
あ
る
近
年
の
主
要
な
思
想
史
研
究
を
取
り

上
げ
、「
パ
テ
イ
・
マ
ト
ス
」（
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
』
一

七
七
）
と
い
う
知
の
様
態
を
焦
点
化
し
た
い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
近
代
に
お

け
る
「
経
験
（Erfahrung

）」（
こ
と
わ
ざ
や
格
言
の
形
で
継
承
さ
れ
る

も
の
）
の
貧
困
を
嘆
き
、
神
秘
体
験
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
刹
那

的
な
刺
激
と
し
て
の
「
体
験
（Erlebnis

）」
の
蔓
延
を
批
判
し
た
。
同

様
の
問
題
意
識
を
展
開
し
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
や
ジ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
経
験
の

破
壊
の
起
源
は
西
欧
近
世
（
デ
カ
ル
ト
、
ベ
イ
コ
ン
）
に
お
け
る
科
学
的

経
験
（
実
験
）
概
念
の
成
立
に
求
め
ら
れ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
そ
れ
を
、

近
代
科
学
に
お
け
る
人
智
と
神
智
の
結
合
、「
パ
テ
イ
・
マ
ト
ス
（
蒙
る

こ
と
で
学
び
知
る
）」
か
ら
の
解
放
と
捉
え
た
。
一
方
で
、
パ
テ
イ
・
マ

ト
ス
の
経
験
知
の
近
世
に
お
け
る
証
言
者
と
し
て
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
が
注
目

神
秘
的
経
験
の
系
譜
学
に
向
け
て 

│
│ 

新
た
な
神
秘
主
義
理
解
の
た
め
に 

│
│

渡
辺　
　

優

　

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
草
創
期
の
宗
教
学
を

は
じ
め
広
く
近
代
の
人
文
社
会
科
学
の
知
を
惹
き
つ
け
た
「
神
秘
主
義
」

概
念
は
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
か
つ
て
放
っ
て
い
た
魅
力
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
一
方
、
神
秘
主
義
を
め
ぐ
る
反
省
的
考
察

の
深
化
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
な
ど
と
共
鳴
し
な
が
ら
、
神
秘
主
義
は
現
代
的
な
知
の
領
域
に
新
た
な

姿
を
も
っ
て
現
れ
て
き
て
も
い
る
。
本
発
表
の
目
的
は
、
神
秘
主
義
と
い

う
問
題
系
の
思
想
的
魅
力
を
│
│
よ
り
広
義
の
思
想
史
・
精
神
史
の
な
か

で
│
│
再
発
見
す
る
べ
く
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
研
究
動
向
を
概
観

し
、
従
来
の
神
秘
主
義
理
解
の
核
に
あ
っ
た
「
体
験
／
経
験
（experi-

ence

）」
概
念
の
再
定
位
を
試
み
る
こ
と
を
通
じ
て
、
神
秘
的
経
験
の
系

譜
学
の
構
想
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

　

一
九
世
紀
後
半
よ
り
興
隆
し
た
「
神
秘
主
義
」
論
の
魅
力
を
支
え
た
の

は
、
言
語
や
歴
史
、
他
者
と
の
関
係
を
超
越
し
た
「
神
秘
体
験
」
の
魅
力

だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
一
九
世
紀
以
来
の
「
人
間
の
自
由
な
「
直
接
性
」
へ

の
夢
」（
深
澤
英
隆
）
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

宗
教
研
究
に
お
い
て
「
神
秘
主
義
」
に
対
す
る
知
の
作
用
そ
の
も
の
が
主

題
化
し
、
概
念
の
近
代
的
バ
イ
ア
ス
が
暴
か
れ
る
と
と
も
に
、
レ
ヴ
ィ
ナ

ス
な
ど
他
者
の
倫
理
学
の
観
点
か
ら
「
合
一
」
の
体
験
の
暴
力
性
が
批
判

さ
れ
、「
神
秘
主
義
」
概
念
は
閑
却
さ
れ
て
い
っ
た
。
西
欧
キ
リ
ス
ト
教

神
秘
主
義
に
つ
い
て
は
マ
ッ
ギ
ン
の
浩
瀚
な
研
究
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
神

秘
主
義
の
定
義
の
軸
と
な
る
の
は
「
現
前
」
や
「
意
識
」
で
あ
っ
て
、
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着
し
た
国
で
あ
る
（
公
式
の
受
容
は
一
三
八
七
年
）。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ペ

イ
ガ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
中
世
の
リ
ト
ア
ニ
ア
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と

結
び
つ
い
た
形
で
の
周
辺
諸
国
か
ら
の
圧
迫
に
抗
し
て
土
着
の
宗
教
を
守

り
続
け
た
大
国
（
い
わ
ゆ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

誇
る
べ
き
歴
史
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
ム
ヴ
ァ
は
、
古
代
バ
ル
ト
の
宗
教
に
基
づ
く
民
族
文
化
を
復
興
し
よ

う
と
す
る
宗
教
団
体
で
あ
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
（
あ

る
い
は
モ
ダ
ン
・
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
）
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。
正
式
の

メ
ン
バ
ー
は
数
千
人
程
度
で
あ
る
。
ロ
ム
ヴ
ァ
の
信
仰
内
容
と
し
て
は
、

多
神
教
、
先
祖
崇
拝
、
汎
神
論
的
生
命
観
と
自
然
の
神
聖
視
、
民
族
性
と

地
域
性
の
強
調
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ロ
ム
ヴ
ァ
と
い
う
名
称
は
、
古
代

の
バ
ル
ト
・
プ
ロ
イ
セ
ン
人
（
後
の
ゲ
ル
マ
ン
系
プ
ロ
イ
セ
ン
人
で
は
な

い
）
の
聖
地
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ロ
ム
ヴ
ァ
は
一
九
六
七
年
を
設
立

年
と
し
て
い
る
。
ソ
連
時
代
に
は
、
宗
教
性
を
目
立
た
せ
な
い
形
で
地
域

文
化
研
究
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
は
団
体
の
名
称
は

ラ
ム
ヴ
ァ
（Ram

uva

）
で
あ
り
、
ソ
連
当
局
か
ら
幾
度
か
の
弾
圧
を
受

け
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
後
、
一
九
九
二
年
に
宗
教
団
体
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
は
、
ソ
ビ
エ
ト
へ
の
文
化

的
抵
抗
の
中
で
成
長
し
て
き
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
ソ
連
時
代

に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
へ
の
抵
抗
と
い
う
点
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
非
カ
ト
リ
ッ

ク
の
宗
教
勢
力
は
共
同
戦
線
を
敷
い
て
い
た
。
ラ
ム
ヴ
ァ
に
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
て
い
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
後
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
ペ
イ
ガ
ン
の
温
度
差
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
崩

壊
後
の
宗
教
的
自
由
、
宗
教
的
多
様
性
の
状
況
の
中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と

ペ
イ
ガ
ン
の
間
で
伝
統
文
化
や
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
の
遺
産
を
め
ぐ
る
競
合

さ
れ
る
。
経
験
概
念
の
捉
え
難
さ
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
ガ
ダ
マ
ー
も
、

経
験
の
本
質
と
し
て
の
「
内
的
歴
史
性
」
を
論
じ
る
な
か
、
パ
テ
イ
・
マ

ト
ス
の
格
言
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
の
根
本
に
「
人
間
が
神
に
対
し
て

も
つ
限
界
の
洞
察
」
を
み
て
い
た
。
語
源
的
に
も
「
験
し
を
経
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
経
験
は
、
変
転
す
る
時
間
や
傷
つ
く
肉
体
な
ど
、
本
来
的
に

「
否
定
的
な
も
の
」
を
含
み
も
つ
。「
否
定
的
な
も
の
」
を
抱
え
、
言
葉
と

沈
黙
の
限
界
で
震
え
る
言
語
活
動
の
う
ち
に
「
知
あ
る
無
知
」
の
明
滅
を

み
た
リ
ク
ー
ル
の
議
論
も
重
要
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
合
一
」
や
「
現

前
」
の
神
秘
体
験
か
ら
「
パ
テ
イ
・
マ
ト
ス
」
の
神
秘
的
経
験
へ
と
焦
点

を
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
西
欧
思
想
史
に
別
様
の
知
の
系
譜
を
掬
い
あ

げ
、
新
た
な
神
秘
主
義
理
解
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
を
比
較
宗
教
学
の
視
点
か
ら
考
え
る

後
藤　

正
英

　

本
発
表
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
団
体

で
あ
る
ロ
ム
ヴ
ァ
（Rom

uva

）
に
つ
い
て
紹
介
し
、
日
本
の
宗
教
と
の

比
較
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
最
初
に
本
発
表
の
経
緯
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。
発
表
者
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
リ
ト
ア
ニ
ア
を
訪

問
し
た
際
に
、
ロ
ム
ヴ
ァ
の
人
た
ち
と
鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
訪
問
団
と

の
交
流
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
強
い
印
象
を
受
け
た
。
帰
国
直
後
、

故
・
吉
永
進
一
先
生
に
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
研
究
を
進
め
る
う
え
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
本
発
表
は
、
吉
永
先
生
の
ご
厚
情
に
応
え
る
た
め

の
試
論
で
も
あ
る
。

　

リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
最
後
に
定
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ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
心
霊
研
究
を
語
ら
せ
る

津
城　

寛
文

　

発
表
者
は
こ
の
ほ
ど
、『
無
き
も
の
と
さ
れ
た
近
代
知
│
│
死
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と
題
す
る
単
著
を
刊
行
し
た
。「
無
き
も
の
と

さ
れ
た
近
代
知
」
と
は
、
具
体
的
に
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
英
米
を
中

心
に
行
わ
れ
た
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
が
、
近
代
的
な
学
知
に
な
り
そ

こ
ね
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
そ
こ
で
の
実
験
や
記
録
の
原
資
料
ま
で
が
無

視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
死
者
の
セ
ン
タ

ー
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
再
検
討
し
、
ま
た
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ズ
ロ
の
「
死

者
の
自
律
性
」
に
関
す
る
回
心
的
な
記
述
を
再
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、

「
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
」
を
主
題
と
し
て
は
い
な
い
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ

ト
ゥ
ー
ル
に
「
も
」、
そ
の
周
辺
部
を
語
ら
せ
て
み
る
。
サ
イ
キ
カ
ル
・

リ
サ
ー
チ
が
対
象
と
し
た
「
事
実
」
に
つ
い
て
は
、
一
流
知
識
人
の
疑
い

え
な
い
大
量
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
が
、
後
の
研
究
者
が
そ
う
し
た
「
議

論
を
呼
ぶ
事
実
」
を
扱
う
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の

科
学
論
か
ら
す
れ
ば
、「
厳
然
た
る
事
実
」
に
対
象
を
限
定
し
た
近
代
科

学
が
排
除
し
た
「
議
論
を
呼
ぶ
事
実
」
か
ら
、
新
た
な
科
学
が
展
開
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
死
者
の
意
識
や
記
憶
や
情
報
、
人
格
や
個
性
ま
で
が
死
後
存
続

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
現
象
を
、
生
者
た
ち
の
作
用
に
の
み
由
来
す

る
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
自
律
的
な
死
後
存
在
を
考
慮
す
る

か
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
二
者
択
一
で
あ
る
。
死
後
存
続
を
思
わ

せ
る
現
象
は
事
件
と
し
て
は
否
定
し
え
な
い
の
で
、
こ
の
両
者
を
隔
て
る

の
は
、
死
者
の
セ
ン
タ
ー
、
自
律
性
を
考
え
る
か
否
か
、
と
い
う
一
点
に

的
関
係
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ロ
ム
ヴ
ァ
の
活
動
は
、
民
俗
学
者
のJonas T

rinkūnas

が
大
祭
司

と
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、
彼
の
死
後
は
、
合
議
の
上
、
妻
のInija 

T
rinkūniene .

が
代
表
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
地
域
の
民
族
文
化
を

収
集
し
、
民
謡
を
中
心
と
し
た
音
楽
儀
礼
の
復
興
に
力
を
注
い
で
き
た
。

彼
ら
が
設
立
し
た
民
謡
を
演
奏
す
る
グ
ル
ー
プK

ulgrinda

は
現
在
も

活
動
中
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
、
ロ
ム
ヴ
ァ
は
人
生
儀
礼
を
積
極
的

に
実
施
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
ペ
イ
ガ
ン
ス
タ
イ
ル
の
結
婚

式
の
儀
礼
は
、
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
枠
を
超
え
て
一
般
的
に
も
人
気
に
な

っ
た
。
バ
ル
ト
諸
国
で
は
、
歌
と
踊
り
の
祭
典
が
国
民
的
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
音
楽
儀
礼
に
お
い
て
、
ペ
イ
ガ
ン
的
な
も
の
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
小
さ
く
な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
一
般
的
参
加
者
た
ち

の
自
意
識
の
う
え
で
は
特
別
に
強
い
宗
教
性
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。

　

リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
オ
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
は
、
日
本
の
宗
教
と
の
間
で
、
興

味
深
い
比
較
研
究
の
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
学
会
当
日

の
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
て
、
二
点
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。（
１

）一
般

参
加
者
の
間
で
は
ロ
ム
ヴ
ァ
の
儀
礼
が
宗
教
と
い
う
よ
り
も
民
族
文
化
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
点
は
、
神
道
的
習
俗
へ
の
日
本
人
の
一
般
的
理
解

と
の
類
似
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。（
２

）日
本
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
で
は
神
社
や
山
岳
信
仰
の
聖
地
が
再
注
目
さ
れ
た
が
、

自
然
崇
拝
が
中
心
で
、
神
祇
信
仰
は
曖
昧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ロ
ム
ヴ
ァ
の
場
合
は
、
両
者
は
共
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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に
よ
っ
て
「
検
出
」
さ
れ
、
そ
う
し
て
世
界
が
特
殊
な
や
り
方
で
「
分
節
」

さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
流
通
す
る
も
の
し
か
検
出
で
き
ず
、
そ
の
「
合
間
」「
後
背
地
」
は

無
き
も
の
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
「
設
定
」
を
変
え
て
別
の
も
の
が
「
検
出
」
さ
れ
、
未
分
化
の

モ
ノ
が
わ
ず
か
ず
つ
射
程
に
入
っ
て
く
る
こ
と
で
、
世
界
は
別
様
に
「
分

節
」
さ
れ
、
こ
う
し
て
「
議
論
を
呼
ぶ
事
実
」
を
組
み
込
ん
だ
知
の
地
平

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ラ
ビ
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 

│
│ 

宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
正
統
派 

│
│

犬
塚　

悠
太

　

本
発
表
は
現
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
の
現
代
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
を
ラ
ビ
・
ア
ハ
ロ
ン
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
九
三
三

―
二
〇
一
五
）
と
い
う
人
物
に
着
目
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
宗
教
的
な
正
当
化
・
意
味

づ
け
を
行
う
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
右
派
的
運
動
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
影
響
と
い
う
観
点
で
研
究
さ
れ
る
こ
と
は

あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
比
較
や
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
増
加
し
つ
つ
あ
る

ア
メ
リ
カ
正
統
派
出
身
者
の
影
響
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
て
ら
れ
る

こ
と
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
正
統
派
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
中
で
も
戒
律
を

あ
る
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
の
論
考
に
出
て
く
る
表
現
を

読
み
こ
ん
だ
結
果
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
死
者
の
意
識
や
意
志
の
「
セ
ン
タ

ー
」
を
想
定
し
て
い
る
の
が
再
確
認
で
き
た
。
ラ
ズ
ロ
の
世
界
シ
ス
テ
ム

論
に
死
後
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
か
、
交
霊
会
で
の
親
密
な
エ
ビ

デ
ン
ス
な
ど
を
契
機
と
す
る
回
心
的
な
変
化
を
検
討
し
た
結
果
、
ラ
ズ
ロ

は
、
死
者
が
「
自
律
性
」
を
持
つ
可
能
性
を
強
く
肯
定
す
る
に
至
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ラ
ズ
ロ
が
、
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
に
直
接
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
こ
れ
を
ま
っ
た

く
主
題
に
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
を
取
り
上
げ

る
の
は
、「
事
実
」
の
身
分
に
つ
い
て
、
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
の
報

告
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
解
釈
で
き
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
科
学
は
「
厳
然
た
る
事
実
」
に
安
易
に
自
己
限
定
せ
ず
、「
議

論
を
呼
ぶ
事
実
」
を
も
対
称
的
に
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ラ
ト
ゥ
ー
ル

の
提
言
は
、
サ
イ
キ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
が
蓄
積
し
て
き
た
「
議
論
を
呼
ぶ

事
実
」
を
扱
う
べ
き
と
い
う
主
張
に
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
、「
心
理
学
」
と
「
超
心
理
学
」
と
を
対
比
し
た
一
節

で
、
人
類
学
は
両
方
を
対
称
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
と
し
て
は
、
超
心
理
学
の
前
身
で
あ
る
サ
イ
キ
カ

ル
・
リ
サ
ー
チ
も
、
心
理
学
と
同
じ
対
称
的
な
扱
い
を
要
求
で
き
る
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ラ
ト
ゥ
ー
ル
が
い
う
「
事
実
は
作
ら
れ
る
」

と
は
、
実
験
や
記
録
や
証
言
や
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
す
こ
と
で
「
事
実
」
と
し
て
の
身
分
が
獲
得
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
無
限
定
な
も
の
が
特
定
の
「（
初
期
）
設
定
」
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要
視
し
た
。
そ
の
他
、
女
性
向
け
の
学
習
機
関
を
設
立
す
る
際
に
支
援
を

し
た
こ
と
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
。
最
後
に
、
最
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
の

多
い
点
で
あ
る
が
、
彼
は
多
く
の
宗
教
シ
オ
ニ
ス
ト
と
は
異
な
る
見
解
を

持
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
宗
教
的
・
メ
シ
ア
な
意
義

に
つ
い
て
彼
は
留
保
し
、
あ
く
ま
で
も
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
安
全
を
確
保
す
る

も
の
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
を
理
解
し
た
。
そ
の
他
、
二
〇
〇
五
年
の

ガ
ザ
か
ら
の
撤
退
に
際
し
て
は
政
府
の
決
定
を
重
要
視
し
、
こ
れ
に
反
対

す
る
宗
教
的
権
威
に
対
し
て
質
問
状
を
送
る
な
ど
、
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
は
離
れ
た
行
動
を
取
っ
た
。

　

彼
が
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
与
え
た
影
響
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
彼
と
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
ラ
ビ
た
ち
の
活
動
や
発
言
の
節
々

か
ら
は
、
彼
の
思
想
や
活
動
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
統
一
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
全
く
同
じ
思
想
が
継
承
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
個
々
人
の
活
動
や
思
想
に
対
し
て
一
定
の
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
と
い
う
教
育

機
関
の
構
造
や
関
係
性
、
教
育
内
容
に
も
着
目
し
て
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
を

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
決
断
主
義

丸
山　

空
大

　

ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
起
こ
っ
た
文
化
変
動
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
に
同
化
し
て
い
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
、
独
自
の
文

化
を
よ
く
保
っ
て
い
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
に
は
大
き
な
文

字
義
通
り
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
す
宗
派
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
現
代
政
党
派
と
呼
ば
れ
る
も
の
た
ち
は
現
代
的
な
価
値
観
に
合
わ
せ
て

解
釈
を
変
更
し
、
宗
教
実
践
以
外
の
面
で
は
現
代
的
な
規
範
や
価
値
観
を

受
容
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
こ
と
を
指
す
。
彼
ら
は
「
ト
ー
ラ
ー
と
科
学

T
orah U

m
adda

」
と
い
う
標
語
を
掲
げ
、
世
俗
的
な
学
問
を
身
に
つ

け
、
社
会
に
参
与
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

さ
て
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ア
メ
リ
カ
育
ち
で
、
ア
メ
リ
カ
の
現

代
正
統
派
の
精
神
的
リ
ー
ダ
ー
と
も
さ
れ
る
ラ
ビ
・
ヨ
セ
フ
・
ソ
ロ
ヴ
ェ

イ
チ
ク
（
一
九
〇
三
―
一
九
九
三
）
の
下
で
学
び
つ
つ
、
そ
れ
と
並
行
し

て
世
俗
的
な
学
問
に
も
打
ち
込
み
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
英
文
学
の
博
士

号
を
取
得
す
る
な
ど
、
現
代
正
統
派
を
体
現
し
た
よ
う
な
人
物
で
あ
っ

た
。
彼
が
宗
教
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
直
接
的
に
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、
七
十
年

代
初
頭
に
ラ
ビ
・
イ
ェ
フ
ダ
・
ア
ミ
タ
ル
（
一
九
二
四
―
二
〇
一
〇
）
の

呼
び
か
け
に
応
じ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
と
移
住
し
、
ハ
ル
・
エ
ツ
ィ
オ
ン
・

イ
ェ
シ
ヴ
ァ
の
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
長
と
な
っ
た
時
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
イ
ェ
シ

ヴ
ァ
は
兵
役
と
学
習
を
セ
ッ
ト
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
ヘ
ス
デ

ル
・
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
で
あ
り
、
多
く
の
宗
教
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
が
集
っ
た
場

所
で
も
あ
る
。

　

先
行
研
究
を
概
観
す
る
限
り
で
は
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
体
の
思

想
に
関
し
て
大
き
く
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
兵
役
を
は
じ
め
と
し

た
社
会
へ
の
参
与
が
強
調
さ
れ
る
。
人
間
は
ト
ー
ラ
ー
の
守
護
者
に
な
る

の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
改
善
・
維
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
二
点

目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
学
問
・
教
育
に
お
け
る
思
想
や
活
動
で
あ
る
。
こ

れ
は
先
に
も
述
べ
た
現
代
正
統
派
の
標
語
と
も
繋
が
る
の
で
あ
る
が
、
彼

は
ト
ー
ラ
ー
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
世
俗
的
な
学
問
を
修
め
る
こ
と
を
重
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か
え
っ
て
困
難
を
も
た
ら
し
た
。
何
か
特
殊
な
宗
教
的
体
験
を
も
た
な
い

な
ら
、
宗
教
へ
と
接
近
す
る
手
が
か
り
が
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、

「
決
死
の
跳
躍
」
の
よ
う
な
不
自
然
な
決
断
と
行
動
の
変
革
を
通
し
て
、

苦
し
紛
れ
に
確
信
や
自
覚
を
調
達
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

　

実
践
へ
と
向
け
た
精
神
的
覚
悟
と
、
行
為
の
内
容
へ
の
無
関
心
の
組
み

合
わ
せ
は
、
同
時
期
に
ド
イ
ツ
で
普
及
し
た
決
断
主
義
の
特
徴
と
一
致
し

て
い
る
。
決
断
主
義
と
は
、
主
体
の
決
断
を
絶
対
視
す
る
思
想
で
あ
る
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
ク
ロ
コ
ウ
は
、
ユ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
の
中
に
、
近
代
市
民
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
死
を
も

覚
悟
し
た
主
体
の
決
断
を
絶
対
視
す
る
決
断
主
義
を
み
た
。
そ
し
て
決
断

主
義
が
も
つ
否
定
的
な
特
性
│
│
決
断
に
よ
っ
て
主
体
は
運
命
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
が
、
実
際
に
は
、
決
断
す
る
主
体
が
お
か
れ
た
状
況
そ
の

も
の
の
方
を
絶
対
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
権
力
を
批
判
し
た
り
環
境
と
交

渉
し
て
状
況
を
変
更
し
た
り
す
る
と
い
う
可
能
性
が
み
え
に
く
く
な
る

│
│
が
、
安
易
な
現
状
肯
定
や
権
力
の
追
認
を
招
き
や
す
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
捨
て
よ
う
と
は
せ
ず
二
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
両
立
を
目
指

し
た
。
決
断
主
義
と
の
類
似
が
示
唆
す
る
の
は
、
そ
れ
が
二
つ
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
両
立
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
両
立
の
困
難
さ
に
目
を
つ

ぶ
り
、
現
状
を
安
易
に
肯
定
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
確
か
に
、
ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
彩
っ
た
創
造
的
個
人
は
、

そ
の
困
難
さ
に
向
き
合
い
重
要
な
成
果
を
後
世
に
残
し
た
。
し
か
し
ド
イ

ツ
に
お
け
る
そ
の
受
容
は
、
あ
る
種
の
現
状
肯
定
的
な
安
易
さ
に
よ
っ
て

化
的
差
異
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

し
て
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
広
が
り
、
ま
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
や
交
通
の

発
達
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
の
交
流
が
促
さ
れ
た

結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
文
化
の
変
動
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
が
着
目
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
展
開

に
ひ
と
つ
の
筋
道
を
与
え
た
の
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

ブ
ー
バ
ー
は
ま
さ
に
「
ユ
ダ
ヤ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
標
語
を
も
ち
い

て
文
化
再
生
を
呼
び
か
け
た
。
ブ
ー
バ
ー
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
に
精
通

す
る
よ
う
に
ふ
る
ま
い
ユ
ダ
ヤ
教
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
彼
が
同
時
代
の

世
俗
的
な
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
に
示
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
像
は
、
大
胆
に
再
構

成
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
形
骸
化
し
た
伝
統
と
生
き
生
き
と
し
た
宗
教

性
を
区
別
し
、
他
宗
教
と
比
較
し
た
う
え
で
選
択
的
に
取
り
出
し
、「
ユ

ダ
ヤ
教
の
精
神
」
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
と
り
わ
け
神
秘

主
義
的
伝
統
に
み
ら
れ
た
神
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
一
方
、
宗
教
法
の
順
守
や
儀
礼
の
伝
統
を
形
式
的
で
非
本
来
的
な
も
の

と
し
て
退
け
た
の
だ
っ
た
。

　

伝
統
的
実
践
の
大
部
分
を
大
胆
に
否
定
す
る
一
方
で
、
ブ
ー
バ
ー
は
行

為
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
熱
心
に
主
張
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
〇
年

の
講
演
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
は
行
為
が
信
仰
よ
り
も
重
要
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
み
ら
れ
た
律
法
の
盲
目
的

順
守
に
対
す
る
批
判
を
「
行
為
の
宗
教
性
の
刷
新
」
と
呼
び
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
歴
史
の
中
の
重
要
な
出
来
事
と
し
て
い
る
。
ブ
ー
バ
ー
は
行
為
者
の
精

神
性
を
重
視
し
、
宗
教
的
実
践
へ
の
自
由
な
取
り
組
み
方
を
許
容
す
る
こ

と
で
、
宗
教
か
ら
離
れ
た
若
者
を
引
き
付
け
た
が
、
こ
の
柔
軟
さ
は
、
懐

疑
に
慣
れ
た
近
代
の
若
者
が
宗
教
的
生
活
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
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入
っ
て
、
従
来
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
や
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
な
ど
の
「
制
度
化

さ
れ
た
レ
リ
ジ
ョ
ン
」
を
対
象
と
す
る
研
究
と
は
違
っ
た
視
点
に
よ
っ
て

個
人
を
分
析
対
象
と
し
た
。
そ
こ
で
導
入
さ
れ
た
の
が
、「
生
き
ら
れ
た

古
代
宗
教
」、「
下
か
ら
の
宗
教
研
究
」
で
あ
る
。
そ
の
際
の
重
要
な
分
析

概
念
が
、
ア
ク
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
る
。
あ
る
人
が
確
か
ら
し
く
も
な
い
目
に
見
え
な
い
存
在
に
力
を
感
じ

て
、
そ
こ
に
継
続
的
な
関
係
が
生
ま
れ
、
他
の
人
々
に
恩
恵
を
与
え
る
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
人
々
を
巻
き
込
ん
で
独
自
の
集
団
が
形
成
さ
れ
る

が
、
他
の
同
様
の
活
動
勢
力
と
の
競
合
に
常
に
さ
ら
さ
れ
盛
衰
す
る
と
い

う
よ
う
な
把
握
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
対
し
て
、
ド
・
セ
ル
ト
ー
の
宗
教

論
と
の
類
似
が
渡
辺
優
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
た
が
、
参
考
文
献
に
彼
の
四
冊

の
著
作
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、「
生
き
ら
れ
た
宗
教
」
の

視
点
が
ド
・
セ
ル
ト
ー
の
宗
教
論
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
本
書
で
は
、
具
体
的
に
は
、
鉄
器
時
代
の
埋
納
行
為
か
ら
一
貫

し
て
古
代
ロ
ー
マ
人
が
祖
先
、
墓
、
葬
祭
、
墓
地
で
の
饗
宴
、
霊
廟
建
設

と
い
っ
た
一
連
の
宗
教
行
為
を
励
行
し
た
こ
と
が
著
作
の
一
つ
の
柱
と
な

っ
て
い
る
。
中
国
の
祖
先
崇
拝
と
の
類
似
性
に
興
味
が
わ
く
が
、
観
念
化

を
警
戒
し
て
か
、
こ
れ
を
古
代
ロ
ー
マ
の
祖
先
崇
拝
と
い
う
概
念
で
提
示

す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。

　

他
方
、
リ
ュ
プ
ケ
の
視
点
に
は
、
宗
教
概
念
の
モ
ノ
化reification

を
戒
め
る
Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
宗
教
理
解
へ
の
共
感
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
参
考
文
献
に
彼
の
名
は
な
い
。
ス
ミ
ス
は
、
概
念
と
し
て
の

「
〜
教
」
に
固
執
す
る
こ
と
が
事
象
を
見
る
目
を
曇
ら
せ
る
と
し
て
、
人

間
は
宗
教
的
で
あ
る
が
、
そ
の
営
み
は
「
信
仰
」
と
「
蓄
積
さ
れ
た
伝
統
」

と
「
生
き
て
い
る
人
間
」
か
ら
観
察
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
晩
年

な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
か
ら
、
宗
教
的
リ
バ
イ
バ
ル
が
社
会
的

現
況
の
肯
定
な
い
し
追
認
と
手
を
結
ぶ
場
合
が
あ
る
と
い
う
仮
説
が
得
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
生
き
ら
れ
た
古
代
宗
教
」
の
研
究
視
点
の
意
義

市
川　
　

裕

　
Ｊ
・
リ
ュ
プ
ケ
『
パ
ン
テ
オ
ン
』（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
版
部
、
二

〇
一
八
）
は
、
古
代
ロ
ー
マ
宗
教
史
の
画
期
的
な
研
究
成
果
で
あ
り
、
翻

訳
出
版
を
計
画
し
そ
の
著
作
の
意
義
を
考
察
し
た
。
通
説
的
理
解
に
よ
れ

ば
、
古
代
ロ
ー
マ
宗
教
は
、
社
会
と
一
体
化
し
た
宗
教
、
儀
礼
と
し
て
の

宗
教
と
見
な
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
主
と
し
た
一
神
教
的
タ
イ
プ
の
台
頭

に
対
抗
で
き
ず
、
多
神
教
世
界
は
、
自
立
宗
教
が
複
数
存
立
す
る
一
神
教

世
界
、
い
わ
ゆ
るreligion

概
念
が
支
配
す
る
宗
教
世
界
へ
の
激
変
・

転
換
と
し
て
描
か
れ
た
。「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
異
教
徒
」

の
表
題
で
膨
大
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、「
レ
リ
ジ
ョ
ン
」
を
実
体
化
し

た
観
点
か
ら
の
研
究
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
リ
ュ
プ
ケ
は
住
民
の
「
下
か

ら
の
宗
教
把
握
」
と
い
う
新
た
な
視
点
に
よ
り
、
個
別
宗
教
の
枠
を
突
破

し
た
古
代
ロ
ー
マ
宗
教
史
を
構
築
し
て
お
り
、
類
書
に
は
な
い
画
期
的
意

義
が
認
め
ら
れ
る
。
従
来
、
ロ
ー
マ
の
宗
教
が
社
会
と
一
体
化
し
た
宗
教

と
い
う
認
識
の
た
め
、
そ
こ
に
生
き
る
個
人
の
側
か
ら
の
宗
教
な
る
も
の

へ
の
思
い
や
振
る
舞
い
を
把
握
す
る
方
法
論
が
な
か
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
宗
教
社
会
学
的
理
論
で
は
、
集
合
表
象
と
し
て
の
宗
教
や
聖
な
る
も

の
と
し
て
の
社
会
が
強
調
さ
れ
て
、
個
人
の
宗
教
へ
の
視
点
が
な
く
、
そ

こ
は
未
知
の
領
域
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
リ
ュ
プ
ケ
は
そ
こ
に
立
ち
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一
）
に
よ
る
『
宗
敎
と
そ
の
眞
理
』（
叢
文
閣
・
一
九
一
九
年
）
か
ら
の

影
響
が
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『『
新
人
』『
新
女
界
』
の 

研
究
』（
人
文
書
院
・
一
九
九
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
金
子
は
海
老
名
弾
正

（
一
八
五
六
―
一
九
三
七
）
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、『
新
人
』
誌
上
で
禅

と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
「
神
秘
主
義
」
の
視
点
か
ら
論
じ
た
。
当
初
は

「
禅
機
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
永
平
道
元
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）

の
『
弁
道
話
』
や
、
ゴ
ー
タ
マ
＝
ブ
ッ
ダ
成
道
の
場
面
な
ど
を
読
解
し

て
、
禅
（
仏
教
）
の
悟
り
体
験
の
記
述
を
媒
介
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神

秘
体
験
を
評
し
た
。
な
お
、
金
子
は
キ
リ
ス
ト
教
が
西
洋
文
明
に
お
い
て

西
洋
化
し
た
と
考
え
て
お
り
、
本
来
は
東
洋
思
想
的
で
も
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、「
東
洋
思
想
・
東
洋
文
化
」
に
も
関
心
を
持
ち
、
真

理
に
対
し
直
観
を
も
っ
て
把
握
し
た
実
践
者
が
紡
い
だ
言
葉
を
用
い
、

『
新
人
』
誌
な
ど
に
投
稿
し
た
論
文
を
『
體
驗
の
宗
教
』（
京
文
社
・
一
九

二
二
年
）
と
し
て
刊
行
し
た
。『
新
人
』
誌
上
で
は
ま
だ
、
禅
（
仏
教
）

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
優
劣
を
検
討
し
た
が
、『
體
驗
の
宗
敎
』
で
は
特
定

の
宗
旨
に
依
ら
ず
に
自
由
に
発
言
し
た
。

　

そ
の
発
言
に
至
っ
た
理
由
は
、
柳
が
『
宗
敎
と
そ
の
眞
理
』
で
、
特
定

の
宗
派
に
依
拠
す
る
こ
と
が
、
他
の
宗
派
を
排
斥
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

論
じ
た
こ
と
を
、
金
子
な
り
に
咀
嚼
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
金
子
の
「
東
洋
思
想
」
へ
の
思
索
は
、『
宗
敎
と
そ
の
眞
理
』

の
各
章
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
深
ま
り
、「
宗
敎
的
「
無
」」「「
無
爲
」
に
就

て
」「「
中
」
に
就
て
」「
種
種
な
る
宗
敎
的
否
定
」「
聖
貧
」「「
無
限
」
の

意
味
に
就
て
」
な
ど
の
言
葉
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
神
秘
思
想

の
展
開
を
進
め
た
。

強
く
打
ち
出
し
た
と
澤
井
義
次
氏
は
指
摘
す
る
。
管
見
で
は
、
古
代
ロ
ー

マ
帝
国
後
期
の
現
実
政
治
に
あ
っ
て
、
宗
教
概
念
は
「
キ
リ
ス
ト
教
」

「
ユ
ダ
ヤ
教
」「
マ
ニ
教
」
等
と
い
っ
た
形
で
モ
ノ
化
し
た
の
は
否
定
で
き

な
い
。
一
つ
の
宗
教
運
動
が
公
会
議
を
通
し
て
教
義
を
確
立
し
、
国
家
権

力
と
結
び
つ
い
て
他
教
団
を
排
除
し
教
勢
を
拡
大
し
た
こ
と
は
、
宗
教
史

上
の
不
可
逆
的
な
変
革
で
あ
り
、
リ
ュ
プ
ケ
が
彼
の
古
代
ロ
ー
マ
宗
教
史

叙
述
を
四
世
紀
半
ば
ま
で
と
し
た
こ
と
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
リ
ュ

プ
ケ
は
墓
制
と
並
ぶ
柱
と
し
て
、
宗
教
の
文
書
化
・
物
語
化
と
そ
の
学
習

に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ロ

ー
マ
宗
教
史
の
内
部
で
宗
教
の
制
度
化
が
進
行
し
た
と
の
理
解
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
社
会
内
の
複
数
の
党
派
の
出
現
や
キ
リ
ス
ト
教
の
自
立
化
の
プ
ロ

セ
ス
も
帝
国
内
部
の
出
来
事
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
点
も
重
要
で
あ

る
。「
宗
教
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
」
が
明
確
化
す
る
の
は
、
二
〇
〇
年
頃

の
ミ
シ
ュ
ナ
編
纂
を
契
機
と
す
る
が
、
リ
ュ
プ
ケ
は
二
一
二
年
の
ロ
ー
マ

市
民
権
法
を
帝
国
の
政
治
状
況
の
一
大
変
化
と
見
て
お
り
、
宗
教
の
制
度

化
は
ロ
ー
マ
の
政
治
的
変
化
へ
の
応
答
の
面
が
あ
る
。

金
子
白
夢
牧
師
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
禅

菅
原　

研
州

　

本
発
表
は
、
明
治
時
代
末
期
か
ら
第
二
次
大
戦
期
ま
で
愛
知
県
名
古
屋

市
内
の
愛
知
教
会
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
）
で
主
任
牧
師
を
務
め
た
金
子

白
夢
牧
師
（
本
名
・
卯
吉
、
一
八
七
三
―
一
九
五
〇
）
が
、
初
期
の
著
作

で
「
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
」
へ
自
由
な
発
言
を
し
た
理
由
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

検
討
の
結
果
、
神
秘
思
想
家
と
し
て
の
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
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思
索
を
行
っ
て
い
た
時
期
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ

の
頃
の
柳
が
、
宗
教
・
宗
派
に
限
定
さ
れ
な
い
立
場
を
取
っ
た
こ
と
か

ら
、
金
子
も
『
體
驗
の
宗
敎
』
期
に
お
い
て
同
様
に
、「
禅
と
キ
リ
ス
ト

教
」
に
つ
い
て
、
自
由
な
思
索
・
発
言
な
ど
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
禅
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化 

│
│ 

弟
子
丸
泰
仙
を
中
心
に 

│
│

輝
元　

泰
文

　

本
発
表
で
は
、
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
禅
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
西
洋

に
仏
教
が
受
容
さ
れ
る
に
際
し
て
、
仏
教
は
様
々
な
潮
流
と
交
錯
し
て
き

た
。
先
行
研
究
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
禅
は
心
理
学
・
精

神
分
析
・
脳
波
測
定
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
が
ら
西
洋
に
受
容
さ
れ
て
き
て

お
り
、
科
学
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
が
禅
の
受
容
過
程
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
本
発
表
で
は
ま
ず
、
一
九
六
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航

し
た
曹
洞
宗
の
禅
僧
弟
子
丸
泰
仙
（
一
九
一
四
―
一
九
八
二
）
に
よ
る
活

動
を
概
観
し
た
う
え
で
、
弟
子
丸
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
禅
と
神
経
生

理
学
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
つ
い
て
考
察
し
、
先
行
研
究
に
よ
る
弟
子
丸

泰
仙
の
位
置
づ
け
を
再
検
討
す
る
。

　

弟
子
丸
泰
仙
の
渡
仏
に
は
、
桜
沢
如
一
（
一
八
九
三
―
一
九
六
六
）
の

創
始
し
た
食
養
法
で
あ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
関
わ
っ
て
い
た
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
桜
沢
の
戦
前
以
来
の
努
力
に
よ
り
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

が
普
及
し
て
お
り
、
一
九
六
七
年
七
月
、
弟
子
丸
は
、
前
年
に
急
逝
し
た

桜
沢
の
後
継
者
と
し
て
パ
リ
に
招
か
れ
て
い
た
。
桜
沢
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

　

そ
の
意
味
で
、
金
子
は
神
秘
思
想
家
と
し
て
の
柳
の
良
き
理
解
者
で
あ

り
、
同
調
者
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
関
係
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

金
子
は
、『
聖
闇
の
境
よ
り
』（
東
洋
出
版
社
・
一
九
二
四
年
）
の
「
第

三
部　

文
化
と
宗
教
」
に
収
め
た
「
一　

東
洋
文
化
の
復
活
」
章
で
、

「
欧
洲
大
戦
争
（
第
一
次
世
界
大
戦
、
一
九
一
四
〜
一
九
一
八
年
）」
と

「
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九
月
）」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
西
洋
文
明

の
限
界
と
崩
壊
、
ま
た
、
日
本
で
も
震
災
か
ら
の
復
興
に
、
宗
教
的
な
死

と
再
生
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
東
洋
文
化
の
復
活
」
を
高
ら
か

に
示
し
、
明
ら
か
な
東
洋
文
化
礼
賛
を
行
っ
た
。
更
に
は
「
光
は
東
方
か

ら
」（
古
代
ロ
ー
マ
の
こ
と
わ
ざ
）
を
用
い
つ
つ
、
東
洋
文
化
に
よ
る
西

洋
文
明
へ
の
超
克
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。

　

一
方
、
柳
は
こ
の
頃
、
朝
鮮
半
島
の
旅
行
（
一
九
一
六
年
）
な
ど
を
き

っ
か
け
に
、『
朝
鮮
と
そ
の
芸
術
』（
叢
文
閣
・
一
九
二
二
年
）
な
ど
を
刊

行
し
、
ま
た
、
木
喰
仏
へ
の
調
査
・
研
究
を
本
格
化
し
て
い
る
（
一
九
二

四
年
以
降
）。
つ
ま
り
、
従
来
の
神
秘
主
義
へ
の
思
索
・
探
究
か
ら
、「
民

芸
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
頃
で
あ
っ
た
。
金
子
は
、
柳
の
転
換
に
は
同
調

せ
ず
、
独
自
に
宗
教
的
な
美
を
追
い
求
め
た
。

　

金
子
の
「
東
洋
思
想
」
探
究
は
、
昭
和
天
皇
即
位
に
因
む
「
日
本
宗
教

大
会
」（
昭
和
三
年
﹇
一
九
二
六
﹈
六
月
）
で
、
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三

―
一
九
四
九
）
が
会
長
と
な
っ
た
「
思
想
部
」
の
席
で
、「
東
西
思
想
の

接
触
と
新
文
化
の
創
造
」
を
講
演
し
、
ま
た
同
席
で
「
東
西
思
想
融
和
研

究
所
」
設
立
の
提
言
を
行
っ
た
こ
と
が
、
到
達
点
だ
っ
た
と
評
す
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
子
へ
の
柳
の
影
響
は
、
柳
が
ま
だ
神
秘
主
義
の
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子
丸
は
、
道
元
の
修
行
と
悟
り
を
め
ぐ
る
思
想
を
、
脳
内
に
お
い
て
宇
宙

の
シ
ス
テ
ム
を
知
覚
す
る
こ
と
と
解
釈
し
て
、
禅
と
神
経
生
理
学
を
結
び

つ
け
て
い
る
。
弟
子
丸
は
複
雑
な
図
を
用
い
て
、
坐
禅
に
は
神
経
生
理
学

的
な
根
拠
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
弟
子
丸
の
説
明
の
最
終

的
な
到
達
点
は
、「
高
次
の
智
慧
」
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
科
学
的
な
実

験
・
観
察
結
果
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
主
観
的
に
体
験
さ
れ
る
宗
教
的

な
価
値
が
最
終
目
標
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
弟
子
丸
の
神
経
生
理
学
的
な

坐
禅
の
説
明
は
、
直
観
的
体
験
を
重
視
し
た
鈴
木
大
拙
の
ロ
マ
ン
主
義
的

な
禅
と
も
類
似
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
禅
と
神
経
生
理
学
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
は
、
そ
れ
ま

で
の
西
洋
近
代
科
学
が
精
神
と
身
体
を
分
離
さ
せ
て
き
た
こ
と
へ
の
批
判

を
背
景
と
し
て
い
た
。
弟
子
丸
の
立
場
は
、
科
学
と
調
和
し
よ
う
と
す
る

立
場
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
で
「
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
た
新

し
い
科
学
の
潮
流
を
支
持
す
る
立
場
を
と
り
、
科
学
の
語
彙
を
使
い
な
が

ら
も
科
学
に
還
元
さ
れ
な
い
主
観
性
を
重
視
す
る
、
仏
教
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

ロ
マ
ン
主
義
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

東
西
対
話
の
た
め
に 

│
│ 『
回
勅　

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
を
手
引
き
と
し
て 

│
│髙

橋　

勝
幸

　

バ
チ
カ
ン
の
現
教
皇
は
『
回
勅
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
〜
と
も
に
暮
ら
す
家

を
大
切
に
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
発
布
し
て
、

今
日
の
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。「
も
の
＝
ロ
ゴ

ス
的
」
思
考
の
西
洋
近
代
科
学
技
術
と
そ
の
根
底
に
あ
る
実
証
主
義
的
な

二
元
論
の
思
考
で
は
「
答
え
」
が
得
ら
れ
な
い
。
末
木
文
美
士
は
、
自
身

Le Zen m
acrobiotique

（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
禅
）
と
題
す
る
本

を
出
版
し
て
お
り
、
弟
子
丸
は
当
初
桜
沢
が
用
意
し
た
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
禅
の
普
及
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

弟
子
丸
の
活
動
と
禅
は
、
様
々
な
潮
流
と
交
錯
し
な
が
ら
広
が
っ
て
い

っ
た
。
当
初
、
弟
子
丸
は
主
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・
ヨ
ガ
・
柔
道
等

の
教
室
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
禅
以
外
の
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
坐
禅
指
導
を
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
六
九
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
禅
協
会
を

設
立
し
、
一
九
八
二
年
に
逝
去
す
る
ま
で
出
版
・
講
演
を
活
発
に
行
い
、

そ
の
中
で
、
東
洋
医
学
（
鍼
灸
）
や
脳
波
測
定
・
神
経
生
理
学
と
絡
め
た

坐
禅
の
説
明
を
行
っ
て
い
た
。
禅
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
様
々
な
潮
流
と

交
錯
し
な
が
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
身
体
技

法
で
あ
る
坐
禅
は
、
誰
で
も
何
に
で
も
利
用
で
き
る
メ
ソ
ッ
ド
・
技
法
と

し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
弟
子
丸
は
、
神
経
生
理
学
に
接
近
し
、
禅
と
の
融
合
を
は
か
っ

て
い
た
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
経
生
理
学
者
ポ
ー
ル
・
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル

（Paul Chauchard 

一
九
一
二
―
二
〇
〇
三
）
と
一
九
七
六
年
に
共
著

Zen et Cerveau

（
禅
と
脳
）
を
出
版
し
て
い
る
。
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
は
、

身
体
の
感
覚
が
神
経
を
通
じ
て
脳
に
作
用
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
デ
カ

ル
ト
以
来
の
精
神
・
肉
体
の
二
元
論
に
対
し
て
、
禅
の
「
身
心
一
如
」
の

思
想
と
同
様
に
、
心
身
は
一
体
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
、
日
本

で
「
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
た
潮
流
に
近
い
立
場
の
科
学
者
で

あ
っ
た
。

　

本
書
の
な
か
で
、
弟
子
丸
は
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
の
立
場
に
賛
同
す
る
一

方
、
人
間
の
意
識
に
対
し
て
は
科
学
・
技
術
が
及
ば
な
い
と
考
え
、
東
洋

の
身
体
的
・
主
観
的
な
体
験
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
弟
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し
た
い
。
私
は
、
少
年
期
に
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
に
移
住
し
、
移
住
地
で
の

開
拓
に
従
事
し
た
子
ど
も
移
民
で
あ
っ
た
。
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
港
か

ら
日
本
帰
国
の
船
に
乗
る
直
前
に
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る

「
土
地
な
し
農
民
」“Cam

pesino sin tierra ”

の
ス
ラ
ム
を
訪
問
し
た
。

ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
市
郊
外
の
電
灯
の
点
ら
な
い
真
っ
暗
な
町
に
二
〇

万
の
パ
ラ
グ
ア
イ
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
空
地
に
廃
材
を
拾
っ
て
き
て
、

家
ら
し
き
も
の
を
建
て
て
い
る
が
、
最
低
の
生
活
基
盤
も
な
く
、
水
は
公

園
か
ら
汲
ん
で
く
る
だ
け
で
、
土
間
だ
け
の
家
の
ど
こ
に
寝
る
の
か
不
思

議
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
裸
足
で
も
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
た
。
他
に
も
数
か
所
の
ス
ラ
ム
が
存
在
す
る
と
聞
い
た
が
、
日
本
の

浮
浪
者
の
町
と
違
っ
て
、
こ
の
ス
ラ
ム
に
は
、
異
国
か
ら
の
居
留
民
が
家

族
を
連
れ
て
流
れ
て
来
て
共
に
暮
ら
し
て
い
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
籍
を

持
た
な
い
の
で
政
治
家
の
介
入
は
な
く
見
捨
て
ら
れ
た
存
在
で
し
か
な
か

っ
た
。
現
教
皇
は
、
同
市
の
大
司
教
時
代
、
不
定
期
だ
が
公
共
交
通
機
関

を
使
っ
て
月
に
一
度
、
こ
の
ス
ラ
ム
を
訪
問
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

『
回
勅
』
に
出
て
く
る
、「
貧
し
い
人
々
」「
搾
取
さ
れ
た
人
々
」
等
の
不

公
平
さ
を
表
す
言
葉
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
苦
し
み
に
接
す
る
と
こ
ろ
か

ら
生
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
筆
者
の
心
を
打
つ
。
し
か
し
、
今
日
の
日
本

で
『
回
勅
』
解
釈
で
こ
れ
ら
の
「
土
地
な
し
農
民
」
を
取
り
上
げ
る
者
は

居
な
い
。
ま
た
『
回
勅
』
に
は
「
環
境
破
壊
の
元
凶
」
に
つ
い
て
の
説
明

は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
「
元
凶
」
は
、
元
を
辿
れ
ば
、
三
〇
〇
〇
年
の
歴

史
を
持
つ
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
始
ま
り
ま
で
遡
る
。
別
の
機
会
に
言
及
し
て

き
た
こ
と
の
あ
る
問
題
の
一
端
を
挙
げ
る
な
ら
、
形
式
論
理
は
曖
昧
さ
を

許
さ
な
い
。
主
語
・
述
語
の
区
別
か
ら
、
能
動
・
受
動
の
二
態
が
区
別
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
で
も
な
い
中
間
的
な
様
相
、
中
動
態
が
―
古
代
に

の
掲
げ
る
『
未
来
哲
学
』（
ぷ
ね
う
ま
社
、
二
〇
二
〇
年
）
の
趣
旨
を
説

明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
近
代
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。「
近

代
的
思
惟
が
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
今
日
、
中
世
や
、
非
西

洋
の
思
想
の
可
能
性
を
問
い
直
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
哲
学
の
構
築
へ
と

向
か
い
う
る
か
。
…
…
今
こ
そ
あ
ら
た
め
て
、〈
近
代
〉
に
由
来
す
る
も

の
で
は
な
い
思
考
の
端
緒
を
探
求
し
、
こ
れ
ま
で
、
排
除
さ
れ
て
き
た
着

想
の
種
子
を
掘
り
起
こ
し
て
、
未
知
な
る
天
窓
を
押
し
開
き
、〈
近
代
の

外
〉
に
吹
き
渡
る
風
を
引
き
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」。
上
か
ら
「
支
配
的
」
に
見
が
ち
な
西
洋
的
思
考
に
は
、
非
西
洋
の

他
者
と
「
対
話
」
す
る
姿
勢
が
な
か
っ
た
。
第
三
世
界
を
植
民
地
と
し
て

「
支
配
」
す
る
西
洋
中
心
・
優
位
の
世
界
秩
序
が
確
立
し
た
こ
と
が
、
そ

れ
を
証
拠
立
て
て
い
る
。
自
己
の
思
考
を
優
れ
た
も
の
と
す
る
西
洋
の
文

化
、
倫
理
・
道
徳
、
生
活
習
慣
、
宗
教
、
言
語
を
第
三
世
界
に
押
し
付
け

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
環
境
問
題
を
筆
頭
に
、
貧
富
の
差
の
拡
大
、
精
神

を
病
む
人
の
増
大
、
さ
ら
に
は
紛
争
、
テ
ロ
の
温
床
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
方
向
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
東
洋
的
な
「
こ
と
・
レ
ン
マ
的
」
論
理
を
採
用
す
る

と
い
う
道
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、〈
あ
い
だ
〉

を
開
き
、
対
立
を
超
え
て
東
西
世
界
を
綜
合
す
る
「
対
話
・
邂
逅
」
の
道

が
開
か
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。「
一
即
多　

多
即
一
」
の
「
世
界
哲

学
」
と
し
て
の
東
洋
哲
学
、
特
に
西
田
哲
学
に
そ
の
解
決
の
糸
口
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。「〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
」
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

日
本
思
想
、
日
本
文
化
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
西
洋
語
の
文
法
か
ら

失
わ
れ
た
「
中
動
態
」
の
再
評
価
が
不
可
欠
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ

る
筆
者
は
右
の
観
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
現
教
皇
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
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彙
を
か
り
て
、
善
は
即
ち
生
命
で
あ
り
、
浩
然
の
気
を
以
て
大
丈
夫
に
な

る
と
も
説
明
し
て
い
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
道
を
た
ど
る
の

か
。
弟
子
の
記
録
に
は
、
と
あ
る
朝
の
体
験
に
「
忽
然
と
し
て
年
来
の
疑

ひ
散
じ
、
堯
舜
の
道
は
孝
悌
の
み
、
魚
は
水
を
泳
（
く
ぐ
）
り
」
云
々

（「
石
田
先
生
事
績
」）
と
あ
る
。
師
匠
の
小
栗
了
雲
の
存
在
を
ふ
く
め
、

お
そ
ろ
し
く
仏
教
的
な
場
面
だ
が
、「
神
儒
仏
は
磨
き
草
」
と
し
て
三
教

一
致
の
立
場
を
と
る
梅
岩
に
は
こ
の
弁
別
は
些
事
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と

は
、
か
れ
に
と
っ
て
の
性
善
説
の
意
味
で
あ
る
。「
事
績
」
に
は
幼
少
期

か
ら
の
「
性
格
の
難
」
に
苦
し
ん
だ
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
克
服
す
る
よ

す
が
と
し
て
の
性
善
は
生
き
る
た
め
の
方
法
だ
っ
た
。
遠
望
す
れ
ば
、
時

間
（
古
代
）
と
空
間
（
中
国
）
と
徳
の
高
低
と
い
う
落
差
を
超
え
る
鍵

（
善
と
い
う
共
通
項
）
の
発
見
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
り
は
荻
生
徂
徠
﹇
一
六
六
六
―
一
七
二
八
﹈。
か
れ
は
聖
人

に
は
な
れ
な
い
説
を
と
っ
た
。「
い
に
し
へ
は
学
ん
で
聖
人
と
な
る
の
説

な
き
な
り
」（
辨
道
）
と
し
、「
東
海
は
聖
人
を
出
だ
さ
ず
、
西
海
も
聖
人

を
出
だ
さ
ず
」（
学
則
）。
で
は
聖
人
た
ち
の
仕
事
と
は
何
か
。「
先
王
の

道
は
天
下
を
安
ん
ず
る
の
道
な
り
」「
先
王
の
道
は
詩
書
礼
楽
な
り
」（
辨

道
）「
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
は
皆
聖
人
な
り
。
然
れ
ど
も
其
時
に
あ
た
り

て
は
、
徳
を
正
す
の
道
未
だ
立
た
ず
、
礼
楽
未
だ
お
こ
ら
ず
、
後
世
得
て

祖
述
す
る
な
し
。
堯
舜
に
至
り
、
礼
楽
を
制
作
し
て
徳
を
正
す
の
道
始
め

て
成
る
」（
辨
名
「
聖
」）。
す
な
わ
ち
礼
楽
制
作
者
と
し
て
の
聖
賢
で
あ

り
、
こ
れ
に
「
な
る
」
の
で
な
く
「
な
ら
う
」
の
み
と
す
る
。
徂
徠
の
立

場
は
、
儒
学
の
中
枢
を
占
め
る
朱
子
学
（
惺
窩
・
羅
山
）
の
否
定
で
あ
り
、

宋
代
の
朱
熹
﹇
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
﹈
ら
後
学
の
敷
衍
・
解
説
を
排
し

て
、
孔
子
そ
の
人
の
原
典
へ
と
深
い
意
味
で
語
学
的
に
遡
及
す
る
手
順
を

は
存
在
し
た
も
の
の
―
現
在
の
文
法
に
は
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
西

洋
世
界
に
お
け
る
「
中
動
態
」
の
見
直
し
、
東
洋
世
界
に
脈
々
と
生
き
る

〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
思
考
、
こ
の
双
方
が
相
待
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西

対
話
の
道
が
開
か
れ
る
と
言
え
る
。

聖
賢
へ
の
道 
│
│ 

宗
教
者
の
三
類
型
に
照
ら
し
て 

│
│

関　
　

一
敏

　

古
代
中
国
の
聖
人
た
ち
と
は
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
王
・
武
王
・
周
公

の
こ
と
で
、
こ
れ
を
称
揚
し
た
孔
子
と
孟
子
を
ふ
く
め
て
聖
賢
と
よ
ぶ
こ

と
も
あ
る
。
主
題
は
ひ
と
は
聖
人
に
な
り
う
る
の
か
、
そ
の
方
法
は
何
か

と
い
う
問
い
で
あ
る
。
以
下
、
端
的
な
二
つ
の
立
場
を
近
世
江
戸
思
想
か

ら
あ
げ
て
み
る
。

　

ひ
と
り
は
石
田
梅
岩
﹇
一
六
八
五
―
一
七
四
四
﹈。
儒
学
者
と
の
対
話

（『
都
鄙
問
答
』
巻
三
）
で
、
な
ぜ
性
善
説
を
と
る
の
か
と
問
わ
れ
た
梅
岩

は
、
ふ
た
つ
の
主
張
を
し
た
。
①
孔
子
の
「
一
貫
」（
論
語
里
仁
篇
）
と

は
な
に
か
。
②
学
問
の
目
的
と
は
何
か
。
①
は
古
典
の
読
み
方
に
か
か
わ

る
。
論
語
で
は
、「
吾
が
道
は
一
以
て
こ
れ
を
貫
く
」
の
一
は
忠
恕
だ
と

弟
子
の
曾
子
が
後
輩
た
ち
に
教
え
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
繰
り

返
す
儒
学
者
に
梅
岩
は
、「
汝
性
善
を
知
ら
ず
し
て
一
貫
を
以
て
忠
恕
と

云
は
、
曾
子
の
粕
を
食
ふ
な
り
。
一
貫
と
云
は
性
善
至
妙
の
理
に
て
、
聖

人
の
心
な
れ
ば
、
言
句
を
離
れ
ひ
と
り
得
る
所
な
り
」
と
手
厳
し
く
批
判

す
る
。
用
語
そ
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
な
、
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
②
つ
ぎ

に
「
此
は
聖
人
の
こ
と
に
て
今
の
学
者
の
知
る
べ
き
所
に
非
ず
」
と
消
極

的
な
発
言
を
す
る
儒
学
者
に
「
学
問
の
第
一
の
所
は
聖
賢
に
至
る
こ
と
な

り
。
性
善
を
知
る
は
聖
賢
に
至
る
の
門
な
り
」
と
明
言
す
る
。
孟
子
の
語
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古
文
辞
学
と
よ
ん
だ
。
こ
の
孟
子
を
も
否
定
す
る
徹
底
し
た
立
場
は
、
修

身
／
斉
家
／
治
国
／
平
天
下
か
ら
修
身
を
分
離
し
、
外
化
し
た
制
度
と
し

て
の
道
に
よ
る
治
国
平
天
下
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
徂
徠
の
こ
う
し
た

近
代
的
思
考
法
は
「
人
倫
と
政
治
の
分
離
」（
丸
山
眞
男
）、
古
代
の
異
国

と
の
「
パ
イ
プ
を
通
す
」（
吉
川
幸
次
郎
）「
経
世
済
民
」
の
学
（
柳
田
國

男
）
と
い
う
よ
う
に
近
代
知
識
人
に
思
索
の
バ
ネ
を
与
え
た
。

　

遡
っ
て
孟
子
の
楽
観
的
性
善
説
「
人
々
己
に
貴
き
も
の
あ
り　

思
わ
ざ

る
の
み
」
を
方
法
化
し
た
朱
熹
の
構
想
は
、
本
来
善
で
あ
る
「
本
然
の

性
」
を
個
々
の
「
気
質
の
性
」
が
曇
ら
せ
て
い
る
と
し
て
、
曇
り
を
除
く

方
法
に
「
居
敬
」
と
「
窮
理
」
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
方
法
の
も
つ
具
体

性
と
可
能
性
は
、
道
教
に
い
う
「
坐
忘
」
と
と
も
に
な
お
検
討
を
要
す
る

主
題
だ
が
、
総
じ
て
古
代
中
国
の
聖
人
た
ち
に
は
「
○
○
に
な
る
」
方
法

へ
の
関
心
の
薄
さ
が
あ
り
、
朱
熹
ら
後
学
は
そ
の
負
荷
を
免
れ
て
い
な

い
。
宗
教
者
の
三
類
型
を
簡
略
化
し
て
整
理
す
る
と
、
預
言
者
（
神
と
で

く
わ
す
）
修
行
者
（
○
○
に
な
る
）
老
賢
者
（
古
代
の
聖
人
に
な
ら
う
）

と
な
り
、
次
に
修
行
者
に
照
ら
し
て
三
宗
教
者
類
型
の
深
化
を
図
ろ
う
と

思
う
。
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オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
夢
の
位
置
づ
け

津
田　

謙
治

　

聖
書
の
創
世
記
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
父
祖
た
ち
や
そ
の
周
辺
の

人
々
が
見
た
と
さ
れ
る
夢
と
幻
は
、
様
々
な
か
た
ち
で
彼
ら
の
行
動
を
決

定
づ
け
て
い
る
。
ヤ
コ
ブ
が
ハ
ラ
ン
に
向
か
う
途
中
で
見
た
夢
は
、
彼
の

行
動
を
後
押
し
し
、
ヤ
コ
ブ
の
子
ヨ
セ
フ
が
解
き
明
か
し
た
フ
ァ
ラ
オ
や

エ
ジ
プ
ト
の
官
僚
の
夢
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
が
エ
ジ
プ
ト
の
地
に
定
住

す
る
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
夢
の
意
義
を
、
イ
エ
ス
と
ほ
ぼ
同
時

代
に
活
躍
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
は
、

聖
書
の
比
喩
的
解
釈
を
施
し
た
書
物
の
中
で
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
神
が
人
間
に
直
接
見
せ
る
第
一
の
夢
、
天
上
と
地
上
の
中
間
者

的
存
在
、
即
ち
御
使
い
と
人
間
の
協
働
に
よ
っ
て
見
る
第
二
の
夢
、
そ
し

て
人
間
の
魂
が
あ
る
種
の
脱
自
的
な
か
た
ち
で
見
る
第
三
の
夢
の
形
式
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
夢
概
念
の
体
系
的
な
分
類
は
、
お
よ
そ
百
五
十
年
か

ら
二
百
年
の
後
、
同
じ
ア
フ
リ
カ
で
活
躍
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
カ

ル
タ
ゴ
の
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
著
作
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
ダ
イ
モ
ー
ン
が
吹
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
見
る
第
一
の
夢
、
神
に
よ

っ
て
見
る
第
二
の
夢
、
そ
し
て
人
間
の
魂
自
身
に
よ
っ
て
見
る
第
三
の
夢

と
、
分
類
そ
の
も
の
に
フ
ィ
ロ
ン
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
が
、
フ
ィ
ロ
ン

が
創
世
記
解
釈
の
中
で
夢
概
念
を
分
析
す
る
の
に
対
し
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア

ヌ
ス
は
人
間
の
魂
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
夢
概
念
に
触
れ
て
い
る

点
で
、
両
者
に
は
文
脈
の
相
違
が
存
在
す
る
。
夢
は
、
イ
エ
ス
自
身
が
語

っ
た
言
葉
や
パ
ウ
ロ
自
身
が
記
述
し
た
書
簡
の
中
で
は
特
に
重
要
な
役
割

を
担
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
一
方
、
マ
タ
イ
福
音
書
や
使
徒
言
行
録

で
は
救
い
主
の
到
来
や
教
会
の
歩
み
に
関
わ
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
ヘ
ル
マ
ス
な
ど
の
使
徒
教
父
文
書
や
二
世
紀
以
降
の
殉
教
者
文
学

な
ど
で
は
、
夢
に
見
た
内
容
が
信
仰
者
の
信
心
の
在
り
方
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
護
教
家
や
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
が
述
べ

る
よ
う
に
、
夢
と
悪
霊
、
即
ち
ダ
イ
モ
ー
ン
と
の
結
び
付
き
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
夢
占
い
師
に
対
す
る
警
戒
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
三
世
紀
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
お
よ
び
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
活
躍
し
た

オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
、
夢
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
を
分
析
す
る
こ

と
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
多
様
な
夢
の
在
り
方
を
考
察
す
る
上

で
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
発
表
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
批
判
し
た
哲
学
者
ケ
ル
ソ
ス
に
対
す
る
論
駁
書
と
し
て
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が

著
し
た
『
ケ
ル
ソ
ス
反
駁
』
を
中
心
に
、
彼
が
夢
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
か
を
分
析
す
る
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
膨
大
な
聖
書
解
釈
に
関
わ
る
文
書

を
著
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て
お
り
、
創
世
記
や
マ
タ
イ
福
音
書

な
ど
に
お
け
る
夢
の
箇
所
に
つ
い
て
、
彼
が
個
別
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
を

施
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
夢
に
関
す
る
ま

と
ま
っ
た
記
述
の
あ
る
『
ケ
ル
ソ
ス
反
駁
』
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
そ

の
上
で
、
本
発
表
で
の
分
析
か
ら
、
い
く
つ
か
明
確
に
な
っ
た
点
を
整
理

す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
『
ケ
ル
ソ
ス
反
駁
』
の
議
論
に
限
定
す
る
と
、
夢
の

働
き
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、「
あ
る
霊
」
や
御
使
い
に
よ
っ
て
幻
を
も
た
ら

さ
れ
、
そ
れ
を
目
や
耳
な
ど
の
感
覚
器
官
で
は
な
く
魂
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
コ

ン
、
即
ち
支
配
的
部
分
が
受
け
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
内
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
者
に
も
回
心
を
も
た
ら
し
、
ま
た
未
来

の
出
来
事
や
警
告
、
そ
し
て
真
理
に
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

創
世
記
や
マ
タ
イ
福
音
書
な
ど
聖
書
に
関
連
し
た
箇
所
で
は
、
字
義
的
な

解
釈
と
結
び
付
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
以
外
の
夢
の
在
り
方
の
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ド
ゥ
ス
の
『
雅
歌
に
つ
い
て
の
説
教
』
に
お
い
て
は
、
個
別
的
魂
と
し
て

の
花
嫁
と
花
婿
キ
リ
ス
ト
の
婚
姻
に
お
い
て
個
別
的
魂
、
つ
ま
り
修
道
士

の
女
性
化
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、『
雅
歌
講
解
』
序
文
で
は
、

そ
の
よ
う
な
模
範
的
花
嫁
と
の
同
一
化
を
求
め
る
姿
勢
が
一
切
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
主
た
る
読
者
た
る
修
道
士
た
ち
に
花
嫁
を
三

人
称
的
な
教
会
お
よ
び
そ
の
成
員
と
し
て
解
釈
し
て
い
く
こ
と
を
促
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
序
文
で
は
、
花
嫁
は
堕
落
し
た
天
使
た
る
女
王
に
代
わ
っ
て
王

国
を
与
え
ら
れ
る
品
位
あ
る
側
室
と
し
て
語
ら
れ
る
。
但
し
、
た
だ
ち
に

婚
礼
が
成
就
し
て
終
わ
り
と
は
な
ら
な
い
。
人
間
本
性
（hum

ana na-
tura

）
と
も
言
わ
れ
る
側
室
で
あ
り
花
嫁
で
あ
る
彼
女
を
女
王
が
妬
ん
で

従
順
の
飾
り
を
だ
ま
し
取
り
、
つ
ま
り
花
婿
で
あ
る
神
で
は
な
く
女
王
に

従
う
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
こ
の
花
嫁
は
天
国
を
追
放
さ
れ
、
キ

リ
ス
ト
と
殉
教
者
に
よ
っ
て
従
順
の
飾
り
が
取
り
戻
さ
れ
る
ま
で
世
界
を

彷
徨
い
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
花
嫁
が
具
体
的
な
女
性
と
結
び
つ
か
な
い
観
念
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
花
嫁
が
決
し
て
女
（fem

ina, m
ulier

）
と
は
呼
ば
れ
ず
、「
追
放
さ

れ
た
も
の
」（expulsa

）
や
「
耐
え
抜
い
た
も
の
」（passa

）
の
よ
う

に
、
先
行
す
る
女
性
名
詞
を
受
け
た
代
名
詞
や
分
詞
の
女
性
形
で
現
れ
る

こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
そ
の
構
成
員
の
多
く
が
異
端
や
種
々
の
悪

徳
へ
と
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
教
会
」（PL 172:357A

）
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
教
会
の
成
員
こ
そ
が
花
嫁
で
あ
り
、
花
婿
が
花
嫁
を
「
サ
ラ
の

も
と
へ
送
っ
た
」（PL 172:354C

）
で
あ
る
と
か
、「
イ
サ
ク
が
彼
女
を

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
リ
ベ
カ
の
内
へ
と
導
き
入
れ
た
」（PL 172:355A

）

と
い
っ
た
女
性
と
関
連
付
け
て
語
ら
れ
て
い
る
記
述
も
、
そ
の
女
性
た
ち

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
眠
り
に
お
け
る
夢
以
外
の
覚
醒
状
態
で
も

幻
が
も
た
ら
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
『
ケ
ル
ソ
ス
反
駁
』

の
中
で
触
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ソ
ス
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
の
敵
対
者
や
異

教
徒
に
向
け
て
、
夢
概
念
を
肯
定
的
な
文
脈
で
繰
り
返
し
用
い
て
い
く
オ

リ
ゲ
ネ
ス
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
内
外
に
お
い
て
夢
が
議
論

の
た
め
の
論
拠
と
し
て
あ
る
程
度
重
視
さ
れ
て
い
た
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。

ホ
ノ
リ
ウ
ス
・
Ａ
『
雅
歌
講
解
』
に
お
け
る
花
嫁
に
つ
い
て

村
上　
　

寛

　

本
発
表
は
、
一
三
世
紀
以
降
の
女
性
神
秘
家
た
ち
に
見
ら
れ
る
婚
姻
神

秘
主
義
の
源
泉
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、

ホ
ノ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ド
ゥ
ネ
ン
シ
ス
（H
onorius A

ugustodu-
nensis 

一
〇
八
〇
頃
―
一
一
五
七
頃
）
に
よ
る
『
雅
歌
講
解
』（E

xpo-
sitio Cantica Canticorum

）
に
お
け
る
花
嫁
概
念
お
よ
び
そ
こ
に
見

ら
れ
る
女
性
性
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
雅
歌
講
解
』
は
全
三
部
に
二
つ
の
序
文
を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
ホ
ノ
リ
ウ
ス
は
オ
リ
ゲ
ネ
ス
以
来
の
伝
統
に
従
っ
て
雅
歌
を
婚
礼
の

歌
と
し
て
解
釈
し
、
婚
礼
を
歴
史
の
中
で
実
現
さ
れ
、
成
就
す
る
三
つ
の

婚
礼
と
し
て
提
示
す
る
。
婚
礼
に
聖
書
的
な
歴
史
を
読
み
込
ん
で
い
く
こ

の
特
徴
的
な
形
式
は
「
世
界
の
四
つ
の
地
域
か
ら
、
四
つ
の
福
音
書
に
よ

っ
て
花
婿
の
寝
室
へ
と
集
め
ら
れ
る
」（PL 172:351C

）
花
嫁
の
描
写

に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
花
嫁
は
雅
歌
解
釈
の
伝
統
に
従
っ
て
教
会

と
理
解
さ
れ
る
が
、
同
時
に
人
々
（m

ultitudo

）
や
群
衆
（turba

）

の
よ
う
に
男
女
を
区
別
し
な
い
女
性
名
詞
で
置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に

垣
間
見
え
る
の
は
入
念
な
女
性
化
の
回
避
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ベ
ル
ナ
ル
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）」、
す
な
わ
ち
子
を
「
生
む
能
力
」
を
い
か
に
規
定
す
る
か
に
あ
る
。

論
者
の
見
解
で
は
、
広
範
に
議
論
体
系
を
捉
え
れ
ば
、
ト
マ
ス
ら
の
批
判

は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
煩
雑
な
論
考
に
陥

り
つ
つ
も
、
起
源
の
「
秩
序
（ordo

）」
を
考
慮
し
な
が
ら
「
能
力
」
を

め
ぐ
る
一
性
を
模
索
し
て
い
る
。
で
は
彼
は
、
起
源
か
ら
の
発
出
に
お
い

て
い
か
な
る
「
秩
序
」
を
考
え
る
こ
と
で
、
神
の
一
性
に
反
し
な
い
よ
う

な
、
ペ
ル
ソ
ナ
間
の
階
層
関
係
を
提
示
す
る
の
か
。

　

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
『
命
題
集
註
解
』
第
１

巻
第
７

区
分
で
「
生
む

能
力
」「
生
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（posse generare

）」
を
規
定
す
る

と
き
、
動
詞est

の
用
法
に
基
づ
い
て（
ⅰ
）「
そ
れ
自
体
で
」
述
語
と
な

る
場
合
と（
ⅱ
）「
第
三
に
付
加
さ
れ
る
も
の
」
と
な
る
場
合
を
区
別
す
る
。

さ
ら
に（
ⅱ
）は
、（
ⅱ-

１

）主
語
を
本
質
的
な
述
語
に
対
し
て
関
係
づ
け

る
場
合
と
、（
ⅱ-

２

）主
語
を
ペ
ル
ソ
ナ
的
な
述
語
に
対
し
て
関
係
づ
け

る
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
特
に
ト
マ
ス
ら
と
の
対
立
の
温
床
は（
ⅱ-

２

）

に
あ
る
。（
ⅱ-

２

）の
場
合
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
ソ
ナ
の
成
立
は
、
起
源
か

ら
の
発
出
に
よ
っ
て
他
な
る
基
体
が
発
生
し
、
そ
の
基
体
へ
固
有
性
な
い

し
識
標
を
帰
属
す
る
こ
と
に
結
果
す
る
。
こ
の
と
き
固
有
性
等
は
共
有
不

可
能
で
あ
り
、「
生
む
能
力
」
は
御
父
の
み
に
帰
属
さ
れ
る
。
御
父
に
は

「
権
威
（auctoritas

）」
が
あ
る
が
、
御
子
に
は
「
従
属
的
権
威
（sub-

auctoritas

）」
し
か
な
い
。
た
だ
し
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
、
前
置
詞

per

の
用
法
に
拘
り
な
が
ら
、「
御
父
が
御
子
を
通
し
て
（per Filium

）

働
く
」
こ
と
は
認
め
る
と
の
発
言
を
す
る
。
つ
ま
り
御
父
と
御
子
の
関
係

に
は
、
権
威
の
秩
序
は
残
る
と
し
て
も
、
二
者
は
一
つ
の
力
を
実
現
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
二
者
の
力
関
係
に
は
「
対
等
性
の
働
き

（actus coaequationis

）」
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
御
父
が
御
子
と
共
に
」

自
身
が
花
嫁
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
女
性
を
通
じ
て
導
き
入
れ
ら
れ
、
受

け
継
が
れ
る
人
々
こ
そ
が
や
は
り
花
嫁
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
花
嫁
は
男
性
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
お
よ
び
使
徒
た
ち
に
よ
っ
て
従
順

の
飾
り
を
取
り
戻
す
。
か
く
し
て
、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
は
雅
歌
を
婚
礼
の
詩
歌

と
み
な
し
、
女
性
性
と
結
び
つ
け
た
人
間
本
性
の
堕
罪
と
し
て
の
婚
礼
の

延
期
に
は
じ
ま
る
救
済
史
を
、
男
性
に
よ
る
そ
の
回
復
と
し
て
の
婚
礼
の

成
就
と
し
て
語
り
出
す
の
で
あ
る
。

　

一
三
世
紀
以
降
の
い
わ
ゆ
る
女
性
神
秘
家
に
お
け
る
婚
姻
神
秘
主
義
に

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、『
雅
歌
講
解
』
に
直
接
触
れ

る
機
会
が
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
結
局
の
所

そ
の
解
釈
が
基
本
的
に
男
性
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
彼
女
た
ち
に

と
っ
て
魅
力
的
な
解
釈
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
三
位
一
体
論
に
お
け
る
ペ
ル
ソ
ナ
間
の
秩
序

平
野
和
歌
子

　

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
（c. 1221-1274

）
の
三
位
一
体
論
に
は
、「
起

源
（origo

）」
か
ら
の
流
出
を
基
軸
と
し
て
ペ
ル
ソ
ナ
の
区
別
を
論
じ
る

と
こ
ろ
に
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の

よ
う
に
起
源
を
頂
点
と
し
た
構
造
で
ペ
ル
ソ
ナ
の
成
立
を
考
え
る
な
ら

ば
、
起
源
で
あ
る
「
生
む
者
」
と
起
源
か
ら
「
生
ま
れ
る
者
」
と
の
間
に

階
層
構
造
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
こ
の
点
は
、
ペ
ル
ソ
ナ

間
に
不
平
等
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
ら
に

よ
っ
て
批
判
を
受
け
て
い
る
。
ト
マ
ス
と
の
対
立
に
つ
な
が
る
根
本
的
な

問
題
は
、
起
源
か
ら
の
発
出
を
最
初
に
引
き
起
こ
す
「
能
力
（poten-
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ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
お
け
る
教
会
論
の
展
開

島
田　

勝
巳

　

本
発
表
で
は
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
主
著
『
知
あ
る
無
知
』

第
三
巻
最
終
章
で
提
示
さ
れ
た
教
会
論
を
、
同
巻
の
主
題
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
論
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
こ
う
し
た
検
討
は
、『
普

遍
的
和
合
』
と
『
知
あ
る
無
知
』
と
い
う
二
つ
の
体
系
書
を
別
個
に
扱
っ

て
き
た
従
来
の
研
究
と
は
異
な
り
、『
知
あ
る
無
知
』
以
降
の
ク
ザ
ー
ヌ

ス
の
思
想
的
展
開
の
鍵
を
、
む
し
ろ
そ
の
教
会
論
の
変
容
に
探
ろ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。

　
『
知
あ
る
無
知
』
第
三
巻
の
キ
リ
ス
ト
論
の
核
心
は
、
受
肉
論
と
創
造

論
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
位
格
的
結
合
の
議
論
だ
が
、
端
的
に
言
え
ば
そ

れ
は
、〝
神-

人
〞
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
必
然
性

0

0

0

、
す
な
わ
ち
受
肉
の
必

然
性
と
い
う
論
点
に
収
斂
す
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
縮
限
さ
れ
た

最
大
な
も
の
と
し
て
の
宇
宙
に
お
い
て
は
、
相
等
性
は
い
か
に
し
て
も
到

達
し
得
な
い
も
の
と
し
て
否
定
的
に
語
ら
れ
る
一
方
で
、
神-

人
な
る
キ

リ
ス
ト
の
人
間
性
に
お
い
て
の
み
、
よ
り
正
確
に
は
、
そ
の
人
間
性
が
存

在
の
相
等
性
と
し
て
の
神
と
の
合
一
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
、
絶
対
的
に
万
物
で
あ
る
神
が
、
同
時
に
縮
限
さ
れ
た
仕
方
で
も

万
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
御
言
葉
と
し
て
の
キ

リ
ス
ト
が
、
神
と
世
界
の
媒
介
と
し
て
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
引

0

0

0

き
上
げ
ら
れ
た
人
間
性
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
存
在
の
相
等
性
と
し
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

っ
た

0

0

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
受
肉
論
は
、
第
三
巻
末
の
教
会
論
と
い
か
な
る
連
関
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
明
白
な
の
は
、
教
会
論
が
第
三
巻
の
キ
リ
ス
ト
論
の

枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
教
会
を
め
ぐ
る
ク
ザ

働
く
「
連
合
（associatio

）」
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ナ

ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
論
考
を
精
緻
に
検
討
す
る
な
ら
、
彼
が
御
父
と
御
子
の

不
平
等
を
容
認
す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
と

き
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
、
御
父
と
御
子
の
「
連
合
」
は
認
め
る
が
、
二

者
の
位
置
づ
け
が
転
換
可
能
な
形
で
の
「
結
合
」
は
否
定
す
る
。
そ
の
た

め
未
だ
ト
マ
ス
ら
の
批
判
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
残
る
が
、
そ
れ
を
退

け
る
に
は
聖
霊
を
含
め
た
秩
序
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ナ
ヴ

ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
西
方
教
会
の
一
員
と
し
て
フ
ィ
リ
オ
ク
ェ
の
教
理
を
無
思

考
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、「
御
父
と
御
子
が
聖
霊
の
一
な
る
始
源

（unum
 principium

）
で
あ
る
」
と
の
命
題
に
つ
い
て
三
つ
の
観
点
に

分
け
て
検
討
し
て
い
る
（cf. I Sent., d.32, a.1, q.2

）。
そ
の
結
果
、
霊

発
に
関
し
て
「
能
動
的
な
も
の
」
の
観
点
に
お
い
て
基
体
と
対
照
す
る
と

き
、
遂
に
御
父
と
御
子
が
「
一
な
る
始
源
」
と
し
て
「
力
の
一
性
」
を
有

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
一
貫
し
て
、
起
源
か
ら
の
発

出
の
「
秩
序
」
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
彼
も
勿
論
、
ペ
ル
ソ
ナ
の
区
別

を
超
え
た
、
神
の
本
性
的
な
一
性
を
考
慮
し
て
い
る
﹇（
ⅰ
）（
ⅱ-
１

）﹈。

た
だ
よ
り
本
領
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
秩
序
上
で
ペ
ル
ソ
ナ
の
位
置

づ
け
を
区
別
し
な
が
ら
、
同
時
に
力
や
働
き
の
「
連
合
」、
さ
ら
に
は
「
一

な
る
始
源
」
の
「
力
の
一
性
」
を
追
求
す
る
と
き
で
あ
る
﹇（
ⅱ-

２

）﹈。

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
論
考
を
広
い
視
野
で
見
直
せ
ば
、
起
源
か
ら
の
発

出
を
め
ぐ
る
力
動
的
な
秩
序
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、
各
ペ
ル
ソ
ナ
を
秩

序
上
で
巧
妙
に
区
別
す
る
と
同
時
に
、
一
性
も
ま
た
確
保
で
き
る
よ
う
な

三
位
一
体
構
造
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
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は
区
別
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
『
知
あ
る
無
知
』
の
前
／

後
の
著
作
の
理
解
に
、
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

近
世
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
史
叙
述
と
「
宗
教
」
観 

│
│ religion

の
語
を
も
と
に 

│
│

河
底　

佑
佳

　

本
発
表
で
は
、
一
七
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
諸
宗
教
の
歴
史

を
記
述
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
著
さ
れ
た
事
典
的
著
作
の
一
つ
で
あ
る
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
パ
ー
チ
ャ
ス
『
パ
ー
チ
ャ
ス
の
巡
礼
、
あ
る
い
は
世
界

と
、
天
地
創
造
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
時
代
お
よ
び
す
べ
て

の
発
見
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
観
察
さ
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
宗
教
の
物
語
』

（
一
六
一
三
年
、
以
下
『
巡
礼
』）
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ロ
ス
『
パ
ン

セ
ベ
イ
ア
、
あ
る
い
は
世
界
中
の
全
て
の
諸
宗
教
の
概
説
』（
一
六
五
三

年
、
以
下
『
パ
ン
セ
ベ
イ
ア
』）
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
前
記
の
二

著
作
に
お
い
て
用
い
ら
れ
るreligion

（religions

）
の
語
が
宗
教
相
対

主
義
的
態
度
を
い
か
に
示
し
、
諸
宗
教
の
総
称
と
し
て
の
「
宗
教
」
と
い

う
観
念
の
成
立
に
寄
与
し
た
の
か
を
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
諸
宗
教
に
関

す
る
記
述
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　

近
世
に
お
け
る
「
宗
教 religion

」
概
念
の
変
化
に
着
目
す
る
近
年

の
諸
研
究
は
、
聖
書
や
古
代
に
対
す
る
注
目
・
研
究
を
「
宗
教
」
概
念
形

成
に
寄
与
し
た
一
要
素
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（Stroum

sa, Sheehan, 
Levitin

）。
こ
う
し
た
先
行
諸
研
究
に
お
け
る
指
摘
を
参
考
に
、
本
発
表

で
は
『
巡
礼
』
と
『
パ
ン
セ
ベ
イ
ア
』
に
お
け
る
聖
書
の
記
述
や
古
代
の

諸
宗
教
へ
の
言
及
に
着
目
し
た
。

ー
ヌ
ス
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
こ
の
時
点
で
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
来
る
べ
き
生
に
お
い
て
―
程
度
の
差

こ
そ
は
あ
れ
―
キ
リ
ス
ト
と
合
一
さ
れ
る
人
々
が
存
在
す
る
が
、
そ
う
し

た
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
一
つ
の
体
に
あ
る
と
い
う
合
一
、
つ
ま
り
数
多
く

の
者
が
一
を
成
し
て
い
る
集
合
が
教
会
で
あ
る
。
こ
う
し
た
パ
ウ
ロ
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
性
を
包

括
す
る
一
な
る
も
の
と
し
て
の
教
会
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
教
会
と
は
、
単
に
〝
一
と
多
〞
の
問
題

に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し

て
、
そ
こ
に
は
い
わ
ば
媒
介
と
し
て
の
御
言
葉
た
る
キ
リ
ス
ト
の
存
在
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
語
る
教
会
と
は
、
各
自
の
ペ

ル
ソ
ナ
の
真
理
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
本
性
と
段
階
と
の
混
乱

す
る
こ
と
の
な
い
多
く
の
も
の
の
合
一
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
教
会
は
一

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
大
き
く
、
そ
の
最
大
の
も
の
が
凱
旋
の
教
会
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
凱
旋
の
教
会
は
そ
の
合
一
を
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
性
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

人
間
性
の
最
大
な
合
一
か
ら
受
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
個
人

は
凱
旋
の
教
会
に
お
い
て
一
致
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
に
お

け
る
神
性
と
人
間
性
の
位
格
的
合
一
を
介
し
て
、
さ
ら
に
絶
対
的
な
神
的

合
一
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
真
の
教
会
の
合
一

と
は
、
こ
う
し
て
御
言
葉
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
を
介
し
た
、
媒
介
的
な
理

解
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
教
会
論
に
お
け
る
〝
キ
リ
ス
ト
論
的

転
回
〞
を
基
軸
と
し
て
、『
普
遍
的
和
合
』
か
ら
『
知
あ
る
無
知
』、
さ
ら

に
は
そ
の
後
の
一
四
五
〇
年
代
以
降
の
著
作
群
を
見
通
す
こ
と
で
、
従
来
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拝
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
記
述
に
お
い
て
、
宗
教
と
迷
信
を
言
い
換
え

可
能
な
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　

偶
像
崇
拝
が
宗
教
の
中
心
的
要
素
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
宗
教
に
お
け

る
真
理
と
誤
り
と
い
う
二
項
対
立
が
解
消
す
る
と
い
うSheehan

の
指

摘
に
基
づ
け
ば
、
宗
教
史
を
記
述
す
る
『
巡
礼
』
や
『
パ
ン
セ
ベ
イ
ア
』

に
お
け
る
偶
像
崇
拝
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
真
偽
を
超
え
て
諸
宗
教
を

「
宗
教
」
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
で
捉
え
る
姿
勢
が
古
代
へ
の
注
目
か
ら

生
じ
つ
つ
あ
る
様
を
示
す
よ
う
で
も
あ
る
。
両
者
共
に
諸
宗
教
に
対
す
る

真
偽
の
判
断
は
下
し
て
お
り
、
偶
像
崇
拝
へ
の
着
目
が
「
宗
教
」
観
に
決

定
的
な
変
化
を
与
え
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
聖
書
の
記
述
へ
の
注

目
や
、
古
代
の
偶
像
崇
拝
へ
の
着
目
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
宗
教
」

の
範
囲
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
内
面
的
信
仰
か
ら
儀
礼
等
の
外
面
的
要

素
へ
と
広
が
り
、「
宗
教
」
の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
一
因
と
な
っ
た
可
能

性
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
社
会
の
架
橋
と
し
て
の
法
と
そ
の
理
解

上
原　
　

潔

　

キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
成
立
以
降
、
常
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
異
な
る

集
団
と
関
係
を
持
ち
な
が
ら
歴
史
的
に
展
開
し
て
き
た
。
中
東
地
域
か
ら

地
中
海
世
界
へ
と
布
教
伝
道
を
し
て
ゆ
く
際
に
は
、
現
地
の
宗
教
や
思
想

と
折
衝
を
繰
り
返
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
定
着
し
国
教
化
さ

れ
た
後
も
、
世
俗
権
力
と
の
関
係
性
の
な
か
で
主
権
を
獲
得
す
る
叙
任
権

闘
争
が
展
開
さ
れ
た
り
し
た
。
宗
教
改
革
期
以
降
、
近
代
に
入
る
と
政
治

権
力
と
宗
教
的
権
威
の
分
離
原
則
が
要
請
さ
れ
、
そ
れ
は
今
日
の
「
キ
リ

ス
ト
者
共
同
体
と
市
民
共
同
体
」
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
引
き
継
が

　

パ
ー
チ
ャ
ス
に
お
い
て
、
古
代
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
以
前
の
時
代
を
叙

述
す
る
際
にreligion

に
関
す
る
語
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
大
洪
水
の

後
の
諸
宗
教
（Religions

）
の
分
裂
と
ノ
ア
の
息
子
ハ
ム
に
よ
る
非
宗

教
の
創
作
、
ま
た
真
の
宗
教
（Religion

）
を
普
及
さ
せ
た
人
物
と
し
て

セ
ム
の
名
を
挙
げ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
パ
ー
チ
ャ
ス
は
、
諸
宗
教
の

語
に
よ
っ
て
宗
教
が
複
数
並
び
立
ち
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
が
、
非
宗
教
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
に
よ
っ
て
誤
っ
た
宗

教
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
示
唆
す
る
。
上
記
の
点
に
加
え
て
、
真
の

宗
教
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
パ
ー
チ
ャ
ス
に
お
い
て

宗
教
は
自
明
に
真
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
宗
教
の
中
に
真
の
宗

教
と
誤
っ
た
宗
教
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
他
方
、『
パ

ン
セ
ベ
イ
ア
』
は
、religion

の
語
を
頻
繁
に
は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、

世
界
の
始
ま
り
の
時
代
か
ら
「
何
ら
か
の
宗
教
（Religion

）」
が
あ
っ

た
こ
と
を
肯
定
し
、
そ
の
宗
教
の
要
素
と
し
て
み
こ
と
ば
や
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ス
に
お
い
て
は
、
世
界
の
始
ま
り
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
を
伴
う
「
正
し
い
宗
教
」
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
諸
宗
教
を
包
括
す
る
「
宗
教
」
と
い
う
観
念
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
巡
礼
』
に
お
い
て
も
『
パ
ン
セ
ベ
イ
ア
』
に
お
い
て
も
、
聖
書
や
古

代
の
宗
教
に
言
及
す
る
時
に
偶
像
崇
拝
と
そ
の
起
源
へ
の
言
及
が
登
場

し
、
偶
像
崇
拝
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
両
者
に
お
け
る
「
宗
教
」
観
の
拡
大

が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
パ
ー
チ
ャ
ス
は
、
エ
ウ
セ
ビ
オ

ス
や
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ウ
ス
に
基
づ
き
、
セ
ル
グ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
父
親
タ
ラ

に
よ
っ
て
最
初
の
偶
像
が
作
ら
れ
、
偶
像
崇
拝
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
る
。

ロ
ス
は
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
の
宗
教
に
偶
像
崇
拝
と
複
数
の
神
々
の
崇
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派
に
お
い
て
は
、
罪
の
結
果
を
抑
制
す
る
法
の
制
限
的
な
機
能
、
な
い
し

は
暴
力
か
ら
人
間
を
守
る
法
の
防
御
的
な
機
能
が
重
視
さ
れ
、
以
前
の
聖

俗
の
身
分
制
度
に
代
わ
っ
て
、
職
業
思
想
と
結
び
付
け
ら
れ
た
社
会
的
身

分
の
秩
序
倫
理
を
形
成
す
る
こ
と
で
社
会
秩
序
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に

な
る
。
法
や
秩
序
の
強
化
に
よ
り
、
以
降
、
ル
タ
ー
派
の
キ
リ
ス
ト
教
的

自
然
法
は
極
め
て
保
守
的
な
傾
向
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
改
革

派
に
お
い
て
は
自
然
法
を
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
的
な
理
想
へ
と
接
近
さ
せ
る

流
れ
が
生
じ
、
社
会
形
成
お
よ
び
社
会
変
革
へ
と
向
け
ら
れ
た
法
の
生
産

的
で
合
理
的
な
機
能
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

実
際
に
法
制
度
の
改
革
の
歴
史
を
見
る
と
、
両
教
派
の
法
理
解
の
差
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
ル
タ
ー
派
で
は
罪
の
結
果
を
抑
制
す
る
た
め
に
法
制

度
が
改
革
さ
れ
て
「
法
治
国
家
」
概
念
が
生
み
出
さ
れ
た
り
、
法
の
恣
意

的
な
悪
用
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
「
法
体
系
」
が
整

備
さ
れ
た
り
、
公
正
さ
を
担
保
す
る
た
め
に
裁
く
者
の
「
良
心
」
が
判
決

基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
た
り
し
た
。
改
革
派
に
お
い
て
は
、
単
な
る
合
理

主
義
や
個
人
主
義
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
成
員
が
お
互
い
を
「
隣
人
」
と

捉
え
倫
理
的
主
体
と
し
て
共
同
体
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
「
共
同
体
主

義
」
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
共
同
体
の
成
員
が
罪
を
犯
し
た
場
合
、
た
だ

ち
に
そ
の
人
物
が
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
隣
人
と
し
て
再
び
共
同
体

に
戻
る
よ
う
に
更
生
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
犯
罪
者
が
生
み
出
さ

れ
な
い
よ
う
に
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
努
力
が
共
同
体
に

は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
同
体
主
義
の
考
え
が
、
そ
こ
に
は
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
そ
の
外
部
社
会
が
お
互
い
に
切
り

結
ぶ
場
所
と
し
て
の
「
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
両
者
の
関
係
性
を
考
察
の

対
象
と
す
る
。
法
思
想
や
法
制
度
が
両
者
を
架
橋
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た

法
思
想
や
法
制
度
に
関
す
る
理
解
の
差
に
よ
っ
て
、
両
者
が
架
橋
さ
れ
る

形
態
に
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
出
て
く
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
は
著
書
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

と
そ
の
外
部
社
会
を
架
橋
す
る
場
所
を
「
自
然
法
」
に
見
て
取
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
法
思
想
に
応
じ
た
信
仰
集
団
の
類
型
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ト
レ

ル
チ
に
よ
れ
ば
、
成
立
直
後
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
集

団
の
外
部
に
あ
る
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
社
会
理
念
や
社
会
的
現
実
に
対
し

て
乖
離
と
対
立
の
関
係
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
両
者
を
架
橋
し
た
の

が
ス
ト
ア
派
の
自
然
法
で
あ
っ
た
。

　

ス
ト
ア
派
で
は
理
想
状
態
で
の
み
妥
当
す
る
絶
対
的
自
然
法
と
理
想
状

態
か
ら
か
け
離
れ
た
現
実
で
必
要
と
さ
れ
る
相
対
的
自
然
法
の
区
別
が
要

請
さ
れ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
創
造
時
の
善
の
状
態
と
堕
罪
後
の
罪
あ
る

こ
の
世
の
区
別
に
基
づ
い
て
、
こ
の
ス
ト
ア
派
の
絶
対
的
自
然
法
と
相
対

的
自
然
法
を
受
容
す
る
。
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
に
お
い
て
は
、
こ
の

絶
対
的
自
然
法
と
相
対
的
自
然
法
の
組
み
合
わ
せ
は
、
俗
人
を
律
す
る
自

然
法
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
律
す
る
自
然
法
と
に
適
応
さ
れ
、
社
会
全
体
が

統
一
的
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
俗
と
聖
の
区
別
が
な
さ

れ
な
が
ら
も
、
社
会
全
体
と
し
て
は
神
の
意
志
に
よ
る
意
味
付
け
が
な
さ

れ
、
俗
か
ら
聖
へ
と
至
る
段
階
的
な
社
会
構
成
が
築
か
れ
た
。

　

宗
教
改
革
期
以
降
、
こ
の
俗
か
ら
聖
へ
と
い
う
段
階
的
な
社
会
構
成
が

破
棄
さ
れ
、
聖
俗
両
者
の
統
一
あ
る
い
は
接
近
が
試
み
ら
れ
る
。
ル
タ
ー
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ョ
ン
参
加
経
験
者
で
あ
り
、
そ
の
活
動
理
念
で
あ
る
「
見
る
、
判
断
す
る
、

行
動
す
る
」「
日
常
の
す
べ
て
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
生
き
る
」
を
、

エ
キ
ッ
プ
の
活
動
で
は
男
女
関
係
と
い
う
私
的
領
域
に
お
い
て
実
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
教
会
の
教
え
は
自
己
犠
牲
を
強
調
し
、
二
人
で

あ
る
こ
と
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
捨
て
る
（
子
ど
も
を
持
つ
）
よ
う
説
い
て
い

た
が
、
エ
キ
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
子
ど
も
あ
り
き
の
結
婚
道
徳
で
は
な

く
、
男
女
関
係
の
霊
的
意
義
を
求
め
て
い
た
。
カ
フ
ァ
レ
ル
神
父
自
身
の

原
体
験
は
「
キ
リ
ス
ト
と
の
相
愛
（
我
―
汝
関
係
）」
の
発
見
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
、
会
の
発
起
人
と
な
っ
た
四
組
の
夫
婦
も
同
じ
愛
の
関
係
を
生

き
て
い
る
と
直
感
し
、
そ
の
経
験
を
深
め
る
た
め
の
祈
り
と
学
び
と
分
か

ち
合
い
の
グ
ル
ー
プ
（
四
組
か
ら
六
組
の
カ
ッ
プ
ル
で
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
、
月
一
回
の
集
い
を
持
つ
）
の
集
合
体
と
し
て
、
エ
キ
ッ
プ
を

創
設
し
た
。

　

そ
こ
で
深
め
ら
れ
た
結
婚
の
霊
性
は
、「
神
の
愛
に
結
婚
の
秘
跡
に
よ

っ
て
応
え
る
こ
と
で
、
神
の
愛
が
現
れ
、
そ
の
神
の
愛
が
人
間
愛
に
よ
っ

て
生
き
ら
れ
る
場
（
教
会
と
い
う
神
秘
的
肢
体
の
細
胞
と
し
て
の
カ
ッ
プ

ル
）
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
を
な
す
の
は
、

「
神
が
自
ら
の
似
姿
と
し
て
創
造
し
た
の
は
、
単
独
者
で
は
な
く
、
男
女

カ
ッ
プ
ル
（
性
的
存
在
）
で
あ
っ
た
」
と
い
う
人
間
理
解
と
、「
イ
エ
ス

の
受
肉
と
十
字
架
に
よ
る
救
済
は
、
霊
と
肉
の
和
解
で
あ
る
」
と
い
う
肉

体
理
解
で
あ
る
。
そ
の
肉
体
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
「
他
者

を
迎
え
る
力
」
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
通
常
、
神
の
言
葉
に
「
は
い
」
と

応
え
て
イ
エ
ス
（
神
の
恵
み
）
を
受
肉
し
た
存
在
は
マ
リ
ア
と
考
え
ら
れ

る
が
、
エ
キ
ッ
プ
で
は
ヨ
セ
フ
も
神
に
「
は
い
」
と
応
え
る
こ
と
で
マ
リ

ア
を
迎
え
、
マ
リ
ア
と
と
も
に
イ
エ
ス
を
迎
え
た
、
ヨ
セ
フ
も
マ
リ
ア
も

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
お
け
る 

「
結
婚
生
活
の
霊
性
」

寺
戸　

淳
子

　

本
発
表
で
は
、
二
〇
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
世
界
に
お
け
る
「
結
婚

の
霊
性
」
の
形
成
と
大
衆
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
さ
れ
る

平
信
徒
会
〈
エ
キ
ッ
プ
・
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
〉（
以
下
「
エ
キ
ッ
プ
」
と

略
記
）
と
、
そ
の
指
導
司
祭
ア
ン
リ
・
カ
フ
ァ
レ
ル
神
父
の
活
動
を
概
観

し
、「
結
婚
の
霊
性
」
が
同
時
代
の
ど
の
よ
う
な
潮
流
へ
の
応
答
だ
っ
た

の
か
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
。

　

エ
キ
ッ
プ
の
活
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
一
九
三
九
年
に
四
組
の
若

い
夫
婦
が
カ
フ
ァ
レ
ル
神
父
に
結
婚
生
活
の
霊
的
指
導
を
求
め
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
活
発

に
な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
男
性
平
信
徒
主
体
の
社
会
改
革

運
動
）
と
「
家
庭
が
主
体
と
な
る
平
信
徒
活
動
」
の
隆
盛
と
、「
寡
婦
の

霊
性
」（
寡
婦
の
手
記
が
出
版
さ
れ
、「
カ
ッ
プ
ル
の
聖
人
伝
」
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
）
へ
の
高
い
評
価
が
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年

代
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
奨
励
は
、
社
会
の
流
動
化
と
男

性
の
就
労
形
態
の
変
化
に
起
因
す
る
教
区
単
位
の
教
会
活
動
の
沈
滞
化

（
男
性
の
教
会
離
れ
）
に
対
し
、
教
区
を
越
え
る
男
社
会
（
経
済
圏
）
で

生
き
る
男
性
と
教
会
を
新
た
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
で
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
、
教

会
運
営
に
お
け
る
平
信
徒
活
動
の
重
要
性
の
論
へ
と
つ
な
が
る
。
カ
フ
ァ

レ
ル
神
父
は
教
区
司
祭
と
な
っ
た
当
初
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン

司
牧
に
携
わ
り
、
平
信
徒
の
主
体
性
を
重
ん
じ
た
様
々
な
学
び
と
祈
り
の

場
を
設
け
た
。
エ
キ
ッ
プ
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
も
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
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化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
研
究
は
進
捗
し
、
ナ
チ
ズ
ム
期

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
史
を
よ
り
複
眼
的
に
考
察
す
る
視
座
が
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｃ
は
相
変
わ
ら
ず
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
史
の
枠
内
で
、
教
会
政
治
的
・
神
学
思
想
的
・
教
会
実
践
的
・
宗
教

政
策
的
事
象
と
し
て
解
釈
さ
れ
続
け
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
Ｄ
Ｃ
の
歴

史
的
説
明
に
お
い
て
、
ナ
チ
ズ
ム
を
決
定
要
因
と
し
つ
つ
ド
イ
ツ
・
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
史
へ
と
回
収
す
る
解
釈
枠
組
み
か
ら
離
れ
、「
ド
イ

ツ
的
キ
リ
ス
ト
教
」
な
る
言
説
が
社
会
に
お
い
て
如
何
に
し
て
可
能
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
の
信
憑
性
を
担
保
し
た
近
代
宗
教
史
的
特
徴
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
宗
教
史
と
い
う
枠
組

み
の
中
で
分
析
す
る
。

　

Ｄ
Ｃ
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
ナ
チ
党
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

将
来
を
期
待
す
る
教
会
内
の
動
き
が
組
織
化
さ
れ
て
誕
生
し
、
三
三
年
一

月
末
の
ナ
チ
ズ
ム
政
権
誕
生
直
後
、
ユ
ダ
ヤ
系
聖
職
者
の
排
除
と
ナ
チ
ズ

ム
に
よ
る
教
会
の
強
制
的
同
質
化
を
掲
げ
急
速
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、

年
末
に
は
既
に
政
治
的
・
社
会
的
影
響
力
を
喪
失
し
て
い
く
が
、
そ
の
き

っ
か
け
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ｃ
決
起
集
会
で
の
、
指
導
者
の
一

人
で
あ
る
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ク
ラ
ウ
ゼ
に
よ
る
講
演
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼

は
第
一
に
、
打
ち
立
て
ら
れ
る
べ
き
「
帝
国
教
会
」
は
ド
イ
ツ
「
民
族
」

教
会
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
長
き
に
わ
た
っ
て
国
民
を
分
断
し
て
き
た
宗

派
対
立
を
克
服
す
る
「
国
民
」
教
会
、
そ
し
て
下
か
ら
形
成
さ
れ
る
べ
き

「
民
衆
」
教
会
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
第
二
に
、「
民
衆
」
の
「
自

由
」
が
教
会
内
で
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、
聖
書
や
信
仰
告
白
の
権
威

を
承
認
す
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
、
誰
も
が
良
心
の
呵
責
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、「
故
郷
」
と
な
る
よ
う
な
教
会
の
実
現
を
求
め
る
。
そ
し
て
第
三

神
（
我
）
を
迎
え
る
「
汝
」
と
な
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
、
神
の

恵
み
と
他
者
を
迎
え
る
「
汝
（
性
的
存
在
と
し
て
の
）」
た
ち
と
い
う
自

己
理
解
を
も
ち
、
日
々
の
祈
り
と
学
び
を
分
か
ち
合
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動

は
、「
信
仰
」
を
「
無
性
化
さ
れ
た
単
独
者
の
内
的
生
活
」
と
み
な
す
観

点
と
態
度
へ
の
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

カ
フ
ァ
レ
ル
神
父
は
、
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
の
準
備
委
員
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
二
年
間
に
レ
ポ
ー
ト
を
二
本
提
出
し
て
お

り
、
公
会
議
の
公
布
文
書
に
お
け
る
結
婚
観
（
神
は
人
間
を
単
独
者
と
し

て
で
は
な
く
男
女
に
つ
く
っ
た
と
い
う
人
間
観
。
夫
婦
愛
は
神
の
愛
の
う

ち
に
あ
り
、
男
女
の
一
致
は
相
互
の
与
え
合
い
と
い
う
高
貴
な
友
愛
で
あ

る
と
い
う
理
解
）
に
、
そ
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
」
運
動
史
再
考 

│
│ 

個
別
宗
教
史
叙
述
の
再
検
討 

│
│

久
保
田　

浩

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
史
叙
述
の
問
題
点
の
一
端
は
、
近
代
国
民
国
家
を
単

位
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
枠
組
み
で
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
他

に
、
特
定
の
宗
派
的
・
宗
教
的
伝
統
固
有
の
歴
史
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
近
代
、
特
に
ナ
チ
ズ
ム
期
ド
イ
ツ
・
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
史
叙
述
を
事
例
に
、
個
別
宗
教
史
叙
述
を
超
え
た

歴
史
叙
述
の
可
能
性
を
考
え
る
。

　

ナ
チ
ズ
ム
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
史
は
従
来
、
ナ
チ
ズ
ム
に
抵
抗

し
た
と
さ
れ
る
「
告
白
教
会
」
と
、
ナ
チ
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と

さ
れ
る
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
」（
以
下
Ｄ
Ｃ
と
略
）
と
の
闘
争
と
い

う
枠
組
み
で
叙
述
さ
れ
て
き
た
。
八
〇
年
代
以
降
、
こ
の
枠
組
み
が
相
対
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宗
教
に
お
け
る
救
済
と
狂
気 

│
│ 

霊
性
の
行
方 

│
│

中
里　
　

巧

　

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
の
苦
悶
や
異
教
の
民
の
聖

絶
、
仏
教
に
お
い
て
は
後
期
密
教
に
お
け
る
人
間
の
欲
望
の
肯
定
、
さ
ら

に
、
平
和
を
希
求
す
る
宗
教
間
に
お
け
る
対
立
や
戦
争
な
ど
、
本
来
、
人

間
の
救
済
を
希
求
す
る
宗
教
的
霊
性
が
、
救
済
と
は
徹
底
的
に
矛
盾
す
る

苦
悶
・
暴
力
・
殺
戮
な
ど
を
不
可
避
的
に
招
来
し
て
し
ま
う
根
拠
と
そ
の

行
く
末
を
、
究
明
す
る
。
本
来
の
宗
教
性
は
呪
術
的
な
も
の
で
あ
り
、
善

悪
の
混
沌
と
い
う
不
合
理
性
や
狂
気
を
含
ん
で
い
る
ゆ
え
に
、
と
き
に
、

心
理
的-

社
会
的
位
相
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
、
突
き
破
っ
た
り
す
る
。
精
神

的-

宗
教
的
位
相
と
社
会
的-

心
理
的
位
相
が
異
な
る
の
に
対
応
し
て
、
宗

教
や
宗
教
性
と
倫
理
や
道
徳
や
人
倫
と
は
異
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
鍵
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
宗
教
が
帯
び
て
い
る
呪
術
性
な
の
で
あ
り
、
不
条
理

や
狂
気
な
の
で
あ
る
。
仏
教
諸
派
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
し
た
凶
悪
な

犯
罪
に
つ
い
て
、
今
な
お
、
教
義
学
的
に
明
快
な
批
判
を
行
い
得
た
と
は

云
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
タ
ン
ト
ラ
＝
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ

ー
ナ
」（
秘
密
真
言
金
剛
乗
）
と
呼
ば
れ
る
殺
人
を
肯
定
す
る
イ
ン
ド
後

期
密
教
の
教
義
を
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
罪
と
の

観
点
か
ら
仏
教
諸
派
の
問
題
点
と
し
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
生
き
て
い

く
力
と
煩
悩
の
一
体
性
な
い
し
は
不
可
分
離
性
に
つ
い
て
、
反
省
が
不
徹

底
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
う
し
た
反
省
の
不
徹
底
さ
が
、
慈
悲
に
安

易
に
す
が
る
方
途
を
開
い
て
、
そ
れ
が
い
ず
れ
、
最
終
解
脱
者
と
し
て
自

ら
を
絶
対
化
し
て
い
く
こ
と
を
麻
原
に
容
易
に
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
根

源
的
生
命
力
を
希
求
す
る
た
め
の
解
脱
で
あ
り
悟
り
で
あ
る
は
ず
な
の
で

あ
る
が
、
そ
の
根
源
的
生
命
力
は
、
殺
害
を
も
是
と
す
る
煩
悩
に
も
深
く

に
、
こ
う
し
た
ル
タ
ー
の
「
良
心
の
自
由
」
を
範
と
し
た
教
会
の
形
成
を
、

「
宗
教
改
革
の
完
遂
」
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
教
会
的
・
神
学
的
正
統
主
義
に
対
抗
す
る
反
教
権
主
義
と
反

ド
グ
マ
主
義
、
そ
れ
に
基
づ
く
宗
教
的
自
由
主
義
の
急
進
的
な
教
会
改
革

思
想
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
は
旧
約
聖
書
の
み
な
ら
ず
、「
ユ
ダ
ヤ
的
に
歪

曲
さ
れ
た
」
新
約
聖
書
の
一
部
の
排
除
も
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
隣
人

愛
と
い
う
「
純
粋
な
イ
エ
ス
の
教
え
」
の
回
復
作
業
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
こ
れ
は
、
イ
エ
ス
を
〈
人
間
〉
化
し
、
イ
エ
ス
の
教
え
を
〈
倫
理
化
〉

す
る
と
い
う
、
自
由
主
義
神
学
や
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
Ｆ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

以
来
続
く
、〈
近
代
版
キ
リ
ス
ト
教
〉
の
構
築
と
い
う
近
代
的
作
業
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
献
学
的
・
歴
史
学
的
知
見
の
普
及
に
伴
い
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
外
の
多
様
な
場
所
（
例
え
ば
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
バ
イ

ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
の
Ｈ
・
Ｓ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
等
）
で
生
じ
て
い
た
イ

エ
ス
の
教
え
の
「
純
化
」
の
試
み
は
、〈
近
代
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
〉
に
よ

る
〈
キ
リ
ス
ト
教
の
近
代
化
〉
の
試
み
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

Ｄ
Ｃ
運
動
は
、
ナ
チ
ズ
ム
期
ド
イ
ツ
特
有
の
政
治
言
説
的
色
彩
を
強
烈

に
帯
び
て
い
る
も
の
の
、
教
会
的
宗
教
性
か
ら
乖
離
し
つ
つ
も
〈
キ
リ
ス

ト
教
徒
〉
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
た
人
々
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
起
源
と
現

在
と
の
時
間
的
断
絶
と
、
起
源
の
現
在
へ
の
接
続
と
の
間
に
結
節
点
を
模

索
し
て
い
た
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
宗
教
史
の
顕
著
な
特
徴
を
示
す

一
事
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
域
性
と
時
代
性
（
本
発

表
で
は
、
ド
イ
ツ
と
近
代
）
の
双
方
を
説
明
し
得
る
よ
う
な
宗
教
史
叙
述

の
枠
組
み
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
個
別
宗
教
史
叙
述
に
と
っ
て
も
有

益
な
補
助
線
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
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暗
黒
と
苦
悩
の
絶
望
の
た
だ
な
か
に
投
げ
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
妻
が
吐
き

捨
て
て
云
っ
た
よ
う
に
は
自
殺
せ
ず
、
死
を
希
求
は
し
て
も
、
な
お
絶
望

の
な
か
を
生
き
続
け
る
。
そ
れ
は
、
不
条
理
に
対
す
る
絶
叫
を
挙
げ
続
け

る
こ
と
だ
け
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
存
在
理
由
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
、
苛
烈
な
生
き
様
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
神
は
、
憐
れ
み

を
絶
や
さ
な
い
神
で
も
あ
る
。
畏
怖
し
沈
黙
し
て
悔
い
て
謝
罪
す
る
人
間

に
、
神
は
憐
れ
み
を
注
ぐ
。
こ
の
悔
い
と
謝
罪
は
、
も
は
や
神
の
掟
に
反

す
る
と
云
っ
た
根
拠
や
証
拠
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
人
間
存
在
そ

の
も
の
が
、
悔
い
と
謝
罪
の
根
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
研
究 

│
│ 

悦
び
の
教
え
と
し
て
の
永
遠
回
帰 

│
│中

路　

正
恒

　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ
た
』
第
四
部
一
九
章
「
酔
歌
」
は

「
ま
し
な
人
間
た
ち
」（höhere M

enschen

）
に
対
し
て
永
遠
回
帰
の
思

想
を
告
知
す
る
場
所
で
あ
り
永
遠
回
帰
の
告
知
者
と
し
て
の
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ

ス
ト
ラ
が
そ
の
最
も
本
質
的
な
仕
事
を
果
た
す
場
面
で
あ
る
。
そ
の
最
終

一
二
節
は
彼
ら
に
「
も
う
一
度
」
の
歌
を
輪
唱
さ
せ
る
場
面
で
あ
り
、
思

想
の
告
知
そ
の
も
の
は
第
一
一
節
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
思

想
の
成
立
条
件
の
告
知
は
第
一
〇
節
で
終
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
と
第
一
一
節
で
は
何
事
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
ず

第
一
〇
節
を
見
て
お
く
。
こ
こ
で
は
「
あ
な
た
方
は
か
つ
て
あ
る
一
つ
の

悦
び
に
対
し
て
（zu Einer Lust

）
然
り
と
肯
定
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」

と
問
わ
れ
、「
そ
れ
な
ら
ば
あ
な
た
が
た
は
す
べ
て
の
嘆
き
に
対
し
て

（zu allem
 W

ehe

）
も
然
り
と
言
っ
た
わ
け
だ
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由

は
万
物
は
鎖
で
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ﹇
…
﹈深
く
愛
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

根
を
張
っ
て
い
て
、
こ
の
根
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

仏
教
に
お
け
る
根
源
的
生
命
力
と
い
う
概
念
は
、
精
神
的-

宗
教
的
意
味

位
相
と
心
理
的-

社
会
的
意
味
位
相
の
矛
盾
の
う
ち
に
、
成
り
立
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
絶
対
か
つ
唯
一
な
る
神
を
信
仰
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教

で
あ
り
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
隣
人
愛
を
標
榜
し
つ
つ
、
し
か
し
実
際
に

は
、
十
字
軍
な
ど
、
戦
争
を
肯
定
す
る
血
塗
ら
れ
た
歴
史
を
刻
ん
で
き
た

こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
エ
リ
コ
殲
滅
は
、
ヘ
ブ

ル
語
で
へ
ー
レ
ムherem

と
呼
ば
れ
、
セ
プ
タ
ギ
ン
ト
（
七
十
人
ギ
リ

シ
ア
語
訳
聖
書
）
で
ア
ナ
テ
ー
マanathem

a

と
呼
ば
れ
る
。
ヨ
シ
ュ

ア
は
エ
リ
コ
殲
滅
に
さ
い
し
て
、
へ
ー
レ
ム
（
聖
絶
）
を
宣
言
す
る
（
ヨ

シ
ュ
ア
記
六
：
一
七
〜
一
九
）。
へ
ー
レ
ム
は
、
た
ん
な
る
虐
殺
と
は
異

な
る
行
為
で
あ
り
、
神
へ
の
絶
対
的
服
従
に
よ
る
奉
献
で
あ
る
。
そ
の
絶

対
性
は
敵
味
方
の
区
別
を
超
え
て
い
て
、
服
従
な
心
に
少
し
で
も
揺
る
ぎ

が
あ
れ
ば
、
味
方
も
ま
た
殲
滅
さ
れ
る
ほ
ど
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
神
は
、
例
え
ば
、
正
義
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
に
抗
議
す
る
ヨ
ブ
の

叫
び
に
対
し
て
、
人
間
は
あ
た
か
も
塵
芥
に
過
ぎ
な
い
か
の
ご
と
く
ふ
る

ま
う
。
ヨ
ブ
に
と
っ
て
、
神
の
掟
は
、
心
理
的-

社
会
的
位
相
と
精
神
的-

宗
教
的
位
相
を
貫
く
も
の
で
あ
り
、
神
の
掟
に
お
い
て
は
二
つ
の
位
相
の

関
係
は
無
矛
盾
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
正
義
」
が
成
り
立
つ
は
ず
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
正
義
」
を
ヨ
ブ
は
忠
実
に
遵
守
し
、
誠
実
に

生
き
た
。
し
か
し
突
如
、
財
産
ば
か
り
か
ヨ
ブ
自
身
の
身
体
に
ま
で
災
い

が
降
り
か
か
る
に
お
よ
ん
で
、
二
つ
の
位
相
に
亀
裂
と
矛
盾
が
生
じ
て
、

正
義
は
瓦
解
す
る
。
ヨ
ブ
の
眼
前
で
神
は
、
み
ず
か
ら
神
の
掟
を
破
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
ヨ
ブ
に
対
し
て
、
神
は

不
条
理
に
も
、
謝
罪
を
求
め
て
、
ヨ
ブ
は
そ
れ
に
し
た
が
う
。
ヨ
ブ
は
、
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い
。「
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
嘆
き
以
上
に
渇
い
て
い
て
、
熱
烈
で
（herz-

licher

）、
飢
え
て
お
り
、
よ
り
凄
ま
じ
く
（schrecklicher

）、
よ
り
内

密
（heim

licher

）
な
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
無
敵
の
悦
び
が

破
壊
す
る
も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
？　
「
悦
び
は
お
の
れ
を
欲
す
る
。
そ

れ
は
お
の
れ
の
な
か
へ
噛
み
つ
く
。
円
環
の
意
志
は
悦
び
の
な
か
で
格
闘

す
る
（sie w

ill sich, sie beisst in sich, des Ringes W
ille ringt 

in ihr

）」
と
言
わ
れ
る
。
円
環
の
意
志
が
悦
び
の
豊
か
さ
か
ら
発
し
て
噛

み
つ
き
格
闘
し
、
破
壊
す
る
の
は
個
別
の
意
志
で
あ
り
個
別
の
意
志
の
快

不
快
等
々
な
の
で
あ
る
。
同
書
第
二
部
の
「
救
済
」
の
章
で
は
創
造
的
な

意
志
が
、
断
片
で
あ
り
謎
で
あ
り
恐
る
べ
き
偶
然
で
あ
る
す
べ
て
の
事
実

的
な
「
か
く
あ
っ
た
（Es w

ar

）」
を
そ
の
創
造
的
な
企
て
の
中
で
自
分

が
そ
う
欲
し
た
の
だ
と
意
志
し
て
救
い
取
る
と
き
時
間
と
の
宥
和
が
成
立

す
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
す
べ
て
の
宥
和
よ
り
も
高
い
も
の

を
意
志
は
意
志
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
志
さ

れ
る
も
の
が
「
力
能
あ
る
意
志
（W

ille zur M
acht

）」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
意
志
の
個
別
性
を
超
え
、
個
別
的
な
意
志
を
破
壊

し
て
「
遡
っ
て
欲
す
る
こ
と
（das Zurückw

ollen

）」
を
意
志
に
教
え

る
も
の
で
あ
る
。
今
や
「
酔
歌
」
の
第
一
一
節
に
お
い
て
円
環
の
意
志
の

悦
び
こ
そ
が
個
別
的
な
意
志
を
破
壊
し
意
志
に
遡
っ
て
意
志
す
る
こ
と
を

否
応
な
く
教
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
円
環
の
意
志
の

悦
び
が
救
済
す
る
。

説
か
れ
る
。
こ
の
「
…
し
た
こ
と
が
あ
る
か
？
」
と
い
う
問
か
け
は
さ
ら

に
二
つ
な
さ
れ
る
。「
あ
な
た
方
は
か
つ
て
あ
る
一
度
に
対
し
て
も
う
一

度
あ
れ
と
欲
し
た
こ
と
は
あ
る
か
」
と
、
次
い
で
「『
幸
福
よ
、﹇
…
﹈瞬

間
よ
、
お
ま
え
が
気
に
入
っ
た
』
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
問
わ
れ

「
な
ら
ば
あ
な
た
が
た
は
す
べ
て
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
欲
し
た
（w

ol-
ltet zurück

）
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
あ

る
瞬
間
を
十
分
深
く
肯
定
し
た
な
ら
ば
同
時
に
そ
の
瞬
間
の
回
帰
を
も
欲

し
た
の
だ
と
い
う
構
造
的
な
論
理
が
読
み
取
れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
す
べ
て

の
も
の
（A

lles

）
の
、
新
た
な
、
ま
た
永
遠
の
回
帰
を
欲
し
た
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
世
界
を
（die W

elt

）
愛
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
瞬
間
の
永
遠
の
回
帰
を
欲
す
る
と
は
世

界
を
愛
す
る
こ
と
の
一
つ
の
し
か
し
決
定
的
な
審
級
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
第
一
一
節
は
こ
の
思
想
を
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
推
し
進
め
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
は
ま
ず
「
悦
び
」（Lust
）
の
新
た
な
次
元
の
把
握

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
は
じ
め
に
「
す
べ
て
の
悦
び
は

万
物
の
永
遠
を
欲
す
る
（A

lle Lust w
ill aller D

inge Ew
igkeit

）」

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
言
明
は
悦
び
が
す
べ
て
の
快
も
す
べ
て
の
苦
も
そ
し

て
そ
の
融
合
も
欲
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
悦
び
は
快
／
苦
の

対
立
を
超
え
た
次
元
の
意
志
の
「
質
」
で
あ
り
永
遠
に
回
帰
す
る
万
物
、

あ
る
い
は
永
遠
に
回
帰
す
る
す
べ
て
の
意
志
の
も
つ
肯
定
的
な
質
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
こ
こ
で
は
端
的
に
直
接
法
現
在
で
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
言
明
が
発
せ
ら
れ
る
場
所
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
悦
び
を
わ
が
も
の
と
す
る
場
所
に
あ
る
悦
び
に
と
っ
て
は
「
悦

び
が
欲
し
な
い
何
事
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の

悦
び
の
無
敵
な
破
壊
的
な
性
格
に
つ
い
て
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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る
」
と
宗
教
的
関
心
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
生
命
中
心
主
義
（Biozen-

trism
us

）」
と
い
う
集
団
名
は
、
ナ
チ
ス
の
生
政
治
を
連
想
さ
せ
る
が
、

ま
ず
は
ク
ラ
ー
ゲ
ス
が
「
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
」
に
対
置
す
る
汎
生
命
・
汎

心
的
世
界
観
の
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
は
こ
の
生
の
思
想

が
、
ド
イ
ツ
の
地
で
古
代
ゲ
ル
マ
ン
以
来
生
き
ら
れ
、
ま
た
あ
る
時
期
か

ら
は
文
学
・
思
想
な
ど
で
ド
イ
ツ
精
神
史
に
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
来
た

と
考
え
、
ク
ラ
ー
ゲ
ス
を
終
極
点
と
す
る
系
譜
を
構
想
し
、
宣
揚
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
は
し
か
し
、
三
年
間
と
い
う
短
命
で
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
解
散
命

令
に
よ
り
消
滅
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
ク
ラ
ー
ゲ
ス
に
激
し
い
ラ
イ
バ

ル
意
識
を
燃
や
す
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
の
責
任
者
で
あ
っ
た

Ａ
・
ロ
ー
ゼ
ン
べ
ル
ク
や
、
有
力
な
ナ
チ
哲
学
者
の
Ａ
・
ボ
イ
ム
ラ
ー
の

存
在
が
あ
っ
た
。
両
者
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
を
、
カ
ル
ト
的
性
格
を
も
つ
世
界
観

的
団
体
と
し
、
ま
た
ク
ラ
ー
ゲ
ス
と
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
が
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
、

内
在
的
超
越
へ
と
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
非
難
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
解

散
後
も
論
争
は
続
い
た
が
、
結
局
ク
ラ
ー
ゲ
ス
は
ナ
チ
政
権
下
で
一
定
の

承
認
を
得
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
し
て
、
出
版
活
動
を

通
じ
た
「
読
書
宗
教
」
と
し
て
終
戦
ま
で
存
続
し
た
。
ケ
ル
ン
は
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
軍
の
ベ
ル
リ
ン
侵
攻
時
に
同
地
で
自
死
し
た
が
、
他
の
構
成
員
の
何

人
か
は
終
戦
後
、
ク
ラ
ー
ゲ
ス
の
全
集
刊
行
に
従
事
し
た
。

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
に
儀
礼
等
の
実
践
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
な
お
未
詳
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
は
、
知
識
人
が
も
っ
ぱ
ら
知
識
層
に
知
識

伝
達
を
試
み
よ
う
と
し
た
、
あ
る
意
味
で
純
粋
な
知
識
人
宗
教
運
動
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
成
員
間
の
わ
ず
か
な
意
見
の
相
違
も
許
さ
ず

除
名
を
す
る
と
い
っ
た
特
徴
か
ら
、
一
定
程
度
準
カ
ル
ト
的
な
凝
集
性
を

知
識
人
宗
教
の
運
命 

│
│ 

ナ
チ
政
権
下
の
ク
ラ
ー
ゲ
ス
・
ク
ラ
イ
ス 

│
│

深
澤　

英
隆

　
「
知
識
人
宗
教
」
の
概
念
は
、
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
由
来
す
る
が
、
そ

の
実
現
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
ナ
チ
政
権
下
で
は
、
教
会
キ
リ
ス
ト
教 

以
外
の
宗
教
運
動
は
弾
圧
や
活
動
抑
制
を
受
け
た
が
、
そ
う
し
た
中
で 

政
権
が
成
立
し
た
一
九
三
三
年
に
、「
生
命
中
心
主
義
研
究
サ
ー
ク
ル
」

（A
rbeitskreis für Biozentrische Forschung

＝
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
）
な

る
名
の
思
想
集
団
が
結
成
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
に
カ
リ
ス
マ
的
影
響

力
を
も
っ
た
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
心
理
学
者
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ク
ラ
ー

ゲ
ス
（Ludw

ig K
lages 1872-1956

）
の
弟
子
お
よ
び
信
奉
者
か
ら
な

る
こ
の
思
想
集
団
（
通
称
ク
ラ
ー
ゲ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
）
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
ク
ラ
ー
ゲ
ス
の
思
想
の
普
及
と
、
ナ
チ
政
権
下
で
の
ク
ラ
ー
ゲ

ス
の
思
想
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
達
成
、
さ
ら
に
生
命
中
心
主
義
の
思
想
系
譜

の
探
求
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
集
団
は
、
明
示
的
に
「
宗
教
」

を
追
求
す
る
集
団
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。

　

七
〜
八
名
ほ
ど
の
中
核
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
ナ
チ
党
員
で
あ
り
、
活

動
形
態
は
、
ス
イ
ス
在
住
の
ク
ラ
ー
ゲ
ス
と
の
密
接
な
連
絡
の
も
と
に
な

さ
れ
た
、
講
演
会
、
雑
誌
と
図
書
出
版
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。
活
動
の

中
心
を
担
っ
た
の
は
、
ロ
マ
ン
主
義
心
理
学
の
研
究
家
・
詩
人
で
あ
り
、

ク
ラ
ー
ゲ
ス
の
熱
心
な
信
奉
者
で
も
あ
る
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ン
（H

ans 
K

ern 1902-1945

）
だ
っ
た
。
わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
の

宗
教
思
想
の
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
の
設
立
宣
言

の
う
ち
で
、「
ナ
チ
党
の
重
点
は
、
主
と
し
て
政
治
領
域
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
集
団
の
目
的
は
、
宗
教
的
領
野
に
関
わ
っ
て
い
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し
問
題
は
こ
の
見
解
が
他
の
多
く
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ピ
コ
自
身
の
見

解
と
整
合
し
な
い
と
い
う
点
で
、
ピ
コ
の
主
題
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
今
日
で
も
論
争
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
、
本
論
で
は
『
演
説
』
の
本
文
に
あ
た
る

『
提
題
集
』
の
テ
キ
ス
ト
を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
ピ
コ
の
主
題

を
数
値
的
な
指
標
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
具
体
的

に
は
、
テ
キ
ス
ト
を
デ
ー
タ
化
し
た
上
で
用
い
ら
れ
た
す
べ
て
の
名
詞
を

抽
出
し
、
お
の
お
の
の
語
の
全
体
で
の
使
用
数
や
そ
の
偏
り
、
用
例
な
ど

を
調
査
し
、
分
析
す
る
。
序
文
や
表
題
な
ど
を
除
い
た
『
提
題
集
』
本
文

は
全
九
〇
〇
提
題
、
約
一
五
七
〇
〇
語
か
ら
成
る
が
、
そ
の
う
ち
約
五
〇

〇
〇
語
が
名
詞
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
語
で
、
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
約

九
五
〇
種
に
な
る
。
こ
の
語
お
の
お
の
に
つ
い
て
そ
の
使
用
数
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
で
、
ピ
コ
の
主
題
と
そ
の
中
で
の
人
間
の
尊
厳
論
の
位
置
づ

け
を
数
値
的
に
可
視
化
す
る
。
な
お
、
調
査
に
際
し
て
は
名
詞
の
抽
出
は

手
動
で
行
い
、
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
はExcel

の
カ
ウ
ン
ト
機
能
を
用

い
て
行
っ
た
。

　

紙
数
と
様
式
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
用
い
ら
れ
た
回
数
が
上

位
だ
っ
た
も
の
と
、
人
間
の
尊
厳
論
を
考
察
す
る
上
で
の
重
要
語
彙
の

み
、
そ
の
全
体
で
の
順
位
と
使
用
回
数
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
主
題
を

考
察
す
る
上
で
あ
ま
り
意
義
が
な
い
付
属
的
な
語
（
部
分
、
全
体
、
提

題
、
論
証
な
ど
）
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　

一
位
、
知
性
、
一
七
九
回
。
二
位
、
霊
魂
、
一
六
一
回
。
三
位
、
神
、

一
三
〇
回
。
四
位
、
カ
バ
ラ
ー
、
八
一
回
。
五
位
、
自
然
、
本
性
、
八
〇

回
。
七
位
、
も
の
、
六
三
回
。
九
位
、
質
料
、
五
三
回
。
一
〇
位
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
、
五
二
回
。
一
一
位
、
数
、
セ
フ
ィ
ラ
、
五
一
回
。（
中
略
）

も
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
は
、
ナ
チ
政

権
に
よ
り
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
宗
教
運
動
ま
で
も
が
活
動
を
禁
止
・
抑
制
さ

れ
た
時
代
に
、
一
種
の
哲
学
的
な
ゲ
ル
マ
ン
主
義
宗
教
思
想
運
動
と
し

て
、
ナ
チ
ス
人
脈
の
内
部
か
ら
生
じ
て
き
た
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
。
結

局
は
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
権
力
に
屈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
実
際

に
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
民
族
主
義
思
想
と
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
の
そ
れ
と
の
あ

い
だ
に
は
、
決
定
的
な
逕
庭
は
な
い
。
知
識
人
宗
教
は
、
そ
の
組
織
性
は

概
し
て
脆
弱
で
あ
る
が
、
そ
の
知
識
的
要
素
は
宗
教
的
文
化
資
源
と
し
て

残
り
、
続
く
時
代
へ
と
散
種
さ
れ
て
ゆ
く
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
の
思
想
財
は
、
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
崩
壊
で
行
き
場
を
失
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
フ
ェ
ル

キ
ッ
シ
ュ
宗
教
思
想
は
ド
イ
ツ
や
中
・
東
欧
で
な
お
そ
の
系
譜
を
繋
い
で

お
り
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｆ
の
自
然
哲
学
・
生
の
哲
学
的
側
面
が
そ
こ
で
な
ん
ら
か

の
形
で
賦
活
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。

統
計
的
手
法
に
よ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
「
人
間
の
尊
厳
」
思
想
の
検
討

比
留
間
亮
平

　

中
世
と
比
較
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
人
間
が
肯
定
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、「
人
間
の
尊
厳
」
を
説
く
論
考
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

が
ピ
コ
の
『
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
の
演
説
』
で
あ
り
、『
演
説
』
冒
頭

部
の
ピ
コ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
は
み
な
決
ま
っ
た
本
性

と
固
定
的
な
地
位
を
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
人
間
の
本
性
の
み
は

固
定
的
な
も
の
で
な
く
、
自
身
の
自
由
意
志
に
し
た
が
っ
て
様
々
に
変
化

し
て
い
く
可
能
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
こ
そ
他
の
被
造
物
に
は
な

い
人
間
の
特
徴
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
の
源
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
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ス
に
お
け
る
懺
悔
と
否
定
と
い
う
二
つ
を
中
心
に
考
察
し
た
。

　

こ
の
論
文
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
パ
イ
ド
ン
』
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死

を
取
り
上
げ
た
第
一
節
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
悲
劇
の
死
の
賛
歌
と
哲
学
」
で
始

ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
「
真
の
哲
学
者
は
死
を
行
ず
る
」
と
弟
子
た
ち
に

語
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
『
パ
イ
ド
ン
』
の
「
哲
学
は
死

の
練
習
」
と
い
う
有
名
な
テ
ー
マ
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
プ
ラ
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
で
の
「
練
習
す
る
」
に
対
応
す
る
語
は
実
践

と
し
て
の
「
行
ず
る
」
よ
り
も
「
訓
練
す
る
」
と
い
う
意
味
が
本
来
で
あ

る
し
、『
パ
イ
ド
ン
』
の
「
死
の
練
習
」
に
田
辺
の
言
う
よ
う
な
不
死
に

向
け
て
の
転
換
と
な
る
契
機
や
媒
介
と
い
う
側
面
が
見
い
だ
さ
れ
る
わ
け

で
も
な
い
。
従
っ
て
、
田
辺
は
プ
ラ
ト
ン
を
参
照
し
な
が
ら
も
自
説
に
引

き
寄
せ
て
い
わ
ば
読
み
替
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
他
の
箇
所
に

も
共
通
し
た
彼
の
プ
ラ
ト
ン
解
釈
の
特
徴
と
言
え
る
。
ま
た
、
田
辺
は
死

を
行
ず
る
哲
学
は
宗
教
の
信
仰
に
類
す
る
と
し
、
哲
学
と
宗
教
の
到
達
す

る
と
こ
ろ
の
一
致
に
お
い
て
、
死
と
い
う
否
定
的
契
機
に
よ
る
絶
対
無
の

転
換
が
起
こ
る
と
論
じ
る
。
こ
う
し
て
『
パ
イ
ド
ン
』
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

死
と
い
う
主
題
は
田
辺
に
よ
っ
て
媒
介
た
る
死
を
契
機
に
し
た
絶
対
弁
証

法
に
向
け
て
解
釈
さ
れ
、『
パ
イ
ド
ン
』
そ
の
も
の
も
プ
ラ
ト
ン
が
弁
証

法
を
後
期
著
作
に
か
け
て
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
と
田
辺
が
解
す
る
過
程
の

う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
の
論
点
で
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
懺
悔
と
否
定
に
つ
い

て
、
田
辺
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
い
て
弁
証
法
は
発
露
に
と
ど
ま
り
そ
の
発

展
は
プ
ラ
ト
ン
に
引
き
継
が
れ
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
た

上
で
、
ダ
イ
モ
ー
ン
（
神
霊
）
と
い
う
他
者
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
し
否
定

的
契
機
と
し
て
介
入
し
懺
悔
を
促
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
つ
い

一
八
位
、
人
間
、
四
四
回
。
二
〇
位
、
物
体
、
四
二
回
。
二
一
位
、
天
、

四
一
回
。
二
四
位
、
世
界
、
三
七
回
。（
中
略
）

　

使
用
回
数
上
位
を
見
る
と
、
特
に
知
性
、
霊
魂
、
神
の
回
数
が
抜
け
て

多
い
の
に
対
し
、「
人
間
」
は
四
四
回
、
一
八
位
に
と
ど
ま
り
、
物
体
や

天
、
世
界
な
ど
と
同
様
、
サ
ブ
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
と

ど
ま
る
。
さ
ら
に
「
自
由
」「
自
由
意
志
」「
尊
厳
」
な
ど
を
見
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

　

二
七
七
位
、
自
由
、
三
回
。
五
二
二
位
、
自
由
意
志
、
一
回
。
五
二
二

位
、
人
間
性
、
一
回
。
順
位
な
し
、
尊
厳
、
〇
回
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
尊
厳
論
を
構
成
す
る
と
さ
れ
た
重
要
語
彙
は

『
演
説
』
の
本
文
た
る
『
提
題
集
』
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
ま
っ
た
く
言
及
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
す
る
と
「
人
間
の
自
由
と
尊

厳
」
を
ピ
コ
の
核
心
的
思
想
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
彼
の
意
図
に
つ
い
て
は
テ
キ
ス
ト
の
実
際
の
内
容
に
即
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ト
ン
に
対
す
る
田
辺
元
の
解
釈
と
そ
の
宗
教
思
想
と
し
て
の
特
徴

土
井　

裕
人

　

本
発
表
で
は
、
田
辺
元
（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）
に
お
け
る
プ
ラ
ト

ン
解
釈
に
つ
い
て
、
田
辺
に
よ
る
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
受
容
と
の
関
連
か

ら
宗
教
思
想
と
し
て
の
特
徴
に
着
目
し
て
、『
実
存
と
愛
と
実
践
』
第
三

論
文
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
自
己
超
越
と
福
音
信
仰
」
を
中
心
に
検
討
を
行

っ
た
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
田
辺
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
解
釈
に
つ
い
て

六
つ
ほ
ど
論
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
回
は
『
パ
イ
ド
ン
』
の

描
く
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
か
ら
田
辺
の
絶
対
弁
証
法
へ
、
お
よ
び
ソ
ク
ラ
テ
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カ
ン
ト
に
お
け
る
理
性
的
信
仰
の
理
性
的
不
可
能
性

南　

翔
一
朗

　
『
実
践
理
性
批
判
』（
一
七
八
八
年
）
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
は
徳
と
幸
福

の
因
果
的
結
合
と
し
て
の
最
高
善
が
実
現
す
る
た
め
に
は
神
と
不
死
を
要

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
神
お
よ
び
不
死
を
理
性
的
信
仰
の
対

象
と
し
て
規
定
し
た
。
本
発
表
で
は
、『
実
践
理
性
批
判
』
以
降
に
展
開

さ
れ
る
議
論
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
カ
ン
ト
の
理
性
的
信
仰
が
、
カ
ン

ト
哲
学
の
枠
組
み
の
中
で
も
理
性
的
な
も
の
と
し
て
維
持
可
能
な
の
か
、

最
高
善
や
神
と
い
っ
た
宗
教
哲
学
的
概
念
を
カ
ン
ト
哲
学
の
概
念
的
枠
組

み
の
中
で
整
合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

問
題
と
し
た
。

　

ま
ず
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
信
仰
」
と
は
「
た
だ
主
観
的
に
の
み
十
分

で
あ
り
、
同
時
に
客
観
的
に
は
不
十
分
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
」
に

お
け
る
〈
真
と
み
な
す
こ
と
〉
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
主
観
的
に

も
客
観
的
に
も
十
分
な
〈
真
と
み
な
す
こ
と
〉」
は
「
知
」、「
主
観
的
に

も
客
観
的
に
も
不
十
分
な
〈
真
と
み
な
す
こ
と
〉」
は
「
臆
見
」
と
呼
ば

れ
る
（B850

）。
以
上
の
定
義
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ン
ト
的
な

意
味
に
お
け
る
「
信
仰
」
は
「
主
観
的
に
は
十
分
」・「
客
観
的
に
は
不
十

分
」
な
対
象
に
の
み
生
じ
う
る
〈
真
と
み
な
す
こ
と
〉
の
一
形
態
で
あ
っ

て
、
神
や
不
死
の
よ
う
な
形
而
上
学
的
対
象
、
人
間
に
対
し
て
現
象
と
し

て
現
前
し
え
な
い
対
象
に
の
み
適
用
可
能
な
概
念
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
定
義
に
従
っ
て
、『
純
粋
理
性
批
判
』（
第
一
版
一
七
八

一
年
、
第
二
版
一
七
八
七
年
）
や
『
実
践
理
性
批
判
』
で
は
、
最
高
善
を

実
現
す
る
た
め
の
要
請
に
基
づ
き
、
形
而
上
学
的
対
象
で
あ
る
神
や
不
死

が
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
神
や
不
死
を
導
出
す
る
た

て
も
、
神
意
に
反
す
る
言
動
を
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
ダ
イ
モ
ー
ン
が
制
止

す
る
場
面
は
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
な
ど
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
に
登
場
す
る

が
、
田
辺
の
言
う
絶
対
転
換
と
い
う
意
味
合
い
を
プ
ラ
ト
ン
が
伝
え
る
ダ

イ
モ
ー
ン
に
適
用
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ダ
イ
モ

ー
ン
が
勧
奨
で
な
く
制
止
の
み
行
う
こ
と
に
対
し
プ
ラ
ト
ン
が
田
辺
の
よ

う
な
重
要
性
を
担
わ
せ
て
い
る
と
か
、
哲
学
が
も
た
ら
す
浄
化
作
用
と
い

わ
ゆ
る
「
無
知
の
知
」
が
プ
ラ
ト
ン
に
お
い
て
直
結
し
て
い
る
と
は
解
し

に
く
く
、
や
は
り
田
辺
が
自
ら
の
所
説
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
ト
ン
を
読
み
替

え
て
い
る
様
相
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
辺
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
解
釈
は
一
見
プ
ラ
ト
ン
の
著

作
に
基
づ
く
よ
う
に
も
見
え
な
が
ら
プ
ラ
ト
ン
を
離
れ
て
田
辺
自
身
の
思

想
へ
と
取
り
込
ん
で
い
く
仕
方
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
読
み
方
が
田
辺

な
ら
で
は
の
宗
教
思
想
と
し
て
い
わ
ば
創
造
的
な
思
索
を
形
成
し
て
い
る

側
面
が
あ
る
。
こ
う
し
て
田
辺
に
お
い
て
プ
ラ
ト
ン
は
哲
学
と
宗
教
の
媒

介
と
も
言
え
る
位
置
づ
け
を
得
る
と
と
も
に
、
前
述
の
ダ
イ
モ
ー
ン
に
よ

り
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
促
さ
れ
る
懺
悔
が
親
鸞
な
ど
他
力
宗
教
に
通
じ
る
と
い

っ
た
独
創
的
な
主
張
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
前
年
の
『
懺
悔
道

と
し
て
の
哲
学
』
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
自
己
超
越

と
福
音
信
仰
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な

読
み
替
え
と
解
釈
が
プ
ラ
ト
ン
を
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
に
接
続
し
て
い
く

こ
と
で
、
田
辺
な
ら
で
は
の
宗
教
思
想
が
構
築
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
「
弁
証
法
」
の
独
り
歩
き
を
は
じ
め
解

釈
と
し
て
の
様
々
な
課
題
は
あ
る
に
し
て
も
、
哲
学
と
宗
教
を
洋
の
東
西

を
越
え
て
繋
ぐ
試
み
と
な
っ
た
点
で
、
今
日
な
お
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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批
判
』
の
展
開
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
概
念
的
枠
組
み
の
中
に
整
合
的
に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
た
と
え
上
記
の
問
題
を
不
問
に
付
し

た
と
し
て
も
、
現
状
の
世
界
に
お
い
て
最
高
善
が
全
く
生
じ
て
お
ら
ず
、

最
高
善
の
可
能
性
を
反
証
す
る
事
例
が
多
数
存
在
す
る
以
上
、
そ
も
そ
も

最
高
善
を
〈
真
と
み
な
す
こ
と
〉
自
体
が
非
理
性
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
最

高
善
を
〈
偽
と
み
な
す
こ
と
〉
の
ほ
う
が
理
性
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
最
高
善
の
受
容
の
問
題
は
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
十
分

に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
最
高
善
か
ら

導
出
さ
れ
る
神
や
不
死
へ
の
信
仰
に
到
達
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
っ

て
、
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
は
そ
の
一
歩
目
か
ら
躓
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

対
話
と
神
学 

│
│ 

ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
場
合 

│
│

矢
内　

義
顕

　

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
そ
の
幾
つ
か
の
著
作
を
対
話
形

式
で
執
筆
し
た
が
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
単
な
る
形
式
以
上
の
も
の
で
あ

っ
た
。
神
学
と
対
話
に
関
す
る
彼
の
思
想
は
、
彼
が
お
か
れ
た
修
道
士
と

い
う
文
脈
と
体
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
素

描
で
あ
る
。

　
（
一
）『
モ
ノ
ロ
ギ
オ
ン
』
は
、
本
来
ア
ン
セ
ル
ム
ス
と
若
い
修
道
士
た

ち
と
の
間
で
折
に
触
れ
て
な
さ
れ
た
対
話
の
内
容
を
、
黙
想
の
見
本
と
し

て
執
筆
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
求
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
本
書
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
自
己
自
身
と
の
対
話
（
内
省

的
な
対
話
）
と
い
う
形
式
を
と
る
（
序
文
、
第
一
章
を
参
照
）。
こ
の
黙

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
最
高
善
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
に

お
い
て
人
間
に
受
容
さ
れ
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
カ
ン
ト
は
『
判
断
力
批
判
』（
一
七
九
〇
年
）
に
お
い
て
、「
自
由
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
べ
き
、
世
界
に
お
け
る
最
高
善
は
そ
の
よ
う
な

〔
信
仰
の
事
柄
の
〕
も
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
こ
の
命
じ
ら
れ
た
結
果
〔
最

高
善
〕
は
、〔
中
略
〕
神
の
現
存
在
お
よ
び
魂
の
不
死
と
と
も
に
、
信
仰

の
事
柄
で
あ
る
」（V

469

）
と
述
べ
、
最
高
善
を
神
・
不
死
と
と
も
に
信

仰
の
対
象
に
分
類
す
る
。
こ
う
し
て
、『
判
断
力
批
判
』
に
至
っ
て
、
カ

ン
ト
の
宗
教
哲
学
は
最
高
善
を
信
じ
る
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
最
高
善
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
神
・
不
死
を
信
じ
る
と
い
う
形
態

を
取
る
に
至
る
。

　

確
か
に
、
最
高
善
の
把
捉
や
受
容
の
形
態
に
つ
い
て
対
応
が
な
さ
れ
た

と
い
う
意
味
で
は
、
最
高
善
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
と
い
う
『
判
断
力
批

判
』
に
お
け
る
展
開
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
最
高
善
を
信
仰
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
の
カ
ン
ト
哲
学
の
概
念
的
枠
組
み
に
お
い
て
整

合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
カ
ン
ト

哲
学
に
お
い
て
信
仰
は
「
主
観
的
に
は
十
分
」・「
客
観
的
に
は
不
十
分
」

な
対
象
に
対
し
て
の
み
適
用
可
能
な
概
念
で
あ
る
が
、
最
高
善
に
つ
い
て

は
「
心
術
の
道
徳
性
が
原
因
と
し
て
、
感
性
界
に
お
け
る
結
果
と
し
て
の

幸
福
と
、
直
接
的
に
で
は
な
い
が
間
接
的
に
（
自
然
の
知
性
的
な
創
造
者

を
介
し
て
）、
し
か
も
必
然
的
に
連
関
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
は

な
い
」（V

114

）
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の

性
質
上
、
感
性
界
に
お
い
て
客
観
的
対
象
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ゆ
え
「
客
観
的
に
不
十
分
」
と
い
う
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
善
を
信
仰
対
象
と
す
る
と
い
う
『
判
断
力
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（『
真
理
に
つ
い
て
』
序
文
）。
い
ず
れ
も
「
生
活
の
座
」
と
し
て
ベ
ッ
ク

の
修
道
院
学
校
を
想
定
で
き
る
が
、
三
著
作
の
生
徒
が
修
道
士
あ
る
い
は

修
道
士
を
志
す
者
で
あ
る
の
に
対
し
、『
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
』

の
生
徒
は
、
修
道
士
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
世
俗
の
人
間
（
聖
職
者
）
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
者
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
世
俗
の
学
校
に

お
け
る
討
論
の
技
術
を
磨
く
こ
と
で
あ
り
、
本
書
も
「
討
論
の
練
習
の
た

め
に
」（ad exercitationem

 disputandi

）
執
筆
さ
れ
た
、
い
わ
ば

教
科
書
で
あ
る
（
第
二
一
章
）。
こ
れ
に
対
し
て
先
の
三
著
作
に
お
け
る
、

控
え
め
な
態
度
を
堅
持
し
つ
つ
信
仰
の
理
解
を
求
め
る
弟
子
と
の
対
話

は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
『
戒
律
』（
序
言
一
、
第
六
章
六
）
に
即
し

た
修
道
院
的
な
対
話
で
あ
る
。

　
（
四
）『
神
は
な
ぜ
人
間
と
な
っ
た
か
』
は
、
最
愛
の
弟
子
・
友
人
ボ
ソ

ー
と
の
対
話
に
よ
る
、
彼
の
神
学
的
主
著
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
ボ
ソ

ー
は
、
信
仰
の
理
解
を
求
め
る
者
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
論
難
す
る

「
不
信
の
徒
」（
ユ
ダ
ヤ
人
、
異
教
徒
）
の
二
役
を
演
じ
る
。「
彼
ら
は
信

じ
な
い
か
ら
根
拠
を
求
め
、
私
た
ち
は
信
じ
る
か
ら
そ
れ
を
求
め
ま
す
。

し
か
し
私
た
ち
が
探
求
す
る
も
の
は
一
つ
で
同
じ
で
す
」（
第
一
巻
第
三

章
）。
人
間
の
救
済
の
た
め
に
な
ぜ
神
が
人
間
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
の
理
由
・
根
拠
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
、
信
仰
者

で
あ
れ
不
信
の
徒
で
あ
れ
変
わ
り
は
な
い
。
ボ
ソ
ー
は
こ
の
二
役
を
引
き

受
け
、
対
話
が
展
開
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
対
話
は
、

「
不
信
の
徒
」
と
の
対
話
と
い
う
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く
。
彼
ら
も

ま
た
三
位
一
体
の
神
の
似
姿
で
あ
り
、
信
仰
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
信
仰

の
根
拠
の
理
解
を
求
め
る
対
話
の
場
に
参
加
で
き
る
の
で
あ
る
。

想
に
お
い
て
彼
は
、
神
に
関
す
る
理
解
と
同
時
に
三
位
一
体
の
神
の
似
姿

と
し
て
創
造
さ
れ
た
人
間
と
い
う
理
解
に
到
達
す
る
。
彼
に
と
っ
て
こ
の

人
間
理
解
こ
そ
信
仰
の
理
解
を
可
能
に
す
る
根
拠
で
あ
る
（
第
六
七
章
、

『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
第
一
章
も
参
照
）。

　
（
二
）『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
自

己
自
身
と
神
へ
「
語
り
か
け
」
に
よ
っ
て
信
仰
の
理
解
を
求
め
る
、
祈
り

と
論
証
が
織
り
な
す
修
道
院
文
学
的
な
著
作
で
あ
る
。
本
書
が
執
筆
さ
れ

る
と
、
そ
の
第
二
章
（
い
わ
ゆ
る
神
の
存
在
証
明
）
に
対
す
る
反
論
が
ガ

ウ
ニ
ロ
と
い
う
名
の
一
修
道
士
か
ら
届
く
。
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
そ
れ
に
対

す
る
応
答
を
執
筆
し
、
こ
れ
ら
三
つ
を
合
本
し
て
書
写
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
。
つ
ま
り
文
書
に
よ
る
対
話
で
あ
る
。
こ
の
『
プ
ロ
ス
ロ
ギ
オ
ン
』

の
冒
頭
で
、
彼
は
「
精
神
の
小
部
屋
」
に
入
り
、
そ
こ
で
神
を
求
め
よ
う

と
す
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
精
神
あ
る
い
は
心
の
小
部
屋
、
つ
ま

り
精
神
の
内
奥
は
、
彼
に
と
っ
て
「
も
う
一
人
の
私
」（alter ego

）、

「
も
う
一
つ
の
私
の
魂
」（altera anim

a m
ea

）
で
あ
る
最
愛
の
友
人
と

の
友
愛
を
確
認
す
る
場
で
も
あ
る
（「
書
簡
一
六
」）。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
に

と
っ
て
信
仰
の
理
解
を
求
め
る
神
学
的
な
対
話
は
、
神
の
似
姿
で
あ
る
私

と
も
う
一
人
の
私
で
あ
り
神
の
似
姿
で
あ
る
友
人
と
の
間
で
成
立
す
る
と

い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
（
三
）『
真
理
に
つ
い
て
』『
自
由
選
択
に
つ
い
て
』『
悪
魔
の
堕
落
に
つ

い
て
』『
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
』
と
い
う
四
著
作
は
、
い
ず
れ
も

教
師
と
生
徒
の
対
話
と
い
う
形
式
で
執
筆
さ
れ
た
が
、
最
初
の
三
著
作
は

「
聖
書
の
研
究
」（studium

 sacrae scripturae

）
と
呼
ば
れ
、
神
学

的
テ
ー
マ
を
論
じ
る
の
に
対
し
、『
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
』
は
、

世
俗
の
学
問
で
あ
る
弁
証
論
理
学
（dialectica

）
の
問
題
を
取
り
扱
う
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は
神
聖
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
典
拠
と
し
、
神
は
自
身
を
知
る
た
め
に
宇
宙
を
創

造
し
た
と
説
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
顕
現
」
論
に
基
づ
き
理

解
す
る
な
ら
ば
、
神
と
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
の
互
い
に
対
す
る
視
線

は
、
究
極
的
に
は
神
が
自
身
を
見
よ
う
と
す
る
同
一
の
視
線
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
神
の
自
己
認
識
の
媒
介
と
し
て
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ

ー
ビ
タ
は
、
高
度
の
境
地
に
達
し
た
神
秘
家
の
神
認
識
の
様
態
を
叙
述
す

る
さ
い
に
も
言
及
さ
れ
る
。

　

ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
晩
年
の
著
作
『
叡

智
の
台
座
』
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
に
対
す
る
後
世
の
注
釈
書
で

は
そ
の
概
念
が
詳
細
に
解
説
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
（
一
二
九
一
年
頃

没
）
の
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
「
存
在
一
性
論
学
派
」
初
期
の
代
表
的
な

三
つ
の
注
釈
書
で
は
、
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
は
神
の
無
限
の
存
在
を

限
定
す
る
個
別
化
の
原
理
と
し
て
存
在
界
の
階
層
構
造
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
は
神
の
顕
現
の
最
初
の

段
階
で
あ
る
不
可
視
界
に
属
し
、
神
の
本
体
の
最
初
の
限
定
化
で
あ
る

「
第
一
知
性
」
に
包
摂
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
の
存
在
の
光

と
無
な
る
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
の
闇
が
対
比
さ
れ
、
被
造
物
の
宇
宙

は
双
方
の
性
質
を
帯
び
る
と
説
明
さ
れ
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
『
マ
ッ
カ
開
扉
』
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ

論
に
お
い
て
、
ア
ー
ヤ
ー
ン
の
語
の
「
見
る
こ
と
」
の
含
意
を
活
か
し
、

存
在
流
出
を
神
の
自
己
認
識
の
過
程
と
し
て
表
現
す
る
と
と
も
に
、
万
象

を
神
の
顕
現
と
し
て
見
る
こ
と
で
そ
れ
に
参
与
す
る
神
秘
家
の
境
地
を
描

く
。
そ
の
と
き
ア
ー
ヤ
ー
ン
の
語
は
神
認
識
の
体
験
主
体
や
体
験
そ
れ
自

体
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
叡
智
の
台
座
』
本
文
の
記
述
そ
れ
自
体

は
短
く
多
義
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
『
マ
ッ
カ
開
扉
』
の
議
論
と
整
合
す

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
論
再
考

相
樂　

悠
太

　

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
歴
史
上
最
大
の
思
想
家
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

（
一
二
四
〇
年
没
）
の
有
名
な
存
在
論
は
後
世
の
そ
の
思
想
的
継
承
者
た

ち
の
理
論
的
枠
組
み
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
彼
ら
と
本
人

の
思
想
上
の
相
違
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
の
存
在

論
の
最
も
難
解
な
概
念
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
」

に
関
す
る
理
論
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
語
は
「
不
変
的
諸
実
体
」（im

-
m

utable entities

）、「
恒
久
的
諸
元
型
」（perm

anent archetypes

）

な
ど
と
訳
さ
れ
、
神
の
知
識
の
対
象
と
し
て
存
在
化
以
前
の
次
元
に
属
す

る
宇
宙
の
万
物
の
元
型
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
ア

ー
ヤ
ー
ン
」
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
の
基
本
的
な
意
味
に
「
眼
」、「
見
る
こ

と
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
が
ア
ー
ヤ
ー
ン
と
い
う

語
を
神
認
識
の
体
験
を
語
る
た
め
に
用
い
た
こ
と
は
、
当
該
理
論
と
は
無

関
係
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
ア
ー
ヤ
ー
ン
の
語
の
こ
の
含

意
が
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
本
人
の
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
論
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
が
後
続
の
思
想
家

た
ち
と
の
理
論
的
差
異
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
提

案
し
た
。

　

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
主
著
『
マ
ッ

カ
開
扉
』
の
中
で
、
神
と
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
が
互
い
を
見
つ
め
合

う
と
い
う
表
現
を
多
用
し
、
両
者
の
関
係
を
鏡
の
比
喩
を
用
い
て
説
明
す

る
。
す
な
わ
ち
、
神
は
自
身
の
顕
現
の
場
で
あ
る
宇
宙
の
諸
本
質
（
ア
ー

ヤ
ー
ン
）
の
う
ち
に
自
身
を
見
る
と
同
時
に
、
ア
ー
ヤ
ー
ン
同
士
も
神
の

存
在
を
鏡
と
し
て
互
い
の
姿
を
認
識
す
る
と
い
う
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
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‘ālim

と
い
う
述
語
の
述
語
付
け
が
妥
当
と
な
る
根
拠
（m

a ‘nā

）
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
こ
の
説
を
批
判
し
た
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
シ
ム
・
ジ
ュ
ッ
バ

ー
イ
ー
（A

bū H
āshim

 al-Jubbā ’ī　

九
三
三
年
没
）
は
、‘ālim

と

い
う
述
語
は
、
知
と
い
う
偶
有
が
存
在
す
る
こ
と
で
は
な
く
、〈
彼
が
知

る
も
の
と
し
て
在
る
こ
と
（kaw

nuhu ‘ālim
an

）〉
と
い
う
全
体
的
な

事
態
（h. āl

）
が
現
実
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
見
な
し
た
。

こ
の
事
態
は
主
観
的
解
釈
で
は
な
い
。
事
態
は
、
対
象
側
、
す
な
わ
ち
主

語
が
指
示
す
る
モ
ノ
に
局
限
さ
れ
て
成
立
す
る
こ
と
で
、
当
の
モ
ノ
が
そ

の
他
の
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
て
存
在
す
る
基
盤
と
な
る
。
両
者
の
説
は
、

と
も
に
文
法
理
論
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
特
定
の
言
明
が
、
い
か
な
る

モ
ノ
の
存
在
、
も
し
く
は
事
態
の
成
立
を
主
張
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問

題
（ithbāt

）
を
論
じ
て
い
る
。

　

ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
ラ
ー
ム
の
学
の
文
法
学
的 

前
提
を
批
判
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、‘ālim

と
い
う
語
がlahu ‘ilm

と

い
う
文
に
分
析
さ
れ
、
知
と
い
う
偶
有
の
存
在
を
主
張
す
る
と
い
う
説

は
、
ア
ラ
ブ
人
（al- ‘A

rab

）
／
言
語
学
者
（ahl al-lugha

）
の
表
象

（tas. aw
w

ur

）
に
過
ぎ
な
い
。
ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
の
用
法
に
よ
る
と
、

表
象
は
存
在
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
知
を
意
味
す
る
。
彼
は
、
何
ら
か

の
し
か
た
で
神
の
言
葉
を
「
彼
ら
の
言
語
（lughathum

）」、
す
な
わ

ち
ア
ラ
ビ
ア
語
で
解
釈
す
る
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
文
法
理
論
を
当
て
嵌
め
て
し
ま
う
と
、
存
在
し
な
い

も
の
に
つ
い
て
の
表
象
が
言
語
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
批
判
し
た

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
は
、
全
体
的
な
事
態
が
対
象
側
で
成
立
す

る
と
い
う
説
を
批
判
し
た
。
神
は
不
可
視
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
神
の

る
か
た
ち
で
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本

発
表
で
検
討
し
た
三
つ
の
注
釈
書
で
そ
の
方
針
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
注

釈
書
で
は
存
在
界
の
静
的
秩
序
に
お
け
る
一
個
の
存
在
領
域
を
構
成
す
る

実
体
と
し
て
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
を
措
定
し
、
神
の
一
性
に
対
立
す

る
多
性
と
し
て
の
そ
の
役
割
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
一
貫
し
て
試
み
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
整
理
さ
れ
た
ア
ー
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ビ
タ
概
念
は
後
世
の
思

想
家
の
み
な
ら
ず
現
代
の
研
究
者
の
分
析
上
の
枠
組
み
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP21J00052

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。）

ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
・
バ
ス
リ
ー
に
よ
る
カ
ラ
ー
ム
の
学
批
判
に
つ
い
て

法
貴　
　

遊

　

ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
・
バ
ス
リ
ー
（A

bū al-H. usayn al-Bas. rī 

一

〇
四
四
年
没
）
は
、
カ
ラ
ー
ム
の
学
の
一
派
で
あ
る
バ
ス
ラ
の
ム
ウ
タ
ズ

ィ
ラ
学
派
を
学
ん
だ
後
、
そ
の
伝
統
的
学
説
群
を
批
判
し
た
。
先
行
研
究

は
、
彼
の
批
判
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
測

し
た
。
だ
が
発
表
者
は
、
彼
の
批
判
は
カ
ラ
ー
ム
の
学
に
お
け
る
言
語
的

前
提
群
と
方
法
群
に
向
け
ら
れ
て
い
と
主
張
す
る
。

　

ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
以
前
の
バ
ス
ラ
の
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
は
、
古
典

ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
学
に
基
づ
く
言
語
分
析
を
公
式
の
方
法
と
し
て
採
用
し

た
。
例
え
ば
、
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
・
ジ
ュ
ッ
バ
ー
イ
ー
（A

bū ‘A
lī al-

Jubbā ’ī　
九
一
五
年
没
）
は
、‘ālim

（
知
っ
て
い
る
／
知
る
も
の
）
と

い
う
述
語
（
能
動
分
詞
）
はlahu ‘ilm

（
そ
れ
に
知
が
あ
る
）
と
い
う

名
詞
文
に
分
解
さ
れ
、
知
と
い
う
偶
有
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
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十
二
イ
マ
ー
ム
派
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
、
ザ
イ
ド
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
観

平
野　

貴
大

　

イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
の
二
大
宗
派
が
存
在
す
る

が
、
シ
ー
ア
派
と
は
幾
つ
か
の
宗
派
を
ま
と
め
た
総
称
で
あ
る
。
現
在
の

シ
ー
ア
派
信
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
十
二
イ
マ
ー
ム
派
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

派
、
ザ
イ
ド
派
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
本
発
表
の
目
的
は（
一
）上
記
シ

ー
ア
派
の
三
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
次
の
段
落
参
照
）
観
を
比
較
し
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、（
二
）ハ
デ
ィ
ー
ス
観
の
違
い
の
背
景

を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

十
二
イ
マ
ー
ム
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
観
は
ス
ン
ナ
派
の
も
の
と
は
異
な

る
。
宗
派
を
問
わ
ず
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
と
は
ス
ン
ナ
を
伝
え
る
伝
承
の
こ
と

を
指
す
。
そ
し
て
、
ス
ン
ナ
派
に
お
け
る
ス
ン
ナ
と
は
無
謬
の
預
言
者
ム

ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
、
行
為
、
黙
認
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
を
伝
え
る
伝
承
が

ハ
デ
ィ
ー
ス
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
十
二
イ
マ
ー
ム
派
は
無
謬
性

を
預
言
者
の
み
な
ら
ず
彼
の
子
孫
十
二
人
に
も
認
め
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
同
派
に
お
け
る
ス
ン
ナ
と
は
「
無
謬
者
た
ち
（
預
言
者
と
十
二
人
の

イ
マ
ー
ム
た
ち
）
の
言
葉
、
行
為
、
黙
認
」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
伝
え
る
伝

承
が
ハ
デ
ィ
ー
ス
と
さ
れ
る
。
預
言
者
と
イ
マ
ー
ム
に
言
葉
は
同
等
で
あ

り
、
む
し
ろ
イ
マ
ー
ム
の
伝
承
の
方
が
預
言
者
の
伝
承
よ
り
多
い
。

　

同
派
で
最
も
権
威
の
高
い
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
は
ク
ラ
イ
ニ
ー
（M

uh. am
-

m
ad b. Y

a ‘qūb al-K
ulaynī, d. 329/941

）
の
書
物
で
あ
る
。
同
書

の
構
成
は
信
仰
に
関
わ
る
内
容
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
関
す
る
内
容
が
含
ま

れ
る
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
伝
承
経
路
は（
一
）預
言
者
や
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
を

弟
子
た
ち
が
伝
承
し
て
い
く
、（
二
）預
言
者
や
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
を
後
代

の
イ
マ
ー
ム
た
ち
が
語
り
継
ぐ
、
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ

側
で
事
態
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
手
段
は
な
い
。
従
っ
て
、

証
拠
が
な
い
も
の
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
間
に
対
し
て
「
知

る
も
の
」
と
言
う
と
き
、
実
際
に
知
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の

は
心
臓
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
人
間
全
体
が
〈
知
る
も
の
と
し
て
在
る
こ

と
〉
と
い
う
事
態
を
帯
び
る
こ
と
は
な
い
。
加
え
て
、
バ
ス
ラ
の
ム
ウ
タ

ズ
ィ
ラ
学
派
は
、
事
態
は
主
語
に
立
つ
モ
ノ
に
限
定
さ
れ
て
成
立
す
る
と

主
張
し
た
が
、
ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
は
、「
知
る
も
の
」
や
「
能
う
も
の
」

は
、
何
か
に
つ
い
て
「
知
る
も
の
」
で
あ
り
「
能
う
も
の
」
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
内
容
が
覆
う
範
囲
は
主
語
に
限
定
さ
れ
ず
、
対

象
に
ま
で
及
ぶ
と
反
論
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
に
と
っ
て
、

「
〜
と
し
て
在
る
こ
と
（kaw

nuhu
〜
）」
と
い
う
言
語
形
式
と
対
象
側

の
存
在
様
態
と
の
一
致
と
い
う
問
題
よ
り
も
、「
知
る
も
の
（‘ālim

）」

と
い
う
語
の
意
味
内
容
の
方
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
内

容
は
、
語
義
を
知
れ
ば
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ア
ブ
ー
・
フ
サ
イ
ン
に
よ
る
カ
ラ
ー
ム
の
学
批
判
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
的
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
文
法
体

系
を
当
て
嵌
め
る
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
に
連
関
し
て
い
る
。
彼
と
ほ
ぼ

同
時
代
に
、
コ
ル
ド
バ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ズ
ム
（Ibn H. azm

 
一
〇
六
四

年
没
）
も
ま
た
文
法
体
系
批
判
を
展
開
し
た
。
両
者
の
間
に
直
接
、
間
接

の
影
響
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
〇
世
紀
頃
に

完
成
し
た
と
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
言
語
体
系
に
対
す
る
各
々
の
反
発
と
し

て
、
両
者
に
よ
る
批
判
を
構
造
的
に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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以
上
よ
り
、
シ
ー
ア
派
三
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
観
を
比
較
す
る
と
、
十
二

イ
マ
ー
ム
派
と
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
が
近
い
考
え
を
持
つ
の
に
対
し
て
、

ザ
イ
ド
派
は
独
自
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
同
派
の（
一
）ザ
イ
ド
を
含
む
彼
以
降
の
イ
マ
ー
ム
た
ち
に

無
謬
性
を
認
め
な
い
こ
と
、（
二
）イ
マ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
預
言
者
の
家

族
全
体
に
知
識
を
認
め
る
こ
と
、
と
い
う
教
義
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
預
言
者
の
子
孫
で
あ
れ
ば
他
派
の
イ
マ
ー
ム
の
言
葉

も
収
録
し
、
イ
マ
ー
ム
は
無
謬
で
は
な
い
た
め
別
の
伝
承
者
か
ら
学
ぶ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
は
ザ
イ
ド
派
文
献
を
も
と
に
、
本
発

表
で
提
示
し
た
結
論
を
裏
づ
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ト
ル
コ
に
お
け
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
／ 

ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
の
宗
教
／
宗
教
性
の
検
討

佐
島　
　

隆

　

ト
ル
コ
共
和
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
多
く
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
関
連

諸
集
団
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
宗
教
／
宗
教
的
と
も
さ
れ
る
ア
レ
ヴ
ィ

ー
／
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
八
年
頃

ま
で
の
観
察
か
ら
検
討
す
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
／
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
の
意
味

す
る
「
思
考
と
行
動
」
が
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
変
化
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」（
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
を
含
む
）
は
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
で
あ
り
文
化
的
宗
教
的
社
会
的
政
治
的
集
団
で
あ
る
。

九
〇
年
代
に
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
村
落
組
織
的
な
側
面
、
生
活
組
織

の
側
面
を
も
持
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世
紀
に
な
る
と
、

都
市
部
を
中
心
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
協
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の

思
考
と
行
動
は
よ
り
理
念
的
な
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
に
即
し
て
、
生
活
組
織

て
、
無
謬
の
イ
マ
ー
ム
が
イ
マ
ー
ム
で
は
な
い
人
物
か
ら
伝
承
を
伝
え
る

こ
と
は
な
い
。

　

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
観
は
お
お
む
ね
十
二
イ
マ
ー
ム
派

と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
秘
教
主
義
の
方
向
に
傾
い
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー

ル
派
に
お
い
て
は
、
同
派
の
イ
マ
ー
ム
が
君
臨
す
る
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の

時
代
に
成
立
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ヌ
ウ
マ
ー
ン
（al-Q

ād. ī A
bū H. anīfa 

N
u
‘m

ān b. M
uh. am

m
ad, d. 363/974

）
が
執
筆
し
た
ハ
デ
ィ
ー
ス

集
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
書
物
は
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
書
の
内
容
と
伝

承
経
路
の
パ
タ
ー
ン
は
わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
は
十
二
イ
マ
ー
ム
派
と

同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
で
は
十
二
イ
マ
ー
ム
派
と
イ
ス
マ
ー
イ
ー

ル
派
が
共
通
し
て
奉
じ
る
六
人
の
イ
マ
ー
ム
の
伝
承
だ
け
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
同
派
独
自
の
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ザ
イ
ド
派
は
初
期
か
ら
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
を
編
纂
し
て
い
た
よ
う
で
は
あ

る
が
、
刊
本
の
形
で
は
ほ
と
ん
ど
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
ザ
イ
ド

派
学
者
に
拠
れ
ば
、
同
派
に
お
け
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
と
は
預
言
者
の
伝
承
だ

け
を
意
味
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
同
派
の
初
期
の
伝
承
集
は
イ
マ
ー
ム

た
ち
の
言
葉
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
名
祖
ザ
イ
ド

（Zayd b. ‘A
lī, d. 122/740

）
と
同
派
イ
マ
ー
ム
の
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ

ン
・
イ
ー
サ
ー
（A

h. m
ad b. ‘Īsā, d. 247/861

）
の
伝
承
集
を
分
析
し

た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
上
記
二
派
と
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
伝
承
経
路

に（
Ａ
）イ
マ
ー
ム
が
誰
か
か
ら
伝
え
聞
い
て
語
っ
た
伝
承
、（
Ｂ
）ザ
イ
ド

派
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
、（
Ｃ
）同
派
で
は
な
い
他
派
の
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
、

を
収
録
す
る
と
い
う
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
経
路
は
十

二
イ
マ
ー
ム
派
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
文
献
に
は
出
て
こ
な
い
た
め
、
シ

ー
ア
派
内
に
お
け
る
ザ
イ
ド
派
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
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過
程
を
こ
の
時
期
に
示
し
て
い
た
。
ま
た
儀
礼
場
所
が
一
種
の
「
礼
拝

所
」
で
あ
り
、
そ
の
礼
拝
所
（
ジ
ェ
ム
エ
ヴ
ィ
）
が
ア
レ
ヴ
ィ
ー
活
動
の

宗
教
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
く
。

　

ま
た
ト
ル
コ
の
二
、
三
の
動
向
を
指
摘
す
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
に
教

義
教
典
的
な
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
『N

ahjul Balagha

』
や
『Buy-
ruk

』
が
言
わ
れ
始
め
る
が
、
実
質
的
に
は
教
義
教
典
の
役
割
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
地
域
社
会
で
は
集
落
や
親
族
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
ア
レ
ヴ

ィ
ー
活
動
が
行
わ
れ
た
。
都
市
部
で
は
「
協
会
」「
ワ
ク
フ
」
を
中
心
と

し
て
活
動
す
る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
協
会
法
が
変
更
さ
れ
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー

と
し
て
「
宗
教
的
」
と
さ
れ
る
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
い
く
。
二
〇
〇
五

年
に
は
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
務
庁
」
が
ジ
ェ
ム
・
ワ
ク
フ
内

に
設
立
さ
れ
る
。
し
か
し
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
関
連
諸
集
団
と 

ジ
ェ
ム
・
ワ
ク
フ
の
間
に
は
亀
裂
が
で
き
て
い
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
儀
礼
に

お
け
る
指
導
者
の
デ
デ
養
成
も
問
題
で
あ
っ
た
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ワ
ク

フ
な
ど
を
中
心
に
し
て
デ
デ
養
成
コ
ー
ス
が
で
き
た
。
葬
儀
に
関
与
す
る

ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
ホ
ジ
ャ
も
養
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
に
葬
儀
に

参
加
し
た
と
き
に
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
ホ
ジ
ャ
が
葬
儀
に
関
与
し
て
お
り
、

そ
の
時
に
「
コ
ー
ラ
ン
」
の
文
言
に
類
似
し
た
一
節
が
聞
こ
え
て
き
た
。

ま
た
国
民
教
育
省
の
宗
教
教
育
は
ム
ス
リ
ム
の
義
務
教
育
で
も
あ
る
が
、

そ
の
中
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
」
解
釈
に
よ
る
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
」
が
入

っ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
は
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
は
身
分
証
宗
教

欄
にI .slam

（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
と
書
く
べ
き
と
い
う
人
・
ア
レ
ヴ
ィ
ー
も

で
て
き
た
。

　
（
科
研
課
題
番
号
：17H

04540

）

的
な
活
動
と
は
線
を
引
か
れ
る
「
傾
向
」
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
集
落
や

地
域
社
会
に
お
い
て
各
々
行
わ
れ
て
い
た
活
動
が
、
政
治
的
社
会
的
文
化

的
に
も
変
化
し
、
人
々
の
移
動
や
流
動
性
も
あ
り
、
複
数
の
出
身
地
か
ら

な
る
組
織
が
組
織
さ
れ
、
都
市
部
に
お
い
て
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
の
活
動

は
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
空
間
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
移
民
の
共
同
体
も
思
考
や
行
動
に
つ
い
て
、

変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
前
後
に
見
ら
れ
た
幾
つ
か
の
変
化
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
の
思
考
と
行
動
は
、
ム
ス
リ
ム
（
ス
ン
ニ
ー
派
）
の
五

行
六
信
と
は
異
な
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
「
ム
ス
リ
ム
」
な
ら
ば
と
、
ス
ン

ニ
ー
派
ム
ス
リ
ム
の
型
式
が
当
て
は
め
ら
れ
る
。「
ア
リ
ー
様
」
に
関
す

る
地
域
社
会
の
「
民
間
信
仰
」
や
伝
承
の
中
に
「
ズ
ル
フ
ィ
キ
ャ
ー
ル
」

（
ア
リ
ー
様
の
刀
剣
）
や
「
ア
リ
ー
様
の
足
跡
」
が
あ
っ
た
が
、「
ア
レ
ヴ

ィ
ー
リ
キ
」
か
ら
は
ず
れ
て
伝
承
に
と
ど
ま
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
集
落
に
お

け
る
独
特
な
風
習
と
し
て
①
埋
葬
、
葬
儀
の
仕
方
、
デ
デ
の
葬
儀
、
一
周

忌
、
②
生
ま
れ
変
わ
り
の
「
考
え
方
」、
③
ミ
ュ
サ
ー
ヒ
プ
リ
キ
（
擬
制

的
同
朋
関
係
）、
④
民
衆
裁
判
な
ど
が
あ
る
が
、
①
②
は
変
容
し
、
③
④

は
次
第
に
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
廟
墓
で
の
病
気
治
し
、
祈

願
や
ア
ダ
ッ
ク
（
願
か
け
）
は
民
間
で
は
見
ら
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か

ら
も
「
理
念
的
な
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
か
ら
も
線
を
引
か
れ
る
。
九
〇
年
代
に

観
察
で
き
た
「
セ
マ
ー
フ
に
よ
る
シ
ャ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
治
療
」
は
無

く
な
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
関
連
諸
集
団
の
中
心
的
活
動
で
あ
る
ジ
ェ
ム
儀
礼

の
開
催
日
は
地
域
の
農
事
関
係
よ
り
も
都
市
生
活
者
に
合
わ
せ
る
形
に
変

化
し
た
。
ジ
ェ
ム
儀
礼
の
内
容
も
変
化
し
、
各
々
の
地
域
の
独
特
の
ジ
ェ

ム
儀
礼
は
都
市
部
で
「
新
た
な
定
型
」「
新
た
な
標
準
」
の
形
態
に
な
る
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
最
も
初
期
の
Ｃ
Ｒ
へ
の
言
及
は
、
神
智
学
協
会

ド
イ
ツ
支
部
長
に
就
任
し
た
二
年
後
に
行
わ
れ
た
講
演
「
薔
薇
十
字
の
秘

儀
」（
一
九
〇
四
年
）
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
「
東
洋

に
お
い
て
あ
る
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
た
人
間
」
と
し
て
Ｃ
Ｒ
を
紹
介
し
兄
弟

団
の
結
成
に
触
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｒ
が
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
伯
爵
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
述
べ
る
。「
薔
薇
十
字
の
神
智
学
」（
一
九
〇
七
年
）

で
は
、
Ｃ
Ｒ
が
生
ま
れ
変
わ
り
を
重
ね
て
影
響
を
与
え
続
け
て
お
り
、
そ

の
知
恵
の
解
明
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ゲ
ー
テ
が
取
り
組
ん

だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
薔
薇
十
字
的
キ
リ
ス
ト
教
」（
一
九
一
一
年
）
で

は
、
薔
薇
十
字
運
動
が
「
狭
義
に
は
十
三
世
紀
に
始
ま
っ
た
」
と
い
う
前

提
の
も
と
、
Ｃ
Ｒ
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
紹
介
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
当
時
、
古
代
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
か
ら
古
代
イ
ン
ド
、
古
代
ペ
ル
シ

ア
な
ど
の
文
化
を
担
う
十
二
人
の
賢
者
の
も
と
に
現
れ
、
十
二
人
に
よ
っ

て
養
い
教
育
さ
れ
た
十
三
人
目
の
若
者
が
、
パ
ウ
ロ
の
幻
視
と
同
様
の
体

験
を
経
て
、
新
た
な
知
恵
を
体
得
し
、「
真
の
キ
リ
ス
ト
教
」
を
示
し
た
。

そ
の
十
三
人
目
が
十
四
世
紀
に
転
生
し
た
の
が
、
薔
薇
十
字
団
の
Ｃ
Ｒ
で

あ
る
。
そ
の
後
も
Ｃ
Ｒ
は
転
生
を
重
ね
、
そ
の
「
エ
ー
テ
ル
体
」
に
よ
っ

て
力
を
及
ぼ
し
続
け
て
お
り
、
二
十
世
紀
に
生
き
る
人
間
は
ま
す
ま
す
そ

の
力
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

Ｃ
Ｒ
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
薔
薇
十
字
団
の
物
語
は
、
十
七
世
紀
に

ア
ン
ド
レ
ー
エ
と
そ
の
友
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
創
作
で

あ
る
が
、
そ
の
作
品
は
時
代
を
超
え
て
反
響
を
呼
ん
で
き
た
。
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
が
描
く
Ｃ
Ｒ
は
い
わ
ば
二
次
創
作
で
あ
り
、
十
三
世
紀
に
す
で
に
一

度
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
る
Ｃ
Ｒ
が
「
エ
ー
テ
ル
体
」

と
し
て
そ
の
力
を
及
ぼ
す
、
と
い
う
前
提
が
創
作
の
自
由
度
を
増
し
、
シ

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
と
Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

シ
ュ
ル
ー
タ
ー
智
子

　

本
発
表
の
狙
い
は
、
薔
薇
十
字
団
の
伝
説
的
な
始
祖
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
（
以
下
「
Ｃ
Ｒ
」）
に
関
す
る
薔
薇
十
字
文
書
の
記

述
と
、
Ｃ
Ｒ
か
ら
着
想
を
得
た
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
記
述
か

ら
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
Ｃ
Ｒ
理
解
の
特
徴
と
そ
の
宗
教
史
的
な
意
味

を
読
み
解
き
、
近
代
に
お
け
る
薔
薇
十
字
運
動
の
展
開
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
薔
薇
十
字
文
書
と
は
「
薔
薇
十
字
の
名
声
」（
一

六
一
四
年
、
以
下
「
名
声
」）、「
友
愛
団
の
信
条
」（
一
六
一
五
年
）、「
化

学
の
結
婚
」（
一
六
一
六
年
）
の
三
作
品
を
指
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｒ
の
伝
記

的
記
述
の
情
報
源
と
し
て
は
「
名
声
」
が
中
心
と
な
る
。「
名
声
」
に
よ

る
と
、
Ｃ
Ｒ
は
「
兄
弟
団
の
長
で
あ
り
創
始
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
人
」
で
、

「
全
般
的
改
革
を
目
指
し
」
た
人
物
で
あ
る
。
修
道
院
で
生
ま
れ
育
っ
た

Ｃ
Ｒ
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
の
途
中
で
目
的
地
を
変
更
し
、
数
年
に
わ
た

り
ア
ラ
ビ
ア
の
地
に
滞
在
す
る
。
当
地
で
自
然
学
や
数
学
を
学
ん
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
Ｃ
Ｒ
は
、
か
つ
て
の
修
道
院
仲
間
と
共
に
「
Ｍ
の
書
」

に
取
り
組
み
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｒ
を
含
む
八
名
は
「
病
人
を
無
料
で
治
療
す

る
」「
一
年
に
一
度
、
聖
霊
の
家
に
集
合
す
る
」「
兄
弟
団
は
百
年
間
秘
密

と
さ
れ
る
」
な
ど
の
申
し
合
わ
せ
を
誓
っ
て
諸
国
へ
と
散
っ
た
と
い
う
。

　

薔
薇
十
字
文
書
へ
の
反
響
は
大
き
く
、
十
八
世
紀
に
は
ド
イ
ツ
で
「
黄

金
薔
薇
十
字
団
」
が
登
場
し
た
ほ
か
、
十
九
世
紀
に
な
る
と
薔
薇
十
字
を

名
乗
る
集
団
が
複
数
誕
生
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
現
代
に
ま
で
及
ぶ
。

神
智
学
協
会
（
一
八
七
五
年
設
立
）
で
も
ド
イ
ツ
の
神
智
学
者
を
中
心
に

薔
薇
十
字
的
潮
流
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
自
身
も
講
演
で

た
び
た
び
薔
薇
十
字
と
Ｃ
Ｒ
に
言
及
し
て
い
る
。
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見
る
か
？
』
で
描
か
れ
る
未
来
社
会
は
、
生
命
の
不
在
の
感
じ
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
。
今
や
高
級
品
と
な
っ
た
本
物
の
動
物
の
代
わ
り
に
電

気
動
物
を
愛
玩
す
る
こ
と
が
普
通
と
な
り
、
郊
外
は
が
ら
く
た
が
延
々
と

積
み
重
な
り
続
け
る
廃
墟
の
群
れ
と
化
し
て
い
る
。「
情
調
オ
ル
ガ
ン
」

で
日
常
の
気
分
を
自
由
に
操
作
す
る
こ
と
が
習
慣
化
し
た
一
方
で
、
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
は
人
間
と
の
差
異
―
感
情
移
入
能
力
の
有
無
―
を
ほ
と
ん
ど
抹

消
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
宗
教
的
な
る
も
の
が
自
然
か
ら
の
人
間

の
切
り
離
し
に
本
源
的
に
由
来
し
て
い
る
と
し
て
、
マ
ー
サ
ー
教
は
い
わ

ば
人
類
が
行
き
着
く
最
後
の
宗
教
形
態
で
あ
る
。
マ
ー
サ
ー
の
受
難
の
際

限
な
き
反
復
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
何
ら
救
い
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は

な
い
。
マ
ー
サ
ー
と
の
一
体
化
を
経
験
し
た
者
に
は
、
痛
み
の
現
実
感

と
、
そ
し
て
「
と
も
に
い
ま
す
」
と
い
う
約
束
だ
け
が
残
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
語
り
の
行
為
は
時
の
流
れ
を
遡
る
こ
と
で
不
死
な
る
も
の
を
予
示

す
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
全
て
は
虚
構
を
信
じ
る
と
い
う
人
間
固
有
の
能
力
に
か
か

っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
能
力
は
逆
説
的
に
人
間
自
体
を
解
体
す
る
能
力

で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
へ
の
感
情
移
入
を
可

能
に
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
間
の
壁
を
究
極
的
に
無
化
す
る
か
ら
だ
。
し

た
が
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
警
察
署
所
属
の
賞
金
稼
ぎ
リ
ッ
ク
・
デ

ッ
カ
ー
ド
に
よ
る
逃
亡
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
追
跡
と
い
う
本
作
品
の
（
表
向

き
の
）
筋
は
、
主
人
公
が
「
処
理
」
と
い
う
任
務
の
遂
行
不
能
に
陥
る
こ

と
で
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
に
達
す
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
間
と
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
区
別
が
再
び
喚
起
さ
れ

る
た
め
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組
「
バ
ス
タ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
愉
快
な
仲

間
た
ち
」（
彼
ら
自
身
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
）

ュ
タ
イ
ナ
ー
が
薔
薇
十
字
文
書
に
お
け
る
Ｃ
Ｒ
の
物
語
を
時
代
的
・
空
間

的
に
大
幅
に
拡
張
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
が
Ｃ
Ｒ
と
薔
薇
十
字
団
に
つ
い
て
積
極
的
に
論
じ
た
時
期
は
、
神
智
学

協
会
ド
イ
ツ
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
後
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
自
身
が
人

智
学
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
が
描
く
Ｃ
Ｒ
は
、
あ
く
ま
で
も
西
欧
に
活
動
の
基
盤
を
置
き
、「
真

の
キ
リ
ス
ト
教
」
と
そ
の
「
キ
リ
ス
ト
」
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ

う
し
た
描
写
は
、
そ
の
当
時
ア
ニ
ー
・
ベ
サ
ン
ト
を
中
心
に
イ
ン
ド
志
向

を
強
め
て
い
た
神
智
学
協
会
に
対
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
自
身
が
と
っ
た

立
場
に
重
な
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ー
サ
ー
教
と
根
源
悪

山
城　

貢
司

　

絶
え
間
な
く
「
灰
」
が
降
り
注
ぎ
続
け
る
「
戦
後
」、
全
地
球
規
模
の

惑
星
移
住
計
画
が
進
行
す
る
中
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
マ
ー
サ
ー
の
教
え
が

人
々
の
信
奉
を
集
め
て
い
た
。
教
説
の
内
容
は
単
純
で
あ
る
。
人
々
は

「
共
感
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
特
殊
な
遠
隔
装
置
を
用
い
て
、
荒
野
を
登
板

す
る
老
人
―
マ
ー
サ
ー
本
人
―
と
同
一
化
す
る
。
マ
ー
サ
ー
が
頂
上
に
近

づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、「
殺
し
屋
た
ち
」
の
投
石
に
よ
る
迫
害
も
一
層
そ

の
激
し
さ
を
増
す
。
頂
上
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
マ
ー
サ
ー
は
死
ぬ
よ

う
に
見
え
る
。
そ
の
と
き
全
て
は
奈
落
の
底
へ
と
落
ち
て
ゆ
き
、
死
か
ら

の
再
生
の
全
過
程
が
再
び
初
め
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
苦
の
共
体
験
に
没
頭

す
る
こ
と
で
、
孤
独
の
生
を
営
む
個
々
の
マ
ー
サ
ー
教
信
者
は
、
他
者
と

の
繋
が
り
を
回
復
す
る
の
だ
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
の
『
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
電
気
羊
の
夢
を
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創
造
性
の
起
源 

│
│ 

精
神
分
析
理
論
に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
構
想
力 

│
│

田
口　

博
子

　
「
創
造
性
（K

reativität

）」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
芸
術
家
の
創
作
活

動
、
科
学
者
の
研
究
活
動
、
あ
る
い
は
宗
教
家
の
召
命
体
験
な
ど
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
昨
今
で
は
日
常
生
活
に
お

け
る
創
造
的
な
も
の
も
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
回
の
発
表
で
は
「
構
想
力
」
と
創
造
性
の
関
連
を
概
観
し
て
か
ら
、

『
夢
の
解
釈
』
の
辺
り
ま
で
の
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
に
お

け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
提
示
し
て
か
ら
、
創
造
性
と

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
を
考
察
し
た
い
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
は
実
際
に

生
ず
る
知
覚
を
基
に
し
て
成
立
す
る
活
動
で
あ
り
、
知
覚
に
類
似
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
対
象
の
特
性
に
つ
い
て
の
知
覚
だ
け
で
は
な
く
、

一
種
の
判
断
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
錯
誤
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
る
。
中

世
に
お
い
て
も
、
純
粋
に
合
理
的
な
思
考
に
比
べ
る
と
根
拠
や
方
法
が
曖

昧
で
論
証
性
を
欠
き
、
多
く
の
場
合
は
思
考
に
準
じ
た
認
識
能
力
、
思
考

を
補
完
す
る
知
的
活
動
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
学
派
で
は
「
想

像
力
（im

aginatio

）」
は
知
性
で
は
な
く
感
性
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
想
像
す
る
能
力
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
介
し
て
生
産
さ
れ
る

も
の
は
「
像
（pham

tasm
a

）」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
像
は
新
し
く
作
り

出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
あ
っ
た
像
の
再
生
産
、
あ
る
い
は
す

で
に
知
覚
さ
れ
た
表
象
か
ら
素
材
を
取
っ
て
新
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
能
力
は
「
創
作
力
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
「
想
像
力
」
と
い
う
概
念
が
「
構
想
力
（Einbildungskraft

）」
と
し

が
悪
意
を
も
っ
て
す
っ
ぱ
抜
い
た
よ
う
に
、
マ
ー
サ
ー
の
登
板
劇
は
、
ア

ル
・
ジ
ャ
リ
ー
（
恐
ら
く
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
の
発
明
家
ア
ル
・
ジ
ャ
ザ
リ

ー
の
も
じ
り
）
と
い
う
し
が
な
い
役
者
が
青
空
の
書
き
割
り
を
背
景
に
演

じ
た
安
物
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
過
ぎ
ず
、
血
に
見
せ
か
け
た
ケ
チ
ャ
ッ
プ

と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
で
き
た
瓦
礫
を
使
用
し
た
い
か
さ
ま
で
あ
る
こ
と

が
暴
露
さ
れ
る
以
外
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
現
実
へ
の
回

帰
は
し
か
し
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
殺
し
て
本
物
の
ペ
ッ
ト
を
買
う
た
め
の

賞
金
を
稼
ぐ
と
い
う
元
々
の
目
的
を
デ
ッ
カ
ー
ド
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
に

十
分
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
じ
ら
れ
た
幻
影
が
消
え
去
る
と
き
、
宗
教
的

な
る
も
の
も
同
時
に
幻
滅
に
終
わ
る
だ
ろ
う
か
？　

し
か
し
マ
ー
サ
ー
が

説
く
よ
う
に
、
間
違
っ
た
こ
と
を
な
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
正
し
い
こ

と
を
な
す
以
上
に
良
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
人
間
の
定
め
、（
ム
ン
ク
の

絵
画
『
破
瓜
（
思
春
期
）』
に
描
か
れ
た
）「
究
極
の
影
」、「
創
造
の
敗

北
」、「
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
貪
る
例
の
呪
い
の
実
体
」
な
ら
ば
、
少
な
く
と

も
人
間
は
登
板
の
続
行
を
自
ら
に
引
き
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ

は
、
善
を
希
求
し
つ
つ
、
人
間
存
在
を
根
底
に
お
い
て
規
定
し
て
い
る
悪

を
同
時
に
担
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
れ
は
同
時
に
、
仮
象
の
中

に
真
実
を
見
出
し
、
両
者
を
共
に
救
い
出
す
こ
と
、
し
た
が
っ
て
自
動
機

械
の
中
に
も
ま
た
生
命
の
か
け
ら
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
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に
お
い
て
創
造
性
を
主
題
と
す
る
た
め
に
は
、
欲
動
の
「
昇
華
（Subli-

m
ierung

）」、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
白
昼
夢
の
よ
う
な
意
識
の
レ

ヴ
ェ
ル
に
近
い
も
の
で
は
な
く
、
無
意
識
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
取
り
扱

う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
無
意
識
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ

イ
ン
や
Ｄ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
が
主
題
と
し
て
い
る
。
構
想
力
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
、
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ

ン
派
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
ら
の
考
察
を

参
照
し
な
が
ら
論
考
を
進
め
た
い
。

て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
る
の
が
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
で
あ
る
。
構

想
力
の
能
力
が
直
観
で
あ
り
、
感
性
的
対
象
と
の
関
連
に
お
い
て
感
官
に

与
え
ら
れ
た
セ
ン
ス
デ
ー
タ
か
ら
秩
序
を
つ
く
り
だ
す
能
動
的
な
能
力
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
感
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
多
様
な
も
の
を
ま
と
め
て
、
そ
れ

に
概
念
を
与
え
る
。
他
方
で
悟
性
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
構
成
力
は
悟

性
概
念
を
感
性
化
す
る
能
力
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
関
係
を
可
能
に
す
る

の
は
直
観
（
す
な
わ
ち
構
想
力
の
表
象
）
を
悟
性
概
念
（
す
な
わ
ち
悟
性

の
表
象
）
の
も
と
に
包
摂
す
る
判
断
力
で
あ
る
。

　
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（Phantasie

）」
は
精
神
分
析
分
野
の
邦
訳
で
は
「
幻

想
」
の
語
が
充
て
ら
れ
る
。
フ
ロ
イ
ト
自
身
、
こ
の
概
念
を
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
、
例
え
ば
症
例
、
メ
タ
心
理
学
や
文
化
・
社
会
論
に
お
い
て
、
幅
広

く
使
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
幻
想
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
た
論

文
は
存
在
せ
ず
、
明
確
な
定
義
付
け
は
つ
い
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。「
ヒ

ス
テ
リ
ー
研
究
」
で
は
覚
醒
し
た
状
態
で
産
出
さ
れ
る
白
昼
夢
、
想
像
上

の
物
語
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
夢
の
解
釈
』
に
お
い
て
も
白
昼
夢
を
導
き

の
糸
と
し
て
幻
想
が
分
析
さ
れ
る
。
幻
想
は
欲
望
と
現
実
の
あ
い
だ
の
妥

協
形
成
で
あ
る
。
し
か
し
主
体
に
と
っ
て
は
心
的
現
実
で
あ
り
、
外
界
に

不
満
を
抱
く
と
き
に
白
昼
夢
に
類
似
し
た
体
験
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

幻
想
は
願
望
充
足
の
た
め
に
産
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
本
来
の
欲
望
に
仮
装

を
施
し
た
表
現
が
な
さ
れ
、
満
足
が
齎
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
意

識
化
が
困
難
な
場
合
に
は
抑
圧
さ
れ
て
無
意
識
へ
と
送
り
返
さ
れ
る
。

　

こ
の
種
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
、『
判
断
力
批
判
』
に
お
け
る
「
構
想
力
」

と
い
う
よ
り
も
、
構
想
力
が
悟
性
と
は
無
関
係
に
単
独
で
活
動
し
、
双
方

が
相
互
に
活
気
付
け
を
行
わ
ず
、
総
括
と
感
性
化
が
な
さ
れ
ず
に
自
足
す

る
「
空
想
（Phantasie

）」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
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『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
死
生
観
と
冥
界
観
の
特
質

渡
辺
　
和
子

　
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』（
以
下
『
詩
』）
は
前
十
九
、
八
世
紀
に
ア

ッ
カ
ド
語
で
編
纂
さ
れ
たO

B

（O
ld Babylonian

）
版
に
始
ま
る
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
の
有
名
な
作
品
（
群
）
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
特
に
前
十
二
世

紀
頃
に
成
立
し
たSB

（Standard Babylonian

）
版
（
基
本
文
献
は

George 2003; 2020
）
を
中
心
に
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ（
Ｇ
）と
エ
ン
キ
ド

ゥ（
Ｅ
）の
死
生
観
、
冥
界
観
な
ど
か
ら
編
纂
意
図
を
考
察
す
る
。

　

ウ
ル
ク
の
少
年
王
Ｇ
が
あ
る
種
の
「
暴
君
」
で
あ
る
こ
と
に
対
処
す
る

た
め
、
神
々
に
よ
っ
て
野
人
Ｅ
が
荒
野
に
創
造
さ
れ
る
。
Ｅ
は
ウ
ル
ク
か

ら
来
た
シ
ャ
ム
ハ
ト
に
よ
っ
て
人
間
の
言
語
ほ
か
の
「
教
育
」
を
受
け

て
、
ウ
ル
ク
の
青
年
王
と
な
っ
た
Ｇ
の
も
と
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
Ｇ
の

「
友
人
」
と
な
る
。
Ｇ
は
レ
バ
ノ
ン
杉
の
森
の
番
人
フ
ン
バ
バ（
Ｈ
）を
殺

し
に
ゆ
く
計
画
を
持
ち
か
け
る
が
、
理
由
は
人
間
の
寿
命
は
限
ら
れ
て
い

て
、
す
べ
て
の
行
為
は
む
な
し
い
か
ら
と
い
う
（SB II 234-235

）。
シ

ュ
メ
ー
ル
語
の
作
品
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
と
フ
ワ
ワ
』（
前
十
八
世
紀
頃
ま

で
に
は
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
）
に
あ
る
類
似
箇
所
で
は
Ｇ
が
城
壁
か
ら

外
を
見
る
と
水
死
体
（
洪
水
の
犠
牲
者
）
が
目
に
入
り
、
人
間
は
あ
っ
け

な
く
死
ぬ
こ
と
に
衝
撃
を
覚
え
る
。
そ
こ
で
Ｇ
は
死
ぬ
前
に
名
を
確
立
し

た
い
の
で
レ
バ
ノ
ン
の
山
へ
向
か
う
と
い
う
。
シ
ュ
メ
ー
ル
語
作
品
の
中

で
は
Ｅ
は
Ｇ
の
召
使
い
で
あ
り
、
フ
ワ
ワ
（
フ
ン
バ
バ
）
の
首
を
落
と
す

こ
と
も
Ｅ
が
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｈ
殺
し
に
つ
い
て
神
エ
ン

リ
ル
か
ら
叱
責
さ
れ
る
の
は
Ｇ
で
あ
り
、
Ｈ
の
首
は
エ
ン
リ
ル
に
よ
っ
て

祝
福
さ
れ
る
（cf. Frayne 2019, in Foster (ed.), pp. 125-138

）。

　

と
こ
ろ
が
ア
ッ
カ
ド
語
版
で
は
、
Ｇ
の
提
案
に
Ｅ
は
即
座
に
反
対
し
、

最
高
神
エ
ン
リ
ル
が
杉
の
森
に
人
間
を
近
づ
け
な
い
た
め
に
、
恐
ろ
し
い

番
人
と
し
て
の
天
命
を
Ｈ
に
与
え
た
と
い
う
（SB II 218-219

と
並
行

箇
所
）。
こ
れ
は
Ｅ
が
お
そ
ら
く
シ
ャ
ム
ハ
ト
か
ら
宗
教
教
育
も
受
け
た

こ
と
を
示
す
。
ま
た
Ｅ
は
荒
野
に
い
た
頃
に
Ｈ
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

顔
見
知
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ウ
ル
ク
の
長
老
た
ち
は
荒
野
を
知
る
Ｅ
に

Ｇ
を
守
る
こ
と
を
命
じ
て
、
Ｈ
殺
害
の
旅
に
送
り
出
す
。
Ｅ
は
エ
ン
リ
ル

か
ら
罰
が
下
る
予
感
に
震
え
な
が
ら
、
Ｇ
に
名
声
を
得
さ
せ
る
役
割
を
果

た
す
。
Ｈ
の
首
を
取
っ
て
ウ
ル
ク
に
帰
還
し
た
Ｇ
は
女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
か

ら
求
婚
さ
れ
る
が
断
る
と
、
怒
っ
た
イ
シ
ュ
タ
ル
は
父
神
ア
ヌ
に
「
天
の

牛
」
を
送
っ
て
も
ら
う
。
し
か
し
Ｇ
と
Ｅ
は
「
天
の
牛
」
も
殺
し
て
し
ま

う
。
こ
れ
ら
の
暴
挙
に
対
す
る
罰
と
し
て
神
々
は
Ｅ
の
死
を
決
め
る
。
Ｅ

は
か
な
り
苦
し
む
が
、
間
も
な
く
行
く
冥
界
を
「
夢
」
で
見
る
。
そ
れ
は

薄
暗
く
、
粘
土
と
塵
が
食
べ
物
と
い
う
死
者
供
養
が
な
い
冥
界
で
あ
っ

た
。
Ｅ
は
太
陽
神
シ
ャ
マ
シ
ュ
の
助
言
も
あ
り
、
死
を
受
け
入
れ
、
自
分

が
い
く
つ
も
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
ほ
し
い
と
Ｇ

に
遺
言
す
る
。
Ｅ
の
死
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
Ｇ
は
深
く
悲
し
み
、
自
分
も
こ

の
よ
う
に
死
を
迎
え
る
こ
と
に
お
の
の
く
が
、
同
時
に
死
は
免
れ
得
る
の

か
と
い
う
疑
問
も
い
だ
く
。
そ
し
て
太
古
の
洪
水
か
ら
知
恵
の
神
エ
ア
に

助
け
ら
れ
、
エ
ン
リ
ル
か
ら
永
遠
の
命
を
与
え
ら
れ
て
神
と
さ
れ
た
ウ
ー

タ
・
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ（
Ｕ
）に
会
う
た
め
に
、
荒
野
を
越
え
る
初
め
て
の
一

人
旅
に
出
る
。
よ
う
や
く
会
え
た
Ｕ
は
、
永
遠
の
命
を
得
た
経
緯
を
語
る

が
、「
今
」
は
永
遠
の
命
を
与
え
る
た
め
の
神
々
の
会
議
を
招
集
す
る
者

は
い
な
い
と
告
げ
る
。
そ
し
て
六
日
七
晩
起
き
て
い
る
よ
う
に
言
っ
た
と

た
ん
に
Ｇ
は
昏
睡
状
態
に
陥
る
。
七
晩
の
後
に
起
こ
さ
れ
た
Ｇ
に
は
悲
嘆

も
死
の
恐
怖
も
な
く
な
り
、
死
は
不
可
避
と
思
え
た
。



　　176

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

て
い
る
。
天
の
木
で
あ
り
、
根
に
関
し
て
エ
ン
リ
ル
と
ニ
ン
リ
ル
、
あ
る

い
は
エ
ン
キ
と
ニ
ン
キ
、
さ
ら
に
根
か
ら
エ
ン
キ
が
水
を
注
ぎ
出
し
、
枝

に
お
い
て
太
陽
神
ウ
ト
ゥ
が
天
命
を
決
定
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
タ
マ
リ

ス
ク
の
起
源
は
神
々
に
由
来
し
、
ま
た
そ
れ
は
壮
大
な
宇
宙
に
属
す
る
一

部
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　

職
人
た
ち
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
神
像
に
霊
を
入
れ
、
生
き
た
神
と
す

る
儀
礼
、「
ミ
ー
ス
・
ピ
ー
（
口
洗
い
）
儀
礼
」
に
お
い
て
も
、
タ
マ
リ

ス
ク
は
清
ら
か
な
場
所
で
生
育
し
、
純
粋
な
木
と
賛
美
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
樹
木
か
ら
神
像
が
作
ら
れ
る
。
ア
ー
シ
プ
が
タ
マ
リ
ス

ク
な
ど
の
植
物
で
神
像
の
口
を
繰
り
返
し
洗
い
清
め
、
口
開
き
を
し
、
像

は
神
へ
と
変
容
し
て
い
く
。
ア
ー
シ
プ
が
「
ア
サ
ル
ヒ
、
エ
リ
ド
ゥ
の
息

子
」
と
い
わ
れ
て
い
る
文
言
も
重
要
で
あ
る
。
ア
サ
ル
ヒ
は
、
知
恵
の

神
、
淡
水
の
神
で
あ
る
エ
ン
キ
／
エ
ア
の
息
子
と
み
な
さ
れ
、
の
ち
に
マ

ル
ド
ゥ
ク
と
同
一
視
さ
れ
る
神
で
あ
る
。
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
、
ア
サ
ル

ヒ
は
悪
霊
を
追
放
し
人
々
の
病
気
を
治
療
す
る
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た

が
、
ア
ー
シ
プ
は
そ
の
よ
う
な
ア
サ
ル
ヒ
に
な
ら
い
、
エ
ン
キ
／
エ
ア
を

守
護
神
と
し
て
神
的
力
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
唱
え
ご
と
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
分
類
し
た
四
つ
の
タ
イ
プ
が
従
来
参
照
さ
れ
て
い
る
（Falken-

stein 1931, D
ie H

aupttypen der Sum
erischen Beschw

örung 
literarisch untersucht

）。
そ
れ
に
よ
る
と
本
発
表
で
扱
っ
て
い
る
も

の
は
、
儀
礼
で
用
い
る
道
具
や
材
料
を
聖
化
、
浄
化
す
る
た
め
の
唱
え
ご

と
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
（W

eihungstyp/ K
ultm

ittelbeschw
ö-

rung
）。
し
か
し
そ
の
機
能
の
ほ
か
、
道
具
や
材
料
が
宇
宙
と
い
う
大
き

な
次
元
に
属
し
、
ア
ー
シ
プ
の
儀
礼
で
重
要
な
働
き
を
す
る
も
の
と
呼
び

　

SB

版
の
編
者
ス
ィ
ン
・
レ
ー
キ
・
ウ
ン
ニ
ン
ニ
は
『
詩
』
の
冒
頭
で
、

旅
か
ら
戻
っ
た
Ｇ
を
知
恵
の
す
べ
て
を
得
た
覚
者
と
し
て
紹
介
す
る
。
そ

こ
に
至
る
に
は
、
エ
ア
の
役
割
を
果
た
す
Ｕ
が
Ｇ
に
再
生
と
す
べ
て
の
知

恵
を
得
さ
せ
た
こ
と
、
神
々
か
ら
託
さ
れ
た
役
目
を
果
た
し
た
罪
な
き
Ｈ

や
Ｅ
の
犠
牲
の
死
が
あ
っ
た
。
ま
たSB

版
の
年
代
の
習
慣
と
は
異
な

る
、
死
者
供
養
の
な
い
冥
界
観
の
異
質
さ
、
Ｇ
が
い
ず
れ
迎
え
る
死
を
あ

え
て
語
ら
な
い
不
思
議
さ
も
含
め
て
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で

あ
る
ア
ー
シ
プ
の
伝
統
に
与
す
る
編
者
が
、
ア
ー
シ
プ
の
段
階
的
修
行
に

そ
う
よ
う
に
、
謎
を
込
め
た
奥
義
書
と
し
て
『
詩
』
を
再
編
し
た
と
考
え

る
。
そ
れ
は
現
代
人
に
も
謎
の
書
で
あ
り
、「
古
代
」
の
再
考
を
迫
る
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ア
ー
シ
プ
に
よ
る
儀
礼
の
唱
え
ご
と

細
田
あ
や
子

　

発
表
者
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
宗
教
儀
礼
実
践
の
広
い
領
域
（
医

療
、
医
術
、
除
災
、
占
い
、
死
霊
へ
の
対
処
な
ど
）
に
お
い
て
高
度
な 

技
術
を
有
し
て
い
た
ア
ー
シ
プ
（āšipu

）、
あ
る
い
は
マ
シ
ュ
マ
シ
ュ

（m
ašm

a(š)šu

）
と
呼
ば
れ
る
職
能
者
に
着
目
し
て
研
究
を
続
け
て
い

る
。
彼
ら
が
行
っ
て
い
た
儀
礼
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
の
解
読
に
よ
り
、
ア

ー
シ
プ
た
ち
は
異
界
へ
の
修
行
を
行
い
、
生
と
死
を
越
境
し
、
ヌ
ミ
ノ
ー

ゼ
な
る
も
の
の
意
味
を
学
び
、「
聖
な
る
も
の
」
に
向
き
合
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
ア
ー
シ
プ
の
特
徴
を
さ
ら

に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
植
物
、
と
く
に
タ
マ
リ
ス

ク
に
着
目
す
る
。

　

初
期
王
朝
、
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
の
儀
礼
の
唱

え
ご
と
で
は
、
タ
マ
リ
ス
ク
は
純
粋
、
清
浄
、
聖
な
る
も
の
と
賛
美
さ
れ
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ケ
ー
ラ
ラ
に
伝
わ
る
王
の
灌
頂
儀
礼

高
島
　
　
淳

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
王
権
儀
礼
に
つ
い
て
の
研
究
は
ヴ
ェ
ー
ダ
期
を
中
心

に
な
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
ヴ
ェ
ー
ダ
期
以
降
に
つ
い
て
も
ま
と
ま
っ
た

研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
占
星
術
的
要

素
が
重
要
に
な
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ー
ナ
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
な
平
穏
と

豊
穣
を
求
め
る
よ
う
な
儀
礼
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
回
ケ
ー
ラ
ラ
の
旧
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
コ
ー
ル
藩
王
家
の
守
護
寺
院
主
席
司
祭

の
家
に
伝
わ
るrājñām

 abhis. ekakarm
a

「
王
の
灌
頂
儀
軌
」
と
い

う
写
本
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と

で
近
世
に
お
け
る
王
権
儀
礼
が
プ
ラ
ー
ナ
的
な
も
の
に
留
ま
る
の
か
タ
ン

ト
リ
ズ
ム
的
要
素
を
含
む
も
の
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
写
本

は
マ
ラ
ヤ
ー
ラ
ム
文
字
で
書
か
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
り
、
33
詩
節
か
ら
な
る
が
、
シ
ュ
ロ
ー
カ
は
一
詩
節
の
み
で
そ
れ
以
外

は
ヴ
ァ
サ
ン
タ
テ
ィ
ラ
カ
ー
な
ど
か
ら
な
る
。

　

以
下
に
内
容
を
要
約
す
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
ア
ー
ガ
マ
と
ラ
ー
マ
・

マ
ン
ト
ラ
に
よ
る
こ
と
。
ア
ー
ガ
マ
的
祭
礼
の
様
式
に
し
た
が
っ
て
、
三

つ
の
儀
礼
小
屋
を
建
て
て
行
な
う
こ
と
。
王
の
デ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ー
を
ま
ず

行
な
う
こ
と
。
ホ
ー
マ
儀
礼
を
伴
っ
て
瓶
な
ど
の
供
養
を
行
な
う
こ
と
。

水
・
米
粒
・
宝
石
な
ど
に
よ
る
予
備
的
沐
浴
を
第
一
日
目
に
行
な
う
こ

と
。
二
日
目
に
「
私
（aham

）」
の
マ
ン
ト
ラ
と
呼
ば
れ
る
マ
ン
ト
ラ

に
よ
っ
て
神
と
一
体
化
し
た
師
に
よ
る
第
一
の
灌
頂
を
行
な
う
こ
と
。
続

い
て
水
に
よ
る
沐
浴
と
マ
ン
ト
ラ
の
授
与
、
玉
座
の
上
で
米
粒
と
宝
石
に

よ
る
第
二
の
灌
頂
を
行
な
う
こ
と
。
更
に
統
治
法
と
補
助
儀
礼
を
王
に
教

授
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
最
後
に
祭
司
へ
報
酬
を
与
え
る
こ
と
と
、

か
け
ら
れ
、
生
動
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
こ
う
し
た
唱
え

ご
と
の
文
言
は
、
宇
宙
と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
知
恵
と
技
を
習
得
し
た

ア
ー
シ
プ
に
よ
る
「
ア
ー
シ
プ
文
学
」
と
い
う
領
域
に
内
包
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ア
ー
シ
プ
の
唱
え
ご
と
が
神
話
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
植
物
と
ア
ー
シ
プ
と
の
関
連
を
考
え
る

際
、
ア
ッ
カ
ド
語
の
「
論
争
詩
」
の
一
つ
『
タ
マ
リ
ス
ク
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
』

が
注
目
さ
れ
る
。
論
争
詩
と
は
、
人
間
で
な
い
も
の
（
動
物
、
植
物
、
事

物
な
ど
）
が
擬
人
化
さ
れ
、
互
い
に
論
拠
を
出
し
な
が
ら
、
自
分
が
相
手

よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
議
論
し
あ
う
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
作
品

で
、
タ
マ
リ
ス
ク
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
特
徴
や
長
所
を
列

挙
し
論
争
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
タ
マ
リ
ス
ク
が
「
私
は
マ
シ
ュ
マ
シ
ュ

（
ア
ー
シ
プ
）
で
あ
る
。
神
殿
を
盛
大
に
す
る
／
浄
め
る
。
私
は
秀
で
て

い
る
」
と
述
べ
る
一
節
が
あ
る
。
儀
礼
執
行
者
ア
ー
シ
プ
が
タ
マ
リ
ス
ク

を
用
い
て
場
や
物
事
を
浄
め
る
こ
と
が
こ
こ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ー
シ
プ
の
儀
礼
で
は
タ
マ
リ
ス
ク
や
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
ほ
か
、
葦
、
マ

シ
ュ
タ
カ
ル
草
（
サ
ボ
ン
ソ
ウ
）、
エ
ー
ル
木
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
ス
ギ
な

ど
多
種
多
様
の
植
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鉱
物
も
多
く
使
用
さ
れ

る
。
今
後
、
物
質
文
化
の
議
論
の
観
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
も
の
」
が

神
霊
や
人
間
に
作
用
を
及
ぼ
す
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
行
為
主
体
）
と
な
る
儀

礼
の
仕
組
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
儀
礼
が
発
揮
す
る
力
学

は
、
神
霊
と
世
界
の
媒
介
者
で
あ
る
ア
ー
シ
プ
の
特
性
か
ら
も
説
明
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
の
儀
礼
な
ど
を
受
け

る
形
で
一
七
五
〇
年
の
前
後
の
時
期
に
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
コ
ー
ル
王
国
初
代
の

王
の
灌
頂
を
目
指
し
た
の
が
今
回
検
討
し
た
王
の
灌
頂
の
儀
軌
で
あ
る
と

推
定
し
た
い
。

　

本
研
究
は
、
科
研
費
基
盤
研
究19H

01195

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

吉
見
幸
和
の
神
と
神
罰
論

城
所
　
喬
男

　

吉
見
幸
和
（
一
六
七
三
―
一
七
六
一
）
は
近
世
中
期
の
神
道
家
で
、
尾

張
東
照
宮
神
主
の
家
に
生
ま
れ
、
朱
子
学
を
浅
見
絅
斎
か
ら
、
垂
加
神
道

を
玉
木
正
英
や
正
親
町
公
道
か
ら
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
は
『
五
部
書
説
弁
』（
一
七
三
六
）
を
代
表
と
す
る
著
作
な
ど
で
、

伊
勢
神
道
や
吉
田
神
道
を
初
め
と
し
た
既
存
神
道
へ
の
実
証
的
で
詳
細
な

批
判
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
を
繰
り
広
げ
た
時
に

用
い
た
方
法
論
が
、
国
か
ら
出
た
正
式
な
文
書
か
ら
神
道
を
考
え
る
国
史

官
牒
主
義
で
あ
り
、
こ
の
方
法
論
に
よ
っ
て
、
今
日
幸
和
は
「
実
証
的
」、

「
合
理
主
義
的
」
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
自
ら
の
「
実
証

的
」「
合
理
主
義
」
的
思
想
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
主
流
を
な
し
て
い

た
神
道
思
想
を
次
々
と
論
破
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
自
ら
が
学
ん

で
き
た
垂
加
神
道
さ
え
も
例
外
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
の
神
代
紀
を
分
析

し
た
『
神
代
正
義
』
で
は
、
垂
加
神
道
の
解
釈
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場

を
と
り
、
最
終
的
に
は
、
神
代
紀
に
記
さ
れ
た
神
々
の
多
く
が
人
体
で
あ

り
、
日
本
書
紀
な
ど
に
記
さ
れ
た
神
代
の
話
は
、
人
の
歴
史
で
あ
る
と
い

う
あ
る
種
の
「
合
理
主
義
」
的
解
釈
を
展
開
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
幸
和
は
死
後
、
自
ら
が
神
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で 

四
ヴ
ァ
ル
ナ
へ
の
守
護
を
行
な
え
ば
死
後
に
更
に
多
く
の
功
徳
が
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
説
い
て
終
わ
る
。
特
徴
的
な
点
は
「
私
が
今
汝
を
王
と
し
て

灌
頂
す
る
」
と
い
う
マ
ン
ト
ラ
を
伴
う
灌
頂
が
儀
礼
の
中
心
を
な
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

比
較
で
き
る
近
世
の
例
と
し
て
、
一
六
七
四
年
に
行
な
わ
れ
た
マ
ラ 

ー
タ
王
国
の
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
の
戴
冠
式
の
儀
礼
の
儀
軌
文
献
（Śrīśiva-

rājyābhis. ekakalpataru

）
に
お
い
て
も
同
様
の
儀
軌
の
あ
り
方
が
見

ら
れ
る
。
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
の
戴
冠
式
は
六
月
六
日
に
プ
ラ
ー
ナ
的
儀
礼
に

よ
り
行
な
わ
れ
た
が
、
変
事
が
続
い
た
た
め
一
〇
月
三
日
に
二
回
目
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
シ
ヴ
ァ
教
の
ア
ー
ガ
マ
的
祭
式
で
あ
っ
た
が
中
心
的

要
素
は
シ
ヴ
ァ
と
一
体
化
し
た
祭
司
に
よ
る
「
私
が
灌
頂
し
た
」
と
い
う

記
述
を
伴
う
マ
ン
ト
ラ
に
よ
る
灌
頂
と
、
女
神
の
マ
ン
ト
ラ
の
授
与
で
あ

っ
た
。

　

六
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
的
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
王
の
灌
頂
儀
礼
自
体
は
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
的
に
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
至
高
の
神
（
シ
ヴ
ァ
あ
る
い
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
）
へ

の
信
仰
は
王
の
個
人
的
デ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
、
最
高

の
信
徒
で
あ
る
こ
と
が
寺
院
の
建
造
な
ど
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と

が
重
要
で
、
王
権
儀
礼
が
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
的
に
な
る
必
要
は
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
王
の
灌
頂
儀
礼
な
ど
は
プ
ラ
ー
ナ
的
な
も

の
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ム
ス
リ
ム
の
支
配
者
が
預
言
者
を
通
し
て
神

に
よ
る
支
配
の
正
当
性
を
語
る
言
説
が
広
ま
る
の
に
対
抗
し
て
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
側
か
ら
も
神
自
身
に
よ
る
支
配
権
の
授
与
を
語
る
言
説
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
絶
対
神
と
一
体
化
し
た
祭
司
が
「
私
（aham

）」

と
し
て
王
に
灌
頂
を
与
え
る
儀
礼
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
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を
論
じ
、
そ
も
そ
も
秀
吉
が
同
じ
天
皇
の
臣
下
で
あ
る
家
康
を
勝
手
に
自

ら
の
臣
下
と
し
、
秀
頼
に
仕
え
る
よ
う
神
に
誓
願
さ
せ
た
こ
と
は
、
君
臣

上
下
長
幼
の
位
を
無
視
し
た
行
い
で
あ
り
、
ゆ
え
に
神
慮
に
背
き
、
秀
吉

の
誓
願
は
無
効
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
幸
和
の
考
え
る

神
と
は
、
社
会
秩
序
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
資
料
か
ら
導
き
出
し
た
幸
和
の
神
観
を
初
め
に
紹
介
し
た
辞
世

の
漢
詩
と
句
に
あ
て
は
め
、
幸
和
の
死
後
観
を
考
察
す
る
と
、
漢
詩
に
あ

る
「
神
化
」
と
は
、
幸
和
が
死
後
吉
見
家
の
祖
神
に
な
る
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
句
で
は
吉
見
家
の
子
孫
た
ち
に
対
し
て
は

「
神
君
」
つ
ま
り
神
で
あ
る
家
康
に
「
直
く
仕
」
え
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

　

つ
ま
り
、
吉
見
家
の
子
孫
が
神
君
家
康
に
仕
え
る
こ
と
を
神
と
な
っ
た

幸
和
が
支
え
る
と
い
う
構
造
が
幸
和
の
辞
世
の
漢
詩
と
句
の
背
景
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

離
島
に
お
け
る
近
代
神
社
関
係
史
料 

│
│ 

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
の
事
例 

│
│

中
道
　
豪
一

　

本
報
告
は
瀬
戸
内
海
の
離
島
大
崎
上
島
（
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島

町
）
に
お
け
る
近
代
神
社
関
係
史
料
を
通
し
、
神
祇
信
仰
の
実
態
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

大
崎
上
島
は
人
口
約
七
〇
〇
〇
人
（
令
和
四
年
八
月
）
を
擁
す
る
広
島

県
中
部
島
嶼
部
で
は
最
大
の
面
積
を
誇
る
離
島
で
、
竹
原
湾
の
南
方
約
四

キ
ロ
の
沖
合
に
位
置
す
る
島
で
あ
る
。
歴
史
関
連
事
項
と
し
て
は
、
大
崎

上
島
諸
島
の
生
野
島
に
お
け
る
縄
文
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
、
大
崎
上
島

い
た
。
そ
の
一
例
が
幸
和
の
漢
詩
で
あ
る
「
難
謝
君
父
恩　

空
帰
病
躰 

下　

死
生
自
有
期　

炳
焉
爰
神
化
」
で
あ
る
。
幸
和
が
「
人
が
神
と
な

る
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
田
勉
が
指
摘
し
て
い

る
が
、
天
皇
守
護
に
よ
っ
て
死
後
神
と
な
る
事
例
の
み
に
留
ま
っ
て
い

る
。
漢
詩
が
天
皇
守
護
を
志
向
し
て
い
る
か
は
疑
問
が
あ
り
、
同
時
期
に

詠
ま
れ
た
辞
世
の
句
、「
世
々
を
へ
て
君
が
恵
の
か
し
こ
さ
に
な
き
身
と

な
り
て　

い
が
ゞ
報
ん　

神
君
に
直
く
仕
へ
よ
恵
あ
る
我
う
み
の
子
も
年

を
か
さ
ね
て　

年
波
の
立
に
ま
か
せ
て
ゆ
く
舟
の
浮
世
の
風
を
除
と
し
も

な
し
」
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
幸
和
自
身
が
死
後
、
神
と
な
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
。
本
発
表
で
は

こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
①
吉
見
家
の
葬
送
儀
礼
か
ら
吉
見
家
の

人
々
が
神
に
な
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
②
幸
和
の
考
え
る
神
の
行
為
論

か
ら
幸
和
が
神
と
な
る
こ
と
で
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
明
確
に

す
る
た
め
、
彼
の
「
神
罰
」
論
の
検
証
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
①
で
は
吉
見
家
の
葬
祭
に
つ
い
て
の
概
要
と
手
順
を
記
し
た

『
吉
見
家
葬
祭
略
式
』
を
用
い
た
。
こ
の
資
料
の
神
体
の
項
目
で
は
、
吉

見
家
の
祖
霊
を
祭
る
神
体
で
あ
る
鏡
を
入
れ
る
霊
函
に
つ
い
て
、「
此
れ
、

我
家
祖
神
の
霊
函
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
見
家
が
自
ら
の

家
の
祖
霊
を
神
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
②
に
つ

い
て
は
『
儺
追
問
答
』、『
反
誓
神
罰
有
無
論
』
を
用
い
た
。『
儺
追
問
答
』

で
幸
和
は
、
神
と
は
積
悪
・
不
仁
に
対
し
て
は
祟
り
を
与
え
る
が
、「
正

直
」
な
行
い
、
即
ち
正
し
い
政
治
行
為
に
対
し
て
は
、
助
力
す
る
存
在
で

あ
る
と
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
『
反
誓
神
罰
有
無
論
』
で
は
、
豊
臣
秀
吉

が
自
ら
の
嫡
子
秀
頼
を
自
身
と
同
じ
位
に
付
け
る
こ
と
を
徳
川
家
康
に
要

求
、
神
に
誓
願
さ
せ
た
が
、
後
に
家
康
が
そ
の
誓
を
破
っ
た
こ
と
の
是
非
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翌
年
地
元
（
上
組
・
下
組
そ
れ
ぞ
れ
）
に
再
び
奉
斎
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
伝
承
が
補
強
さ
れ
た
ほ
か
、

都
志
阿
納
（
木
江
）
と
い
う
地
名
が
菅
原
道
真
に
由
来
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
神
祇
信
仰
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
こ
の
中
野
八
幡
神
社
の
史
料
は
、
現
宮
司
の
泉
知
佐
氏
の
曽
祖
父
澤

山
義
彰
氏
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
代

神
社
行
政
手
続
き
に
関
す
る
史
料
も
多
く
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
見
逃
し

が
た
い
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
『
神
社
明
細
帳
』（
豊
田
郡
分
）、『
大
崎
町
史
』（
昭
和
五
六
年
）

編
纂
時
に
収
集
し
た
明
治
初
期
の
文
書
群
（「
神
社
調
書
」「
神
社
取
調

帳
」
な
ど
）、
郷
土
史
家
福
本
清
ら
の
業
績
を
再
吟
味
す
る
こ
と
で
明
治

初
期
に
実
施
さ
れ
た
神
社
整
理
の
状
況
や
、
島
内
に
存
在
す
る
厳
島
神
社

元
宮
伝
承
に
つ
い
て
も
発
見
が
あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
お
い
て
も
、
宇
賀

神
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
神
社
整
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
島
内
に
七

つ
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
所
在
地
不
明
と
な
っ
た
厳
島
神
社
の
存

在
（
木
越
谷
や
濱
な
ど
）
と
位
置
な
ど
は
、
大
崎
上
島
に
お
け
る
神
祇
信

仰
の
実
態
を
考
察
す
る
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

吉
田
兼
原
に
よ
る
『
神
壇
大
義
』
の
述
作 

│
│ 

事
相
解
釈
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

新
田
　
惠
三

　

吉
田
兼
原
（
一
七
四
一
―
一
七
九
九
）
が
記
し
た
『
神
壇
大
義
』（
天

理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
神
具
に
つ
い
て
の
記
述
の

み
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
、
三
壇
行
事
（
三
元
十
八
神
道
次
第
、

宗
源
妙
行
次
第
、
神
道
護
摩
次
第
）
が
家
説
や
種
々
の
神
道
説
を
引
用
し

に
お
け
る
古
墳
時
代
以
降
の
様
々
な
遺
跡
・
遺
物
が
知
ら
れ
て
お
り
、
神

祇
信
仰
関
連
で
は
世
界
遺
産
厳
島
神
社
の
元
宮
伝
承
が
有
名
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
歴
史
的
状
況
を
背
景
と
し
、
島
内
で
は
令
和
三
年
よ
り
町
史

（
近
代
以
降
）
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
。
本
報
告
は
、
そ
の
編
纂
に
向
け

て
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
、
複
数
の
近
代
神
社
関
係
史
料
を
中
心
に
内
容

を
展
開
す
る
。

　

ま
ず
大
崎
上
島
に
お
け
る
神
社
を
考
察
す
る
に
は
、『
安
芸
国
神
名
帳
』、

『
芸
藩
通
誌
』、『
国
郡
志
御
編
集
下
弾
書
出
帖
』、『
差
出
帳
』、『
大
崎
町

史
』（
昭
和
五
六
年
）
編
纂
時
に
収
集
し
た
文
書
群
等
、
近
代
以
前
の
史

料
を
繙
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
（
令
和
四
年
現
在
）
の
島
内
神
社
を
考
察

す
る
に
は
『
広
島
縣
神
社
誌
』（
平
成
六
年
）
や
、
金
原
兼
雄
が
作
成
し

た
地
図
「
大
崎
島
の
神
社
・
寺
院
と
地
区
・
講
の
小
祠
小
堂
」（
平
成
八

年
）
を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
史
家
た
ち
の
成
果
が
存
在
す
る
が
、
近
代
に

お
け
る
神
社
の
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
町
史
編
纂
に
ま
つ
わ
る
調
査
か
ら
複
数
の
史
料
が

発
見
さ
れ
、
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
神
社
に
ま
つ
わ
る
状
況
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
中
で
も
中
野
八
幡
神
社
の
史
料
に
は
明
治
四
十

年
代
に
実
施
さ
れ
た
神
社
整
理
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
「
整
理
対
象
と

な
っ
た
神
社
名
」、「
公
式
の
神
社
合
併
と
は
別
に
私
祭
合
併
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
」、「
私
祭
合
併
さ
れ
た
神
社
の
中
か
ら
、
地
域
の
要
望
に
よ
り
元

の
場
所
に
戻
さ
れ
た
神
社
が
あ
る
こ
と
」
等
の
事
実
が
判
明
し
た
（『
縁

起
書
』、『
神
社
明
細
帳
』（
中
野
八
幡
神
社
分
）、『
年
中
行
事
書
類
』、

『
御
由
緒
及
調
査
書　

神
社
沿
革
史
』、『
願
伺
届
扣
及
指
令
書
綴
』、『
棟

札
写
綴
書
』
な
ど
）。
島
内
の
上
組
・
下
組
地
区
（
共
に
東
野
）
で
は
、

明
治
四
二
年
に
古
社
八
幡
神
社
（
東
野
）
へ
合
祀
さ
れ
た
祇
園
神
社
が
、
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三
壇
行
事
を
、「
神
前
祈
禱
の
作
法
」
と
し
て
お
り
、「
誠
敬
感
應
の
妙
を

致
す
と
こ
ろ
を
肝
要
」
と
す
る
な
ど
、「
至
誠
」「
誠
敬
」「
感
應
」
を
重

視
し
て
い
る
。

　

松
岡
雄
淵
『
神
道
祈
禱
辨
』
と
『
神
壇
大
義
』
と
を
比
較
す
る
と
、

「
祈
禱
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
が
類
似
し
て
お
り
、
吉
田
兼
原
が
松

岡
雄
淵
よ
り
「
祈
禱
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
記
録
（『
良
俱
卿
御
筆
』）
も

存
す
る
こ
と
よ
り
、
吉
田
兼
原
が
松
岡
雄
淵
の
祈
禱
論
の
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、
松
岡
雄
淵
が
筆
記
し
た
『
神
學
大
意
』
で
は
「
祈
禱
」
が
特
に

教
学
の
重
要
事
項
と
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
第
一
条
の
「
神
學
名
分
之
事
」

に
続
き
、
第
二
条
と
し
て
「
祈
禱
之
事
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

「
祈
禱
之
事
」（『
神
學
大
意
』）
に
お
い
て
「
祈
禱
」
は
、「
神
代
巻
磐
戸

之
段
」
が
は
じ
め
で
あ
る
と
し
て
磐
戸
前
で
の
祭
祀
で
活
躍
し
た
児
屋
命

を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、「
誠
」（「
至
誠
」）・「
敬
」（「
至
敬
」）
を
尽
く
す

こ
と
に
よ
っ
て
「
感
応
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
記
述
は
吉
田
兼
原
に
よ
る
儀
礼
解
釈
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
吉
田
兼
原
が
『
神
壇
大
義
』
や
「
唯
一
神
道
三

壇
行
法
之
事
」（『
神
業
類
要
』）
に
お
い
て
三
壇
行
事
を
「
祈
禱
」
の
た

め
の
行
法
で
あ
る
と
位
置
付
け
、「
誠
」「
敬
」「
感
応
」
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
の
背
景
に
は
、
松
岡
雄
淵
を
介
し
て
学
ん
だ
祈
禱
論
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
儀
礼
解
釈
は
兼
倶
期
に
は
全
く
見

ら
れ
ず
、
近
世
神
道
と
し
て
の
吉
田
神
道
の
一
側
面
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

つ
つ
解
説
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
誠
」「
敬
」
と

い
っ
た
兼
倶
期
の
教
説
で
は
中
心
的
に
説
か
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
儒
教

的
観
点
か
ら
儀
礼
を
説
明
し
た
記
述
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
『
神
壇
大

義
』
に
記
さ
れ
る
儒
家
神
道
的
要
素
の
受
容
経
路
を
明
ら
か
に
し
、
一
八

世
紀
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
儀
礼
解
釈
変
容
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

一
八
世
紀
前
葉
頃
よ
り
、
吉
田
家
や
吉
田
神
道
に
対
す
る
批
判
が
盛
ん

に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
献
考
証
学
的
観
点
よ
り
由
緒

の
偽
作
や
神
社
・
神
職
の
支
配
、
仏
教
や
道
教
と
の
習
合
的
要
素
に
つ
い

て
批
判
を
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
頃
に
は
、
新
た
な
神
道

説
が
台
頭
（
後
期
伊
勢
神
道
や
吉
川
神
道
、
垂
加
神
道
、
橘
家
神
道
な

ど
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
吉
田
兼
原
の
父
で
吉

田
家
の
当
主
で
あ
っ
た
吉
田
兼
雄
〔
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
―
天
明
七

年
（
一
七
八
七
）〕
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
垂
加
神
道
家
と
し

て
著
名
な
松
岡
雄
淵
を
学
頭
と
し
て
招
聘
し
、
学
館
を
開
い
て
い
る
。

　

吉
田
兼
雄
が
松
岡
雄
淵
を
招
聘
し
た
こ
と
に
よ
る
吉
田
神
道
の
変
容
に

つ
い
て
は
、
吉
田
神
道
の
外
部
よ
り
記
さ
れ
た
記
録
〔『
兼
香
公
記
』
元

文
二
年
十
一
月
十
二
日
条
、
多
田
義
俊
「
冠
の
掛
緒
の
事
幷
吉
田
の
事
」

（『
秋
齋
随
筆
』
巻
之
下
）〕
に
も
見
ら
れ
、
垂
加
神
道
へ
の
移
行
が
伺
え

る
。
な
お
、
こ
う
し
た
変
容
に
つ
い
て
は
、
宮
地
直
一
氏
や
、
矢
崎
浩
之

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
教
理
の
内
容
や
、
事
相
（
儀
礼
）
へ

の
影
響
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
多
い
。

　
『
神
壇
大
義
』
に
お
い
て
は
三
壇
行
事
を
「
祈
禱
」
の
た
め
に
次
第
を

立
て
た
行
法
と
し
て
お
り
、「
只
一
心
誠
敬
ノ
徹
通
ヲ
肝
要
」
と
す
る
な

ど
「
誠
」「
敬
」
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
兼
原
は
、「
唯
一
神
道

三
壇
行
法
之
事
」（『
神
業
類
要
』）
に
お
い
て
も
『
神
壇
大
義
』
同
様
に
、
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し
、
国
学
者
と
し
て
の
深
い
認
識
を
有
し
た
一
方
、
依
田
貞
鎮
（
徧
無

為
）
や
多
田
義
俊
に
も
学
ん
で
い
る
よ
う
に
、
近
世
中
期
の
神
道
は
「
復

古
神
道
」
に
移
行
し
た
、
と
単
純
に
は
い
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
十
八
世
紀
前
半
期
の
「
神
道
の
復
古
」
と
古
典
テ
キ
ス
ト
を

め
ぐ
る
諸
相
を
近
年
の
研
究
動
向
か
ら
考
察
す
る
と
、『
旧
事
大
成
経
』

の
影
響
力
が
注
目
さ
れ
る
。
同
書
に
依
拠
し
つ
つ
「
霊
宗
神
道
」
を
提
唱

し
た
戸
隠
山
別
当
の
乗
因
、
信
奉
者
で
あ
り
同
書
の
注
釈
書
『
鳴
鶴
鈔
』

を
著
し
た
、
大
名
の
黒
田
直
邦
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
由
章
も
入

門
し
て
い
た
依
田
貞
鎮
は
、
幕
府
、
朝
廷
・
輪
王
寺
門
跡
な
ど
と
も
関
係

を
持
つ
な
ど
顕
著
な
活
動
が
見
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
前
半
期
、
依
拠
す
べ

き
神
道
の
古
典
と
し
て
、
依
然
『
旧
事
大
成
経
』
が
影
響
力
を
持
ち
、
神

道
が
「
復
古
神
道
」
に
一
本
化
さ
れ
、
進
展
し
た
状
況
で
は
な
か
っ
た
と

い
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
偽
書
」
の
排
除
の
一
方
で
、「
偽
作
」
す
る
神
道
家
も
登
場

し
て
い
る
。
今
出
河
一
友
は
十
八
世
紀
初
頭
に
大
和
国
諸
社
に
関
す
る
偽

文
書
を
多
く
作
成
し
た
よ
う
に
、
神
道
の
古
典
の
考
証
が
進
展
す
る
の
と

同
時
に
、
偽
文
書
も
作
成
さ
れ
続
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
偽
書
を
排
す

る
国
学
者
た
ち
の
営
み
と
無
縁
で
は
な
く
、
春
満
門
人
の
春
日
社
若
宮
神

主
千
鳥
祐
字
と
一
友
は
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
で

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
近
世
中
期
の
神
道
に
お
い
て
は
、
複
数
の
「
神

道
の
復
古
」
の
思
惑
が
交
錯
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

神
道
の
古
典
研
究
は
、
国
学
者
の
み
な
ら
ず
、
儒
者
、
僧
侶
そ
れ
ら
を
折

衷
し
た
神
道
家
な
ど
複
数
の
要
素
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。「
復
古
神
道
」

と
し
て
整
序
・
一
本
化
さ
れ
た
明
治
後
期
の
語
り
は
、
す
で
に
成
立
し
た

近
世
中
期
の
神
道
史
再
考 

│
│ 

神
道
の
復
古
か
復
古
神
道
か 

│
│

松
本
　
久
史

　

日
本
宗
教
史
上
、
復
興
・
復
古
の
時
代
と
捉
え
ら
れ
る
近
世
神
道
に
お

い
て
、「
復
古
神
道
」
の
果
た
し
た
役
割
を
再
評
価
す
る
。
明
治
末
期
に

概
念
が
規
定
さ
れ
、
以
来
固
定
化
し
た
「
復
古
神
道
」
を
、
今
日
で
も
無

前
提
に
学
術
用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
発
表
者
は
通
史

的
な
国
学
の
多
様
性
・
複
線
的
発
展
過
程
を
検
証
し
て
い
る
が
、
国
学
に

基
づ
く
「
復
古
神
道
」
も
、
同
様
に
再
検
討
が
必
須
で
あ
る
。
同
時
に
仏

家
か
ら
儒
家
、
復
古
神
道
へ
と
い
う
単
系
的
な
史
的
過
程
で
近
世
の
神
道

実
態
を
説
明
す
る
妥
当
性
も
問
う
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ら
に
関
し
、
既
に
二
点
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
ひ
と
つ

は
、
十
七
世
紀
後
半
期
か
ら
十
八
世
紀
前
半
期
に
か
け
て
の
、
古
典
を
考

究
す
る
営
み
が
、
国
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
「
神
道
の
復
古
」
の
第
一

段
階
で
あ
り
、
依
拠
す
べ
き
神
道
の
「
古
典
」
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
の
重

要
性
で
あ
る
。
荷
田
春
満
の
『
旧
事
本
紀
』
偽
書
説
の
提
唱
、
荷
田
派
国

学
者
に
よ
る
『
古
語
拾
遺
』
を
記
紀
に
次
ぐ
神
道
の
古
典
へ
の
位
置
付
け

が
、
以
降
の
国
学
に
よ
る
復
古
神
道
に
お
け
る
古
典
概
念
の
基
礎
を
形
成

し
た
。
第
二
に
、
荷
田
派
国
学
の
古
典
研
究
を
受
容
し
て
垂
加
神
道
か
ら

国
学
に
転
じ
た
と
さ
れ
た
谷
垣
守
が
、
吉
見
幸
和
や
多
田
義
俊
の
著
述
も

併
せ
て
蒐
集
し
て
い
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
、
偽
書
に
関
す
る
古
典
考

証
を
積
極
的
に
受
容
す
る
在
り
方
が
十
八
世
紀
前
半
期
の
神
道
の
実
態
で

あ
り
、
国
学
・
垂
加
な
ど
の
学
統
に
と
ら
わ
れ
ず
に
「
神
道
の
復
古
」
の

潮
流
を
同
時
代
的
に
見
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
考
察
を
進
め
、
垣
守
の
神
道
書
収
集
に
大
き
く
寄
与

し
た
、
伊
勢
国
の
神
道
家
、
萱
生
由
章
に
注
目
し
、
多
数
の
和
書
を
蒐
書
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域
の
人
物
が
殉
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
そ
れ
ら
の

骨
に
は
鋭
利
な
も
の
で
切
り
付
け
ら
れ
た
跡
や
頭
蓋
骨
が
陥
没
し
た
も
の

も
あ
り
、
儀
礼
的
に
殺
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

第
二
の
事
例
と
し
て
、
前
十
三
世
紀
（
後
期
青
銅
器
時
代
）
と
推
定
さ

れ
る
神
殿
跡
（
ア
ン
マ
ン
空
港
神
殿
）
の
事
例
を
検
討
し
た
。
数
次
に
わ

た
る
発
掘
の
結
果
、
こ
こ
か
ら
は
約
十
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
神
殿
跡
が
出

土
し
て
お
り
、
そ
の
神
殿
の
小
部
屋
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
る
場
所
で
焼
か

れ
た
人
骨
と
動
物
骨
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
人
身
供
犠
と

そ
の
よ
う
な
祭
儀
が
行
な
わ
れ
た
神
殿
跡
だ
と
す
る
見
解
と
、
人
身
供
犠

で
は
な
い
火
葬
で
あ
り
、
セ
ム
系
が
火
葬
を
行
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
ヒ

ッ
タ
イ
ト
系
の
居
住
跡
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
の
事
例
と
し
て
、
ウ
ム
。
エ
ル
＝
マ
ー
ラ
の
事
例
を
検
討
し
た
。

こ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
発
掘
さ
れ
た
シ
リ
ア
・
ア
レ
ッ
ポ
近
く

の
広
大
な
遺
跡
で
あ
る
が
、
二
千
年
代
に
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ら
に
よ
っ
て
未
盗

掘
の
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
墓
で
は
男
性
二
人
が
埋
葬
さ
れ
る
他
、
幼

児
の
複
数
の
人
骨
や
大
人
の
人
骨
も
配
列
さ
れ
て
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
の
事
例
と
し
て
、
カ
ル
タ
ゴ
の
「
ト
フ
ェ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

幼
児
供
儀
の
祭
儀
場
跡
あ
る
い
は
幼
児
墓
地
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
検
討

し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
幼
児
の
人
骨
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

そ
の
年
齢
に
偏
り
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
人
身
供
犠
を

主
張
す
る
立
場
か
ら
は
焼
却
時
の
熱
の
萎
縮
か
ら
生
後
一
〜
二
か
月
に
人

骨
が
集
中
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
他
方
、
幼
児
墓
地
を
主
張
す
る
立

場
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
人
骨
の
年
齢
の
集
中
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
古
代
地
中
海
・
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
で
の
人
身
供
犠
と
さ
れ
る
複

数
の
事
例
を
検
討
し
た
結
果
、
人
身
供
犠
が
あ
ま
り
に
も
広
範
囲
に
及
ぶ

明
治
神
道
を
遡
及
し
た
説
明
論
理
で
あ
り
、
従
来
の
「
国
学
四
大
人
」
の

系
列
に
は
属
さ
な
い
国
学
者
・
神
道
家
の
古
典
実
証
に
基
づ
い
た
「
神
道

の
復
古
」
の
動
き
の
み
な
ら
ず
、
十
八
世
紀
中
期
の
仏
家
に
よ
る
『
旧
事

大
成
経
』
に
依
拠
し
た
活
動
な
ど
、
当
時
の
実
態
に
即
し
た
「
神
道
」
理

解
に
努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
世
神
道
史
を
展
望
す
る
う
え
で
、
十
七

世
紀
後
半
期
か
ら
十
八
世
紀
前
半
期
は
「
鬩
ぎ
合
う
神
道
の
復
古
」
の
時

代
と
位
置
づ
け
た
い
（
な
お
、
本
発
表
は
科
研
費20H

01189

の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
）。

人
身
供
犠
の
再
検
討 

│
│ 

古
代
地
中
海
・
オ
リ
エ
ン
ト
で
の
事
例
を
中
心
に 

│
│岩

嵜
　
大
悟

　

人
身
供
犠
は
世
界
各
地
で
報
告
さ
れ
て
き
た
宗
教
儀
礼
の
一
種
で
あ

る
。
本
発
表
で
は
、
人
身
供
犠
に
つ
い
て
、
古
代
地
中
海
・
オ
リ
エ
ン
ト

世
界
で
報
告
さ
れ
て
き
た
事
例
の
う
ち
、
考
古
学
的
な
発
見
に
よ
る
主
要

な
四
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
複
数
の
辞
書
に
よ
る
人
身
供
犠
の
定
義
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
複

数
の
辞
書
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
①
宗
教
的
・
祭
儀
的
な
目
的
・
意
図
を

有
す
る
こ
と
、
②
儀
式
的
に
殺
す
こ
と
（
あ
る
い
は
儀
式
に
人
体
を
用
い

る
こ
と
）、
③
捧
げ
ら
れ
る
物
が
人
間
で
あ
る
こ
と
が
他
の
供
犠
と
の
大

き
な
差
異
、
と
い
う
各
点
で
特
徴
的
な
儀
礼
を
指
す
の
に
使
用
さ
れ
る
術

語
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

続
い
て
、
一
つ
目
の
事
例
と
し
て
前
三
千
年
紀
半
ば
と
推
定
さ
れ
る
ウ

ル
の
王
墓
を
検
討
し
た
。
ウ
ル
の
王
墓
で
は
多
数
の
人
骨
が
出
土
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
王
族
に
死
後
も
仕
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
・
職
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に
よ
る
誂
え
向
き
の
書
評
が
あ
る
。
松
村
に
沿
え
ば
、
以
下
の
点
を
本
書

の
特
徴
と
し
て
挙
げ
う
る
。
第
一
に
、
本
書
は
紀
元
前
九
世
紀
の
イ
タ
リ

ア
半
島
を
含
む
地
中
海
世
界
の
青
銅
器
・
鉄
器
時
代
の
宗
教
状
況
か
ら 

叙
述
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
的
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ギ
リ
シ

ア
・
フ
ェ
ニ
キ
ア
な
ど
の
周
辺
地
域
と
の
関
係
も
視
野
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
政
治
・
社
会
・
経
済
と
い
っ
た
複
数
の
視
座
が
持
ち
込
ま
れ
、

現
代
宗
教
と
同
様
の
水
準
に
お
い
て
古
代
ロ
ー
マ
宗
教
を
分
析
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
の
が
、LA

R

と
い
う
視
座
で
あ
る
。
松
村
の

ま
と
め
に
よ
れ
ば
こ
の
視
座
は
、「
人
々
が
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
た
の
か
を
よ
り
実
感
で
き
る
よ
う
な
史
料
や
解
釈
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と

い
う
提
言
」
で
あ
り
、「
人
々
が
毎
日
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
を
信
じ
、
ど

の
よ
う
な
礼
拝
行
為
を
し
て
い
た
の
か
を
も
っ
と
具
体
的
に
知
ろ
う
と
い

う
態
度
」
で
あ
る
。

　

一
方
で
、Pantheon

と
比
較
す
る
著
作
と
し
て
本
発
表
で
は
Ｍ
・
テ

ィ
リ
ー
／
Ｗ
・
ツ
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
の
『
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
』
を
取
り

上
げ
た
。Pantheon

と
の
類
似
性
を
示
す
特
徴
は
以
下
二
点
で
あ
る
。

一
つ
に
、
本
書
も
ま
た
紀
元
前
九
四
〇
〇
年
頃
の
新
石
器
時
代
の
宗
教
状

況
か
ら
叙
述
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
や
後
に
分
離
し
て
い
く

諸
民
族
と
の
関
係
も
長
期
間
に
渡
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
に
、
冒

頭
の
章
で
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
本
来
「
宗
教
」
に
あ
た
る
概
念
は
な
い
こ
と
に

触
れ
た
上
で
、
Ｇ
・
メ
ン
シ
ン
グ
の
宗
教
に
つ
い
て
の
定
義
を
採
用
し
、

現
代
か
ら
推
測
さ
れ
た
古
代
世
界
全
体
に
お
い
て
人
間
が
「
聖
な
る
も

の
」
と
了
解
し
た
全
て
の
も
の
が
宗
教
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
宗
教
性
は
体
験
を
通
じ
て
の
み
感
知
さ
れ
る
も
の
と
把
握
さ
れ

さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
を
含
ん
で
い
る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
人
身
供
犠
が
人
間
を
殺
害
す
る
こ
と
を
そ
の
一
部
に
含
む
の
で
、
文

字
に
よ
る
資
料
を
伴
わ
な
い
考
古
学
的
な
発
見
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
埋
葬

儀
礼
や
死
者
儀
礼
と
の
差
異
が
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
人
類
学
な
ど
の
分
野

か
ら
「
供
犠
」
と
い
う
も
の
が
本
当
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
批
判
が
ド

レ
ク
ス
ラ
ー
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
身
供
犠
と

い
う
も
の
が
、
供
犠
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
対
象
に
お
い
て
の
み
、
供
犠
と

異
な
る
と
規
定
す
る
場
合
、
殉
葬
な
ど
死
者
に
対
す
る
儀
礼
を
人
身
供
犠

に
含
め
る
こ
と
が
可
能
か
は
、
供
犠
特
有
の
性
格
と
は
な
ん
で
あ
る
か
を

含
め
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
人
身
供
犠
に
は
殉
葬
以
外
に
も
、

豊
穣
儀
礼
や
建
築
儀
礼
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
要
素
の
儀
礼
が
含
ま
れ

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
人
身
供
犠
と
い
う
概
念
を
保
持
し
続
け
る

の
か
、
保
持
す
る
場
合
、
他
の
儀
礼
と
は
何
を
も
っ
て
区
別
す
る
の
か
を

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Jörg R
üpke, P

antheon

の
ロ
ー
マ
史
叙
述
に
つ
い
て

塩
野
谷
恭
輔

　

本
発
表
で
は
、
ド
イ
ツ
の
比
較
宗
教
学
者Jörg Rüpke
のPanthe-

on

に
お
け
る
ロ
ー
マ
宗
教
史
叙
述
を
、
近
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
叙

述
と
比
較
・
検
討
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、Rüpke

の
提
唱
す
る

「
生
き
ら
れ
た
古
代
宗
教
」（
以
下
、LA

R

）
と
い
う
視
座
を
、
古
代
イ

ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
の
研
究
に
適
用
す
る
上
で
の
課
題
の
一
端
を
析
出
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
先
行
す
る
ロ
ー
マ
宗
教
史
研
究
に
お
け
る
本
書
の
位
置

づ
け
や
特
徴
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
神
話
学
者
の
松
村
一
男



185　　

個人発表 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

女
神
の
神
話
学
再
考

松
村
　
一
男

　

文
字
資
料
を
欠
く
対
象
の
研
究
は
図
像
が
中
心
と
な
る
が
、
そ
の
解
釈

は
周
辺
地
域
の
類
例
と
の
比
較
に
よ
っ
て
よ
り
客
観
的
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
発
表
で
は
、
日
本
神
話
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
基
準
と
し
て
こ
れ
を
試
み

た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
太
陽
女
神
に
し
て
皇
祖
神
つ
ま
り
王
権
の
守
護
女
神

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
的
に
見
て
少
数
派
の
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
東
地
中
海
地
域
か
ら
の
諸
例
が
比
較
可
能
と
思
わ
れ
る
。
地
中
海
の
東

端
に
は
シ
リ
ア
（
後
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
、
ウ
ガ
リ
ッ
ト
）
が

あ
る
。
そ
の
北
に
は
ヒ
ッ
タ
イ
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
南
に
は
エ
ジ
プ
ト
が

あ
る
。
そ
し
て
西
端
に
位
置
す
る
の
が
ク
レ
タ
島
の
ミ
ノ
ア
文
化
で
あ

る
。
こ
れ
ら
四
地
域
で
は
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
地
中
海
の

四
方
に
あ
っ
た
四
地
域
は
交
流
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
均
質
な
文
化
を
形
成

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
女
神
ハ
ト
ホ
ル
が
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
た
。
ハ
ト
ホ
ル
と
い
う
名
は
「
ホ
ル
ス
の
家
」
を
意
味

し
、
ハ
ト
ホ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
王
の
神
格
化
で
あ
る
ホ
ル
ス
と
王
権
の
守
護

女
神
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
女
は
頭
に
牝
牛
の
角
を
戴
き
、
角
の

間
に
は
太
陽
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
彼
女
は
別
名
セ
ク
メ
ト
（
女
性

形
の
「
力
強
き
者
」）
と
呼
ば
れ
、
男
神
の
太
陽
神
ラ
ー
の
眼
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ハ
ト
ホ
ル
は
太
陽
と
王
権
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
ク
レ
タ

島
の
ミ
ノ
ア
文
化
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
強
い
文
化
的
影
響
を
受
け
て
お
り
、

大
女
神
、
彼
女
と
ペ
ア
を
成
す
若
い
男
神
、
牡
牛
の
角
、
宇
宙
山
、
太
陽

の
象
徴
で
も
あ
っ
た
両
頭
の
斧
な
ど
が
エ
ジ
プ
ト
の
図
像
や
神
話
と
比
較

で
き
る
。
そ
し
て
ハ
ト
ホ
ル
が
ク
レ
タ
の
ミ
ノ
ア
文
化
の
王
権
女
神
と
し

て
の
太
陽
女
神
と
そ
の
子
と
し
て
の
若
い
男
神
王
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
可

て
お
り
、
こ
う
し
た
多
様
な
宗
教
性
は
「
生
き
ら
れ
た
信
仰
」
と
い
う
語

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
以
下
二
点
がPantheon

と
対
照
的
で
あ
る
。
一
つ
に
、Pan-

theon
で
は
神
々
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
記
述
が
な
い
の
に
対
し
、
本
書
で

は
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
々
の
特
徴
を
示
す
遺
物
に
つ
い
て
多
数
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
は
、
後
に
そ
の
信
仰
が
一
神
教

へ
と
収
斂
し
て
い
く
宗
教
史
的
過
程
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
二
つ

に
、Pantheon

は
戦
略
的
に
先
行
研
究
史
を
除
外
し
て
い
る
が
、
本
書

は
最
新
の
聖
書
釈
義
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
。「
聖
書
時
代
史
」
か

ら
「
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
」
に
移
行
し
て
も
、
そ
こ
で
は
聖
書
テ
ク
ス
ト

の
重
要
性
は
不
変
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、LA

R

的
な
聖
書
テ
ク
ス
ト
研
究
は
こ
れ
ま

で
全
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
様
式
史
研
究
と
い
う
手

法
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
文
書
化
以
前
の
伝
承
が
固
有
の
生
活
の
座
に
起

源
を
も
つ
と
前
提
し
、
現
在
の
テ
ク
ス
ト
の
研
究
か
ら
そ
の
起
源
に
迫
る

と
い
う
も
の
だ
が
、
最
終
的
に
正
典
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト

の
み
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
た
め
限
界
が
あ
っ
た
。

　

だ
が
考
古
学
的
資
料
も
、
研
究
者
の
解
釈
枠
組
み
を
介
し
て
で
な
け
れ

ば
理
解
も
位
置
づ
け
も
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
と
物

質
的
な
生
活
基
盤
の
関
係
も
一
方
通
行
で
は
な
く
、
相
互
規
定
的
な
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。LA

R

と
い
う
視
座
が
当
時
の
文
学
的
テ
ク
ス
ト
を
ど

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
古
代
宗

教
史
構
築
に
あ
た
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
と
物
と
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
関
係

を
構
想
す
る
上
で
の
一
助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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パ
シ
ュ
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
「
ア
リ
ン
ナ
の
太
陽
女
神
」、
そ
し
て
ミ
ノ
ア

文
化
の
太
陽
女
神
が
こ
れ
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
以
外
の

女
神
た
ち
は
東
地
中
海
世
界
の
交
流
の
中
で
類
似
し
た
属
性
に
な
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
が
起
源
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
点
は
重
要

で
は
な
い
。
む
し
ろ
あ
る
種
の
政
治
体
制
の
維
持
の
た
め
に
太
陽
女
神
を

主
神
と
し
て
、
王
を
そ
の
息
子
と
位
置
づ
け
、
女
神
が
王
権
女
神
と
な
る

と
い
う
形
態
の
一
致
が
生
じ
て
維
持
さ
れ
た
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
起

源
や
伝
播
よ
り
も
、
同
じ
タ
イ
プ
が
異
な
る
歴
史
社
会
で
維
持
さ
れ
る
理

由
の
方
が
よ
り
解
明
に
値
す
る
問
題
だ
ろ
う
。

日
本
中
世
の
商
人
縁
起
に
お
け
る
熊
野
と
天
竺

永
井
　
隆
之

　

連
雀
商
人
の
縁
起
『
秤
の
本
地
』
は
、
室
町
・
戦
国
時
代
以
降
に
連
雀

商
人
が
自
ら
の
起
源
や
商
売
道
具
や
市
立
な
ど
の
由
来
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
「
商
人
の
本
地
」
に
は
、
商
人
の
祖

先
と
し
て
、
天
竺
か
ら
日
本
の
熊
野
に
渡
来
し
た
王
と
そ
の
眷
族
に
つ
い

て
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
特
徴
、
意
図
は
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
「
商
人
の
本
地
」
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
①
天
竺
と
日
本
と

の
関
係
に
つ
い
て
、『
熊
野
の
本
地
』
同
様
、
天
竺
の
王
が
日
本
の
各
地

を
転
々
と
せ
ず
、
直
接
熊
野
に
渡
来
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ

に
熊
野
が
天
竺
の
仏
生
国
と
し
て
の
価
値
を
日
本
で
独
占
的
に
体
現
す
る

場
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
②
「
商
人
の
本
地
」
で
は
、『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」
や
『
熊
野
の
本
地
』
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
天
竺
の
王
が

女
た
ち
の
恐
ろ
し
さ
か
ら
国
を
嫌
い
、
新
天
地
・
日
本
に
向
か
う
と
い
う

能
性
が
出
て
き
た
。
次
に
シ
リ
ア
だ
が
、
紀
元
前
二
千
年
か
ら
千
六
百
年

頃
の
青
銅
期
時
代
の
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
間
に
交
流
や
交
易
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
出
土
品
の
中
に
エ
ジ
プ
ト
の
影
響
下
に
シ
リ
ア
に
お
い
て
作
成

さ
れ
た
円
筒
印
章
が
あ
る
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
ハ
ト
ホ
ル

（
頭
に
牝
牛
の
角
と
太
陽
）
が
王
（
オ
シ
リ
ス
の
よ
う
な
冠
を
着
け
て
い

る
）
に
祝
福
を
与
え
て
、
周
囲
に
は
ス
ピ
ン
ク
ス
が
配
さ
れ
て
い
る
図
柄

の
も
の
が
複
数
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
図
像
は
明
ら
か
に
エ
ジ
プ
ト
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
紀
元
前
十
四
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
ウ
ガ
リ
ッ
ト
神
話

「
バ
ー
ル
と
ヤ
ム
」
に
は
太
陽
女
神
と
し
て
シ
ャ
パ
シ
ュ
が
見
ら
れ
る
。

シ
リ
ア
の
円
筒
印
章
の
太
陽
女
神
／
王
権
女
神
は
シ
ャ
パ
シ
ュ
の
可
能
性

が
あ
る
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
に
は
古
い
非
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
系
の
ハ

ッ
テ
ィ
人
の
神
々
も
共
存
し
て
い
た
。
ハ
ッ
テ
ィ
系
の
神
々
の
中
に
は
首

都
ハ
ッ
ト
ゥ
シ
ャ
近
郊
の
宗
教
都
市
ア
リ
ン
ナ
（
現
在
の
ア
ラ
ジ
ャ
ホ
ユ

ツ
ク
か
）
の
都
市
名
を
冠
し
て
、「
ア
リ
ン
ナ
の
太
陽
女
神
」
と
呼
ば
れ

る
女
神
が
い
た
。
彼
女
に
は
国
家
の
守
護
神
と
さ
れ
る
嵐
の
神
と
の
間
に

子
と
し
て
太
陽
の
男
神
が
い
た
。
彼
女
は
ハ
ト
ホ
ル
、
シ
ャ
パ
シ
ュ
と
同

様
に
太
陽
女
神
／
王
権
女
神
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
太
陽

神
は
男
神
が
一
般
的
で
、
太
陽
女
神
は
日
本
の
ア
マ
テ
ラ
ス
や
ア
リ
ン
ナ

の
太
陽
女
神
な
ど
、
単
発
的
で
例
外
的
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
主
流
で
あ

り
、
し
か
も
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ア
リ
ン
ナ
の
太
陽
女
神
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ

太
陽
女
神
な
の
か
に
つ
い
て
の
説
得
的
な
理
由
も
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
今
回
、
太
陽
的
な
王
を
生
み
、
支
配
権
を
授
け
て
保
証
す
る
母
神
が

太
陽
女
神
と
さ
れ
る
と
い
う
見
方
に
至
っ
た
。
強
調
し
た
い
の
は
、
太
陽

女
神
／
王
権
女
神
ア
マ
テ
ラ
ス
は
孤
立
し
た
タ
イ
プ
で
は
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
数
は
多
く
な
い
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
ハ
ト
ホ
ル
、
シ
リ
ア
の
シ
ャ
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を
寿
ぎ
名
づ
け
ら
れ
た
「
見
飛
」
と
い
う
名
の
王
の
元
年
、
と
解
釈
で
き

る
。
次
に
⑤
大
王
の
前
世
が
「
契
丹
国
の
主
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に

も
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
契
丹
国
の
主
」
に
は
仏
法
を
興
隆
す
る
篤
信
の

王
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
武
力
や
謀
略
に
秀
で
た
強
き
王
と
し
て
の
イ
メ

ー
ジ
が
濃
厚
で
あ
る
。「
商
人
の
本
地
」
に
て
天
竺
の
大
王
が
か
つ
て
契

丹
国
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
熊
野
の
仏
法
を
支
え
る
大
王
の
強
力
な
自

立
性
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
商
人
の
本
地
」
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
少
な
く
と

も
熊
野
の
ア
ジ
ー
ル
性
を
強
く
表
し
、
日
本
の
中
で
の
熊
野
の
仏
法
の
聖

地
と
し
て
の
地
位
を
さ
ら
に
高
め
、
そ
の
神
の
強
力
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
熊
野
を
、
新
た
な
仏
国

（
新
た
な
天
竺
）
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は

な
ぜ
、
連
雀
商
人
は
「
商
人
の
本
地
」
を
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
彼
ら
が
、
自
ら
の
存
在
や
権
利
、
商
行
為
に
関
す
る
信
用
を
社
会

か
ら
得
る
た
め
に
、
超
越
的
で
根
本
的
な
存
在
証
明
を
欲
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
か
か
る
事
物
の
始
原
や
根
源
に
関
す
る
価
値
は
、
遥
か
彼
方

の
天
竺
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
天
竺
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
熊
野
に
独
占

的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
は
熊
野
信
仰
を
通
し
て
、
天
竺
の

仏
国
と
し
て
の
優
位
性
を
維
持
す
る
「
商
人
の
本
地
」
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
こ
の
背
景
に
は
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
社
会
的
混
乱
が
あ
ろ
う
。

筋
立
て
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
商
人
の
本
地
」

に
は
先
の
二
つ
の
物
語
と
異
な
り
、
天
竺
の
仏
国
と
し
て
価
値
を
貶
め

ず
、
む
し
ろ
そ
の
価
値
を
肯
定
し
、
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
そ

し
て
③
『
熊
野
の
本
地
』
同
様
、
天
竺
の
王
が
天
照
五
代
孫
で
あ
る
と
の

記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
天
竺
の
王
が
皇
統
に
属
す
る
者
、

天
照
以
下
皇
祖
皇
宗
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
明
示
さ
れ

て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
天
竺
の
王
に
神
と
し
て
の
高
い
独
立
性
と
力
強
さ

を
与
え
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

　

た
だ
し
「
商
人
の
本
地
」
に
は
、
天
竺
の
王
と
天
照
が
あ
る
関
係
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
載
が
あ
る
。
こ
の
物
語
で
は
、
王
の
眷

属
で
あ
っ
た
商
人
四
家
の
筆
頭
・
浅
間
氏
が
伊
勢
に
渡
っ
た
際
、
彼
が
伊

勢
（
天
照
）
の
臣
下
と
な
っ
た
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
天
竺
の
王
の

同
心
（
眷
属
）
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王

と
天
照
は
、
浅
間
殿
に
と
っ
て
同
じ
く
同
心
可
能
な
存
在
で
あ
り
、
同
質

的
な
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

『
長
寛
勘
文
』
の
「
伊
勢
熊
野
同
体
」
説
で
あ
る
。
商
人
四
家
の
モ
デ
ル

「
新
宮
四
家
侍
」
の
由
緒
が
記
さ
れ
た
「
新
宮
縁
起
」
で
も
、「
新
宮
ハ
伊

勢
同
体
之
宗
庿
」
と
あ
る
。「
商
人
の
本
地
」
に
お
い
て
天
竺
の
王
が
天

照
本
人
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
天
竺
の
仏
国
と
し
て
の
価
値
を
貶

め
て
は
い
な
い
も
の
の
、
日
本
へ
の
仏
法
東
伝
が
天
照
本
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
必
然
性
は
天
竺
の
王
が
天
照
五
代
孫

と
さ
れ
た
時
よ
り
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
他
の
注
目
点
と
し
て
は
、
④
大
王
が
熊
野
に
渡
来
し
た
時
を
「
日

本
の
王
の
御
名
ハ
見
飛
元
年
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の

「
王
」
よ
り
も
高
い
地
位
に
あ
る
「
大
王
」
が
熊
野
に
や
っ
て
き
た
こ
と
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影
響
が
あ
っ
た
の
か
を
見
定
め
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
本
発
表
で

は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
の
解
決
を
試
み
た
。

　

一
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
複
数
の
日
本
儒
者
が
葬
儀
に
お
け

る
納
棺
・
埋
葬
に
限
り
、
仏
教
寺
院
の
影
響
を
受
け
ず
に
比
較
的
自
由
に

こ
れ
を
執
り
行
い
得
る
と
す
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る
点
に
着
目
し
た
。

こ
れ
は
「
遺
体
埋
葬
地
点
の
世
界
は
非
仏
教
的
世
界
」（
岩
田
重
則
『「
お

墓
」
の
誕
生
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
だ
と
す
る
、
民
俗
学
分
野
で

の
墓
制
研
究
の
成
果
と
も
符
合
す
る
。
つ
ま
り
、
納
棺
・
埋
葬
だ
け
は
そ

れ
以
外
の
仏
葬
と
併
行
し
て
『
家
礼
』
式
を
採
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
頑
丈
な
棺
と
堅
牢
な
埋
葬
施
設
（
灰
隔
）
を
用
い

る
こ
と
で
、
遺
体
を
長
久
に
保
護
し
得
る
葬
礼
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
儒
者
達
は
、
納
棺
・
埋
葬
に
限
り
『
家

礼
』
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
父
母
の
遺
体
を
長
久
に
保
護
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
「
孝
」
を
実
現
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。『
家
礼
』

式
の
納
棺
・
埋
葬
に
よ
り
、
儒
教
倫
理
の
核
を
な
す
「
孝
」
さ
え
正
し
く

実
現
で
き
れ
ば
、
そ
の
他
の
部
分
は
仏
葬
で
も
特
段
問
題
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
い
う
と
、
こ
の
よ
う
な
納
棺
・
埋
葬
に
限
っ
た
『
家
礼
』
式

の
採
用
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
長
久
な
遺
体
保
護
と
「
孝
」
の
実
現
と
い

う
方
針
は
、
い
く
つ
か
の
大
名
家
お
よ
び
天
皇
家
に
あ
っ
て
も
採
ら
れ
て

い
た
。
要
す
る
に
、
二
つ
目
の
課
題
に
関
し
て
い
え
ば
、
少
な
く
と
も

『
家
礼
』
の
納
棺
・
埋
葬
法
は
、
儒
者
以
外
の
人
々
の
間
で
も
そ
れ
な
り

に
広
汎
な
拡
が
り
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
大
名

家
に
関
し
て
は
藤
堂
藩
三
代
藩
主
・
藤
堂
高
久
、
お
よ
び
米
沢
藩
八
代
藩

主
・
上
杉
重
定
の
葬
儀
は
、
既
存
の
仏
葬
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
納

近
世
日
本
の
儒
教
と
葬
送

松
川
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従
来
、
近
世
日
本
で
展
開
し
た
儒
教
は
、
葬
祭
礼
を
は
じ
め
と
し
た
儒

礼
を
欠
く
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
「
自
ら
の
葬
祭
の
礼

な
き
儒
学
」（
渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
年
）、「
祭
祀
や
信
仰
を
欠
い
た
、
学
問
・
処
世
・
治
世
の
道
」

（
黒
住
真
『
近
世
日
本
社
会
と
儒
教
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三
年
）
こ

そ
が
近
世
日
本
儒
教
な
の
だ
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
理
解
が
長
ら
く
斯
界
の

通
説
の
位
置
を
占
め
て
き
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
吾
妻
重
二
氏
ら
を
中

心
と
し
た
儒
礼
研
究
が
飛
躍
的
に
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
日
本

儒
者
が
朱
熹
『
家
礼
』
の
葬
祭
礼
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
、
そ

の
実
践
例
も
多
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
か
つ
て
の

通
説
は
覆
り
つ
つ
あ
る
と
見
て
よ
い
。
と
は
い
え
依
然
、
以
下
二
つ
の
未

解
決
の
課
題
も
残
る
。

　

一
つ
目
の
課
題
は
、
儒
葬
の
実
践
を
説
く
儒
者
達
が
そ
れ
と
仏
葬
と
の

共
存
を
い
か
に
考
え
て
い
た
の
か
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
近
世
日
本

で
は
寺
檀
制
度
の
も
と
で
す
べ
て
の
人
々
が
仏
葬
を
執
り
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
実
は
儒
者
達
に
よ
っ
て
も
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
。
さ
す
れ
ば
、
義
務
化
さ
れ
た
仏
葬
を
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て

い
た
儒
者
達
は
、
そ
れ
と
儒
葬
と
の
共
存
を
ど
の
よ
う
に
な
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
儒
者
以
外
へ
の
儒
葬

の
拡
が
り
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
幸
い
に
も
近

年
、
歴
史
学
・
考
古
学
等
の
分
野
で
近
世
大
名
家
や
天
皇
家
の
葬
送
に
関

わ
る
研
究
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
よ
っ
て
そ
う
し
た
研
究
成
果

を
活
か
す
こ
と
で
、
大
名
家
や
天
皇
家
の
葬
送
に
ど
の
程
度
『
家
礼
』
の
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子
周
辺
の
資
料
を
も
と
に
、
両
者
の
関
係
性
を
調
査
、
そ
の
発
刊
背
景
の

考
察
を
示
し
た
。

　

岡
本
か
の
子
読
売
「
散
華
抄
」
は
、
急
逝
し
た
九
條
武
子
読
売
「
無
憂

華
」
を
意
識
し
た
形
で
連
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
理
由
と
し
て

は
、
当
時
、
女
性
の
宗
教
系
執
筆
者
は
限
ら
れ
て
お
り
、
岡
本
か
の
子
は

九
條
武
子
と
共
に
「
仏
教
女
子
青
年
会
」
機
関
誌
『
あ
か
つ
き
』
に
投
稿

し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
選
考
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
九
條
武
子
亡
き
後
、
そ
の
後
継
と
し
て
連
載
さ
れ
た
読
売

「
散
華
抄
」
の
評
価
は
決
し
て
高
か
っ
た
と
は
言
え
ず
、
高
島
米
峰
は
読

売
「
散
華
抄
」
の
連
載
中
に
、「
岡
本
か
の
子
氏
は
文
芸
の
方
面
か
ら
は

頗
る
異
彩
を
放
ち
、
珍
重
す
べ
き
」
と
い
い
つ
つ
も
、
九
條
武
子
亡
き
後

の
「
仏
教
婦
人
界
」
と
し
て
の
後
継
は
、
む
し
ろ
前
年
度
の
読
売
宗
教
欄

担
当
で
あ
っ
た
松
平
俊
子
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
岡
本
か
の
子
自
身

は
、
後
に
出
版
さ
れ
た
『
か
の
子
抄
』
に
お
い
て
、
九
條
武
子
か
ら
直
接

「
仏
教
文
学
」
を
託
さ
れ
た
と
、
書
籍
『
散
華
抄
』
執
筆
の
決
意
と
そ
の

所
以
を
強
く
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
高
島
の
論
評
に
も
あ
る
よ
う

に
、
社
会
的
な
立
場
や
九
條
武
子
と
の
直
接
の
関
係
性
の
記
述
か
ら
み 

て
も
、
岡
本
か
の
子
の
気
概
だ
け
で
は
、『
無
憂
華
』
の
後
継
と
し
て
の

『
散
華
抄
』
の
発
刊
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
考
え
ら
れ
る
有
力
な
発
刊
背
景
と
し
て
は
、
九
條
武
子
と
岡

本
か
の
子
の
両
者
が
共
に
活
動
し
て
い
た
「
仏
教
女
子
青
年
会
」
を
中
心

に
、
仏
教
文
化
の
推
進
を
重
視
し
て
い
た
高
楠
順
次
郎
な
ど
の
存
在
が
挙

げ
ら
れ
る
。『
散
華
抄
』
の
出
版
元
が
大
雄
閣
で
あ
る
こ
と
や
、
高
楠
順

次
郎
が
岡
本
か
の
子
に
仏
典
購
読
の
指
南
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が

（
外
村
彰
「
岡
本
か
の
子
と
高
楠
順
次
郎
―
雑
誌
『
ア
カ
ツ
キ
』
の
周
辺
」

棺
・
埋
葬
法
に
限
り
『
家
礼
』
式
を
採
用
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ

こ
に
は
、
藩
政
の
問
題
と
絡
む
「
孝
」
の
実
現
が
含
意
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
光
明
天
皇
以
降
、「
遺
体
管
理
」
の
観
点
か
ら
泉

涌
寺
で
の
近
世
天
皇
葬
送
が
火
葬
か
ら
土
葬
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
は

夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
（
野
村
玄
『
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
』

清
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）、
今
回
の
考
察
に
よ
り
、
こ
の
土
葬
も
『
家
礼
』

の
納
棺
法
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
た
だ
し
、
埋

葬
法
は
『
家
礼
』
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
）。

　

今
後
、
納
棺
・
埋
葬
法
に
焦
点
を
絞
っ
た
事
例
研
究
を
積
重
ね
て
い
け

ば
、
近
世
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
影
響
は
意
外
に
も
大
き
か
っ
た
こ

と
が
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
無
憂
華
』
と
『
散
華
抄
』 │
│ 

九
條
武
子
と
岡
本
か
の
子 

│
│

小
笠
原
亜
矢
里

　

大
正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
、
女
流
歌
人
・
九
條
武
子
と
岡
本
か
の

子
は
、
ど
ち
ら
も
大
正
十
五
年
〜
昭
和
三
年
の
間
に
読
売
新
聞
宗
教
欄
コ

ラ
ム
に
執
筆
し
て
い
た
記
事
を
も
と
に
、
歌
や
戯
曲
な
ど
を
追
加
挿
入
し

た
文
芸
作
品
『
無
憂
華
』（
昭
和
二
年
）
と
『
散
華
抄
』（
昭
和
四
年
）
を

発
刊
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
は
、
読
売
宗
教
欄
の
コ
ラ
ム
の
題

も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
無
憂
華
」
と
「
散
華
抄
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

他
に
も
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
か
ね
て
か
ら
岡
本
か
の
子

研
究
の
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
た
（
野
田
直
恵
「
岡
本
か
の
子
『
散
華

抄
』
論
：
小
説
家
と
し
て
の
出
発
点
」『
国
語
国
文
』
八
十
一
―
四
・
二

〇
一
二
）。
し
か
し
、
九
條
武
子
の
側
か
ら
の
検
証
例
は
な
く
、
そ
の
関

係
性
に
お
い
て
不
明
な
点
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
九
條
武
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の
間
に
村
民
三
十
名
が
殺
害
さ
れ
た
大
量
殺
人
事
件
で
あ
り
、
日
本
犯
罪

史
上
類
を
見
な
い
凶
悪
事
件
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
発
表
は
、
犯
行

後
に
自
殺
し
た
犯
人
都
井
睦
夫
の
遺
書
、
な
ら
び
に
事
件
発
生
後
に
出
版

さ
れ
た
文
献
な
ど
か
ら
、
津
山
事
件
の
よ
う
な
大
量
殺
人
事
件
に
つ
い
て

の
「
語
りnarrative

」
が
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
「
戦
慄horror

」

の
体
験
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
『
自
殺
』（
一
九
六
三
）
に
お
い
て
中
村
一
夫
は
、
犯
人
の
観
察
指
導
を

し
て
い
た
巡
査
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
、
彼
が
（
殺
人
で
は
な
く
）
自
殺
に

至
っ
た
原
因
と
し
て
、（
一
）徴
兵
検
査
に
不
合
格
で
あ
っ
た
こ
と
、（
二
）

祖
父
、
両
親
と
も
肺
結
核
で
死
亡
し
、
彼
の
家
系
が
い
わ
ゆ
る
「
結
核

筋
」
と
し
て
嫌
悪
・
白
眼
視
さ
れ
自
分
で
も
再
起
不
能
と
考
え
た
こ
と
、

（
三
）恋
愛-

性
生
活
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
疎
ん
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
三
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
遺
書
に
お
い
て
、
都
井
睦
雄
は
自
分
の
「
肺
結
核
」

を
「
不
治
の
病
」
と
思
い
込
み
、
ま
た
村
民
か
ら
の
病
気
差
別
に
苦
し
ん

で
い
た
と
告
発
し
て
い
る
が
、
彼
の
絶
望
の
背
景
に
は
一
歳
か
ら
二
歳
の

間
に
祖
父
、
父
、
母
を
相
次
い
で
「
肺
結
核
」（
病
名
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
）
で
亡
く
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
徴
兵
検
査
の
不
合
格
も
、
村

内
で
彼
が
女
性
た
ち
か
ら
受
け
た
と
い
う
恥
辱
も
、
彼
に
と
っ
て
は
全
て

こ
の
「
肺
結
核
」
の
せ
い
で
あ
り
、
最
終
的
に
自
殺
に
至
る
「
自
暴
自

棄
」
の
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
犯
人
の
精
神
異
常
性
に
つ
い
て
、
彼
は
遺
書
の
冒
頭
で
「
僕
が
此

の
遺
書
を
残
す
の
は
自
分
が
精
神
異
状
者
で
は
な
く
て
前
持
つ
て
覚
悟
の

死
で
あ
る
こ
と
を
世
の
人
に
見
て
も
ら
ひ
た
い
た
め
で
あ
る
」
と
宣
言
し

て
大
量
殺
人
の
正
当
化
を
図
る
。
の
ち
に
検
事
総
長
ま
で
務
め
た
中
野
並

助
は
、
回
顧
録
で
あ
る
『
犯
罪
の
縮
図
』（
一
九
四
七
）
に
お
い
て
、
津

『
滋
賀
大
國
文
』
三
十
六
・
一
九
九
八
参
照
）、
何
よ
り
も
、
当
時
大
正
新

脩
大
蔵
経
の
発
刊
を
完
遂
し
た
ば
か
り
の
高
楠
順
次
郎
自
ら
が
序
を
し
た

た
め
、
坪
内
逍
遥
と
和
田
三
造
が
題
字
と
装
幀
を
担
当
し
た
、
天
金
仕
上

げ
の
破
格
な
豪
華
本
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

高
楠
順
次
郎
は
大
正
十
五
年
の
『
あ
か
つ
き
』
に
お
い
て
、「
佛
教
の

芸
術
化
」
と
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
仏
教
音
楽
・
仏

教
文
芸
・
仏
教
演
劇
な
ど
を
推
進
・
完
成
さ
せ
た
い
と
表
明
し
て
い
る

が
、
実
際
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
九
條
武
子
は
大
正
十
五
年

か
ら
『
あ
か
つ
き
』
に
仏
教
音
楽
の
歌
詞
を
掲
載
し
、「
仏
教
女
子
青
年

会
」
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
合
唱
団
の
顧
問
を
務
め
る
な
ど
、
仏
教
音
楽
の
推
進

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
岡
本
か
の
子
も
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
昭
和
二
年
頃
か
ら
『
あ
か
つ
き
』
に
投
稿
し
始
め
、
欧
州
か
ら
帰
国

し
た
昭
和
七
年
頃
か
ら
は
さ
ら
に
積
極
的
に
投
稿
し
て
い
る
こ
と
が
前
述

の
外
村
﹇
一
九
九
八
﹈
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
九
條
武
子
の
後
継
を
意
識
し
た
岡
本
か
の
子
『
散

華
抄
』
の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
岡
本
か
の
子
単
独
で
そ
れ
を
実
現
で
き
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
、
九
條
武
子
が
残
し
た
「
佛
教
の
芸
術
化
」

の
潮
流
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
と
尽
力
し
た
、「
仏
教
女
子
青
年
会
」
を

中
心
と
し
た
高
楠
順
次
郎
な
ど
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

津
山
事
件
に
お
け
る
戦
慄
と
宗
教

斎
藤
　
　
喬

　

津
山
事
件
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
二
十
一
日
に
岡
山
県
苫

田
郡
西
加
茂
村
で
発
生
し
た
。
同
日
の
午
前
一
時
頃
か
ら
二
時
間
足
ら
ず
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も
想
定
外
の
事
件
と
し
て
日
常
生
活
の
中
で
現
前
す
る
。
遺
書
の
中
で

「
神
様
」
に
祈
願
し
て
達
成
し
た
肺
病
の
寛
解
は
復
讐
に
対
す
る
啓
示
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、「
結
核
筋
」
の
問
題
や
彼
の
精
神
異
常
性
も

含
め
て
、
津
山
事
件
に
関
す
る
犯
人
と
被
害
者
の
「
語
り
」
は
世
俗
主
義

の
枠
組
み
で
完
結
し
て
い
る
。

山
事
件
の
担
当
検
事
た
ち
と
の
談
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
事
件
の

主
任
検
事
は
、
遺
書
の
記
述
を
踏
ま
え
な
が
ら
犯
人
が
精
神
異
常
者
に
は

見
え
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、
情
痴
関
係
が
あ
っ
た
女
性
と
そ
の
家
族

ば
か
り
で
な
く
、
彼
女
に
嫁
入
り
の
世
話
を
し
た
人
や
そ
の
家
族
な
ど
も

含
め
て
、
次
か
ら
次
へ
と
復
讐
の
対
象
に
し
て
い
っ
た
た
め
、
最
終
的
に

は
村
落
全
体
を
不
倶
戴
天
の
敵
と
見
な
す
ほ
ど
に
な
っ
た
と
持
論
を
述
べ

て
い
る
。
中
野
自
身
の
結
論
も
、
村
内
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
機
能
せ

ず
に
孤
立
さ
せ
た
こ
と
に
一
つ
の
要
因
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
犯
人
だ
け
に

加
害
性
を
押
し
付
け
る
の
は
ど
う
か
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
検
事
た
ち
が
同
情
す
る
よ
う
な
遺
書
の
記
述
の
客
観

的
合
理
性
と
、
彼
の
情
痴
関
係
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
の
者
を
も
含
む
三
十

人
殺
害
と
い
う
犯
罪
行
為
の
非
理
性
の
間
に
は
懸
隔
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
犯
人
は
、
日
中
戦
争
の
さ
中
に
、
国
家
に
対
し
て
済
ま
な
い

と
遺
書
に
書
き
な
が
ら
、
重
武
装
し
て
銃
後
の
国
民
を
殺
戮
し
た
。
し
か

も
彼
は
『
少
年
倶
楽
部
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
戦
意
を
鼓
舞
す
る
よ

う
な
切
抜
漫
画
か
ら
着
想
を
得
た
と
さ
れ
る
出
で
立
ち
で
、
個
人
と
し
て

の
汚
名
を
雪
ぐ
た
め
に
西
加
茂
村
に
お
い
て
一
人
だ
け
で
戦
争
を
仕
掛
け

た
の
で
あ
る
。

　

タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
は
、
自
爆
攻
撃
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
が
事
後
的

に
構
築
す
る
「
語
り
」
は
、
人
間
の
肉
体
の
突
発
的
な
破
壊
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
粉
砕
を
と
も
な
う
と
し
た
上
で
、
こ
れ
は
明
確
に
定
義
づ
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
力
と
し
て
は
、「
戦
慄
」
と
し
て
経
験
さ
れ
る
「
畏

怖aw
e

」
の
源
泉
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
都
井
睦
雄
は
、

ア
サ
ド
の
言
う
意
味
で
自
爆
攻
撃
を
遂
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
平
穏

無
事
な
も
の
で
あ
る
日
常
性
に
埋
没
し
て
い
る
限
り
、
ど
の
よ
う
な
惨
劇
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昭
和
初
期
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
転
向

保
泉　
　

空

　

キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
に
お
い
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
前
期
の
日
本
で

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
改
宗
す
る
現
象
が
見
ら
れ

た
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
か
を
考
察
し
た
。
特
に
改
宗
者
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
内
村
鑑

三
（
一
八
六
一
―
一
九
三
〇
）
の
提
唱
し
た
無
教
会
主
義
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
改
宗
す
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
注
目
し
、
こ
の
改
宗
が
い
か
な
る
思
想
的
背
景
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
近
代
日

本
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
で
あ
る
岩
下
壮
一
（
一

八
八
九
―
一
九
四
〇
）
の
宣
教
活
動
に
注
目
し
、
そ
の
思
想
的
特
徴
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
田
中
耕
太
郎
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
四
）
や

吉
満
義
彦
（
一
九
〇
四
―
一
九
四
五
）
ら
、
岩
下
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

内
村
の
無
教
会
主
義
か
ら
離
脱
し
た
知
識
人
た
ち
の
言
説
を
分
析
し
た
。

ま
た
、
田
中
耕
太
郎
を
会
長
と
し
、
岩
下
壮
一
を
顧
問
と
し
た
東
京
帝
国

大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
彼
ら
の
活
動
を

記
録
し
た
雑
誌
『
ひ
か
り
』
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
、
こ
の
団
体
が

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
学
生
ら
を
主
な
対
象
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗

を
導
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

以
上
の
研
究
の
結
果
と
し
て
、
本
報
告
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
の

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
改
宗
は
、
岩
下
壮
一
の
人
格
と
思
想
に
影
響
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
第
一
に
明
ら
か
に
し
た
。
吉
満
の
改
宗
過
程
を
後

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
改
宗
」
で
は
、
岩
下
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
導
か
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
改
宗
の

理
由
と
し
て
は
、
新
ス
コ
ラ
哲
学
を
通
じ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
理
解
に
よ
っ

て
理
性
と
信
仰
の
調
和
を
見
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
転
向
す
る
人
々
の
な
か
に
、
資
本
主
義
や
個
人

主
義
の
否
定
と
し
て
の
反
近
代
主
義
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

昭
和
前
期
に
み
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
は
、
個
人
主
義
か
ら
の
脱

却
と
と
も
に
、
個
々
の
人
間
の
共
同
に
基
づ
く
社
会
性
が
重
視
さ
れ
た
。

個
人
が
社
会
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
、
個
人
と
社
会
が

一
と
な
る
場
と
し
て
の
「
教
会
」
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、
改
宗
者

が
教
会
の
権
威
を
認
め
る
に
至
る
思
想
構
造
が
確
認
さ
れ
た
。
無
教
会
主

義
に
対
す
る
対
抗
と
し
て
登
場
し
た
こ
の
時
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
個
人

主
義
批
判
と
人
間
の
共
同
性
を
重
視
す
る
思
想
的
立
場
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

無
教
会
主
義
は
、
矢
内
原
忠
雄
（
一
八
九
三
―
一
九
六
一
）、
南
原
繁

（
一
八
八
九
―
一
九
七
四
）
へ
と
続
き
、
戦
後
に
も
続
く
近
代
主
義
・
個

人
主
義
・
自
由
主
義
の
系
譜
を
支
え
る
思
想
的
源
泉
と
な
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
近
代
思
想
に
対
し

て
の
違
和
感
を
提
出
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と

し
て
教
会
の
権
威
を
認
め
、
社
会
的
に
は
共
同
主
義
的
な
立
場
か
ら
個
人

主
義
や
資
本
主
義
へ
と
対
抗
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
立
場
を
取
ろ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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ー
タ
ー
レ
ザ
ー
タ
ス
の
如
き
は
十
数
回
読
ん
だ
」（「
カ
ー
ラ
イ
ル
の
小
学

教
員
た
り
し
頃　

ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
学
ん
だ
小
学
校
」『
公
民
の
知
識
』

一
九
三
一
）
と
述
べ
、
読
書
会
を
開
い
た
り
、
著
作
な
ど
で
取
り
上
げ
て

い
る
。
こ
の
点
は
新
渡
戸
と
共
通
す
る
点
で
あ
り
、
新
渡
戸
を
継
承
す
る

森
本
の
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
森
本
は
『
サ
ー
タ
ー
・
リ

ザ
ー
タ
ス
』
か
ら
愛
を
実
践
す
る
こ
と
の
尊
さ
を
得
、
そ
の
実
際
を
新
渡

戸
に
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
て
、
そ
の
森
本
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

は
女
子
教
育
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

森
本
は
「
新
婦
人
」
の
養
成
を
目
指
し
た
。「
新
婦
人
」
と
は
「
現
時

代
に
適
応
し
」、「
婦
人
ら
し
く
な
つ
て
始
て
婦
人
の
価
値
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
」（「
新
婦
人
と
文
化
運
動
」『
私
ど
も
の
主
張
』
一
九
二
一
）
と

さ
れ
、
女
性
に
生
活
の
合
理
化
を
担
う
役
割
を
見
出
し
た
。
女
性
の
人
格

の
尊
重
、
主
体
性
の
確
立
を
通
し
て
、
家
庭
生
活
を
改
革
す
る
こ
と
が
日

本
社
会
の
幸
福
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
理
解
が
そ
の
根
底
に
は
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
森
本
が
社
会
の
基
盤
と
な
る
家
庭
の
改
革
へ
と
向

か
わ
せ
た
決
意
は
、「
貧
乏
人
が
居
る
間
は
、
犠
牲
の
生
活
、
奉
仕
の
生

活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（「
富
国
の
原
理
と
基
督
の
精
神
」『
開
拓
者
』

十
七
巻
十
号　

一
九
二
二
）
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
窺
わ
れ
よ
う
。

　

一
九
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
女
子
経
済
専
門
学
校
で
は
新
渡
戸
が
校
長

に
就
任
し
、
森
本
と
と
も
に
学
校
教
育
を
展
開
し
た
。
森
本
の
教
育
に
は

「
愛
の
教
育
」、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
」
と
い
う
指

摘
が
あ
る
が
、
学
校
の
方
針
を
み
る
と
「
自
発
主
義
」「
創
造
力
養
成
」

「
高
遠
な
る
理
想
」「
労
働
の
神
聖
を
体
験
せ
し
む
る
」
こ
と
な
ど
の
こ
と

ば
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
さ
き
の
指
摘
に
あ
る
森
本
の
教
育

の
内
実
と
考
え
ら
れ
る
。

森
本
厚
吉
と
教
育

森
上　

優
子

　

経
済
学
者
、
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
る
森
本
厚
吉
（
一
八
七
七
―
一
九

五
〇
）
は
、
大
正
期
に
有
島
武
郎
（
一
八
七
八
―
一
九
二
三
）
や
吉
野
作

造
（
一
八
七
八
―
一
九
三
三
）
と
と
も
に
生
活
改
善
運
動
を
始
め
、
昭
和

期
に
な
る
と
女
子
経
済
専
門
学
校
を
設
立
し
て
女
子
教
育
活
動
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
る
。
本
報
告
は
森
本
の
女
子
教
育
活
動
を
支
え
た
思
想
的
基

盤
の
特
徴
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
彼
の
女
子
教
育
活
動
の

意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

森
本
の
思
想
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
ば
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
「
私
は
絶
へ
ず
新
渡
戸
先
生
に
師
事
し
て
今
日
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。」（「
偉
大
な
る
正
義
人
道
の
闘
士
」『
実
業
之
日
本
』
第
三

十
六
巻
第
二
十
一
号　

一
九
三
三
）
で
あ
る
。
森
本
は
新
渡
戸
稲
造
（
一

八
六
二
―
一
九
三
三
）
を
慕
っ
て
札
幌
農
学
校
に
進
学
し
て
新
渡
戸
と
の

親
交
を
深
め
た
。
そ
の
札
幌
の
地
は
森
本
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
考
え
る

う
え
で
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
森
本
は
札
幌
独
立
教
会
で
受
洗
し
て

い
る
。
そ
し
て
森
本
は
有
島
と
と
も
に
『
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
伝
』（
一
九

〇
一
）
を
執
筆
し
て
新
渡
戸
に
捧
げ
て
も
い
る
。
森
本
は
重
版
自
序
の
な

か
で
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
か
ら
受
け
た
教
訓
と
し
て
「
神
ヲ
畏
敬
シ
イ
ソ

シ
ミ
働
ケ
」
を
挙
げ
た
。

　

で
は
、
森
本
は
新
渡
戸
か
ら
ど
の
よ
う
な
思
想
的
感
化
を
受
け
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
ひ
と
つ
に
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
の
『
サ
ー
タ
ー
・
リ

ザ
ー
タ
ス
』
を
人
生
の
指
針
と
し
て
重
視
す
る
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
サ
ー
タ
ー
・
リ
ザ
ー
タ
ス
』
は
新
渡
戸
が
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
書

で
あ
る
が
、
森
本
も
「
私
は
カ
ー
ラ
イ
ル
を
非
常
に
愛
読
し
て
い
る
。
サ
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究
に
よ
っ
て
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
敗
戦
直
後
に
米
側
代
表
団
が
訪
日
、
日
本
側
と
再
開
す
る
こ
と

で
、
米
側
は
両
者
の
認
識
差
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
米
側
は
両
者
の
キ
リ

ス
ト
教
的
友
愛
に
よ
る
絆
の
確
認
と
、
協
力
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
伝
道
再

開
を
一
緒
に
果
た
そ
う
と
考
え
て
い
た
。
一
方
日
本
側
は
米
側
に
よ
る
文

化
帝
国
主
義
的
支
配
と
自
身
の
「
自
主
性
」
剥
奪
を
不
安
視
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
米
側
は
知
ら
さ
れ
る
。
日
本
側
の
「
自
主
性
」
へ
の
信

念
は
、
戦
後
期
を
信
仰
に
よ
る
人
種
対
立
超
克
の
時
期
と
確
信
し
な
が
ら

も
、
日
本
の
敗
戦
を
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
」
の
宗
教
的
信
念
や
訓
練
へ

の
敗
北
と
と
ら
え
た
り
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
世
界
か
ら
「
半
開
の
有
色
人

種
」
視
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
自
身
の
複
雑
な
人
種
意
識
と
繋
が

る
も
の
で
あ
り
、
米
側
は
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
米
側
は
日
本
側
の
「
自
主
性
」
尊
重
を
基

軸
と
し
た
日
本
伝
道
再
開
準
備
を
始
め
た
。

　

次
に
、
日
本
伝
道
再
開
へ
の
準
備
を
進
め
る
過
程
で
、
米
側
は
世
界
・

米
社
会
・
自
身
の
ニ
ー
ズ
を
日
本
側
の
求
め
る
「
自
主
性
」
よ
り
も
優
先

す
る
と
い
う
選
択
を
行
う
。
米
側
の
も
つ
戦
後
版
「
明
白
な
宿
命
」
的
使

命
感
や
そ
れ
を
支
え
る
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
パ
ワ
ー
、
天
皇
か
ら

各
界
首
脳
そ
し
て
日
本
基
督
教
団
を
含
む
広
範
囲
に
及
ぶ
日
本
側
か
ら
の

宣
教
師
帰
還
待
望
論
、
一
方
で
戦
災
で
破
壊
さ
れ
た
日
本
を
早
急
に
復
興

す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
い
う
思
い
な
ど
多
様
な
要

因
が
絡
み
合
う
こ
と
で
、
米
側
の
暴
走
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
側

の
「
自
主
性
」
に
か
け
る
思
い
は
米
側
の
理
解
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
米
側
は
、
復
興
支
援
は
日
本
側
主
導
で
進

め
な
が
ら
も
、
宣
教
師
増
派
の
決
定
、
宣
教
師
の
選
抜
、
協
力
ア
プ
ロ
ー

　

森
本
の
女
子
教
育
と
は
、
女
性
が
活
動
す
る
場
と
し
て
家
庭
生
活
を
維

持
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
基
盤
と
し
て
、

従
来
の
日
本
女
性
を
変
革
し
、
人
格
の
尊
重
、
主
体
性
の
確
立
を
試
み
た

活
動
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
は
新
渡
戸
の
思
想

の
継
承
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
報
告
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
科
研
費21H

03863

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
日
本
伝
道
を
め
ぐ
る
日
本
基
督
教
団
の
自
主
性
、 

一
九
四
五
―
四
七
年

吉
田　
　

亮

　

太
平
洋
戦
争
勃
発
直
後
か
ら
、
戦
後
世
界
構
築
構
想
の
一
翼
を
担
っ
た

米
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
リ
ベ
ラ
ル
が
掲
げ
る
「
公
正
で
持
続
可
能
な
平
和
」

な
世
界
実
現
を
支
え
る
反
帝
国
主
義
、
反
国
家
主
義
、
反
経
済
搾
取
、 

反
人
種
主
義
は
非
西
欧
世
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
現
実
と
直
面
し
、 

実
現
し
て
い
っ
た
の
か
？　

本
発
表
の
目
的
は
、
米
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を

代
表
す
る
北
米
外
国
伝
道
会
議
（Foreign M

ission Conference of 
N
orth A

m
erica

）
が
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
敗
戦
直
後
（
一
九
四

五
―
四
七
）
の
日
本
伝
道
再
開
時
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
、
そ

の
結
果
ど
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
た
の
か
を
日
本
基
督
教
団
の
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
論
じ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

播
者
側
の
持
つ
文
化
帝
国
主
義
と
、
受
容
者
側
の
持
つ
「
自
主
性
」
と
の

関
係
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
自
主
性
」
と
は
、
自
由
・
自
治
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
具
体
的
に
は
脱
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
被
伝

道
者
の
人
権
・
主
体
性
の
重
視
、
公
平
・
公
正
性
の
保
障
、
民
主
主
義
の

徹
底
に
基
づ
く
協
力
推
進
と
い
う
実
践
課
題
を
含
む
概
念
で
あ
る
。
本
研
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を
向
け
た
。

三  

鑑
三
に
は
、
起
き
る
こ
と
は
全
て
神
の
最
善
の
導
き
で
あ
る
と
す
る

前
向
き
な
信
仰
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
一
八
年
五
月
一
一
日
の
ベ
ル
宛
書
簡
に
お
い
て
、
鑑

三
は
、
救
い
に
つ
い
て
家
族
を
分
析
し
以
下
の
三
つ
の
類
型
を
述
べ
て
い

る
。

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
育
ち
の
祐
之 

「
生
ま
れ
な
が
ら
救
わ
れ
て
い
る
」
型
で
非
論
証
型
。

②
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
育
ち
の
ル
ツ 

「
適
切
な
時
に
救
わ
れ
る
」
型
で
非
論
証
型
。

③
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
育
ち
で
は
な
い
鑑
三 

「
実
証
し
て
救
わ
れ
る
」
論
証
型
。

　

し
か
し
、
祐
之
は
神
の
存
在
は
信
じ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
も
つ

こ
と
は
な
く
、
救
い
も
体
験
し
て
い
な
い
と
自
身
が
述
べ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
内
村
の
楽
観
的
で
実
状
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、「
実
験
」
に
基
づ
く
晩
年
に
お
け
る
内
村
の
万
民
救
済
論
へ
の

影
響
が
推
定
さ
れ
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
な
ぜ
祐
之
は
福
音
を
受
け
入
れ
な
か
っ

た
の
か
、
内
村
の
万
民
救
済
論
の
特
徴
は
何
か
、
の
二
点
を
挙
げ
る
。

晩
年
の
岸
本
英
夫
は
戦
後
の
政
教
分
離
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
の
か

田
中　

浩
喜

　

本
発
表
の
目
的
は
、
晩
年
の
岸
本
英
夫
（
一
九
〇
三
―
六
四
）
が
戦
後

日
本
の
政
教
分
離
を
い
か
に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ

る
。
戦
後
憲
法
に
関
し
て
、
岸
本
は
「
憲
法
と
宗
教
」（
一
九
六
三
年
）

チ
推
進
の
た
め
の
協
議
機
関
の
設
置
、
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
名
の

伝
道
企
画
案
で
、
米
側
は
日
本
側
が
追
認
す
る
こ
と
を
前
提
に
専
行
決
定

し
て
い
っ
た
。

　

最
後
に
、
米
側
が
日
本
伝
道
再
開
の
企
画
を
先
行
し
、
日
本
側
は
後
追

い
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
一
方
で
、

日
本
側
か
ら
す
る
と
、
戦
争
で
疲
弊
し
た
教
会
・
学
校
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
再
建
し
て
、
日
本
復
興
の
牽
引
者
と
し
て
の
評
価
を
日
本
国
民
か
ら

獲
得
す
る
に
は
あ
ま
り
に
脆
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
米
側
の
支
援
は
拒
否
で

き
な
い
だ
け
に
、
理
想
と
現
実
の
狭
間
に
あ
っ
て
日
本
側
首
脳
陣
の
苦
悩

は
続
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
日
本
側
の
「
自
主
性
」
に
関
わ
る

問
題
を
解
決
し
て
、
米
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
協
力
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

伝
道
再
開
を
実
体
化
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
内
外
協
力
会
は
、
は
た
し

て
期
待
通
り
の
役
割
を
担
え
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
逆
の
結
果
を
も

た
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
が
次
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

再
臨
運
動
に
お
け
る
内
村
鑑
三
と
祐
之

黒
川　

知
文

　

内
村
鑑
三
と
彼
の
長
男
で
あ
る
祐
之
と
の
関
係
を
、
一
九
一
八
年
に
開

始
さ
れ
た
再
臨
運
動
の
時
期
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。
史
料
と
し
て
は
鑑

三
が
米
国
の
友
人
ベ
ル
に
あ
て
た
書
簡
と
祐
之
の
回
顧
録
を
用
い
る
。

　

結
論
と
し
て
は
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
。

一  

鑑
三
は
父
と
し
て
祐
之
を
愛
し
、
禁
酒
と
安
息
日
厳
守
に
基
づ
く
信

仰
教
育
を
課
し
た
。
野
球
を
め
ぐ
る
厳
し
い
親
子
対
立
が
あ
っ
た
が
、

鑑
三
が
祐
之
に
妥
協
し
て
解
決
し
た
。

二  

鑑
三
は
祐
之
の
野
球
に
お
け
る
活
躍
に
励
ま
さ
れ
て
再
臨
運
動
に
力
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別
の
位
相
に
あ
り
、
そ
れ
を
公
立
校
で
教
え
る
こ
と
は
、
憲
法
が
禁
じ
る

「
宗
派
教
育
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。
こ
う
し
た
発
想
か
ら
、
岸
本
は
憲
法

調
査
会
の
場
で
、
万
一
憲
法
を
改
正
す
る
場
合
は
、
憲
法
二
〇
条
の
「
宗

教
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
「
宗
派
教
育
」
に
変
え
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
研
究
者
と
し
て
は
非
常
に
踏
み
込
ん
だ
政
治
的
発
言
だ
と
言
え

る
。
な
お
、
こ
う
し
た
岸
本
の
見
解
は
、
池
田
勇
人
首
相
の
「
人
づ
く
り
」

構
想
、
文
部
省
中
央
教
育
審
議
会
の
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
に
代
表
さ

れ
る
、
道
徳
教
育
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
当
時
の
自
民
党
の
路
線
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
。

　

岸
本
の
宗
教
観
は
、
第
三
の
神
社
神
道
と
国
家
の
関
係
に
関
す
る
議
論

に
も
影
響
し
て
い
る
。
岸
本
に
よ
れ
ば
、
神
社
神
道
と
国
家
の
絆
を
回
復

さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
宗
教
学
の
観
点
か
ら
は
神
道
が
「
宗

教
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
国
家
と
の
絆
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は

憲
法
違
反
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
同
時
に
、
神
道
は
「
非
常
に
特

殊
な
性
格
を
持
っ
た
宗
教
」
で
も
あ
る
。「
宗
教
」
を
人
間
に
「
究
極
的
」

な
意
味
を
与
え
る
も
の
と
定
義
す
る
岸
本
に
と
っ
て
、
伊
勢
神
宮
や
靖
国

神
社
を
は
じ
め
と
す
る
神
道
は
、
宗
教
性
が
比
較
的
薄
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
神
道
の
特
殊
性
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
神
道
に
対
す
る
「
配
慮
」
の

必
要
性
が
導
か
れ
る
。
岸
本
は
、
戦
後
の
日
本
で
は
憲
法
の
政
教
分
離
を

守
り
な
が
ら
も
、
特
別
な
「
宗
教
」
で
あ
る
神
道
へ
の
「
配
慮
」
が
求
め

ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

岸
本
は
、
戦
後
憲
法
の
枠
組
み
を
基
本
的
に
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ

こ
に
は
「
政
教
分
離
の
行
き
過
ぎ
」
に
よ
る
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
岸
本
は
憲
法
調
査
会
な
ど
の

公
的
な
場
で
、
宗
教
教
育
や
神
社
神
道
の
問
題
に
関
し
て
、
非
常
に
具
体

で
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に

加
え
、
内
閣
憲
法
調
査
会
で
の
岸
本
の
発
言
録
を
資
料
と
し
て
用
い
る
。

一
九
五
六
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
の
内
閣
憲
法
調
査
会
で
、
岸
本
は
参

考
人
と
し
て
三
度
意
見
を
述
べ
て
お
り
（
一
九
五
九
年
、
六
〇
年
、
六
二

年
）、
そ
こ
に
は
晩
年
の
岸
本
の
憲
法
観
と
政
教
分
離
観
が
よ
く
現
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

戦
後
憲
法
に
関
す
る
岸
本
の
評
価
は
両
義
的
で
あ
る
。
岸
本
は
一
方

で
、
戦
後
憲
法
が
良
心
の
自
由
と
政
教
分
離
を
十
全
に
保
障
し
て
い
る
こ

と
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
改
憲
を
急
ぐ
必
要
は

な
い
と
し
て
い
る
。
だ
が
他
方
で
、
戦
後
は
「
政
教
分
離
の
行
き
過
ぎ
」

に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
岸
本
は

そ
の
問
題
と
し
て
、
新
宗
教
の
乱
立
、
宗
教
教
育
の
困
難
、
神
社
神
道
と

国
家
の
関
係
を
挙
げ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
岸
本
は
戦
後
に
「
迷
信
」

的
な
新
宗
教
が
増
え
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
法
制
度
で
取
り
締
ま
る

の
で
は
な
く
、「
国
民
の
宗
教
的
教
養
」
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
解
決
す

べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
宗
教
教
育
が
必
要
に
な
る
が
、

戦
後
は
政
教
分
離
に
よ
っ
て
公
立
校
で
の
宗
教
教
育
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
第
二
の
宗
教
教
育
の
困
難
に
こ
そ
、
岸
本
は
戦
後
の
憲
法
と
宗

教
を
め
ぐ
る
最
も
大
き
な
問
題
点
を
見
出
し
て
い
る
。

　

岸
本
は
、
た
し
か
に
戦
後
の
憲
法
と
教
育
基
本
法
は
公
立
校
で
の
宗
教

教
育
を
禁
じ
て
い
る
が
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
宗
派
教
育
」
で
あ

り
、「
宗
教
的
価
値
一
般
」
を
教
え
る
「
宗
教
情
操
教
育
」
は
可
能
だ
と

論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
背
後
に
あ
る
の
は
、「
宗
教
」
を
人
間

に
「
究
極
的
」
意
味
を
与
え
る
も
の
と
定
義
す
る
岸
本
の
宗
教
観
で
あ

る
。
岸
本
に
よ
れ
ば
、「
宗
教
的
価
値
一
般
」
は
特
定
の
宗
教
集
団
と
は
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の
様
式
に
従
い
同
省
へ
報
告
し
た
統
計
で
あ
る
。
後
者
も
調
査
項
目
に

「
教
育
」
を
含
む
が
、
情
報
量
は
前
者
よ
り
少
な
い
。
本
研
究
は
、
四
三

道
府
県
分
を
『
府
県
学
事
年
報
』
に
依
拠
し
た
。
そ
の
う
ち
、
宮
城
県
は

一
八
九
九
年
度
、
北
海
道
・
福
岡
県
は
一
九
〇
一
年
度
、
徳
島
県
は
一
九

〇
二
年
度
、
残
り
は
一
九
〇
〇
年
度
の
版
で
あ
る
。
静
岡
・
滋
賀
・
鹿
児

島
・
沖
縄
の
計
四
県
は
、
一
九
〇
〇
年
度
『
府
県
統
計
書
』
に
依
拠
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
一
三
六
校
分
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
た
。
そ
の
う
ち
、

宗
教
系
学
科
開
設
校
は
一
二
七
校
、
宗
教
性
を
指
摘
さ
れ
た
学
校
は
九
校

で
あ
る
。
所
在
地
は
、
三
五
府
県
に
渡
り
、
東
京
府
（
二
五
校
）
と
京
都

府
（
二
四
校
）
と
に
多
か
っ
た
。
設
立
認
可
年
は
、
一
八
九
九
年
（
五
二

校
）
と
一
九
〇
〇
年
（
二
五
校
）
と
の
両
年
が
全
体
の
五
七
％
を
占
め

た
。
各
校
の
生
徒
数
は
、
〇
―
二
〇
名
が
四
七
校
と
最
多
で
、
〇
―
六
〇

名
が
全
体
の
七
〇
％
を
占
め
た
。
他
方
、
一
〇
〇
名
以
上
も
二
一
校
（
一

五
％
）
存
在
し
た
。
生
徒
数
の
男
女
比
は
、
男 

九
〇
％
、
女 

一
〇
％
で

あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
度
『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
と
、
全
官
公
私
立
学

校
の
生
徒
で
は
、
男 

六
一
％
、
女 

三
九
％
、
全
私
立
各
種
学
校
の
生
徒

で
は
、
男 

六
八
％
、
女 

三
二
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
宗
教
系
学
校
の
生
徒

数
の
男
女
比
は
、
不
均
衡
性
が
高
い
と
言
え
る
。
学
科
名
な
ど
か
ら
分
類

し
た
宗
教
区
分
は
、
仏
教
系 

九
七
校
（
七
一
％
）、
キ
リ
ス
ト
教
系 

二

五
校
（
一
八
％
）、
神
道
系 

一
四
校
（
一
〇
％
）
で
あ
り
、
仏
教
系
の
割

合
が
高
い
。
各
地
方
庁
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
本
研
究
は
、
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
女
学
校
に
「
類
ス
ル
」
各
種
学
校
と
い
う
統
計
上
の
分
類
に

注
目
す
る
。
こ
れ
は
、
単
行
法
に
依
り
設
立
さ
れ
た
学
校
で
は
な
い
が
、

そ
れ
ら
に
学
校
の
目
的
や
学
科
課
程
な
ど
が
「
準
ズ
ベ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る

と
各
地
方
庁
が
判
断
し
た
各
種
学
校
を
指
す
（
一
九
〇
一
年
文
部
省
訓
令

的
な
提
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
岸
本
の
学
問
的
な
議
論
が
有

す
る
政
治
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
没
後
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
現

在
、
そ
の
学
問
的
意
義
を
正
当
に
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
戦
後
の
日

本
社
会
で
有
し
た
政
治
的
な
意
味
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
岸
本
の
宗
教

論
を
再
読
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
的
統
計
に
見
る
明
治
期
の
宗
教
系
学
校 

│
│ 『
府
県
学
事
年
報
』
を
中
心
に 

│
│

髙
瀬　

航
平

　

本
研
究
の
目
的
は
、
お
も
に
一
九
〇
〇
年
度
の
全
四
七
道
府
県
の
公
的

教
育
統
計
に
記
載
さ
れ
た
宗
教
系
学
校
の
情
報
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
一

八
九
九
年
に
制
度
的
に
再
編
さ
れ
た
公
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
の
実
態
を

よ
り
具
体
的
・
網
羅
的
に
理
解
し
、
学
校
や
宗
教
団
体
単
位
で
従
来
蓄
積

さ
れ
て
き
た
宗
教
教
育
史
に
、
比
較
の
た
め
の
共
通
基
盤
を
、
制
度
史
・

行
政
史
の
観
点
か
ら
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
の
対
象
と

す
る
「
宗
教
系
学
校
」
は
、
宗
教
系
学
科
を
開
設
す
る
各
種
学
校
と
、
同

学
科
を
開
設
し
な
い
も
の
の
、
公
的
統
計
に
お
い
て
宗
教
性
を
指
摘
さ
れ

た
学
校
と
を
指
す
。
他
方
、
校
名
か
ら
宗
教
団
体
と
の
関
係
を
推
定
で
き

る
学
校
や
、
同
関
係
を
学
校
史
な
ど
他
資
料
か
ら
把
握
で
き
る
学
校
な

ど
、
公
的
統
計
の
み
か
ら
宗
教
教
育
の
実
施
を
確
認
で
き
な
い
学
校
は
、

今
回
の
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

　

本
研
究
が
分
析
す
る
資
料
は
、『
府
県
学
事
年
報
』
と
、『
府
県
統
計

書
』
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
一
八
七
五
年
か
ら
毎
年
、
各
地
方
庁
が
管
内

の
学
事
に
つ
い
て
、
文
部
省
規
定
の
様
式
に
従
い
同
省
へ
報
告
し
た
統
計

で
あ
る
。
後
者
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
毎
年
、
各
地
方
庁
が
内
務
省
規
定
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と
比
較
し
て
検
討
し
た
。

　

一
九
一
二
年
二
月
の
三
教
会
同
を
内
務
次
官
と
し
て
主
導
し
た
床
次

は
、
積
極
的
に
宗
教
を
国
民
道
徳
観
念
の
普
及
に
用
い
よ
う
と
し
て
い

た
。
地
方
局
長
時
代
に
欧
米
視
察
（
一
九
〇
九
年
）
に
出
か
け
た
床
次

は
、
欧
米
に
お
い
て
宗
教
が
人
心
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
床
次
は
『
欧
米
小
感
』（
一
九
一
〇
年
）
と
い
う

著
作
を
あ
ら
わ
し
て
、『
信
念
』
と
『
信
任
主
義
』
を
唱
え
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
、
信
念
や
信
仰
を
欠
く
青

年
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
信
念
の
修
養
を
説
い
て
、
そ
の
た

め
に
は
、
神
道
や
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
大
事
に
な
る
と
唱
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

地
方
局
長
時
代
に
有
し
て
い
た
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
、
実
際
の
政
治

に
本
格
的
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
一
九
一
一
年
の
内
務
次

官
就
任
後
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
の
世
相
の
乱
れ
を
床
次
は
懸
念
し
、
そ

の
解
消
の
た
め
に
宗
教
心
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で

宗
教
の
指
導
者
を
一
堂
に
会
し
、
社
会
に
対
す
る
指
導
力
を
発
揮
し
て
も

ら
お
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
教
会
同
の
構
想
で
あ
る
。

　

こ
の
構
想
に
は
内
務
省
内
や
宗
教
界
か
ら
も
反
発
は
あ
っ
た
も
の
の
、

床
次
は
元
老
た
ち
に
根
回
し
を
行
い
、
反
対
派
を
懐
柔
し
て
、『
三
教
会

同
に
関
す
る
私
見
』
を
披
露
し
て
、
世
間
の
理
解
を
求
め
た
。
骨
子
と
し

て
は
、
国
民
道
徳
の
涵
養
の
た
め
に
「
宗
教
と
国
家
の
結
合
を
図
り
、
宗

教
を
し
て
更
に
権
威
あ
ら
し
め
、
国
民
一
般
に
、
宗
教
を
重
ん
じ
る
の
気

風
を
、
興
さ
し
め
ん
こ
と
を
要
す
」
こ
と
が
そ
の
目
論
見
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
議
会
の
追
及
を
乗
り
切
っ
て
、
各
宗
派
の
管
長
に
招
待
状
を
送

り
、
華
族
会
館
に
お
い
て
、
教
派
神
道
の
神
職
や
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の

第
一
号
別
冊
）。
確
認
で
き
た
限
り
宗
教
系
学
校
に
は
、
小
学
校
に
類
す

る
各
種
学
校
が
五
校
、
中
学
校
に
類
す
る
各
種
学
校
が
二
五
校
、
高
等
女

学
校
に
類
す
る
各
種
学
校
が
一
校
存
在
し
た
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
本
研
究
は
、
次
の
二
点
を
主
張
す
る
。
第
一
に
、
一

九
〇
〇
年
度
の
時
点
で
、
宗
教
教
育
の
実
施
状
況
や
形
式
に
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
や
宗
教
団
体
間
の
差
異
が
存
在
し
た
。
一
八
九
九
年
一
〇
月
以
降
各
種

学
校
に
制
度
上
は
解
禁
さ
れ
た
宗
教
系
学
科
の
開
設
を
、
実
際
に
行
な
っ

た
の
は
、
お
も
に
男
性
を
生
徒
と
す
る
仏
教
系
学
校
で
あ
っ
た
。
裏
を
返

せ
ば
、
女
性
を
生
徒
と
す
る
宗
教
系
学
校
や
キ
リ
ス
ト
教
系
・
神
道
系
学

校
は
、
校
数
自
体
が
少
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
同
開
設
を
選
択
し
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
行
政
機
関
は
、
宗
教
系
学
校
も
、
公
教
育

を
担
う
一
機
関
と
し
て
評
価
・
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
地
方
庁
は
、

宗
教
系
学
校
が
非
宗
教
系
学
科
を
開
設
し
て
行
な
う
初
等
・
中
等
教
育
の

水
準
を
、
宗
教
教
育
が
禁
止
さ
れ
た
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
〇
〇
年
度
の
時
点

で
、
行
政
機
関
が
あ
る
学
校
の
教
育
事
業
を
評
価
す
る
さ
い
、
同
校
の
宗

教
性
の
程
度
は
判
断
材
料
に
含
ま
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
務
官
僚
時
代
の
床
次
竹
二
郎
の
神
社
・
宗
教
行
政
構
想

西
田　

彰
一

　

本
報
告
で
は
、
内
務
官
僚
お
よ
び
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
、
の
ち
に
政

友
本
党
を
組
織
し
た
床
次
竹
二
郎
の
内
務
官
僚
時
代
の
思
想
や
動
向
を
彼

の
伝
記
や
著
作
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
神
社
・
宗
教
行
政
の
構
想
に
迫

る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
内
務
官
僚
・
貴
族
院

議
員
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
床
次
の
同
僚
で
あ
っ
た
水
野
錬
太
郎
の
そ
れ
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宗
教
学
成
立
以
前
の
「
世
界
の
諸
宗
教
」
像
に
つ
い
て
の
一
考
察

星
野　

靖
二

　

本
発
表
は
、
近
代
の
日
本
に
お
い
て
学
問
的
・
制
度
的
な
「
宗
教
学
」

が
成
立
す
る
前
の
時
期
に
お
い
て
、「
世
界
の
諸
宗
教
」
が
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
例
と
し

て
『
日
本
之
教
学
』（
一
八
八
七
〜
一
八
八
九
、
全
二
八
号
）
と
い
う
雑

誌
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
同
誌
は
一
八
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た
博
文
館

が
、『
日
本
大
家
論
集
』
に
続
い
て
出
し
た
雑
誌
で
あ
り
、『
日
本
大
家
論

集
』
と
同
様
に
、
多
く
の
論
説
を
他
の
雑
誌
か
ら
転
載
し
て
構
成
さ
れ
て

い
た
。
創
刊
に
は
編
集
者
の
内
山
正
如
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
内
山
は
仏
教
と
の
関
わ
り
を
背
景
に
持
つ
も
の
の
、
様
々
な
宗
教
を

「
中
立
不
偏
」
主
義
で
取
り
上
げ
る
こ
と
を
同
誌
の
編
集
方
針
と
し
、
例

え
ば
『
六
合
雑
誌
』（
キ
リ
ス
ト
教
）、『
令
知
会
雑
誌
』（
仏
教
）、『
大
社

教
雑
誌
』（
神
道
）、
ま
た
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
な
ど
様
々
な
雑
誌
か
ら
論

説
を
採
り
、
最
終
的
に
は
表
紙
に
英
題
をT

he R
eligions of Japan

と
し
て
書
き
入
れ
、「
仏
教
・
耶
蘇
教
・
神
教
（
＝
神
道
）・
儒
教
」
と
四

教
を
並
べ
て
掲
げ
て
い
る
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
教
関
係
の
論
説
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
も

見
ら
れ
る
が
、
仏
教
の
改
良
に
つ
い
て
論
じ
る
論
説
も
多
く
、
当
時
多
く

出
さ
れ
た
仏
教
雑
誌
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
論

説
に
つ
い
て
、『
六
合
雑
誌
』
に
加
え
て
『
正
教
新
報
』
か
ら
の
転
載
や
、

来
日
宣
教
師
の
手
に
な
る
論
説
も
見
ら
れ
る
。
日
本
に
は
日
本
の
独
立
し

た
キ
リ
ス
ト
教
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
社
説
や
投
稿
が
あ
り
、
ま
た

訳
出
の
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ー
ク
や
サ
ベ
ー
ジ
と
い
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
神
学
者
の
論
説
の
翻
訳
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
神

指
導
者
を
交
え
た
会
合
が
執
り
行
わ
れ
、「
皇
運
を
扶
翼
し
、
益
々
国
民

道
徳
の
振
興
を
図
ら
ん
事
を
期
す
」
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
床
次
は
か
な
り
熱
心
に
宗
教
を
国
民
道
徳
観
念
の
普
及

に
用
い
る
な
ど
、
積
極
的
な
宣
揚
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
一
方
こ
れ
に
対

し
て
、
同
世
代
の
官
僚
で
、
自
ら
も
神
社
局
長
を
歴
任
し
、
後
年
内
務
次

官
、
内
務
大
臣
、
貴
族
院
議
員
に
就
任
す
る
水
野
錬
太
郎
（
三
教
会
同
当

時
は
地
方
局
長
兼
土
木
局
長
）
は
、
一
定
の
枠
を
設
け
つ
つ
も
、
神
社
及

び
宗
教
に
は
消
極
的
に
し
か
関
わ
ら
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
水
野
が

神
社
合
祀
を
開
始
し
た
時
点
で
は
、「
国
家
の
宗
祀
」
と
し
て
神
社
を
構

想
し
、
そ
の
最
低
限
の
体
裁
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
神
社
を
整
理
の
対

象
と
し
、「
国
風
維
持
」
の
た
め
の
施
設
と
し
て
消
極
的
に
活
用
を
試
み

て
い
た
。
水
野
は
、
古
物
の
物
質
的
価
値
に
注
目
し
た
「
国
風
」
お
よ
び

「
国
粋
」
の
保
存
の
呼
び
か
け
は
行
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
宗
教
と
の
連

携
と
活
用
ま
で
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
の
末
期
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
宗
教
を
国
民
道
徳
観
念
の
普
及

に
用
い
よ
う
と
す
る
床
次
の
発
想
は
や
や
特
殊
で
、
内
務
省
内
で
は
水
野

の
よ
う
に
、
神
社
で
あ
っ
て
も
古
物
と
し
て
の
物
質
的
価
値
に
基
づ
く
整

理
と
い
う
消
極
的
な
活
用
の
ほ
う
が
多
数
派
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ

し
、
佐
上
信
一
ら
の
よ
う
に
、
床
次
の
よ
う
に
宗
教
と
国
民
道
徳
観
念
を

結
び
付
け
て
考
え
る
者
た
ち
も
、
世
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
増
え
て
く

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
三
教
会
同
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
行

政
構
想
は
や
や
先
走
っ
た
問
題
意
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

後
の
動
向
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
価
値
が
あ
る
。
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そ
の
上
で
、
何
ほ
ど
か
共
有
さ
れ
て
い
る
論
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一

方
で
は
時
代
と
共
に
人
智
が
開
け
、
よ
り
高
等
な
宗
教
が
出
現
す
る
、
あ

る
い
は
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
宗
教
進
化
論
的
な
感
覚
が
窺
わ
れ
、
他
方

で
は
翻
訳
論
説
が
し
ば
し
ば
「
正
し
い
」
も
の
と
し
て
権
威
を
持
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
系
の
比
較
宗
教
の

議
論
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

的
な
宗
教
理
解
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
一
つ
の
回
路
で
あ
り
う
る
と
論
じ

た
。

　

本
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費19K

00086

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
同
誌
の
目
次
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る

（http://bit.do/O
nRoJ

）。

自
葬
解
禁
と
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰

内
藤　

幹
生

　

自
葬
と
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
寺
院
以
外
に
よ
る
葬
儀
を
い
い
、
明

治
初
期
に
お
い
て
は
神
官
・
僧
侶
以
外
に
よ
る
葬
儀
を
意
味
し
た
。
幕
藩

体
制
下
で
は
、
宗
門
改
制
度
に
よ
り
寺
院
へ
の
所
属
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
た
た
め
、
民
衆
は
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
徒
と
な
っ
た
。
葬
儀
は
原
則
仏
式

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
葬
儀
は
自
葬
と
見
な
さ
れ
、
処
分
さ
れ
た
。
ま
た
、

維
新
政
府
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
神
官
・
僧
侶
以
外
に
よ
る
葬
儀

を
自
葬
と
布
告
し
、
禁
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
式
に
よ
る
葬

儀
が
自
葬
と
見
な
さ
れ
処
罰
さ
れ
る
事
件
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
そ
の

後
維
新
政
府
は
葬
儀
の
条
件
を
段
階
的
に
緩
和
し
、
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）
に
教
導
職
が
廃
止
さ
れ
、
自
葬
は
解
禁
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も

葬
儀
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
残
っ
た
。

道
関
係
の
論
説
に
つ
い
て
、
千
家
尊
福
、
芳
村
正
秉
、
柴
田
礼
一
ら
神
道

家
の
寄
稿
に
加
え
て
、
神
道
を
主
題
と
し
た
論
説
も
散
見
さ
れ
た
。

　

全
体
の
特
徴
と
し
て
、
確
か
に
特
定
の
宗
教
伝
統
を
弁
証
す
る
立
場
は

取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
論
説
の
採
用
基
準
が
不
明
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
も
多
様
で
あ
る
と
い
え
る
反
面
、
ま
と
ま
り
や
統
一
性
を
欠
い
て
い
る

面
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（
＝「
波
羅
門
教
」）
に
つ
い

て
の
論
説
を
拾
っ
て
み
る
と
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
、
ビ
シ
ュ
ヌ
、
シ
ヴ
ァ
の
三

神
に
つ
い
て
、
表
記
の
統
一
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
当
時
自
ら
を

菩
薩
と
称
し
て
新
仏
教
を
唱
導
し
て
い
た
水
谷
仁
海
の
「
印
度
宗
教
ノ
沿

革
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
婆
羅
摩
﹇
バ
ラ
マ
﹈」「
韋
紐
﹇
ウ
イ
ク
﹈」「
死

婆
﹇
シ
バ
﹈」
と
ル
ビ
付
き
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「
韋

紐
」
は
漢
語
仏
教
経
典
に
用
例
が
あ
る
。
他
方
、
政
治
家
・
官
僚
で
あ
る

大
鳥
圭
介
の
「
印
度
古
代
宗
教
概
論
」
で
は
漢
字
を
用
い
ず
、「
ブ
ラ
マ
」

「
ブ
ウ
ス
ニ
エ
ー
」「
ジ
ワ
ー
」
と
記
す
。
当
時
の
他
の
用
例
と
し
て
、
例

え
ば
『
百
科
全
書
』
の
「
印
度
教
」（
一
八
七
七
）
で
は
「
ブ
ラ
マ
」「
ビ

シ
ニ
ュ
ー
」「
シ
バ
」
で
あ
り
、
ま
た
一
八
九
四
年
頃
の
哲
学
館
の
「
比

較
宗
教
学
」
の
講
義
録
で
は
「
ブ
ラ
ム
」「
ウ
イ
シ
ュ
ヌ
」「
シ
ヴ
ハ
」
と

な
っ
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
議
論
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
も
、

未
だ
用
語
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

　

以
上
、
同
誌
を
通
し
た
考
察
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
諸
宗
教
を

並
べ
て
論
じ
る
場
が
構
想
さ
れ
て
お
り
、
一
定
数
の
読
者
・
投
稿
者
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
内
容
と
し
て
は
統
一
性
や
ま
と
ま
り
に
欠

け
て
お
り
、
概
念
や
用
語
の
平
準
化
を
促
し
、
論
説
の
質
を
判
定
す
る
よ

う
な
制
度
的
・
学
的
な
権
威
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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信
し
た
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
神
道
・
仏
教
・
儒
教
に
よ
る
葬
儀
を
行
わ

な
い
宣
言
を
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
村
社
会
・
地
域
社
会
内
部
で
は
葬

法
を
め
ぐ
り
分
裂
状
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
長
崎
近
郊
外
海
で
は
カ
ト

リ
ッ
ク
式
の
葬
儀
執
行
の
証
明
書
を
、
長
崎
県
令
に
よ
り
旧
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
へ
要
求
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
長
崎
神
ノ
島
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
式
も
仏
式
も
拒
ん
で
い
た
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
よ
う
に
村
長
か
ら
要
求
さ
れ
、
仕
方
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
式
で
葬

儀
を
選
ん
だ
事
例
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
村
社
会
・
地
域
社
会
内
部

で
は
混
沌
と
し
た
状
態
と
な
り
、
権
力
側
は
信
仰
の
厳
格
化
・
画
一
化
を

求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
の
明
治
初
期
に
、
宗
教
政
策
も
大
き
く
変

っ
た
こ
と
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
葬
儀
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

そ
の
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
意
識
に
も
関
係
し
、
彼
ら
の
あ
り
方
に
も

影
響
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
信
仰
は
国
家
レ
ベ
ル
で
解

放
さ
れ
、
公
認
さ
れ
る
と
、
信
仰
の
厳
格
化
・
統
一
化
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
が
出
現
し
た
の
で

あ
る
。
明
治
期
に
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
こ
う
し
た
葬
儀
を
含
む
信
仰

上
の
問
題
が
浮
き
彫
り
と
な
る
状
況
の
中
で
、
新
し
い
信
仰
秩
序
を
模
索

し
、
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
自
葬
解
禁
は
そ
の
直
接
契
機
に
な
っ

た
と
言
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、
長
崎
近
郊
の
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
た
集
落
を

事
例
に
し
て
、
彼
ら
の
信
仰
を
め
ぐ
る
動
向
が
村
社
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
自

身
に
ど
う
影
響
し
た
か
、
葬
儀
を
中
心
に
検
討
し
、
当
該
期
に
お
け
る
村

社
会
と
の
関
係
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
の
状
況
を
見
て
い
き
、
そ
の
時
代
的

意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
政
策
が
大
き
く
変
化
し
た
明
治
初
期
は
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化
し
た
。
政
策
上
の
一
番
の
変
化
は
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
高
札
の
撤
去
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
が
国
家
権
力
に
よ
る
規
制
か
ら
解
放

さ
れ
る
直
接
契
機
で
あ
り
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
時
代
の
移
行
を
象
徴
す

る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
何
代
に
も
わ
た
り
待
ち
続
け
た
信

仰
を
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
時
代
が
到
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。
葬
儀
に

関
し
て
も
、
公
然
と
自
分
た
ち
の
や
り
方
（
カ
ト
リ
ッ
ク
式
）
で
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
条
件
付
き
で
あ
っ
た
た
め
、
信
仰
上
の

何
ら
か
の
規
制
は
残
っ
た
。
自
葬
禁
止
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

問
題
も
発
生
し
た
。
潜
伏
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
た
村
社
会
で

は
信
仰
を
公
表
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
を
非
キ
リ
シ
タ
ン
が
忌
避
し
よ
う
と
す

る
よ
う
に
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
に
お
い
て
は
、
急
速
な
変
化
に
動
揺

す
る
者
が
現
れ
る
な
ど
信
仰
を
め
ぐ
る
新
た
な
る
問
題
が
発
生
し
た
。
後

に
自
葬
は
解
禁
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
や
り
方
で
の
葬
儀
は
自
由
に
な

っ
た
が
、
葬
儀
を
め
ぐ
る
問
題
は
し
ば
ら
く
続
き
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
あ
り

方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

長
崎
浦
上
村
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
に
違
和
感
を
持
っ
た
旧
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
が
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
と
一
緒
に
カ
ト
リ
ッ
ク
式
の
葬
儀
を
阻
止

す
る
等
の
事
件
が
起
こ
り
、
平
戸
紐
差
村
で
は
、
逆
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
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（
病
院
・
葬
儀
社
・
火
葬
場
職
員
）
へ
移
行
し
た
過
程
を
「
葬
儀
の
商
品

化
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
の
約
五
十
年
間
に

お
け
る
変
化
の
特
徴
は
「
火
葬
の
普
及
の
徹
底
と
、
ホ
ー
ル
葬
の
普
及
」

に
集
約
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
他
、
嶋
根
克
己
・
玉
川
貴
子
、
新
谷

尚
紀
、
鈴
木
岩
弓
な
ど
の
議
論
を
検
討
し
た
。

　

以
上
の
各
論
者
の
「
葬
制
変
容
論
」
を
概
観
す
る
と
、
立
場
や
論
点
の

違
い
は
あ
る
が
、
①
土
葬
か
ら
火
葬
へ
（
葬
法
の
変
化
）、
②
地
域
の
互

助
組
織
か
ら
葬
送
業
者
へ
（
葬
儀
の
執
行
主
体
・
実
働
補
助
の
変
化
）、

③
寺
院
・
自
宅
か
ら
葬
祭
ホ
ー
ル
へ
（
葬
儀
場
所
の
変
化
）
と
い
う
三
つ

の
変
化
が
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
変
化
が
生
じ
た
年

代
や
期
間
、
分
析
概
念
（「
近
代
化
」「
個
人
化
」「
商
品
化
」
等
）
は
論

者
に
よ
り
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
各
変
化
は
併
記
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
相

互
の
影
響
関
係
は
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
各
地
域
に
共
通
す
る

変
容
の
要
因
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
上
記
①
〜
③
と
い
っ
た
共
通
項
を
抽
出
す

る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
ど
の
変
化
が
最
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
各
変
化

は
ど
の
よ
う
に
連
関
し
な
が
ら
進
行
し
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
い
に

応
え
ら
れ
る
研
究
は
少
な
い
。

　

上
記
②
に
焦
点
を
絞
り
、
民
俗
学
に
お
け
る
研
究
を
参
照
す
る
と
、
地

域
住
民
が
主
体
的
に
、
あ
る
い
は
取
捨
選
択
し
な
が
ら
葬
祭
業
者
や
新
し

い
儀
礼
様
式
を
受
容
し
て
い
く
過
程
（
山
田
慎
也
、
川
嶋
麗
華
）
や
、
従

来
の
単
線
的
な
理
解
を
避
け
た
複
眼
的
な
視
点
の
必
要
性
（
木
下
光
生
）

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
報
告
者
の
調
査
か
ら
は
、
葬
祭
業
者
の
参
入
よ
り

も
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
変
化
の
重
要
な
触
媒
と
な
っ
た
事
例
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
解
体
な
い
し
葬
祭
業
者
の
介

入
だ
け
が
変
容
の
要
因
で
は
な
く
、
事
例
ご
と
に
住
民
の
主
体
的
側
面
、

戦
後
日
本
に
お
け
る
「
葬
制
変
容
論
」
の
再
検
討 

│
│ 

類
型
化
の
試
み 

│
│

大
場　

あ
や

　

葬
制
に
関
す
る
研
究
は
、
民
俗
学
を
中
心
に
宗
教
学
・
社
会
学
・
文
化

人
類
学
等
か
ら
多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
、
高
度
経
済
成

長
期
を
経
て
葬
儀
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や

単
身
化
な
ど
と
連
動
し
た
新
た
な
変
化
を
活
写
す
る
成
果
が
相
次
い
で
い

る
。
研
究
史
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
戦
後
の
葬
制
の
変
容
を

総
括
す
る
試
み
が
活
発
に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
議
論
を
本
研
究
で

は
「
葬
制
変
容
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
「
変
容
論
」

は
、
未
だ
共
通
見
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
報
告
で
は
、

代
表
的
な
論
者
に
よ
る
葬
制
変
容
論
を
確
認
し
、
研
究
上
の
課
題
を
整
理

し
た
上
で
変
容
論
の
類
型
化
を
試
み
、
議
論
の
精
緻
化
を
図
り
た
い
。

　

村
上
興
匡
は
、
戦
後
の
葬
儀
慣
習
の
変
化
と
し
て
「
葬
列
か
ら
告
別

式
」「
葬
式
組
か
ら
葬
儀
社
」「
土
葬
か
ら
火
葬
」
の
三
点
が
並
行
す
る
形

で
、
全
国
的
に
進
行
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
生

じ
た
、
地
域
の
儀
礼
か
ら
家
・
家
族
の
儀
礼
へ
と
い
う
変
化
を
「
第
一
の

個
人
化
」
と
呼
び
、
九
〇
年
代
以
降
の
新
た
な
動
き
（
継
承
者
不
要
の
墓

地
な
ど
）
を
「
第
二
の
個
人
化
」
と
捉
え
て
い
る
。
一
方
、
森
謙
二
は
、

土
葬
か
ら
火
葬
へ
の
移
行
と
葬
送
領
域
の
市
場
化
が
進
展
し
た
流
れ
を

「
葬
送
の
「
第
一
の
近
代
化
」」、
九
〇
年
代
以
降
、
地
域
社
会
の
崩
壊
や

日
本
型
近
代
家
族
の
解
体
に
よ
り
「
葬
送
領
域
の
商
品
化
・
市
場
化
の
拡

大
」
が
進
ん
だ
流
れ
を
「
第
二
の
近
代
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。
続
い
て
関

沢
ま
ゆ
み
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
、
葬
儀
の
担
い
手

が
「
経
済
外
的
関
係
」（
血
縁
・
地
縁
的
関
係
者
）
か
ら
「
経
済
的
関
係
」
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ー
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ス
ト
ン
の
三
名
の
論
を
、
祖
先
崇
拝
の
概
念
設

定
の
仕
方
に
注
目
し
て
検
討
し
、
彼
ら
が
当
時
の
進
化
主
義
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
な
か
で
日
本
の
宗
教
と
祖
先
崇
拝
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
明
治
期
の
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
論
は
、

西
洋
の
人
類
学
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
展
開
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
も
そ
も
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
関
心
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
あ
る

い
は
植
民
地
支
配
へ
の
布
石
と
し
て
、
日
本
の
新
し
い
政
治
・
社
会
体
制

や
、
そ
の
前
提
と
考
え
ら
れ
る
日
本
人
の
宗
教
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
神
仏
判
然
令
に
も
と
づ
い
て
「
日
本
に
は
神
道

と
仏
教
と
い
う
二
つ
の
宗
教
が
あ
る
」
と
と
ら
え
、
彼
ら
に
と
っ
て
未
知

の
神
道
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
が
、
資
料
不
足
に
よ
り
困
難
に
直
面
し
、

神
道
を
原
始
的
な
宗
教
、
あ
る
い
は
宗
教
と
は
い
え
な
い
も
の
な
ど
と
評

価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
登
場
し
た
サ
ト
ウ
は
、「
古
神
道
の
復
活
」（
一
八
七

四
）
な
ど
の
論
考
で
、
平
田
国
学
を
重
視
し
た
文
献
学
的
研
究
お
よ
び
、

タ
イ
ラ
ー
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
宗
教
起
源
論
に
も
と
づ
き
、
天
照
大
神
祭

祀
・
天
皇
祭
祀
・
氏
神
祭
祀
な
ど
を
祖
先
崇
拝
の
展
開
と
し
て
把
捉
し

た
。
こ
う
し
た
見
方
が
、
二
〇
世
紀
に
入
る
頃
ま
で
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
の

定
説
と
な
っ
た
。

　

ハ
ー
ン
の
解
釈
は
、
日
本
の
祖
先
崇
拝
を
き
わ
め
て
肯
定
的
に
評
価
す

る
点
で
異
彩
を
放
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
に
傾
倒
し
、
そ
の
宗
教
発
達
の
法

則
説
の
好
例
と
し
て
日
本
の
祭
祀
の
歴
史
を
と
ら
え
た
ハ
ー
ン
は
、
神
道

と
は
す
な
わ
ち
祖
先
崇
拝
で
あ
る
と
説
明
し
た
。『
心
―
日
本
の
内
面
生

活
の
暗
示
と
影
響
―
』（
一
八
九
六
）
な
ど
多
く
の
著
作
で
ハ
ー
ン
は
、

官
製
運
動
・
諸
政
策
の
影
響
、
地
域
社
会
の
近
代
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、「
変
容
の
力
学
」
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
葬
制
の
変
容
パ
タ
ン
を
、
変
容
の
契
機
を
も
た
ら
し
た
イ
ン

パ
ク
ト
を
指
標
に
類
型
化
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
火
葬
場
の
建
設
や
霊

柩
自
動
車
の
導
入
に
よ
り
変
化
が
生
じ
た
「
技
術
化
先
行
型
」、
専
門
業

者
の
参
入
に
よ
る
「
商
品
化
先
行
型
」、
新
生
活
運
動
な
ど
生
活
改
善
を

掲
げ
た
諸
運
動
の
影
響
に
よ
る
「
生
活
改
善
型
」
で
あ
る
。
変
容
を
促
進

し
た
主
体
や
要
因
に
よ
っ
て
さ
ら
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
排

他
的
な
類
型
で
は
な
い
が
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
複
雑
多
岐
に
わ
た
る

地
域
ご
と
の
葬
制
変
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
り
詳
細
に
把
捉
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

戦
前
の
日
本
文
化
紹
介
書
に
お
け
るR

eligion
とA

ncestor W
orship

問
芝　

志
保

　

日
本
の
祖
先
崇
拝
研
究
は
、
研
究
史
を
記
述
す
る
際
に
、
柳
田
國
男
の

業
績
を
始
点
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
明
治
期
に
も
す
で
に
相
当
数
あ
っ

た
、
日
本
の
祖
先
崇
拝
を
論
じ
た
著
作
物
は
、
先
行
研
究
と
し
て
は
扱
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
著
作
物
が
経
験
的
デ
ー
タ
に
も

と
づ
く
学
術
的
な
実
証
研
究
で
は
な
く
、
思
弁
的
・
理
念
的
・
規
範
的
な

言
説
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
戦
後
日
本
の
祖
先
崇
拝
研
究
が
、
進
化
主
義
パ

ラ
ダ
イ
ム
や
国
民
道
徳
論
か
ら
直
接
／
間
接
に
影
響
を
受
け
て
き
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
発
表
は
こ
の
課
題
の
解

明
に
向
け
た
一
つ
の
作
業
と
し
て
、
明
治
期
に
活
躍
し
た
西
洋
出
身
の
ジ

ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
、
特
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
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天
理
外
国
語
学
校
の
朝
鮮
語
教
育
に
み
る
朝
鮮
布
教
の
意
義

金　
　

賻
城

　

本
研
究
発
表
で
は
、
海
外
布
教
師
の
養
成
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

天
理
外
国
語
学
校
の
朝
鮮
語
教
育
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
教
育
に
も
と

づ
い
て
展
開
さ
れ
た
天
理
教
に
お
け
る
朝
鮮
布
教
の
具
体
化
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
に
進
出
し
た
日
本
宗
教
の
な
か
で
、
朝
鮮

語
を
駆
使
す
る
海
外
布
教
師
を
育
成
す
る
学
校
を
設
立
し
た
の
は
、
天
理

教
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
天
理
外
国
語
学
校
の
朝
鮮
語
部
は
「
他
民
族
の
理

解
」
と
「
他
民
族
の
救
済
」
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
語
部
の
「
金
剛
会
」
が
『
訓
民
正
音
』
を
も
と

に
、
天
理
教
の
教
義
を
朝
鮮
語
に
翻
訳
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時

の
状
況
に
注
目
す
る
と
極
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
翻

訳
活
動
が
学
生
た
ち
の
信
仰
に
基
づ
い
た
宗
教
的
実
践
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
後
、
日
本
の
他
宗
教
と
違
っ
て
、
天
理
教
が
朝
鮮

半
島
に
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
つ
の
理
由
は
、
そ
の
信
仰
が
韓
国
の

人
び
と
に
よ
っ
て
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
、
朝
鮮
語
に
翻
訳
さ
れ
た
教

義
書
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
天
理
教
の
救
済
観
を
朝
鮮

語
教
育
に
融
合
さ
せ
る
教
育
に
よ
っ
て
、
天
理
教
の
海
外
布
教
と
い
う
概

念
を
、
天
理
教
の
救
済
観
の
も
と
で
意
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り

わ
け
、
天
理
教
独
自
の
海
外
布
教
が
、
天
理
外
国
語
学
校
の
朝
鮮
語
教
育

と
結
び
つ
け
て
、
朝
鮮
布
教
が
具
体
化
さ
れ
た
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き

点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
天
理
教
の
救
済
観
の
普
遍
性
は
、
ま
さ
に
朝
鮮

語
教
育
を
と
お
し
て
、
朝
鮮
民
族
の
救
済
を
目
的
と
し
て
実
践
さ
れ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
祖
先
崇
拝
を
、
家
族
観
や
国
家
観
に
つ
ら
な
る
根
底
的
な
宗
教
観

と
し
て
熱
烈
な
賞
賛
の
言
葉
と
と
も
に
描
き
出
し
た
う
え
で
、
祖
先
崇
拝

を
行
っ
て
い
な
い
西
洋
に
対
す
る
優
位
性
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
二
〇
世
紀
に
入
り
、
西
洋
で
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
説
へ
の
批
判
的

見
解
が
優
勢
と
な
る
と
と
も
に
、
日
本
で
は
ア
ス
ト
ン
が
『
神
道
―
神
々

の
道
―
』（
一
九
〇
五
）
で
、
祖
先
崇
拝
概
念
を
直
接
の
祖
先
へ
の
祭
祀

に
限
定
す
べ
き
と
し
、
従
来
の
広
義
の
祖
先
崇
拝
概
念
に
も
と
づ
く
祖
先

崇
拝
起
源
説
を
退
け
て
、
神
道
は
実
質
的
に
自
然
崇
拝
だ
と
論
じ
た
。
こ

う
な
れ
ば
、
元
来
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
目
的
は
、
日
本
の
主
た
る
宗
教

と
考
え
ら
れ
た
神
道
の
解
明
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
祖
先
崇

拝
は
あ
っ
さ
り
と
彼
ら
の
研
究
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
祖
先
崇
拝
論
の
展
開
が
、
明
治
期
の
宗
教
学
や
国
民
道
徳

論
、
そ
し
て
日
本
国
内
に
お
け
る
人
類
学
・
日
本
民
俗
学
的
な
祖
先
崇
拝

研
究
と
ど
の
よ
う
に
接
続
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
い
に

対
し
、
本
発
表
は
明
治
期
に
英
語
で
書
か
れ
た
日
本
文
化
紹
介
書
を
対
象

と
し
、
さ
し
あ
た
り
の
俯
瞰
的
な
見
取
り
図
を
描
く
に
と
ど
ま
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
、
ま
た
日
本
国
内
の

祖
先
崇
拝
研
究
と
の
影
響
関
係
を
含
め
て
分
析
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

日
本
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
研
究
の
淵
源
を
詳
し
く
描
出
す
る
こ
と
が
、
今

後
の
課
題
と
な
る
。
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朝
鮮
半
島
に
進
出
し
た
す
べ
て
の
宗
教
が
、
日
本
政
府
の
植
民
地
の
同
化

政
策
に
協
力
す
る
過
程
で
広
が
っ
た
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ

う
し
た
理
解
の
し
か
た
も
確
か
に
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
理
解
が

必
ず
し
も
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
あ
い
だ
の
複
雑
な
宗
教
状
況
を
ふ
ま
え
た

適
切
な
理
解
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究

発
表
で
は
、
天
理
教
と
朝
鮮
半
島
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
天
理
外
国
語
学

校
の
朝
鮮
語
教
育
に
み
る
朝
鮮
布
教
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
従
来
の
日
本
宗
教
、
と
り
わ
け
天
理
教
の
海
外
布
教
に
関
す
る
新
た

な
理
解
の
し
か
た
を
提
示
し
た
い
。

新
宗
教
の
死
者
儀
礼
と
現
世
主
義 

│
│ 

天
理
教
を
中
心
に 

│
│道

蔦　

汐
里

　

本
発
表
は
、
現
世
主
義
が
特
徴
と
さ
れ
る
新
宗
教
に
お
い
て
、
死
者
儀

礼
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
整
備
・
実
施
さ
れ
て
き
た

の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
神
道
系
新
宗
教

で
あ
る
天
理
教
の
死
者
儀
礼
（
本
発
表
で
は
葬
儀
と
墓
）
を
対
象
に
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
言
説
と
そ
の
変
化
を
、
儀
礼
の
方
法
等
を
記
し
た
資
料
で

あ
る
「
祭
儀
式
」、
伝
記
、
機
関
紙
等
か
ら
整
理
・
確
認
す
る
。
新
宗
教

研
究
に
お
け
る
死
者
儀
礼
研
究
の
意
味
を
再
考
し
つ
つ
、
新
宗
教
教
団
の

中
で
も
、
特
に
神
道
系
新
宗
教
の
儀
礼
整
備
過
程
に
お
け
る
力
学
の
解
明

を
目
指
す
。

　

新
宗
教
研
究
は
豊
富
に
存
在
す
る
も
の
の
、
死
者
儀
礼
に
関
す
る
研
究

は
数
が
少
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
先
行
研
究
は

「
新
宗
教
教
団
が
死
者
儀
礼
の
整
備
に
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
」

こ
と
、「
新
宗
教
の
墓
や
葬
儀
が
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
」

　

こ
こ
で
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
海
外
布
教
だ
け
を
取
り
扱
っ
て
い
る

が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
海
外
布
教
に
つ
い
て
明
ら
か
に
言
え
る
こ
と

は
、
教
派
神
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
天
理
教
が
、
朝
鮮
半
島
に
進
出
し
た
他

宗
教
と
は
違
う
動
き
を
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
理
教
教
会
本

部
は
日
本
政
府
か
ら
求
め
ら
れ
た
「
植
民
地
布
教
」
の
形
の
ま
ま
で
は
、

天
理
教
の
信
仰
に
基
づ
く
救
済
を
海
外
で
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
判
断
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
社
会
背
景
の
捉
え
方
の
中
心
に
は
、
天
理

外
国
語
学
校
の
創
設
者
で
あ
っ
た
中
山
正
善
の
強
い
信
念
が
あ
っ
た
。
彼

が
抱
い
て
い
た
教
育
理
念
は
、
外
国
語
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
情
勢
を
十

分
に
把
握
で
き
た
海
外
布
教
師
の
養
成
で
あ
っ
た
。
当
時
、
海
外
布
教
師

と
し
て
活
躍
し
た
中
心
的
な
人
物
は
、
天
理
外
国
語
学
校
の
卒
業
生
で
あ

っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
朝
鮮
民
族
を
差
別
す
る
教
育
に
対
し
て
、
昭
和
元

年
（
一
九
二
五
）、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
学
生
達
の
万
歳
運
動
が
行
わ
れ

た
の
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
推
進
し
て
い
た
臣
民
化
教
育
に
原
因
が
あ
っ

た
。
中
山
正
善
は
、
朝
鮮
総
督
府
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
教
育
令
の

改
編
（
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
）
と
臣
民
化
教
育
に
対
し
て
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）、「
天
理
図
書
館
」
と
「
海
外
事
情
参
考
品
室
」
を
設
け
た
。

当
時
の
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
、
朝
鮮
民
族
と
い
う
「
異
民
族
」
を
理
解
す

る
た
め
の
教
育
は
、
政
府
当
局
に
反
す
る
行
為
で
あ
っ
た
。
政
府
当
局
の

迫
害
や
社
会
的
批
判
に
も
屈
し
な
い
そ
の
信
念
は
、
当
時
、
朝
鮮
社
会
の

民
衆
の
心
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
状
況
を
眺
め
る
時
、
朝

鮮
民
族
の
救
済
を
目
的
と
し
て
展
開
し
て
い
た
朝
鮮
語
教
育
は
、
天
理
教

の
救
済
観
を
全
う
す
る
活
動
と
し
て
確
実
に
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
宗
教
史
研
究
で
は
、
戦
前
に
日
本
か
ら
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先
さ
れ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

②
で
は
、
一
九
一
一
〜
二
〇
二
一
年
に
発
行
さ
れ
た
計
十
三
冊
の
「
祭

儀
式
」
や
機
関
紙
等
よ
り
、
天
理
教
の
儀
礼
の
変
化
を
確
認
し
た
。
同
教

団
の
儀
礼
の
中
で
最
重
視
さ
れ
、
教
祖
か
ら
直
接
教
示
の
あ
っ
た
「
お
つ

と
め
」
は
、
戦
後
「
復
元
」
運
動
が
本
格
化
す
る
中
で
、
特
に
十
年
ご
と

の
年
祭
を
契
機
と
し
て
、
儀
礼
の
「
脱
神
道
色
」
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

一
方
で
、
教
祖
か
ら
示
さ
れ
た
儀
礼
が
存
在
し
な
い
葬
儀
は
、
明
治
期
か

ら
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
お
つ
と
め
」
や

地
鎮
祭
か
ら
は
玉
串
奉
献
が
廃
止
さ
れ
た
現
在
で
も
、
葬
儀
で
は
玉
串
を

使
用
し
続
け
て
い
る
こ
と
等
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
世
で

積
極
的
な
意
味
を
も
て
る
（
＝
現
世
主
義
的
）
儀
礼
か
否
か
が
「
脱
神
道

色
」
の
対
象
と
な
る
か
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

③
で
は
、
教
団
内
の
出
版
物
よ
り
葬
儀
・
墓
に
関
す
る
言
及
を
収
集

し
、
脱
神
道
を
目
指
す
べ
き
と
す
る
言
説
と
、
葬
儀
が
布
教
に
な
る
と
す

る
言
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
葬
儀
が
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ

て
い
た
信
仰
継
承
に
有
効
な
儀
礼
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
神
道
色
が
残

り
、
今
後
改
善
さ
れ
る
べ
き
儀
礼
、
布
教
の
役
割
も
有
し
て
い
る
儀
礼
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

今
後
は
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
天
理
教
式
葬
儀
の
事
例
検
討
や
、
他

の
死
者
儀
礼
（
霊
祭
、
年
祭
）
等
と
の
比
較
、
仏
教
系
新
宗
教
と
の
比
較

が
、
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
二
世
・
三
世
へ
の
信
仰
継
承
上
重
要
で

あ
る
と
の
指
摘
が
複
数
存
在
す
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
の
課
題
点
と
し
て
、
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
る
大

本
以
外
の
神
道
系
新
宗
教
を
含
め
た
検
討
の
不
足
や
、
死
者
儀
礼
の
意
味

の
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
加
え
て
、
死
者
儀
礼
を

重
要
視
し
て
い
な
い
新
宗
教
教
団
を
考
察
す
る
意
義
と
し
て
、
現
世
主
義

が
特
徴
と
さ
れ
る
新
宗
教
の
世
界
観
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
境

界
領
域
（
葬
儀
や
墓
）
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
伝
統
宗
教
と
の
境
界
と
新

宗
教
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
す
る
一
試
論
と
な
り
う
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で

本
発
表
で
は
、
先
行
研
究
の
分
析
視
点
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
死
者
儀
礼
を

重
要
視
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
神
道
系
新
宗
教
の
事
例
検
討
と
い
う
観
点

か
ら
天
理
教
を
取
り
上
げ
、
①
天
理
教
に
お
け
る
死
生
観
と
墓
の
環
境
整

備
、
②
祭
儀
式
の
変
化
と
葬
儀
形
式
の
維
持
、
③
教
団
内
の
見
解
、
の
三

つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。

　

①
で
は
、
天
理
教
の
死
生
観
、
教
祖
の
墓
地
・
埋
葬
を
巡
る
議
論
を
参

照
す
る
こ
と
で
、
同
教
団
に
お
け
る
「
死
」
や
死
者
儀
礼
の
意
味
を
確
認

し
た
。
初
期
天
理
教
で
は
、
葬
儀
の
方
法
は
神
道
祭
式
を
採
用
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
た
め
、
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
教
祖
の
遺
骸

の
埋
葬
方
法
・
場
所
、
祭
祀
方
法
に
関
し
て
は
、
遺
骸
は
「
古
い
着
物
」

で
あ
り
、
聖
地
「
ぢ
ば
」
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
墓
は
立
派
に
し
な

い
よ
う
神
か
ら
諭
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
初
代
真
柱
・
中
山
眞
之
亮
を

始
め
と
す
る
信
者
側
に
と
っ
て
、
墓
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
教
祖
に
相

応
し
い
墓
を
作
る
こ
と
が
初
期
か
ら
望
ま
れ
、
後
に
実
現
に
至
り
、
儀
礼

と
し
て
年
祭
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
か
ら
示
さ
れ
る
教

え
よ
り
も
、
死
者
儀
礼
に
関
し
て
は
、
教
祖
を
慕
う
信
者
側
の
感
情
が
優
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里
親
養
育
を
始
め
た
動
機
を
尋
ね
る
と
、
一
番
多
い
答
え
は
「
お
た
す

け
」「
ひ
の
き
し
ん
」（
七
〇
％
）
で
あ
っ
た
。「
お
た
す
け
」「
ひ
の
き
し

ん
」
と
は
天
理
教
の
教
義
の
中
心
的
救
済
思
想
で
、
里
親
は
里
子
の
養
育

を
通
じ
て
こ
の
お
し
え
を
実
践
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の

複
数
回
答
に
は
、「
教
会
の
社
会
貢
献
」（
六
一
％
）
な
ど
が
あ
り
、
教
会

が
社
会
と
連
携
を
深
め
様
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
た
。

　

天
理
教
里
親
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
養
育
は
宗
教
的

環
境
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
里
親
は
天
理
教
分
教
会
長

（
九
八
％
）
で
、
教
会
に
居
住
し
、
里
親
と
里
子
が
寝
食
を
共
に
日
々
、

暮
ら
す
。
二
つ
め
は
、
里
親
が
問
題
に
直
面
し
た
と
き
の
解
決
法
で
あ

る
。
最
初
の
相
談
先
は
児
童
相
談
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
特
徴
あ

る
解
決
方
法
を
示
し
た
。
ひ
と
つ
は
信
仰
的
な
問
題
解
決
方
法
で
、「
教

祖
の
教
え
と
し
て
乗
り
越
え
る
」「
試
練
と
し
て
受
け
止
め
る
」
な
ど
宗

教
的
解
決
方
法
で
あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
信
仰
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、「
自
教
会
の
里
親
経
験
者
」「
里
子
養
育
経
験
者
に
相
談
す
る
」
な
ど

で
、
里
子
を
数
多
く
養
育
す
る
天
理
教
信
仰
者
の
連
携
が
お
互
い
の
課
題

を
支
え
あ
っ
て
い
た
。
三
つ
め
は
、
里
親
の
積
極
的
な
社
会
貢
献
活
動
へ

の
参
加
で
あ
る
。「
地
域
で
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
は
何
か
」
と
聞

く
と
、
ひ
と
つ
は
従
来
か
ら
天
理
教
が
行
っ
て
き
た
「
お
た
す
け
」
で
、

「
災
害
救
済
隊
」「
老
人
見
守
り
活
動
」「
清
掃
」
な
ど
の
活
動
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、
公
的
に
委
託
さ
れ
た
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」「
保
護
司
」

「
教
誨
師
」
な
ど
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
里
子
の
関
係
か
ら
「
学
校
評
議

委
員
」「
子
ど
も
会
」「
学
習
支
援
活
動
」
な
ど
、
児
童
・
学
校
関
係
の
支

援
活
動
で
あ
っ
た
。
里
親
は
、
里
親
養
育
以
外
に
、
社
会
貢
献
活
動
も
熱

心
で
、
行
政
と
も
深
い
関
わ
り
を
示
し
て
い
た
。

天
理
教
里
親
の
宗
教
観
・
養
育
観
・
子
ど
も
観

青
木　
　

繁

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
の
数
が
増
え
、
全
国
の
児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
相
談

は
、
年
間
お
よ
そ
二
一
万
件
と
言
わ
れ
る
。
虐
待
な
ど
の
理
由
で
保
護
者

の
も
と
で
の
養
育
は
適
当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
児
童
相
談
所
は
社

会
的
養
育
の
対
象
と
し
て
、
施
設
入
所
や
里
親
家
庭
で
の
養
育
を
決
め

る
。
そ
の
子
ど
も
の
数
は
、
四
二
、〇
〇
〇
人
（
二
〇
二
二
年
、
厚
生
労

働
省
）
で
あ
る
。

　

注
目
す
る
の
は
、
家
庭
で
社
会
的
養
護
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
「
養
育
里
親
」
の
お
よ
そ
七
・
四
％
は
、
そ
し
て
、
虐
待
経
験
や

障
害
が
あ
り
専
門
的
知
識
が
求
め
ら
れ
る
「
専
門
里
親
」
の
お
よ
そ
四

八
・
九
％
は
、
天
理
教
信
者
の
里
親
で
あ
る
と
い
う
（
天
理
教
里
親
連
盟
、

二
〇
一
八
年
）。
本
論
で
は
、
天
理
教
信
者
の
里
親
養
育
に
注
目
し
、「
天

理
教
里
親
連
盟
」
の
全
会
員
六
二
〇
名
を
対
象
に
二
〇
二
二
年
三
月
に
質

問
紙
調
査
を
行
な
い
、
里
親
の
属
性
、
里
子
の
特
徴
、
養
育
の
動
機
、
宗

教
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
返
送
さ
れ
た
調
査
紙
は
二
五
七

件
、
回
収
率
四
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
調
査
結
果
か
ら
、
里
親
と
里
子
の
属
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今

回
の
調
査
対
象
の
う
ち
里
親
世
帯
は
、
二
一
三
世
帯
で
、
四
六
二
人
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
。
一
世
帯
で
、
平
均
二
・
二
人
の
子
ど
も
を
預
か
っ

て
い
る
。
受
託
時
の
里
子
の
年
齢
は
平
均
五
歳
九
ヶ
月
、
受
託
か
ら
現
在

ま
で
の
養
育
期
間
は
平
均
五
年
十
ヶ
月
、
現
在
の
平
均
年
齢
は
十
一
歳
九

ヶ
月
で
あ
る
。
里
親
の
種
類
は
「
養
育
里
親
」
が
一
五
九
人
（
八
一
％
）

で
、「
専
門
里
親
」
は
、
五
八
人
（
三
〇
％
）、
里
親
は
五
〇
代
・
六
〇
代

が
中
心
で
あ
る
。
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が
記
さ
れ
て
お
り
、
教
祖
が
明
治
七
年
十
二
月
二
十
六
日
（
陰
暦
十
一
月

十
八
日
）
の
朝
に
「
赤
衣
を
着
る
」
と
宣
言
し
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
赤

衣
が
出
来
上
が
り
、
夜
に
着
初
め
が
あ
っ
た
。「
赤
衣
を
召
さ
れ
た
教
祖

が
、
壇
の
上
に
お
坐
り
」
に
な
り
、
以
後
、
人
々
は
赤
衣
を
着
た
教
祖
と

見
（
ま
み
）
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
様
子
は
、
三
六
「
定
め
た
心
」、

四
二
「
人
を
救
け
た
ら
」、
七
三
「
大
護
摩
」
な
ど
九
つ
の
逸
話
に
記
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
四
三
「
そ
れ
で
よ
か
ろ
う
」、
五
一
「
家
の
宝
」、
九
一
「
踊
っ

て
去
ぬ
の
や
で
」、
九
七
「
煙
草
畑
」、
一
二
一
「
い
と
に
着
物
を
」、
一

二
六
「
講
社
の
め
ど
に
」、
一
二
七
「
東
京
々
々
、
長
崎
」、
一
三
六
「
さ

あ
、
こ
れ
を
持
っ
て
」、
一
四
九
「
卯
の
刻
を
合
図
に
」、
一
八
六
「
結
構

な
も
の
を
」、
二
〇
〇
「
大
切
に
す
る
の
や
で
」
の
逸
話
に
は
、
教
祖
が

訪
れ
た
信
者
に
赤
衣
を
贈
ら
れ
た
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
信
仰
の
目

標
（
目
処
・
祭
祀
の
対
象
）」
と
し
て
渡
さ
れ
た
場
合
と
「
救
（
た
す
）

け
」
に
際
し
て
使
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
場
合
と
が
あ
る
。
な
か
に
は
、
九

一
の
逸
話
の
よ
う
に
「
着
て
去
に
や
。
去
ぬ
時
、
道
々
、
丹
波
市
の
町
ん

中
、
着
物
の
上
か
ら
そ
れ
着
て
、
踊
っ
て
去
ぬ
の
や
で
。」
と
言
わ
れ
た

例
や
、
九
七
の
よ
う
に
「
幻
を
見
せ
て
や
ろ
う
。」
と
言
わ
れ
た
教
祖
に

従
い
、
赤
衣
の
袖
の
内
側
に
自
分
の
家
の
煙
草
畑
の
様
子
を
あ
り
あ
り
と

見
せ
ら
れ
た
村
田
幸
三
郎
の
話
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
教
祖
の
「
不
思
議
」

な
力
を
表
す
逸
話
で
は
あ
り
、
ま
た
、「
月
日
」
の
力
を
垣
間
見
せ
る
逸

話
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
他
に
も
子
供
の
た
め
に
赤
衣
を
渡
さ
れ
る
逸
話

も
あ
り
、
常
日
頃
か
ら
子
供
を
慈
し
む
教
祖
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
信
心
の
め
ど
（
目
処
）」
と
言
わ
れ
て
赤
衣
を
い
た
だ
い
た
信
者
や
教

祖
の
た
め
に
と
つ
く
っ
て
き
た
品
々
の
お
礼
に
と
赤
衣
を
い
た
だ
い
た
信

　

最
後
に
里
子
の
特
徴
で
あ
る
。「
障
害
」
と
「
虐
待
の
経
験
を
も
つ
」

里
子
の
数
が
特
に
多
い
。「
障
害
が
あ
る
」
は
三
八
・
六
％
、「
虐
待
の
経

験
が
あ
っ
た
」
は
四
八
・
二
％
で
、
全
国
調
査
（
伊
藤
、
二
〇
一
八
年
）

と
比
較
す
る
と
、「
障
害
」
で
は
お
よ
そ
一
七
ポ
イ
ン
ト
、「
虐
待
の
経

験
」
で
は
お
よ
そ
一
五
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
そ
の
理
由
は
、
天
理
教
里
親

は
「
里
子
を
選
ん
で
養
育
す
る
か
」
と
い
う
質
問
に
「
選
ば
な
い
」（
六

〇
％
）
と
答
え
る
。
里
親
は
、
天
理
教
の
救
済
思
想
「
お
た
す
け
」
の
考

え
の
も
と
、
ど
の
子
ど
も
で
も
平
等
に
育
て
る
と
い
う
宗
教
的
な
教
義
の

理
解
を
優
先
し
、
そ
の
結
果
、「
障
害
」
や
「
虐
待
の
経
験
」
が
あ
る
子

ど
も
を
受
託
す
る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
か
ら

は
、
天
理
教
信
仰
者
の
里
親
は
独
自
な
宗
教
観
を
も
と
に
里
親
養
育
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』
に
見
る
「
赤
衣
」
の
表
象

堀
内
み
ど
り

　
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』
に
は
、
二
百
の
逸
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
二
十
一
の
逸
話
に
「
赤
衣
」（
あ
か
き
）
と
い
う
言
葉

が
出
て
く
る
。
赤
衣
を
教
祖
が
着
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
お
ふ
で
さ
き
」
に
は
、

こ
の
た
び
ハ
あ
か
い
と
こ
ろ
い
で
た
る
か
ら　

と
の
よ
な
事
も
す
ぐ

に
み
ゑ
る
で　
　

六
号
62

こ
の
あ
か
い
き
も
の
を
な
ん
と
を
も
て
い
る　

な
か
に
月
日
が
こ
も

り
い
る
そ
や　
　

六
号
63

と
、
歌
わ
れ
て
お
り
、
赤
衣
に
よ
っ
て
「
月
日
」＝
親
神
を
現
前
化
さ
せ

る
意
図
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
逸
話
三
五
に
は
そ
の
日
の
様
子
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不
二
道
の
写
本
と
参
行
六
王

大
谷　

正
幸

　

不
二
道
は
角
行
系
富
士
信
仰
の
中
で
も
富
士
講
か
ら
派
生
し
た
一
派
で

あ
る
。
創
始
者
は
禄
行
三
志
（
一
七
六
五
―
一
八
四
二
）
で
、
武
州
鳩
ケ

谷
宿
の
麹
屋
を
若
く
し
て
隠
居
し
て
い
た
。
彼
は
富
士
山
に
登
っ
た
時
に

甲
州
の
富
士
講
先
達
に
知
り
合
い
信
仰
の
道
に
入
り
、
当
時
の
一
般
的
な

富
士
講
先
達
の
一
人
と
な
る
も
の
の
、
旅
好
き
な
彼
は
行
っ
た
先
々
で
弟

子
・
信
徒
を
増
や
し
た
。
信
徒
た
ち
は
北
関
東
・
信
州
・
近
畿
・
長
崎
な

ど
に
及
び
、
ま
た
平
易
な
彼
の
教
説
も
相
ま
っ
て
彼
ら
は
不
二
孝
（
後
に

不
二
道
）
と
名
乗
り
富
士
講
と
は
異
な
る
発
達
を
遂
げ
た
。

　

不
二
道
の
信
徒
た
ち
は
地
方
に
点
在
し
て
お
り
、
禄
行
は
自
ら
の
動
向

や
指
示
を
書
簡
を
通
じ
て
連
絡
し
、
ま
た
彼
以
前
の
教
義
に
つ
い
て
書
か

れ
た
文
書
の
写
本
を
渡
し
て
書
写
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
上
意
下
達
的
な
情

報
伝
達
は
、
尊
師
―
高
弟
（
地
域
信
徒
の
リ
ー
ダ
ー
）
―
末
端
信
徒
た
ち

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
書
簡
に
し
ろ
写
本
に
し
ろ
専
ら
手

書
き
の
文
書
を
介
し
て
運
用
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
上
意
下
達
的
な
も

の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
信
徒
同
士
に
よ
る
教
義
文
書
の
や
り
と
り
な
ど

水
平
的
に
も
機
能
し
た
。
こ
の
場
合
、
単
に
同
じ
地
方
の
信
徒
同
士
の
み

な
ら
ず
、
異
な
る
地
方
の
信
徒
た
ち
も
富
士
禅
定
な
ど
で
知
己
に
な
る
機

会
が
あ
れ
ば
交
流
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

信
徒
た
ち
が
や
り
と
り
し
た
教
義
文
書
に
は
、
歴
代
祖
師
（
食
行
・
一

行
・
参
行
・
禄
行
）
た
ち
に
よ
る
著
作
・
和
歌
和
讃
・
伝
記
類
が
含
ま
れ

て
い
た
。
中
に
は
『
三
十
一
日
の
巻
』
な
ど
、
富
士
講
か
ら
無
自
覚
に
流

入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
も
含
ま
れ
る
。
角
行
の
伝
記
で
あ
る

『
御
大
行
の
巻
』
な
ど
大
部
の
も
の
は
そ
れ
単
独
で
一
冊
の
写
本
と
さ
れ

者
は
、
そ
れ
を
祀
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
祖
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
一
二
七
の
上
原
佐
助
は
教
祖
の
赤
衣

を
持
っ
て
東
京
布
教
に
出
か
け
、「
い
つ
で
も
、
さ
あ
と
い
う
時
は
、
こ

れ
を
着
て
願
う
ね
で
。」
と
言
わ
れ
た
亀
松
（
五
一
）
や
「
さ
あ
、
こ
れ

を
持
っ
て
お
た
す
け
に
行
き
な
さ
れ
。
ど
ん
な
病
人
も
救
か
る
で
。」
と
、

赤
衣
を
帯
同
し
て
「
お
た
す
け
」
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
仲
田
儀
三
郎

（
一
三
六
）
な
ど
の
例
が
記
さ
れ
る
。

　

赤
衣
を
着
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
飯
降
伊
蔵
が
赤
衣
を
着
て

「
さ
し
づ
」
す
る
例
に
よ
っ
て
そ
の
本
席
と
い
う
立
場
が
明
瞭
に
さ
れ
て

い
る
（「
お
さ
し
づ
」
明
治
三
一
年
八
月
二
六
日
）。
教
祖
の
高
弟
で
あ
っ

た
高
井
直
吉
に
よ
れ
ば
「
お
た
す
け
に
行
く
時
は
、
こ
の
赤
衣
を
身
に
つ

け
て
行
く
の
や
で
。
…
お
さ
づ
け
を
取
り
次
ぐ
時
に
身
に
つ
け
て
取
り
次

ぐ
よ
う
に
。
そ
の
時
は
月
日
の
名
代
や
で
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
赤
衣

を
着
て
「
た
す
け
」
を
行
う
時
に
は
、「
月
日
の
名
代
」
で
あ
る
こ
と
の

自
覚
と
認
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
教
祖
が
赤
衣
を
着
る
よ
う

に
な
っ
て
信
者
に
は
そ
の
赤
衣
で
作
ら
れ
た
「
証
拠
守
り
」
が
渡
さ
れ

る
。
そ
れ
は
現
在
も
続
き
「
存
命
の
教
祖
」
を
信
者
が
直
接
意
識
で
き
る

こ
と
に
繋
が
る
。

　

こ
う
し
て
赤
衣
は
、
教
祖
の
「
月
日
」
と
い
う
あ
り
よ
う
を
信
者
た
ち

に
し
っ
か
り
と
得
心
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

信
者
に
と
っ
て
は
常
に
寄
り
添
っ
て
い
る
教
祖
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
続
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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書
も
皆
無
に
等
し
い
と
さ
れ
、
不
二
道
の
写
本
か
ら
回
収
し
て
い
く
こ
と

が
参
行
を
研
究
す
る
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
、
ま
ず
は
単
独
の
写
本
と
し
て
は
大
部
の
『
食
行
身
禄
伝
』

（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
か
ら
そ
の
作
業
を
始
め
た
い
。
こ
の
写
本

は
二
冊
組
で
、
写
者
や
書
写
年
代
は
不
明
（
た
だ
し
角
行
系
文
字
の
用
字

か
ら
近
世
後
期
、
理
性
院
行
雅
が
尊
師
の
時
代
と
思
わ
れ
る
）、
各
冊
二

十
点
以
上
の
教
義
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
難
読
箇
所
を
除
け

ば
概
ね
読
み
や
す
く
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
点
で
も
利
用
し
や
す
い
点
が
長

所
で
あ
る
。

日
露
戦
争
以
後
の
久
米
邦
武
に
お
け
る
神
道
・
宗
教
観

木
村
悠
之
介

　

近
代
日
本
の
神
道
思
想
史
に
お
い
て
、「
天
」
や
「
産
霊
」
と
祖
先
祭

祀
、
そ
し
て
「
宗
教
」
と
い
う
概
念
の
関
係
は
重
要
な
問
題
系
で
あ
る
。

な
か
で
も
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
―
一
九
三
一
）
の
議
論
は
、
著
名
な
一

八
九
一
年
の
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
微
妙
な
変
化
を

見
せ
つ
づ
け
た
。

　

先
行
研
究
と
し
て
は
、
鹿
野
政
直
・
池
田
智
文
が
歴
史
学
と
神
国
論
の

二
極
と
い
う
枠
組
み
を
提
示
し
た
。
他
方
、「
宗
教
」
の
観
点
か
ら
分
析

を
進
め
た
の
が
山
崎
渾
子
で
、
久
米
が
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
経
験
や

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
へ
の
観
点
か
ら
「
祭
天
」
論
文
に
よ

っ
て
神
儒
仏
と
キ
リ
ス
ト
教
の
ゴ
ッ
ド
を
同
一
に
捉
え
よ
う
と
し
た
が
、

一
九
〇
七
〜
〇
八
年
の
『
日
本
古
代
史
と
神
道
と
の
関
係
』
や
「
神
道
の

話
」
で
〝
功
利
的
宗
教
説
〞
や
〝
日
本
的
宗
教
寛
容
主
義
〞、
さ
ら
に
は

る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
多
く
は
冊
子
で
あ
る
も
の
の
巻
子
と
し
て
装
丁
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
書
写
さ
れ
る
場
合
、
大
抵
は

雑
多
な
盛
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
著
作
の
時
系
列
や
体
系
的
な
整
理
法
に
基

づ
か
な
い
ま
ま
手
当
た
り
次
第
に
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
写

本
は
か
つ
て
不
二
道
信
徒
だ
っ
た
家
に
伝
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
家
が
属
す

る
地
域
の
文
化
施
設
に
所
蔵
さ
れ
、
あ
る
い
は
古
書
市
場
な
ど
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
う
い
っ
た
教
義
文
書
写
本
に
お
い
て
、
禄
行
の
師
で
あ
る
参
行
六
王

（
一
七
四
六
―
一
八
〇
九
）
の
著
作
は
紙
数
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
参

行
は
禄
行
が
富
士
講
先
達
だ
っ
た
時
期
に
、
江
戸
で
単
独
で
独
自
の
富
士

信
仰
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
出
さ
れ
て
鳩
ケ
谷
宿
へ
招
か
れ
た
。
参

行
は
、
若
い
頃
に
食
行
三
女
・
一
行
に
弟
子
入
り
し
、
食
行
の
家
即
ち
伊

藤
家
の
養
子
と
し
て
伊
藤
心
行
の
名
を
許
さ
れ
た
も
の
の
、
食
行
の
跡
目

を
名
乗
っ
た
こ
と
で
当
時
す
で
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
富
士
講
か
ら
忌
避

さ
れ
て
伊
藤
家
も
離
縁
し
た
と
さ
れ
る
。
参
行
の
教
説
は
甚
だ
独
特
の
も

の
で
、
食
行
の
説
を
基
に
し
て
陰
陽
五
行
説
を
援
用
し
て
万
物
を
理
解
し

よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
食
行
と
一
行
を
特
別
視
す
る
、
富
士
講
に
対
し
て

強
い
敵
愾
心
を
抱
く
、
な
ど
の
点
で
も
特
異
で
あ
る
。
彼
の
教
説
は
禄
行

に
よ
っ
て
不
二
道
に
持
ち
込
ま
れ
、
特
に
陰
陽
二
元
の
均
衡
を
説
く
と
こ

ろ
は
禄
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
か
つ
不
二
道
の
教
義
文

書
写
本
で
も
多
く
の
著
作
（
そ
の
大
半
は
掌
編
と
言
い
得
る
短
い
も
の
）

が
写
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
四
民
の
巻
』『
三
光
の
巻
』
の
二
つ

の
長
編
を
除
け
ば
彼
の
著
作
が
全
部
で
何
点
あ
り
、
ま
た
教
説
の
体
系
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
詳
細
は
明
確
で
は
な
い
。
自
筆
文
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日
韓
・
福
建
・
イ
ン
ド
な
ど
に
共
通
す
る
と
し
て
「
社
稷
」
と
の
類
似 

も
言
い
、
④
一
神
教
・
多
神
教
・
偶
像
崇
拝
・
動
物
崇
拝
が
い
ず
れ
も

「
天
」
か
ら
派
生
す
る
と
し
て
一
神
教
の
絶
対
視
を
排
し
た
。

　

久
米
は
さ
ら
に
、
一
九
一
一
年
の
文
章
「
産
土
神
と
国
体
」
で
、「
一
系

の
皇
統
」
を
ご
り
押
し
す
る
「
浮
い
た
国
体
」
で
は
な
い
「
確
実
」
な
国

体
の
証
明
と
し
て
、「
一
系
の
皇
統
」
に
並
ぶ
重
大
な
位
置
づ
け
を
村
々

の
産
土
神
祭
祀
へ
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
一
八
九
九
年
の
論
文
「
国
体

論
」
で
「
上
意
の
下
達
」
だ
け
で
は
な
い
「
下
意
の
上
達
」
に
よ
る
「
立

憲
政
治
」
を
説
い
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
昆
野
伸
幸
が
い
う
〝
新

し
い
国
体
論
〞
の
一
つ
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
産
土
神
論
は

〝
言
挙
げ
〞
の
不
在
を
め
ぐ
る
神
道
評
価
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。「
祭
天
」

論
文
で
は
「
言
挙
せ
ぬ
」
神
道
が
「
宗
教
」
に
な
り
え
な
い
こ
と
を
否
定

的
に
捉
え
た
の
に
対
し
、
一
九
〇
八
〜
〇
九
年
に
は
「
言
あ
げ
」「
興
言
」

の
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
に
は
「
誠
」
や
「
深
き
旨
」
が
あ
る
と
述

べ
、
一
九
二
三
年
の
「
神
社
の
起
源
」
に
お
け
る
「
弁
口
」
や
「
科
学
機

巧
」
へ
の
批
判
に
つ
な
が
っ
た
。
考
古
学
の
活
用
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

　

最
晩
年
の
久
米
は
、
鍋
島
直
正
神
葬
時
、
江
藤
新
平
が
諸
宗
教
の
粋
を

集
め
た
「
神
道
教
」
を
主
張
し
た
が
、「
人
心
」
が
求
め
る
宗
教
は
「
理

窟
」
や
「
箇
条
書
に
さ
れ
た
文
面
」
で
は
な
い
と
い
う
反
論
に
遭
っ
た
と

回
顧
し
て
い
る
。
佐
賀
藩
時
代
の
久
米
が
神
祇
官
に
お
け
る
「
礼
楽
」
の

管
掌
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
様
々
な
主
張
や
能

楽
復
興
へ
の
尽
力
は
、「
理
窟
」
と
し
て
の
「
文
面
」
と
は
異
な
る
方
法

で
「
人
心
」
を
導
こ
う
と
す
る
皇
漢
学
者
と
し
て
の
試
み
だ
っ
た
と
も
解

釈
し
う
る
。

〝
日
本
回
帰
と
神
道
国
教
説
〞
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
一

九
一
七
年
の
『
支
那
大
観
と
細
観
』
で
当
初
の
試
み
を
放
棄
し
「
神
と
天

と
ゴ
ッ
ド
と
は
同
一
で
は
な
い
」
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
に
至
っ
た
、
と

い
う
。

　

報
告
者
自
身
は
昨
年
の
神
道
宗
教
学
会
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
後
ま
で

の
久
米
に
お
け
る
神
道
観
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
神
道
の
「
宗
教
」
と
し

て
の
有
効
性
の
否
定
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
神
道
儀
礼
に
参
拝
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
図
の
併
存
は
、
佐
賀
藩
時
代
の
鍋
島
直
正
神
葬
へ
の
関
与
経
験

に
対
応
し
て
い
る
。「
祭
天
」
論
文
以
降
は
、
慎
重
に
事
件
化
の
要
因
を

取
り
除
き
な
が
ら
、
神
と
人
の
譬
喩
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
天
」
を
め
ぐ
る

意
識
を
保
持
し
つ
づ
け
た
（
二
〇
二
三
年
一
月
分
『
神
道
宗
教
』
に
要
旨

掲
載
予
定
）。

　

本
報
告
で
は
そ
の
後
の
時
期
を
扱
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
述
べ
ら
れ
た

「
祭
天
」
論
文
か
ら
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
実
は
一
九
〇
五
年
の
『
日
本

古
代
史
』
が
画
期
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
祭
天
」
論
文
は
、
①
「
天
」

へ
の
怖
れ
に
つ
い
て
述
べ
つ
つ
も
、
そ
れ
で
は
な
く
仏
教
に
お
け
る
よ
う

な
「
救
主
」
や
「
三
世
因
果
の
説
」
こ
そ
を
「
宗
教
の
起
り
」
と
位
置
づ

け
、
②
神
社
を
「
尽
く
祭
天
の
堂
」
と
し
て
祖
先
崇
拝
を
否
定
し
、
③
農

村
の
祭
祀
も
「
天
神
」
で
あ
っ
て
中
国
の
「
社
稷
」
と
は
異
な
る
と
言

い
、
④
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
意
識
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
一
神
教
へ
の
一

元
化
を
図
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
学
説
の
修
正
を
明
言
し
た
『
日
本

古
代
史
』
は
、
①
「
天
」
へ
の
怖
れ
の
方
を
む
し
ろ
「
宗
教
心
の
起
り
」

と
し
、
②
「
産
霊
の
徳
」
を
有
す
る
族
長
へ
の
「
宗
教
心
」
を
起
点
に

「
祖
先
教
の
俗
」
が
起
こ
る
と
強
調
し
、
③
日
本
に
南
方
か
ら
渡
来
し
た

人
種
が
「
神
道
の
原
」
と
し
て
持
ち
込
ん
だ
「
産
土
神
」
の
「
嘗
祭
」
は
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件
中
盤
以
降
、
星
野
の
神
勅
解
釈
が
新
た
に
争
点
に
追
加
さ
れ
て
ゆ
く
。

や
が
て
、
星
野
退
官
後
の
九
月
に
は
、
星
野
の
神
勅
解
釈
に
対
す
る
批
判

論
文
、
森
清
人
「『
天
壌
無
窮
の
神
勅
』
の
原
文
・
訓
法
に
関
す
る
研
究

―
星
野
輝
興
氏
の
所
説
に
因
み
て
―
」（『
皇
学
』
第
二
十
二
号
）
な
ど
が

発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
、
事
件
惹
起
当
初
よ
り
星
野
を
批
判
し
て
い
た
葦
津

珍
彦
も
白
旗
士
郎
名
で
「
別
天
津
神
に
関
す
る
所
説
を
星
野
学
説
の
革
命

的
神
代
観
の
序
説
と
す
れ
ば
、
こ
の
御
神
勅
の
曲
解
は
そ
の
結
論
」（「
星

野
氏
の
妄
説
」
井
手
虎
雄
編
『
国
体
防
護
の
た
め
に
星
野
不
敬
学
説
を
駁

す
』
日
本
思
想
研
究
会
出
版
部
）
と
批
判
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
星
野
退

官
後
、
発
禁
処
分
を
科
せ
ら
れ
た
星
野
の
著
述
の
内
、『
惟
神
の
道
』（
官

幣
大
社
住
吉
神
社
社
務
所
、
昭
和
十
六
年
）
は
、
神
勅
解
釈
に
つ
い
て
詳

述
し
て
い
る
も
の
の
、
別
天
神
の
性
格
や
古
事
記
の
「
神
典
」
性
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
惟
神
の
道
』
は
該
書
に
お
け

る
神
勅
解
釈
が
問
題
視
さ
れ
、
発
禁
処
分
を
科
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
と

想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
事
件
初
期
に
は
問
題
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

星
野
の
神
勅
解
釈
が
、
中
盤
以
降
問
題
視
さ
れ
、
最
終
的
に
は
星
野
失
脚

の
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
星
野
に
よ
る
神
勅
の
「
無
条
件
絶
対
」
性
を
否
定
し
、「
教
訓
」

と
見
な
す
解
釈
は
、
決
し
て
当
時
の
神
道
界
か
ら
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て

い
た
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
例
え
ば
、
出
雲
大
社
東
京
分
祠
長
で
あ
っ
た

千
家
尊
建
は
、
事
件
当
時
、
神
勅
に
関
し
て
「
世
の
中
に
絶
対
と
言
ふ
も

の
は
在
り
か
ね
る
」（「
神
勅
特
輯
号
に
関
す
る
諸
家
の
回
答
」『
皇
学
』

第
二
十
五
号
、
昭
和
十
七
年
）
と
記
し
て
お
り
、
ま
た
、
大
正
十
四
年
に

は
、
神
宮
奉
斎
会
会
長
で
あ
っ
た
今
泉
定
助
も
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を

星
野
学
説
排
斥
事
件
の
本
質 

│
│ 「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
解
釈
に
注
目
し
て 

│
│

内
堀　

詔
太

　

昭
和
十
七
年
に
惹
起
し
た
星
野
学
説
排
斥
事
件
（「
神
典
擁
護
運
動
」・

「
別
天
神
論
争
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
）
は
、
従
来
、
当
時
の
東
條
政
府

に
よ
る
神
道
教
学
の
統
一
政
策
（
神
道
系
の
著
述
へ
の
検
閲
強
化
）
に
対

す
る
「
在
野
神
道
者
」
の
抵
抗
運
動
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
先
行

す
る
研
究
で
は
、
本
事
件
の
教
学
論
争
的
側
面
に
注
目
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
、
事
件
惹
起
当
初
に
問
題
と
さ
れ
た
別
天
神
の
神
格
や
古

事
記
の
「
神
典
」
性
に
つ
い
て
の
み
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
争
点
の
変
化

に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
も
の
は
管
見
に
触
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
事
件
当
時
、
星
野
輝
興
の
「
天
壌
無
窮
の
神

勅
」
解
釈
へ
寄
せ
ら
れ
た
批
判
に
注
目
し
、
本
事
件
の
「
本
質
」
に
つ
い

て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
星
野
の
神
勅
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
整
理
す
る
な
ら

ば
、
第
一
に
「
べ
し
」
の
重
視
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
星
野
は
神
勅
末
文
の

「
天
壌
と
窮
ま
り
な
か
る
べ
し
」
の
「
べ
し
」
を
も
っ
て
「
筈
で
あ
る
」

と
解
釈
し
、
神
勅
の
「
無
条
件
絶
対
」
性
を
否
定
し
、
ま
た
、
天
照
大
御

神
か
ら
歴
代
の
天
皇
へ
下
さ
れ
た
「
教
訓
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
星
野
の
神
勅
解
釈
は
、
事
件
の
中
盤
以
降
、
次
第
に
問
題
視
さ
れ

て
い
っ
た
。
事
件
初
期
、
葦
津
珍
彦
ら
が
神
祇
院
・
大
日
本
神
祇
会
・
皇

典
講
究
所
に
宛
て
た
「
公
開
質
問
書
」
な
ど
で
は
、
政
府
が
統
一
を
試
み

た
天
御
中
主
神
・
天
照
大
御
神
・
天
皇
の
性
格
（
性
質
）
や
古
事
記
の

「
神
典
」
性
が
、
星
野
学
説
批
判
の
争
点
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
事



213　　

個人発表 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

方
向
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
報
告
で
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
明
石
の

事
例
か
ら
、
終
末
論
や
そ
れ
へ
の
評
価
に
差
異
が
生
じ
る
背
景
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　

日
本
発
祥
の
新
宗
教
運
動
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
る
と
、
千
年
王
国

的
な
救
済
を
早
め
る
た
め
に
重
要
と
さ
れ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
神

や
霊
的
存
在
に
直
接
働
き
か
け
る
「
儀
礼
行
動
」、
人
々
に
改
心
を
求
め

る
「
民
衆
へ
の
布
教
」、
救
世
主
的
な
人
物
に
働
き
か
け
る
「
特
定
の
人
物

や
集
団
へ
の
働
き
か
け
」、
世
の
悪
を
制
度
的
な
方
法
で
除
去
す
る
「
社

会
的
・
政
治
的
行
動
」
の
四
つ
を
、
對
馬
路
人
が
指
摘
し
て
い
る
（
對
馬

路
人
「
運
動
体
と
し
て
の
千
年
王
国
主
義
│
│
戦
前
〜
戦
後
初
期
の
新
宗

教
を
中
心
に
し
て
」（『
現
代
社
会
学
』
一
二
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
、
九

八
―
九
九
頁
））。

　

ま
た
西
山
茂
は
、
メ
シ
ア
的
救
済
を
求
め
る
宗
教
運
動
の
う
ち
、
確
立

さ
れ
た
経
典
に
依
拠
し
た
宗
教
運
動
を
、「
創
始
者
自
身
」
が
メ
シ
ア
性

を
帯
び
る
運
動
、
メ
シ
ア
の
「
告
知
者
」
に
徹
す
る
運
動
、「
運
動
体
総

体
」
に
メ
シ
ア
性
を
見
い
だ
す
運
動
に
大
別
し
て
い
る
（
西
山
茂
「
教
祖

の
誕
生
と
メ
シ
ア
的
救
済
」（
小
野
泰
博
ほ
か
編
『〔
縮
刷
版
〕
日
本
宗
教

事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
七
六
四
―
七
六
七
頁
））。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
ワ
ッ
チ
タ
ワ
ー
の
救
済
観
を
み
る
と
、
人
間
の
行
動

に
よ
る
千
年
王
国
の
実
現
の
促
進
を
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
戦

前
か
ら
戦
後
初
期
の
日
本
発
祥
の
新
宗
教
と
は
根
本
的
な
差
異
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
世
界
本
部
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
予
言
を
受
容
し
、
喧
伝
す

る
明
石
の
活
動
は
、
あ
く
ま
で
メ
シ
ア
の
「
告
知
者
」
に
徹
す
る
宗
教
運

動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
特
高
課
の
最
初
の
捜
査
に
よ
っ
て
教
団
刊
行
物

が
押
収
さ
れ
た
一
九
三
三
年
以
降
に
、
明
石
が
独
自
に
記
事
を
著
す
こ
と

含
む
五
大
神
勅
に
つ
い
て
「
至
誠
そ
の
も
の
を
以
て
君
臨
せ
よ
。
然
ら
ば

皇
位
は
万
世
一
系
天
壌
無
窮
な
る
べ
き
も
の
ぞ
と
の
思
召
」（『
国
体
観

念
』
教
化
団
体
聯
合
会
）
と
記
し
て
い
る
な
ど
、
星
野
の
神
勅
解
釈
と
近

し
い
解
釈
も
存
在
し
て
い
た
。

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
事
件
の
「
本
質
」
は
、
事
件
惹
起
当
初
の
み
を

み
れ
ば
、
先
行
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
政
府
の
言
論
統
一
政
策
に
対

す
る
抵
抗
運
動
で
あ
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
事
件
は
中
盤
以
降
、
そ

の
枠
を
超
え
「
在
野
神
道
者
」
か
ら
星
野
（
あ
る
い
は
「
在
朝
神
道
者
」）

へ
の
言
論
圧
迫
事
件
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

終
末
論
的
な
救
済
観
と
戦
時
下
の
宗
教
運
動 

│
│ 

明
石
順
三
の
事
例
を
中
心
に 
│
│

山
口　

瑞
穂

　

明
石
順
三
（
一
八
八
九
―
一
九
六
五
）
は
、
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
キ
リ
ス

ト
教
系
新
宗
教
で
あ
る
ワ
ッ
チ
タ
ワ
ー
世
界
本
部
か
ら
の
任
命
を
受
け
、

旧
植
民
地
を
含
む
日
本
で
宣
教
活
動
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
。
ワ
ッ
チ

タ
ワ
ー
と
は
、
一
九
三
一
年
以
降
に
信
者
た
ち
を
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
と

呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
宗
教
法
人
、
も
の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協
会
を
指

す
。
一
八
七
〇
年
代
の
終
盤
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
セ
ル
（
一
八
五

二
―
一
九
一
六
）
が
創
始
し
た
こ
の
宗
教
運
動
の
主
要
な
源
泉
は
再
臨
派

に
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
や
千
年
王
国
、
そ
れ
に
先
立
つ
「
ハ
ル
マ
ゲ

ド
ン
」
と
称
さ
れ
る
終
末
の
切
迫
に
関
す
る
予
言
の
喧
伝
や
更
新
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
日
本
宣
教
は
、
一
九
二
六
年
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
特
定
の
新
宗
教
運
動
を
危
険
視
す
る
際
に
、
終
末

論
が
指
摘
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る
。
し
か
し
、
終
末
論
そ
の
も
の
が
運
動
を
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近
代
日
中
宗
教
の
「
混
淆
」 

│
│ 

道
院
と
大
本
教
提
携
の
「
教
義
的
根
拠
」 │
│

玉
置　

文
弥

　

本
報
告
は
、
近
代
日
中
の
宗
教
と
し
て
、
中
国
の
道
院
と
日
本
の
大
本

教
の
提
携
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
「
教
義
的
根
拠
」
を
、「
思
想
連
鎖
」・

「
流
用
」
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

道
院
は
、
一
九
一
六
年
頃
、
山
東
省
濱
縣
知
事
で
あ
っ
た
呉
福
森
と
駐

防
衛
長
劉
紹
基
が
、
祭
祀
壇
を
設
け
扶
乩
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

「
至
聖
先
天
老
祖
」
が
降
臨
し
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
、
後
の
一
九
二
一

年
に
山
東
省
済
南
に
お
い
て
正
式
に
発
足
し
た
宗
教
・
慈
善
団
体
で
あ

る
。
扶
乩
や
静
座
を
活
動
の
核
心
と
し
、
さ
ら
に
二
〇
世
紀
初
頭
の
国
際

的
な
厭
戦
・
反
戦
気
運
や
、
中
国
に
お
け
る
科
学
主
義
的
宗
教
批
判
と
い

っ
た
近
代
的
潮
流
の
中
で
、
そ
れ
ら
を
超
克
す
る
も
の
と
し
て
の
「
超
宗

教
」＝「
五
教
合
一
」
や
、
慈
善
に
よ
る
「
救
世
」
を
主
唱
し
た
。
世
界
紅

卍
字
会
は
そ
の
教
義
を
核
と
し
て
災
害
救
援
や
、
病
院
、
学
校
、
銀
行
な

ど
の
経
営
な
ど
幅
広
い
慈
善
事
業
を
展
開
し
、
準
公
的
機
関
的
に
中
国
全

土
で
活
動
し
た
道
院
の
「
実
践
団
体
」
で
あ
る
。
信
者
・
会
員
に
は
政
治

家
や
軍
人
、
資
本
家
な
ど
の
有
力
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
政
治
に
も
関

与
し
た
。

　

一
九
二
三
年
に
関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
紅
卍
字
会
は
日
本
へ
の

救
援
を
決
定
、
米
と
銀
の
寄
付
を
行
お
う
と
し
た
が
、
当
時
中
国
で
は
防

穀
令
が
出
さ
れ
て
お
り
日
本
へ
の
輸
出
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
そ
の
任
に
当
た
っ
た
紅
卍
字
会
メ
ン
バ
ー
は
、
南
京
領
事
の
林
出
賢
次

郎
に
仲
介
を
依
頼
し
た
。
林
出
は
、
一
九
〇
七
年
に
大
本
教
信
者
と
な
っ

た
人
物
で
、
こ
の
依
頼
を
機
に
道
院
に
も
入
信
し
た
が
、
彼
は
さ
ら
に
こ

と
な
っ
た
刊
行
物
に
は
、「
愛
す
る
日
本
人
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
明
石
の
運
動
は
「
日
本
」
へ
の
情
愛
に
も
動
機
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、
刊
行
物
を
政
府
の
要
人
に
送
付
す
る
な
ど
、
大
胆
な
布

教
活
動
を
展
開
し
た
が
、
灯
台
社
は
「
国
体
を
変
革
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
結
社
」
と
み
な
さ
れ
、
一
九
三
九
年
に
治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
明
石
の
運
動
は
、
あ
く
ま
で

「
告
知
者
」
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
発
祥
の
新
宗
教
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
、
千
年
王
国
の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の
「
民
衆
へ
の
布

教
」
や
「
特
定
の
人
物
や
集
団
へ
の
働
き
か
け
」
や
「
社
会
的
・
政
治
的

行
動
」
と
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
面
も
あ
っ
た
。
明
石
が
喧
伝
す
る
終
末

論
は
、
国
体
の
変
革
と
い
う
社
会
志
向
性
を
も
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
た

め
に
、
危
険
視
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

終
戦
後
、
明
石
の
活
動
は
、
転
向
研
究
や
戦
時
下
抵
抗
の
研
究
に
お
い

て
反
戦
な
ど
の
社
会
運
動
的
な
要
素
が
読
み
込
ま
れ
、
肯
定
的
に
評
価
さ

れ
た
。
本
来
、
明
石
の
喧
伝
し
た
終
末
論
に
は
社
会
志
向
性
が
な
く
、
戦

前
・
戦
後
の
評
価
の
差
異
は
、
各
時
代
の
価
値
意
識
の
反
映
と
も
い
え
る
。

日
本
発
祥
の
新
宗
教
の
多
く
が
終
末
論
を
衰
退
さ
せ
た
中
、
エ
ホ
バ
の
証

人
は
戦
後
も
終
末
の
切
迫
を
喧
伝
し
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
終
末
論
は
社

会
変
革
的
な
方
向
性
を
も
た
な
い
と
い
う
一
点
で
み
る
と
、
反
社
会
的
な

も
の
と
は
な
り
に
く
く
、
危
険
視
さ
れ
る
要
素
は
な
い
よ
う
に
も
映
る
。

し
か
し
、
信
者
た
ち
を
布
教
活
動
に
動
員
す
る
宗
教
的
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し

て
の
側
面
が
あ
り
、
そ
の
評
価
に
関
す
る
検
討
は
未
だ
課
題
で
あ
る
。
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性
を
も
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
視
覚
で
あ
る
が
、
両
教
団
の
教

義
が
提
携
の
「
根
拠
」
と
な
る
時
、
そ
こ
で
は
受
容
／
拒
絶
の
枠
組
み
に

還
元
さ
れ
得
な
い
「
流
用
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
「
思
想
連
鎖
」
に
「
流
用
」
の
観
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
「
教
義
的

根
拠
」
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
両
教
団
の
教
義
・
世
界
観
の
言
説
に
は
①

も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
共
通
性
・
差
異
が
あ
り
、
②
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う

に
読
み
替
え
・
流
用
さ
れ
、
③
そ
れ
が
や
が
て
実
際
の
政
治
力
を
有
す
る

に
至
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
儒
学
を
基
調
と
し
た

「
道
」
思
想
が
世
界
性
の
志
向
を
有
し
た
こ
と
で
、「
世
界
大
同
」
や
「
国

際
平
和
」
へ
接
続
さ
れ
て
い
く
と
い
う
伝
統
思
想
の
近
代
的
展
開
こ
そ

が
、
そ
の
「
教
義
的
根
拠
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

の
両
教
団
を
提
携
さ
せ
る
こ
と
で
「
宗
教
的
日
支
親
善
」
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
考
え
た
。
出
口
な
お
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
の
ち
、
そ
の
後
を
継
い
だ

出
口
王
仁
三
郎
に
よ
っ
て
、「
利
己
主
義
の
世
」
を
根
本
的
に
「
立
替
・

立
直
」
し
、「
み
ろ
く
の
世
」
を
到
来
さ
せ
る
と
い
う
教
義
を
、
す
で
に

大
衆
的
運
動
に
拡
大
さ
せ
て
い
た
大
本
教
は
当
時
、
一
九
二
一
年
の
第
一

次
大
本
事
件
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
、
活
動
方
針
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

王
仁
三
郎
は
な
お
の
「
筆
先
」
を
後
退
さ
せ
、
自
身
で
『
霊
界
物
語
』
を

口
述
し
、
以
降
は
そ
れ
を
中
心
的
教
義
と
す
る
中
で
国
際
平
和
主
義
、
人

類
同
胞
主
義
な
ど
の
要
素
を
有
す
る
「
超
宗
教
」・「
宗
教
統
一
」
思
想
を

唱
え
、
実
際
の
活
動
に
移
し
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

林
出
は
こ
れ
ら
両
教
団
に
、「
神
の
一
致
」・「
宗
教
統
一
」
思
想
・
神

示
の
一
致
を
見
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
提
携
を
慫
慂
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
林
出
の
示
し
た
根
拠
が
通
念
化
・
固
定
化
さ
れ
、
か
つ
紅
卍

字
会
の
中
国
語
史
料
が
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、「
教
義
的
根
拠
」
の
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
し
か

に
両
教
団
の
神
示
や
教
義
に
お
け
る
共
通
性
と
差
異
が
一
応
は
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
提
携
当
時
両
教
団
が
示
し
た
宗
教
的
言
説
・
主
張
が
ほ
と
ん

ど
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
牽
強
付
会
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
様
々
な
思
想
的
背
景
や
、
両
教
団

の
一
致
を
謳
う
論
理
の
創
出
過
程
は
等
閑
視
さ
れ
、
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー

チ
は
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
本
報
告
で
は
こ
う
い
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、「
思
想
連
鎖
」
と
「
流
用
」
の
観
点
か
ら
、
当
時
の
初
発
の
教
義
・

宗
教
的
言
説
を
丁
寧
に
読
み
解
く
。
山
室
信
一
に
よ
れ
ば
「
思
想
連
鎖
」

と
は
、
あ
る
思
想
が
時
代
・
地
域
・
社
会
を
超
え
て
伝
わ
り
、
衝
迫
力
を

も
っ
て
新
た
な
思
想
や
社
会
体
制
の
変
革
を
喚
び
起
こ
し
、
如
何
に
運
動
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善
友
に
関
す
る
一
考
察

筒
井
　
奈
々

　

巴
利
律
は
施
越
比
丘
に
、
善
友
に
依
附
・
親
近
・
承
事
す
る
こ
と
が
説

か
れ
、
長
部
経
典
の
舎
利
弗
の
説
法
は
、
十
依
因
法
に
比
丘
が
善
友
・
善

伴
・
善
伴
党
と
な
し
、
善
言
が
説
か
れ
る
。
中
部
に
、
林
住
比
丘
が
僧
伽

に
住
す
れ
ば
易
説
諭
と
善
友
を
具
え
る
べ
き
で
、
諸
学
者
比
丘
は
心
未
成

就
に
し
て
正
し
く
在
り
、
無
上
解
脱
の
住
を
求
め
、
不
放
逸
を
し
て
阿
羅

漢
を
成
就
す
る
。
諸
善
友
に
親
近
し
、
無
上
究
竟
の
梵
行
を
現
世
に
証
知

し
、
具
足
の
住
を
証
す
べ
し
、
仏
は
比
丘
の
不
放
逸
の
果
を
正
観
す
る
か

ら
と
い
う
。
増
支
部
で
も
身
已
証
〜
随
法
行
と
無
相
住
補
特
伽
羅
の
無
相

の
心
三
摩
地
の
梵
行
が
説
か
れ
る
。
相
応
部
は
、
波
斯
匿
王
に
善
友
・

朋
・
伴
あ
る
が
今
夜
は
敗
者
と
な
り
苦
眠
す
る
だ
ろ
う
と
仏
は
い
う
。
次

の
闘
い
で
波
斯
匿
王
が
勝
つ
。
王
は
仏
に
、
世
尊
の
善
説
法
は
善
友
朋
伴

の
た
め
で
、
悪
友
朋
伴
と
交
わ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
仏
は
阿
難
が

善
友
（
性
）
は
梵
行
の
半
と
い
い
、
仏
は
全
部
と
言
っ
た
話
を
す
る
。
本

生
譚
で
も
、
毒
塗
れ
る
矢
が
矢
束
に
入
り
、
穢
れ
が
塗
り
汚
す
よ
う
と
譬

え
、
汚
穢
を
恐
懼
し
実
に
賢
者
は
、
悪
友
と
倶
な
ら
ず
。
比
丘
に
善
友
あ

り
、
遠
離
依
止
或
は
貪
欲
調
伏
で
、
八
支
聖
道
と
覚
支
の
多
修
を
期
望
さ

れ
る
。
覚
分
は
、
五
蓋
や
放
逸
に
対
治
し
、
禅
修
・
地
学
習
に
就
き
、
四

念
処
を
満
足
す
る
。
増
支
部
に
、
善
友
は
未
生
の
善
法
を
生
じ
已
生
の
不

善
法
は
捨
て
る
。
漢
訳
は
悪
知
識
に
近
づ
け
ば
信
・
戒
・
聞
・
施
・
智
慧

な
し
。
世
間
の
三
種
人
の
一
、
破
戒
而
性
質
悪
・
不
浄
而
作
惹
疑
惑
之
行

状
・
陰
蔽
之
業
・
非
沙
門
而
称
為
沙
門
・
非
浄
行
者
而
称
為
浄
行
者
、
悪

名
も
声
揚
が
り
悪
人
を
友
・
朋
と
し
尊
敬
す
る
。「
猶
如
糞
中
之
蛇
雖
無

被
咬
猶
穢
於
人
」
と
い
う
。
二
、
易
怒
・
多
擾
悩
・
受
少
言
亦
結
怨
・
現

出
憤
恨
・
凶
悪
・
佷
悷
・
憤
発
・
憎
悪
・
憂
悩
、「
猶
如
〜
擾
乱
糞
坑
即

益
加
発
出
悪
臭
」
と
い
う
。
将
に
我
を
非
難
・
叱
り
・
損
害
を
与
え
る
ゆ

え
親
近
等
は
よ
く
な
い
。
三
、
具
戒
・
性
質
善
良
・
善
良
の
名
も
声
揚
が

り
、
善
人
を
友
・
朋
と
な
し
尊
敬
す
る
人
に
親
近
す
べ
き
。
劣
な
ら
退
、

等
な
ら
退
な
く
、
勝
に
事
え
て
疾
く
進
む
。
世
間
に
三
法
、
生
老
死
な
け

れ
ば
如
来
は
現
れ
ず
、
比
丘
が
善
友
と
な
す
ゆ
え
、
不
信
・
不
親
愛
・
懈

怠
を
断
て
る
。
善
友
は
寿
を
益
し
、
上
進
の
法
・
学
法
・
戒
を
満
た
す
。

財
を
得
る
入
門
、
無
上
福
田
と
な
る
比
丘
、
等
覚
分
法
の
修
習
者
の
所
依
、

月
の
白
分
に
譬
え
、
雨
安
居
に
繋
念
す
べ
き
で
、
信
の
標
識
で
あ
る
。
善

人
（
サ
プ
リ
サ
ム
）
と
称
を
得
る
た
め
に
善
友
有
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

山
田
説
に
、『
華
厳
経
』
は
善
知
識
の
意
義
と
重
要
性
を
最
も
説
き
、

華
厳
教
学
で
も
菩
薩
道
に
お
け
る
善
知
識
の
意
義
を
力
説
し
反
省
さ
れ

る
。
華
厳
の
会
座
の
大
菩
薩
衆
は
、
盧
舍
那
仏
の
宿
世
の
善
友
で
あ
る
。

文
殊
菩
薩
が
善
財
童
子
に
指
南
す
る
、
善
知
識
を
求
め
、
親
近
、
供
敬
、

供
養
す
る
こ
と
は
、
菩
薩
道
を
成
就
す
る
根
本
的
態
度
で
あ
る
。
五
一
の

弥
勒
菩
薩
は
発
菩
提
心
が
善
知
識
と
も
言
う
。
ま
た
遠
離
悪
知
識
が
そ
の

ま
ま
親
近
善
知
識
と
な
る
。
菩
薩
摩
訶
薩
の
十
種
の
魔
の
善
知
識
魔
に
、

華
厳
教
学
で
法
蔵
が
細
魔
と
い
い
、
求
道
者
自
身
の
反
省
を
破
見
慢
と
離

細
魔
で
力
説
す
る
。
執
見
は
無
意
識
的
に
自
己
を
害
し
、
驕
慢
心
が
他
を

害
す
る
か
ら
。
柴
崎
説
に
、
明
恵
は
曼
茶
羅
図
や
密
教
の
行
法
・
書
写
講

説
・
撰
述
を
以
て
善
財
善
知
識
に
結
縁
し
、
生
々
世
々
に
値
遇
し
、
大
衆

に
も
結
縁
さ
せ
、
華
厳
一
乗
の
普
法
を
体
得
し
よ
う
と
す
る
。
善
財
童
子

と
同
一
の
証
果
と
は
、
解
行
生
を
指
す
。
弥
勒
が
善
財
に
、
一
生
中
に
、

能
く
普
賢
菩
薩
諸
行
を
具
え
る
と
い
う
。
古
田
説
に
、
四
二
巻
に
十
種
善

知
識
が
説
か
れ
、
一
切
の
善
知
識
に
よ
り
善
財
童
子
は
、「
無
碍
境
界
皆
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進
ん
だ
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
（
大
正
二
二
、
四
五
六
ａ
）。
ま
た
、「
波

羅
夷
法
」
に
記
さ
れ
る
殺
人
事
件
に
お
い
て
も
、
病
比
丘
を
死
に
至
ら
せ

た
看
病
比
丘
は
「
看
病
の
た
め
に
修
行
が
で
き
な
い
」
と
嘆
い
て
い
た

（
大
正
二
二
、
二
五
三
ｃ
）。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
サ
ン
ガ
に
お
い
て
看

病
の
実
務
が
比
丘
た
ち
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
避
け
よ

う
と
す
る
者
た
ち
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

比
丘
た
ち
が
互
い
に
看
病
す
べ
き
義
務
が
説
か
れ
た
因
縁
譚
は
、
看
病

さ
れ
ず
排
泄
物
の
な
か
で
倒
れ
て
い
た
比
丘
を
釈
尊
が
見
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
彼
を
助
け
た
後
、
釈
尊
は
比
丘
た
ち
に
「
皆
同
じ
一
つ
の
姓
の
沙

門
・
釈
迦
の
弟
子
で
あ
る
（
皆
同
一
姓
沙
門
釈
子
）。
互
い
に
看
護
し
合

わ
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
看
て
く
れ
る
の
か
」
と
戒
め
る
（
大
正
二

二
、
四
五
五
ｂ
）。
社
会
学
者
の
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
欠
か
せ
な
い
共
同
体
感
情com

m
unity sentim

ent

の
一
つ
と
し

て
、「
わ
れ
わ
れ
意
識w

e-feeling

」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
自
分
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
「
わ
れ
わ
れ
」
の
な
か
に
認
め
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。「
皆
同
一
姓

沙
門
釈
子
」
と
は
、
サ
ン
ガ
内
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
義
務
の
根
拠
と
し

て
の
「
わ
れ
わ
れ
意
識
」
の
自
覚
を
促
す
疑
似
家
族
的
な
ラ
ベ
リ
ン
グ
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
サ
ン
ガ
に
お
い
て
は
持
続
的
に
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
も
規

定
さ
れ
て
い
る
。
病
を
得
た
比
丘
が
い
た
場
合
、
そ
の
比
丘
の
和
上
、
阿

闍
梨
、
同
房
比
丘
の
順
に
看
病
を
行
う
義
務
が
配
さ
れ
る
。
看
病
す
る
者

が
い
な
け
れ
ば
サ
ン
ガ
が
指
定
し
て
看
病
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

だ
れ
も
看
な
け
れ
ば
、
サ
ン
ガ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
越
毘
尼
罪
で
あ
る

（
大
正
二
二
、
四
五
五
ｃ
）。
た
だ
し
、
誰
か
が
責
任
を
も
っ
て
看
な
け
れ

悉
清
浄
」、「
一
切
智
」
と
い
う
果
を
得
た
。

　

長
澤
説
、
土
居
解
説
に
、
天
平
年
代
に
南
都
に
弘
ま
っ
た
『
華
厳
経
』、

空
海
は
善
無
畏
三
蔵
説
と
経
よ
り
極
無
自
性
住
心
と
し
、「
此
の
海
印
定

に
入
り
て
法
性
の
円
融
を
観
じ
。」（『
十
住
心
論
』
九
、『
宝
鑰
』
下
）
と

い
う
。
大
沢
説
に
、
空
海
は
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
に
『
菩
提
心

論
』
を
載
せ
、
真
言
宗
に
と
り
重
要
な
論
と
す
る
。
乾
解
説
に
お
い
て

も
、
特
に
密
教
で
は
菩
提
心
が
説
か
れ
る
が
、
善
行
を
修
習
し
、
悟
り

（
菩
提
）
を
求
め
て
、
師
や
輩
に
対
し
、
次
第
に
態
度
が
大
袈
裟
に
な
ら

ず
安
定
し
、
無
我
に
し
て
緊
張
が
取
れ
た
頃
、
個
人
的
見
解
で
あ
る
が
、

尊
敬
の
念
を
友
情
の
念
と
錯
覚
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仏
教
サ
ン
ガ
に
お
け
る
ケ
ア
の
持
続
性 

│
│ 

摩
訶
僧
祇
律
を
中
心
に 

│
│

日
髙
　
　
明

　

人
は
誰
も
が
必
ず
他
者
か
ら
の
ケ
ア
を
受
け
る
。
人
間
ら
し
く
老
い
病

に
な
り
死
ん
で
い
く
こ
と
は
、
一
人
で
は
で
き
な
い
。
と
も
に
生
き
る
者

た
ち
が
互
い
に
ケ
ア
し
合
う
こ
と
な
し
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
持
続
し
な

い
。
し
か
し
、
ケ
ア
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
が
費
や
さ
れ
る
。
サ
ン
ガ

に
お
い
て
も
、
看
病
を
め
ぐ
っ
て
数
々
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
本
発
表

は
、
摩
訶
僧
祇
律
に
お
け
る
ケ
ア
の
持
続
性
を
考
察
し
た
。

　

摩
訶
僧
祇
律
第
二
八
「
看
病
比
丘
法
」
に
は
、
看
病
の
負
担
を
忌
避
す

る
比
丘
た
ち
の
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
人
で
遊
行
中
で
あ
っ

た
比
丘
た
ち
の
う
ち
一
人
が
病
に
か
か
り
、
も
う
一
人
が
病
比
丘
を
待
た

ず
に
出
立
し
た
事
例
や
、
同
じ
く
遊
行
中
の
一
人
の
比
丘
が
、
進
む
道
の

先
に
病
比
丘
が
い
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
回
り
道
を
し
て
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存
覚
は
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）『
教
行
証
文
類
』
の
注
釈
書

で
あ
る
『
六
要
鈔
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
本
願
寺
第
三
世
の
覚
如
（
一

二
七
〇
―
一
三
五
一
）
の
長
子
と
し
て
知
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
存
覚
は

し
ば
し
ば
親
鸞
門
流
の
埒
内
、
す
な
わ
ち
親
鸞
や
覚
如
と
い
っ
た
人
物
に

照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

一
方
で
存
覚
は
浄
土
宗
を
中
世
仏
教
界
の
潮
流
に
乗
せ
よ
う
と
試
み
て

も
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
親
鸞
門
流
の
外
に
も
目
を
向
け
浄
土
宗
を
宣
揚

し
た
の
が
存
覚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
存
覚
教
学
を
俯
瞰
す
る

と
き
、
時
衆
と
の
関
連
が
注
意
さ
れ
る
。

　

存
覚
の
善
知
識
論
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
人
師
の
地
位
を
高
め

る
善
知
識
論
を
受
容
し
な
か
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
延

文
五
（
一
三
六
〇
）
年
に
著
さ
れ
た
『
六
要
鈔
』
を
う
か
が
う
と
、
そ
の

よ
う
な
評
価
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
著

さ
れ
た
『
持
名
鈔
』
に
お
い
て
は
穏
当
で
な
い
。『
持
名
鈔
』
は
人
師
を

仏
と
関
連
づ
け
、
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
る
。

　

そ
の
『
持
名
鈔
』
の
善
知
識
論
に
つ
い
て
、
帰
命
戒
の
内
容
を
収
載
す

る
『
知
心
修
要
記
』
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
の
が
本
研
究
で
あ
る
。
帰
命

戒
と
は
出
家
の
僧
尼
を
対
象
と
し
た
時
衆
教
団
の
入
団
儀
礼
で
あ
り
、
人

師
の
地
位
を
高
め
る
善
知
識
論
を
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
知
心
修

要
記
』
と
は
、
時
衆
第
三
祖
の
智
得
（
一
二
六
一
―
一
三
二
〇
）
に
著
さ

れ
た
も
の
で
、
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
『
持
名
鈔
』
に
先
行
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。『
持
名
鈔
』
と
『
知
心
修
要
記
』
を
比
較
す
る
と
、
両

者
の
善
知
識
論
に
同
様
の
表
現
や
手
続
き
が
認
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、『
摩
訶
止
観
』
を
用
い
た
注
意
喚
起
で
あ
る
。『
知
心
修
要

記
』
は
『
摩
訶
止
観
』
が
出
典
と
考
え
ら
れ
る
表
現
を
用
い
、
報
恩
の
た

ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
一
人
の
人
が
始
め
か
ら
終

わ
り
ま
で
看
病
の
負
担
を
負
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
明
雑
誦
跋
渠

法
」
の
「
和
上
・
阿
闍
梨
・
共
住
弟
子
・
依
止
弟
子
法
」
に
規
定
さ
れ
る

和
上
・
阿
闍
梨
が
果
た
す
べ
き
義
務
の
ひ
と
つ
に
弟
子
へ
の
看
病
が
あ

る
。
こ
の
な
か
で
、
師
は
看
病
の
実
労
働
を
他
者
に
務
め
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
一
日
に
三
度
は
病
者
を
看
に
行
き
、
看
病
人
を
励
ま
す
言
葉

を
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
大
正
二
二
、
四
五
八
ｃ
）。
つ

ま
り
、
師
は
看
病
の
実
務
を
担
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
病
に
か
か
っ
た

弟
子
の
た
め
に
看
病
を
差
配
し
監
督
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
ケ
ア
に

加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
僧
祇
律
に
お
い
て
は
ケ
ア
の
責

任
と
看
病
実
務
の
負
担
と
を
切
り
離
し
た
上
で
、
病
者
へ
の
ケ
ア
の
責
任

は
関
係
す
る
メ
ン
バ
ー
間
で
よ
り
上
座
の
比
丘
た
ち
に
課
し
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
ケ
ア
の
責
任
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
者
は
実

務
の
負
担
を
他
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
ケ
ア
の
責
任

と
実
務
の
負
担
と
を
切
り
離
せ
な
い
と
き
は
、
他
者
に
ケ
ア
を
依
頼
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
二
人
で
遊
行
中
に
一
方
の
比
丘
が
病

に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
ケ
ア
の
責
任
と
負
担
は
も
う
一
方
の
比
丘
に
の
し

か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
療
養
場
所
に
い
る
別
の
比
丘
に
ケ
ア

を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
（
大
正
二
二
、
四
五
六
ａ
）。

存
覚
の
善
知
識
論
と
帰
命
戒

武
宮
　
真
如

　

本
研
究
は
、
親
鸞
門
流
の
学
僧
で
あ
る
存
覚
（
一
二
九
〇
―
一
三
七

三
）
の
善
知
識
論
に
つ
い
て
、
帰
命
戒
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ

る
。
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名
鈔
』
と
『
知
心
修
要
記
』
の
類
似
点
を
挙
げ
、
存
覚
と
帰
命
戒
の
関
連

を
指
摘
し
た
。

　

東
国
の
親
鸞
門
流
と
時
衆
教
団
の
関
係
は
か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
を
善
知
識
論
の
視
座
か
ら
存
覚
と
結
ん
だ
の
が
本
研
究
の
成
果
で
あ

る
。

蓮
如
の
機
法
一
体
説
に
つ
い
て

稲
城
　
蓮
恵

　

蓮
如
（
一
四
一
五
―
一
四
九
九
）
は
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
か
ら
晩

年
ま
で
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
名
号
を
解
釈
す
る
際
に
「
機
法
一
体
」
と

い
う
名
目
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
用
語
は
法
然
門
下
の
証
空
（
一
一
七
七

―
一
二
四
七
）
を
派
祖
と
す
る
西
山
派
や
、
そ
の
西
山
派
に
淵
源
を
持
つ

一
遍
（
一
二
三
九
―
一
二
八
九
）
の
時
宗
（
時
衆
）
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
い
た
。

　

こ
れ
ら
は
往
生
正
覚
不
二
一
体
と
す
る
機
法
一
体
説
で
、『
無
量
寿
経
』

の
本
願
文
「
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
に
基
づ
き
法
然
が
『
登
山
状
』
に

「
わ
れ
ら
が
往
生
は
ほ
と
け
の
正
覚
に
よ
り
、
ほ
と
け
の
正
覚
は
わ
れ
ら

が
往
生
に
よ
る
。「
若
不
生
者
」
の
ち
か
ひ
こ
れ
を
も
て
し
り
、「
不
取
正

覚
」
の
か
ぎ
り
あ
る
を
や
」
と
説
き
、
衆
生
の
念
仏
往
生
と
、
仏
の
正
覚

成
就
と
は
、
救
う
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
の
相
関
関
係
で
一
体
に
成
就
し

て
い
る
と
説
く
。
こ
の
相
関
関
係
は
、
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
は
仏
に

背
反
す
る
迷
い
の
衆
生
と
一
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
救
い
は
不
完
全

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
る
論
理
で
、
生
仏
不
二
（
一
如
）
論
に
裏

付
け
ら
れ
て
お
り
、
証
空
や
一
遍
も
往
生
正
覚
で
機
法
一
体
を
説
く
。

　

親
鸞
門
流
・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
機
法
一
体
」
は
、
覚
如
が
『
願
々

め
に
身
財
を
惜
し
ま
な
い
よ
う
注
意
す
る
。『
持
名
鈔
』
も
ま
た
報
恩
の

文
脈
で
『
摩
訶
止
観
』
を
引
用
し
、
身
財
を
惜
し
ま
な
い
よ
う
述
べ
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、『
持
名
鈔
』
で
引
用
さ
れ
る
『
摩
訶
止
観
』
の
内
容

が
、『
知
心
修
要
記
』
の
出
典
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
と
同
じ
文
脈
に
認
め

ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
持
名
鈔
』
と
『
知
心
修
要
記
』

は
、『
摩
訶
止
観
』
の
同
じ
文
脈
に
基
づ
き
同
じ
注
意
を
喚
起
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
木
像
や
経
典
に
対
す
る
人
師
の
優
位
の
主
張
で
あ
る
。『
持

名
鈔
』
と
『
知
心
修
要
記
』
は
、
い
ず
れ
も
木
像
や
経
典
が
言
葉
を
発
し

な
い
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
人
師
の
優
位
を
主
張
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
両
者
は
同
様
の
表
現
を
用
い
て
人
師
の
地
位
を
高
め
て
い
る
。

　

第
三
に
、
師
恩
と
仏
恩
を
関
連
づ
け
る
点
で
あ
る
。『
知
心
修
要
記
』

は
人
師
へ
の
報
恩
を
述
べ
る
文
脈
で
薬
王
菩
薩
や
普
明
王
の
捨
身
供
養
を

例
示
し
、
師
恩
と
仏
恩
を
関
連
づ
け
て
い
る
。『
持
名
鈔
』
は
師
恩
を
報

ず
る
こ
と
が
仏
恩
を
報
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

両
者
は
師
恩
と
仏
恩
を
関
連
づ
け
て
い
る
。

　

総
じ
て
『
知
心
修
要
記
』
の
善
知
識
論
は
、
経
教
や
木
仏
の
無
言
を
踏

ま
え
て
人
師
の
優
位
を
述
べ
、『
摩
訶
止
観
』
と
同
様
の
表
現
を
用
い
て

師
恩
と
仏
恩
を
関
連
づ
け
つ
つ
身
財
を
顧
み
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

一
方
で
『
持
名
鈔
』
の
善
知
識
論
は
、『
摩
訶
止
観
』
を
用
い
て
身
財
を

惜
し
む
べ
き
で
な
い
と
述
べ
、
木
像
や
経
典
の
無
言
を
踏
ま
え
て
人
師
の

優
位
を
主
張
し
、
師
恩
と
仏
恩
を
関
連
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
持
名
鈔
』
が
『
知
心
修
要
記
』
と
同
様
の
表
現
や
手
続

き
を
有
す
る
の
は
、
存
覚
が
『
持
名
鈔
』
の
撰
述
に
際
し
て
『
知
心
修
要

記
』
を
参
照
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
以
上
の
手
順
で
『
持



　　220

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

る
。
西
山
派
、
時
宗
、『
安
心
決
定
鈔
』
に
お
い
て
は
十
劫
の
昔
に
成
就
し

た
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
の
上
で
衆
生
の
往
生
が
成
就
し
て
い
る
と
い
う
往
生

正
覚
機
法
一
体
（
不
二
一
体
、
能
帰
所
帰
不
二
一
体
）
で
法
義
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
越
前
で
時
宗
教
義
の
混
入
よ
り
生
じ
た
で
あ
ろ
う
十
劫
安
心

の
異
義
を
否
定
す
る
た
め
、『
御
文
』
で
善
導
の
六
字
釈
を
解
釈
す
る
際

に
親
鸞
の
他
力
回
向
説
、
さ
ら
に
存
覚
の
行
信
不
離
説
に
よ
っ
て
「
機
」

の
行
為
の
主
体
を
衆
生
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
変
化
さ
せ
、
十
劫
の
昔
に
往
生

が
成
就
す
る
の
で
は
な
く
、
往
生
す
る
こ
と
わ
り
、
因
徳
が
成
就
し
て
い

る
と
解
釈
し
、
往
生
が
決
定
す
る
の
は
「
た
の
む
一
念
」
の
今
と
説
い
た

の
で
あ
る
。
機
法
一
体
の
概
念
の
源
と
な
る
西
山
派
で
は
、
善
導
の
「
称

我
名
号
」
の
い
わ
ゆ
る
十
八
願
加
減
の
文
に
よ
っ
て
仏
意
の
根
拠
と
す
る

が
、
蓮
如
は
第
十
八
願
成
就
文
の
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
と
善
導
の
六

字
釈
を
根
拠
に
、
親
鸞
の
信
一
念
で
往
生
の
因
が
満
足
す
る
他
力
回
向
説

に
基
づ
き
、
従
来
は
機
法
一
体
を
生
仏
不
二
で
解
釈
し
て
い
た
と
こ
ろ
を

名
号
の
解
釈
に
転
用
し
、〝
信
ず
る
（
た
の
む
）
機
を
た
す
け
た
す
け
た

ま
え
る
法
〞
と
い
う
機
法
門
と
い
う
独
自
の
解
釈
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

曽
我
量
深
「
日
蓮
論
」
に
お
け
る
日
蓮
本
仏
思
想

角
田
　
佑
一

　

本
発
表
の
主
題
は
、
曽
我
量
深
（
一
八
七
五
―
一
九
七
一
年
）
の
「
日

蓮
論
」
に
お
け
る
日
蓮
本
仏
思
想
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
曽

我
量
深
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
真
宗
大
谷

派
の
教
学
者
と
し
て
長
く
活
躍
し
た
。
曽
我
は
若
い
頃
、
日
蓮
に
深
い
関

心
を
持
ち
、
独
自
に
日
蓮
研
究
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
二
十
歳
代
の

終
わ
り
に
「
日
蓮
論
」
を
著
し
た
。
曽
我
の
「
日
蓮
論
」
は
一
九
〇
四
年

鈔
』
で
「
光
明
無
量
の
願
に
こ
た
へ
て
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
の
機
を
摂
益

し
た
ま
ふ
。
そ
の
機
は
ま
た
遍
照
の
光
明
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
信
心
歓
喜
す

れ
ば
、
機
法
一
体
に
な
り
て
能
照
・
所
照
ふ
た
つ
な
る
に
に
た
れ
ど
も
、

ま
た
く
不
二
な
る
べ
し
」
と
能
照
所
照
不
二
を
指
す
言
葉
と
し
て
示
す
。

ま
た
そ
の
子
・
存
覚
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
三
）
は
『
存
覚
法
語
』
に

「
仏
の
正
覚
は
衆
生
の
往
生
に
よ
り
て
成
じ
、
衆
生
の
往
生
は
仏
の
正
覚

に
よ
り
て
成
ず
る
が
ゆ
へ
に
、
機
法
一
体
に
し
て
能
所
不
二
な
る
い
は
れ

あ
れ
ば
、
仏
の
寿
命
も
衆
生
の
寿
命
も
あ
ひ
お
な
じ
く
し
て
、
無
常
を
の

が
れ
常
住
を
う
る
こ
と
も
か
は
る
こ
と
な
き
な
り
」
と
往
生
正
覚
機
法
一

体
説
を
示
す
も
の
も
確
認
で
き
る
が
、『
六
要
鈔
』
に
「
行
の
中
に
信
を

摂
し
、
証
の
中
に
広
く
真
・
化
仏
土
を
摂
す
。
然
る
所
以
は
、
行
は
所
行

の
法
、
信
は
是
れ
能
信
な
り
。
故
に
「
玄
義
」
に
云
く
、「
南
無
と
言
は

即
ち
是
れ
帰
命
、
ま
た
こ
れ
発
願
回
向
の
義
な
り
。
阿
弥
陀
仏
と
言
は
即

ち
こ
れ
そ
の
行
な
り
。
こ
の
義
を
以
て
の
故
に
、
必
ず
往
生
を
得
る
。」

（
已
上
）
信
行
離
れ
ず
、
機
法
是
一
な
り
。
こ
の
義
に
由
る
が
故
に
、
信

を
以
て
行
に
摂
す
」
と
行
信
不
離
の
関
係
を
機
法
一
体
で
示
し
、
蓮
如
に

つ
な
が
る
。

　

蓮
如
が
機
法
一
体
を
用
い
る
た
め
に
「
金
を
ほ
り
出
す
様
な
る
聖
敎
」

と
重
要
視
し
た
の
が
『
安
心
決
定
鈔
』
で
あ
る
。
同
書
の
著
者
は
不
明
で

あ
る
が
、
樋
口
安
養
寺
の
阿
日
房
彰
空
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
彰
空

は
『
法
水
分
流
記
』
に
よ
る
と
〈
西
山
派
派
祖
・
証
空
―
円
空
立
信
―
顕

意
道
教
―
彰
空
〉
と
い
う
系
譜
を
持
つ
僧
で
、
ま
た
親
鸞
の
曾
孫
・
覚
如

（
一
二
七
〇
―
一
三
五
一
）
に
西
山
教
義
を
授
け
た
人
物
と
『
最
須
敬
重

絵
詞
』
が
伝
え
る
。

　

蓮
如
は
吉
崎
時
代
、
文
明
年
間
よ
り
六
字
名
号
を
機
法
一
体
で
解
釈
す
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は
果
の
如
来
で
あ
る
久
遠
実
成
の
釈
尊
に
直
面
し
、「
我
は
本
仏
也
、
世

尊
は
迹
仏
也
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
。
そ
し
て
、
日
蓮
は
久
遠
実
成
の
釈

尊
に
直
面
し
な
が
ら
、
自
ら
「
本
有
無
作
の
人
」、「
無
始
久
遠
の
人
」
と

し
て
現
存
す
る
。
曽
我
は
従
来
の
日
蓮
本
仏
論
に
見
ら
れ
る
本
因
妙
と
本

果
妙
と
の
区
別
、
種
熟
脱
の
仏
の
三
益
の
区
別
、
正
法
・
像
法
・
末
法
の

時
代
区
分
と
い
っ
た
枠
組
を
一
切
用
い
ず
に
、
自
ら
の
日
蓮
本
仏
思
想
を

展
開
す
る
。
と
り
わ
け
、
曽
我
の
日
蓮
本
仏
思
想
は
、
日
蓮
の
罪
悪
と
無

力
の
自
覚
、
題
目
受
持
、
久
遠
実
成
の
如
来
の
は
た
ら
き
の
体
験
か
ら
、

日
蓮
本
仏
を
基
礎
づ
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。

戦
前
期
仏
教
日
曜
学
校
機
関
誌
の
誌
面
変
遷

松
岡
　
悠
和

　

仏
教
日
曜
学
校
は
、
明
治
期
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
少
年
期
を
対
象

と
す
る
社
会
教
育
・
宗
教
教
育
と
し
て
一
定
の
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ

る
。
特
に
大
正
期
以
降
、
東
西
本
願
寺
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
教
団
で
は
本

山
主
導
で
仏
教
日
曜
学
校
の
組
織
化
、
普
及
、
教
材
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
一
九
二
六
年
ま
で
に
一
、五
二
七
校
の
日
曜

学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
拠
り
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

機
関
誌
で
あ
る
『
日
曜
学
校
研
究
』
で
あ
っ
た
。

　

雑
誌
『
日
曜
日
』
は
、
無
漏
田
謙
恭
を
編
集
人
と
し
て
一
九
一
二
年
に

興
教
書
院
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。
毎
月
七
、
八
本
の
童
話
を
掲
載
し
、
中
に

は
童
謡
や
即
興
劇
と
な
る
対
話
も
収
録
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
五
年
に
、

本
派
本
願
寺
が
大
正
天
皇
即
位
記
念
事
業
と
し
て
日
曜
学
校
を
奨
励
し
、

日
曜
学
校
規
程
を
発
布
す
る
と
、
本
山
は
直
接
、
教
材
を
研
究
・
普
及
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
『
日
曜
日
』
は
、
一
九
一
六

（
明
治
三
七
年
）
に
雑
誌
『
精
神
界
』
に
続
け
て
掲
載
さ
れ
た
曽
我
の
七

つ
の
日
蓮
研
究
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
七
つ
の
論
文
を
通

読
し
て
み
る
と
、
曽
我
の
日
蓮
理
解
が
か
な
り
変
化
し
て
い
く
の
が
分
か

る
。
最
初
の
論
文
「
上
行
の
化
現
と
し
て
の
日
蓮
と
如
来
の
化
現
と
し
て

の
親
鸞
」
で
は
、
日
蓮
は
上
行
菩
薩
の
「
化
現
」
で
あ
り
、
久
遠
実
成
の

釈
尊
に
従
属
す
る
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
つ
目
の

論
文
「『
法
華
経
』
の
最
大
疑
問
、
地
湧
の
菩
薩
」
で
は
、
日
蓮
が
「
本

仏
」、
久
遠
実
成
の
釈
尊
（「
教
主
世
尊
」）
が
「
迹
仏
」
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
、
日
蓮
と
釈
尊
の
位
置
づ
け
が
逆
転
す
る
。
本
発
表
で
は
曽
我
の

「
日
蓮
論
」
に
お
け
る
日
蓮
理
解
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
な
が
ら
、
曽

我
が
到
達
し
た
日
蓮
本
仏
思
想
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
曽
我
は
「
日

蓮
論
」
の
最
初
の
論
文
「
上
行
の
化
現
と
し
て
の
日
蓮
と
如
来
の
化
現
と

し
て
の
親
鸞
」
に
お
い
て
、
親
鸞
が
自
ら
の
罪
悪
と
無
力
を
自
覚
し
て
、

如
来
の
は
た
ら
き
に
自
己
の
一
切
を
ゆ
だ
ね
、「
如
来
の
化
現
」、「
如
来

夫
」
と
し
て
の
自
証
を
得
た
と
理
解
し
た
。
こ
の
理
解
は
後
の
曽
我
の
日

蓮
本
仏
思
想
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
曽
我
は
「
日
蓮
論
」

の
五
つ
目
の
論
文
「
華
厳
、
般
若
と
法
華
」
か
ら
、
法
華
経
の
久
遠
実
成

の
釈
尊
と
久
遠
実
成
の
如
来
（
久
遠
実
成
の
本
門
如
来
）
と
を
次
第
に 

区
別
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
日
蓮
論
」
の
六
つ
目
の
論
文

「『
法
華
経
』
の
最
大
疑
問
、
地
湧
の
菩
薩
」
の
な
か
で
、
曽
我
は
久
遠
実

成
の
如
来
を
因
の
如
来
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
を
果
の
如
来
と
理
解
し
な
が

ら
、
日
蓮
本
仏
・
釈
尊
迹
仏
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
蓮
が
自
ら
の

無
力
と
罪
悪
を
自
覚
し
て
題
目
を
受
持
す
る
と
き
、
久
遠
実
成
の
如
来
が

は
た
ら
き
、
日
蓮
は
上
行
菩
薩
の
化
現
で
あ
り
、
因
の
如
来
で
あ
る
久
遠

実
成
の
如
来
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
。
そ
の
う
え
で
、
日
蓮
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曜
学
校
に
向
け
た
公
的
な
発
信
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
一
層
、
誌
面
は
教
材
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
減

少
、
教
材
・
童
話
中
心
の
誌
面
に
対
し
て
、
編
集
後
記
欄
で
は
繰
り
返

し
、
研
究
に
関
す
る
投
稿
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
一
九
二
六
年
末
に
は
研
究

記
事
が
増
加
し
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
研
究
中
心
で
は
あ
る
が
代
わ
っ
て
童

話
の
掲
載
数
が
激
減
し
、
仏
教
日
曜
学
校
が
「
行
き
詰
ま
り
」
に
直
面
し

て
い
る
と
す
る
内
容
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
じ
時
期
、
中

等
科
の
日
曜
学
校
教
材
が
考
案
さ
れ
、
青
年
期
の
宗
教
教
育
論
が
誌
上
で

検
討
さ
れ
は
じ
め
る
。
こ
れ
が
「
行
き
詰
ま
り
」
の
解
決
策
と
し
て
浮
上

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
小
学
校
高
学
年
以
上
を
対
象
と
す
る
少

年
団
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）
を
仏
教
日
曜
学
校
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

る
、
教
育
方
法
の
転
換
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
曜
学
校
研
究
』
の
課
題
と
し
て
は
、
通
俗
的
に
、
平
易
に
し
て
ほ

し
い
、
と
い
う
投
書
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
日
曜
学
校
教
師
と
の
懸

隔
は
小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
点
は
編
集
側
に
も
問
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
教
材
開
発
、
研
究
、
ま
た
少
年

団
等
い
ず
れ
も
本
山
中
心
の
動
き
で
あ
り
、
本
誌
そ
し
て
本
願
寺
派
日
曜

学
校
全
体
の
限
界
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

真
宗
思
想
と
教
育
勅
語 

│
│ 

近
代
の
西
本
願
寺
僧
侶
と
教
育 

│
│

山
田
　
智
敬

　

本
報
告
は
、
近
代
日
本
の
学
校
教
育
、
特
に
明
治
中
期
の
仏
教
主
義
教

育
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
女
子
文
芸
学
舎

（
以
下
、
学
舎
）
を
開
校
し
、
そ
こ
で
修
養
の
講
義
を
担
当
し
た
島
地
黙

年
に
本
派
本
願
寺
教
学
課
発
行
の
『
日
曜
教
園
』
へ
と
移
行
し
、
興
教
書

院
は
発
売
元
と
な
っ
た
。
編
集
は
、
藤
田
湛
水
、
宇
野
円
空
、
岸
興
詳
に

よ
っ
て
一
九
二
二
年
ま
で
担
わ
れ
た
。
改
題
当
初
は
、『
日
曜
日
』
の
誌

面
構
成
を
継
承
し
て
、
訓
話
・
童
話
八
本
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
次
第
に

記
事
区
分
が
細
分
化
さ
れ
、
教
園
（
論
稿
等
）、
研
究
、
訓
話
、
法
話
、

史
譚
、
お
伽
噺
・
童
話
、
雑
纂
（
対
話
・
遊
戯
・
童
謡
）
が
掲
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
教
材
の
体
系
化
が
進
み
充
実
し
て
い
っ
た
。

　
『
日
曜
教
園
』
の
誌
面
は
次
第
に
、
童
話
・
お
伽
噺
中
心
か
ら
研
究
中

心
へ
と
移
行
し
た
。
一
九
一
九
年
末
か
ら
研
究
欄
が
独
立
し
、
教
園
欄
と

と
も
に
、
教
団
内
外
の
名
士
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
。
教
団
は
、
若
手
日

曜
学
校
教
師
や
編
集
担
当
者
を
東
京
に
留
学
・
視
察
さ
せ
、
結
果
と
し
て

当
時
の
児
童
文
学
雑
誌
の
研
究
や
、
児
童
学
者
・
童
話
作
家
と
の
関
係
構

築
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
合
わ
せ
て
、
一
九
二
〇
年
前
後
に

は
編
集
体
制
が
整
備
さ
れ
、
一
冊
あ
た
り
論
文
四
〜
六
本
、
教
材
七
〜
九

本
を
掲
載
す
る
他
、
特
集
号
を
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
研
究
中
心
と
な
っ
て
い
る
誌
面
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
一
九
二
二

年
に
『
日
曜
教
園
』
は
『
日
曜
学
校
研
究
』
へ
と
改
題
す
る
。

　
『
日
曜
学
校
研
究
』
の
編
集
は
、
藤
田
湛
水
の
後
、
大
関
尚
之
、
前
田

芳
夫
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
ま
た
発
行
元
は
一
九
二
三
年
に
本
派
本
願
寺
学

務
部
内
の
日
曜
学
校
研
究
社
に
変
更
さ
れ
た
。『
日
曜
学
校
研
究
』
で
は

当
初
、
研
究
中
心
の
誌
面
で
構
成
さ
れ
、
誌
上
で
は
約
一
年
に
わ
た
る
論

争
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
改
題
後
一
年
程
度
で
研
究
の
掲
載
数
は
激
減

し
、
一
九
二
四
年
に
は
一
本
の
連
載
を
除
き
童
話
中
心
の
誌
面
に
回
帰
し

て
い
っ
た
。
一
九
二
四
年
四
月
、
本
山
は
『
日
曜
学
校
研
究
』
を
認
可
日

曜
学
校
全
て
に
無
償
配
布
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
本
山
か
ら
地
方
日
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授
者
で
あ
る
島
地
の
教
学
理
解
が
大
き
く
講
義
内
容
に
反
映
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

島
地
が
教
学
を
講
義
科
目
の
修
養
と
の
関
係
で
語
る
場
合
、
報
恩
思
想

を
中
心
に
言
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
島
地
の
報
恩
論
は
、
基
本

的
に
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』「
報
恩
品
」
に
見
ら
れ
る
、
四
恩
（
父
母
、

衆
生
、
国
王
、
三
宝
）
を
中
心
に
展
開
す
る
。
島
地
の
報
恩
思
想
は
「
勅

語
」
の
前
後
で
重
点
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。「
勅
語
」
前
の
言
論
を
見
る

と
、
恩
と
は
、
自
己
を
支
え
る
無
量
の
恩
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
は
阿
弥

陀
仏
へ
と
帰
結
し
て
い
く
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
報
謝
は
称
名
、

布
教
伝
道
と
い
っ
た
真
宗
的
な
立
場
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

一
八
九
〇
年
に
「
勅
語
」
が
発
布
さ
れ
る
と
、
西
本
願
寺
の
教
学
に
お

い
て
は
、
真
俗
二
諦
の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
、
大
日
本
帝
国
憲
法
と
「
勅

語
」
が
俗
諦
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
島
地
も
こ
の
路
線
を
受
け
て
い
る

が
、
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
以
降
は
、
忠
孝
へ
の
報
謝
を
重
視
し
、
忠
孝
の

軽
視
は
倫
理
道
徳
の
頽
廃
で
あ
る
と
「
勅
語
」
の
理
解
が
具
体
化
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
こ
の
忠
孝
重
視
の
姿
勢
が
、「
勅
語
」
後
の
島
地
の
教
学

理
解
へ
と
影
響
し
て
い
く
。
報
恩
思
想
は
、
四
恩
の
う
ち
、
忠
孝
を
天
皇

と
国
家
に
尽
く
す
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
、
仏
恩
は
四
恩
を
知
る
た
め
の

補
助
的
な
役
割
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
報
恩
思
想
を
中
心
に
と
し
て
「
勅
語
」
前
後
の
島
地
の

教
義
理
解
を
追
う
と
、「
勅
語
」
と
の
親
和
性
が
伺
え
る
。
学
舎
の
宗
教

教
育
は
こ
の
よ
う
な
親
和
性
の
中
で
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ

う
。
た
だ
し
、
重
点
の
置
き
方
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、「
勅
語
」
以
前

か
ら
彼
の
教
学
理
解
の
中
に
は
含
有
し
て
い
た
。

雷
の
真
宗
思
想
に
注
目
す
る
。
中
西
直
樹
に
よ
る
と
、
同
時
期
に
開
校
し

た
仏
教
主
義
学
校
の
中
に
は
、
宗
教
教
育
が
行
わ
れ
た
形
跡
の
な
い
学
校

が
存
在
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
近
代
の
仏
教
女
子
教
育
』

法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
対
し
て
学
舎
で
は
、
設
立
直
後
か
ら
宗
教
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
仮
説
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
島
地
の
教
学
理

解
と
「
教
育
勅
語
」（
以
下
、「
勅
語
」）
と
の
関
係
性
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
「
勅
語
」
前
後
に
お
け
る
、
島
地
の
教
学
理
解
と
そ
の

変
化
を
追
う
こ
と
で
、
明
治
中
期
に
行
わ
れ
た
宗
教
教
育
の
一
側
面
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。

　

島
地
が
学
校
教
育
に
注
目
し
た
背
景
に
は
、「
女
学
校
設
立
の
急
務
」

で
は
「
教
会
を
開
く
や
必
ず
附
す
る
に
学
校
を
以
て
し
、
特
に
女
子
教
育

の
事
に
熱
中
な
る
」
と
い
い
、「
僧
侶
ハ
速
ニ
普
通
教
育
ニ
従
事
ス
ベ
シ
」

で
は
「
耶
蘇
教
ノ
者
之
ニ
当
レ
バ
耶
蘇
ノ
人
民
ヲ
育
成
ス
ル
ハ
勿
論
ナ

リ
」
と
述
べ
る
等
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ
の
意
識
が
垣
間
見
え
る
。
ま

た
、
卒
業
証
書
授
与
式
の
際
、「
本
学
舎
は
、
唯
学
術
技
芸
の
進
歩
を
期

す
る
の
み
に
非
ず
、
学
術
技
芸
の
進
歩
と
共
に
、
併
せ
て
心
術
思
想
の
発

達
を
期
し
、
将
来
善
良
な
る
婦
人
を
作
り
出
す
を
以
て
目
的
と
す
る
も
の

に
し
て
、
其
修
身
徳
義
の
標
準
は
、
之
を
仏
教
主
義
に
取
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
護
法
的
な
意
識
と
、
道
徳
教
育
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
女

子
を
対
象
と
し
て
、
仏
教
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

明
治
中
期
の
学
舎
の
宗
教
教
育
を
伺
え
ば
、
①
宗
教
的
情
操
の
涵
養

（「
生
徒
心
得
」、
仏
式
学
校
行
事
等
）
②
宗
教
的
知
識
の
教
授
（「
修
身
講

義
は
、
必
す
島
地
師
躬
ら
担
任
し
て
、
教
育
せ
ら
れ
仏
教
主
義
の
学
校
な

れ
は
、
仏
祖
の
史
伝
、
表
義
の
要
領
迄
を
も
、
併
せ
教
ら
る
ゝ
」）
と
い

う
二
つ
の
側
面
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
②
に
関
し
て
は
、
教
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れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
教
育
の
な
さ

れ
る
場
が
、
宗
教
の
本
質
を
離
れ
る
こ
と
の
な
い
真
宗
の
日
曜
学
校
な
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
武
内
は
教
師
に
対
し
て
、
先
生
と
呼
ば
れ
て
自
分
を
え
ら
い
者

の
よ
う
に
思
い
、
自
惚
れ
る
こ
と
を
戒
め
る
。
教
師
と
い
え
ど
も
、「
最

上
の
理
想
」
で
あ
り
「
最
上
善
」
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
は
か
け
離
れ
た
存

在
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
自
己
を
懺
悔
し
、
児
童
に
対
し
て
は
「
教
ゆ
る

と
か
、
或
は
責
め
る
」
の
で
は
な
く
、「
善
な
る
も
の
」
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
児
童
が
何
を
し
て
も
ほ
っ
て
お

く
の
は
単
な
る
甘
や
か
し
で
あ
り
、
悪
事
を
な
し
た
児
童
を
注
意
し
反
省

を
促
す
こ
と
が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
武
内
は
大
谷
派
健
児
団
と
い
う
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い
て

述
べ
た
論
稿
の
中
で
、
罪
悪
深
重
、
小
慈
小
悲
も
な
き
身
、
善
悪
の
二
つ

存
じ
せ
ず
と
い
っ
た
親
鸞
の
言
葉
に
、
そ
の
活
動
精
神
を
見
出
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
活
動
す
る
善
人
で
あ
ろ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、「
善
人
た
り
得
よ
う
と
す
る
自
惚
れ
を
打
破
す
る
」
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
児
童
も
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
と
は
か
け
離
れ
た
自
己
の
あ

り
よ
う
を
自
覚
し
、
反
省
、
懺
悔
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
常
に
反
省
、
懺
悔
を
し
つ
つ
、
他
人
の
苦
し
み
を
自
己
の
苦
し
み

と
し
、
他
人
の
楽
を
先
と
す
る
こ
と
を
「
最
上
の
理
想
」「
最
上
善
」
と

し
て
歩
ん
で
い
く
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
日
曜
学
校
を
通
じ
て
育
っ
て
い

く
こ
と
を
、
武
内
は
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
内
は
『
児
童
と
宗
教
』
に
お
い
て
、
日
曜
学
校
に
お

け
る
児
童
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
寺
院
と
農
村
』
に
お
い
て
も
、
農
村
で
日
曜

武
内
了
温
に
お
け
る
真
宗
の
児
童
教
育

鈴
木
　
朋
子

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
仏
教
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
日

曜
学
校
が
隆
盛
し
、
児
童
教
化
活
動
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
点
が
あ

る
。
真
宗
大
谷
派
で
は
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
社
会
課
の
主
事

で
あ
る
武
内
了
温
（
一
八
九
一
―
一
九
六
八
）
に
よ
り
、
児
童
教
化
の
機

関
紙
と
し
て
『
児
童
と
宗
教
』
が
創
刊
さ
れ
、
翌
年
に
は
日
曜
学
校
教
師

講
習
会
が
開
か
れ
た
。
武
内
は
、
大
谷
派
に
お
い
て
被
差
別
部
落
問
題
や

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
取
り
組
ん
だ
先
駆
者
で
あ
る
が
、
日
曜
学
校
教
師
講

習
会
で
講
師
の
一
人
と
し
て
登
壇
し
、『
児
童
と
宗
教
』
に
数
々
の
論
稿

を
寄
せ
て
お
り
、
児
童
教
育
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
第
八
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
「
宗
教
々

育
と
児
童
保
護
」
に
よ
る
と
、
武
内
は
、
今
日
を
日
曜
学
校
の
「
反
省
整

理
転
換
期
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
日
曜
学
校
の
あ
り
か
た
を
見
直

す
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
児
童
学
者

の
関
寛
之
が
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
刊
行
し
た
『
日
曜
学
校
の
理

論
と
実
際
』
や
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
本
願
寺
派
の
大
関
尚
之
が

刊
行
し
た
『
仏
教
日
曜
学
校
の
革
命
』
に
お
い
て
も
、
日
曜
学
校
は
安
易

に
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
起
因
と
し
て
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
て
お
り
、
こ
れ

を
改
革
す
る
時
期
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

武
内
が
批
判
す
る
の
は
、
当
時
の
日
曜
学
校
が
宗
教
の
本
質
を
離
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
武
内
に
お
い
て
、
真
宗
の
日
曜
学
校
に
お
け
る

教
育
と
は
、
他
人
の
苦
し
み
を
自
己
の
苦
し
み
と
し
、
他
人
の
楽
を
先
と

す
る
大
慈
悲
を
も
つ
「
最
上
の
理
想
」
で
あ
り
「
最
上
善
」
で
あ
る
阿
弥

陀
仏
に
対
す
る
信
念
を
獲
得
し
、
そ
の
信
念
に
基
づ
く
行
為
と
し
て
な
さ
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学
ん
だ
塾
生
は
、
盧
を
離
れ
て
も
空
華
の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
作
者
不
明
「
空
華
副
制
」（
一
八
三
〇
年
）
に
お
い
て

一
層
強
化
さ
れ
、「
一
、
諸
学
寮
之
制
、
明
教
院
制
定
之
外
之
有
ベ
カ
ラ

ザ
ル
事
」
と
し
て
、
門
下
は
僧
鎔
の
塾
則
以
外
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
定

め
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
退
寮
申
付
被
候
ハ
ハ
其
意
趣
ヲ
知
事
所
江
相
達

ベ
キ
事
。
若
右
体
之
人
他
寮
江
罷
越
候
共
知
事
所
之
添
書
モ
之
無
候
ハ
ハ

入
寮
相
成
申
ザ
ル
事
」
と
、
塾
生
が
他
の
私
塾
へ
移
籍
す
る
こ
と
も
制
限

し
た
。
こ
う
し
た
試
み
は
功
を
制
し
、
越
中
の
柔
遠
以
降
、
巧
便
（
河

内
）、
行
照
（
美
濃
）、
智
眼
（
越
中
）、
杳
旭
（
越
中
）、
明
朗
（
摂
津
）、

義
諦
（
摂
津
）、
善
譲
（
豊
前
）
な
ど
、
空
華
門
下
の
私
塾
で
は
共
通
し

て
僧
鎔
の
塾
則
が
用
い
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
尺
伸
堂
と
空
華
盧
の
そ
の
後
の
歩
み
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
分

岐
点
と
な
っ
た
の
は
三
業
惑
乱
だ
っ
た
。
当
初
、
空
華
学
派
は
表
立
っ
た

立
場
表
明
を
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
林
で
智
洞
（
三
業
派
）
と
道
隠

（
非
三
業
派
）
の
会
談
後
、
道
隠
の
安
心
が
不
正
義
で
あ
る
と
し
て
学
林

か
ら
排
斥
さ
れ
た
の
を
機
に
、
空
華
学
派
は
三
業
派
と
対
決
姿
勢
を
強
め

た
。
以
後
、
越
中
で
は
三
業
派
の
尺
伸
堂
と
非
三
業
派
の
空
華
盧
の
対
立

も
激
化
し
た
。
結
果
的
に
尺
伸
堂
は
敗
れ
、
空
華
学
派
が
勝
利
し
た
。

　

惑
乱
後
、
学
林
で
は
能
化
制
が
廃
止
さ
れ
、
複
数
人
に
よ
る
勧
学
体
制

が
布
か
れ
た
。
そ
の
際
、
勧
学
七
名
の
う
ち
四
名
が
空
華
門
下
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
八
七
四
年
ま
で
の
安
居
本
講
者
は
、
空
華
学
派
二
〇
名
、
芿
園

派
二
名
、
石
泉
派
二
名
、
龍
華
派
三
名
、
豊
前
派
一
名
、
石
州
派
二
名
、

筑
前
派
三
名
、
肥
後
派
二
名
、
越
後
派
四
名
、
播
南
派
一
名
、
円
照
寺
派

二
名
と
、
空
華
学
派
は
文
字
通
り
主
流
派
の
位
置
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
空
華
学
派
が
主
流
派
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
惑
乱

学
校
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
武
内
に
お
い
て
日
曜
学
校

と
は
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
念
に
基
づ
い
て
社
会
の
中
で
活
動
す
る
者
を
育

て
る
須
要
な
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
願
寺
派
に
お
け
る
「
主
流
派
」
の
誕
生 

│
│ 

空
華
学
派
と
そ
の
私
塾
経
営 

│
│

菊
川
　
一
道

　

本
研
究
で
は
、
本
願
寺
派
に
お
い
て
空
華
学
派
が
近
世
・
近
代
を
通
じ

て
主
流
派
と
な
り
え
た
要
因
に
つ
い
て
、
私
塾
の
組
織
経
営
の
観
点
か
ら

分
析
し
た
。

　

空
華
学
派
と
は
、
越
中
・
善
巧
寺
の
明
教
院
僧
鎔
（
一
七
二
三
―
一
七

八
三
）
を
開
祖
と
す
る
学
轍
で
あ
る
。
僧
鎔
と
そ
の
高
弟
で
あ
る
柔
遠
と

道
隠
を
「
空
華
三
師
」
と
し
、
柔
遠
は
越
中
で
、
道
隠
は
近
畿
に
あ
っ
て

多
く
弟
子
を
育
て
、
こ
の
学
派
が
全
国
展
開
す
る
礎
を
築
い
た
。

　

僧
鎔
時
代
の
越
中
は
、
後
に
「
学
国
」
と
讃
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
多
く
の

有
名
学
僧
を
輩
出
し
、
ま
た
複
数
の
私
塾
も
創
設
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
芳

山
（
一
六
九
八
―
一
七
七
五
）
の
尺
伸
堂
と
僧
鎔
の
空
華
盧
は
、
私
塾
の

二
大
系
統
と
し
て
影
響
力
が
あ
っ
た
。
尺
伸
堂
は
第
五
代
能
化
義
教
の
庇

護
の
も
と
、
学
林
予
備
門
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
門
下
も
五
〇
〇
名
を

超
え
た
。

　

他
方
、
越
中
で
は
当
初
少
数
派
だ
っ
た
空
華
盧
は
、
僧
鎔
「
僧
約
・
制

法
」（
一
七
五
八
年
）
や
同
「
制
条
」（
一
七
六
五
年
）
な
ど
、
厳
し
い
罰

則
規
定
を
持
つ
塾
則
を
も
っ
て
門
下
の
統
制
を
図
っ
た
。
な
か
で
も
着
目

さ
れ
る
の
が
、
僧
鎔
以
来
の
分
派
独
立
を
取
り
締
ま
る
項
目
で
あ
る
。

「
制
法
」
で
は
「
聚
散
モ
亦
タ
空
花
也
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
空
華
盧
に
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の
が
、
悟
得
す
れ
ば
仏
身
と
種
々
の
智
慧
し
て
現
れ
る
こ
と
、
心
を
心
で

見
る
こ
と
、
心
性
は
空
か
つ
明
瞭
で
止
む
こ
と
が
な
く
、
そ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
の
真
如
を
修
道
者
と
し
て
の
自
分
の
心
に
携
え
て
い
く
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。「
果
の
大
悲
心
者
」
に
お
い
て
、
三
身
が
顕
現
す
る
。

心
の
本
性
は
三
つ
の
相
で
顕
現
す
る
。
空
と
し
て
の
相
が
法
身
、
明
瞭
の

相
が
受
用
身
、
様
々
な
力
で
あ
り
か
つ
自
解
脱
す
る
の
が
変
化
身
で
あ

り
、
三
身
は
自
分
自
身
の
中
に
あ
る
と
説
か
れ
る
。
前
行
に
お
い
て
、
機

（
人
）
は
、
観
自
在
菩
薩
と
彼
の
六
字
真
言
に
信
の
あ
る
人
と
し
て
定
義

さ
れ
、
今
生
で
の
即
身
成
仏
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
心
と
し
て
の
聖
地
に

如
意
宝
珠
が
宿
り
、「
秘
密
の
意
味
の
宝
珠
に
つ
い
て
、
悟
得
す
る
明
知

が
、
空
か
つ
明
瞭
、
本
来
清
浄
の
智
慧
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。
明
知
は

空
で
あ
り
、
恒
常
と
断
滅
の
二
極
に
陥
ら
ず
、
輪
廻
も
涅
槃
も
本
来
清
浄

で
あ
り
、
外
界
の
現
象
は
法
性
で
あ
り
、
無
分
別
で
あ
る
。「
大
悲
心
者

の
行
は
、
我
他
の
別
な
く
、
平
等
で
あ
る
こ
と
、
自
利
の
た
め
に
、
心
の

本
性
を
空
性
と
し
て
瞑
想
し
、
利
他
の
た
め
に
、
一
切
衆
生
が
大
悲
に
遍

充
さ
れ
、
空
と
慈
悲
が
不
分
離
で
、
空
性
が
慈
悲
の
心
髄
を
備
え
て
い
る

も
の
と
し
て
瞑
想
す
る
。
自
心
が
必
需
品
で
あ
り
、
眷
属
で
あ
る
。
そ
の

自
心
は
空
か
つ
明
瞭
で
無
蓋
で
あ
り
、
大
悲
心
者
の
自
性
で
あ
り
、
自
分

の
心
の
本
性
が
大
悲
心
者
の
御
心
と
不
分
離
だ
と
悟
得
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
信
が
備
わ
る
と
説
か
れ
る
。「
本
尊
の
守
護
仏
に
よ
る
加
持
」
で

は
、
大
日
如
来
と
違
わ
な
い
如
意
輪
観
自
在
を
中
心
に
、
東
に
金
剛
薩

埵
、
南
に
宝
生
如
来
、
西
に
無
量
光
（
阿
弥
陀
）
仏
、
北
に
不
空
成
就
如

来
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
四
仏
が
、
本
尊
を
周
回
し
て
い
る
の
を
観
想

す
る
。
本
来
、
自
心
に
住
し
、
戯
論
・
偏
向
・
恒
常
・
断
滅
論
が
な
い
知

見
を
自
分
自
身
の
心
相
続
に
悟
得
す
る
自
信
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
本
行

を
は
じ
め
と
す
る
教
学
問
題
に
の
み
終
始
し
て
分
析
す
る
の
は
適
切
で
は

な
い
。
前
田
慧
雲
に
よ
れ
ば
、
私
塾
で
の
共
同
生
活
を
体
験
し
た
当
時
の

多
く
の
僧
侶
に
と
っ
て
、
師
匠
た
る
学
僧
の
教
説
を
疑
う
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
（『
真
宗
学
苑
談
叢
』
一
八
九
一
年
）。
こ
の
こ
と
は
塾
生
の
思
想

的
立
場
は
、
各
学
派
固
有
の
教
学
の
妥
当
性
を
個
々
が
評
価
し
て
選
び
取

0

0

0

っ
た

0

0

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
師
弟
関
係
を
含
む
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
感

情
面
に
よ
っ
て
選
び
取
ら
さ
れ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

面
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
空
華
学
派
ほ
ど
各
地
に
私
塾
を
設
け
て
僧
侶
養
成
を
行
っ
た
例

は
他
に
な
く
、
三
〇
〇
〇
名
と
も
い
わ
れ
る
そ
の
門
下
の
圧
倒
的
な
数
的

優
位
性
を
も
っ
て
む
し
ろ
教
団
教
学
の
正
統
的
立
場
を
定
め
て
い
っ
た
、

と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
教
学
以
外
の
要
素
が
主
流
派
形
成
に
ど
う
影

響
し
た
か
、
今
後
詳
し
く
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
マ
ニ
・
カ
ン
ブ
ン
』
に
お
け
る 

「
六
字
真
言
成
就
儀
軌
王
統
流
大
注
釈
」

槇
殿
　
伴
子

　
『
マ
ニ
・
カ
ン
ブ
ン
』
に
お
け
る
「
六
字
真
言
成
就
儀
軌
」
に
は
行
者

の
心
身
を
仏
と
同
定
す
る
自
心
仏
と
自
身
仏
の
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
注
釈
の
読
解
を
通
し
て
、
心
身
と
空
性
と
仏
性
の
関
係
に
つ
い

て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
。
基
・
道
・
果
の
大
綱
の
う
ち
「
仏
性
が
基
に

存
在
す
る
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
あ
り
方
が
基
の
大
悲
心

者
で
あ
り
、
他
の
場
所
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
中
に
在
る
こ
と
、

恒
常
と
断
滅
が
な
い
こ
と
、
名
前
が
な
い
こ
と
、
無
明
の
と
き
に
は
見
え

な
い
が
、
悟
得
す
れ
ば
、「
自
心
が
大
悲
心
者
と
見
え
る
」。「
修
道
の
大

悲
心
者
」
は
、
無
明
の
と
き
に
は
概
念
・
分
別
・
五
毒
と
し
て
現
れ
る
も
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『
彰
所
知
論
』
の
一
側
面

阿
部
　
真
也

　

本
論
考
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
に
影
響
を
与
え
た
仏
典
、
と
い
う
視
点

か
ら
『
彰
所
知
論
』
に
検
討
を
加
え
る
。
影
響
を
受
け
た
文
献
と
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
と
し
て
有
名
な
『
蒙
古
源
流
』
を
取
り
上
げ
て
比
較
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

両
者
の
具
体
的
な
関
係
と
し
て
は
、『
蒙
古
源
流
』
の
奥
書
の
中
で
『
彰

所
知
論
』
が
参
考
文
献
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
七
つ
の
参
考
文
献
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い

て
、
重
要
な
文
献
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、

七
つ
の
う
ち
、
ど
の
文
献
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
他

に
、『
チ
ャ
ガ
ン
・
テ
ウ
ケ
』
の
み
で
あ
る
。

　

内
容
の
比
較
に
は
い
る
。
両
者
と
も
、
最
初
の
方
に
あ
る
の
は
原
子
論

と
世
界
の
成
立
で
あ
る
。
ほ
ぼ
、
一
致
し
て
い
る
の
だ
が
、
原
子
論
の
位

置
付
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
記
述
を
『
彰
所
知
論
』
に
よ
っ
て
示
す
と
次

で
あ
る
。

最
小
単
位
は
極
微
塵
あ
る
い
は
隣
虚
塵
。
七
隣
虚
塵
が
一
極
微
、
七

極
微
が
一
微
塵
、
以
下
、
透
金
塵
、
透
水
塵
、
兎
毛
塵
、
羊
毛
塵
、

牛
毛
塵
、
遊
隙
塵
、
蝨
の
卵
、
蝨
、
穀
粒
、
一
指
節
、
と
順
次
七
倍

に
し
て
い
く
。
次
い
で
、
三
指
節
を
一
指
、
二
十
四
指
を
横
に
並
べ

て
一
肘
、
四
肘
を
一
弓
、
五
百
弓
を
一
倶
盧
舎
、
八
倶
盧
舎
を
一
由

旬
、
と
す
る
。 

（p. 226

中
）

『
蒙
古
源
流
』
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、『
彰
所
知
論
』
が
世
界
の
成
立
と

別
々
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
蒙
古
源
流
』
は
世
界
の
成
立
の
一

段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
空
性
と
慈
悲
の
関
係
が
小
乗
と
大
乗
の
関
係
に
よ
っ
て
説
か
れ
て

い
る
。
生
起
次
第
で
は
、
衆
生
を
慈
悲
で
把
握
し
な
い
な
ら
、
小
乗
仏
教

と
な
り
、
空
だ
け
に
執
着
す
る
と
断
滅
論
の
極
に
行
く
の
で
、
空
と
慈
悲

の
双
連
を
修
習
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
切
衆
生
は
空
性
を
悟
得
せ
ず
に
物

質
と
特
徴
に
執
着
す
る
の
で
、
そ
れ
を
憐
み
、
偏
向
な
い
大
慈
悲
を
修
習

す
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
六
根
六
識
の
境
界
の
現
象
の
取
者
は
心
で
あ

る
の
で
、
外
界
の
現
象
は
心
だ
と
導
入
す
る
。
瞑
想
の
本
質
は
何
か
と
い

う
問
い
が
建
て
ら
れ
、
心
の
本
性
は
本
来
空
（stong sang nge

）
と
し

て
住
し
、
そ
れ
は
よ
そ
に
は
な
く
、
自
分
自
身
の
心
相
続
で
経
験
す
る
。

本
尊
と
自
分
の
身
体
は
不
二
で
あ
る
と
瞑
想
す
る
。
肉
体
へ
の
執
着
を
断

つ
た
め
で
あ
る
。「
本
尊
は
肉
体
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
鏡
の
中
の
反

映
の
よ
う
に
顕
れ
て
、
自
性
が
な
い
も
の
」
だ
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
身

体
だ
け
で
は
な
く
、
身
語
意
の
三
業
を
仏
と
し
て
実
践
修
行
す
る
。
中
有

に
お
い
て
「
衆
生
が
仏
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
。
自
分
自
身
を
自
分
で

知
り
、
衆
生
の
心
と
仏
心
が
一
つ
で
あ
る
と
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
者
と

な
る
。
果
は
、
自
身
に
本
来
か
ら
存
在
し
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
行
者
の
心
身
を
本
尊
の
大
悲
心
者
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
で
悟

り
を
得
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
自
分
の
心
は
本
来
清
浄
で
空
で
あ
る

が
、
慈
悲
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
無
執
着
、
明
瞭
、
無
蓋
で
止
む
こ
と
な

い
。
そ
こ
に
小
乗
で
は
な
く
、
大
乗
仏
教
の
慈
悲
に
よ
る
衆
生
利
益
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。
悟
り
を
得
る
こ
と
は
衆
生
利
益
を
為
す
た
め
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
心
身
を
仏
と
し
て
自
覚
す
る
と
は
、
利
他
の
力
が

自
分
の
中
に
本
来
あ
る
と
自
覚
し
、
そ
の
力
を
衆
生
利
益
の
た
め
に
発
現

す
る
よ
う
鼓
舞
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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『
彰
所
知
論
』
は
現
存
す
る
最
古
の
年
代
記
で
あ
る
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』

と
『
蒙
古
源
流
』
の
間
の
時
期
に
成
立
し
た
。
王
統
史
に
つ
い
て
は
、

『
蒙
古
源
流
』
は
、『
彰
所
知
論
』
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
の
年
代
記

も
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル

同
源
説
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
を
編
纂
し
た
人
物
達
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
彰
所
知
論
』
は
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
太
子
チ
ン
キ
ム
の
為
に
説
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
王
統
史
が
説
か
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
有
部
の
教

理
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
書
で
あ
り
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
に
仏
教
を
弘
め

る
た
め
に
著
さ
れ
た
、
と
い
う
一
面
も
あ
る
。
後
の
年
代
記
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

中
国
学
と
し
て
の
中
国
禅
宗
史
研
究 

│
│ 

京
都
大
学
を
事
例
と
し
て 

│
│

何
　
　
燕
生

　

本
発
表
は
か
つ
て
京
都（
帝
国
）大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
松
本
文
三

郎
（
一
八
六
九
―
一
九
四
四
）、
入
矢
義
高
（
一
九
一
〇
―
一
九
九
八
）、

柳
田
聖
山
（
一
九
二
二
―
二
〇
〇
六
）
を
中
心
に
、
彼
ら
三
人
に
お
け
る

中
国
禅
宗
史
研
究
の
成
果
業
績
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　

松
本
は
印
度
哲
学
出
身
、
柳
田
は
禅
学
出
身
、
入
矢
は
中
国
文
学
出
身

で
あ
る
。
学
科
体
制
か
ら
す
れ
ば
、
三
人
の
う
ち
、
入
矢
一
人
だ
け
が
正

真
正
銘
な
「
中
国
学
」（Sinology

）
出
身
に
な
る
。
松
本
と
柳
田
の
二

人
の
研
究
も
「
中
国
学
」
の
一
部
と
し
た
の
は
、
彼
ら
に
よ
る
中
国
禅
宗

史
研
究
が
内
容
上
、
京
都
大
学
の
「
中
国
学
」
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、

　

時
間
論
に
つ
い
て
は
、
最
小
の
単
位
で
あ
る
刹
那
か
ら
一
年
ま
で
の
記

述
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
最
大
の
単
位
で
あ
る
劫
に
つ
い
て
は
、

多
少
の
違
い
が
あ
る
。
最
大
の
違
い
は
中
劫
の
意
味
で
あ
る
。『
蒙
古
源

流
』
は
、
世
界
生
成
の
一
過
程
と
し
て
中
劫
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、『
彰
所
知
論
』
は
、『
倶
舎
論
』
等
と
同
じ
よ
う
に
、
成
・

住
・
壊
・
空
が
各
々
二
十
中
劫
で
あ
る
、
と
す
る
。
他
の
項
目
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
蒙
古
源
流
』
が
六
劫
全
て
に
説
明
を

付
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
彰
所
知
論
』
は
中
劫
と
成
劫
の
二
つ
だ
け

に
説
明
を
付
け
て
い
る
。

　

最
後
に
、
王
統
史
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
に

つ
い
て
書
く
時
に
、
イ
ン
ド
の
王
統
か
ら
書
き
始
め
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
年
代
記
に
多
く
あ
る
形
式
で
あ
る
。
王
統
に
関
し
て
は
、
文
献
の
性
格

上
、『
蒙
古
源
流
』
の
方
が
は
る
か
に
詳
し
く
、
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
、
チ
ベ

ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
個
別
の
歴
史
の
記
述
を
比
べ
る
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
最
も
大
き
な
違
い
は
、
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
、
チ
ベ
ッ
ト
か

ら
モ
ン
ゴ
ル
、
の
つ
な
が
り
を
、『
蒙
古
源
流
』
は
詳
し
く
説
明
し
、
彰
所

知
論
は
そ
の
記
述
が
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
祖
先
を
イ

ン
ド
ま
で
遡
る
記
述
は
、
か
つ
て
は
『
彰
所
知
論
』
か
ら
始
ま
る
と
言
わ

れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
つ
な
が
り
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
最
近
で
は
、『
蒙
古
源
流
』
あ
る
い
は
、
著
者
不
明
『
ア
ル

タ
ン
・
ト
プ
チ
』
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
説
が
出
来
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
家
の

祖
先
を
イ
ン
ド
の
王
統
に
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
威
を
維

持
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
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し
、
入
矢
の
解
釈
で
は
こ
の
場
合
の
「
祇
你
」
と
は
、
直
接
「
他
で
は
な

く
、
あ
な
た
方
」「
あ
な
た
方
本
人
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
要
素
は
全
く
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
入
矢
の
試
み
は
日
本
に
お

け
る
中
国
禅
宗
研
究
に
新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
し
た
の
み
な
ら
ず
、
京
都

大
学
の
「
中
国
学
」
に
と
っ
て
も
、
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

柳
田
は
京
都
大
学
に
在
職
し
て
い
た
一
〇
年
間
（
一
九
七
六
―
一
九
八

六
）、
数
多
く
の
禅
宗
研
究
の
著
述
を
出
版
し
た
。
柳
田
に
お
け
る
中
国

禅
宗
史
研
究
の
最
大
の
特
色
の
一
つ
は
、
近
代
的
歴
史
学
、
文
献
学
的
方

法
を
用
い
て
、
初
期
中
国
禅
文
献
に
つ
い
て
、
批
判
的
研
究
を
試
み
た
点

で
あ
る
。
松
本
の
研
究
に
つ
い
て
客
観
的
に
評
価
を
し
な
が
ら
も
、
そ
の

学
説
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
。
例
え
ば
「
燈
史
」
の
資
料
的
価
値
に

つ
い
て
、
柳
田
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
独
特
な
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
単
に
歴
史
的
な
事
実
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
種
の
宗
教

信
仰
の
伝
承
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
中
国
禅
宗
史
に
関
す
る

柳
田
の
研
究
は
、
唐
、
五
代
に
及
び
、
範
囲
は
敦
煌
禅
宗
文
献
と
初
期
中

国
禅
宗
史
書
の
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
。
特
に
京
大
人
文
研
で
結
成
し

た
共
同
研
究
「
禅
研
究
班
」
で
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
若
手
の
注
目
を
集

め
、
京
都
大
学
の
「
中
国
学
」
の
国
際
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。「
共
同

研
究
」
に
よ
る
中
国
禅
宗
史
研
究
も
京
都
大
学
の
「
中
国
学
」
の
伝
統
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

ま
た
、
中
国
の
文
学
、
歴
史
、
哲
学
と
は
そ
れ
ぞ
れ
密
接
不
可
分
で
あ

り
、
単
純
に
学
科
分
類
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
で

あ
る
。

　

松
本
に
よ
る
中
国
禅
宗
史
研
究
で
開
拓
的
な
意
義
を
持
つ
業
績
は
二
つ

で
あ
る
。
一
つ
は
達
磨
に
関
す
る
一
連
の
研
究
で
あ
り
。
当
時
は
達
磨
関

係
の
敦
煌
文
献
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
達
磨
の
歴
史
像
は
依
然
と

し
て
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
慧
能
と
『
六
祖

壇
経
』
に
関
す
る
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
最
も
古
い
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る

敦
煌
本
『
壇
経
』
も
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
松
本
は
『
全
唐

文
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
碑
文
史
料
を
は
じ
め
て
使
っ
た
。
と
く
に
松
本

が
提
起
し
た
宋
代
禅
宗
文
献
の
虚
構
性
、
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
唐
代
禅
宗

と
宋
代
禅
宗
と
の
間
の
「
非
連
続
性
」
と
い
う
捉
え
方
は
後
の
研
究
を
方

向
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
松
本
の
同
僚
で
あ
っ
た
内
藤
湖
南
は
ほ
ぼ 

同
じ
時
期
に
、「
唐
宋
変
革
」
と
い
う
説
を
提
出
し
た
。
内
藤
が
松
本
に

《
曹
溪
大
師
別
伝
》
の
和
刻
本
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
京
大

人
文
研
に
あ
る
「
内
藤
文
庫
」
と
「
松
本
文
庫
」
に
互
い
に
「
寄
贈
」
し

た
図
書
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の
間
に
学
問
的
な
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、
入
矢
は
中
国
文
学
（
白
話
文
）
の
研
究
の
立
場
か
ら
、
中
国
禅

宗
の
言
語
に
つ
い
て
読
解
し
、
こ
れ
ま
で
「
訓
読
」
と
い
う
方
法
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
誤
り
を
数
多
く
修
正
し
た
。
直
接
中
国
語
の
読
み
方
を
用
い

て
、
中
国
禅
宗
の
言
語
を
読
も
う
と
す
る
方
向
を
示
し
た
意
義
は
大
き

い
。
例
え
ば
『
臨
済
録
』
の
中
に
「
祇
你
面
前
聴
法
底
是
」
と
い
う
表
現

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
読
み
方
で
は
こ
こ
の
「
你
」
を
一
つ
の
絶
対
的
な

「
你
」
と
し
、
一
種
の
「
超
越
的
な
存
在
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か



　　230

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

と
の
同
一
視
が
論
理
的
に
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
『
大
経
』
の
「
乃
至
十

念
」
が
称
名
念
仏
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
法
然
が
説

く
「『
観
経
』
の
三
心
を
具
足
し
た
称
名
念
仏
」
と
い
う
こ
と
も
、「
起
行

認
識
の
根
拠
の
転
換
」
に
よ
っ
て
直
接
的
に
導
か
れ
る
教
学
的
立
場
で
あ

る
と
言
え
る
。
次
に
「
起
行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
に
よ
り
、
起
行
と
し

て
正
助
二
行
が
示
さ
れ
た
後
に
形
成
さ
れ
た
法
然
教
学
と
し
て
は
、『
選

択
集
』
三
輩
章
に
お
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て
示
し

た
「
廃
立
義
・
助
成
義
・
傍
正
義
」
と
い
う
所
謂
「
廃
助
傍
の
三
義
」

説
、
そ
し
て
『
往
生
要
集
釈
』、『
往
生
要
集
料
簡
』、『
往
生
要
集
略
料

簡
』
等
で
示
さ
れ
る
五
念
門
の
中
心
に
称
名
念
仏
行
を
見
る
立
場
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
証
空
（
一
一
七
七
―
一
二
四
七
）・
隆
寛
（
一
一
四
八
―
一

二
二
七
）・
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）・
弁
長
（
一
一
六
二
―
一
二

三
八
）・
長
西
（
一
一
八
四
―
一
二
六
六
）
と
い
う
法
然
門
下
の
五
師
に

お
い
て
、「
起
行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
の
論
理
を
承
け
て
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る
浄
土
教
学
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
就
行
立
信
釈
を
根
拠

に
し
て
起
行
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
五
念
門

の
中
心
に
称
名
念
仏
行
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
（『
往
生
論
註
』
を
重

視
す
る
隆
寛
・
親
鸞
は
除
く
）、
第
三
に
、『
大
経
』
の
三
心
と
『
観
経
』

の
三
心
を
同
一
視
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。（
弁
長
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
に
は
述
べ
て
い

な
い
が
、
弁
長
述
作
に
お
け
る
『
観
経
』
の
三
心
に
関
す
る
記
述
は
、
二

経
の
三
心
を
同
一
視
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。）
以
上

は
、
法
然
教
学
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
三
の
『
大
経
』

の
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
の
同
一
視
は
、
法
然
門
下
諸
師
の
教
学
が
自

法
然
に
お
け
る
「
起
行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
と 

法
然
及
び
法
然
門
下
の
教
学

那
須
　
一
雄

　

法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
は
、『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
源
信

（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
の
『
往
生
要
集
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
安
心
・

起
行
・
作
業
」
と
い
う
行
為
規
範
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
上
で
、
起
行
に
つ

い
て
は
、『
往
生
要
集
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
五
念
門
行
を
、
善
導
（
六

一
三
―
六
八
一
）
の
『
散
善
義
』
就
行
立
信
釈
で
説
か
れ
る
正
助
二
行

（
特
に
正
定
業
と
し
て
の
称
名
念
仏
）
に
転
換
し
た
。
こ
の
「
起
行
認
識

の
根
拠
の
転
換
」
こ
そ
が
、
法
然
が
、
当
時
の
仏
教
界
に
対
し
て
示
し
た

教
学
的
立
場
の
最
も
核
心
的
な
部
分
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
、
こ
の
「
起

行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
を
基
に
形
成
さ
れ
た
法
然
及
び
法
然
門
下
の
教

学
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

ま
ず
、「
起
行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
に
よ
っ
て
直
接
的
に
導
か
れ
る

法
然
の
教
学
的
立
場
と
し
て
は
、『
大
無
量
寿
経
』（
以
下
『
大
経
』）
と

『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
『
観
経
』）
の
三
心
の
同
一
視
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
則
ち
『
大
経
』
の
第
十
八
願
に
お
い
て
は
、
安
心
と
し
て
の

「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
」
と
い
う
三
心
に
対
し
、
起
行
と
し
て
「
乃
至
十

念
（
称
名
念
仏
）」
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
観
経
』

原
文
で
は
、
安
心
と
し
て
の
「
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
」
と
い
う

三
心
か
ら
発
動
す
る
起
行
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
定
散
二
善
で
あ

る
。
こ
れ
が
法
然
の
よ
う
に
「
起
行
認
識
の
根
拠
の
転
換
」
を
行
い
、
起

行
と
し
て
、
正
助
二
行
を
示
し
た
場
合
、『
観
経
』
の
三
心
か
ら
発
動
す

る
起
行
の
中
心
は
称
名
念
仏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
浄

土
教
理
史
上
初
め
て
、『
大
経
』
第
十
八
願
の
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
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ら
れ
る
。
ま
た
、
隆
寛
の
著
作
に
『
五
会
法
事
讃
』
は
散
見
さ
れ
な
い
た

め
、
隆
寛
の
弟
子
で
あ
る
信
瑞
の
『
明
義
進
行
集
』
も
調
査
し
た
。

第
一
章　

聖
覚
の
受
容

　

聖
覚
の
『
唯
信
鈔
』
に
は
『
五
会
法
事
讃
』
の
般
舟
三
昧
讃
の
文
・
浄

土
楽
讃
「
如
来
尊
号
甚
分
明
（
中
略
）
観
音
勢
至
自
来
迎
」
が
散
見
さ
れ

る
。
聖
覚
は
こ
れ
ら
を
用
い
て
第
十
七
願
・
第
十
八
願
・
三
心
を
解
釈

し
、
聖
覚
は
『
五
会
法
事
讃
』
を
重
視
し
て
い
た
と
言
え
る
。
聖
覚
の
法

照
の
評
価
で
あ
る
が
、
聖
覚
は
『
五
会
法
事
讃
』
と
善
導
の
著
作
を
区
別

す
る
が
、
般
舟
三
昧
讃
「
不
簡
破
戒
罪
根
深
」
と
『
法
事
讃
』「
三
念
五

念
仏
来
迎
」
を
区
別
せ
ず
に
引
用
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り

聖
覚
は
『
五
会
法
事
讃
』
を
用
い
て
第
十
七
願
・
第
十
八
願
と
三
心
を
解

釈
す
る
。
そ
の
上
『
法
事
讃
』
と
明
確
に
区
別
し
な
い
こ
と
か
ら
、
聖
覚

が
法
照
を
善
導
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
た
と
言
え
る
。

第
二
章　

隆
寛
・
信
瑞
の
受
容

　

次
に
隆
寛
の
受
容
を
確
認
し
た
い
。
隆
寛
の
著
作
に
『
五
会
法
事
讃
』

は
見
ら
れ
な
い
。
隆
寛
の
著
作
に
は
例
え
ば
『
具
三
心
義
』
の
よ
う
に
善

導
の
著
作
の
註
釈
書
が
あ
る
。
だ
が
、
隆
寛
の
善
導
観
が
全
面
に
現
れ
る

と
言
え
る
こ
の
書
で
も
『
五
会
法
事
讃
』
を
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、 

聖
覚
が
『
唯
信
鈔
』
で
三
心
解
釈
に
『
五
会
法
事
讃
』
を
用
い
る
の
に
対

し
て
、
隆
寛
は
三
心
解
釈
に
一
切
用
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
隆
寛
は
聖
覚

と
違
い
善
導
と
法
照
を
明
確
に
区
別
す
る
と
言
え
る
。
次
に
信
瑞
の
『
明

義
進
行
集
』
を
確
認
し
た
い
。『
明
義
進
行
集
』
で
は
静
遍
・
空
阿
弥
陀

仏
・
信
空
の
記
事
と
後
序
に
『
五
会
法
事
讃
』
が
見
ら
れ
る
。
後
序
の
中

で
信
瑞
は
般
舟
三
昧
讃
の
文
を
念
仏
者
の
眼
目
で
あ
る
と
述
べ
、
般
舟
三

昧
讃
の
文
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
瑞
の
法
照
の
評
価
で
あ
る

力
派
と
他
力
派
に
分
か
れ
た
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
則
ち
、
法

然
が
根
本
願
と
見
た
『
大
経
』
の
「
至
心
」
は
、
そ
れ
が
自
力
的
な
心
か

他
力
的
な
心
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
大

経
』
の
「
至
心
」
を
『
観
経
』
の
「
至
誠
心
」
と
同
一
視
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
、『
散
善
義
』
至
誠
心
釈
を
根
拠
に
し
て
解
釈
し
た
場
合
、
念
仏
者

の
信
に
つ
い
て
、
自
力
的
な
解
釈
と
他
力
的
な
解
釈
と
の
両
方
の
解
釈
が

可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
「
安
心
・
起
行
・
作
業
」
と

い
う
行
為
規
範
に
つ
い
て
は
、
他
力
を
徹
底
し
て
説
い
た
親
鸞
は
、
此
土

の
「
作
業
」
に
つ
い
て
説
く
こ
と
は
な
い
が
、
他
の
四
師
に
は
、
法
然
が

示
し
た
「
安
心
・
起
行
・
作
業
」
と
い
う
行
為
規
範
を
受
容
し
て
い
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

法
然
門
下
に
お
け
る
『
五
会
法
事
讃
』
の
受
容

山
雄
　
優
生

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
親
鸞
の
『
五
会
法
事
讃
』
受
容
検
討
の
一
端
と
し
て
法
然
門

下
に
お
け
る
受
容
を
検
討
し
た
。
親
鸞
の
受
容
は
『
選
択
集
』
本
願
章
に

『
五
会
法
事
讃
』
の
「
彼
仏
因
中
立
弘
誓
（
中
略
）
能
令
瓦
礫
変
成
金
」

（
以
降
般
舟
三
昧
讃
の
文
）
を
引
き
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
の
平
等
性
を
示
す

法
然
の
受
容
の
影
響
を
受
け
る
。
だ
が
、
両
者
の
受
容
は
『
五
会
法
事

讃
』
の
着
眼
点
・
法
照
の
評
価
で
異
な
る
。
親
鸞
は
『
五
会
法
事
讃
』
の

「
念
仏
成
仏
」
に
注
目
し
法
照
を
後
善
導
・
善
導
の
化
身
と
評
価
す
る
が
、

法
然
は
般
舟
三
昧
讃
の
文
に
注
目
し
法
照
を
後
善
導
・
化
身
と
評
価
し
な

い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
差
異
が
法
然
門
下
に
由
来
す
る
も
の
か
を
検

討
し
た
。
親
鸞
と
深
く
交
流
の
あ
っ
た
門
下
と
し
て
聖
覚
・
隆
寛
が
挙
げ



　　232

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

（
以
下
、『
涅
槃
経
』）「
四
相
品
」・「
四
依
品
」・「
聖
行
品
」・「
梵
行
品
」・

「
徳
王
品
」・「
迦
葉
品
」・「
獅
子
吼
品
」
の
七
品
よ
り
、
十
三
文
の
引
用

を
示
す
。
こ
れ
ら
は
、「
信
文
類
」
に
引
用
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
に
次
い

で
長
文
の
引
文
と
窺
え
、
ま
と
ま
っ
た
引
文
群
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

そ
も
そ
も
「
真
仏
土
文
類
」
全
体
の
テ
ー
マ
は
、
真
実
の
仏
身
・
仏
土
を

あ
ら
わ
す
こ
と
で
あ
り
、
因
位
の
願
に
報
い
た
仏
身
仏
土
で
あ
る
か
ら
、

報
仏
報
土
と
い
う
の
だ
と
論
証
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
の
中
で
引
用
さ
れ

る
『
涅
槃
経
』
十
三
文
は
、
従
来
大
き
く
「
涅
槃
」
と
「
仏
性
」
に
つ
い

て
、
細
述
す
れ
ば
①
真
仏
土
の
本
質
で
あ
る
真
解
脱
・
涅
槃
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
、
②
す
べ
て
の
も
の
に
仏
性
が
あ
る
こ
と
、
③
仏
性
が
あ
っ
て

も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
の
三
つ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る

と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
涅
槃
」
と
「
仏
性
」
に
か
か
わ
る
引

文
と
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
親
鸞
独
自
の
引
用
方
法
か
ら
窺
え
る
全
体
の

意
図
が
理
解
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
涅
槃
経
』
十
三
文
の
う
ち
第
八
文
（「
迦
葉
菩
」〜「
復
如
是
」

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
、
一
六
三
―
一
六
四
）・
第
九
文
（「
善
男
子
」

〜「
一
義
諦
」『
同
』
二
、
一
六
五
―
一
六
七
）
で
は
、
迦
葉
菩
薩
と
釈
尊

と
の
問
答
に
よ
る
展
開
か
ら
「
一
闡
提
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
『
涅
槃
経
』
原
文
で
は
、「
一
闡
提
」
に
つ
い
て
、
前
半
は
不

成
仏
が
主
張
さ
れ
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
、
成
仏
の
可
能
性
が
示
さ
れ

て
い
く
た
め
、
経
典
の
説
示
自
体
に
課
題
が
あ
る
が
、
最
も
救
わ
れ
難
い

「
一
闡
提
」
の
成
仏
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
存
在
の
成
仏
の
可
能
性
を
示

し
て
い
る
点
に
お
い
て
、『
涅
槃
経
』
は
、
成
仏
の
根
拠
と
な
る
経
典
と

し
て
重
要
視
さ
れ
る
。

　

親
鸞
は
、『
高
僧
和
讃
』
に
お
い
て
、「
一
闡
提
」
を
「
本
願
毀
滅
」
の

が
、『
明
義
進
行
集
』
で
は
『
五
会
法
事
讃
』
の
引
用
前
に
「
法
照
禅
師
」

と
著
者
名
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
信
空
の
記
事
に
「
善
導

和
尚
ノ
コ
ト
ク
念
仏
三
昧
発
得
シ
タ
マ
ヘ
ル
法
照
禅
師
」
と
、
法
照
を
高

く
評
価
す
る
。
た
だ
、
後
善
導
・
化
身
と
評
価
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

第
三
章　

親
鸞
の
受
容
と
の
比
較

　

ま
ず
、『
五
会
法
事
讃
』
の
着
眼
点
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
』

を
註
釈
し
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
を
著
し
て
お
り
、
親
鸞
が
聖
覚
と
の
交
流

の
中
で
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
親
鸞
が
『
教
行 

信
証
』
で
注
目
す
る
正
法
楽
讃
の
「
念
仏
成
仏
」
は
『
唯
信
鈔
』
に
見 

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
聖
覚
は
三
心
解
釈
に
『
五
会
法
事
讃
』
を
用
い
る

が
、『
五
会
法
事
讃
』
は
親
鸞
の
三
心
解
釈
が
表
れ
る
『
教
行
信
証
』「
信

巻
」・「
化
身
土
巻
」
に
散
見
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
が
聖
覚
と
の

交
流
よ
り
「
念
仏
成
仏
」
に
注
目
す
る
着
想
を
得
た
と
は
言
え
な
い
。

　

次
に
、
法
照
の
評
価
で
あ
る
が
、
法
照
を
後
善
導
・
化
身
と
評
価
す
る

者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
の
評
価
は
彼
ら
よ
り
着
想
を
得
た

と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
ら
よ
り
、
親
鸞
が
『
五
会
法
事
讃
』「
念
仏
成
仏
」

に
注
目
す
る
点
、
法
照
を
後
善
導
・
化
身
と
評
価
す
る
点
は
親
鸞
の
特
徴

的
な
思
想
と
言
え
る
。

「
真
仏
土
文
類
」『
涅
槃
経
』
引
文
の
一
考
察 

│
│ 「
一
闡
提
」
に
着
目
し
て 

│
│

蟹
谷
　
　
誓

　

親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』

（
以
下
、『
教
行
証
文
類
』）「
真
仏
土
文
類
」
に
お
い
て
、『
大
般
涅
槃
経
』
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す
こ
と
で
、
衆
生
を
智
慧
あ
る
者
と
し
て
示
さ
な
い
よ
う
に
意
図
す
る
姿

勢
も
窺
え
、
そ
れ
ら
の
救
い
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
回
向
の
法
に
依
り
、

浄
土
に
往
生
す
れ
ば
必
ず
仏
性
を
あ
ら
わ
す
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

明
治
初
期
琉
球
と
真
宗 

│
│ 「
第
三
次
真
宗
法
難
事
件
」
を
中
心
に 

│
│

福
島
　
栄
寿

　

発
表
者
が
二
〇
一
八
年
度
以
降
取
組
ん
で
い
る
「
新
出
資
料
の
調
査 

と
分
析
に
基
づ
く
沖
縄
仏
教
史
・
真
宗
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（JP 

18K
00088　

研
究
代
表
者
：
福
島
栄
寿
）
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
⑴

真
宗
大
谷
派
鹿
児
島
別
院
蔵
『
明
治
十
一
年
三
月
整
頓　

琉
球
上
申
書
類

綴
込
』
⑵
真
宗
大
谷
派
鹿
児
島
別
院
蔵
『
琉
球
国
内
務
省
出
張
所
往
復
書

藩
庁
往
復
並
応
接
記
綴
込
』（
共
に
大
谷
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
で

閲
覧
可
能
）
を
取
り
上
げ
、
明
治
初
期
琉
球
に
お
け
る
真
宗
布
教
の
実
態

や
明
治
一
〇
年
一
〇
月
の
「
第
三
次
真
宗
法
難
事
件
」
の
顛
末
、
ひ
い
て

は
真
宗
僧
の
琉
球
布
教
の
意
味
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
考
察
し
た
。
従

来
、
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
八
月
二
日
の
東
本
願
寺
側
と
琉
球
藩
庁

と
の
「
応
接
」、
八
月
二
二
日
の
二
回
目
の
「
対
弁
」
は
、『
那
覇
市
史
』

資
料
篇
第
二
巻
中
四
の
東
恩
納
寛
淳
『
史
料
稿
本
』
史
料
を
典
拠
に
、

「
応
接
」「
対
弁
」
開
催
の
事
実
と
東
本
願
寺
側
が
木
梨
精
一
郎
内
務
出
張

所
所
長
宛
に
、
藩
庁
と
の
二
回
目
の
「
対
弁
」
を
申
入
れ
た
こ
と
。「
対

弁
」
の
結
果
、
親
里
親
雲
上
ら
藩
庁
役
人
ら
の
連
名
で
信
徒
処
刑
の
非
を

認
め
た
「
恐
入
ノ
書
」
と
藩
庁
名
の
「
恐
入
ノ
書
」
を
木
梨
所
長
宛
に
提

出
し
た
こ
と
。
そ
れ
を
受
け
て
内
務
卿
・
伊
藤
博
文
が
、
琉
球
藩
に
宛

て
、「
私
ニ
処
刑
候
段
」
は
、
藩
吏
の
失
錯
だ
が
「
特
別
ノ
訳
ヲ
以
テ
寛

存
在
と
受
容
し
、
仏
に
成
り
難
く
、
仏
法
に
す
べ
て
信
な
き
者
（『
同
』

二
、
一
六
三
）
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
逆
罪
・
謗
法
罪
の

概
念
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
一
闡
提
」
に
つ
い
て
は
、

抽
象
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
に
中
心
が
あ
る 

浄
土
教
義
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
存
在
が
ど
う 

救
わ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
『
教
行
証 

文
類
』
の
自
釈
に
お
い
て
は
、「
闡
提
」
の
語
を
総
序
の
「
世
雄　

ノ

悲
、
正　

シ
ク

欲オ
ボ
ス

p

恵メ
グ
マ
ム
ト

w　

逆
謗
闡
提　

ヲq
」（『
同
』
二
、
六
）
と
「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
の

「
転　

ジ
テ

w

逆
謗
闡
提
恒
沙
無
明　

ノ

海
水　

ヲq
」（『
同
』
二
、
五
五
）
と
い
う
二
箇
所

し
か
使
用
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
救
い
に
つ
い
て
は
、「
信
文
類
」

の
『
法
事
讃
』
引
文
よ
り
「
謗
法
・
闡
提
、
回
心　

ス
レ
バ

皆
往　

ク
ト

」（『
同
』
二
、

一
二
九
頁
）
と
の
み
示
さ
れ
、
深
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
で
あ
る
な
ら

ば
、「
一
闡
提
」
が
ど
の
よ
う
に
救
わ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識

を
、
最
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
涅
槃
経
』
引
文
に
求
め
、
そ
の
引
用
意
図

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
視
点
か
ら
、
第
八
・
九
文
を
中
心
に
検
討
し
た
結
果
、
ま
ず
親

鸞
は
、『
涅
槃
経
』
原
文
の
一
部
を
意
図
的
に
削
除
し
て
、「
衆
生　

ノ

仏
性　

モ

亦

復
如　

シp

是　
ノ

。
如　

シw

汝
所　

ノp

言　
フ

一
闡
提　

ノ

輩　
ノa

若　
シ

有　
レ
ド
モ

w

身
業
・
口
業
・
意
業
・
取

業
・
求
業
・
後
業
・
解
業
、
如p

是
等　

ラ
ノ

業a

悉　
ク

是
邪
業　

ナ
リ。」（『
聖
典
全
』

二
、
一
六
四
）
と
、
衆
生
の
仏
性
も
一
闡
提
の
仏
性
も
何
ら
変
わ
ら
ず
、

そ
の
行
為
は
悉
く
邪
業
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
は
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
、
こ
の
世
界
で
は
ど
こ
ま
で
も
仏
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
惑
染
の
衆
生
」（『
同
』
二
、
一
七
九
）
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
っ
て
、「
断
善
根
」
と
し
て
示
さ
れ
る
善
星
比
丘
と
重
ね
て

あ
ら
わ
し
て
い
た
。
ま
た
、
他
箇
所
か
ら
の
文
の
挿
入
や
「
乃
至
」
を
施
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て
は
い
た
が
、
徐
々
に
自
治
の
権
利
を
失
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の

「
第
三
次
真
宗
法
難
事
件
」
の
解
決
を
機
に
、
新
政
府
の
廃
球
置
県
は
完

結
し
て
い
く
。
新
政
府
の
動
向
と
軌
を
一
に
し
て
、
北
海
道
へ
、
ま
た
清

国
、
朝
鮮
へ
の
「
開
教
」
活
動
に
着
手
し
て
い
た
東
本
願
寺
に
と
っ
て
、

琉
球
布
教
は
、
そ
れ
ら
未
開
拓
地
へ
の
「
開
教
」
活
動
の
一
環
で
あ
り
、

新
政
府
の
動
き
と
同
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
後
の
継
続

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
①
新
出
資
料
類
の
公
開
及
び
そ
れ
ら

に
基
づ
く
研
究
成
果
の
公
開
。
②
琉
球
布
教
の
背
景
・
意
図
の
解
明
（
対

キ
リ
ス
ト
教
、
護
法
、
新
政
府
と
の
関
係
、
教
団
内
部
の
動
向
な
ど
）。

③
琉
球
で
の
東
本
願
寺
僧
の
布
教
・
教
化
の
具
体
的
様
相
の
解
明
（
真
宗

教
学
・
思
想
と
の
関
係
な
ど
）。
④
「
第
三
次
真
宗
法
難
事
件
」
に
関
わ

る
新
政
府
・
琉
球
藩
庁
・
東
本
願
寺
各
々
の
動
向
及
び
、
廃
琉
置
県
と
の

関
連
性
の
さ
ら
な
る
実
態
の
解
明
。
⑤
琉
球
布
教
に
参
加
し
た
僧
た
ち
の

九
州
地
域
及
び
咸
宜
園
を
介
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
。
以
上
、

五
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

『
観
心
本
尊
抄
』
に
み
る
「
大
慈
悲
」
の
一
考
察

清
水
　
祥
華

　

日
蓮
聖
人
の
宗
教
と
は
、
久
遠
本
仏
に
お
け
る
救
済
の
永
遠
性
に
仏
の

大
慈
悲
を
感
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
慈
悲
の
働
き
を
『
観
心
本

尊
抄
』
に
言
及
し
て
い
る
。
発
表
者
は
、
聖
人
自
身
が
「
当
身
の
大
事
」

（
定
遺
七
二
一
頁
）
と
称
し
て
い
る
『
観
心
本
尊
抄
』
を
主
軸
と
し
て
聖

人
の
本
尊
を
検
討
す
る
方
法
論
に
立
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
冒
頭
で
は
、
天
台
大
師
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
の
正
修
止
観
章
を

引
用
し
て
一
念
三
千
の
構
成
要
素
を
提
示
し
た
後
、
そ
の
法
門
を
聖
人
が

典
」
に
処
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
一
か
月
後
に
は
「
彼
レ
約
ニ
背
キ
尚
ホ

嘆
願
ト
称
シ
テ
命
ニ
遵
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
藩
吏
幸
知
親
方
ヲ
シ
テ
竊

ニ
支
那
ニ
投
シ
テ
彼
ノ
政
府
ニ
嘆
訴
セ
シ
メ
（
中
略
）
或
ハ
裁
判
権
ヲ
犯

シ
テ
私
ニ
藩
民
ヲ
刑
ニ
処
ス
ル
等
、
隠
匿
ノ
所
為
百
端
為
メ
ニ
種
々
煩
果

ノ
事
情
ヲ
来
タ
シ
、
国
憲
上
不
向
ニ
附
キ
難
キ
ニ
至
レ
リ
」
と
、
琉
球
処

分
官
・
松
田
道
之
の
琉
球
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
当
該
事
件
と
明
治
一
二
年
の
廃
琉
置
県
（
琉
球
処
分
）
断
行
と
の
関

係
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
当
該
事
件
の
具
体
的
な
経
緯
や
実
態
は
、
不

明
な
点
が
多
か
っ
た
。
こ
の
度
の
新
出
資
料
か
ら
は
、
例
え
ば
「
応
接
」

「
対
弁
」
の
記
録
が
綴
ら
れ
て
あ
り
、
発
言
内
容
等
が
具
体
的
に
知
ら
れ
、

「
恐
入
ノ
書
」
が
提
出
さ
れ
た
詳
細
な
経
緯
も
判
明
し
た
。
ま
た
東
本
願

寺
側
が
木
梨
所
長
と
の
相
談
の
上
、
藩
王
へ
の
告
訴
状
を
出
張
所
に
提
出

し
た
も
の
の
、
両
者
の
「
和
解
」
に
よ
り
、
告
訴
を
取
り
下
げ
た
こ
と
な

ど
が
知
ら
れ
る
。
加
え
て
、
告
訴
状
の
原
史
料
が
綴
り
こ
ま
れ
た
状
態
で

現
存
し
て
い
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
さ
て
、
清
国
と
の
両
属

関
係
を
絶
た
せ
、
廃
琉
置
県
を
進
め
た
い
新
政
府
（
内
務
省
）
側
と
琉
球

布
教
を
本
格
的
に
着
手
し
た
い
東
本
願
寺
側
そ
れ
ぞ
れ
に
、
当
該
事
件
の

解
決
を
急
ぐ
理
由
が
あ
っ
た
。
明
治
初
期
の
東
本
願
寺
は
、
北
海
道
「
開

教
」
し
か
り
、
新
政
府
と
の
関
係
に
心
を
砕
い
て
い
た
。
一
方
、
当
該

「
私
擅
」
事
件
の
解
決
の
過
程
に
お
い
て
、
新
政
府
が
、
琉
球
藩
庁
に
そ

の
非
を
認
め
さ
せ
、
し
か
も
「
寛
典
」
に
処
す
と
し
て
藩
庁
に
貸
し
を
作

っ
た
こ
と
。
ま
た
「
和
解
」
の
形
を
と
る
こ
と
で
、
東
本
願
寺
側
の
藩
王

告
訴
状
を
取
り
下
げ
さ
せ
、
藩
庁
役
人
の
面
目
を
保
っ
た
こ
と
も
、
そ
の

後
の
、
新
政
府
の
廃
琉
置
県
の
断
行
に
は
、
有
益
に
働
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
他
方
、
琉
球
藩
は
、
そ
れ
ま
で
新
政
府
の
布
達
に
抵
抗
を
試
み
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第
二
の
妙
法
五
字
の
付
嘱
と
慈
悲
で
は
、
第
一
で
確
認
し
た
教
法
が
付

嘱
の
法
体
と
し
て
「
本
門
の
肝
心
」・「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」（
定

遺
七
一
二
頁
）・「
内
証
の
寿
量
品
」（
定
遺
七
一
五
頁
）・「
寿
量
品
の
肝

心
た
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」（
定
遺
七
一
六
頁
）・「
是
好
良
薬
と
は
寿

量
品
の
肝
要
た
る
名
体
宗
用
教
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
也
」（
定
遺
七
一

七
頁
）
と
表
現
さ
れ
る
。
教
主
釈
尊
は
衆
生
を
あ
わ
れ
み
、
末
法
の
時
代

に
お
い
て
、
釈
尊
の
慈
悲
を
覚
知
で
き
な
い
悪
機
の
者
を
救
済
の
対
象
と

し
、
釈
尊
の
遣
い
を
本
門
の
依
師
で
あ
る
地
涌
千
界
・
四
菩
薩
に
限
定
し

て
教
法
を
付
嘱
さ
れ
る
。

　

第
三
に
一
念
三
千
を
認
識
で
き
な
い
謗
法
の
者
、
失
本
心
の
者
で
あ
る

末
代
凡
夫
に
仏
が
大
慈
悲
を
起
こ
し
て
、
一
念
三
千
を
五
字
に
つ
つ
み
、

末
代
幼
稚
の
頚
に
か
け
ら
れ
る
と
い
う
仏
か
ら
の
救
済
を
結
論
と
し
て
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
仏
の
慈
悲
を
覚
知
で
き
な
い
よ
う
な
凡

夫
に
対
し
て
、
今
の
遣
使
還
告
で
あ
る
四
大
菩
薩
が
我
々
を
守
護
す
る
こ

と
を
保
証
さ
れ
る
こ
と
で
、「
そ
の
本
尊
の
体
た
ら
く
」（
定
遺
七
一
二
・

七
一
三
頁
）
の
意
義
が
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
尊
と
は

釈
尊
が
地
涌
千
界
に
妙
法
五
字
を
付
嘱
す
る
姿
で
あ
り
、
末
代
凡
夫
を
救

済
す
る
た
め
の
大
慈
悲
の
行
為
を
有
相
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

聖
人
は
「
予
が
ご
と
き
者
の
た
め
」（
定
遺
七
一
九
頁
）
と
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
末
代
凡
夫
と
し
て
の
重
罪
人
で
あ
る
自
覚
の
も
と
、
仏
の
大
慈

悲
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
覚
知
し
、
ま
た
さ
ら
に
自
ら
が
四

菩
薩
の
一
分
と
し
て
、
こ
の
『
観
心
本
尊
抄
』
を
通
し
て
日
蓮
門
下
の

我
々
に
こ
そ
「
仏
の
大
慈
悲
」
で
あ
る
救
い
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
説

き
し
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

注
釈
す
る
立
場
で
論
が
進
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
の
止
観
行
で
あ

る
「
観
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
」（
定
遺
七
〇
四
頁
）

か
ら
、
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
末
法
の
実
践
行
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
付
嘱
と
本
尊
の
関
係
性
が
示
さ
れ
、
本
抄
の
結
論
た
る
五
十
一

字
段
で
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

一
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
は
、
仏
大
慈
悲
を
起
し
て
、
五
字
の
内

に
こ
の
珠
を
裹
み
、
末
代
幼
稚
の
頸
に
懸
け
さ
し
め
た
も
う
。
四
大

菩
薩
の
こ
の
人
を
守
護
し
た
ま
わ
ん
こ
と
、
大
公
・
周
公
の
成
王
を

摂
扶
し
、
四
皓
が
恵
帝
に
侍
奉
せ
し
に
異
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

 

（
定
遺
七
二
〇
頁
）

　

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
天
台
の
観
心
で
あ
る
己
心

に
一
念
三
千
を
覚
知
で
き
る
者
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
結
論
で
は
一
念
三

千
を
認
識
で
き
な
い
者
を
対
象
と
し
て
仏
が
大
慈
悲
を
起
こ
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
発
表
者
は
こ
の
五
十
一
字
段
を
い
か
に
理
解
し
、
本
尊
と
関

わ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
、
第
一
に
妙
法
五
字
の
絶

対
性
、
第
二
に
妙
法
五
字
の
付
嘱
と
慈
悲
、
第
三
に
こ
れ
ら
を
総
括
し
て

本
抄
の
五
十
一
字
段
に
説
示
さ
れ
る
「
大
慈
悲
」
と
本
尊
の
問
題
を
考
察

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
の
妙
法
五
字
の
絶
対
性
は
、『
開
目
抄
』
の
発
迹
顕
本
の
文
か
ら

は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
一
念
三
千
は
「
寿
量
品
の
文
の
底
」（
定
遺
五

三
九
頁
）、「
発
迹
顕
本
」（
定
遺
五
五
二
頁
）
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
法

門
で
あ
る
。
こ
の
教
相
が
『
観
心
本
尊
抄
』
に
至
っ
て
、
釈
尊
の
本
因
本

果
が
妙
法
五
字
に
具
足
さ
れ
て
い
る
論
理
へ
と
展
開
し
、
一
切
経
の
な
か

で
も
そ
の
中
核
で
あ
る
「
寿
量
」「
一
品
二
半
」（
定
遺
七
一
五
頁
）
へ
と

展
開
さ
れ
る
。
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て
、
法
然
と
『
選
択
集
』
を
謗
法
と
決
す
る
。
第
五
段
で
は
近
年
に
相
次

い
で
発
生
す
る
災
難
は
、
誤
っ
た
信
仰
に
起
因
す
る
と
い
い
、
謗
法
を
禁

断
し
な
け
れ
ば
滅
亡
を
迎
え
て
し
ま
う
こ
と
を
歴
史
的
事
実
か
ら
示
し
て

い
る
。
こ
の
第
五
段
で
は
、
経
文
で
は
な
く
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
お

り
、
日
蓮
は
為
政
者
を
諫
め
る
に
お
い
て
も
有
益
で
あ
る
た
め
に
選
取
さ

れ
た
と
拝
察
さ
れ
よ
う
。

　

本
書
は
、
登
場
人
物
の
「
発
言
」・
釈
尊
の
金
言
で
あ
る
「
経
典
の
引

用
」・
歴
史
的
事
実
を
示
す
「
典
籍
の
引
用
」
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
を
「
三

証
」
と
照
ら
し
て
考
え
る
に
、
小
稿
に
て
取
り
上
げ
て
い
る
典
籍
は
〈
現

証
〉
に
当
た
る
内
容
と
な
ろ
う
。
経
典
〈
文
証
〉
を
引
用
し
、
主
人
は
そ

れ
に
基
づ
き
災
難
発
生
や
災
難
対
治
に
関
す
る
道
理
〈
理
証
〉
を
示
し
、

誹
謗
正
法
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
こ
と
は
実
際
に
起
き
て
い
る
〈
現
証
〉
と

明
か
す
。
ま
た
、
謗
法
禁
断
に
よ
っ
て
安
国
が
実
現
す
る
こ
と
〈
理
証
〉

は
、
釈
尊
の
教
説
〈
文
証
〉
に
明
ら
か
で
あ
り
、
現
実
社
会
に
は
謗
法
が

充
満
し
て
い
る
〈
現
証
〉
と
い
う
構
造
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

は
、
誤
っ
た
考
え
や
教
え
に
よ
り
、
国
が
滅
亡
し
国
主
が
崩
御
す
る
こ
と

を
明
示
し
、
そ
の
よ
う
に
な
ら
ぬ
た
め
に
も
、
経
典
と
主
人
自
身
の
言
葉

に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
教
え
を
禁
ず
る
「
破
邪
」
を
実
践
す
る
よ
う
に
強
く

求
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
第
五
段
に
お
け
る
典
籍
の
引
用
が
、
主
人
の
感
情
変
化
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
旅
客
の
感
情
と
し
て
、
第
三

段
「
色
を
作
し
て
」、
第
四
段
「
猶
憤
り
て
」
と
怒
り
が
増
し
て
い
き
、

第
五
段
で
は
「
殊
に
色
を
作
し
て
」
と
あ
っ
て
、
本
書
に
お
け
る
怒
り
の

最
高
潮
と
な
り
、
旅
客
は
問
答
の
席
か
ら
退
座
し
よ
う
と
す
る
。
対
す
る

主
人
は
、「
笑
み
止
め
て
」
と
あ
り
、
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
も
帰
ろ
う
と
す

『
立
正
安
国
論
』
第
五
段
に
お
け
る
典
籍
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て矢

吹
　
康
英

　

日
蓮
が
執
筆
し
た
『
立
正
安
国
論
』（
文
応
元
年
・
一
二
六
〇
）
は
、
旅

客
と
主
人
の
十
九
に
及
ぶ
発
言
か
ら
成
り
（
九
問
九
答
一
領
解
）、
登
場

人
物
の
直
接
的
な
「
発
言
」
と
経
典
や
典
籍
の
「
引
用
」
と
い
う
二
種
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
経
典
引
用
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
本
学
会
で

報
告
し
た
通
り
で
あ
る
（『
宗
教
研
究
』
九
十
四
巻
別
冊
、
二
〇
二
一
）。

本
書
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
、
第
四
・
五
段
の
み
で
、
第
四
段
で
は
批 

判
的
な
意
味
と
し
て
『
選
択
本
願
念
仏
集
』、
第
五
段
で
は
先
例
と
し
て

『
摩
訶
止
観
』
等
が
引
か
れ
る
。
小
稿
で
は
、
第
五
段
に
引
用
の
典
籍
を

整
理
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

第
五
段
は
三
種
類
四
ヶ
所
の
典
籍
が
引
か
れ
、
登
場
順
に
①
『
摩
訶
止

観
』
第
二
下
、
②
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
第
二
、
③
『
摩
訶
止
観
』

第
二
下
、
④
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
第
三
・
四
で
あ
っ
て
、
①
・
②
で

は
周
の
滅
亡
、
③
司
馬
氏
の
滅
亡
、
④
念
仏
信
仰
の
流
布
に
よ
る
武
宗
皇

帝
の
崩
御
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
は
、
対
告
衆
で
あ
る
北
条
時
頼
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
典
籍
を
挙
げ

て
法
然
浄
土
教
の
流
布
に
よ
り
災
害
が
続
出
し
て
い
る
現
状
を
示
し
、
一

刻
も
早
く
に
改
善
す
る
よ
う
に
勧
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
典
籍
④

に
着
目
す
れ
ば
、
浄
土
教
信
仰
に
よ
っ
て
武
宗
が
崩
御
し
た
こ
と
を
挙
げ

て
お
り
、
現
下
に
弘
ま
る
法
然
浄
土
教
を
禁
断
し
な
け
れ
ば
、
時
頼
自
身

に
も
不
幸
が
襲
い
か
か
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
よ
う
。

　

第
五
段
に
至
る
ま
で
の
本
書
の
展
開
を
見
る
に
、
第
二
・
第
三
段
で
主

人
は
災
害
発
生
の
要
因
や
謗
法
に
関
す
る
経
典
を
示
し
、
第
四
段
で
は
法

然
が
主
張
す
る
念
仏
信
仰
は
釈
尊
の
教
え
に
背
い
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
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の
行
者
と
し
て
の
信
念
が
結
ば
れ
、
そ
し
て
こ
の
『
開
目
抄
』
に
お
け
る

人
開
顕
を
経
て
『
観
心
本
尊
抄
』
の
法
開
顕
に
進
む
と
い
う
両
抄
の
関

係
・
一
連
の
繫
が
り
を
ま
ず
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、『
開
目
抄
』
に
お

け
る
法
華
経
の
行
者
の
証
明
の
上
に
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
本
尊
が

開
顕
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
本
尊
能
顕
能
弘
の
師
の
資
格
即
ち
付
属
と

い
う
こ
と
が
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
誓
願
は
、
宝
塔
品
の
三
箇
の
勅
宣

に
立
ち
上
が
っ
た
地
涌
菩
薩
の
誓
言
に
符
合
し
、
本
仏
釈
尊
の
願
業
を
継

承
し
、
不
惜
身
命
受
持
の
実
践
・
弘
通
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
宝

塔
品
よ
り
事
を
こ
り
て
寿
量
品
に
説
き
顕
し
、
神
力
品
属
累
に
事
極
」
と

い
う
起
顕
竟
の
展
開
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
誓
願
を
受
け
て
付
属
が
あ

り
、
こ
の
付
属
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
末
法
に
お
け
る
師
と
し
て
題
目
の
弘

通
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。『
開
目
抄
』
に
お
い
て
は
、
不
惜
身
命
の
受

持
・
不
退
転
の
誓
願
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
言
は
地
涌
の
付
属
の
事
に
及

ば
な
い
が
、
そ
の
誓
い
が
真
の
誓
い
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
付
属
が
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
誓
い
と
付
属
は
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

次
に
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
付
属
の
事
を
見
る
と
、
正
宗
分
の
第

二
十
番
問
答
に
お
い
て
、
三
十
三
字
段
か
ら
四
十
五
字
段
、
そ
し
て
本
尊

の
体
相
が
説
か
れ
る
過
程
に
、
迹
化
の
菩
薩
に
簡
ん
で
本
化
地
涌
菩
薩
に

「
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
が
付
属
さ
れ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。「
本
門
の
肝
心
」
と
は
、
常
住
の
浄
土
で
あ
り
、
本
仏
釈
尊
と

所
化
以
て
同
体
と
い
う
四
十
五
字
段
を
さ
し
、
こ
れ
を
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
五
字
」
と
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
常
住
の
浄
土
が
顕
現
す
る

の
は
、
題
目
を
受
持
す
る
今
で
あ
り
、
こ
れ
は
受
持
譲
与
段
・
自
然
譲
与

る
旅
客
を
制
止
さ
せ
、「
聊
か
先
例
を
引
き
て
汝
の
迷
い
を
悟
ら
す
べ
し
」

と
発
言
し
て
、
典
籍
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
第
六
段
「
聊
か

和
ら
ぎ
て
」、
第
七
段
「
則
ち
和
ら
ぎ
て
」
と
あ
り
、
怒
り
が
和
ら
い
で

い
る
。
誹
謗
正
法
に
よ
る
歴
史
的
事
実
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
旅
客
は

迷
い
が
晴
れ
、
主
人
の
教
導
に
理
解
を
示
し
、
さ
ら
に
は
感
情
変
化
に
ま

で
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
五
段
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
、
本
書
全
体
の
文
字
量
か
ら
見
れ
ば
、

約
三
％
と
大
変
に
少
な
い
が
、
有
す
る
意
味
は
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
れ

は
、
日
蓮
が
時
頼
に
対
し
て
、
現
下
の
法
然
浄
土
教
を
禁
断
し
な
け
れ
ば

典
籍
に
説
示
さ
れ
る
こ
と
が
我
が
身
に
襲
い
か
か
る
と
示
し
て
い
る
こ

と
、
本
書
の
展
開
か
ら
見
れ
ば
、
旅
客
の
怒
り
が
和
ら
ぐ
と
い
う
感
情
変

化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
広
・
略

両
篇
と
も
、
第
五
段
の
典
籍
は
同
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

三
大
誓
願
と
主
師
親
三
徳

桑
名
　
法
晃

　

日
蓮
は
教
主
釈
尊
に
主
師
親
三
徳
が
具
備
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
我
等

衆
生
の
本
尊
と
し
て
礼
拝
給
仕
す
る
一
方
、
釈
尊
の
誓
願
を
継
承
す
る
中

に
お
い
て
、
こ
の
主
師
親
三
徳
を
自
身
に
具
す
る
も
の
と
し
て
示
し
て
い

る
。
そ
の
初
出
が
、『
開
目
抄
』
に
お
け
る
三
大
誓
願
の
説
示
で
あ
る
。

三
大
誓
願
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
本
稿
は
、
誓
願
を
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
釈
尊
の
三
徳
を
自
身

に
具
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の
点
に
着
目
し
、
誓
願
を
立
て
る
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

三
大
誓
願
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
誓
願
に
よ
っ
て
法
華
経
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北
条
義
時
と
日
蓮 

│
│ 

承
久
の
乱
を
中
心
に 

│
│

木
村
　
中
一

　

本
発
表
は
、
鎌
倉
幕
府
黎
明
期
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
北
条
義
時
に

つ
い
て
、
日
蓮
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
。
こ
の
疑
問
に
対

し
、
日
蓮
遺
文
に
記
さ
れ
る
文
言
を
基
と
し
て
日
蓮
が
受
け
止
め
た
「
北

条
義
時
像
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
北
条
義
時
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
概
観
す

る
。
義
時
は
北
条
時
政
の
次
男
と
し
て
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
に
生
ま

れ
た
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
「
石
橋
山
合
戦
」
の
発
生
に
よ
っ

て
兄
で
あ
る
北
条
宗
時
が
討
死
す
る
と
、
源
頼
朝
の
最
も
信
頼
す
る
若
き

御
家
人
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
頼
朝
死
去
後
、
二
代
将
軍
に
就

い
た
源
頼
家
は
、
先
例
に
な
ら
う
事
を
せ
ず
独
断
的
行
動
を
し
、
多
く
の

御
家
人
の
反
感
を
招
く
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
宿
老
は
十
三
人
合
議
制
を

実
行
。
こ
の
時
、
十
三
人
の
メ
ン
バ
ー
に
義
時
は
選
出
さ
れ
る
。
頼
家
死

後
、
時
政
は
執
権
と
し
て
幕
府
内
で
実
権
を
握
り
、
確
固
た
る
地
位
を
確

立
す
る
が
、
畠
山
重
忠
討
伐
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
義
時
に
よ
っ
て
強
制

的
に
出
家
、
伊
豆
国
北
条
へ
蟄
居
さ
せ
ら
れ
、
義
時
が
執
権
へ
と
就
任
す

る
。
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
二
月
、
北
条
政
子
と
北
条
時
房
は
冷
泉
宮

頼
仁
親
王
を
後
継
将
軍
と
す
べ
く
画
策
す
る
が
、
後
鳥
羽
上
皇
の
同
意
が

得
ら
れ
ず
、
九
條
家
道
の
子
三
寅
を
将
軍
候
補
者
と
す
る
。
後
鳥
羽
上
皇

は
日
に
日
に
勢
力
を
強
め
る
幕
府
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ

の
思
い
は
、
政
子
が
三
寅
の
後
見
人
と
な
り
、
義
時
が
執
権
と
し
て
政
治

を
執
り
行
う
体
制
に
な
る
と
爆
発
す
る
。
こ
れ
が
承
久
の
乱
の
発
生
の
契

機
と
な
る
の
だ
っ
た
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
、
京
都
守
護
職
の

伊
賀
光
季
が
朝
廷
側
に
討
た
れ
、
義
時
討
伐
の
宣
旨
が
全
国
へ
と
発
せ
ら

段
と
い
わ
れ
る
三
十
三
字
段
か
ら
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
理
解
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
地
涌
菩
薩
に
対
す
る
付
属
に
は

自
然
譲
与
の
意
も
が
含
ま
れ
て
お
り
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
を
譲
り

与
え
ら
れ
、
釈
尊
と
同
体
と
な
っ
て
、
題
目
の
受
持
弘
通
に
出
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
三
十
三
字
段
の
次
下
に
は
、
三
仏
の
跡
を
承
継
し
、

た
だ
ち
に
そ
の
功
徳
を
受
得
す
る
こ
と
が
宝
塔
品
・
法
師
品
の
経
文
引
用

の
上
に
説
か
れ
て
お
り
、
釈
尊
の
願
業
を
継
承
せ
ん
と
釈
尊
の
仏
勅
に
対

し
て
強
盛
な
不
退
転
の
信
を
も
っ
て
誓
願
を
立
て
る
そ
の
当
処
に
自
然
譲

与
が
あ
り
、
末
法
弘
通
の
大
任
の
付
属
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
受
持
の
信
は
三
大
誓
願
に
見
ら
れ
る
通
り
、
不
退
転
の
決
断
を
も
っ
た

不
惜
身
命
受
持
の
信
・
捨
身
の
信
と
い
っ
た
決
定
信
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
の
信
を
も
っ
て
誓
い
を
立
つ
当
処
に
主
師
親
三
徳
を
含
む
釈
尊

の
功
徳
の
自
然
譲
与
が
あ
り
、
こ
の
功
徳
を
受
け
て
釈
尊
の
願
業
実
現
の

た
め
に
働
き
出
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
誓
願
の
も
つ
重
要
性
を
指
摘
で

き
る
と
同
時
に
、
当
初
の
問
い
に
答
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、

こ
の
三
大
誓
願
は
釈
尊
の
願
業
成
就
の
た
め
、
そ
の
大
任
を
担
い
働
く
べ

く
し
て
立
て
た
誓
い
で
あ
り
、
釈
尊
の
御
意
を
継
承
し
そ
れ
を
顕
す
不
惜

身
命
受
持
の
具
体
的
実
践
の
中
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
の
力
用
が
発
揮
さ
れ

る
も
の
と
な
る
。

　

誓
願
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
譲
与
・
付
属
が
あ
り
、
本
仏
釈
尊
か
ら
付

属
を
受
け
た
正
統
な
末
法
の
師
・
地
涌
菩
薩
が
誕
生
し
、
そ
こ
か
ら
働
き

出
で
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
時
、
三
大
誓
願
と
は
、
本
門
戒
壇
の
基
調
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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が
義
時
に
国
家
の
政
務
を
執
ら
せ
た
と
記
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
先

の
二
神
の
名
を
挙
げ
て
義
時
を
肯
定
し
た
点
で
あ
る
。
高
森
氏
の
指
摘
に

あ
っ
た
よ
う
に
日
蓮
は
、
義
時
の
天
照
大
神
や
八
幡
大
菩
薩
に
対
す
る
功

績
に
よ
っ
て
加
護
を
得
ら
れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
北
条
義
時
の
評
価
は
「
悪
臣
」
ま
た
、
陰
湿
な
策
謀
家
と

い
う
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
の
山
本
み
な
み
氏
な
ど
に
よ
る
研
究
で

は
鎌
倉
幕
府
を
守
っ
た
功
労
者
と
し
て
評
価
を
す
べ
き
と
す
る
意
見
も
多

い
。
こ
の
よ
う
な
中
、
日
蓮
は
既
に
義
時
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。

れ
る
。
義
時
は
執
権
と
し
て
御
家
人
ら
の
動
向
を
懸
念
し
た
よ
う
で
あ
る

が
、
三
浦
氏
ら
の
御
家
人
が
中
心
と
な
り
幕
府
側
は
一
致
団
結
。
逆
に
上

洛
し
京
都
を
制
圧
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
家
政
権
で
あ
る
朝
廷
と
武
家

政
権
で
あ
る
幕
府
の
優
劣
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
権
力
を
掌
握
し
、
幕
府
と
朝
廷
と
い
う
二
極
化
し
た

重
層
的
政
治
構
造
に
終
止
符
を
打
っ
た
義
時
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
ど
の
よ

う
に
う
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
日
女
御
前
御
返
事
』
に
は
、
義
時

や
そ
の
子
で
あ
る
三
代
執
権
北
条
泰
時
の
治
世
が
良
か
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
の
間
、
日
本
国
は
法
華
経
の
功
徳
力
に
よ
っ
て
安
穏
で
あ
ろ
う
と
述

べ
て
、
日
蓮
が
義
時
の
政
治
的
手
腕
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
高
森
大
乗
氏
は
日
蓮
遺
文
よ
り
「
義
時
は
天
照
大
神
へ
の
御
厨
寄
進

や
八
幡
大
菩
薩
へ
の
八
幡
宮
造
営
の
功
績
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
義
時
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
記
述
の
多
く
は
「
承
久
の
乱
」
関
係
が
主
と
な
る
。『
祈
禱

抄
』
は
承
久
三
年
四
月
に
京
都
と
関
東
と
で
争
い
が
起
き
た
際
、
後
鳥
羽

上
皇
の
宣
旨
に
よ
っ
て
種
々
の
祈
禱
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
克
明
に
記
し
て

い
る
。
ま
た
『
本
尊
問
答
抄
』
に
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が
義
時
の
打
倒
を
企

て
た
が
、
か
え
っ
て
破
ら
れ
、
自
身
は
隠
岐
へ
、
順
徳
天
皇
は
佐
渡
、
土

御
門
天
皇
は
阿
波
へ
と
流
さ
れ
た
と
あ
り
、
朝
廷
側
敗
北
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
の
要
因
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
『
撰
時
抄
』
に
お
い
て
、

邪
法
を
も
っ
て
祈
れ
ば
そ
の
「
禍
」
は
祈
っ
た
者
に
還
っ
て
く
る
と
い
う

の
は
道
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
承
久
の
乱
が
先
例
で
あ
る
と
強
調
す
る

の
だ
っ
た
。『
下
山
御
消
息
』
に
は
、
義
時
が
誹
謗
正
法
も
行
な
わ
ず
、

優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
た
め
天
が
そ
れ
を
認
め
た
と
、
義
時
の
行
い
を
評

価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
頼
基
陳
状
』
で
は
、
天
照
大
神
や
八
幡
大
菩
薩
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「
以
信
代
慧
の
人
間
論
」
構
想
と
疑
似
科
学
問
題

福
賴
　
尚
志

　

日
蓮
は
四
信
五
品
抄
に
お
い
て
、
仏
滅
後
も
戒
定
慧
の
三
学
を
必
須
と

す
る
学
説
を
批
判
し
、
末
法
に
お
け
る
修
行
は
戒
律
と
禅
定
を
制
止
し
て
、

残
る
智
慧
に
も
衆
生
は
堪
え
ら
れ
な
い
た
め
信
心
が
智
慧
の
代
わ
り
と
な

る
（
信
が
慧
の
因
と
な
る
）
こ
と
を
、
法
華
経
の
文
意
か
ら
導
い
た
。
こ

の
以
信
代
慧
の
法
門
は
、「（
末
法
の
）
衆
生
は
愚
か
さ
を
属
性
と
す
る
」

と
い
う
機
根
論
と
共
に
、「
そ
れ
で
も
智
慧
の
代
わ
り
と
な
る
道
（
信
）

が
あ
る
」
と
い
う
方
法
（
修
行
）
論
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
理
証
・
現
証

を
確
認
す
る
研
究
構
想
が
「
以
信
代
慧
の
人
間
論
」
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
段
階
は
機
根
論
、
す
な
わ
ち
「
人
が
慧
に
堪
え
ら
れ
な
い
」

状
況
を
現
代
の
諸
科
学
お
よ
び
諸
事
象
か
ら
俯
瞰
す
る
も
の
と
な
る
。
ま

ず
理
証
面
で
は
、
行
動
経
済
学
に
お
け
る
限
定
合
理
性
の
問
題
、
認
知
心

理
学
の
認
知
バ
イ
ア
ス
、
神
経
科
学
や
哲
学
に
よ
る
情
動
論
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
。
現
証
面
で
は
、
陰
謀
論
や
反
知
性
主
義
な
ど
の
ほ
か
、
疑
似
科

学
（
ニ
セ
科
学
）
問
題
が
顕
著
な
事
例
と
な
る
。
今
回
の
報
告
で
は
疑
似

科
学
問
題
に
注
目
を
す
る
。

　

自
然
現
象
を
対
象
と
す
る
自
然
科
学
で
あ
れ
、
人
間
行
動
を
対
象
と
す

る
社
会
科
学
で
あ
れ
、
事
象
を
観
察
し
て
推
論
し
仮
説
を
立
て
、
学
術
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
議
論
検
証
を
経
て
因
果
関
係
を
実
証
し
、
工
学
的
応
用
に

よ
り
現
実
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
科
学
の
役
割
と
い
え
る
。
正

当
科
学
が
こ
う
し
た
厳
密
な
因
果
実
証
手
続
を
備
え
て
い
る
の
に
対
し

て
、
部
分
的
な
観
察
と
飛
躍
し
た
断
定
、
そ
し
て
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
上
の

付
加
価
値
と
し
て
性
急
な
製
品
化
を
行
う
こ
と
が
、
疑
似
科
学
の
特
徴
で

あ
る
。

　

例
え
ば
景
品
表
示
法
上
の
不
実
証
広
告
（
合
理
的
根
拠
を
欠
く
広
告
）

の
事
例
と
し
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
用
水
素
サ
プ
リ
の
広
告
に
記
さ
れ
た
「
水

素
は
燃
焼
力
が
強
い
↓
年
齢
と
と
も
に
基
礎
代
謝
が
落
ち
る
↓
水
素
サ
プ

リ
の
燃
焼
力
で
基
礎
代
謝
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
論
理
が
、
合
理
的

根
拠
の
な
い
誇
大
広
告
と
し
て
行
政
処
分
を
受
け
た
。
荒
唐
無
稽
な
連
想

的
理
屈
が
「
水
素
」「
燃
焼
力
」
な
ど
の
用
語
や
グ
ラ
フ
な
ど
科
学
的
雰

囲
気
を
ま
と
う
疑
似
科
学
で
あ
り
、
そ
の
雰
囲
気
に
誘
導
さ
れ
た
消
費
者

が
商
品
を
購
入
す
る
構
図
が
あ
る
。

　

科
学
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
す
る
議
論
は
科
学
哲
学
に
お
い
て
境

界
設
定
問
題
と
呼
ば
れ
、
Ｌ
・
ラ
ウ
ダ
ン
の
「
多
様
な
科
学
の
共
通
項
は

少
な
く
、
境
界
問
題
は
擬
似
問
題
に
過
ぎ
な
い
」
と
の
指
摘
を
境
に
議
論

は
下
火
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
伊
勢
田
哲
治
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
上
述
の
誇
大
広
告
の
よ
う
に
公
共
性
と
関
わ
る
分
野
で
科
学
と
疑
似

科
学
を
区
別
す
べ
き
社
会
的
要
請
が
存
在
す
る
以
上
、
厳
密
な
境
界
設
定

は
で
き
な
い
と
し
て
も
現
実
的
な
対
応
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ

ー
チ
）
は
必
要
と
な
る
。
他
に
も
進
化
論
を
否
定
す
る
創
造
科
学
の
公
教

育
導
入
の
是
非
、
標
準
医
療
を
否
定
す
る
代
替
医
療
が
結
果
的
に
患
者
の

治
癒
可
能
性
を
奪
う
問
題
、
ま
さ
に
今
世
界
が
直
面
す
る
感
染
症
の
流
行

や
戦
争
時
の
デ
マ
や
陰
謀
論
の
一
部
も
、
事
実
性
・
合
理
性
の
確
認
が
基

礎
的
な
問
題
と
な
る
。

　

個
人
の
価
値
選
択
の
問
題
は
そ
の
先
の
ス
テ
ッ
プ
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

欠
如
モ
デ
ル
的
な
知
識
教
育
で
人
々
を
説
得
で
き
な
い
事
実
は
、
科
学
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
慧
又
堪

え
ざ
れ
ば
「
何
」
を
以
て
慧
に
代
ふ
」
か
の
方
法
論
を
探
求
す
る
現
実
的

要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
「
以
信
代
慧
の
人
間
論
」
構
想
の
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崇
拝
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
修
養
団
で
は
、
偉
人
の
心
に
近
づ
き
、
高

調
な
精
神
を
養
い
、
偉
人
の
伝
記
を
繰
り
返
し
読
ん
で
自
己
を
刺
激
し
、

自
分
を
一
歩
一
歩
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
（『
修
養
団
運
動
八
十
年
史 

概
史
』）。
さ
ら
に
、
修
養
が
社
会
的
上

昇
欲
求
に
基
づ
く
成
功
言
説
と
結
び
付
い
た
の
が
明
治
後
期
の
成
功
ブ
ー

ム
だ
が
、
こ
の
流
行
を
牽
引
し
た
『
実
業
之
日
本
』（
一
八
九
七
年
創
刊
）

や
『
成
功
』（
一
九
〇
二
年
創
刊
）
と
い
っ
た
雑
誌
で
も
、
偉
人
や
英
雄

に
つ
い
て
論
じ
た
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
の
英

雄
論
は
、
英
雄
に
な
る
こ
と
そ
の
も
の
よ
り
、
英
雄
か
ら
そ
の
心
が
け
や

生
き
方
を
学
ぶ
よ
う
指
南
す
る
も
の
が
目
立
ち
、
こ
の
流
行
期
に
は
成
功

者
=
英
雄
の
名
と
そ
の
人
生
に
目
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
、
日
蓮
と
そ
の
生
き
方
は
、
修
養
と
ど
う
結
び
つ
い
た
の
か
。

国
会
図
書
館
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
「
日
蓮
×
英
雄
」「
日
蓮
×
偉

人
」
で
一
九
〇
四
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
間
の
記
事
や
書
籍
名
を
検
索
す

る
と
、
日
蓮
は
「
英
雄
」「
偉
人
」
の
用
語
と
積
極
的
に
結
び
付
け
ら
れ

て
語
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
数
は
空
海
や
親
鸞
な
ど
他
の
宗
祖
よ
り

も
は
る
か
に
多
い
。
日
蓮
以
外
の
人
物
も
取
り
上
げ
た
『
偉
人
修
養
史
』

（
一
九
〇
八
年
）、『
偉
人
の
少
年
時
代
』（
一
九
一
〇
年
）、『
名
士
の
少
年

時
代
よ
り
崇
拝
せ
る
英
雄
』（
一
九
一
三
年
）、『
英
雄
偉
人
の
検
討
』（
一

九
三
三
年
）
な
ど
の
書
籍
で
も
、
英
雄
や
偉
人
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

宗
祖
は
日
蓮
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
語
ら
れ
た
「
英
雄
日
蓮
」
の
実
態

と
し
て
今
回
は
、
主
た
る
言
説
傾
向
、
他
の
宗
祖
と
の
比
較
、
従
来
の
日

蓮
像
と
の
相
違
を
検
討
し
た
。
ま
ず
目
立
つ
の
が
、
日
蓮
の
反
抗
精
神
を

英
雄
的
だ
と
す
る
論
調
で
あ
る
。
例
え
ば
、
田
中
智
学
ら
の
序
文
が
つ
け

ら
れ
た
一
九
〇
三
年
刊
行
の
『
英
雄
僧
日
蓮
』
で
は
、
日
蓮
が
ナ
ポ
レ
オ

第
二
段
階
と
な
る
。

　

信
心
の
上
に
成
立
す
る
宗
学
概
念
で
あ
る
以
信
代
慧
を
現
実
問
題
に
適

用
し
よ
う
と
す
る
本
構
想
の
試
み
は
、
そ
の
妥
当
性
の
前
提
と
し
て
、
仏

教
学
と
社
会
科
学
の
諸
概
念
の
異
同
を
明
確
に
整
理
す
る
こ
と
が
課
題
と

な
る
。
統
一
教
会
問
題
か
ら
一
般
宗
教
へ
の
社
会
不
信
を
招
き
か
ね
な
い

今
、「
信
が
慧
の
代
わ
り
と
な
る
」
現
実
的
な
姿
を
見
出
す
こ
と
は
、
智

慧
を
欠
い
た
妄
信
や
カ
ル
ト
宗
教
と
自
宗
と
の
差
異
を
示
す
と
と
も
に
、

信
仰
共
同
体
の
外
部
に
向
け
て
信
心
の
価
値
を
説
明
す
る
重
要
な
意
義
を

持
つ
。
同
時
に
社
会
に
対
し
て
人
間
の
限
定
合
理
性
を
乗
り
越
え
る
ヒ
ン

ト
を
提
示
す
る
可
能
性
も
視
野
に
入
る
。

「
英
雄
日
蓮
」
と
修
養 

│
│ 

偉
人
崇
拝
と
し
て
の
宗
祖
像 

│
│大

澤
　
絢
子

　

修
養
は
、
主
体
的
に
品
性
を
養
っ
た
り
精
神
力
を
高
め
た
り
す
る
こ
と

で
自
己
の
内
面
的
成
長
を
志
向
す
る
概
念
と
し
て
、
宗
教
と
一
定
の
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
近
代
日
本
社
会
に
浸
透
し
て
き
た
。
本
報
告
は
、
日
露

戦
争
（
一
九
〇
四
年
）
前
後
期
か
ら
戦
後
（
一
九
四
五
年
）
に
至
る
修
養

言
説
に
日
蓮
が
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
事
実
の
検
証
お
よ
び
、
修
養
と
偉

人
崇
拝
の
関
係
を
踏
ま
え
、
理
想
的
人
格
と
し
て
語
り
出
さ
れ
た
「
英
雄

日
蓮
」
像
の
実
態
解
明
を
行
な
っ
た
。

　

修
養
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
自
助
努
力
を
通
し
た
人
格
の
向
上
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
目
指
す
べ
き
自
己
形
成
の
た
め
に
偉
人
や
英
雄
の
人
格

を
模
範
と
し
、
彼
ら
の
生
き
方
を
真
似
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
蓮
沼
門
三
に
よ
っ
て
一
九
〇
六
年
に
創
設
さ
れ
た
修
養
団
で

は
、「
修
養
の
三
主
義
」
と
し
て
、「
瞑
想
」「
流
汗
」
に
加
え
て
「
偉
人
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近
世
日
蓮
聖
人
伝
に
お
け
る
富
士
山
経
ケ
岳
埋
経
伝
説
の
形
成長

倉
　
信
祐

　

近
世
後
期
の
日
蓮
大
聖
人
（
以
下
宗
祖
）
伝
記
を
繙
く
と
宗
祖
が
文
永

六
年
（
一
二
六
九
）
に
富
士
山
経
ケ
岳
に
登
拝
し
蒙
古
調
伏
の
百
日
唱
題

と
法
華
経
埋
経
を
行
っ
た
伝
承
が
あ
る
。
か
か
る
伝
説
形
成
の
思
想
背
景

を
近
世
大
石
寺
門
流
の
富
士
戒
壇
論
宣
布
に
対
す
る
他
門
流
の
反
発
と
い

う
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
初
期
日
蓮
教
団
が
富
士
山
を
勝
地
と
見
做
し
た

史
実
は
宗
祖
が
「
富
士
の
御
山
」
と
尊
称
し
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返

事
』
の
「
冨
士
千
眼
大
菩
薩
」
を
天
照
太
神
・
八
幡
大
菩
薩
と
共
に
法
華

本
門
信
仰
守
護
の
諸
天
善
神
と
し
た
教
説
に
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
文
永

六
年
の
宗
祖
経
ヶ
岳
埋
経
伝
承
を
示
唆
す
る
御
書
は
無
い
。

　

一
方
、
日
興
上
人
相
伝
の
『
産
湯
相
承
事
』
に
宗
祖
誕
生
前
夜
の
両
親

の
富
士
山
霊
夢
や
『
一
期
弘
法
付
属
書
』『
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
』
に

本
門
戒
壇
の
建
立
地
が
富
士
山
と
さ
れ
『
本
門
弘
通
事
』
に
「
迹
門 

比

叡
山 

本
は
日
枝
山 

吾
山 

御
社
（
中
略
）
本
門 

富
士
山 

蓮
華
山 

大
日

山
」
と
比
叡
山
の
迹
門
戒
壇
に
対
す
る
末
法
の
本
門
戒
壇
を
富
士
山
に
建

立
す
べ
き
所
以
が
明
か
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
室
町
期
の
永
正
年
間
（
一
五

〇
四
―
二
一
）
に
日
健
は
『
御
書
抄
』
に
「
富
士
門
徒
是
専
脇
差
也
。
駿

河
国
富
士
本
門
戒
壇
可
立
也
。
富
士
山
天
下
払
レ
テ
大
日
蓮
華
山
云
也
。

依
此
南
無
妙
法
蓮
華
経
ヲ
唱
事
前
代
未
聞
法
門
也
」
と
し
、
日
澄
は
『
嘉

会
宗
義
抄
』
に
「
但
富
士
門
流
云
、
戒
壇
法
門
日
興
御
相
承
也
。
其
御
筆

二
ハ
彼
富
士
山
可
築
也
（
中
略
）
広
宣
流
布
ノ
時
刻
到
来
セ
ハ
此
山
半
分

減
シ
テ
頂
キ
平
地
ナ
ル
ヘ
シ
。
勅
宣
申
下
此
頂
ニ
戒
壇
可
築
也
」
と
富
士

戒
壇
論
は
門
下
に
周
知
だ
っ
た
。
か
く
し
て
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の

岡
宮
光
長
寺
日
泰
供
養
文
に
「
経
ヶ
岳
」
が
初
見
さ
れ
、
安
永
八
年
（
一

ン
や
ル
タ
ー
に
匹
敵
す
る
反
抗
精
神
の
持
ち
主
だ
と
強
調
さ
れ
、
政
治

家
・
望
月
小
太
郎
に
よ
る
「
模
範
的
偉
人
と
し
て
の
日
蓮
」（『
成
功
』
一

九
〇
九
年
四
月
号
）
は
、
そ
の
奮
闘
ぶ
り
か
ら
日
蓮
を
「
青
年
の
模
範
的

偉
人
は
日
蓮
で
あ
る
」
と
讃
え
て
お
り
、
さ
ら
に
日
蓮
は
、
そ
の
独
立
不

屈
の
精
神
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
他
の
宗
祖
と
の
比
較
と
し
て
、
日
蓮
以

外
の
宗
祖
に
つ
い
て
も
論
じ
た
原
坦
嶺
『
偉
人
と
修
養
』（
一
九
一
七
年
）

を
例
に
出
せ
ば
、
最
澄
・
空
海
・
法
然
・
親
鸞
ら
は
立
教
の
意
義
や
そ
の

教
義
的
立
場
が
偉
人
的
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
蓮
は
迫
害

に
屈
し
な
か
っ
た
生
き
方
や
精
神
性
が
注
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
蓮

は
、『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
な
ど
従
来
の
伝
記
で
語
ら
れ
て
き
た
神
秘
さ

や
超
越
性
が
強
調
さ
れ
た
日
蓮
で
は
な
く
、「
反
抗
」「
奮
闘
」「
不
屈
」

の
態
度
と
そ
の
人
柄
や
精
神
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
「
英
雄
日
蓮
」
と
は
、
神
秘
的
な
宗
教
者
や
法
華
経
の
行
者
、
国
家
守

護
者
と
い
っ
た
従
来
型
の
日
蓮
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
迫
害
や
困
難
に

屈
し
な
い
宗
教
者
で
あ
り
、
奮
闘
家
、
さ
ら
に
は
独
立
不
屈
の
精
神
を
持

つ
英
雄
だ
っ
た
。
こ
の
「
英
雄
日
連
」
が
明
治
後
期
か
ら
戦
前
期
ま
で
理

想
的
人
格
と
し
て
修
養
の
文
脈
で
求
め
ら
れ
、
そ
の
心
が
け
や
生
き
方
を

学
び
、
倣
う
こ
と
に
価
値
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
平
将
門
や
西
郷
隆
盛
な
ど
、
明
治
以
降
に
な
っ
て
そ
の
評
価
が
変
化

し
た
戦
記
物
の
英
雄
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
過
程
と
の
比
較
検
討
が
挙

げ
ら
れ
る
。
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他
門
下
の
反
動
が
読
み
取
れ
る
。
他
の
要
因
に
は
江
戸
初
期
か
ら
断
続
し

た
富
士
派
法
難
や
近
世
大
石
寺
三
大
檀
越
の
影
響
が
あ
り
、
初
代
徳
島
藩

主
正
室
敬
台
院
、
徳
川
六
代
将
軍
正
室
天
英
院
、
備
中
松
山
藩
主
板
倉
勝

澄
の
大
石
寺
諸
堂
寄
進
や
幕
府
大
奥
や
諸
藩
奧
へ
の
富
士
戒
壇
論
流
布
と

重
な
る
。
敬
台
院
（
家
康
養
女
）
を
養
母
と
し
た
十
七
世
日
精
上
人
の

『
日
蓮
大
聖
人
年
譜
』
と
関
連
す
る
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
の
『
日
蓮

大
聖
人
御
伝
記
』
巻
八
に
広
布
の
暁
に
勅
宣
を
得
て
富
士
山
麓
に
本
門
戒

壇
堂
を
建
立
す
る
遺
命
を
宗
祖
が
日
興
上
人
に
相
承
し
本
門
戒
壇
本
尊
を

大
石
寺
が
厳
護
す
る
縁
由
が
あ
り
、
本
書
は
天
保
十
四
年
に
校
正
補
注
重

版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
富
士
山
麓
周
辺
の
他
門
下
は
富
士

戒
壇
論
に
代
わ
る
新
た
な
勝
地
説
を
創
出
し
寺
院
縁
起
や
近
世
後
期
の
宗

祖
伝
に
挿
入
し
た
蓋
然
性
が
高
い
。

日
蓮
の
北
関
東
湯
治
伝
承
と
『
破
邪
顕
正
記
』
の
関
連

関
戸
　
堯
海

　

生
涯
に
わ
た
る
迫
害
・
忍
難
の
生
活
に
よ
り
、
日
蓮
は
胃
腸
を
わ
ず
ら

い
、
年
々
重
篤
に
な
っ
て
い
っ
た
。
周
囲
の
人
々
は
日
蓮
の
身
を
案
じ
て

湯
治
を
す
す
め
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
九
月
八
日
、
入
山
以
来
九
ヵ

年
間
住
み
慣
れ
た
身
延
山
か
ら
、
保
養
の
た
め
常
陸
の
湯
を
目
指
し
旅
に

出
た
。
十
八
日
に
は
武
蔵
国
荏
原
郡
千
束
郷
池
上
宗
仲
の
邸
に
到
着
し
た

が
、
疲
労
甚
だ
し
く
、
常
陸
の
湯
へ
行
く
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
日
蓮

は
、
入
滅
の
近
い
こ
と
を
知
り
、
こ
こ
を
臨
終
の
地
と
定
め
て
十
月
十
三

日
、
六
十
一
歳
で
入
滅
し
た
。
常
陸
の
湯
は
、
茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
加

倉
井
（
隠
井
）
の
湯
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
常
陸
国
に
は
、
中
世
の
温
泉

と
し
て
久
慈
郡
の
西
北
に
あ
る
袋
田
と
那
珂
郡
加
久
良
井
（
隠
井
）
が
知

七
七
九
）
に
健
立
日
諦
の
『
本
化
高
祖
年
譜
』
に
「
大
士
甲
州
吉
田
に
如

く
手
ら
経
王
全
帙
を
筆
し
て
富
嶽
の
半
嶺
に
埋
み
以
て
後
世
流
布
の
苗
根

と
為
す
世
々
経
ヶ
嶽
と
名
く
【
文
永
六
年
条
】」
を
嚆
矢
と
し
て
、
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
『
甲
斐
国
志
』
に
潤
色
さ
れ
た
。
ま
た
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）
に
信
解
日
仲
は
『
富
士
山
頂
上
経
ケ
嶽
霊
場
略
縁
起
』

に
「
大
導
師
日
蓮
大
菩
薩
文
永
六
年
己
巳
月
此
頂
に
登
り
給
ひ
て
拾
石
染

筆
ま
し
ま
し
て
妙
経
を
書
写
し
一
岳
二
岳
の
辺
り
に
塚
と
な
し
給
へ
る
よ

り
経
ヶ
岳
と
呼
び
な
せ
り
五
合
目
を
経
ヶ
岳
と
お
し
ふ
は
誤
り
な
り
」
と

富
士
山
頂
の
経
ヶ
岳
説
を
唱
え
た
。
か
か
る
宗
祖
の
富
士
山
経
ヶ
岳
埋
経

伝
説
が
生
ま
れ
た
思
想
背
景
の
要
因
を
手
繰
る
と
、
大
石
寺
二
十
六
世
日

寛
上
人
（
一
六
六
五
―
一
七
二
六
）
の
発
揮
し
た
日
蓮
本
仏
義
と
富
士
戒

壇
論
が
他
門
流
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
反
動
に
よ
り
伝
説
が
創
作
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
玉
澤
妙
法
華
寺
の
境
修
日
桓
（
一
七
七
〇
―
一

八
四
〇
）
の
主
著
『
宗
祖
本
地
辨
』
二
巻
は
師
の
日
通
が
大
石
寺
門
流
の

影
響
下
に
鼓
吹
し
た
「
日
蓮
凡
師
本
仏
論
」
の
高
調
だ
が
、
執
行
海
秀
氏

が
「
日
桓
は
日
通
よ
り
も
富
士
派
の
影
響
を
受
け
（
中
略
）
富
士
山
を
神

聖
化
し
日
神
垂
應
論
を
唱
へ
日
天
子
を
本
尊
の
根
本
と
し
宗
祖
を
垂
應
と

し
た
」（『
日
蓮
宗
教
学
史
』）
と
評
し
た
『
法
華
富
士
乃
記
』
が
あ
る
。

日
桓
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
須
走
口
冨
士
浅
間
神
社
神
主
の
小
野

大
和
守
と
協
力
し
宗
祖
五
五
〇
回
遠
忌
記
念
題
目
宝
塔
を
富
士
山
頂
経
ヶ

岳
に
建
造
し
須
走
口
に
宝
篋
印
塔
と
祖
師
堂
を
建
造
し
模
写
掛
軸
を
版
行

し
た
。

　

山
川
智
応
氏
が
「
江
戸
時
代
の
事
壇
否
定
論
は
大
抵
富
士
大
石
寺
説
の

反
動
の
み
」（『
信
心
』）
と
述
べ
た
よ
う
に
近
世
後
期
の
宗
祖
富
士
山
経

ケ
岳
埋
経
伝
説
創
作
の
思
想
背
景
に
近
世
の
富
士
戒
壇
論
流
布
に
対
す
る
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五
九
三
）
藤
岡
城
主
室
の
了
源
院
殿
日
脱
大
姉
が
現
在
地
に
移
し
改
称
し

た
（
藤
岡
市
天
龍
寺
）
な
ど
で
あ
る
。

　

舜
統
院
真
迢
（
一
五
九
六
―
一
六
五
九
）
は
京
都
妙
蓮
寺
十
五
世
日
舜

に
つ
い
て
得
度
、
飯
高
・
松
崎
・
中
村
の
諸
檀
林
に
遊
学
し
て
の
ち
、
寛

永
九
年
三
十
七
歳
の
と
き
妙
蓮
寺
十
八
世
の
法
灯
を
継
い
だ
。
日
蓮
の
諸

宗
無
得
道
の
主
張
に
疑
問
を
感
じ
て
、
脱
宗
の
志
を
抱
き
、
寛
永
十
二
年

天
台
に
改
宗
し
、
同
十
四
年
閏
三
月
に
『
破
邪
顕
正
記
』
を
脱
稿
し
た
。

諸
宗
総
合
の
天
台
宗
の
見
地
か
ら
、
諸
宗
無
得
道
・
法
華
絶
対
主
義
の
日

蓮
宗
の
立
場
を
学
問
的
論
述
に
よ
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
批
判
の
内
容
と

し
て
は
、
権
実
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
宗
義
の
本
髄
に
触
れ
る
こ
と
な

く
、
経
文
釈
義
の
解
釈
に
終
始
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
諸
檀
林
で
研
鑽
を

重
ね
た
、
内
実
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
物
が
書
い
た
著
作
と
し
て
、
広
く

一
般
世
間
に
知
ら
れ
た
の
で
、
日
蓮
宗
側
が
危
機
感
を
持
ち
、
反
駁
の
書

が
次
々
と
出
さ
れ
て
い
る
。『
破
邪
顕
正
記
』
に
「
臨
終
の
善
悪
、
実
に

定
判
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」
の
項
目
が
あ
り
、
常
陸
の
湯
を
目
指
し
な
が

ら
途
上
で
入
滅
し
た
日
蓮
に
対
す
る
「
聖
者
た
る
も
の
臨
終
の
時
期
を
知

ら
な
い
と
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

く
。
北
関
東
の
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
日
蓮
の
湯
治
・
漫
遊
に
関
す
る
伝

承
の
い
く
つ
か
は
、
真
迢
の
批
判
に
反
駁
す
る
た
め
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
（
宮
崎
英
修
「
波
木
井
殿
御
報
〈
常
陸
の
湯
〉
に
つ
い

て
」、
浅
井
圓
道
「
舜
統
院
真
迢
『
破
邪
顕
正
記
』
の
日
蓮
批
判
」、
池
上

本
門
寺
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
等
参
照
）。

ら
れ
、
隠
井
の
湯
が
日
蓮
の
目
指
し
た
湯
と
さ
れ
る
。
常
陸
の
隠
井
は
南

部
実
長
の
所
領
で
あ
り
、
後
に
実
長
の
二
男
実
氏
が
そ
こ
に
赴
き
、
母
妙

徳
と
共
に
住
し
て
い
る
。
鉱
泉
の
湯
は
胃
腸
病
に
特
効
が
あ
っ
た
。
永
仁

元
年
（
一
二
九
三
）
創
立
の
妙
徳
寺
近
隣
に
史
跡
が
あ
る
。
常
陸
の
湯

を
、
さ
ば
く
の
湯
（
奥
州
と
常
陸
の
国
境
の
関
を
越
え
た
奥
州
磐
城
郡
の

地
に
あ
る
）、
下
野
の
那
須
・
塩
原
の
湯
等
と
す
る
説
が
あ
る
が
妥
当
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
史
実
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
は
武
蔵
の
国
よ
り
先
に
は
行
っ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
北
関
東
の
寺
院

を
中
心
に
、
池
上
に
着
き
二
、
三
日
休
養
し
て
常
陸
の
湯
や
そ
の
他
の
温

泉
に
入
湯
し
た
と
記
す
も
の
が
で
て
く
る
。
日
蓮
が
弘
長
元
年
二
月
九

日
、
神
道
伝
授
の
た
め
に
吉
田
の
里
に
来
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
聖
域

（
水
戸
市
蓮
乗
寺
）。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
日
蓮
を
開
基
と
し
て
宇

都
宮
公
綱
の
姉
の
妙
正
尼
が
開
山
し
た
（
宇
都
宮
市
妙
正
寺
）
な
ど
の
伝

承
が
あ
る
。
こ
と
に
、
法
高
寺
（
館
林
市
）
は
、
日
蓮
が
湯
治
の
往
復
の

と
き
、
館
林
青
柳
郷
の
田
中
・
遠
藤
宅
に
五
十
余
日
休
息
し
た
と
さ
れ
、

延
文
四
年
（
一
三
五
六
）
天
目
が
草
庵
を
寺
に
し
た
と
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
佐
渡
流
罪
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
み
え
る
。
文
永
八
年
（
一
二

七
一
）
十
月
、
武
州
新
倉
（
現
在
の
和
光
市
）
の
隅
田（
墨
田
）五
郎
時
光

の
妻
に
、
日
蓮
が
安
産
の
護
符
を
書
い
て
授
与
し
た
（
戸
田
市
妙
顕
寺
）。

信
徒
に
妙
法
と
書
い
た
小
石
を
授
与
、
石
を
塚
に
お
さ
め
妙
法
塚
と
称
し

た
（
蕨
市
宝
蔵
寺
）。
佐
渡
往
復
両
度
に
宿
泊
（
十
月
十
三
日
、
二
月
十

七
）・
洗
足
の
井
戸
（
本
庄
市
玉
蓮
寺
）。
龍
口
法
難
の
と
き
の
お
供
の
熊

王
丸
を
祀
っ
た
熊
王
稲
荷
（
富
岡
市
本
城
寺
）。
佐
渡
往
復
に
宿
泊
し
た

下
栗
須
の
長
谷
川
長
源
の
邸
を
の
ち
に
長
源
寺
と
称
し
、
文
禄
二
年
（
一
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「
無
情
界
に
属
す
る
存
在
の
働
き
」
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
領
域
区
分
を

越
え
た
仏
法
の
働
き
と
す
る
読
み
が
広
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
道
元
の
意

図
は
決
し
て
両
界
の
区
別
を
融
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う

し
た
読
み
は
両
界
の
関
係
を
軸
に
展
開
す
る
本
巻
の
基
本
的
構
図
そ
の
も

の
を
見
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
、
こ
れ
に
対
し
「
無
情
説
法
」

巻
は
、
む
し
ろ
草
木
や
人
間
等
の
存
在
者
を
無
情
界
と
有
情
界
と
い
う
異

な
る
領
域
を
ク
ロ
ス
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
解
釈
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

道
元
は
ま
ず
①
に
お
い
て
、
慧
忠
が
僧
の
「
和
尚
還
聞
否
」
と
い
う
問

に
「
頼
我
不
聞
、
我
若
聞
則
斉
於
諸
聖
」
と
答
え
て
い
る
事
を
取
り
上

げ
、「
諸
聖
」
は
無
情
と
同
一
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
慧
忠
そ
の
人
は
仏

祖
と
し
て
「
超
凡
越
聖
す
る
ゆ
ゑ
に
、
諸
聖
の
所
聞
に
は
一
斉
な
ら
ざ
る

へ
し
」
と
読
む
。
こ
の
読
み
は
、
慧
忠
が
人
と
し
て
無
情
説
法
を
聞
け
な

く
と
も
、
仏
祖
と
し
て
は
二
つ
の
異
な
る
領
域
を
越
境
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
②
で
は
「
無
情
説
法
什
麼
人
得
聞
」
と
い
う
疑

問
文
を
取
り
上
げ
、「
什
麼
」
が
、
不
定
用
法
と
し
て
「
何
も
の
と
も
同

定
さ
れ
な
い
何
か
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
有
情
無
情
・
凡
夫
賢

聖
問
わ
ず
全
て
が
「
什
麼
人
」
と
し
て
無
情
界
に
も
所
属
し
て
い
て
、
そ

の
説
法
に
与
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
読
み
は
、
た
と

え
凡
夫
は
無
情
説
法
を
聞
か
ず
と
も
、
全
身
を
無
情
界
に
浸
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
事
実
は
仏
の
両
界
を
越
え
た
自
在
な
働
き
を
通
じ

て
学
び
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
よ
り
広
く
現
代
的
・
哲
学
的
文
脈
か
ら
捉
え
直
す
と
、
世
界
は

意
識
を
持
た
な
い
事
物
領
域
か
ら
始
ま
り
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
動

植
物
そ
し
て
意
識
領
域
と
し
て
の
人
間
界
に
ま
で
多
層
的
に
広
が
っ
て
お

人
新
世
の
道
元 

│
│ 

道
元
無
情
仏
性
論
の
射
程 

│
│

辻
口
雄
一
郎

　

今
日
、
地
球
環
境
は
人
間
の
営
み
に
よ
っ
て
こ
れ
迄
と
は
異
な
る
大
規

模
で
不
可
逆
的
な
変
化
を
迎
え
、
新
た
な
「
人
新
世
」
の
地
質
年
代
に
突

入
し
て
い
る
と
す
る
考
え
方
が
市
民
権
を
得
つ
つ
あ
り
、
技
術
的
な
環
境

対
策
を
越
え
て
、
望
ま
し
い
未
来
を
模
索
す
る
様
々
な
思
想
的
展
望
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
欧
米
に
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
教
え
に
環
境

破
壊
に
対
処
す
る
方
向
性
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
研
究
者

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、
今
我
々
日
本

の
道
元
研
究
者
達
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
仏
教
学
や
宗
学
の
枠
を
越
え

て
、
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
す
る
世
界
の
研
究
者
た
ち
と
の
哲
学
的
水
準

に
お
け
る
対
話
の
場
に
出
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
は
こ

う
し
た
問
題
意
識
の
下
、『
正
法
眼
蔵
』「
無
情
説
法
」
巻
に
お
け
る
問
い

「
無
情
界
は
有
情
界
に
ま
じ
は
れ
り
や
い
な
や
」
を
主
題
に
取
り
上
げ
、

「
無
情
説
法
」
の
持
つ
思
想
的
可
能
性
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
め
ぐ
る
論
争
の

領
域
に
向
け
て
開
こ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
無
情
説
法
」
巻
で
は
「
無
情
説
法
」
に
ま
つ
わ
る
①
慧
忠
と
②
洞
山

の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
景
徳
傳
燈
録
』
か
ら
引
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
の
道
元
の
独
自
な
読
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
道
元
は
①
②
夫
々

の
内
容
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
「
無
情
界
と
有
情
界
と
は
交
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
問
い
を
立
て
、
こ
れ
に
答
え
て
草
木
樹
林
等

は
必
ず
し
も
有
情
界
と
無
情
界
の
何
れ
に
属
す
る
か
決
定
で
き
な
い
と
す

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
道
元
の
見
解
は
「
無
情
」
と
さ
れ
る
生
物

達
も
、
実
は
無
情
界
と
有
情
界
の
両
方
に
ま
た
が
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
、
古
来
「
無
情
説
法
」
を
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事
約
六
十
数
件
の
中
、
曹
洞
宗
関
係
の
時
事
新
報
論
説
を
紹
介
す
る
。
福

沢
が
曹
洞
宗
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
事
は
、「
曹
洞
宗
の
紛
議
」（『
全
集
』

第
一
三
巻
四
八
五
頁
）
と
「
早
く
勝
負
せ
よ
﹇
漫
言
﹈」（
同
巻
四
八
七

頁
）
の
二
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
近
代
曹
洞
宗
教
団
未
曽
有
の
内
部
抗
争

で
あ
る
「
能の

う

本
山
分
離
独
立
運
動
」
事
件
に
関
す
る
福
沢
の
論
評
で
あ

る
。
こ
の
事
件
は
越
前
永
平
寺
と
能
登
總
持
寺
（
当
時
）
の
ふ
た
つ
の
本

山
と
そ
の
周
辺
の
政
治
結
社
に
よ
る
権
力
闘
争
で
あ
り
、
宗
旨
・
教
義
の

違
い
に
も
と
づ
く
宗
論
で
は
な
い
。

　

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
九
月
四
日
付
論
説
「
曹
洞
宗
の
紛
議
」
で

は
「
既
に
本
年
春
の
頃
よ
り
總
持
寺
が
永
平
寺
と
旧
来
の
縁
を
断
ち
て
独

立
せ
ん
こ
と
を
企
て
、
之
を
内
務
省
に
出
願
せ
し
に
、
永
平
寺
は
之
を
肯

ぜ
ず
、
事
態
頗
る
困
難
を
極
め
て
底
止
す
る
所
を
知
ら
ず
、
両
寺
の
長
老

輩
は
四
方
八
方
に
周
旋
し
て
坐
禅
誦
経
の
暇
も
な
く
、
或
は
俗
界
の
論
客

に
内
談
し
、
或
は
新
聞
紙
の
筆
端
に
依
頼
し
、
甚
だ
し
き
は
黄
白
の
物
ま

で
も
利
用
し
て
、
以
て
自
家
の
勢
力
を
張
ら
ん
と
す
る
其
醜
体
は
、
俗
間

に
祖
先
の
遺
産
を
争
ふ
者
が
、
骨
肉
相
傷
け
て
自
か
ら
知
ら
ざ
る
の
状
に

異
な
ら
ず
、
我
輩
は
唯
仏
法
の
為
め
に
之
を
愧
る
の
み
…
…
」
な
ど
と
慨

嘆
し
、
曹
洞
宗
の
騒
擾
を
完
膚
な
き
ま
で
に
批
判
す
る
。

　

さ
ら
に
、
同
年
九
月
六
日
付
論
説
「
早
く
勝
負
せ
よ
」
に
は
、
早
く

「
ほ
ん
と
う
の
法
孫
と
、
う
そ
の
法
孫
と
、
二
様
に
分
け
て
喧
嘩
し
た
ら

ば
、
勝
負
も
速
に
決
す
る
こ
と
あ
る
可
し
」
と
提
言
す
る
。

　

当
時
の
曹
洞
宗
内
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
主
張
が
あ
っ
た
が
、

福
沢
の
論
説
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
や
両
大
本
山
と
い
う
既
存
体
制
や
因
習

の
外
か
ら
、
厳
し
い
批
判
を
主
導
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

当
該
事
件
は
、
福
沢
が
勧
め
た
清
僧
の
宗
論
に
よ
る
決
着
で
は
な
く
、

り
、
全
て
の
存
在
者
は
、
意
識
を
越
え
た
聖
な
る
自
然
と
の
間
断
な
き
繋

が
り
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
は
そ
の
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
実
践
的
な
仕
方
で
そ
の
全
体
に
働
き
か
け
る

力
を
持
つ
事
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
認
識
は
大
気
や

水
か
ら
動
植
物
を
経
て
人
間
社
会
に
ま
で
繋
が
る
全
体
構
造
が
不
可
逆
的

な
変
化
を
し
つ
つ
あ
る
「
人
新
世
」
の
今
、
恐
ら
く
人
間
の
中
に
だ
け
、

そ
の
全
域
に
渡
っ
て
語
ら
れ
る
声
を
聞
き
取
り
、
そ
の
舵
取
り
を
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
・
仏
教
観 
│
│ 

曹
洞
宗
教
団
へ
の
苦
言 

│
│

工
藤
　
英
勝

　

福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
に
つ
い
て
は
、
あ
る
特
定
の
宗
教
・
宗
派
・
教
派

を
崇
敬
、
信
仰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
福
沢
が
宗
教
全
般
を
軽
視
や

無
視
さ
ら
に
は
蔑
視
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。

　

福
沢
の
宗
教
外
逍
遥
・
遍
歴
は
か
な
り
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
が
、
と
り
わ

け
仏
教
宗
派
や
僧
侶
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
小
泉
仰
の
諸
論

攷
（「
福
澤
諭
吉
と
宗
教
」
等
）
に
よ
れ
ば
、
福
沢
家
は
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
門
徒
で
あ
る
が
、
本
派
の
七し

ち

里り

恒ご
う

順じ
ゅ
んの

み
な
ら
ず
、
真
言
宗
の
菅す

が

学が
く

応お
う

や
臨
済
宗
円
覚
寺
派
釈し

ゃ
く

宗そ
う

演え
ん

と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
慶
応
義
塾
の
門
下
生
で
あ
る
が
、
福
沢
は
浄
土
真
宗
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
仏
教
僧
侶
か
ら
刺
激
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
曹
洞
宗
と
そ
の
僧
侶
と
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
指
摘

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
に
見
ら
れ
る
宗
教
と
り
わ
け
仏
教
関
係
記
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信
解
品
」）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
徳
川
期
に
成
立
し
た
『
一
休
関
東

咄ば
な
し』

を
典
拠
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
逸
話
は
一
休
自
身
の
手
で
書
か
れ

た
漢
詩
集
の
『
狂
雲
集
』
や
『
自
戒
集
』、
或
い
は
一
休
の
弟
子
た
ち
に

よ
る
『
一
休
和
尚
年
譜
』
な
ど
に
は
み
ら
れ
ず
、
一
休
没
後
に
創
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
旧
来
は
禅
語
な
ど
と
関
連
付
け
ら
れ

て
は
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
山
東
京
伝
の
創
作
す
る
地
獄
太
夫
の
逸
話
に

お
い
て
は
、『
狂
雲
集
』
な
ど
一
休
の
漢
詩
や
中
国
禅
籍
か
ら
多
く
引
用

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旧
来
の
一
休
ば
な
し
が
、
よ
り
禅
の
こ
と
ば
と

そ
の
文
献
に
立
脚
し
た
物
語
へ
深
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
本
朝
酔
菩
提
』
の
大
き
な
着
想
源
と
い
え
る
『
一
休
骸

骨
』
は
一
休
真
筆
で
は
な
く
、
禅
宗
に
特
有
の
言
説
と
い
う
よ
り
も
仏
教

一
般
の
わ
か
り
や
す
い
概
説
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
禅
籍
と
は
い
い
が
た

い
。
ま
た
、
現
在
の
研
究
で
は
地
獄
太
夫
も
実
在
し
て
い
な
い
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
世
ま
で
の
一
休
は
必
ず
し
も
禅
僧
と
し
て
は

描
か
れ
て
お
ら
ず
、
実
像
よ
り
も
自
ず
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
山
東
京
伝
は
一
休
真
筆
の

『
狂
雲
集
』
か
ら
多
く
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
一
休
そ
の
人
に
か

な
り
肉
迫
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。『
狂
雲
集
』
自
体
、
旧
来
の
宗

門
で
は
門
外
不
出
と
さ
れ
、
世
俗
で
も
寛
文
年
間
に
版
本
が
刊
行
さ
れ
る

ま
で
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
出
版
文
化
が
隆

盛
を
極
め
た
山
東
京
伝
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
禅
文
化
」
が
発
展
す
る

う
え
で
大
き
な
ル
ー
ト
が
確
立
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
前
近
代
に
お
い
て
『
狂
雲
集
』
や
禅
籍
を
明
確
に
参
照
し
な
が
ら
禅

僧
と
し
て
一
休
を
描
出
し
得
て
い
る
貴
重
な
事
例
と
し
て
『
本
朝
酔
菩
提

全
伝
』
を
位
置
付
け
得
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
禅
文
化
」
な
る
も
の
が

政
界
や
軍
部
要
人
（
三
浦
梧
楼
陸
軍
中
将
）
に
よ
る
政
治
介
入
に
よ
っ
て

や
む
な
く
終
息
を
み
る
な
ど
、
多
く
の
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

　

福
沢
の
局
外
者
と
し
て
の
曹
洞
宗
分
析
や
そ
の
主
張
に
は
す
く
な
か
ら

ず
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
大
局
的
に
宗
教
な
か
ん
ず
く
仏
教
と
僧
侶
を
、

あ
る
べ
き
姿
か
ら
批
判
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
言
え
な
い
。

近
世
文
学
に
お
け
る
「
禅
」
の
受
容 

│
│ 『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
の
一
休
像 

│
│

飯
島
　
孝
良

　
「
禅
文
化
」
と
い
う
抽
象
概
念
を
予
め
措
定
し
て
事
例
を
蒐
集
す
る
の

で
は
な
く
、
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
―
一
四
八
一
）
を
描
い
た
作
品
を
多

く
集
め
な
が
ら
そ
こ
に
表
さ
れ
た
「
禅
」
を
確
か
め
て
い
く
と
い
う
方
法

は
、
禅
文
化
史
研
究
の
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

と
く
に
近
世
文
藝
の
な
か
で
「
禅
」
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
を
知

る
う
え
で
、
山
東
京
伝
（
一
七
六
一
―
一
八
一
六
）
の
戯
作
本
『
本
朝
酔

菩
提
全
伝
』（
一
八
〇
九
）
は
興
味
深
い
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
風

狂
」
一
休
が
武
士
や
遊
女
と
傍
若
無
人
に
関
わ
る
痛
快
な
逸
話
を
描
出
し

た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
主
な
着
想
源
は
、
一
連
の
一
休
頓
智
話
と
、
中
国

近
世
の
白
話
小
説
『
済
顚
大
師
酔
菩
提
全
伝
』
で
あ
る
。
山
東
京
伝
自
身

の
表
明
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
一
休
は
済
顚
の
日
本
版
と
し
て
の
「
風

狂
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
読
本
で
多
く
み
ら
れ
た

中
国
古
典
の
リ
メ
イ
ク
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
更

に
、『
一
休
骸
骨
』『
一
休
水
鏡
』『
仏
鬼
軍
』
と
い
っ
た
仮
名
法
語
や
一

休
頓
智
話
を
参
照
し
、
山
東
京
伝
な
ら
で
は
の
視
点
で
活
用
し
て
い
る
。

　

具
体
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
休
と
地
獄
太
夫
の
逸
話
（
第
七
「
地
獄
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で
に
世
界
の
八
二
の
国
と
地
域
で
承
認
さ
れ
て
お
り
、
医
師
の
処
方
の
も

と
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
二
〇
〇
五

年
に
経
口
中
絶
薬
を
「
必
須
医
薬
品
」
に
指
定
し
、「
安
全
で
効
果
的
な

中
絶
」
の
方
法
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
、
経
口
中
絶
薬
の
導
入
が
な
か
な
か
進
ま

ず
、
女
性
の
心
身
を
著
し
く
傷
つ
け
る
爬
掻
法
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
手

術
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
今
日
、
経
口
中
絶
薬
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア

ボ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
標
準
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
の
産
婦
人
科
医
師

等
が
、
爬
掻
法
に
固
執
す
る
の
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
を
「
胎
児
の
生

命
の
抹
殺
」
と
い
う
悪
行
を
は
た
ら
く
女
性
に
対
す
る
「
懲
罰
」
と
見
て

い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
懲
罰
的
な
人
工
妊
娠
中
絶
手

術
を
拒
否
す
る
日
本
人
の
女
性
た
ち
は
、
自
国
で
妊
娠
中
絶
が
禁
じ
ら
れ

て
い
た
り
、
薬
に
よ
る
妊
娠
中
絶
が
で
き
な
く
て
苦
し
ん
で
い
る
女
性
た

ち
に
、
経
口
中
絶
薬
を
送
り
届
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
非
営

利
団
体
の
ウ
ィ
メ
ン
・
オ
ン
・
ウ
ェ
ブ
（W

om
en on W

eb

、
二
〇
〇

五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
産
婦
人
科
医
師
の
レ
ベ
ッ
カ
・
コ
ン
パ
ー
ツ
が
設

立
）
に
支
援
を
求
め
て
い
る
。

　

本
報
告
で
、
ウ
ィ
メ
ン
・
オ
ン
・
ウ
ェ
ブ
に
支
援
を
求
め
る
日
本
人
女

性
た
ち
の
語
り
か
ら
見
え
て
く
る
日
本
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
問
題
点
を
解

明
し
、
経
口
中
絶
薬
が
切
り
ひ
ら
く
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
の
可

能
性
を
探
究
す
る
。

　

爬
掻
法
に
よ
る
外
科
的
妊
娠
中
絶
手
術
と
は
異
な
り
、
経
口
中
絶
薬
を

服
用
し
て
の
妊
娠
中
絶（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
）は
、
配
偶
者
の

同
意
を
得
な
く
て
も
、
ま
た
産
婦
人
科
医
師
の
手
を
借
り
な
く
て
も
、
女

性
が
自
力
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
「
自
己
管
理
中
絶
」（self-m

anaged 

出
版
文
化
と
相
俟
っ
て
徳
川
期
ま
で
の
日
本
で
ど
う
広
ま
っ
て
い
く
か
を

知
ら
し
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
に
、
山
東
京
伝
の
豊
か
な
知
的
背
景
と
そ

の
手
法
は
、
近
世
文
人
が
禅
籍
を
ど
う
受
容
し
た
か
を
示
し
得
る
も
の
で

あ
り
、
と
く
に
『
本
朝
酔
菩
提
伝
』
に
明
示
さ
れ
た
参
考
文
献
は
、
そ
の

影
響
関
係
を
知
ら
し
め
る
点
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
山
東
京
伝
と
の
交
流

が
深
か
っ
た
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
、
一
七
四
九
―
一
八
二
三
）
に
は
同
時

代
的
認
識
が
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
、
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
―
一
八
〇

〇
）
の
画
に
蜀
山
人
が
狂
歌
を
添
え
た
「
盧
葉
達
磨
図
」
な
ど
、
禅
文
化

を
受
容
し
た
（
或
い
は
茶
化
し
た
よ
う
な
）
作
品
も
重
要
な
参
照
例
と
な

り
得
る
。
更
に
、
歌
川
豊
国
（
一
七
六
九
―
一
八
二
五
）
が
作
画
を
担
当

し
た
『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
は
、
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一
―
一
八
八
九
）

な
ど
後
代
の
浮
世
絵
へ
影
響
を
与
え
た
一
種
の
禅
画
と
も
位
置
付
け
得

る
。
こ
れ
ら
の
点
を
た
ど
る
こ
と
で
、
一
休
と
そ
の
像
が
宗
門
と
世
俗
を

結
ん
で
い
く
変
遷
を
辿
り
得
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
追
跡
こ
そ
が
禅
文

化
史
の
具
体
的
位
相
と
捉
え
る
う
え
で
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

人
工
妊
娠
中
絶
を
変
革
す
る
「
流
産
誘
導
剤
」 

│
│ W

om
en on W

eb

の
実
践 

│
│

渕
上
　
恭
子

　

一
九
八
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
セ
ル
社
が
開
発
し
た
経
口
中
絶
薬
（
一

般
名
「
ミ
フ
ェ
プ
リ
ス
ト
ン
」、
商
標
名
「
Ｒ
Ｕ
４

８

６

」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
「
流
産
誘
導
剤
」）
は
、
妊
娠
七
週
以
内
に
服
用
し
た
場
合
の

中
絶
成
功
率
が
約
九
八
％
に
の
ぼ
る
。
経
口
中
絶
薬
は
、
二
〇
二
一
年
ま
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現
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
的
自
殺
防
止
活
動

川
本
　
佳
苗

　

本
研
究
で
は
現
代
日
本
に
お
け
る
次
世
代
の
仏
教
僧
に
よ
る
仏
教
防
止

活
動
の
新
し
い
形
を
例
示
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
単
独
で
自
殺
相
談
に

献
身
す
る
僧
の
根
本
一
徹
に
着
目
し
、
彼
の
活
動
を
参
与
観
察
し
た
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
イ
ー
を
目
指
す
。

　

現
代
日
本
に
お
け
る
「
仏
教
と
自
殺
」
の
研
究
に
は
、
①
社
会
構
造
・

行
政
支
援
、
②
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
発
展
、
③
仏
教
者
の
社
会
参
加

活
動
と
い
う
三
つ
の
領
域
の
過
程
の
俯
瞰
的
調
査
が
基
礎
と
な
る
。
仏
教

僧
に
よ
る
自
殺
防
止
活
動
は
こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
に
重
な
っ
た
部
分
に
位

置
し
、
そ
の
興
味
深
い
事
例
が
根
本
の
活
動
で
あ
る
。
自
殺
者
数
が
三
万

人
を
超
え
た
一
九
九
八
年
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も
ま
た
「
健

康
」
の
定
義
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
語
の
追
加
を
提
案
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
自
殺
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
各
地
に
自
殺
自
死
に

取
り
組
む
仏
教
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
三
つ
の
領
域
は
各
々
発
展
し
、
支

援
の
種
類
や
団
体
数
も
充
実
し
て
い
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
一
九
九
八

年
よ
り
三
万
人
超
を
記
録
し
続
け
た
自
殺
者
数
も
二
〇
一
二
年
よ
り
減
少

し
始
め
た
。
社
会
支
援
側
と
仏
教
的
支
援
側
の
両
方
に
自
殺
に
対
す
る
共

通
認
識
が
三
点
見
ら
れ
る
。
自
殺
と
は
①
個
人
の
問
題
で
は
な
く
社
会
問

題
で
あ
り
、
②
複
合
的
要
因
を
持
ち
、
③
追
い
詰
め
ら
れ
た
死
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
と
も
解
決
策
と
し
て
物
質
的
豊
か

さ
の
他
に
精
神
的
豊
か
さ
の
充
実
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
孤
立
か
ら
の
解

放
で
あ
る
。

　

仏
教
者
は
そ
の
よ
う
な
精
神
的
ケ
ア
に
こ
そ
強
み
を
生
か
せ
る
は
ず
で

あ
る
。
根
本
も
仏
教
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
彼
個
人
の
特
徴
と
し
て
身
体

abortion

）
を
可
能
に
す
る
。
妊
娠
七
週
か
ら
九
週
ま
で
の
妊
娠
初
期
の

流
産
を
促
す
経
口
中
絶
薬
に
よ
っ
て
中
絶
さ
れ
る
の
は
、（
妊
娠
一
〇
週

以
降
の
母
体
内
生
命
体
を
指
す
）「
胎
児
」
で
は
な
く
、（
妊
娠
七
週
以
内

の
）「
胎
芽
」
で
あ
る
故
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
は
（「
胎
児
」

を
人
工
妊
娠
中
絶
の
対
象
と
し
て
規
定
し
て
い
る
）「
母
体
保
護
法
」
の

定
め
る
「
人
工
妊
娠
中
絶
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
論
者
（
プ

ロ
ラ
イ
フ
）
が
好
ん
で
口
に
す
る
よ
う
な
、「
胎
児
の
生
命
の
抹
殺
」
で

は
な
く
、「
望
ま
ぬ
妊
娠
」
を
し
た
女
性
が
、
自
ら
の
意
思
で
中
絶
薬
を

飲
ん
で
、
受
精
卵
が
胎
児
に
な
る
前
の
「
胎
芽
」
の
段
階
で
、
人
工
的
に

流
産
を
引
き
起
こ
し
、「
妊
娠
を
終
わ
ら
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
産
婦
人
科
医
師
の
支
配

下
に
置
か
れ
て
い
た
「
人
工
妊
娠
中
絶
」
を
、
女
性
自
身
の
意
思
に
よ
る

「
妊
娠
中
止
」
に
変
え
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「
望
ま
ぬ
妊
娠
」
を
し
た
女
性
が
、
こ
れ
ま
で
人
工
妊
娠
中
絶
に
付
き
ま

と
っ
て
き
た
「
殺
人
」「
罪
悪
」「
懲
罰
」
等
の
ス
テ
ィ
グ
マ
を
拭
い
去

り
、「
妊
娠
を
終
わ
ら
せ
た
」
こ
と
を
「
自
分
自
身
で
決
め
た
こ
と
」
と

し
て
受
け
入
れ
る
手
立
て
と
な
る
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ボ
ー
シ

ョ
ン
は
、
妊
娠
し
た
女
性
自
身
に
よ
る
「
自
己
管
理
中
絶
」
を
可
能
に

し
、「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）」
に
基
づ
く
女
性
の
「
自
己
決
定
」
の
実

現
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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慮
者
と
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
技
術
以
外
に
何
を
研
鑽
す
る
べ
き

か
。
そ
の
問
い
を
追
求
す
る
た
め
に
、
他
の
僧
の
活
動
も
調
査
し
て
分
析

を
重
ね
て
い
く
。

仏
教
に
お
け
る
同
性
婚
を
め
ぐ
る
諸
問
題

宇
治
　
和
貴

　

日
本
で
は
結
婚
観
や
家
族
観
な
ど
に
、
宗
教
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。

特
に
婚
姻
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
仏
式
・
神
式
・
キ
リ
ス
ト
教
式
な
ど
儀
礼

と
し
て
結
び
つ
い
て
お
り
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
姿
勢
に
は
、
そ
の
宗
教
の

性
格
が
直
接
反
映
さ
れ
る
と
も
い
え
る
。
二
〇
一
九
年
に
全
国
五
ヵ
所
の

地
裁
で
、
同
性
で
の
結
婚
を
求
め
る
訴
訟
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

同
性
で
の
親
密
な
関
係
へ
の
公
的
な
承
認
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
確
認
さ
れ

る
。
こ
の
ニ
ー
ズ
に
仏
教
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
仏
教
に
お
け
る
同
性
婚
に
関
す
る
問
題

が
何
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
様
々
な
形
で
仏
教
で
の
同
性
婚
儀
礼

に
関
わ
っ
て
い
る
、
七
崎
良
輔
氏
、
小
杭
好
臣
氏
、
佐
竹
栄
信
氏
、
柴
谷

宗
淑
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　

七
崎
良
輔
氏
は
、
二
〇
一
六
年
に
浄
土
真
宗
築
地
本
願
寺
で
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
報
告
式
を
行
っ
た
。
こ
の
時
、
結
婚
式
で
は
な
く
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
報
告
式
」
と
し
て
挙
式
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
と

と
も
に
「
結
婚
式
」
と
表
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
変
残
念
だ
っ
た
と
七

崎
氏
は
語
っ
た
。
仏
教
に
お
け
る
同
性
婚
に
関
す
る
問
題
を
考
え
る
場

合
、「
仏
前
結
婚
式
」
と
し
て
儀
礼
を
執
行
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
の

一
つ
だ
と
指
摘
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
仏
教
教
団
独
自
で
「
結
婚
」

的
介
入
度
の
深
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
ら
得
度
し
禅
堂
修
行
し
た
根
本

は
、
二
〇
〇
四
年
よ
り
自
殺
防
止
活
動
に
着
手
す
る
。
自
殺
念
慮
者
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
対
面
で
の
集
ま
り
に
参
加
し
、
自
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

グ
ル
ー
プ
も
運
営
し
た
。
同
時
に
、
死
を
疑
似
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
旅
だ
ち
」
な
ど
も
開
始
し
た
。
根
本
の
特
徴
で
あ
る
身
体
的
介
入
度

を
分
析
す
る
と
さ
ら
に
三
点
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
相
談
者
は
初

回
は
必
ず
根
本
の
寺
院
で
無
制
限
に
相
談
で
き
る
と
い
う
対
面
相
談
を
重

視
す
る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
ケ
ア
提
供
者
か
ら
相
談
者
へ
と
い
う
一

方
向
の
関
係
で
は
な
く
友
人
の
よ
う
な
対
等
な
立
場
を
育
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
共
に
身
体
を
用
い
る
作
業
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。
三
つ
目
は
そ
う
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
も
特
に
独
自
の
形
式
と
し
て
発
展
し
た
「
旅
だ
ち
」
で

あ
る
。
参
加
者
は
末
期
癌
と
診
断
さ
れ
た
者
と
し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
進

行
す
る
。
や
が
て
臨
終
の
場
で
は
二
人
一
組
と
な
っ
て
片
方
が
死
に
ゆ
く

者
の
語
る
言
葉
を
傾
聴
す
る
。
最
後
に
根
本
が
読
経
し
葬
儀
を
行
な
う
。

　

こ
の
よ
う
な
独
自
の
活
動
を
通
じ
て
根
本
が
求
め
る
目
標
は
「
人
々
を

繋
ぐ
こ
と
」
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
孤
独
が
自
殺
の
元
凶
と
考
え
る
た

め
で
あ
る
。
根
本
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
相
談
者
同
士
が

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
集
団
作
り
を
目
指
す
。

　

調
査
を
通
し
て
根
本
の
実
践
に
は
自
殺
念
慮
者
に
効
果
的
に
働
き
か
け

る
複
数
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
短
所
も
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
ケ
ア
提
供
者
と
相
談
者
と
い
う
線
引
き
が
不
明
瞭
で
あ
る

点
で
あ
る
。
か
つ
こ
の
実
践
は
あ
ま
り
に
も
根
本
個
人
の
資
質
に
依
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
他
者
が
習
得
で
き
る
技
術
と
し
て
再
現
さ
れ
難
い
。

　

し
か
し
、
仏
教
僧
が
「
精
神
的
な
豊
か
さ
」
の
支
援
に
お
い
て
自
殺
念
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役
割
の
問
題
が
大
き
い
と
指
摘
す
る
。

　

性
の
問
題
は
、
差
別
や
抑
圧
な
ど
、
人
が
生
き
て
い
る
「
生
」
の
段
階

に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教
が
性
の
問
題
に
か
か
わ
る
と
す

れ
ば
、
性
の
問
題
に
関
し
て
発
生
し
て
い
る
抑
圧
状
況
を
解
決
す
る
た
め

の
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
教
義
に
基
づ
い
て
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
同
性
婚
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
寺
院
で
、
実
際
の
挙
式
数
が

少
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
「
死
」
の
問
題
に
多
く
関
わ
っ
て
き
た
仏
教

に
、「
生
」
の
問
題
解
決
を
求
め
な
い
社
会
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
先
に
仏
教
が
同
性
婚
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
に

あ
た
っ
て
、
仏
教
に
お
け
る
「
結
婚
」
の
意
義
の
再
提
示
の
必
要
性
を
指

摘
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
課
題
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
イ
メ

ー
ジ
を
「
生
」
に
関
わ
る
宗
教
へ
と
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
重
要

な
問
題
だ
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
同
性
婚
の
問
題
に
取

り
組
み
、
支
援
す
る
姿
勢
を
示
す
事
が
必
要
で
あ
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
の
創
作
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

大
澤
千
恵
子

　

宗
教
お
よ
び
宗
教
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
、
い
ま
だ
根
強

く
残
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
学
校
お
よ
び
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
宗
教
と
公
教
育
の
双
方
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宮
沢
賢
治
の
創
作
は
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
宮
沢
賢
治
は
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
童
話
作
家
で

あ
る
が
、
戦
後
教
育
に
お
い
て
は
、
小
・
中
・
高
全
て
の
校
種
に
お
い
て

国
語
科
の
定
番
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

一
一
六
位
の
日
本
で
は
、
学
校
教
育
の
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
取
り
扱
わ
れ

の
意
義
を
再
考
し
、
社
会
に
対
し
て
再
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

小
杭
好
臣
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
仏
教
会
で
一
九
七
〇
年
代
に
同
性
婚
儀
礼

を
複
数
回
執
行
し
て
い
る
。
詳
し
い
数
が
把
握
で
き
な
い
理
由
は
、
意
図

的
に
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
後
に
批
判
の
対
象
と
な

り
、
仏
教
会
で
同
性
婚
儀
礼
そ
の
も
の
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
を
感
じ

て
い
た
の
で
記
録
に
残
さ
な
か
っ
た
。
当
時
、
日
本
の
本
願
寺
に
同
性
婚

儀
礼
を
執
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、「
問
題
は
な
い
」
と
い

う
回
答
を
得
て
い
た
記
憶
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

佐
竹
栄
進
氏
は
、
広
島
県
久
蔵
寺
の
住
職
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
「
十

方
衆
生
」
救
済
の
実
践
を
め
ざ
し
、
目
の
前
で
苦
し
む
人
と
共
に
歩
む
た

め
に
同
性
婚
儀
礼
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
本
山
が
主
催
す
る

「
未
来
の
住
職
塾
」
の
な
か
で
、
多
様
な
結
婚
式
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

同
性
婚
儀
礼
受
け
入
れ
へ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と
い
う
。
現
時
点

で
、
同
性
婚
は
執
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　

大
阪
、
真
言
宗
性
善
寺
住
職
の
柴
谷
宗
淑
氏
はM

T
F

当
事
者
で
あ

る
。
真
言
宗
に
は
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
し
た
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

住
職
が
三
名
（FT

M

一
名
、M

T
F

二
名
）
存
在
す
る
。
柴
谷
氏
は
自

身
の
被
差
別
経
験
を
も
と
に
、
差
別
の
な
い
寺
院
を
目
指
す
一
環
と
し
て

同
性
婚
儀
礼
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
た
だ
、
同
性
婚
の
模
擬
結
婚
式
や
内

縁
関
係
の
儀
礼
は
執
行
し
た
が
、
実
際
の
同
性
婚
儀
礼
の
申
し
出
は
ま
だ

な
い
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
同
時
期
に
同
性
で
の
結
婚
儀
礼
受
け
入
れ

を
表
明
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
教
会
で
は
複
数
の
カ
ッ
プ
ル
が
既
に
結
婚
式

を
挙
げ
た
。
ま
た
性
善
寺
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者

か
ら
受
け
る
相
談
内
容
と
し
て
は
、
戒
名
に
関
す
る
問
題
の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
柴
谷
氏
は
寺
院
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的



　　252

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

「
レ
ク
イ
エ
ム
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」（『
日
本
文
学
』
四
三
巻
二
号
、
一

九
九
四
年
）
の
中
で
、「
写
像
と
し
て
、
自
己
の
内
部
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

に
抱
き
続
け
、
こ
れ
を
崇
拝
し
続
け
る
態
度
」
の
「
個
的
な
幻
想
」
で
あ

る
と
し
て
虚
像
と
し
て
の
智
惠
子
像
を
そ
こ
に
み
る
。
同
作
に
は
、「
徹

底
し
て
彼
自
身
の
た
め
に
、
自
分
一
個
の
〈
祈
り
〉
を
祈
る
」
光
太
郎
し

か
存
在
せ
ず
、「
死
せ
る
《
智
恵
子
》
の
存
在
は
、
実
に
詩
成
立
の
、
素

材
と
誘
因
と
を
、
提
供
し
た
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
描
出
客
体
の
虚
像
性
は
、
両
者
の
創
作
姿
勢
と
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
。
二
人
と
も
「
詩
で
は
な
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る

が
、
光
太
郎
が
『
芸
術
論
集　

緑
色
の
太
陽
』
の
中
で
「
元
来
私
が
詩
を

書
く
の
は
実
に
や
む
を
得
な
い
心
的
衝
動
か
ら
く
る
の
で
あ
っ
て
、
一
種

の
電
磁
力
的
鬱
憤
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
に
他
な
ら
ず
…
」（
二
五
五
）
と

近
代
的
主
観
主
義
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
賢
治
は
『
春
と
修
羅
』
序

の
中
で
、
自
ら
を
現
象
と
し
、（
す
べ
て
わ
た
く
し
と
明
滅
し
／
み
ん
な

が
同
時
に
感
ず
る
も
の
）、
と
主
観
主
義
的
作
家
性
を
む
し
ろ
放
棄
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
作
者
で
あ
る
賢
治
と
描
き
出
さ
れ
た

ト
シ
は
、
作
品
の
中
で
同
等
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の

ト
シ
が
大
学
卒
業
後
療
養
中
に
記
し
た
「
自
省
録
」
は
、
自
ら
が
経
験
し

た
女
性
と
し
て
の
生
き
る
こ
と
の
困
難
さ
を
内
省
的
に
見
つ
め
、
成
瀬
仁

蔵
か
ら
受
け
た
キ
リ
ス
ト
教
的
な
知
見
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
生
き
方
を

希
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
助
教
材
と
し
て
ト

シ
の
実
像
に
迫
る
こ
と
で
「
永
訣
の
朝
」
に
描
き
出
さ
れ
た
ト
シ
子
の
実

像
に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
当
時
の
時
代
背
景
も
含
め
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
教
育
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

る
こ
と
は
多
く
な
い
。
他
教
科
で
宗
教
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
改
め
て

教
え
る
と
い
う
よ
り
も
既
存
の
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
内
在
化
さ
れ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
生
徒
が
探
求
的
に
学
習
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
高
等
学
校
の
定
番
教
材
「
永
訣
の
朝
」
を
挙

げ
る
。
同
作
は
、
そ
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て
、「
愛
す
る
妹
の
臨
終
に

立
ち
会
い
な
が
ら
為
す
術
も
知
ら
ず
に
慟
哭
す
る
作
者
の
哀
傷
が
烈
し
く

読
む
者
の
胸
を
打
つ
」（
相
馬
正
一
「
鎮
魂
賦
「
永
訣
の
朝
」
の
虚
実
」

『
宮
沢
賢
治
』
一
五
号
、
洋
々
社
、
一
九
九
八
年
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
最
愛
の
妹
ト
シ
の
臨
終
の
実
録
で
あ
る
と
し
て
、
写
実
的
描
写
が

文
学
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
は
、
そ
の
虚
構
性

も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
学
校
教
育
の
中
で
は
、
写
実
的
な
作
品

と
し
て
賢
治
の
実
体
験
と
し
て
の
愛
す
る
者
と
の
死
別
の
悲
し
み
を
読
み

取
ろ
う
と
す
る
読
解
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
同
作
と
同
じ
よ
う
な
読
解
が
学
校
教
育
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
、
高
村
光
太
郎
の
「
レ
モ
ン
哀
歌
」
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
レ
モ
ン
哀
歌
」
も
ま
た
、

作
者
で
あ
る
高
村
光
太
郎
が
、
妻
・
智
惠
子
の
臨
終
の
際
の
様
子
を
詠
っ

た
詩
歌
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、「「
わ
た
し
」
の
「
妻
」
に
対
す
る
気
持

ち
、
夫
婦
愛
を
読
み
取
る
こ
と
に
重
点
を
授
業
」（
山
中
幸
三
郎
「
レ
モ

ン
哀
歌
の
授
業
」『
高
大
国
語
教
育
』
四
三
号
、
一
九
九
五
年
）
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
永
訣
の
朝
」
と
「
レ
モ
ン
哀
歌
」
は
、
大
切
な

愛
す
る
者
の
、
臨
終
の
際
の
悲
し
み
を
表
象
す
る
作
品
と
し
て
読
ま
れ
、

最
終
的
に
祈
り
へ
と
昇
華
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ

に
描
き
出
さ
れ
る
女
性
像
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
石
直
記
は
、



253　　

個人発表 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

　

ま
ず
、
村
上
と
鷲
尾
の
「
日
本
仏
教
」
論
で
「
信
仰
」
が
「
日
本
仏

教
」
の
特
色
／
特
徴
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
村
上
は

「
日
本
仏
教
の
特
徴
」（『
六
大
新
報
』
二
〇
二
―
二
〇
三
、
一
九
〇
七
年
）

で
仏
教
の
中
の
戒
、
定
、
慧
を
そ
れ
ぞ
れ
「
規
律
的
制
度
」、「
哲
学
的
理

想
」、「
宗
教
的
信
仰
」
と
解
釈
し
、「
規
律
的
制
度
」
す
な
わ
ち
戒
律
が

「
印
度
仏
教
」
で
守
ら
れ
、「
哲
学
的
理
想
」
が
「
支
那
仏
教
」
の
特
徴 

で
あ
り
、「
宗
教
的
信
仰
」
と
り
わ
け
「
下
等
社
会
」
に
浸
透
し
て
い
る

「
信
仰
」
が
「
日
本
仏
教
の
特
徴
」
で
あ
る
と
、
図
式
的
な
説
明
を
試
み

て
い
る
。
鷲
尾
は
「
日
本
仏
教
」
を
「
印
度
の
仏
教
」、「
西
域
の
仏
教
」、

「
支
那
の
仏
教
」
と
比
較
し
、
前
者
が
仏
教
全
体
に
見
ら
れ
る
「
実
際
的
」

な
側
面
に
加
え
、「
実
際
的
」
な
要
素
と
結
び
付
く
「
社
会
的
」
な
要
素

を
含
め
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
（「
日
本
仏
教
の
特
長
」、『
成
功
』

二
〇
―
五
、
一
九
一
一
年
）。
そ
し
て
そ
の
「
実
際
」
の
内
実
を
「
現
世

利
益
の
祈
禱
の
興
隆
」
と
「
浄
土
往
生
の
信
仰
」
と
説
明
を
加
え
て
い
る

（「
日
本
仏
教
の
発
達
と
真
宗
」、『
真
宗
叢
書
』
一
輯
、
一
九
二
三
年
）。

　

ま
た
、
本
報
告
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
世
紀
転
換
期
に
巻
き
起
こ
っ
た

新
仏
教
運
動
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
境
野
は
、
一
九
〇
三
年
に
発
表
し
た

「
余
の
信
ず
る
仏
教
」
で
「
日
本
仏
教
」
を
含
め
た
既
存
の
仏
教
を
批
判

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
「
印
度
仏
教
」
の
特
色
を
「
坐
禅

教
」、「
厭
世
教
」
と
し
、「
支
那
仏
教
」
の
特
色
を
「
厭
世
教
」、「
学
問

仏
教
」、「
祈
禱
仏
教
」
と
し
、「
日
本
仏
教
」
の
特
色
を
「
祈
禱
仏
教
」、

「
未
来
教
」
と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
仏
教
と
は
異
な
る
、
理
想
と
し

て
の
「
新
仏
教
」
を
構
築
し
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
と
な
る
と
、

「
新
仏
教
」
の
対
極
に
置
か
れ
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
「
旧
仏
教
」
は
、「
日

本
仏
教
」
と
は
異
質
な
「
支
那
仏
教
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
て
い

日
本
仏
教
史
の
創
出
と
「
信
仰
」 

│
│ 「
日
本
仏
教
の
特
色
」
と
い
う
語
り
方 

│
│

呉
　
　
佩
遥

　

近
代
日
本
仏
教
史
で
は
、
仏
教
の
「
宗
教
」
と
し
て
の
普
遍
性
を
主
張

し
つ
つ
も
、「
支
那
仏
教
」
や
「
日
本
仏
教
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

設
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
の
差
異
化
を
図
っ
た
動
向
が
見
ら
れ

る
。
か
か
る
過
程
に
お
い
て
、「
日
本
仏
教
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構

築
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
『
近
代
日
本
思

想
と
し
て
の
仏
教
史
学
』（
二
〇
一
二
年
）
や
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン

ツ
『
堕
落
と
復
興
の
近
代
中
国
仏
教
』（
二
〇
一
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

他
方
で
、「
日
本
仏
教
」
と
「
支
那
仏
教
」
を
め
ぐ
る
歴
史
叙
述
の
関
連

性
に
着
目
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ク
ラ
ウ
タ
ウ
と
シ
ッ
ケ

タ
ン
ツ
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、「
日
本
仏
教
」
の
語
り
方
が
成

立
す
る
過
程
で
、「
日
本
仏
教
の
特
色
」
と
い
う
よ
う
な
固
有
性
に
ま
つ

わ
る
叙
述
が
見
ら
れ
、
そ
の
際
に
「
宗
教
的
信
仰
」
が
「
日
本
仏
教
」
の

特
徴
と
し
て
強
調
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
理
論
的
」、「
学
問
的
」
と
い

っ
た
ラ
ベ
ル
が
「
支
那
仏
教
」
に
貼
ら
れ
た
。
本
報
告
で
は
、「
日
本
仏

教
」
の
創
出
の
過
程
で
、
近
代
漢
語
と
し
て
の
「
信
仰 faith
」
が
い
か

に
機
能
し
、
そ
こ
に
い
か
な
る
政
治
性
が
潜
ん
で
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
日
露
戦
争
以
降
か
ら
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
「
日
本
仏
教
」
の
特

色
／
特
徴
と
い
う
語
り
方
に
着
目
す
る
。
具
体
的
に
は
、
近
代
日
本
初
の

仏
教
史
雑
誌
『
仏
教
史
林
』
の
創
刊
に
携
わ
っ
た
仏
教
史
学
者
で
あ
り
、

「
日
本
仏
教
」
や
「
支
那
仏
教
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
形
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
村
上
専
精
、
境
野
黄
洋
と
鷲
尾
順
敬
を
対
象
と
し
て
、
明
治

後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
彼
ら
の
「
日
本
仏
教
」
論
を
分
析
す
る
。
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む
こ
と
な
し
」
と
述
べ
る
親
鸞
に
と
っ
て
、
臨
終
来
迎
の
教
説
は
「
作
用

性
」
を
有
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
で
は
「
蓋
然
性
」
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
点
を
主
著
『
教
行
信
証
』
の
「
後
序
」
に
尋
ね
た
い
。「
後

序
」
に
は
法
然
の
奇
瑞
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。「
奇
瑞
称
計
す
べ
か

ら
ず
。
別
伝
に
見
え
た
り
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
後
序
」
の
構
成

に
目
を
向
け
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

半
は
承
元
の
法
難
と
遠
流
に
処
さ
れ
た
法
然
に
関
す
る
記
述
、
後
半
は
親

鸞
の
回
心
と
『
選
択
集
』
書
写
等
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
奇
瑞
に
関
す

る
文
は
前
半
の
最
後
に
位
置
し
、
そ
の
後
、
親
鸞
は
時
を
遡
る
か
た
ち
で

吉
水
時
代
の
回
心
の
事
実
を
披
瀝
す
る
。
こ
う
し
た
「
後
序
」
の
構
成
に

お
い
て
、
奇
瑞
の
文
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

弾
圧
さ
れ
た
専
修
念
仏
の
中
心
人
物
で
あ
る
法
然
の
臨
終
に
奇
瑞
が
あ
ら

わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
弾
圧
の
無
根
拠
性
を
示
唆
す
る
し
、『
選
択
集
』

の
書
写
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
は
、「
弥
陀
の
化
身
」
で
あ
る
法
然
か
ら
教

え
の
顕
開
を
託
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
弾
圧
の
不
当
性
と

教
え
の
真
実
性
と
を
、
客
観
的
資
料
と
し
て
裏
付
け
て
い
る
も
の
が
、

「
別
伝
」
に
記
さ
れ
る
法
然
の
奇
瑞
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
跋
文
に
師
の

奇
瑞
を
載
せ
る
書
誌
的
体
裁
は
『
選
択
集
』
に
連
な
る
も
の
が
あ
る
。
法

然
入
滅
時
に
奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
「
後
序
」
に
記
す
親
鸞
に
と
っ

て
、
臨
終
来
迎
は
「
蓋
然
性
」
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
臨
終
来
迎
は
、
近
代
的
な
合
理
主
義
が
や
っ
て
の
け
る
よ
う
な
仕
方

で
世
界
内
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

で
は
な
ぜ
親
鸞
は
、
臨
終
来
迎
に
「
蓋
然
性
」
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の

教
説
の
「
作
用
性
」
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ

ば
、
な
ぜ
そ
れ
が
起
こ
り
得
る
世
界
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
に
左
右

く
。
そ
れ
に
対
し
て
「
日
本
仏
教
」
と
り
わ
け
浄
土
門
を
、
中
国
の
浄
土

教
と
一
線
を
画
し
、
前
者
は
「
現
実
生
活
」
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
再

評
価
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
村
上
、
境
野
と
鷲
尾
の
「
日
本
仏
教
」
論
で
「
信
仰
」
の
内

実
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
が
、
境
野
と
鷲
尾
の
語
り
方
か
ら
読
み

取
れ
る
よ
う
に
、
浄
土
往
生
の
「
信
仰
」
が
「
実
際
的
」
あ
る
い
は
「
世

俗
的
」
な
傾
向
を
有
す
る
も
の
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。（
本
発
表
は
、
令
和
二
年
度
文
部
科

学
省
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。）

親
鸞
に
お
け
る
臨
終
来
迎
の
リ
ア
リ
テ
ィ 

│
│ 

作
用
性
と
蓋
然
性
の
観
点
か
ら 
│
│

千
賀
　
貴
信

　

鎌
倉
時
代
を
生
き
た
親
鸞
は
、
臨
終
来
迎
が
希
求
さ
れ
た
時
代
に
あ
っ

て
、「
来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
」
と
説
示
す
る
。
ま
た
一
方
で
、
祖
師
方

の
臨
終
の
奇
瑞
を
和
讃
に
し
て
讃
詠
す
る
。
親
鸞
の
な
か
で
、
臨
終
来
迎

は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は

親
鸞
に
お
け
る
臨
終
来
迎
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
言
う

臨
終
来
迎
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
臨
終
来
迎
と
い
う
現
象
の
「
蓋
然
性
」

と
、
臨
終
来
迎
に
纏
わ
る
教
説
の
「
作
用
性
」
の
総
和
と
し
て
用
い
る
。

臨
終
来
迎
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
有
す
る
と
は
、
現
象
の
「
蓋
然
性
」
が
見
込

ま
れ
、
教
説
が
現
在
に
「
作
用
性
」
を
発
揮
す
る
（
第
十
九
願
を
例
に
と

れ
ば
「
修
諸
功
徳
」
を
要
請
す
る
）
事
態
と
考
え
る
。

　

臨
終
来
迎
を
誓
う
第
十
九
願
を
方
便
の
願
と
位
置
づ
け
、「
来
迎
た
の
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近
代
日
本
に
お
け
る
合
掌
観
の
変
遷

武
井
　
謙
悟

　

胸
の
前
で
手
を
合
わ
せ
る
動
作
で
あ
る
「
合
掌
」
は
、
①
仏
と
し
て
・

仏
に
対
し
て
（
名
号
、
仏
像
、
僧
侶
、
死
者
）、
②
礼
と
し
て
（
謝
罪
、

感
謝
、
挨
拶
）、
③
食
事
に
対
し
て
（
食
前
、
食
後
）
と
い
う
主
に
三
つ

の
場
面
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
発
表
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
合
掌
に
関

す
る
言
説
、
雑
誌
・
新
聞
記
事
を
事
例
と
し
て
、
多
様
な
合
掌
の
意
味
合

い
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

先
行
研
究
と
し
て
、『
合
掌
の
研
究
』（
顕
真
学
苑
出
版
部
、
一
九
三
三

年
）
を
は
じ
め
、
合
掌
に
関
す
る
著
作
を
数
多
く
刊
行
し
た
渋
川
敬
応

（
一
八
九
七
―
？
）、
臨
済
宗
大
学
教
授
伊
藤
古
鑑
（
一
八
九
〇
―
一
九
七

二
）
が
、
講
演
録
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
『
合
掌
の
仕
方
と
念
珠
の
お

話
』（
森
江
書
店
、
一
九
三
三
年
）、
合
掌
の
身
体
性
に
言
及
し
た
山
折
哲

雄
（
一
九
三
一
―
）
の
『
坐
の
文
化
論
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八

四
年
）
を
挙
げ
、
経
典
に
見
ら
れ
る
記
述
、
図
像
、
印
契
、
身
体
性
に
関

す
る
考
察
が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
合
掌
研
究
を
位
置
付
け
、
合
掌
観

の
変
遷
を
検
討
す
る
試
み
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
「
明
治
の
仏
教
者
と
合
掌
」
と
し
て
『
通
俗
仏
教
新

聞
』
主
筆
、
曹
洞
宗
出
身
の
高
田
道
見
（
一
八
五
八
―
一
九
二
三
）、
哲

学
館
を
創
設
し
た
浄
土
真
宗
大
谷
派
出
身
の
井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一

九
一
九
）、
増
上
寺
の
法
主
を
務
め
た
浄
土
宗
道
重
信
教
（
一
八
五
六
―

一
九
三
四
）
の
合
掌
観
を
挙
げ
た
。
彼
ら
は
合
掌
を
、
恭
敬
の
至
極
、
仏

教
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
の
指
標
、
尊
敬
の
念
、
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

「
仏
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

次
に
「
雑
誌
と
合
掌
」
と
し
て
、
国
柱
会
の
田
中
智
学
（
一
八
六
一
―

さ
れ
な
い
精
神
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
『
一
念

多
念
文
意
』
の
「
恒
願
一
切
臨
終
時　

勝
縁
勝
境
悉
現
前
」
に
対
す
る
註

釈
態
度
に
尋
ね
た
い
。
こ
の
偈
文
は
臨
終
時
の
来
迎
や
奇
瑞
を
願
う
願
文

と
い
え
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
「
一
切
臨
終
時
」
を
「
…
い
の
ち
お
わ
ら

ん
と
き
ま
で
」
と
解
説
し
、
臨
終
の
一
点
に
限
定
し
て
理
解
し
な
い
。
こ

の
註
釈
に
よ
っ
て
、
続
く
「
勝
縁
勝
境
悉
現
前
」
が
あ
ら
わ
す
光
景
も
ま

た
変
容
を
蒙
る
だ
ろ
う
。
親
鸞
は
「
勝
縁
勝
境
」
を
「
仏
」「
光
」「
香
」

「
善
知
識
の
す
す
め
」
と
例
示
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
ど
れ
も
弥

陀
の
化
身
で
あ
る
法
然
を
連
想
さ
せ
る
。「
香
」
に
つ
い
て
も
、『
尊
号
真

像
銘
文
』（
広
本
）「
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
」
に
は
「
香
」
に
纏
わ
る
表
現

が
散
見
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
要
素
は
四
番
目
の
「
善
知
識
の
す

す
め
」
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
偈
文
は
師
法
然
の
「
す
す
め
」

に
回
帰
す
る
文
と
し
て
受
け
取
り
直
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
臨
終
来
迎
を
願
う
「
恒
願
一
切
臨
終
時　

勝
縁
勝
境
悉
現
前
」
は
、

親
鸞
に
お
い
て
は
、「
い
の
ち
お
わ
ら
ん
と
き
ま
で
」、「
よ
き
ひ
と
の
お

お
せ
を
か
ぶ
」
る
位
置
に
立
ち
帰
る
こ
と
を
促
す
願
文
と
し
て
聞
き
取
ら

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

親
鸞
に
と
っ
て
、
弥
陀
の
化
身
と
仰
ぐ
法
然
と
の
邂
逅
そ
の
こ
と
が
、

正
に
「
来
迎
」
と
言
い
得
る
事
態
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た

め
、
臨
終
に
限
定
さ
れ
る
来
迎
へ
の
関
心
の
低
さ
が
生
じ
、
臨
終
来
迎
に

対
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
希
薄
さ
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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る
と
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
多
く
が
仏
教
国
で
あ
り
、
仏
教
徒
の
象
徴
た
る

合
掌
に
よ
っ
て
、
堅
く
心
と
心
を
結
び
つ
け
る
様
努
力
す
る
こ
と
が
賢

明
、
と
主
張
し
た
り
、
胎
内
か
ら
合
掌
を
し
て
い
る
と
言
及
し
、
頑
丈
な

子
を
生
む
た
め
、
妊
婦
へ
の
合
掌
を
奨
励
し
た
り
し
て
、
食
事
の
機
会
以

外
で
も
合
掌
を
推
奨
し
た
。

　

以
上
、
近
代
に
お
け
る
合
掌
観
の
変
遷
を
辿
り
、
現
代
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
の
食
事
風
景
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
に
形
成
さ
れ
た
食
前
食
後

の
合
掌
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
課
題
と
し
て
食
事
前
の

「
い
た
だ
き
ま
す
」
等
の
発
話
と
の
関
係
を
挙
げ
た
。
発
表
後
に
は
、
近

世
・
学
校
教
育
・
他
宗
教
の
影
響
に
関
す
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
新
た
な

視
座
が
得
ら
れ
た
。

阿
弥
陀
仏
と
の
宿
縁
を
め
ぐ
る
解
釈
の
展
開 

│
│ 『
往
生
拾
因
』
を
起
点
に 

│
│

松
尾
　
善
匠

　

浄
土
教
文
献
に
お
い
て
、
娑
婆
や
そ
こ
に
住
ま
う
衆
生
と
、
阿
弥
陀
仏

や
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
と
は
、
過
去
世
に
お
い
て
の
縁
（
宿
縁
・
因

縁
）
が
あ
る
と
す
る
言
説
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
浄
土
教
以

来
、
こ
の
よ
う
な
縁
の
存
在
を
め
ぐ
っ
て
、
浄
土
教
家
に
よ
っ
て
様
々
に

言
及
や
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、
平
安
期
の
浄
土
教
に
お

い
て
、
こ
の
言
説
が
ど
の
よ
う
に
受
容
、
展
開
さ
れ
、
後
世
に
伝
わ
っ
た

か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

中
国
浄
土
教
に
お
け
る
代
表
的
な
言
説
と
し
て
、
道
綽
（
五
六
二
―
六

四
五
）『
安
楽
集
』、
伝
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）『
浄
土
十
疑
論
』
に

示
さ
れ
る
二
つ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
安
楽
集
』
は
、
阿
弥

一
九
三
九
）
が
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
創
刊
の
雑
誌
『
毒
鼓
』
の
刊

行
を
記
念
し
て
行
っ
た
講
演
の
記
録
『
毒
鼓
論
』（
天
業
民
報
社
、
一
九

二
二
年
）
の
記
述
か
ら
、『
法
華
経
』
に
登
場
す
る
常
不
軽
菩
薩
に
な
ら

い
、
天
皇
陛
下
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
、
友
人
、
三
界
万
霊
へ
も
合
掌
す

る
よ
う
主
張
し
て
い
た
こ
と
、『
毒
鼓
』
の
表
紙
が
、
合
掌
の
形
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
他
方
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
一
月
創
刊
の

『
無
尽
灯
』
が
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
『
合
掌
』
へ
改
題
、
一
九

二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
〇
月
に
臨
済
宗
国
泰
寺
派
勝
平
大
喜
（
一
八
八

七
―
一
九
四
四
）
を
主
筆
と
す
る
『
東
亜
の
合
掌
』、
一
九
三
四
（
昭
和

九
）
年
七
月
に
智
山
青
年
会
本
部
よ
り
『
合
掌
』
が
創
刊
す
る
な
ど
、

「
合
掌
ブ
ー
ム
」
が
起
こ
っ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
行
は
、「
食
事
と
合
掌
」
の
関
係
も
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
千
代
田
女
学
院
校
長
泉
道
雄
（
？
―
一
九
四
二
）
は
、
食
前

の
合
掌
念
仏
を
推
奨
し
た
（「
食
前
の
合
掌
念
仏
」『
信
仰
界
』
四
五
巻
四

月
号
、
一
九
二
六
年
）。
他
方
、
高
島
米
峰
（
一
八
七
五
―
一
九
四
九
）

も
、
仏
教
徒
の
統
一
的
な
作
法
と
し
て
、
食
前
食
後
の
合
掌
を
提
議
し

（「
食
事
法
を
合
掌
に
統
一
せ
よ
」『
米
峰
曰
わ
く
』
丙
午
出
版
、
一
九
三

〇
年
）、
宇
野
円
空
（
一
八
八
五
―
一
九
四
九
）
も
評
価
し
て
い
る
。
泉

と
高
島
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
比
で
、
日
常
の
食
事
作
法
と
し
て

の
合
掌
が
提
案
さ
れ
、
全
仏
教
徒
に
共
通
、
誰
で
も
で
き
る
、
敬
虔
な
動

作
が
「
合
掌
」
と
さ
れ
た
。

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
創
刊
の
『
大
法
輪
』
は
、
食
前
食
後
の
合
掌

を
盛
ん
に
推
進
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
活
に
合
掌
を
取
り
入
れ

た
静
岡
県
三
坂
村
、
愛
知
県
小
鈴
谷
村
の
記
事
、
食
前
食
後
の
合
掌
を
イ

ラ
ス
ト
付
で
紹
介
し
て
い
た
。
真
珠
湾
攻
撃
以
降
、
決
戦
態
勢
へ
突
入
す
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し
珍
海
は
、
阿
弥
陀
仏
像
の
日
本
伝
来
な
ど
の
観
点
か
ら
、
娑
婆
や
日
本

に
お
け
る
種
々
の
「
事
縁
」
を
示
し
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
は
、
そ
こ
に
お
い

て
修
行
し
往
生
す
る
こ
と
の
た
や
す
い
、「
出
離
に
順
」
ず
る
処
で
あ
る

と
説
く
。
阿
弥
陀
仏
と
の
「
因
縁
」
は
、
種
々
の
事
縁
の
一
つ
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
る
。
珍
海
の
説
は
、
事
縁
と
い
う
観
点
か
ら
、
永
観
と
は
異

な
る
形
で
縁
を
め
ぐ
る
言
説
を
受
容
し
、
展
開
し
た
例
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
『
浄
土
十
疑
論
』
や
『
往
生
要
集
』
な
ど
は
、
十
方
浄
土
に
対
す
る
西

方
浄
土
の
意
義
を
示
す
文
脈
で
宿
縁
に
言
及
す
る
の
に
対
し
、
永
観
や
珍

海
は
、
必
ず
往
生
で
き
る
こ
と
を
説
く
中
で
宿
縁
に
つ
い
て
論
じ
る
。
宿

縁
を
め
ぐ
る
解
釈
が
展
開
し
た
背
景
に
は
、
行
者
に
決
定
往
生
を
認
識
さ

せ
よ
う
と
す
る
永
観
ら
の
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

法
然
以
後
の
鎌
倉
浄
土
教
で
は
、
宿
縁
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
大

き
な
展
開
は
な
く
、
主
に
先
行
す
る
説
が
受
容
さ
れ
て
い
く
。
法
然
（
一

一
三
三
―
一
二
一
二
）『
逆
修
説
法
』
の
異
本
で
あ
る
『
無
縁
集
』
や
、

良
遍
（
一
一
九
四
―
一
二
五
二
）『
念
仏
往
生
決
心
記
』
な
ど
に
お
い
て

は
、
阿
弥
陀
仏
と
娑
婆
の
衆
生
と
が
、
過
去
世
に
お
い
て
具
体
的
な
関
係

を
結
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
永
観
の
説
の
影

響
を
窺
え
る
。
実
際
に
、
伝
覚
鑁
（
一
〇
九
五
―
一
一
四
四
）『
孝
養
集
』

や
、
聖
聡
（
一
三
六
六
―
一
四
四
〇
）『
大
経
直
談
要
註
記
』
な
ど
に
お

い
て
は
、
明
確
に
『
往
生
拾
因
』
の
説
が
引
用
さ
れ
る
。
宿
縁
の
深
さ
を

示
す
永
観
の
説
は
、
後
世
の
浄
土
教
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
享
受
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

陀
仏
と
二
菩
薩
が
、
過
去
に
娑
婆
世
界
に
お
い
て
発
心
し
た
た
め
、
娑
婆

の
衆
生
と
阿
弥
陀
仏
に
は
「
縁
」
が
あ
る
と
説
く
。『
浄
土
十
疑
論
』
に

お
い
て
は
、
末
世
に
こ
の
経
が
世
に
と
ど
ま
る
と
す
る
『
無
量
寿
経
』
の

記
述
か
ら
、
娑
婆
世
界
の
「
極
悪
衆
生
」
と
阿
弥
陀
仏
に
は
「
因
縁
」
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

　

日
本
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
ま
ず
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
が
、

『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
、『
安
楽
集
』『
浄
土
十
疑
論
』
な
ど
の
中
国
浄

土
教
の
諸
説
を
受
容
し
、
統
合
し
て
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
往
生

要
集
』
や
、
そ
の
後
の
源
信
『
阿
弥
陀
経
略
記
』（
一
〇
一
四
）、
ま
た
覚

超
（
九
六
〇
―
一
〇
三
四
）『
往
生
極
楽
問
答
』
な
ど
の
平
安
期
の
浄
土

教
文
献
は
、
主
に
中
国
浄
土
教
の
説
を
受
容
す
る
の
み
で
あ
り
、
自
説
を

加
え
る
な
ど
は
な
さ
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
摂
関
期
の
永
観
（
一
〇
三
三
―
一
一
一
一
）『
往
生
拾

因
』
に
お
い
て
は
、「
宿
縁
」
を
め
ぐ
る
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
永

観
は
、「
縁
」
や
「
因
縁
」
を
説
く
『
安
楽
集
』『
十
疑
論
』
な
ど
の
説
を
、

「
宿
縁
深
厚
」
を
示
す
も
の
と
し
て
ま
と
め
、
さ
ら
に
『
観
無
量
寿
経
』

『
悲
華
経
』『
陀
羅
尼
集
経
』『
須
弥
四
域
経
』
な
ど
の
種
々
の
経
文
を
、

宿
縁
の
深
さ
を
示
す
根
拠
と
し
て
独
自
に
追
加
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
単
に
阿
弥
陀
仏
と
娑
婆
世
界
の
衆
生
に
は
宿
縁
が
あ
る
と
す
る
だ

け
で
な
く
、
両
者
が
過
去
世
か
ら
こ
れ
ま
で
、
父
母
や
男
女
な
ど
の
関
係

を
結
ん
で
き
た
こ
と
も
強
調
さ
れ
る
。
永
観
は
、
こ
の
よ
う
な
、
阿
弥
陀

仏
と
衆
生
と
の
過
去
世
に
お
け
る
具
体
的
な
関
係
性
に
も
注
目
す
る
こ
と

で
、
両
者
の
宿
縁
が
「
深
厚
」
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

　

永
観
以
後
、
院
政
期
の
珍
海
（
一
〇
九
一
―
一
一
五
二
）
は
、
阿
弥
陀

仏
と
の
縁
に
関
し
て
、
特
に
先
行
説
を
展
開
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
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年
の
寺
院
明
細
帳
に
は
特
に
記
載
が
な
く
、
本
殿
付
近
に
は
明
治
三
十
年

以
降
の
年
紀
の
あ
る
石
造
物
が
多
く
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
明
治
三
十
年
頃

に
信
者
が
急
増
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
人
々
は
「
武
運
長
久
」（
=

戦
場
か
ら
生
還
）
を
願
い
孫
太
郎
尊
に
千
人
針
を
奉
納
し
た
。
高
勝
寺
で

は
戦
死
者
供
養
の
記
憶
の
方
が
鮮
明
で
、
戦
死
除
け
祈
願
は
忘
却
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
岩
船
山
の
天
狗
が
戦
死
除
け
の
流
行
神
と
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

隣
の
佐
野
市
に
も
佐
野
城
鎮
守
と
さ
れ
る
「
孫
太
郎
」
稲
荷
が
あ
り
、

利
益
は
延
命
病
気
直
し
で
あ
る
。
こ
の
「
孫
太
郎
」
は
伝
説
的
な
武
将
藤

原
秀
郷
の
子
孫
で
怪
力
無
双
の
藤
原
「
孫
太
郎
」
家
綱
で
あ
る
。
中
世
以

来
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
佐
野
氏
は
藤
原
孫
太
郎
子
孫
（
=
秀
郷
の
子

孫
）
と
い
う
由
緒
を
誇
っ
た
。
佐
野
氏
居
城
の
唐
沢
山
に
は
「
竜
宮
か
ら

拝
領
の
秀
郷
の
鎧
」
が
神
宝
と
し
て
祀
ら
れ
、「
ひ
ら
い
し
」
権
現
と
呼

ば
れ
た
。
ひ
ら
い
し
は
何
時
か
ら
か
避
来
矢
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
岩
船
山
の
銅
版
画
に
も
唐
沢
山
が
描
き
込
ま
れ
、
両
者
の
関
連
を
暗

示
す
る
。
岩
田
氏
は
「
天
狗
は
災
厄
を
も
た
ら
し
除
去
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
の
で
「
戦
死
」
と
い
う
最
大
の
災
厄
を
除
去
す

る
こ
と
が
可
能
」
で
あ
り
「
天
狗
は
山
の
神
=
安
産
の
神
=
出
産
に
立
ち

会
い
運
命
を
予
言
す
る
カ
ミ
=
生
と
死
の
境
界
の
カ
ミ
、
運
命
を
司
る
カ

ミ
な
の
で
、
戦
死
除
け
を
可
能
に
す
る
」
と
述
べ
る
。
避
来
矢
=
弾
除
け

が
連
想
さ
れ
る
中
、
唐
沢
山
の
避
来
矢
権
現
は
別
格
官
幣
社
と
な
り
庶
民

信
仰
の
場
に
な
り
に
く
く
、
佐
野
の
街
中
の
孫
太
郎
稲
荷
よ
り
も
岩
船
山

上
の
孫
太
郎
尊
に
弾
除
け
信
仰
が
集
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

藤
原
孫
太
郎
説
以
外
に
も
赤
鬼
の
如
き
猛
者
「
松
田
孫
太
郎
康
郷
」
由

来
説
も
あ
る
。
中
世
こ
の
一
帯
は
吒
枳
尼
天
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、

近
代
の
岩
船
山
の
天
狗
と
戦
争

林
　
　
京
子

　

栃
木
県
栃
木
市
の
岩
船
山
は
彼
岸
の
卒
塔
婆
供
養
で
有
名
な
死
者
供
養

霊
場
で
あ
る
が
、
天
狗
信
仰
も
存
在
す
る
。
既
に
十
六
世
紀
に
は
こ
の
山

に
天
狗
が
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
天
狗
は
蓮
華
院
高
勝
寺
（
天
台

宗
）
本
堂
な
ど
が
所
在
す
る
平
地
部
分
で
は
な
く
、
頂
上
部
に
祀
ら
れ

「
狗
賓
剛
」、「
孫
太
郎
（
良
）
尊
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
岩
舟
石
の
採
掘

の
為
に
付
近
は
か
な
り
崩
落
し
、
孫
太
郎
尊
の
本
殿
も
採
掘
の
発
破
の
振

動
で
倒
壊
し
て
石
の
小
祠
が
あ
る
の
み
で
、
中
の
尊
像
な
ど
は
中
腹
の
拝

殿
に
遷
さ
れ
て
い
る
。
天
狗
が
戦
時
下
の
流
行
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
例

に
つ
い
て
は
岩
田
重
則
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
の
「
孫
太
郎
尊
」
も
日

露
戦
争
頃
か
ら
戦
死
除
け
の
流
行
神
と
し
て
近
隣
の
信
仰
を
集
め
た
。

　

高
勝
寺
に
は
孫
太
郎
に
つ
い
て
の
古
文
書
は
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は

「
孫
太
郎
尊
」
は
『
中
山
道
例
幣
使
道
分
間
延
絵
図
』（
一
八
〇
六
）
が
記

載
の
初
見
で
、
そ
の
後
近
世
末
の
岩
船
山
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

近
世
は
当
山
派
の
山
伏
が
孫
太
郎
尊
の
別
当
と
し
て
豊
作
や
火
伏
、
病
気

直
し
な
ど
の
祈
願
を
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
明
治
に
な
り
修
験
道
禁
止

令
で
彼
ら
が
下
山
し
た
後
は
、
高
勝
寺
住
職
が
天
狗
信
者
の
講
で
あ
る

「
元
旦
講
」
を
引
き
継
い
だ
。
現
在
も
高
勝
寺
で
は
「
孫
太
郎
尊
」
の
絵

入
り
の
お
札
（
複
写
）
を
頒
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
元
の
版
木
は
所
在
不

明
で
近
世
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
三
年
に
作
成
さ
れ
た
高
勝
寺
の
銅
版
画
に
も
現
在
の
孫
太
郎

尊
と
同
じ
場
所
に
「
天
狗
堂
」
と
「
ガ
ク
堂
」、
参
詣
者
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
高
勝
寺
の
明
治
三
十
六
年
の
寺
院
明
細
帳
に
は
孫
太
郎
尊
本
殿

の
他
に
間
口
の
よ
り
広
い
拝
殿
と
供
務
所
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
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点
か
ら
近
代
仏
教
研
究
へ
の
貢
献
を
目
論
む
も
の
で
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
受
持
仏
堂
の
根
拠
と
し
て
、
明
治
九
年
十
二
月
十
五
日
付
の
二

つ
の
教
部
省
布
達
を
取
り
上
げ
、
僧
侶
に
よ
る
受
持
と
い
う
あ
り
方
が
、

近
世
以
来
信
者
を
有
し
て
き
た
管
理
者
の
い
な
い
神
祠
仏
堂
や
私
邸
内
仏

堂
の
存
続
の
手
段
と
し
て
、
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま

た
、
そ
の
地
位
と
し
て
、
住
職
を
置
か
ず
、
仏
像
を
安
置
し
て
衆
庶
の
参

拝
を
集
め
る
施
設
で
あ
り
、
寺
院
同
様
の
法
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
が
ら

も
、
宗
派
の
管
理
下
に
置
か
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
愛
知
県
の
行
政
文
書
を
用
い
て
、
四
門
庵
の
受
持
仏
堂
化
過
程

を
論
じ
た
。
四
門
庵
は
俗
人
横
井
恵
孝
が
私
邸
を
拠
点
に
開
創
し
た
施
設

で
あ
る
。
明
治
十
三
年
に
菴
号
公
称
を
出
願
し
た
が
、
明
治
十
五
年
に
免

許
獲
得
の
指
令
を
受
け
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
知
多
郡
大
高
村
長
寿
寺

住
職
加
藤
楚
寛
を
受
持
と
す
る
仏
堂
と
な
る
。
受
持
仏
堂
化
し
た
後
も
、

横
井
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
看
守
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
伝
承

に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
檀
那
ま
わ
り
と
こ
の
仏
堂
が
所
有
し
て
い
た
金
無
垢

の
仏
像
へ
の
参
拝
を
活
動
の
中
核
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
明
治
二
十
二
年

頃
に
は
、
横
井
は
臨
済
宗
の
尼
籍
を
と
り
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
管
長
の
名

を
も
っ
て
四
門
庵
の
住
職
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
済
宗
永
源

寺
派
下
で
も
、
受
持
仏
堂
が
俗
人
宗
教
者
の
活
動
を
追
認
す
る
機
能
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

四
門
庵
が
本
堂
の
改
築
の
た
め
、
改
造
届
を
愛
知
県
に
提
出
し
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
、
本
来
は
住
職
が
置
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
受
持
仏

堂
に
住
職
を
名
乗
る
も
の
が
い
る
こ
と
が
問
題
化
す
る
。
愛
知
県
は
こ
の

件
に
つ
い
て
、
内
務
省
社
寺
局
と
臨
済
宗
永
源
寺
派
に
照
会
を
し
て
い

る
。
内
務
省
社
寺
局
の
回
答
は
、「
住
職
は
、
寺
院
に
限
り
設
置
で
き
る
。

近
世
初
め
に
は
そ
れ
が
摩
多
羅
神
と
習
合
し
、
そ
の
後
稲
荷
と
名
称
を
変

え
た
。
天
狗
と
同
一
視
さ
れ
た
と
も
い
う
。
高
勝
寺
は
東
照
宮
と
の
関
連

で
近
世
に
再
興
さ
れ
た
寺
院
な
の
で
「
孫
太
良
」
と
は
元
々
山
王
一
実
神

道
に
拠
っ
て
祀
ら
れ
た
摩
多
羅
神
で
、
後
に
天
狗
と
習
合
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
人
々
の
切
実
な
願
い
に
、
避
来
矢
と
い
う
言
葉
の
呪
力
、
鬼
の
如
き

怪
力
の
猛
者
、
障
礙
神
な
ど
が
合
体
習
合
し
て
天
狗
の
孫
太
郎
尊
と
な
っ

て
応
え
た
と
も
言
え
よ
う
。
岩
田
氏
は
「
戦
時
下
、
ふ
つ
う
の
人
々
が
願

っ
た
の
は
祖
霊
に
な
る
と
い
う
信
仰
で
は
な
く
生
へ
の
執
着
と
安
定
で
あ

る
」
と
指
摘
す
る
が
、
戦
死
除
け
祈
願
と
戦
死
者
供
養
が
両
立
し
、
現
在

も
孫
太
郎
尊
が
子
授
け
祈
願
に
関
与
す
る
の
も
岩
船
山
の
特
異
な
コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

明
治
十
五
年
前
後
の
仏
堂
と
民
間
宗
教
者

石
原
　
　
和

　

本
報
告
で
は
、
明
治
前
半
期
の
仏
堂
、
特
に
「
受
持
仏
堂
」
の
成
立
お

よ
び
そ
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
事
例
を
提
示
し
、
近
世
近
代
移
行
期
の
宗

教
行
政
と
現
場
の
ズ
レ
を
明
ら
か
に
し
た
。
報
告
者
は
以
前
、
民
衆
宗
教

如
来
教
が
曹
洞
宗
下
の
寺
院
の
受
持
仏
堂
と
な
る
こ
と
で
、
明
治
以
降
も

公
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
だ
が
、
こ
の
受
持

仏
堂
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
・
地
位
で
あ
っ
た
か
ほ
と
ん
ど
わ

か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
愛
知
県
愛
知
郡
八
幡
村
四
門

庵
の
事
例
か
ら
、
受
持
仏
堂
の
あ
り
方
や
そ
の
取
扱
を
巡
る
行
政
と
教
団

の
認
識
を
検
討
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
近
世
以
来
の
宗
教
者
が
近
代
を
ど

う
生
き
延
び
た
／
生
き
延
び
よ
う
と
し
た
の
か
を
解
明
す
る
だ
け
で
な

く
、
新
宗
教
研
究
と
仏
教
研
究
の
接
続
と
、
制
度
的
な
近
代
化
と
い
う
観
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寺
院
明
細
帳
に
掲
載
さ
れ
た
寺
院
の
他
に
は
住
職
は
設
置
で
き
な
い
」
と

い
う
も
の
で
、
明
治
十
四
年
十
月
十
四
日
内
務
省
達
乙
五
十
号
に
基
づ
く

理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
寺
院
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
な
い
と
い

う
仏
堂
の
地
位
が
伺
え
る
。
一
方
で
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
は
、「
宗
制
に

お
い
て
、
寺
号
院
号
庵
号
が
あ
る
も
の
に
は
す
べ
て
に
、
堂
名
の
も
の
に

は
寺
院
の
資
格
が
あ
る
も
の
に
限
り
住
職
を
置
い
て
い
る
」
と
回
答
し
て

お
り
、
行
政
の
想
定
と
は
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
愛
知
県
に
よ
る
明

文
化
さ
れ
た
宗
制
の
提
出
要
求
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
近
世
の
緩
や

か
な
管
理
か
ら
続
く
宗
派
内
の
慣
行
・
慣
習
で
あ
っ
た
側
面
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
以
下
の
こ
と
を
解
明
し
た
。
近
代
初
期
の
臨
済
宗
下
で
も
受

持
仏
堂
は
、
俗
人
宗
教
者
の
活
動
公
認
に
機
能
し
た
こ
と
。
そ
の
地
位

は
、
内
務
省
社
寺
局
で
は
住
職
を
置
け
な
い
も
の
と
し
て
い
た
が
、
臨
済

宗
は
住
職
を
置
い
て
お
り
、
近
代
宗
教
法
制
の
原
則
と
教
団
の
慣
習
的
な

（
近
世
的
な
）
あ
り
方
に
ズ
レ
が
あ
っ
た
こ
と
。
民
間
宗
教
者
は
、
こ
の

ズ
レ
の
合
間
に
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
こ
と
。
以
上
の
点
か
ら
、
明
治
期

に
は
制
度
的
な
「
近
代
化
」
が
、
教
団
・
宗
教
者
を
取
り
巻
く
領
域
で
は

近
世
的
な
あ
り
方
が
残
存
し
て
い
た
た
め
に
、
一
筋
縄
に
い
か
な
い
側
面

も
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
近
代
的
制
度
（
=
行
政
）
と
近
世
的
慣
習
を

生
き
る
人
々
（
=
信
仰
生
活
）
の
ズ
レ
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
啓
蒙
家
・

知
識
人
・
教
団
研
究
に
見
え
な
い
宗
教
の
近
代
化
を
明
ら
か
に
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。
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現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
古
典
文
学
の
検
閲
に
み
る 

イ
ス
ラ
ム
と
文
学
の
関
係

村
山
木
乃
実

　

本
発
表
は
、
現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
の
位
置
付
け
や

解
釈
の
多
様
性
の
一
端
を
提
示
し
、
現
代
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ム
と
文
学
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
イ
ラ
ン
共
和
国

体
制
が
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
、
何
に
対

し
て
検
閲
を
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
は
、
西
暦
九
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
、
近
世
ペ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
詩
で
あ
る
。
重
要
で
あ
る
の

は
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
に
は
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
文
化
や
神
秘
主
義
と
い
っ

た
、
シ
ー
ア
派
十
二
イ
マ
ー
ム
派
だ
け
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
世
界
観
が

あ
る
こ
と
と
、
そ
の
よ
う
な
世
界
観
は
人
々
の
間
で
今
も
な
お
共
有
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
に
対
し
て
イ
ラ
ン
政
権
は
、
二
〇
一
一

年
に
検
閲
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
は
イ
ラ
ン
国

内
外
で
注
目
を
集
め
た
が
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
を
め
ぐ
る
検
閲
研
究
は
限

ら
れ
て
き
た
。
特
に
先
行
研
究
で
は
、
イ
ラ
ン
共
和
国
体
制
が
ホ
メ
イ
ニ

ー
の
「
法
学
者
の
統
治
」
論
に
基
づ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
閲

の
シ
ー
ア
派
法
学
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
点
が
欠
け
て
い

た
。
本
発
表
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
上
の
課
題
解
決
に
も
取

り
組
む
こ
と
を
視
野
に
入
れ
進
め
ら
れ
た
。

　

発
表
で
は
、
ま
ず
イ
ラ
ン
に
お
け
る
検
閲
の
状
況
に
触
れ
た
。
イ
ラ
ン

で
は
、「
文
化
革
命
最
高
評
議
会
」
と
い
う
最
高
指
導
者
の
委
任
に
よ
り
、

文
化
に
関
連
す
る
事
柄
を
制
定
す
る
権
限
を
持
つ
法
的
機
関
で
政
策
が
決

定
さ
れ
る
。「
文
化
革
命
最
高
評
議
会
」
で
可
決
さ
れ
た
規
則
に
基
づ
き
、

「
文
化
・
イ
ス
ラ
ム
指
導
省
」
が
検
閲
を
行
っ
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
の
検
閲
は
、
シ
ー
ア
派
十
二
イ
マ
ー
ム
派
法
学
に
基
づ
い
て
い

る
。
昨
年
「
文
化
・
イ
ス
ラ
ム
指
導
省
」
が
出
版
し
た
書
籍
『
法
学
と
文

化
検
閲
』
の
第
二
章
「
検
閲
の
法
学
の
基
礎
」
で
は
、
イ
ラ
ン
共
和
国
体

制
が
イ
ス
ラ
ム
体
制
で
あ
る
限
り
、
検
閲
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
イ
ス
ラ
ム
古
典
法
学
の
理
論
の
一
つ
で
あ
り
、
ホ

メ
イ
ニ
ー
が
解
釈
を
革
新
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
「
善
の
命
令
と
悪
の

阻
止
」
も
、
検
閲
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
点
を
本
発
表
で
は
指
摘
し
た
。

　
「
文
化
革
命
最
高
評
議
会
」
で
可
決
さ
れ
た
検
閲
の
規
則
は
、
先
に
確

認
し
た
イ
ラ
ン
共
和
国
体
制
に
よ
る
シ
ー
ア
派
十
二
イ
マ
ー
ム
派
法
学
が

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
則
に
基
づ
き
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
に

も
検
閲
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ス
ラ
ム
の
価
値
を
揺
る
が

す
も
の
や
、
性
的
な
描
写
を
含
む
内
容
に
対
し
て
厳
し
い
制
限
が
か
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
発
表
で
は
事
例
を
通
し
て
示
し
た
。

　

ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
の
検
閲
状
況
か
ら
分
か
る
の
は
、
イ
ラ
ン
共
和
国
体

制
と
し
て
は
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
そ
の
も
の
全
て
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
権
に
よ
る
そ
の
許
容

範
囲
は
明
確
で
は
な
い
。
検
閲
が
ど
こ
ま
で
介
入
す
る
の
か
は
政
権
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
検
閲
の
基
準
も
ま
た
不
明
瞭
の
ま

ま
で
あ
る
。
今
後
も
変
化
す
る
可
能
性
を
孕
む
現
在
の
イ
ラ
ン
の
検
閲
に

よ
っ
て
、
ペ
ル
シ
ア
古
典
詩
に
は
曖
昧
な
条
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
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い
環
境
で
意
思
決
定
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

は
、
人
間
が
気
分
に
左
右
さ
れ
る
危
う
く
弱
い
存
在
で
あ
る
か
ら
、
神
の

支
援
を
求
め
て
信
仰
を
全
う
せ
よ
と
説
く
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
こ
う
し
た
人

間
の
意
思
の
性
質
を
前
提
に
、
約
束
や
取
引
完
了
後
に
お
い
て
も
前
者
に

は
撤
回
権
、
後
者
に
は
解
除
権
の
法
的
権
利
を
付
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は

神
が
人
間
の
性
質
を
理
解
し
た
慈
悲
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
民
法
に
規
定

さ
れ
た
法
律
行
為
は
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム

法
の
基
本
概
念
で
あ
る
自
由
意
思
は
、
法
律
行
為
の
中
で
固
定
さ
れ
ず
、

変
化
し
続
け
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
婚
約
の
法
定
撤
回
権
、

取
引
履
行
後
の
法
定
解
除
権
な
ど
、
い
っ
た
ん
成
立
完
了
し
た
約
束
や
、

取
引
行
為
が
、
自
由
意
思
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
る
し
、
ま
た
解
除
さ
れ
る

こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
離
婚
は
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
結
婚
契
約
が
、

そ
の
後
、
終
了
さ
れ
る
法
律
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
法
的
関
係
が

生
じ
る
た
め
に
、
終
了
と
い
う
形
で
自
由
意
思
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
法
的
撤
回
権
や
、
法

定
解
除
権
の
付
与
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
間
の
自
由
意
思
の
性
質

が
、
絶
え
ず
変
化
し
、
移
ろ
い
や
す
く
、
固
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定

も
し
な
い
揺
れ
動
く
も
の
と
み
な
し
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。
現
代
の
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
家
族
法
の
第
１

条
、
あ
る
い
は
最
初
の
部
分
に
は
、
婚

約
撤
回
権
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
七
世
紀
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ

ー
ム
法
規
定
の
伝
統
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
婚
約
撤
回

権
、
あ
る
い
は
結
婚
の
約
束
を
撤
回
す
る
行
為
は
約
束
を
守
ら
ず
、
破
る

こ
と
に
な
り
、
倫
理
的
、
道
徳
的
非
難
の
対
象
と
な
る
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム

以
外
の
世
界
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
も
同
じ
で
あ
る
。
特
に
婚
約
の
撤

回
は
、
さ
れ
た
家
族
の
不
名
誉
と
な
り
、
ま
た
さ
れ
た
当
事
者
の
汚
名
と

婚
約
撤
回
権
に
み
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
自
由
意
思
に
つ
い
て

四
戸　

潤
弥

　

法
は
当
為
へ
帰
着
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
現
状
を
前
提
に
文
化
、
伝

統
、
風
俗
、
環
境
、
時
代
状
況
の
な
か
で
解
決
策
を
目
指
す
べ
き
な
の
か

と
い
う
問
題
は
、
法
の
構
造
を
決
定
す
る
一
つ
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
こ

と
は
、
時
代
の
発
展
と
と
も
に
、
法
が
現
状
を
前
提
と
し
て
、
当
為
に
帰

着
せ
ず
に
、
時
代
に
対
応
し
た
解
決
策
へ
と
向
か
っ
て
い
る
こ
と
で
明
ら

か
で
あ
る
。
法
を
規
範
と
す
る
当
為
へ
の
帰
着
は
、
紛
争
の
解
決
を
目
指

す
法
実
務
に
お
い
て
解
決
を
長
引
か
せ
、
特
に
民
事
紛
争
当
事
者
双
方
の

不
満
を
解
消
し
な
い
し
、
正
義
感
を
満
足
さ
せ
な
い
。
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
、
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
規
範
で
つ
く
ら
れ
た
特
定
時
代
の
刑
法
規
範

を
前
提
と
し
た
刑
事
裁
判
で
は
被
害
者
救
済
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
加
害
者
が
懲
罰
を
受
け
る
だ
け
で
は
被
害
者
遺
族
は
救
済
さ
れ
ず
、

被
害
者
遺
族
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
民
事
裁
判
を
争
わ
な
く
て
い
け
な
い

こ
と
だ
け
で
も
十
分
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
規
範
、

あ
る
い
は
法
規
定
が
前
提
と
す
る
法
行
為
者
は
合
理
的
判
断
を
行
う
理
性

的
存
在
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
か
ら
疑
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
当
為

の
法
規
範
が
民
事
裁
判
の
紛
争
当
事
者
、
刑
事
裁
判
の
加
害
者
と
被
害
者

が
合
理
的
判
断
を
行
う
理
性
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
最
初
か
ら
当
為
と
仮

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
法
規
範
と
現
実
の
紛
争
の
裁
判
審

理
の
間
の
乖
離
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
法
行
為
者
の
資
格

を
、
法
の
言
葉
を
理
解
す
る
者
と
し
て
お
り
、
理
性
や
公
徳
心
の
有
無
は

問
題
と
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
行
為
者
の
自
由
意
思
は
、
印
象
や
、

利
害
や
、
感
情
、
あ
る
い
は
欲
得
、
情
報
の
更
新
に
刺
激
さ
れ
、
未
来
を

予
測
で
き
な
い
不
安
の
中
で
絶
え
ず
揺
れ
動
く
か
ら
で
あ
る
。
強
制
の
な
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的
に
解
決
す
る
プ
ロ
セ
ス
、
又
は
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
害
を
修
復
す
る

司
法
の
こ
と
で
あ
る
。「
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
、
二
人
の
敵
が
一
緒
に
座
っ
て
、

兄
弟
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
場
所
」
で
あ
る
。

　

ギ
ャ
レ
ッ
ト
（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
、
非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
問
わ
ず
、
現
在
、
代
替
的
医
療
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

薬
物
乱
用
の
治
療
セ
ン
タ
ー
で
提
供
さ
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
補
完
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

る
機
会
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
治
癒
儀
礼
の
主
な
目
的
は
、「
自
分
と
の

関
係
を
見
つ
め
直
す
」
た
め
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
、
家
族
、
友

人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
関
係
、
自
然
環
境
、
宗
教
的
世
界
（
ワ
カ
ン

タ
ン
カ
＝
創
造
主
）
と
の
関
係
や
つ
な
が
り
を
尊
重
し
た
り
、
癒
し
た
り

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

西
欧
文
化
で
は
、
個
人
の
癒
し
や
変
容
は
、
孤
独
な
自
己
実
現
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
北
米
先
住
民
社
会
に
お
い
て

は
、
伝
統
的
に
、
そ
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
家
族
、
一
族
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
）
の
中
で
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
伴
っ
て
ス
ウ
ェ
ッ
ト
に
入
り
、
一
緒
に
汗
を

流
し
、
祈
り
、
歌
い
、
話
し
、
時
に
は
黙
っ
て
座
る
こ
と
で
、
個
人
と
グ

ル
ー
プ
の
調
和
と
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
る
。
バ
ラ
ン
ス
と
は
、
人
が
宇
宙
と

調
和
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
不
調
和
」
や
「
不
調
」

と
は
、
個
人
が
宇
宙
や
そ
の
神
聖
な
リ
ズ
ム
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
、
病
気
や
犯
罪
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
不
調
和
は
、
宇
宙
の
中
で

人
々
が
自
分
の
位
置
を
見
失
っ
た
と
き
に
生
じ
る
。

　

ゴ
ッ
セ
ー
ジ
ら
（
二
〇
〇
三
）
は
、
受
刑
者
を
対
象
に
、
三
年
間
に
わ

た
っ
て
ス
ウ
ェ
ッ
ト
の
効
果
を
調
査
し
た
。
参
加
者
は
一
八
歳
か
ら
六
四

な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
婚
約
撤
回
権
が
法
規
定
と
さ
れ
、
婚
約
期

間
中
に
変
化
し
た
自
由
意
思
を
変
化
前
の
自
由
意
思
で
固
定
し
て
、
強
制

す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
不
幸
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
可
能
な
限

り
、
将
来
の
伴
侶
が
自
分
に
と
っ
て
相
応
し
い
か
を
熟
考
す
る
機
会
を
付

与
す
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
集
め
、
将
来
へ
の
不
安
を
取
り
除

き
、
結
婚
へ
進
む
こ
と
で
、
自
由
意
思
の
合
意
だ
け
で
な
く
、
満
足
を
生

む
こ
と
に
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
人
間
の
性
質
規
定
の
言
は
奇
妙
で
あ

る
だ
ろ
う
が
、
人
間
の
自
由
意
思
の
性
質
に
対
応
し
た
法
規
定
が
よ
り
法

紛
争
数
を
少
な
く
す
る
し
、
自
由
意
思
と
、
満
足
と
の
調
和
を
保
障
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

北
米
先
住
民
儀
礼
と
修
復
的
司
法 

│
│ 

ス
ウ
ェ
ッ
ト
ロ
ッ
ジ
を
例
に
し
て 
│
│

谷
口　

智
子

　

北
米
や
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
の
間
で
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ッ

ト
ロ
ッ
ジ
（
発
汗
の
儀
式
と
そ
の
小
屋
。
以
下
ス
ウ
ェ
ッ
ト
）
は
、
今
日

の
心
理
的
な
手
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
セ
ラ
ピ
ー
に
似
て
い
る
。
本
発
表
で

は
、
先
行
研
究
や
筆
者
の
経
験
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
セ
ラ
ピ
ー
や
ヒ
ー
リ
ン

グ
と
し
て
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
体
験
に
焦
点
を
当
て
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
が
伝
統
的

な
集
団
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
歴
史
的
に
機
能
し
て
い
た
可
能
性
と
、
現

代
非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
セ
ラ
ピ
ー
に
関
わ
る
癒
し
の
儀
礼

の
側
面
に
注
目
し
た
。
さ
ら
に
、
北
米
・
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
刑
務
所
や
少

年
院
で
の
利
用
の
実
態
（
修
復
的
司
法
）
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
修
復

的
司
法
と
は
、
当
該
犯
罪
に
関
係
す
る
全
て
の
当
事
者
が
一
堂
に
会
し
、

犯
罪
の
影
響
と
そ
の
将
来
へ
の
か
か
わ
り
を
い
か
に
取
り
扱
う
か
を
集
団
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清
少
納
言
と
某
学
会
に
よ
る
僧
侶
へ
の
差
別 

│
│ 

被
差
別
者
と
し
て
の
聖
職
者 

│
│

別
府　

良
孝

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
曹
洞
宗
龍
潭
寺
住
職
で
、
現
代
宗
教
研
究
会
の
会
長
で
あ

る
。
本
発
表
で
は
、
寺
院
子
弟
が
受
け
た
差
別
授
業
な
ど
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

二　

別
府
が
受
け
た
差
別
授
業

　

清
少
納
言
が
書
い
た
『
枕
草
子
』
の
第
七
段
に
、「
思
は
ん
子
」
が
載

っ
て
い
る
。
即
ち
「
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
心
ぐ
る
し
け

れ
。
た
だ
木
の
端
な
ど
の
や
う
に
思
ひ
た
る
こ
そ
、
い
と
い
と
を
し
け

れ
。」
で
あ
る
。
こ
の
段
を
悪
用
し
た
差
別
授
業
が
、
一
九
六
四
年
六
月

に
名
古
屋
市
立
向
陽
高
校
の
「
古
典
」
の
授
業
で
あ
っ
た
。
古
典
の
教
科

担
任
は
東
大
卒
の
Ｉ
先
生
だ
っ
た
。
Ｉ
先
生
は
、「
坊
主
は
、
平
安
時
代
で

も
木
っ
端
で
す
。
今
の
坊
主
は
木
っ
端
以
下
で
す
。
最
も
卑
し
い
職
業
が

坊
主
で
す
。
坊
主
丸
も
う
け
は
昔
も
今
も
同
じ
。
坊
主
ど
も
は
、
太
平
洋

戦
争
中
、
戦
争
に
協
力
し
て
い
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
述
べ
た
。
次

週
の
授
業
は
、「
小
坊
主
、
覚
悟
せ
い
」
で
始
ま
っ
た
。
Ｉ
先
生
は
「
職

業
は
、
能
力
と
人
間
性
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
職
業
に
は
貴
賤
の
別
が
有

り
ま
す
。
最
低
の
職
業
が
坊
主
で
、
下
々
の
下
で
す
。
清
少
納
言
も
木
っ

端
以
下
と
言
っ
て
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
述
べ
た
。
泣
い
て
帰
寺
し

た
が
、
父
（
師
僧
）
は
、
内
申
書
の
閲
覧
権
が
生
徒
側
に
無
か
っ
た
こ

と
、
進
学
校
で
の
東
大
卒
教
員
の
権
威
は
絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
慮

し
て
、
被
害
届
を
教
育
委
員
会
に
出
せ
な
か
っ
た
。
父
は
、「
耐
え
る
の

も
修
行
だ
」
と
言
っ
た
。
詳
し
く
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
三
十
日
発
行

歳
ま
で
の
一
二
三
人
の
受
刑
者
で
、
全
員
が
ス
ウ
ェ
ッ
ト
に
参
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
文
化
的
、
社
会
的
、
身
体
的
な
変
数
の
測
定
に
お
い
て
有
意

な
改
善
が
見
ら
れ
た
。
暴
力
行
為
の
減
少
、
身
体
の
健
康
感
の
増
加
、
人

間
関
係
（
夫
婦
間
の
婚
姻
含
む
）
の
大
幅
な
改
善
な
ど
で
あ
る
。
全
般
的

に
、
参
加
者
の
飲
酒
量
が
減
少
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
平
均
値
は
六
・

七
杯
↓
平
均
五
・
三
杯
）。
ま
た
、
彼
ら
は
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
に
参
加
し
た
受

刑
者
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
儀
礼
に
参
加
し
な
か
っ

た
他
の
受
刑
者
の
投
獄
再
犯
率
が
三
〇
か
ら
四
〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
参
加
者
の
投
獄
再
犯
率
は
わ
ず
か
七
％
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
結
果

を
報
告
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ブ
ス
ミ
ス
（
一
九
九
四
）
に
よ
る
と
、
現
在
多
く
の
刑
務
所
で
行

わ
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
、
部
族
の
所
属
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
文
化
的
、
宗
教
的
な
表
現
の
統
一
性
を
提
供
し
て
い
る
と
い

う
。
刑
務
所
内
で
は
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
は
、
主
に
先

住
民
系
の
リ
ー
ダ
ー
や
保
護
観
察
官
た
ち
だ
。
社
会
更
生
中
の
囚
人
た
ち

は
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
と
い
う
治
癒
、
浄
化
儀
礼
の
中
で
、
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
周
囲
の
人
々
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
創
造
主
、
祖
先
、
東
西
南
北
や

大
地
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
た
ち
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
、
北
米
先
住
民
の
宗

教
的
伝
統
の
中
で
、
よ
く
考
え
ら
れ
練
ら
れ
て
き
た
一
種
の
社
会
的
装
置

（
治
癒
、
浄
化
儀
礼
）
と
い
え
る
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
感
力
、
傾
聴
力
で
あ
る
。
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者
は
「
正
規
発
表
者
」、「
住
職
」
や
「
神
主
」
は
「
非
正
規
発
表
者
」
と

言
え
る
。「
非
正
規
発
表
者
」
は
、「
学
術
的
反
応
」
を
受
信
し
に
く
い
の

で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　
「
宗
教
二
世
問
題
」
は
、
従
来
、
旧
統
一
協
会
な
ど
の
カ
ル
ト
教
団
の

二
世
を
対
象
に
議
論
・
考
察
さ
れ
て
き
た
。
別
府
と
某
師
の
被
差
別
体
験

は
、「
宗
教
二
世
問
題
」
が
寺
院
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
の
大
学
宗
教
教
育 

│
│ 

多
文
化
主
義
入
門
教
科
書
か
ら 

│
│

岩
倉　
　

洸

　

近
年
世
界
で
は
多
文
化
共
生
、
政
教
分
離
、
宗
教
的
急
進
主
義
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
宗
教
教
育
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
旧
ソ
連
地
域
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
（
ト
ル
コ
・
イ
ラ

ン
）、
欧
米
の
影
響
を
受
け
て
宗
教
教
育
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
事
例
は
こ
れ
ら
の
地
域
と
共
通
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
世
界
の
宗
教
教
育
と
比
較
検
討
で
き
る
意
義
は
大
き
い
。
本

報
告
で
は
、
そ
の
中
で
も
二
〇
一
九
年
に
全
大
学
で
必
修
化
さ
れ
た
「
多

文
化
主
義
入
門
科
目
」
教
科
書
の
概
要
・
構
成
か
ら
宗
教
教
育
を
検
討
し

た
。

　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
シ
ー
ア
派
ム
ス
リ
ム
が
六
割
、
ス
ン
ナ
派
ム
ス

リ
ム
が
三
割
と
イ
ス
ラ
ー
ム
が
多
数
を
占
め
る
。
し
か
し
、
ウ
ラ
マ
ー
養

成
学
校
を
除
け
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
宗
教
教
育
は
行
わ
れ

ず
、
公
教
育
で
は
宗
教
知
識
を
教
え
込
む
「
生
活
の
知
恵
（
初
等
・
中

等
）」
と
「
多
文
化
主
義
入
門
（
高
等
）」
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
今
回

の
『
テ
ン
プ
ル
臨
時
版
』（
白
馬
社
）
の
記
事
「
枕
草
子
の
僧
侶
バ
ッ
シ

ン
グ
と
ス
ク
ー
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
載
っ
て
い
る
。

三　

某
師
が
受
け
た
体
罰
授
業

　

筆
者
は
、
五
十
年
ほ
ど
前
の
仏
教
雑
誌
に
以
下
の
体
罰
授
業
が
載
っ
て

い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
百
年
前
（
？
）
の
某
中
学
で
は
、
洞
門
徒

弟
の
某
師
が
授
業
中
に
少
し
で
も
横
を
向
く
と
「
小
坊
主
、
し
っ
か
り
聴

か
ん
か
い
！
」
と
竹
刀
で
教
員
か
ら
殴
打
さ
れ
る
体
罰
授
業
が
あ
っ
た
。

檀
徒
総
代
に
よ
る
老
方
丈
に
関
す
る
回
顧
談
で
あ
る
。
父
子
で
は
な
く
、

師
匠
と
弟
子
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
某
師
は
被
差
別
体
験
を

師
匠
に
話
せ
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
伝
統
教
団
の
人
権
学
習
の
場

で
、
僧
侶
は
常
に
加
害
者
と
さ
れ
て
き
た
が
、
僧
侶
が
被
害
者
に
な
っ
た

事
例
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

宗
教
系
の
某
学
会
に
お
け
る
聖
職
者
の
扱
い

　

某
学
会
の
場
合
、
会
員
の
所
属
欄
に
寺
院
名
を
書
い
て
発
表
を
申
し
込

む
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
所
属
欄
が
空
欄
に
な
る
。
無
所
属
扱
い
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
、
日
本
宗
教
民
俗
学
会
、
日
本
民

族
学
会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
・
肩
書
が
明
記
さ
れ
る
。

　

無
所
属
と
さ
れ
た
会
員
が
、
某
学
会
に
内
規
の
送
付
を
希
望
す
る
メ
ー

ル
を
送
信
し
、
回
答
を
得
た
。

学
術
大
会
で
の
発
表
が
宗
教
団
体
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
懸
念
か
ら
、
聖
職
者
の
所
属
教
団
名
・
所
属
施
設
名
は
載
せ

て
い
ま
せ
ん
（
大
意
）。

　
「
懸
念
」
に
基
づ
く
「
区
別
」
で
あ
る
が
、「
利
用
さ
れ
て
某
学
会
が
被

害
を
被
っ
た
例
」
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
雇
用
の
場
で
、「
正
規
」「
非

正
規
」
と
い
う
区
別
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
所
属
が
明
記
さ
れ
る
登
壇
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イ
ジ
ャ
ン
は
世
俗
国
家
で
あ
り
自
国
の
政
教
分
離
は
優
れ
て
い
る
と
い
う

主
張
を
す
る
こ
と
、
⑦
宗
教
的
急
進
派
は
宗
教
間
の
共
存
（
＝
社
会
秩

序
）
を
乱
す
か
ら
許
さ
れ
ず
、
共
存
の
た
め
に
啓
蒙
（
＝
宗
教
教
育
）
を

必
要
と
す
る
こ
と
、
⑧
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
伝
統
的
な
宗
教
は
古
代
か

ら
共
存
し
て
き
た
が
、
現
代
に
な
っ
て
ア
リ
エ
フ
大
統
領
一
族
に
よ
っ
て

宗
教
の
共
存
が
強
化
さ
れ
た
と
い
う
言
説
の
存
在
、
⑨
各
章
の
質
問
は
教

科
書
の
復
習
程
度
の
内
容
で
あ
り
議
論
し
て
学
ぶ
内
容
で
は
な
い
こ
と
、

⑩
著
者
は
宗
教
に
関
し
て
何
ら
か
の
知
見
は
も
っ
て
い
る
が
必
ず
し
も
当

該
宗
教
の
専
門
家
で
は
な
く
、
文
献
は
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
が
多
く
両
国
の

影
響
を
受
け
て
い
る
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
構
成
・
特
徴
か
ら
、「
多
文
化
主
義
入
門
」
科
目
は
ム
ス
リ
ム

多
数
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
程
度
各
宗
教
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
目
配
り

し
、
幅
広
く
宗
教
や
そ
れ
に
関
連
す
る
議
論
を
説
明
す
る
宗
教
知
識
教
育

だ
と
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
実
の
宗
教
状
況
を
考
慮
せ
ず
、
政
府
に

と
っ
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
題
は
避
け
る
か
批
判
し
、
国
家
の
宗
教
政
策

を
正
当
化
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
宗
教
教
育
は
国
家
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
理
念
的
な
宗
教
や
宗
教

観
を
半
ば
強
権
的
に
提
示
す
る
も
の
と
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
文
化
」
か
「
事
象
」
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
で
揺
れ
動
く
宗
教白

尾
安
紗
美

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
中
等
教
育
課
程
の
複
数
の
教
科
を
通
し
て
宗
教
に
関
す

る
知
識
を
学
ぶ
「
宗
教
事
象
教
育
（enseignem

ent du fait religi-
eux

）」
が
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈

に
お
い
て
宗
教
は
「
宗
教
事
象
（fait religieux

）」
と
し
て
扱
わ
れ
る

論
じ
る
「
多
文
化
主
義
入
門
」
科
目
は
、
二
〇
一
五
年
に
選
択
科
目
、
二

〇
一
九
年
に
必
修
科
目
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
の
策
定
は
官

製
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
教
育
省
が
共
同
で
作
成
し
た
一
冊
の
み
が
採
用
さ
れ
、
極
め

て
国
家
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

教
科
書
の
構
成
を
見
て
い
く
と
、
全
四
三
二
頁
中
、
一
七
三
頁
が
宗
教

教
育
（
二
〇
〇
頁
は
多
文
化
主
義
教
育
）
に
充
て
ら
れ
て
お
り
相
当
な
説

明
が
割
か
れ
て
い
る
。
全
四
部
構
成
の
内
、
第
二
部
が
「
宗
教
の
多
様
性
」

と
し
て
、「
宗
教
の
本
質
と
現
れ
」、「
世
界
宗
教
」、「
民
族
宗
教
」、「
現

代
の
宗
教
」
の
四
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
も

多
様
で
、
宗
教
の
定
義
・
本
質
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
儒
教
、
道
教
、
神
道
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
シ
ク
教
、
古
代
テ
ュ
ル
ク
の
信
仰
、
新
宗
教
、
宗
教

的
過
激
主
義
、
政
教
関
係
、
世
俗
化
な
ど
の
テ
ー
マ
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

て
い
る
。
各
章
の
終
わ
り
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
の
質
問
、
参

考
文
献
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
自
身
で
学
ぶ
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
教
科
書
の
分
析
か
ら
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
①
国
内
の
宗
教
教

育
の
意
義
は
多
文
化
主
義
の
形
成
・
外
国
語
文
献
依
存
か
ら
の
離
脱
・
宗

教
的
急
進
派
へ
の
対
抗
で
あ
る
こ
と
、
②
宗
教
の
定
義
を
個
人
に
生
き
る

た
め
の
指
針
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
る
・
社
会
的
な
統
合
や
秩
序

の
維
持
に
あ
る
と
す
る
こ
と
、
③
歴
史
、
信
仰
の
基
礎
、
聖
典
、
儀
式
、

宗
派
、
国
内
の
状
況
の
順
番
で
各
宗
教
が
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
詳

細
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
、
④
現
在
の
体
制
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
各
宗
教

が
好
意
的
評
価
〜
敵
対
的
評
価
ま
で
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
⑤
宗
教
と
社
会

に
つ
い
て
具
体
的
な
問
題
は
ほ
と
ん
ど
論
ぜ
ず
、
信
仰
や
儀
礼
を
聖
典
や

歴
史
に
従
っ
て
静
的
・
原
理
主
義
的
な
解
釈
を
す
る
こ
と
、
⑥
ア
ゼ
ル
バ
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ア
プ
ロ
ー
チ
が
も
た
ら
す
「
宗
教
」
に
対
す
る
限
定
的
な
理
解
を
危
惧
す

る
一
方
、
宗
教
が
「
事
象
」＝「
一
般
的
な
こ
と
」
と
し
て
全
て
の
人
が
関

与
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
研
究
者
も
い
る
。
と

こ
ろ
で
「
文
化
」
の
語
が
避
け
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
一
国
の
集
合
的
な

記
憶
と
結
び
つ
き
、
宗
教
で
は
な
く
「
フ
ラ
ン
ス
性
」
の
共
有
に
な
っ
て

し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
（
Ｄ
・
エ
ル
ヴ
ュ
＝
レ
ジ
ェ
）。
フ
ラ
ン

ス
国
民
教
育
省
が
公
開
す
る
資
料
で
も
「
宗
教
事
象
」
の
定
義
に
「
文

化
」
の
文
言
は
不
在
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
公
教
育
の
領
域
で
「
宗
教

文
化
」
を
用
い
る
こ
と
は
極
力
避
け
ら
れ
て
い
る
が
、
北
東
部
の
ア
ル
ザ

ス
＝
モ
ゼ
ル
の
場
合
は
少
々
事
情
が
異
な
る
。
ア
ル
ザ
ス
地
方
と
ロ
レ
ー

ヌ
地
方
の
モ
ゼ
ル
県
は
独
仏
領
を
行
き
来
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
現
在

で
も
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
公
立
の
初
等
・
中
等
教
育

課
程
で
は
宗
教
科
の
授
業
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
八
〇
年
代
頃
ま
で
い

わ
ゆ
る
宗
派
教
育
が
主
流
だ
っ
た
の
が
次
第
に
宗
教
文
化
教
育
へ
と
変
化

し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
一
貫
し
て
「
宗
教
文
化
」
が
用
い
ら
れ
て
き

た
が
、
そ
こ
に
は
「
宗
教
事
象
教
育
」
と
の
差
別
化
意
識
が
あ
っ
た
。

「
宗
教
文
化
」
の
語
は
文
化
や
現
代
の
諸
宗
教
に
関
わ
る
内
容
を
広
範
囲

に
含
む
こ
と
が
で
き
、
既
存
の
宗
派
教
育
と
ラ
イ
ッ
ク
な
宗
教
史
教
育 

の
二
項
対
立
と
距
離
を
置
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
Ｆ
・
メ
ス
ネ
ル
）。
実
際
に
現
在
授
業
を
担
当
す
る
女
性
牧
師
は
、
宗
教

文
化
教
育
は
「
思
考
の
指
標
を
提
示
し
、
宗
教
に
対
す
る
批
判
精
神
を
養

う
こ
と
が
目
的
」
で
あ
る
と
述
べ
、
従
来
の
宗
派
教
育
と
の
差
異
を
強
調

す
る
。
本
発
表
で
見
て
き
た
宗
教
に
関
す
る
二
つ
の
教
育
の
あ
り
方
だ
が
、

教
育
現
場
で
実
質
的
に
成
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
評
価
が
分
か
れ
、
難

航
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
宗
教
と
の
距
離
の

の
が
定
着
し
て
い
る
一
方
で
、
政
教
分
離
の
原
則
が
完
全
に
は
適
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
公
立
学
校
で
宗
教
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
ル
ザ
ス
＝
モ
ゼ

ル
で
は
「
宗
教
文
化
（culture religieuse

）」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
本
発
表
は
公
教
育
に
お
け
る
「
事
象
」
あ
る
い
は
「
文
化
」

と
し
て
の
宗
教
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
す
る
内
容
を
確
認
し
、
宗
教
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
公
教
育
で
宗
教
的
知
識
を
扱
う
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
っ
た
の
は
八
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
十
代
の

若
者
の
、
宗
教
に
関
す
る
知
識
の
欠
如
に
対
し
て
教
育
関
係
者
の
間
で
問

題
意
識
が
広
ま
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
当
初
は
歴
史
の
科
目
で
「
宗

教
史
」
を
学
ぶ
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
が
、
宗
教
が
歴
史
的
な
も
の
に
還
元

さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
宗
教
風
景

の
変
化
や
ム
ス
リ
ム
の
増
加
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
、
二
〇
〇
二
年
、
哲

学
者
の
レ
ジ
ス
・
ド
ゥ
ブ
レ
が
当
時
の
国
民
教
育
大
臣
か
ら
要
請
を
受
け

て
「
宗
教
事
象
教
育
に
関
す
る
報
告
書
」
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
ド
ゥ
ブ

レ
は
世
俗
的
／
ラ
イ
ッ
ク
な
公
教
育
に
適
し
た
「
宗
教
事
象
教
育
」
の
実

施
を
通
し
て
、
宗
教
に
対
す
る
無
関
心
の
克
服
の
必
要
性
を
説
い
た
。
以

降
、
宗
教
と
公
教
育
に
関
す
る
議
論
は
こ
の
報
告
書
が
基
準
と
な
り
、
教

育
現
場
で
の
実
践
に
向
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
く
。
宗
教

事
象
と
は
「「
宗
教
的
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
れ
た
社
会
現
象
に
科
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
迫
る
と
い
う
客
観
化
の
側
面
を
強
調
す
る
も
の
」
で

あ
り
、「
教
育
の
領
域
に
お
い
て
実
践
的
に
理
解
さ
れ
る
」（
J.-

Ｐ
・
ヴ

ィ
レ
ム
）。
他
方
、
ド
ゥ
ブ
レ
は
「
事
象
」
の
用
語
が
、
市
民
と
宗
教
的

な
も
の
と
の
距
離
を
等
間
隔
に
す
る
上
で
「
好
都
合
」
だ
っ
た
た
め
選
択

し
た
と
後
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
に
は
批
判
も
あ
る
。
聖
職
者
や

神
学
者
は
「
事
象
（
フ
ァ
ク
ト
）」
が
誘
導
す
る
可
視
的
で
検
証
可
能
な
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報
告
で
は
、
中
学
校
社
会
科
公
民
教
科
書
に
お
け
る
宗
教
の
定
義
・
説
明

の
記
述
の
分
析
を
通
し
て
、
現
代
日
本
の
学
校
教
育
に
て
扱
わ
れ
る
こ
と

で
浸
透
が
は
か
ら
れ
る
宗
教
概
念
・
認
識
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

　

検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
〇
八
年
・
一
七
年

版
）
と
そ
の
「
解
説
」（
社
会
編
）、
前
述
の
教
基
法
改
定
を
受
け
た
後
の

公
民
教
科
書
一
九
冊
（
一
二
年
以
降
）
で
あ
る
。
な
お
、
改
定
反
映
直
前

の
八
冊
全
て
の
公
民
教
科
書
も
検
討
し
た
が
、
宗
教
と
そ
の
定
義
に
関
す

る
記
述
は
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

現
行
の
公
民
教
科
書
は
六
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
約
一
一 

〇
万
冊
ほ
ど
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
シ
ェ
ア
（
二
二
年
、
六
三
・

二
％
）
を
持
つ
東
京
書
籍
の
教
科
書
記
述
の
変
遷
を
ま
ず
示
す
。
一
二
年

版
で
は
「
人
間
は
日
々
の
生
活
の
中
で
な
や
み
や
不
安
を
か
か
え
て
生
き

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
不
安
か
ら
の
が
れ
、
心
の
い
や
し
を
願
い
、
生

き
る
意
味
を
求
め
て
、
神
や
仏
な
ど
の
聖
な
る
も
の
へ
の
信
仰
を
生
み
出

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
宗
教
で
す
」、
一
六
年
版
で
は
「
私
た
ち
は
、

生
き
る
意
味
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
な
や
み
考
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
は
、
神
や
仏
な
ど
の
人
間
を
こ
え
た
存
在
を
信

じ
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
や
世
界
に
関
す
る
根
本
的
な
問
い
へ 

の
答
え
を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
営
み
で
す
」、
現
行
の
一
九
年
版
で
は

「
宗
教
も
、
重
要
な
文
化
の
一
つ
で
す
。
人
々
は
昔
か
ら
、
人
聞
を
こ
え

る
力
を
信
じ
て
、
神
や
仏
の
存
在
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
が
生

ま
れ
た
自
然
や
社
会
の
中
で
の
、
よ
り
良
い
生
き
方
を
追
求
し
て
き
ま
し

た
」
と
あ
る
。
現
行
の
シ
ェ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
％
強
あ
る
他
社
教
科
書

で
は
、「（
宗
教
の
）
教
え
は
信
仰
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
生
き
て
い
く
う

取
り
方
が
依
然
と
し
て
模
索
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
宗
教
社
会
学
者
の

Ｍ
・
エ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
レ
ー
ズ
は
、
一
般
的
に
社
会
で
「
信
仰
に
関
す
る
こ

と
」
と
「
知
に
関
す
る
こ
と
」
と
の
混
同
が
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
こ
れ
は
信
仰
／
文
化
、
宗
教
／
世
俗
の
境
界
線
と
も
深
く
か
か

わ
る
点
で
あ
ろ
う
。

学
校
教
科
書
に
お
け
る
宗
教
の
定
義
・
説
明

塚
田　

穂
高

　

現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
宗
教
概
念
・
認
識
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
て
い
る
の
か
。
近
代
日
本
の
宗
教
概
念
の
形
成
を
め
ぐ
る
研
究
は
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
射
程
を
戦
後
・
現
代
に
ま
で
伸
ば
し
た
試
み

は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
日
本
社
会
に
お
け
る
こ
の
種
の
問
題
を
考
え
る

際
に
、
学
校
教
育
と
り
わ
け
義
務
教
育
課
程
に
お
い
て
「
宗
教
」
が
ど
の

よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
着
目
す
る
意
義
は
大
き
い
。
二
〇
〇
六

年
の
教
育
基
本
法
改
定
に
よ
り
第
一
五
条
第
一
項
に
「
宗
教
に
関
す
る
一

般
的
な
教
養
」
の
文
言
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
の

中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
は
社
会
科
に
お
け
る
「
宗
教
に
関

す
る
学
習
の
充
実
」
が
う
た
わ
れ
、
地
理
・
歴
史
・
公
民
の
各
分
野
内
容

に
明
確
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
（
三
木
健
詞
「
中
学
校
の
社
会
科
教
科

書
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
扱
い
」（
二
〇
一
七
年
）
に
詳
し
い
）。
現
在
の

中
学
生
は
、
地
理
で
は
世
界
の
宗
教
分
布
、
生
活
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
、

歴
史
で
は
宗
教
の
お
こ
り
（
発
生
・
成
立
・
展
開
）
を
、
公
民
で
は
文
化

と
し
て
の
宗
教
と
そ
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
必
ず
学
ぶ
。
な
か
で
も
注
目

す
べ
き
は
公
民
的
分
野
で
あ
り
、
宗
教
と
は
ど
ん
な
文
化
か
を
教
え
る
に

あ
た
っ
て
、
各
教
科
書
で
定
義
・
説
明
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
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諸
分
野
や
実
学
の
ニ
ー
ズ
が
増
し
、
学
術
の
専
門
化
・
職
業
化
が
急
速
に

進
む
。
そ
し
て
こ
の
変
化
が
、
大
学
に
お
け
る
宗
教
の
存
在
感
を
低
下
さ

せ
て
い
く
。
例
え
ば
信
仰
・
教
派
で
は
な
く
能
力
に
基
づ
く
教
員
採
用
方

式
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
も
「
自
然
神
学
」
や
「
道
徳

哲
学
」
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
基
づ
く
科
目
が
必
須
要
件
か
ら

外
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
変
化
は
世
俗
化
論
の
タ
ー
ム
で
は
「
分
化
」
に

該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
変
化
は
、
高
等
教
育
の
目
的
・
内
容
・
方
法

が
、
宗
教
に
よ
る
直
接
的
支
配
か
ら
次
第
に
解
放
さ
れ
、
自
律
化
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
九
世
紀
末
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
礼
拝
改
革
は
、
こ
の
時
代

の
高
等
教
育
の
世
俗
化
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
意
義
深
い
事
例
で
あ

る
。
一
七
世
紀
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
正
統
主
義
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
同
大
学
で

は
、
建
学
以
来
毎
朝
の
礼
拝
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
出
席
は
も
ち
ろ

ん
服
装
・
態
度
ま
で
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
の
礼
拝
シ
ス
テ

ム
に
対
し
て
は
、
学
生
た
ち
の
側
か
ら
や
が
て
抗
議
の
声
が
上
が
り
、
一

八
八
五
年
に
は
義
務
礼
拝
の
廃
止
を
求
め
る
請
願
書
も
提
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
た
ち
も
学
生
側
に
同
調

し
、
理
事
会
や
学
長
に
掛
け
合
う
こ
と
と
な
る
。
一
見
す
る
と
、
大
学
に

お
い
て
宗
教
を
牽
引
す
る
は
ず
の
チ
ャ
プ
レ
ン
が
率
先
し
て
義
務
礼
拝
廃

止
を
求
め
た
の
は
不
思
議
に
思
え
る
が
、
彼
ら
の
言
い
分
は
、「
義
務
」

よ
り
「
任
意
」
の
礼
拝
の
方
が
よ
り
健
全
な
宗
教
性
を
育
め
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
渉
が
実
り
、
一
八
八
六
年
の
秋
よ
り
礼
拝
へ
の
出

席
は
任
意
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
例
は
、
さ
し
あ
た
り
外
的
・
制
度
的
な
面
に
関
し
て
言
え
ば
高

等
教
育
と
学
術
の
「
分
化
」
と
い
う
当
時
の
ト
レ
ン
ド
に
当
て
は
ま
る
。

え
で
の
指
針
や
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
」（
教
育
出
版
）、「
悩
み
や
不

安
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
、
神
や
仏
な
ど
人
間
の
力
を
超
え
た
存
在
を
見
い
だ
し
、
畏
れ
、
敬
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
帝
国
書
院
）、「
宗
教
は
、
人
間
の
生
活
の
な
や
み

や
将
来
に
不
安
を
い
だ
く
人
々
に
対
し
て
、
安
心
と
精
神
的
豊
か
さ
を
あ

た
え
て
き
ま
し
た
」（
日
本
文
教
出
版
）
な
ど
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
心
」「
悩
み
」「
不
安
」「
畏
敬
」「（
生
き
る
）
意
味
」

「
神
や
仏
」
な
ど
の
語
と
と
も
に
、
宗
教
が
生
活
の
中
で
何
ら
か
の
は
た

ら
き
・
役
割
を
果
た
す
と
い
う
機
能
的
定
義
・
説
明
が
、
十
九
冊
中
十
七

冊
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
出
版
社
で
も
改
訂
ご
と
に
か
な
り
記

述
に
変
化
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
儀
礼
や
実
践
、
構
成
要
素
な

ど
の
記
述
は
希
薄
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
「
ビ
リ
ー
フ
」（
信
念
）
に
重

点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
公
民
教
科
書
を
通
じ
て
、「
宗
教
と
は
こ
う

い
う
も
の
だ
」
と
い
う
お
お
よ
そ
共
通
の
宗
教
観
が
教
授
さ
れ
て
い
る
傾

向
を
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
中
学
校
社
会
科
の
地
理
・
歴
史
の
記

述
も
合
わ
せ
て
検
討
し
、
義
務
教
育
課
程
で
形
成
さ
れ
う
る
「
宗
教
」
認

識
の
全
体
像
や
、
高
校
の
地
理
・
歴
史
・
公
民
と
の
連
続
性
、
記
述
の
歴

史
的
変
遷
な
ど
の
解
明
を
行
っ
て
い
く
。

一
九
世
紀
末
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
礼
拝
改
革 

│
│ 

高
等
教
育
の
世
俗
化
と
身
体 

│
│

木
村　
　

智

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
史
に
お
い
て
一
九
世
紀
末
は
激
変
の
時
代
だ
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
従
来
の
大
学
が
キ
リ
ス
ト
教
や
古
典
に
基
礎
を
置
く
教
養
教

育
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
自
然
科
学
系
の
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抵
抗
」
だ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
宗
教
の
領
域

と
は
、
生
活
の
あ
る
一
区
画
で
は
な
く
、
生
活
の
全
体
な
の
で
あ
る
」

（
一
九
〇
七
、
一
九
頁
）。

「
使
命
」
に
生
き
る
人
た
ち 

│
│ 

精
神
世
界
と
福
音
派 

│
│

伊
藤
耕
一
郎

　

発
表
者
は
二
〇
二
一
年
九
月
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対
面
礼
拝
の
中

止
を
き
っ
か
け
に
福
音
派
Ｘ
教
会
を
離
れ
、
精
神
世
界
関
係
者
の
協
働
活

動
体
で
あ
る
「
霊
性
に
か
ん
す
る
協
働
組
織
」【
甲
】
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
信
者
Ａ
・
Ｂ
（
と
も
に
二
〇
代
女
性
）
に
つ
い
て
継
続
調
査
を

行
っ
て
き
た
。

　

二
〇
二
二
年
九
月
現
在
Ｘ
教
会
で
は
対
面
礼
拝
を
再
開
し
て
い
る
が
Ａ

は
、「
二
度
と
キ
リ
ス
ト
教
会
に
行
く
気
は
な
い
」
と
棄
教
状
態
に
あ
る
。

一
方
Ｂ
は
教
会
の
活
動
へ
と
戻
っ
て
は
い
る
が
、
平
行
し
て
協
働
組
織
の

活
動
へ
も
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｂ
は
【
甲
】
で
行
わ
れ
る
波
動
機
器
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味
を
も
っ
て

お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
宣
教
の
た
め

に
」
教
会
内
に
波
動
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
を
教
職
者
に
提
案
し
た
が
、

波
動
機
器
の
解
説
に
チ
ャ
ク
ラ
等
の
異
教
的
な
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る

為
、
教
職
者
か
ら
一
旦
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
は
、【
甲
】
で
波
動
機
器
の
取
扱
を
し
て
い
る
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
教
会
の
青
年
会
有
志
ら
と
訪
問
、「
異
教
的
用
語
が
使
用
さ
れ

て
い
な
い
」
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
機
器
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
青
年
会
で
の
審
議
と
教
職
者
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
教
会
の
母
子

室
に
波
動
機
器
が
設
置
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
大
学
が
近
代
的
・
専
門
的
な
「
研
究
大
学
」
モ
デ
ル
に
転
換
す

る
中
で
、
大
学
の
目
的
・
機
能
が
宗
教
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
き
、
そ
の

結
果
、
義
務
礼
拝
も
終
焉
を
迎
え
た
と
解
釈
で
き
る
。

　

し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
制
度
面
で
の
説
明
で
あ
り
、
実
際
に
任
意
化

後
の
礼
拝
の
内
容
を
見
て
い
く
と
少
し
違
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
本
研
究
で
特
に
分
析
対
象
と
し
た
の
は
、
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン

の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
（
一
八
四
七
―
一
九

三
六
）
が
任
意
化
後
の
礼
拝
で
行
っ
た
説
教
（
合
計
約
二
百
篇
）
の
テ
ク

ス
ト
で
あ
る
。
世
俗
化
論
の
観
点
か
ら
み
て
特
に
興
味
深
い
の
は
、
彼
が

徹
底
し
て
、
当
時
起
き
て
い
た
宗
教
と
そ
の
他
の
領
域
（
学
術
な
ど
）
の

「
分
化
」
と
い
う
流
れ
に
逆
行
す
る
発
言
を
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

ピ
ー
ボ
デ
ィ
が
憂
慮
し
た
の
は
、
高
等
教
育
が
専
門
化
・
職
業
化
し
、
宗

教
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
く
中
で
、
学
生
た
ち
が
学
術
と
い
う
独
立
し
た

空
間
に
閉
じ
こ
も
り
、
近
視
眼
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
例
え
ば
私
利

私
欲
の
追
求
、
冷
笑
主
義
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
社
会
的
無
責
任

の
蔓
延
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
学
術
の
過
度
な
自
律
化
（
宗
教
・
道
徳

か
ら
の
分
化
）
に
抵
抗
す
べ
く
彼
が
提
示
し
た
の
が
、
宗
教
と
は
人
間
生

活
の
全
領
域
の
活
動
（
社
会
、
経
済
、
学
術
活
動
な
ど
）
を
動
機
づ
け
、

効
率
化
す
る
た
め
の
一
種
の
「
力
」
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

路
面
電
車
が
自
ら
は
発
電
で
き
ず
ワ
イ
ヤ
ー
と
い
う
外
的
な
も
の
と
繋
が

っ
て
初
め
て
力
を
得
て
動
け
る
の
と
同
様
に
、
人
間
も
日
々
の
礼
拝
を
通

し
て
神
と
い
う
「
力
の
源
」
と
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
近
代
生
活
の

諸
領
域
で
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
で
き
る
の
だ
と
ピ
ー
ボ

デ
ィ
は
語
る
。
そ
の
意
味
で
ピ
ー
ボ
デ
ィ
の
試
み
と
は
、
宗
教
と
他
領
域

の
間
の
有
機
的
な
関
係
を
維
持
す
る
努
力
で
あ
り
、
一
種
の
「
分
化
へ
の
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す
る
と
い
う
こ
と
」
が
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
の
は
司
牧
者
に
よ
る
秩
序
が

保
た
れ
て
い
た
か
ら
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
た
こ
の
事
態
は
想

定
外
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、「
使
命
の
た
め
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
特
別
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、（
奥
山
一
九
九
二
、
水
草
一
九

九
四
、
尾
形
一
九
九
六
な
ど
）
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
福
音
派
の

弱
点
」
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
露
呈
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。

　

Ｂ
も
Ｘ
教
会
も
波
動
機
器
を
「
科
学
的
な
も
の
」
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
る
。
確
か
に
現
在
の
波
動
機
器
の
多
く
は
、
精
神
世
界
的
な
思
想
と
一

体
化
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
は
あ
る
が
、
日
本
へ
の
波
動
機
器
の

導
入
初
期
を
考
え
る
と
（
江
本
一
九
九
二
、
一
九
九
四
な
ど
）、
精
神
世

界
的
な
用
語
を
入
れ
な
く
と
も
、
あ
る
程
度
の
機
器
使
用
は
可
能
で
、

「
精
神
世
界
が
外
部
か
ら
受
け
入
れ
や
す
く
変
容
し
た
」
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　

今
回
聞
き
取
り
を
行
っ
た
聖
職
・
教
職
者
か
ら
は
、「
教
会
の
側
が
異

端
的
に
変
容
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
て
お
り
、
今

後
も
Ｂ
と
Ｘ
教
会
の
動
向
に
つ
い
て
、
調
査
を
継
続
し
て
い
く
。

批
判
的
人
種
理
論
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
宗
教
界
の
反
応

佐
藤　

清
子

　

二
〇
二
一
年
、
そ
の
前
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー
再
燃
に

対
抗
す
る
、
保
守
か
ら
の
反
応
と
し
て
、
全
米
各
地
で
批
判
的
人
種
理
論

教
育
を
制
限
す
る
法
制
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ア
メ
リ
カ
最
大
規
模
の
福
音
派
組
織
、
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
が
、
既
に

二
〇
一
九
年
の
年
次
大
会
に
お
い
て
、
批
判
的
人
種
理
論
と
交
差
性
（
イ

　

発
表
者
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
、「
精
神
世
界
が
外
部
か
ら
受
け
入

れ
や
す
く
変
容
し
た
の
か
」、「
何
か
Ｘ
教
会
が
波
動
機
器
を
受
容
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
を
Ｂ
が
も
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
二
点
を
背
景
と
し
て
こ
れ

を
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

伝
統
継
承
教
会
及
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
職
・
教
職
者
六
人
に
Ｘ
教

会
へ
の
波
動
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
福
音

派
牧
師
を
含
む
全
員
が
「
波
動
機
器
は
キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
な
い
」
と

し
、「
若
者
が
出
て
行
く
の
を
引
き
留
め
る
た
め
の
教
会
側
の
妥
協
だ
」

と
す
る
牧
師
も
い
た
。

　

Ｂ
は
波
動
機
器
を
使
っ
て
「
癒
し
」
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
「
自
分

の
使
命
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
福
音
派
で
も
精
神
世
界
で
も
「
使
命
の
た

め
に
生
き
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
、
発
表
者
は
、「
使
命

の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
考
え
た
。

　

し
か
し
、
精
神
世
界
と
福
音
派
で
は
同
じ
「
使
命
」
と
言
っ
て
も
、
そ

の
内
実
は
汎
神
論
的
と
一
神
教
で
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新

新
宗
教
な
ど
で
も
「
使
命
」
は
強
調
さ
れ
て
お
り
こ
れ
が
特
別
な
キ
ー
ワ

ー
ド
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
発
表
者
が
継
続
調
査
を
行
っ

て
い
る
Ｇ
Ｌ
Ａ
と
霊
派
之
光
の
関
係
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
何
が
使
命

に
な
る
か
は
教
団
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
お
り
、「
自
分
で
自
由
に
解
釈
し

た
使
命
」
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
内
実
は
違
っ
て
も
「
自

由
に
設
定
で
き
る
」
と
い
う
意
味
で
は
精
神
世
界
と
福
音
派
は
、
新
新
宗

教
等
の
い
う
使
命
よ
り
は
近
い
関
係
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
教
会
の
中
に
波
動
機
器
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
事
例
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
発
表
者
は
、「
信
者
が
自
分
の
意
思
で
使
命
を
設
定
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分
と
の
決
議
案
が
、
決
議
委
員
会
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
保
守
派
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
理
論
・
概
念
は
反
キ
リ
ス
ト
教
的
マ
ル
ク

ス
主
義
の
産
物
で
あ
り
、
全
面
的
に
否
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

反
発
が
起
こ
り
、
文
言
修
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
、

南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
で
は
教
派
の
リ
ベ
ラ
ル
化
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
保
守
派
バ
プ
テ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ボ

ウ
カ
ム
は
中
心
人
物
の
一
人
で
、
二
〇
二
一
年
の
著
書
『
断
層
線
』
で
は

二
〇
一
九
年
年
次
大
会
で
の
決
議
案
を
め
ぐ
る
顛
末
に
も
触
れ
、
修
正
を

求
め
た
保
守
派
の
立
場
を
代
弁
し
た
。

　
『
断
層
線
』
に
お
い
て
強
烈
に
表
明
さ
れ
る
の
は
、
批
判
的
人
種
理
論

を
通
じ
リ
ベ
ラ
ル
派
が
求
め
る
社
会
制
度
変
革
要
求
は
す
な
わ
ち
、
個
人

の
罪
と
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
力
の
否
定
だ
と
い
う
、
二
項
対
立
的
理
解
で

あ
る
。
ボ
ウ
カ
ム
は
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
批
判
の
矛
先
は
、
社
会
の
多

数
派
た
る
白
人
、
男
性
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
向
け
ら
れ
て
い
る

と
し
、
対
抗
を
訴
え
る
。
ボ
ウ
カ
ム
は
人
種
主
義
の
存
在
自
体
は
否
定
し

な
い
も
の
の
、
解
決
の
た
め
の
制
度
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一
切
拒
否
す
る
と

と
も
に
、
そ
う
し
た
試
み
自
体
が
一
部
の
人
を
他
の
人
々
と
は
区
別
す
る

も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
唱
え
る
万
人
の
平
等
に
反
し
て
い
る
と
論
じ

る
。

　

制
度
を
度
外
視
し
た
個
人
の
悔
い
改
め
の
強
調
と
カ
ラ
ー
ブ
ラ
イ
ン
ド

の
主
張
を
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
事
実
上
の
現
状
追
認
と
批
判
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
う
し
た
主
張
は
人
種
的
少
数
派
当
事
者
を
含
む
保
守
的
宗
教
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
広
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
を
否
定
す
る
大
会
決
議
を
発
表
し
、
い
わ

ば
議
論
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
だ
。

　

近
年
の
ア
メ
リ
カ
宗
教
研
究
で
は
、
保
守
派
の
「
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
白
人
至
上
主
義

と
結
び
つ
い
て
き
た
面
に
光
が
当
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
本
発
表
で
は
こ
う

し
た
研
究
状
況
を
背
景
と
し
つ
つ
、
保
守
的
宗
教
者
が
ア
メ
リ
カ
の
人
種

問
題
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
を
、
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
と
批

判
的
人
種
理
論
の
事
例
を
と
お
し
て
み
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
①
批
判
的
人
種
理
論
、
②
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟

に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
、
③
二
〇
一
九
年
年
次
大
会
の
顛
末
と
南
部
バ
プ

テ
ス
ト
内
の
保
守
派
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
触
れ
た
。
そ
の
後

④
で
は
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
保
守
派
の
中
核
の
ひ
と
り
で
黒
人
で
あ

る
、
ボ
デ
ィ
・
Ｔ
・
ボ
ウ
カ
ム
・
ジ
ュ
ニ
ア
牧
師
の
著
書
『
断
層
線
│
│

社
会
正
義
運
動
と
福
音
主
義
に
迫
る
破
局
』（
二
〇
二
一
年
）
を
取
り
上

げ
、
そ
の
反
・
批
判
的
人
種
理
論
の
主
張
を
分
析
し
た
。

　

批
判
的
人
種
理
論
と
は
、
憲
法
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
制
度
の
中
に
、
根

本
的
な
形
で
人
種
主
義
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
的
に
考
察
し

変
革
を
目
指
す
理
論
で
あ
る
。
保
守
派
の
間
で
は
、
こ
の
理
論
が
白
人
に

罪
悪
感
を
う
え
つ
け
て
逆
に
人
種
的
分
断
を
助
長
す
る
と
の
意
見
が
強

い
。
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
は
、
奴
隷
制
時
代
に
バ
プ
テ
ス
ト
派
が
南
北

教
派
分
裂
し
て
誕
生
し
、
南
部
社
会
の
人
種
差
別
的
秩
序
を
支
え
て
き
た

過
去
を
持
つ
。
か
つ
て
は
ほ
ぼ
白
人
の
教
会
だ
っ
た
が
近
年
で
は
黒
人
も

加
わ
り
、
指
導
層
へ
の
非
白
人
の
登
用
も
目
立
つ
。

　

二
〇
一
九
年
の
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
年
次
大
会
で
は
、
批
判
的
人
種

理
論
と
交
差
性
は
分
析
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
ず
、
問
題
の
根
本
解
決
に
は
不
十
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の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
侵
略
の
事
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
は
ル
ー

シ
の
、
現
在
は
「
様
々
な
勢
力
が
兄
弟
を
互
い
に
分
か
ち
」、「
軍
事
的
衝

突
」「
に
突
入
さ
せ
た
」
様
に
目
を
留
め
、「
私
た
ち
は
流
血
騒
ぎ
を
止
め

る
た
め
」「
で
き
る
限
り
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
諭
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
キ
リ
ル
総
主
教
は
、
軍
事
活
動
を
続
け
る
政
権
を
批
判
す
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
に
寄
り
添
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
彼
の
説
教

を
理
解
す
る
限
り
、
彼
は
自
分
の
会
衆
で
あ
る
ル
ー
シ
の
信
者
に
キ
リ
ス

ト
教
の
見
地
か
ら
の
勧
め
、
戒
め
、
諭
し
を
与
え
る
ま
で
に
止
ま
っ
て
い

る
。
ゆ
え
に
、
彼
の
勧
め
、
戒
め
、
諭
し
を
受
け
た
軍
人
た
ち
、
司
祭
た

ち
が
、
そ
の
後
何
を
し
、
何
を
語
っ
た
か
の
責
任
を
総
主
教
に
負
わ
せ
る

か
否
か
、
負
わ
せ
る
な
ら
ど
の
よ
う
に
か
│
│
こ
れ
は
す
で
に
別
の
問
題

で
あ
る
。
彼
の
宗
教
的
権
威
を
頼
み
に
、
国
際
政
治
を
動
か
そ
う
と
す
る

試
み
は
、
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
を
二
一
世
紀
の
モ
ス
ク
ワ
で
再
現
し
よ
う
と

い
う
ほ
ど
の
時
代
錯
誤
、
政
治
的
に
も
宗
教
的
に
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　

確
か
に
ま
た
彼
は
、
人
々
を
司
牧
す
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
責
務
を
負

っ
て
い
る
。
そ
の
対
象
が
大
統
領
を
含
む
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
、
今
の
時
代
に
、
自
分
の
信
者
に
世
界
的
に
影
響
を
与
え
う
る

企
業
経
営
者
が
い
た
と
し
て
、
そ
の
経
営
方
針
に
公
然
と
口
を
出
す
宗
教

者
が
い
る
か
否
か
、
ま
た
、
自
分
の
信
者
に
世
界
的
に
影
響
を
与
え
う
る

政
治
家
が
い
た
と
し
て
、
そ
の
政
治
理
念
や
政
策
に
公
然
と
口
を
出
す
宗

教
者
が
い
る
か
否
か
を
調
べ
、
い
た
の
で
あ
れ
ば
比
較
対
照
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
本
発
表
に
お
い
て
は
、
も
し
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ
る
と
し
た

ら
と
ご
教
示
願
っ
た
が
、
回
答
は
な
か
っ
た
。
仮
に
提
示
さ
れ
た
と
し
て

戦
争
と
司
牧 

│
│ 

総
主
教
キ
リ
ル
の
説
教
を
め
ぐ
っ
て 

│
│近

藤
喜
重
郎

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
特
殊
軍
事
作
戦
を
続
け
る
中
の
四
月

三
日
、
ロ
シ
ア
正
教
会
最
高
位
に
あ
る
モ
ス
ク
ワ
及
び
全
ル
ー
シ
の
総
主

教
キ
リ
ル
一
世
が
、
そ
の
説
教
で
「
私
た
ち
は
平
和
を
愛
す
る
国
」
と
述

べ
た
こ
と
が
一
時
注
目
を
集
め
た
。
本
発
表
は
、
こ
の
言
葉
の
意
義
を
説

教
者
本
人
の
職
位
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

モ
ス
ク
ワ
及
び
全
ル
ー
シ
の
総
主
教
と
い
う
職
位
は
、
そ
の
立
場
に
あ

る
人
物
に
全
ル
ー
シ
の
師
父
た
る
責
務
を
求
め
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、

政
治
的
空
間
と
し
て
の
ル
ー
シ
は
、
そ
の
全
体
と
し
て
は
古
代
と
今
と
で

異
な
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
ル
ー
シ
人
の
子
孫
は
、
今
や
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
な
ど
の
国
籍
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
認
め

る
こ
と
は
、
歴
史
的
宗
教
的
空
間
と
し
て
の
ル
ー
シ
の
存
在
お
よ
び
歴
史

的
宗
教
的
民
族
と
し
て
の
ル
ー
シ
人
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
と
矛
盾
し
な

い
。

　

件
の
説
教
は
、
主
に
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
、
そ
の
日
が

階
梯
者
聖
イ
オ
ア
ン
の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
著
の
題
目
に
あ
る

「
階
梯
」
の
語
の
解
釈
に
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
国
へ
の
階
梯
」
を
上

る
こ
と
は
天
に
富
を
積
む
こ
と
で
あ
る
と
諭
し
、
金
銭
や
空
騒
ぎ
に
目
を

向
け
る
こ
と
を
戒
め
、
信
仰
と
希
望
と
愛
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
目
覚

め
て
い
る
こ
と
か
ら
始
め
る
よ
う
勧
め
る
に
至
る
。

　

こ
れ
ら
の
戒
め
と
諭
し
、
勧
め
を
受
け
て
、
後
半
は
、
そ
の
目
覚
め
た

目
線
を
今
日
の
情
勢
に
向
け
る
こ
と
へ
の
勧
め
に
始
ま
る
。
奇
し
く
も
そ

れ
は
、
歴
史
上
、
繰
り
返
さ
れ
た
、
か
つ
て
の
ル
ー
シ
、
そ
し
て
そ
の
後
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を
も
つ
。
当
該
修
道
会
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
動
を

開
始
し
、
複
数
の
学
校
を
経
営
す
る
な
ど
教
育
事
業
に
力
を
注
い
で
き
た
。

一
九
七
四
年
、
ゴ
ミ
捨
て
場
に
遺
棄
さ
れ
た
乳
児
を
修
道
会
の
運
営
す
る

病
院
が
保
護
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
乳
児
を
病
院
に

置
き
ざ
り
す
る
事
例
が
後
を
絶
た
な
く
な
る
。
修
道
会
は
シ
ェ
ル
タ
ー
を

設
け
る
つ
も
り
は
本
来
な
か
っ
た
が
、
な
し
崩
し
的
に
、
病
院
の
一
室
が

遺
棄
さ
れ
た
子
供
を
養
育
す
る
ベ
ビ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
に
な
っ
て
い
く
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
正
式
に
結
婚
し
た
夫
婦
か
ら
誕
生
し
た
子
供
で

な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
恥
と
み
な
す
伝
統
的
価
値
観
が
存
在
す
る
。
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
は
も
と
も
と
堕
胎
に
反
対
す
る
立
場
を
と
る
。
一
九
八
八
年
、

当
該
修
道
会
は
、
遺
棄
さ
れ
る
子
ど
も
の
陰
に
多
数
の
堕
胎
が
あ
る
と
い

う
現
実
を
直
視
し
、
堕
胎
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
え
を
踏
ま

え
、
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
女
性
の
出
産
を
助
け
る
マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

を
病
院
に
設
置
す
る
。
一
九
九
五
年
に
は
、
病
院
内
で
ベ
ビ
ー
シ
ェ
ル
タ

ー
と
マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
統
合
が
図
ら
れ
る
。
一
九
九
八
年
、
修
道
会

の
社
会
福
祉
財
団
の
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
修
道
院
の
一
角
に
独
立
し
た
建

物
を
設
け
、
母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
再
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
の
維
持
・
運
営
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
た
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
を
取
得
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
宣
教
に
生
涯

を
捧
げ
た
ド
イ
ツ
人
の
前
総
長
で
あ
る
。
謙
虚
で
信
仰
心
が
篤
い
前
総
長

は
、
人
々
の
尊
敬
を
集
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
管
区
で
特
別
か
つ
絶
対
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。
彼
女
自
身
が
運
営
資
金
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

シ
ェ
ル
タ
ー
は
実
質
的
に
前
総
長
の
個
人
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
み
な
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
シ
ェ
ル
タ
ー
に
関
す
る
権
限
は
前
総
長
が
握
っ
て

い
た
。

も
、
そ
れ
は
本
発
表
の
次
の
課
題
で
あ
る
。

　

反
対
に
、
も
し
そ
の
よ
う
な
司
牧
者
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
モ
ス
ク

ワ
及
び
全
ル
ー
シ
の
総
主
教
キ
リ
ル
一
世
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
歴

史
的
宗
教
的
に
与
え
ら
れ
た
そ
の
職
責
を
全
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
彼
を
批
判
す
る
人
々
、
こ
と
に
彼
を
制
裁
の
対
象
に
し
よ
う
と
主

張
し
た
政
治
家
た
ち
は
、
過
去
に
目
を
閉
ざ
し
た
た
め
に
、
結
局
の
と
こ

ろ
現
在
の
政
治
と
宗
教
の
違
い
に
も
盲
目
と
な
り
、
宗
教
を
政
治
に
利
用

し
よ
う
と
し
た
と
い
う
、
在
り
来
た
り
の
結
論
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
本
発
表
は
、
発
表
当
時
継
続
し
て
い
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
特
殊

軍
事
作
戦
を
肯
定
し
た
り
支
持
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
最
後

に
断
っ
て
お
き
た
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
慈
善
事
業
の
持
続
可
能
性
と
限
界

岡
光　

信
子

　

本
発
表
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
は
じ
め
と
す
る
諸
宗
教
が
混
在
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
、
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
修
道
会

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
管
区
で
運
営
さ
れ
て
い
た
母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
を
取
り
上

げ
、
宗
教
組
織
の
社
会
福
祉
事
業
の
持
続
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
考
察

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
中
央
ジ
ャ
ワ
州
に
あ
る
女

子
修
道
会
の
広
大
な
敷
地
の
一
角
に
設
置
さ
れ
、
諸
事
情
に
よ
っ
て
「
望

ま
れ
な
い
子
ど
も
」
を
妊
娠
し
た
女
性
た
ち
が
寄
留
し
て
出
産
を
済
ま

せ
、
さ
ら
に
母
子
の
身
の
振
り
方
に
も
配
慮
す
る
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ

て
き
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
宣
教
地
に
お
い
て
慈
善
活
動
を
行
っ
て
き
た
伝
統
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日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
〈
死
者
の
記
憶
〉
の
特
徴

佐
﨑　
　

愛

　

本
発
表
の
目
的
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会（
以
下
、
日
本
正
教
会
）

が
死
者
へ
の
祈
り
を
行
う
中
で
何
度
も
唱
え
、
祈
る
正
教
会
の
重
要
概
念

〈
死
者
の
記
憶
〉
を
整
理
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
日
本
基
督
教
団
・
聖
公
会

の
死
者
の
た
め
の
祈
り
の
言
葉
と
比
較
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
正
教
会
の

〈
死
者
の
記
憶
〉
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
の
歴
史
は
、
一
八
六
一
年
に
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
サ
ー
ト
キ
ン
が

ロ
シ
ア
か
ら
来
日
し
た
事
に
端
を
発
し
、
現
在
も
約
一
万
人
弱
の
信
徒
が

連
綿
と
信
仰
を
守
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
・

聖
公
会
に
比
べ
て
、
正
教
会
は
も
と
も
と
死
者
へ
の
祈
り
を
重
視
し
て
お

り
、
伝
道
の
際
も
、
正
教
会
は
日
本
の
供
養
文
化
と
の
交
錯
の
中
で
日
本

へ
の
定
着
を
果
た
し
て
き
た
。
さ
て
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
研
究

に
は
分
厚
い
蓄
積
が
あ
る
が
、
特
に
葬
儀
式
文
に
関
す
る
研
究
を
見
て
み

る
と
、
戦
後
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
日
本
基
督
教
団
・
聖
公
会
で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
葬
儀
式
文
に
日
本
的
要
素
（
弔
辞
、
告
別
式
、
献
花
な
ど
）
が

徐
々
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は

「
死
者
供
養
」
と
い
う
言
葉
は
避
け
ら
れ
、
死
者
の
「
記
念
」「
お
ぼ
え

る
」
な
ど
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
（
待
井
扶
美
子
一
九
九

九
：
五
七
―
七
五
「
キ
リ
ス
ト
教
葬
儀
の
変
遷
：
儀
式
書
・
祈
禱
書
・
式

文
を
手
が
か
り
に
」『
論
集
』、
中
道
基
夫
二
〇
〇
二
：
九
一
―
一
一
四

「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
葬
儀
式
文
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
１

）」『
神
学
研
究
』
四
九
ほ
か
）。
こ
れ
は
、
日
本
の
死
者
へ
の
弔
い
に

ま
つ
わ
る
年
忌
か
ら
年
中
行
事
の
一
連
の
流
れ
が
祖
先
祭
祀
と
重
な
り
、

偶
像
崇
拝
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
で
は
日
本
正
教
会
の
死
者
儀

　

母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
者
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
り
自
立
し

て
い
な
い
者
が
大
半
を
占
め
る
た
め
、
利
用
者
が
負
担
す
べ
き
滞
在
費
も

払
わ
れ
ず
、
慢
性
的
な
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
た
。
修
道
会
は
、
シ
ェ
ル

タ
ー
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
必
要
か
ら
、
大
々
的
に
募
金
を
呼

び
掛
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
前
総
長
の
意
向
に
よ
り
公
的
援
助
を
求
め
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
修
道
会
は
、
修
道
女
の
減
少
に
苦
慮
し
、
働
き

盛
り
の
修
道
女
を
学
校
や
病
院
な
ど
利
益
を
生
む
施
設
に
配
置
す
る
方
針

を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
前
総
長
の
強
い
意
向
で
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の

責
任
者
は
修
道
女
が
務
め
て
い
た
。
ま
た
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
担
当
す
る
修

道
女
は
、
夜
間
に
乳
児
の
世
話
を
す
る
ナ
イ
ト
シ
フ
ト
に
加
え
、
昼
夜
を

問
わ
ず
必
要
に
応
じ
て
母
子
へ
の
対
応
な
ど
の
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
た

め
、
好
ま
れ
る
職
場
で
は
な
か
っ
た
。

　

母
子
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
堕
胎
を
防
ぐ
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宗
教

的
理
念
を
実
現
す
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、
宗
教
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
望

ま
な
い
妊
娠
を
し
た
女
性
と
そ
の
子
供
を
救
済
し
て
き
た
。
シ
ェ
ル
タ
ー

を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
き
た
前
総
長
は
、
晩
年
、
病
気
の
治
療
の
た
め

ド
イ
ツ
に
戻
り
、
二
〇
一
八
年
に
亡
く
な
る
。
同
年
、
シ
ェ
ル
タ
ー
は
担

当
す
る
修
道
女
が
不
在
と
い
う
か
た
ち
で
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
修
道
会
の
社
会
福
祉
財
団
の
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
運

営
さ
れ
て
き
た
が
、
実
質
的
に
は
前
総
長
の
個
人
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

み
な
さ
れ
、
他
者
が
運
営
に
口
を
は
さ
む
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
か
っ

た
。
社
会
的
に
意
義
あ
る
事
業
で
は
あ
っ
た
が
、
修
道
会
内
部
で
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
形
成
が
図
ら
れ
ず
、
将
来
計
画
も
な
い
ま
ま
運
営
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
施
設
の
閉
鎖
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
と
考
え
ら
え
る
。
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〈
記
憶
〉
は
他
の
教
派
が
避
け
て
き
た
「
供
養
」
を
特
別
避
け
て
は
お
ら

ず
、
こ
の
点
に
正
教
会
の
特
徴
が
あ
る
。
最
後
に
、
正
教
会
の
〈
死
者
の

記
憶
〉＝「
供
養
」
の
図
式
が
成
り
立
ち
え
た
三
つ
の
要
因
を
考
え
た
。
第

一
に
、〈
記
憶
〉
と
「
供
養
」
の
も
つ
死
者
救
済
的
要
素
の
類
似
、
第
二

に
伝
道
当
初
よ
り
墓
地
祈
禱
や
パ
ニ
ヒ
ダ
な
ど
の
死
者
へ
の
祈
り
が
行
わ

れ
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
第
三
に
〈
記
憶
〉
の
持
つ
異
教
的
な
も
の

と
の
媒
介
的
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
供
養
文
化
と
正
教

会
の
死
者
儀
礼
が
す
り
合
わ
せ
ら
れ
る
際
に
〈
記
憶
〉
が
そ
の
媒
介
を
果

た
す
こ
と
で
、
新
た
な
儀
礼
を
生
み
出
し
つ
つ
正
教
会
の
日
本
へ
の
定
着

が
図
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
教
か
ら
国
家
へ 

│
│ 

近
代
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
救
済 

│
│松

岡　

秀
明

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
た
い
す
る
眼
差
し
に
は
、
宗
教
的
、
医
学
的
、
国
家
的

等
々
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
慈
悲
の

対
象
、
国
家
的
管
理
の
対
象
と
し
て
の
「
癩
」
を
検
討
す
る
。
以
下
、
歴

史
的
文
脈
で
「
癩
」
を
用
い
る
。

　

江
戸
期
に
既
に
、
熊
本
の
本
妙
寺
や
熊
野
本
宮
の
周
囲
に
は
病
気
平
癒

や
物
乞
い
の
た
め
に
癩
患
者
が
集
ま
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
明
治

に
入
り
人
々
の
移
動
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
故
郷
を
離
れ
て
浮

浪
す
る
患
者
（「
浮
浪
癩
患
者
」）
の
数
が
増
え
、
浅
草
寺
、
草
津
温
泉
な

ど
で
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
前
の
癩
対
策
で
最
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
た
医
師
光
田
健
輔
（
一
八
七
六
―
一
九
六
四
）
は
一
九
〇
六

年
発
表
の
論
説
の
な
か
で
、
神
社
仏
閣
や
名
所
旧
跡
に
集
っ
て
い
る
「
此

の
恐
る
可
き
病
毒
の
散
布
者
た
る
浮
浪
癩
患
者
」
を
管
理
す
る
必
要
が
あ

礼
は
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
日
本
正
教
会
の
〈
死
者
の
記
憶
〉
概
念
お
よ
び
式
文
と
儀
礼
の
名
称

を
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
と
比
較
し
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
〈
死
者
の
記
憶
〉
概
念
を
整
理
す
る
。
こ
の
概
念
は
「
生
前
そ
の

人
が
犯
し
た
罪
の
赦
し
を
願
い
、
永
眠
者
が
神
に
喜
ば
れ
る
者
と
な
っ
て
、

永
遠
の
神
の
福
楽
の
世
界
に
入
れ
る
よ
う
に
祈
る
」
も
の
と
さ
れ
る
（
日

本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団
一
九
八
二
『
記
憶
録
』）。
ま
た
、
①
「
最
も

信
徒
の
人
格
・
徳
を
高
め
」、
②
「
他
者
に
代
わ
っ
て
自
分
が
祈
る
こ
と

で
（
他
者
の
）
神
恩
・
幸
福
・
健
康
を
賜
」
り
、
③
「
生
前
の
罪
の
赦
し

を
願
い
死
者
が
諸
聖
人
の
い
る
神
の
福
楽
の
世
界
に
入
る
よ
う
祈
る
」
も

の
で
、
同
時
に
④
「
自
分
が
故
人
の
信
仰
を
受
け
継
ぎ
将
来
神
の
国
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
る
」
行
為
で
あ
る
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も

知
っ
て
お
き
た
い
正
教
会
の
奉
事
と
諸
習
慣
」）。
こ
の
う
ち
、
②
③
に
は

死
者
救
済
的
要
素
が
見
て
取
れ
、
日
本
の
「
供
養
」
と
の
類
似
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
〈
死
者
の
記
憶
〉
は
、
通
過
儀
礼
と
し
て
は
、
埋
葬
祈
禱
、
三

日
祭
、
九
日
祭
、
四
十
日
祭
、
一
年
祭
、
〇
年
祭
（
三
、
五
…
）
に
祈
ら

れ
、
年
中
儀
礼
と
し
て
は
、
聖
体
礼
儀
（
日
曜
礼
拝
）
中
の
「
死
者
の
た

め
の
連
禱
」
と
聖
パ
ン
記
憶
、
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
、
春
と
秋
の
大
パ
ニ
ヒ

ダ
・
墓
地
祈
禱
の
際
に
祈
ら
れ
る
。
次
に
、〈
死
者
の
記
憶
〉
に
類
す
る

語
を
他
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
の
葬
儀
式
文
か
ら
検
討
す
る
。
結
果
、
カ

ト
リ
ッ
ク
は
「
記
念
」「
追
憶
」「
顧
み
る
」「
記
念
の
集
い
」、
日
本
基
督

教
団
は
「
記
念
」「
顧
み
る
」「
思
い
起
こ
す
」、
聖
公
会
は
「
逝
去
者
記

念
式
」、
正
教
会
は
「〈
記
憶
〉」「〈
死
者
の
記
憶
〉」「
永
遠
の
記
憶
」
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
儀
礼
式
文
中
の
「
記
念
」
と
〈
記
憶
〉
の
使
い
方
は

ほ
ぼ
同
義
で
、
い
ず
れ
も
神
の
憐
み
を
求
め
る
も
の
だ
が
、
正
教
会
の



277　　

個人発表 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

（
現
代
の
社
会
福
祉
）
が
、
伝
染
病
す
な
わ
ち
感
染
症
は
医
学
が
対
応
す

る
と
い
う
行
政
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
っ
た
。
光
田
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
国
家
が
主
導
し
て
癩
を
撲
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
続

け
、
浮
浪
癩
患
者
の
隔
離
を
可
能
と
し
た
日
本
で
最
初
の
癩
に
か
か
わ
る

法
律
「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
〇
七
年
）
の
制
定
に
尽
力
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
全
国
に
五
つ
の
公
立
（
一
九
四
一
年
に
国
立
に
移

管
）
の
癩
患
者
の
療
養
施
設
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

一
九
三
一
年
三
月
、
光
田
を
園
長
と
し
て
前
年
に
開
園
し
た
国
立
療
養

所
島
愛
生
園
長
島
愛
生
園
が
患
者
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
同
年
八
月
に
は

す
べ
て
の
癩
患
者
の
隔
離
を
可
能
と
す
る
「
癩
予
防
法
」
が
施
行
さ
れ

た
。
一
九
三
五
年
の
段
階
で
、
私
立
の
癩
療
養
施
設
の
患
者
数
は
千
人
を

切
っ
て
い
る
。
同
じ
年
の
国
公
立
の
そ
れ
は
五
千
人
以
上
で
、
一
九
四
〇

年
に
は
一
万
人
を
超
え
た
。

　

国
家
に
よ
る
宗
教
統
制
を
可
能
と
し
た
宗
教
団
体
法
の
施
行
は
一
九
四

〇
年
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
宗
教
統
制
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
圧
力
は
次
第
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
代
々

院
長
が
外
国
人
だ
っ
た
神
山
復
生
病
院
は
、
一
九
三
〇
年
に
岩
下
壮
一

（
一
八
八
九
―
一
九
四
〇
）
が
第
六
代
院
長
と
な
り
貞
明
皇
后
を
賛
美
し
、

回
春
病
院
や
慰
廃
園
は
そ
れ
ぞ
れ
開
設
者
の
国
外
退
去
と
資
金
難
に
よ
り

一
九
四
一
年
と
四
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
癩
患
者
の
国
家
管
理
は
こ
の
よ

う
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　

一
方
、
親
族
の
手
で
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
患
者
た
ち
が
い
た
。
後
に
日
本

最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
の
癩
療
養
施
設
神
山
復
生
病
院
を
設
立
す
る
こ
と
に

な
る
フ
ラ
ン
ス
人
テ
ス
ト
ウ
ィ
ー
ド
神
父
（
一
八
四
九
―
一
八
九
一
）

は
、
一
八
八
一
年
の
手
紙
に
、
自
分
が
癩
患
者
を
世
話
す
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
夫
に
捨
て
ら
れ
、
米
搗
き
水
車
の
上
に
し
つ
ら
え
ら

れ
た
み
す
ぼ
ら
し
い
小
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
約
三
十
才
く
ら
い
の

不
幸
な
女
ら
い
患
者
」
と
出
会
っ
た
こ
と
だ
と
書
い
て
い
る
。

　

明
治
以
降
日
本
に
や
っ
て
来
た
外
国
人
宣
教
師
た
ち
は
、
癩
患
者
を
哀

れ
み
次
の
療
養
施
設
を
創
立
し
た
。
神
山
復
生
病
院
（
静
岡
、
一
八
八
九

年
設
立
）、
慰
廃
園
（
東
京
、
一
八
九
四
年
設
立
〜
一
九
四
二
年
閉
鎖
）、

回
春
病
院
（
熊
本
県
、
一
八
九
五
年
設
立
〜
一
九
四
一
年
閉
鎖
）、
待
老

院
（
熊
本
、
一
八
九
八
年
設
立
〜
二
〇
一
三
年
閉
鎖
）、
聖
バ
ル
ナ
バ
ホ

ー
ム
（
群
馬
、
一
九
一
六
年
設
立
〜
一
九
三
一
年
閉
鎖
）。

　

癩
患
者
た
ち
に
慈
悲
深
か
っ
た
の
は
宣
教
師
た
ち
ば
か
り
で
は
な
か
っ

た
。
一
九
〇
一
年
、
明
治
天
皇
妃
の
昭
憲
皇
后
（
一
八
四
九
―
一
九
一

四
）
が
神
山
復
生
病
院
に
対
し
て
金
一
封
を
下
賜
し
た
こ
と
を
嚆
矢
と
し

て
、
昭
憲
皇
后
や
次
の
皇
后
す
な
わ
ち
大
正
天
皇
妃
の
貞
明
皇
后
（
一
八

八
四
―
一
九
五
一
）
は
た
び
た
び
こ
の
病
院
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
癩
療

養
施
設
に
金
品
を
下
賜
し
た
。
貞
明
皇
后
は
一
九
三
二
年
十
一
月
、
大
宮

御
所
で
「
癩
患
者
を
慰
め
て
」
と
い
う
題
で
歌
会
を
催
し
、「
つ
れ
づ
れ

の
友
と
な
り
て
も
慰
め
よ
行
く
こ
と
か
た
き
わ
れ
に
か
は
り
て
」
と
詠
む

な
ど
、
皇
室
の
「
救
癩
」
の
象
徴
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

近
代
国
家
に
お
い
て
は
、
国
力
の
礎
と
し
て
人
口
や
健
康
が
重
要
な
問

題
と
な
っ
た
。
日
本
も
近
代
化
の
過
程
で
貧
困
や
少
年
非
行
は
社
会
事
業
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す
る
形
に
な
っ
た
。
以
前
は
協
会
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
Ｐ

Ｄ
Ｆ
で
あ
っ
た
。
今
回
改
訂
増
補
さ
れ
た
内
容
の
う
ち
、
教
育
者
に
「
期

待
さ
れ
る
能
力
（Com

petency

）」
と
、
教
育
者
が
能
力
を
向
上
さ
せ

つ
つ
経
験
や
知
識
を
協
会
全
体
の
共
有
財
産
と
し
て
育
て
る
「
実
践
共
同

体
（Com

m
unity of Practice

）」
を
、
本
報
告
で
は
と
り
あ
げ
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
両
者
は
、
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
に
従
事
す
る
者
の
あ
る
べ
き
人

物
像
、
能
力
、
そ
の
経
験
や
知
識
を
共
有
し
進
化
さ
せ
る
し
く
み
に
つ
い

て
言
及
し
た
箇
所
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
期
待
さ
れ
る
能
力
」
は
、
学
歴
や
知
能
と
は
別
の
、
業
績
を
達
成
す

る
能
力
で
、
達
成
動
機
の
高
さ
・
そ
の
人
の
ひ
と
と
な
り
と
能
力
と
を
結

び
つ
け
る
概
念
で
あ
る
（M

cClelland

一
九
七
七
）。「
期
待
さ
れ
る
能

力
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
専
門
性
、
対
人
関
係
と
自
己
認
識
、
教

育
、
概
念
化
と
理
論
、
応
用
と
統
合
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
組
織
行
動
の

六
領
域
に
関
す
る
も
の
だ
。
教
育
者
養
成
課
程
で
は
た
と
え
ば
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
見
学
（
入
門
審
査
）、
教
育
者
同
伴
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

へ
の
司
会
と
し
て
の
参
加
（
第
一
フ
ェ
イ
ズ
）、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
司
会
経
験
の
報
告
を
教
育
者
が
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
す
る
（
第
二
フ
ェ

イ
ズ
）、
と
い
う
実
習
段
階
に
進
む
こ
と
が
許
さ
れ
「
期
待
さ
れ
る
能
力
」

が
吟
味
さ
れ
る
。
近
年
、
チ
ャ
プ
レ
ン
に
は
、
諸
制
度
間
を
ま
た
ぐ
交

渉
、
諸
専
門
職
と
の
連
携
、
ま
た
、
活
動
内
容
の
理
解
と
説
明
、
チ
ャ
プ

レ
ン
と
し
て
の
活
動
を
内
省
し
研
究
す
る
能
力
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
十
分
な
実
習
時
間
と
経
験
の
蓄
積
と
と
も
に
、
対
人
関

係
や
本
人
の
姿
勢
、
理
解
と
説
明
と
研
究
能
力
も
、
三
段
階
の
面
接
審
査

で
吟
味
さ
れ
る
。
審
査
に
よ
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
認
定
が
延
期
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
認
定
断
念
を
求
め
ら
れ
る

A
CPE Standards and M

anuals

の
精
読
と
邦
訳

葛
西　

賢
太

　

米
国
臨
床
牧
会
教
育
協
会
（A

ssociation for Clinical Pastoral 
Education

）
の
理
念
や
諸
規
程
や
指
導
要
領
を
記
し
た
文
書
群
、『
臨

床
牧
会
協
会
手
引
き
集
（A

CPE
 m
anuals

）』（
以
下
、『
手
引
き
集
』

と
略
記
）
が
二
〇
二
〇
年
に
大
き
く
改
訂
増
補
さ
れ
た
。
臨
床
牧
会
教
育

は
、
傾
聴
者
た
る
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
の
方
法
論
で
あ
る
。
協
会
は
チ
ャ
プ

レ
ン
の
教
育
を
規
定
し
保
障
す
る
機
関
で
あ
る
が
、
実
際
の
教
育
は
、
協

会
か
ら
認
定
を
受
け
た
全
米
各
地
の
「
認
定
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
行
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
発
表
者
は
、
日
本
で
、
上
智
大
学
お
よ
び
日
本
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
で
傾
聴
者
の
養
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
日
本
で
の
養

成
方
法
論
は
、
米
国
の
臨
床
牧
会
教
育
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
改
訂
増
補
内
容
を
確
認
し
、
そ
れ
ま
で
の
方
法
論
と
比
較
吟

味
し
て
、
日
本
で
の
養
成
方
法
論
を
再
構
成
し
た
い
と
考
え
た
の
が
、
今

回
『
手
引
き
集
』
を
精
読
邦
訳
す
る
理
由
で
あ
る
。

　

協
会
は
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
に
は
直
接
携
わ
ら
ず
、
養
成
を
行
う
「
認
定

教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
認
定
（A
ccreditation

）、
お
よ
び
、
養
成
に
関
わ

る
「
認
定
教
育
者Certified Educator

」
を
認
定
（Certification

）

す
る
。
チ
ャ
プ
レ
ン
志
願
者
（Student

）
は
、
協
会
認
定
を
受
け
た
セ

ン
タ
ー
の
方
針
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
る
。
志
願
者
は
協
会
の
専
門
職
倫

理
規
程
に
は
従
う
が
、
協
会
は
セ
ン
タ
ー
の
認
定
と
教
育
者
の
認
定
を
介

し
て
チ
ャ
プ
レ
ン
の
あ
り
方
を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
今
回

の
『
手
引
き
集
』
改
訂
以
前
に
は
、
認
定
教
育
者
は
「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
『
手
引
き
集
』
は
二
五
〇
を
超
え
る
文
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
互
参
照
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孝
行
」、「
護
国
利
民
」
が
強
調
さ
れ
た
。
媽
祖
信
仰
の
救
済
範
囲
の
拡
張

は
、
お
そ
ら
く
仏
教
的
な
「
衆
生
救
済
」
と
国
家
利
益
の
「
護
国
利
民
」

な
ど
の
封
号
が
反
映
さ
れ
た
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
世
俗
と
の
隔
絶
を

目
的
と
す
る
仏
教
・
道
教
、
ま
た
、
積
極
的
に
自
分
の
教
義
を
社
会
実
践

に
す
る
儒
教
と
違
い
、
媽
祖
信
仰
は
神
鬼
な
ど
の
崇
拝
・
俗
習
の
要
素
が

含
ま
れ
る
。
主
に
現
世
利
益
を
願
う
庶
民
的
な
信
仰
で
あ
る
。

　

媽
祖
信
仰
は
、
元
々
疫
病
退
治
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
媽
祖
信

仰
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
は
、
前
半
と
後
半
と
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
は
、

媽
祖
が
人
間
の
娘
と
し
て
生
き
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
後
半
は
、
媽
祖
が

女
神
に
な
っ
た
後
の
伝
説
化
の
時
期
で
あ
る
。
媽
祖
に
関
す
る
疫
病
退
治

の
話
は
、
前
半
と
後
半
が
共
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
従
来
、

媽
祖
伝
承
に
つ
い
て
記
し
た
代
表
的
史
料
と
見
な
さ
れ
て
き
た
明
末
の

『
天
妃
顕
聖
録
』
に
は
、
媽
祖
が
生
前
す
る
時
の
「
霊
符
回
生
」
と
死
後

の
「
聖
泉
救
疫
」
な
ど
の
事
績
を
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
。

　

媽
祖
信
仰
と
疫
病
退
治
の
利
益
を
密
接
に
関
連
さ
せ
る
原
因
に
は
二
つ

が
あ
る
。
一
つ
は
、
媽
祖
廟
が
ほ
ぼ
水
が
あ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
所
は
陸
地
に
比
べ
て
雨
季
の
降
水
量
が
多
か
っ
た

こ
と
や
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
広
域
に
わ
た
っ
て
洪
水
の
被
害
が
発
生
す

る
。
特
に
洪
水
は
感
染
症
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
。
洪
水
の
原
因
で
、
家

が
な
く
な
っ
た
人
た
ち
は
他
所
に
移
動
し
、
野
外
で
休
み
、
人
混
み
に
よ

り
蚊
へ
の
曝
露
が
増
大
し
、
疫
病
が
流
行
し
や
す
い
。
媽
祖
信
仰
の
発
祥

地
と
し
て
の
福
建
省
は
、
常
に
洪
水
と
瘧
疾
の
被
害
を
受
け
る
。
歴
史
資

料
か
ら
見
る
と
、
例
え
ば
、
一
一
九
八
年
は
水
災
に
遭
い
、
一
一
五
五
年

は
疫
病
が
流
行
る
。
と
こ
ろ
が
、
水
は
禍
を
招
く
原
因
の
一
方
で
、
疫
病

の
治
療
に
は
、
き
れ
い
な
水
を
用
い
る
。
災
害
の
時
は
水
が
大
切
で
あ
る
。

こ
と
も
あ
る
。

　

実
践
共
同
体
は
「
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
関
心
や
問
題
、
熱
意
な
ど
を

共
有
し
、
そ
の
分
野
の
知
識
や
技
能
を
持
続
的
な
相
互
交
流
を
通
じ
て
深

め
て
い
く
人
々
の
集
団
」（
ウ
ェ
ン
ガ
ー
他
二
〇
〇
二
）
と
定
義
さ
れ
る
。

「
実
践
」
と
は
、（「
医
師
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
と
い
う
表
現
に
含

意
さ
れ
る
よ
う
に
）「
特
定
の
領
域
で
も
の
ご
と
を
行
う
た
め
の
、
社
会

的
に
定
義
さ
れ
た
一
連
の
方
法
」
を
指
す
。
教
育
者
と
し
て
の
知
識
や
技

能
の
「
学
習
」
を
一
個
人
で
は
な
く
複
数
の
相
互
作
用
で
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
る
。
実
践
共
同
体
の
設
置
に
関
与
す
る
認
定
教
育
者
は
、
知
識
の

複
写
で
は
な
く
、
主
体
的
か
つ
動
的
な
再
構
成
を
し
、
環
境
の
多
様
性
に

応
じ
た
保
持
の
担
い
手
と
も
な
る
ね
ら
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

媽
祖
信
仰
と
疫
病
に
つ
い
て

張　
　
　

凱

　
「
海
難
か
ら
人
々
を
救
う
」
と
い
う
救
済
者
と
し
て
の
特
質
は
、
媽
祖

信
仰
の
最
大
の
特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
媽
祖
信
仰
は
自
分
の
本
質
を
保

っ
た
上
で
信
仰
に
よ
る
利
益
を
次
第
に
追
加
す
る
こ
と
で
、
信
仰
の
厚
み

を
深
め
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
媽
祖
信
仰
の
発
端
と
も
言
え
る
、
中
国
東

南
の
湄
州
島
で
生
ま
れ
た
媽
祖
の
物
語
に
お
い
て
、「
救
い
」
と
「
母
性

的
な
愛
」
の
側
面
が
非
常
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
媽
祖
信
仰
が

単
な
る
地
域
信
仰
で
あ
っ
た
時
期
に
見
ら
れ
た
現
実
的
な
海
難
か
ら
の

「
救
い
」
は
、
次
第
に
高
度
な
宗
教
的
「
救
済
」
に
変
化
し
、「
母
性
的
な

愛
」
は
「
仁
愛
」
に
、
媽
祖
の
も
つ
「
慈
愛
」
は
「
慈
悲
」
に
変
わ
っ

た
。
信
仰
内
容
の
変
化
に
は
、
そ
の
時
代
の
流
行
な
ど
の
世
相
が
反
映
さ

れ
る
。
媽
祖
信
仰
の
場
合
は
、
朝
廷
の
支
持
を
得
る
た
め
、
次
第
に
「
親
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宗
教
的
空
間
と
し
て
は
境
内
等
の
庭
園
、
本
堂
・
金
堂
等
を
含
む
伽
藍

等
の
礼
拝
施
設
、
経
蔵
・
宝
物
殿
等
の
収
納
施
設
、
集
会
堂
・
ケ
ア
処
等

の
共
同
施
設
、
ほ
か
に
庫
裡
等
の
私
的
施
設
に
よ
り
、
祈
り
や
説
法
そ
の

も
の
を
含
む
有
形
無
形
な
る
も
の
で
構
成
さ
れ
る
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月

七
日
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
後
は
「
三
密　

T
hreeCS

」
の
発
揚
で
拝

観
時
間
の
変
更
や
札
所
で
あ
っ
て
も
閉
門
が
実
施
さ
れ
、
閉
山
、
院
内
一

部
施
設
の
閉
扉
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
前
提
に
寄
り
添
い

や
手
助
け
、
手
次
等
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
拝
観
は
宗
教
行
為

で
あ
り
、
閉
鎖
施
設
で
の
院
内
祈
願
等
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

一
般
に
向
け
て
は
施
設
に
よ
る
宗
教
空
間
そ
の
も
の
の
停
止
で
あ
る
。

　

日
本
で
疫
病
は
『
十
巻
伝
』
や
日
蓮
『
立
正
安
国
論
』
に
社
会
問
題
と

し
て
示
さ
れ
る
が
、
四
苦
と
し
て
の
病
か
ら
の
警
醒
側
面
が
強
く
、
い
ず

れ
も
施
設
環
境
と
連
結
さ
せ
た
展
開
は
な
い
が
、
今
回
、
例
え
ば
四
十
八

軽
戒
の
第
四
十
七
非
法
制
限
戒
や
四
十
八
破
法
戒
に
照
会
す
る
こ
と
や
検

証
も
な
か
っ
た
。

　

閉
門
は
む
し
ろ
住
職（
寺
族
）で
運
営
す
る
小
規
模
社
寺
が
目
立
っ
た

が
、
そ
れ
は
雇
調
金
の
対
象
外
と
な
る
法
人
で
、
こ
れ
を
世
俗
化
と
し
て

理
解
す
る
の
か
検
討
を
要
す
る
。
当
然
、
塵
収
集
な
ど
の
平
常
時
サ
ー
ビ

ス
が
不
可
能
な
な
か
「
祈
り
と
憩
い
の
場
は
閉
ざ
さ
な
い
」
と
し
て
境
内

を
無
料
開
放
し
た
社
寺
も
複
数
存
在
す
る
（
毎
日
新
聞
二
〇
二
〇
・
五
・

一
五
京
都
版
・
朝
刊
な
ど
）
が
、
拝
観
停
止
は
宗
教
や
文
化
施
設
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
化
と
い
う
意
識
変
化
を
高
進
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

論
者
は
、
東
日
本
大
震
災
後
二
〇
一
三
年
三
月iPad

に
よ
り
「
誰
か

の
た
め
に
祈
り
な
が
ら
」
と
読
経
と
モ
ニ
タ
上
で
の
経
典
の
な
ぞ
り
を
行

い
祈
り
を
共
同
さ
せ
遠
隔
地
を
つ
な
ぎ
サ
ー
バ
ー
蓄
積
（
二
〇
一
三
・
三

も
う
一
つ
は
、
仏
教
に
関
係
が
あ
る
。
媽
祖
信
仰
が
医
療
方
面
か
ら
仏
教

の
や
り
方
を
参
照
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
仏

教
医
学
書
を
実
際
に
使
い
、
古
代
の
宮
の
中
で
出
家
の
僧
侶
が
貴
人
た
ち

の
体
を
看
護
し
、
病
気
治
療
の
役
を
担
当
す
る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
庶
民
の
場
合
、
寺
院
や
道
観
な
ど
の
あ
る
程
度
の
医
学
知
識

を
持
っ
て
い
る
出
家
者
に
診
査
を
受
け
る
情
況
が
普
通
で
あ
る
。
特
に
貧

し
い
人
は
、
寺
院
・
道
観
で
無
料
検
査
を
受
け
る
場
合
が
多
い
。
信
仰
者

の
場
合
は
、
安
心
感
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
体
と
心
の
両
方
面
か
ら
の
ケ

ア
で
あ
る
。
生
前
の
媽
祖
は
医
学
知
識
を
持
ち
、
村
人
の
病
気
を
直
す
巫

女
、
あ
る
い
は
巫
女
と
医
者
の
役
割
の
両
方
を
兼
ね
た
人
で
あ
る
。
女
神

に
な
っ
た
後
に
、
病
気
平
癒
の
利
益
も
そ
の
ま
ま
保
っ
て
い
る
。
一
般
的

な
投
薬
の
他
、
治
療
に
際
し
て
治
療
儀
礼
を
施
す
、
呪
術
的
要
素
が
強
か

っ
た
。
病
気
に
な
る
原
因
は
、
人
々
の
罪
業
が
病
気
を
起
こ
す
や
鬼
神
の

存
在
を
不
敬
す
る
な
ど
が
あ
る
。

　

媽
祖
信
仰
の
疫
病
退
治
に
関
す
る
記
事
に
よ
り
、
水
は
信
仰
的
な
意
味

の
「
身
を
清
ら
か
に
す
る
」
と
疫
病
退
治
に
対
す
る
「
治
療
用
の
綺
麗
な

水
」・「
体
を
洗
浄
す
る
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
呪
術
系
治
療

法
に
よ
っ
て
、
病
気
に
か
か
る
人
を
治
療
す
る
。

宗
教
空
間
・
施
設
に
お
け
る
疫
病
禍
拝
観
動
機
構
造 

│
│ 

借
問
分
析
結
果 

│
│

神
居　

文
彰

　

現
実
と
し
て
の
疫
病CO

V
ID
-19

禍
の
対
応
は
明
ら
か
に
自
然
災
害

と
し
て
の
巨
大
地
震
で
あ
る
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
等
の
対

応
と
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
。
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と
な
る
。

　

日
常
に
お
け
る
宗
教
の
特
殊
性
は
、
コ
ア
・
コ
ン
ピ
ア
ン
ス
と
し
て
空

間
と
真
義
に
お
け
る
唯
一
性
と
希
少
性
を
生
成
し
、
地
域
や
信
者
、
所
有

者
に
と
っ
て
日
常
で
あ
る
も
の
と
し
て
共
有
空
間
に
累
加
透
写
さ
れ
る
重

層
性
を
有
す
る
。
疫
病
禍
で
は
双
方
の
宗
教
性
深
化
の
た
め
常
に
解
放
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
宗
教
行
動
の
計
量
分
析

横
井　

桃
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
政
府
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
宗
教
施
設
側
も
感

染
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ
、
ま
た
人
々
も
宗
教
行
動
を
含
め
様
々
に

自
粛
が
求
め
ら
れ
た
。
本
研
究
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
外
出
自
粛

が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
人
々
は
宗
教
施
設
へ
の
参
拝
・
礼
拝
の

頻
度
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
変
化
の
ミ
ク
ロ
な

要
因
に
つ
い
て
、
計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
検
証
し
た
。

　

統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
宗
教
信
仰
割
合
は
約
二
六
％
（
統
計

数
理
研
究
所 

第
十
四
次
国
民
性
調
査
）
で
あ
る
。
一
方
、「
年
一
、
二
回

の
墓
参
り
」
は
約
七
割
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
「
日
本
人
の
意
識
」

第
十
回
調
査
）
と
あ
り
、「
宗
教
的
な
行
動
は
な
に
も
し
て
い
な
い
」
の

は
わ
ず
か
一
割
（
同
）
と
、
お
よ
そ
九
割
の
人
々
が
何
ら
か
の
宗
教
行
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
信
仰
割
合
と
対
照
的

に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
（
慣
習
的
に
）
何
ら
か
の
宗
教
的
な
お
こ
な
い
を

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
宗
教
施
設
へ
の
参

拝
」
は
、
日
本
に
お
い
て
は
慣
習
的
な
宗
教
実
践
で
あ
り
、
明
確
な
信
仰

朝
日
・
讀
賣
新
聞
朝
刊
参
照
）
を
試
み
、CO

V
ID
-19

蔓
延
時
か
ら
は
無

記
名
自
由
記
述
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し
『
佛
教
文
化
研
究
』
六
六
（
二
〇

二
二
・
四
）
に
中
間
報
告
を
し
た
。
令
和
四
年
二
月
末
時
点
の
回
答
総
数

六
四
八
件
（
男
性
：
二
一
四
名 

女
性
：
三
五
七
名 

不
明
：
七
七
名
―
内

中
学
生
三
一
七
名
―
）
で
、「
行
い
た
か
っ
た
こ
と
」
の
最
も
多
い
回
答

が
旅
行
三
五
五
（
帰
省
を
含
む
）、
次
い
で
外
出
外
遊
一
一
二
、
マ
ス
ク

問
題
七
八
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
は
年
齢
性
別
地
域
を
問
わ
ず
「
旅
行
」

「
旅
」
の
希
求
が
顕
著
に
読
み
取
れ
、
旅
の
構
成
要
素
・
目
的
の
一
つ
と

し
て
社
寺
や
文
化
施
設
、
史
跡
等
の
重
要
性
が
看
取
さ
れ
る
。
自
粛
反
動

の
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
常
を
空
間
的
に
離
れ
る
と

い
う
意
味
で
空
間
的
遊
離
と
接
合
、
体
験
と
発
見
を
参
看
す
る
こ
と
は
、

旅
行
に
お
け
る
「
観
光
」
に
拝
観
を
連
続
す
る
。

　

旅
の
受
け
容
れ
先
と
し
て
の
社
寺
や
宗
教
・
文
化
施
設
と
文
化
観
光
の

本
来
的
意
義
に
つ
い
て
相
反
す
る
側
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
モ
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
生
成
過
程
で
、
理
由
で
は
な
く
行
動
に
よ
っ
て
動
機
が
形
成
さ
れ

る
面
が
指
摘
さ
れ
（『
精
神
科
医T
om
y

が
教
え
る
心
の
荷
物
の
手
放
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
等
参
照
）、「
旅
」
活
用
に
お
い
て
目
的
が
促

成
深
化
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
空
間
・
施
設
の
も
つ
本
義
性
を
醸
成
す

る
連
接
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
でCO

V
ID
-19

最
中
か
ら
販
売
を

伸
ば
す
「
旅
ガ
チ
ャ
」
の
向
背
に
は
非
日
常
・
非
常
時
を
旅
と
関
係
さ
せ

た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
今
後
を
注
視
し
た
い
。

　

文
化
庁
が
示
す
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ユ
ニ
ー

ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
い
う
「
特
別
な
場
所
」
の
設
置
が
例
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ

以
前
に
誰
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
無
い
特
別
な
場
所
は
存
在
す
る
。
地

域
創
生
に
は
対
象
（
行
先
）
の
言
辞
空
間
動
作
構
造
の
有
効
性
が
最
重
要



　　282

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

る
社
会
志
向
性
が
、
参
拝
頻
度
を
減
少
さ
せ
た
と
い
え
る
。

　
「
参
拝
継
続
層
」
に
は
、
一
般
的
信
頼
の
高
さ
、
信
仰
×
年
齢
、
信
仰

×
権
威
主
義
、
信
仰
×
伝
統
主
義
の
交
互
作
用
が
影
響
し
て
い
た
。
交
互

作
用
が
有
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
威
主
義
や
伝
統
主
義
の
影
響
の
仕
方

が
信
仰
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
信
仰
を
も
つ
場
合

は
権
威
主
義
的
で
あ
る
ほ
ど
・
伝
統
主
義
的
で
あ
る
ほ
ど
参
拝
頻
度
を
維

持
し
や
す
い
が
、
信
仰
を
も
た
な
い
場
合
は
権
威
主
義
・
伝
統
主
義
の
影

響
は
小
さ
い
。「
増
加
層
」
で
は
、
信
仰
×
権
威
主
義
の
交
互
作
用
が
有

意
で
あ
っ
た
。
信
仰
を
も
つ
場
合
は
権
威
主
義
的
で
あ
る
人
ほ
ど
参
拝
頻

度
を
増
加
さ
せ
る
が
、
信
仰
を
も
た
な
い
場
合
は
権
威
主
義
的
価
値
観
の

影
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
。

　

交
互
作
用
の
検
討
の
結
果
、
信
仰
を
も
つ
者
と
も
た
な
い
者
と
の
間

で
、
服
従
対
象
の
権
威
者
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
信
仰

を
も
た
な
い
者
は
政
府
や
自
治
体
な
ど
を
権
威
と
み
な
す
が
、
信
仰
を
も

つ
者
に
と
っ
て
従
う
べ
き
権
威
は
宗
教
・
宗
教
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
宗
教
実
践
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
。
こ
の
こ
と
が
参
拝
頻
度
を
維
持
・

増
加
さ
せ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

散
骨
を
選
択
す
る
人
び
と
の
死
生
観

谷
山　

昌
子

　

本
発
表
で
は
、
日
本
で
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
新
た
に
登
場
し
た
と
い

わ
れ
る
葬
送
の
な
か
で
、「
散
骨
」
を
選
択
す
る
人
び
と
の
死
生
観
を
析

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
現
行
の
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
当
時
に
は
、
墓
は
保
存
と
継
承
が
前
提
さ
れ
て
い
た
。
永
代
供

養
合
葬
墓
や
散
骨
、
樹
木
葬
、
納
骨
堂
な
ど
様
々
な
葬
法
が
一
般
的
に
な

心
が
な
い
者
も
実
践
が
可
能
で
あ
る
。
緩
や
か
に
幅
の
あ
る
宗
教
行
動
の

頻
度
に
つ
い
て
、
そ
の
頻
度
の
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
個
人
の
価
値
観

と
い
っ
た
側
面
か
ら
検
討
し
た
。

　

用
い
る
デ
ー
タ
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
実
施
し
た
「
二
〇
二
一
年
現

代
の
く
ら
し
と
宗
教
に
関
す
る
調
査
」
で
あ
る
。
全
国
の
二
〇
〜
六
十
九

歳
の
男
女
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
実
施
し
た
。
分
析

に
用
い
た
の
は
一
二
一
九
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
参
拝
頻
度
の
変
化
を
、「
コ
ロ
ナ
前
の
参
拝

頻
度
」
と
「
コ
ロ
ナ
後
の
参
拝
頻
度
」
の
ク
ロ
ス
表
か
ら
四
つ
に
分
類
し

た
。「
増
加
層
」
一
〇
・
七
％
、「
減
少
層
」
二
三
・
三
％
、「
不
参
拝
層
」

五
八
・
七
％
、「
参
拝
継
続
層
」
七
・
四
％
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
参
拝
頻
度
の
変
化
の
四
分
類
を
従
属
変
数
と
し
た
、
多
項
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
基
準
カ
テ
ゴ
リ
は
「
不
参
拝

層
」
と
し
た
。
モ
デ
ル
一
で
は
、
社
会
的
属
性
、
信
仰
の
有
無
、
価
値
観

変
数
を
独
立
変
数
と
し
た
。
モ
デ
ル
二
で
は
、
モ
デ
ル
一
に
信
仰
の
有
無

と
価
値
観
変
数
の
交
互
作
用
を
独
立
変
数
と
し
て
加
え
、
参
拝
頻
度
の
変

化
に
対
し
て
、
信
仰
の
有
無
に
よ
っ
て
価
値
観
の
影
響
力
が
異
な
る
か
否

か
を
検
討
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
す
べ
て
の
層
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
一
で
有
意
で
あ
っ
た

「
信
仰
の
有
無
」
単
独
の
効
果
は
、
交
互
作
用
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
二
で

は
消
失
し
た
。
つ
ま
り
、
信
仰
の
有
無
に
よ
っ
て
、
参
拝
頻
度
の
変
化
に

対
す
る
年
齢
や
価
値
観
と
い
っ
た
変
数
の
影
響
の
仕
方
が
異
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　

高
齢
、
社
会
志
向
性
が
高
く
、
伝
統
主
義
的
価
値
観
を
も
つ
者
は
、

「
減
少
層
」
に
な
り
や
す
い
。
社
会
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
重
視
す
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後
に
、《
ペ
ッ
ト
と
一
緒
を
望
む
》、《
ア
パ
ー
ト
に
置
き
去
り
》
な
ど
の

理
由
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
『
曹
洞
宗
檀
信
徒
意
識
調
査
報
告
書
二
〇
一
二
年
（
平
成
24
）』
の
結
果

を
、
現
代
日
本
に
お
け
る
《
伝
統
的
な
葬
送
》
を
支
持
す
る
人
び
と
の
死

生
観
と
み
な
し
た
場
合
、
伝
統
的
な
葬
送
で
は
、
家
ま
た
は
親
族
単
位
の

墓
を
永
続
的
に
子
々
孫
々
に
よ
っ
て
維
持
・
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
さ

れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
散
骨
を
希
望
す
る
人
た
ち
は
、
家
や
血
縁
よ
り

も
個
人
の
人
格
や
価
値
観
を
優
先
し
、
自
ら
の
死
後
は
、
自
然
や
宗
教
者

に
委
ね
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
あ
の
世
や
墓
、
仏
壇
と
い
う
宗
教
的
世
界
で
は
な
く
、
個
人

が
生
前
に
愛
し
た
山
や
海
と
い
う
現
実
世
界
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
を

望
ん
で
い
た
。
ま
た
《
先
祖
》
や
《
ホ
ト
ケ
》
の
よ
う
な
集
合
体
に
な
る

の
で
は
な
く
、
死
後
も
個
人
の
生
前
の
人
格
や
価
値
観
を
継
続
す
る
《
わ

た
し
》
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
、「
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
い
た
い
」
や
「
私
、
泳
げ
な
い
か
ら
、
海
は
怖
い
か
ら
散
骨
す
る
な
ら

山
し
か
な
い
」
と
い
う
発
言
が
端
的
に
著
し
て
い
る
。
死
後
は
、
バ
ク
テ

リ
ア
に
分
解
さ
れ
て
肥
料
と
な
っ
て
役
立
て
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
す
る
意

見
も
あ
っ
た
。

　

散
骨
を
選
択
す
る
人
た
ち
の
死
生
観
は
、
家
や
血
縁
よ
り
も
個
人
の
意

向
や
感
情
を
優
先
さ
せ
る
、
有
形
的
・
伝
統
的
な
祭
祀
で
は
な
く
親
密
な

他
者
の
心
や
記
憶
に
と
ど
ま
る
、
現
実
世
界
に
居
場
所
を
求
め
る
、
生
前

の
個
性
・
人
格
・
価
値
観
を
維
持
し
続
け
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
死

後
に
お
い
て
も
現
世
か
ら
続
く
《
わ
た
し
ら
し
さ
》
を
最
重
要
視
し
て
お

り
、
死
後
に
お
け
る
個
人
化
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
散
骨
を
第
三
者
に
よ
り
決
定
・
行
為
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

り
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
、
当
時
想
定
し
得
な
か
っ
た
多
く
の
課
題
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
一
九
九
一
年
に
最
初
の
散
骨
が
「
葬
送
の
自
由
を
す
す
め

る
会
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
。
そ
の
当

時
の
日
本
で
は
、
従
来
の
葬
送
慣
習
に
対
す
る
改
革
を
求
め
る
運
動
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
散
骨
に
対
す
る
人
び

と
の
意
識
は
、
二
〇
一
一
年
ま
で
の
間
に
、「
認
め
て
も
よ
い
」
は
二
一
・

九
％
か
ら
八
五
％
に
、
利
用
に
つ
い
て
も
、「
希
望
」
は
一
二
・
八
％
か
ら

三
五
・
八
％
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
散

骨
は
、
複
数
の
業
種
か
ら
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り
組
む
動
き
も
活
発

で
あ
る
。

　

報
告
者
は
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
よ
り
二
〇
二
二
年
六
月
に
か
け
て
、

自
身
が
散
骨
を
希
望
し
て
い
る
、
な
い
し
近
親
者
の
散
骨
を
行
っ
た
経
験

の
あ
る
人
た
ち
、
お
よ
び
散
骨
を
実
施
す
る
団
体
ス
タ
ッ
フ
（「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
葬
送
の
自
由
を
す
す
め
る
会
」、「
日
蓮
宗
正
榮
山
妙
海
寺
」、「
株
式

会
社
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
す
ら
か
庵
」、
個
人
で

散
骨
を
実
施
し
た
Ａ
さ
ん
（
東
京
都
・
男
性
六
十
歳
代
）
と
Ｂ
さ
ん
（
東

京
都
・
男
性
三
十
代
）
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
お
け
る
散
骨
を
決
定
し
た
動
機
や
経
緯
に
注
目
し

た
結
果
、
動
機
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
大
好
き
な
海
ま
た
は
山
に
眠

り
た
い
」、「
自
然
の
循
環
に
惹
か
れ
る
」
な
ど
《
自
然
へ
の
憧
れ
》
と
言

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
「
墓
に
入
り
た
く
な
い
」
と
す
る
《
石
の
墓

に
対
す
る
忌
避
感
》、
次
に
《
墓
の
維
持
や
継
承
ま
た
は
獲
得
困
難
》
と

い
う
事
情
、
続
い
て
《
家
族
ま
た
は
配
偶
者
と
共
に
納
骨
さ
れ
る
こ
と
へ

の
拒
否
》
を
示
す
「
墓
に
入
り
た
く
な
い
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
最
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﹇
一
九
九
六
﹈
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
の
「
継
続
す
る
絆
」
が
維
持
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
②
の
「
祀
る
べ
き
死
者
」
は
、
門
中

に
と
っ
て
子
孫
繁
栄
の
守
護
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
不
足
が
あ
れ
ば
（
ウ

ガ
ン
ブ
ソ
ク
）、
ケ
ガ
や
病
な
ど
の
「
障
り
」
も
も
た
ら
す
存
在
で
も
あ

る
。
一
方
霊
性
の
高
い
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
特
定
の
先
祖
は
チ
ヂ
神

（
守
護
神
）
に
も
な
り
う
る
存
在
で
あ
る
。
①
と
②
は
一
部
重
複
す
る
も

の
の
、
門
中
の
父
系
血
縁
原
理
か
ら
祭
祀
対
象
か
ら
外
れ
る
長
男
以
外
の

兄
弟
姉
妹
や
子
ど
も
は
、
男
性
は
分
家
し
、
女
性
は
婚
出
が
想
定
さ
れ
る

た
め
伝
統
的
に
は
祀
る
べ
き
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
老
い
る
人
び
と
の
周
囲
に
は
①
と
②
に
含
ま
れ
な
い
死
者
、
生

前
時
間
を
共
に
し
た
③
「
生
前
縁
の
あ
っ
た
死
者
」、
③
に
当
て
は
ま
ら

な
い
、
語
り
に
よ
っ
て
島
で
共
有
さ
れ
る
人
物
な
ど
固
有
名
詞
の
は
っ
き

り
と
し
た
④
「
名
前
の
あ
る
死
者
」（
世
代
に
よ
っ
て
は
③
に
相
当
す
る

場
合
も
あ
る
）、
固
有
名
詞
は
は
っ
き
り
と
せ
ず
個
々
の
体
験
・
不
思
議

な
話
の
共
有
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
⑤
「
名
前
の
な
い
死
者
」
も
存
在
す

る
。
こ
の
よ
う
な
死
者
は
、
時
に
霊
性
の
高
い
人
び
と
に
よ
っ
て
そ
の
声

が
具
体
的
に
代
弁
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
老
い
る
人
び
と
の
私
的
な
体

験
に
よ
っ
て
の
み
知
覚
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ
う
し
た
死
者
は
必

ず
し
も
悪
霊
（
ヤ
ナ
カ
ジ
）
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
知
覚
の
さ

れ
か
た
も
声
だ
け
や
音
だ
け
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
」
の
よ

う
な
不
思
議
な
現
象
を
通
し
て
感
知
さ
れ
る
な
ど
は
っ
き
り
と
し
た
姿
を

示
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
事
例
も
多
い
。

　

③
・
④
・
⑤
の
よ
う
な
死
者
は
、
①
・
②
の
よ
う
に
死
者
儀
礼
や
祖
先

祭
祀
の
場
面
で
儀
礼
的
に
関
わ
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
子
孫
に
豊
穣
（
ユ

ー
）
を
も
た
ら
す
存
在
で
も
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
障
り
を
も
た
ら
す
わ

精
査
す
る
こ
と
、「
宗
教
を
信
じ
な
い
」「
宗
教
者
や
寺
院
に
疑
問
や
不
信

感
を
抱
い
て
い
る
」
と
い
う
人
た
ち
の
事
例
に
つ
い
て
省
察
し
た
い
。

老
い
る
人
び
と
と
多
様
な
死
者
と
の
関
わ
り 

│
│ 

南
島
を
事
例
に 

│
│

後
藤　

晴
子

　

南
島
で
は
形
を
変
え
な
が
ら
今
な
お
伝
統
的
な
死
者
儀
礼
や
祖
先
祭
祀

が
存
在
し
、
ノ
ロ
、
ユ
タ
と
い
っ
た
宗
教
的
職
能
者
に
代
表
さ
れ
る
霊
性

の
高
い
人
び
と
（
サ
ー
ダ
カ
ウ
マ
リ
）
を
通
し
て
、
ま
た
は
直
接
感
得
さ

れ
る
死
者
と
の
遭
遇
の
体
験
を
通
し
て
、
肉
親
の
よ
う
な
「
親
し
き
死

者
」
に
限
ら
れ
な
い
死
者
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
日
常
的
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
沖
縄
の
離
島
に
お
け
る
老
い
る
人
び
と
と
多

様
な
死
者
と
の
関
わ
り
を
、
彼
／
彼
女
の
語
り
や
話
を
中
心
に
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
対
象
と
す
る
の
は
、
人
口
千
人
足
ら
ず
の
小
さ
な

高
齢
化
の
進
む
沖
縄
周
辺
の
小
規
模
離
島
で
あ
る
。
調
査
当
時
、
門
中
の

祖
先
祭
祀
や
ほ
ぼ
毎
月
開
催
さ
れ
る
カ
ミ
行
事
は
昭
和
三
十
年
代
頃
と
比

す
る
と
そ
の
規
模
は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

老
い
る
人
び
と
と
関
わ
る
島
の
死
者
の
例
を
分
類
す
る
と
お
お
よ
そ
五

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
老
い
る
人
び
と
と
密
接
に
関
わ
る
死

者
と
し
て
、
亡
父
・
亡
母
・
亡
夫
・
亡
妻
・
亡
兄
弟
・
亡
子
な
ど
家
族
・

親
族
な
ど
の
①
「
親
し
き
死
者
」
お
よ
び
先
祖
（
①
の
一
部
や
祖
先
神
も

含
ま
れ
る
）
な
ど
の
②
「
祀
る
べ
き
死
者
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
や
②
は

こ
れ
ま
で
の
南
島
研
究
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
墓
や
仏
壇
、
死
者
供
養
、

祖
先
祭
祀
と
い
っ
た
宗
教
文
化
的
背
景
を
基
盤
と
し
て
そ
の
交
流
が
継
続

的
に
維
持
さ
れ
る
。
特
に
①
の
場
合
、
個
人
的
な
死
者
と
の
遭
遇
体
験
を

通
し
て
そ
の
関
係
は
死
後
も
ゆ
る
や
か
に
継
続
し
、
デ
ニ
ス
・
ク
ラ
ス
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や
生
活
の
場
で
求
め
ら
れ
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
今
後
日
本
で
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
、
い
っ
た
い
何
が
必
要
で
何
が
問
題
な
の
か
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
議

論
を
患
者
当
事
者
、
医
療
者
、
哲
学
、
倫
理
学
等
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立

場
か
ら
多
角
的
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
定
着
に
お
け
る
質
的
、
倫

理
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
中
心
的
な
問
い
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
本
学
会
で
冲
永
が
企
画
し
た
パ
ネ
ル
「
コ
ロ
ナ
禍
の
『
人
生
会

議
』
―
『
生
と
死
』
に
ど
う
向
き
合
う
か
―
」（『
宗
教
研
究
』
九
十
五
巻

別
冊
二
〇
二
二
、
七
九
―
八
六
頁
）
で
、
患
者
の
意
思
確
認
不
足
や
医
療

者
と
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
齟
齬
を
背
景
と
し
て
生

ま
れ
て
き
た
「
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」
の
考
え
方
の
課
題
と
な
る
、「
決

め
ら
れ
な
い
／
決
ま
ら
な
い
／
決
め
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

そ
の
共
同
研
究
の
延
長
上
に
あ
る
今
回
の
発
表
で
は
、
Ｉ
氏
の
コ
ロ
ナ
禍

の
厳
し
い
闘
病
生
活
と
在
宅
医
療
の
様
々
な
課
題
、
と
り
わ
け
患
者
家
族

の
思
い
に
焦
点
を
当
て
た
。
①
死
の
直
前
ま
で
活
動
を
続
け
た
患
者
当
事

者
と
し
て
の
語
り
か
ら
垣
間
見
え
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
問
題
点
、
②
当
事
者
の
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
今
年
六
月
に
ご
遺
族

と
語
り
合
っ
た
。

　

昨
年
Ｉ
氏
自
ら
が
パ
ネ
ル
の
場
で
、
入
院
闘
病
中
に
医
師
と
の
パ
ワ
ー

バ
ラ
ン
ス
に
悩
み
、
自
分
の
命
に
関
わ
る
重
要
な
疑
問
も
遠
慮
し
て
言
え

な
く
な
っ
た
こ
と
、
自
分
が
実
践
し
て
い
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
あ
り
方
と
医
師
か

ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
あ
り
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
こ
と
で

家
族
関
係
が
混
乱
し
た
こ
と
等
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
の
訴
え
と
も

言
え
る
報
告
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
ご
遺
族
も
同
様
に
、
筆
者
の
前
で
、

家
族
目
線
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
と
し
て
の
怒
り
と
悲
し
み
を
露

わ
に
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
在
宅
闘
病
中
に
下
顎
呼
吸
で
苦
し
む
様
子
を

け
で
も
な
い
。
彼
／
彼
女
は
日
常
的
な
体
験
の
な
か
で
遭
遇
す
る
死
者
で

あ
り
、
私
的
な
場
面
で
交
わ
さ
れ
る
話
（
ユ
ン
タ
ク
）
の
な
か
で
頻
繁
に

登
場
し
、
話
の
共
有
が
行
わ
れ
る
死
者
で
あ
る
。
社
会
学
者
の
井
上
俊
は

積
極
的
及
び
消
極
的
な
「
死
の
意
味
付
け
」
の
総
体
を
「
死
に
が
い
」

﹇
一
九
七
三
﹈
と
称
し
、「
ど
ん
な
社
会
も
、
な
ん
ら
か
の
形
で
死
を
意
味

付
け
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
成
員
に
み
ず
か
ら
の
死
を
納
得
さ
せ
受
け
い

れ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
い
わ
ば
『
死
に
が
い
付
与
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
を

備
え
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
死
者

と
老
い
る
人
び
と
と
の
近
接
性
（
親
疎
）
は
異
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
複

数
の
死
者
の
存
在
は
、
島
の
死
者
の
世
界
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
て
い
る
と

い
え
る
。

終
末
期
の
意
思
決
定 

│
│ 

コ
ロ
ナ
禍
の
人
生
会
議
に
向
け
て 

│
│

冲
永　

隆
子

　

い
の
ち
に
関
わ
る
万
が
一
の
時
、
ど
ん
な
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
た
い
の

か
を
自
分
の
意
思
で
決
定
で
き
な
い
時
に
備
え
て
、
家
族
や
医
療
者
ら
と

繰
り
返
し
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
を
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グA

dvance Care Planning

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
い
う
。
二
〇
一
九
年

十
一
月
に
厚
生
労
働
省
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
「
人
生
会
議
」
の
愛
称
を
つ
け
普
及

を
目
指
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
が
、「
死
を
連
想
さ
せ
る
」「
遺
族
を
傷
つ
け

か
ね
な
い
」
等
と
し
て
主
に
が
ん
患
者
団
体
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
当
時
、
終
末
期
医
療
の
研
究
者
で
あ
る
の
と
同
時
に
手
術
不

能
の
末
期
が
ん
患
者
で
も
あ
っ
た
共
同
研
究
者
Ｉ
氏
（
二
〇
二
二
年
一
月

に
他
界
）
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
普
及
を
め
ぐ
る
研
究
を
始
動
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
人
の

終
末
期
の
あ
り
方
を
選
択
す
る
積
極
的
な
生
き
方
と
い
え
る
の
か
。
医
療



　　286

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

死
者
の
存
在
論
と
死
者
の
関
係
論 

│
│ 

死
者
倫
理
の
成
立
可
能
性 

│
│

佐
藤　

啓
介

　

本
発
表
は
、「
死
者
を
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
倫
理
的
に
配
慮
す
べ
き
な

の
か
」
と
い
う
規
範
を
、
伝
統
的
な
宗
教
の
言
語
・
教
義
に
依
拠
す
る
の

と
は
異
な
る
仕
方
で
、
世
俗
社
会
に
お
い
て
哲
学
的
・
倫
理
学
的
な
形
で

論
じ
る
（
宗
教
哲
学
の
一
主
題
と
し
て
の
）
死
者
倫
理
が
、
現
代
日
本
社

会
で
ど
の
よ
う
に
成
立
し
う
る
か
を
模
索
す
る
。
特
に
、
社
会
内
で
各
人

が
多
様
な
根
拠
で
死
者
に
関
す
る
規
範
を
語
っ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
そ

の
多
様
な
規
範
的
議
論
空
間
の
地
図
を
作
り
、
議
論
を
整
理
す
る
こ
と
を

試
み
る
。

　

死
者
を
配
慮
す
べ
き
と
す
る
多
様
な
論
の
論
拠
を
大
別
す
る
と
、
そ
の

論
拠
は
「
存
在
論
的
」
な
も
の
と
「
関
係
論
的
」
な
も
の
に
区
別
で
き

る
。
前
者
は
、
死
者
は
実
際
に
存
在
し
た
（
す
る
）、
だ
か
ら
配
慮
す
べ

き
と
主
張
し
、
後
者
は
、
死
者
は
私
（
た
ち
）
に
関
係
し
た
（
し
て
い

る
）、
だ
か
ら
配
慮
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
前
者
は
死
者
の
存
在
性
の
欠

如
を
、
後
者
は
死
者
と
生
者
と
の
（
相
互
）
関
係
の
欠
如
を
、
何
ら
か
の

形
で
埋
め
る
議
論
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
存
在
論
／
関
係
論
と
い
う
区
分

と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
軸
と
し
て
、「
過
去
に
生
き
て
い
た
が
今
は
生

き
て
い
な
い
」
死
者
に
関
す
る
「
時
間
性
」
の
軸
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
具
体
的
に
は
、
死
者
に
つ
い
て
過
去
性
を
重
視
す
る
立
場
、
現
在

性
を
重
視
す
る
立
場
、
普
遍
性
（
な
い
し
無
時
間
性
）
を
重
視
す
る
立
場

が
あ
り
、
存
在
論
／
関
係
論
の
そ
れ
ぞ
れ
と
組
み
合
わ
せ
て
六
個
の
死
者

倫
理
に
関
す
る
論
拠
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

１

、
存
在
論
・
過
去
性
の
立
場
は
、
死
者
が
過
去
に
存
在
し
今
は
い
な

い
、
ゆ
え
に
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。
死
者
も
ま
た
過
去
の
一
部
で
あ
り
、

見
る
に
見
か
ね
た
ご
家
族
が
主
治
医
を
電
話
で
呼
ぼ
う
と
す
る
も
「
呼
吸

が
止
ま
っ
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
ご
遺
族
に

と
っ
て
大
き
な
衝
撃
と
な
り
後
々
ま
で
深
い
傷
と
な
っ
た
。
本
発
表
で

は
、
こ
の
①
「
イ
キ
ナ
リ
Ａ
Ｃ
Ｐ
」
と
②
「
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
に
し

て
く
だ
さ
い
」
を
め
ぐ
り
、
筆
者
を
含
め
た
一
昨
年
の
パ
ネ
ル
演
者
同
士

に
よ
る
最
近
の
対
話
的
考
察
を
紹
介
し
た
。
患
者
家
族
の
当
事
者
が
医
療

者
に
求
め
て
い
た
も
の
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
理
路
の
違
い
は
大
き
く
、
例
え

ば
「
情
報
の
非
対
称
性
」（
情
報
・
知
識
が
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
）

か
ら
く
る
医
療
者
と
非
医
療
者
の
看
取
り
に
対
す
る
思
い
や
考
え
方
の
違

い
、（
臨
終
に
立
ち
会
う
こ
と
に
関
し
て
）
医
療
者
に
と
っ
て
無
益
な
こ

と
が
患
者
家
族
に
と
っ
て
は
無
益
で
な
い
こ
と
、（
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か

ら
連
絡
を
も
ら
い
死
亡
確
認
と
い
う
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
普
通
の
ル
ー
テ
ィ

ン
に
関
し
て
）
医
療
者
に
と
っ
て
当
た
り
前
な
こ
と
が
ご
家
族
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
等
を
冷
静
に
受
け
止
め
分
析
・
考
察
す
る
こ

と
。
特
に
②
の
台
詞
は
衝
撃
的
で
は
あ
っ
た
が
、「
酷
い
医
療
者
だ
」
と

い
っ
た
専
門
職
批
判
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
ど
う
し
て
こ
の
台
詞
が
出

た
の
か
要
因
を
探
る
こ
と
、
以
上
の
質
的
、
倫
理
的
課
題
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
こ
と
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
普
及
を
め
ぐ
る
議
論
を
進
め
て
い
く
う
え
で
重
要

で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
氏
よ
り
生
前
、
デ
ー
タ
公
開
な
ら
び
に
内
容
報
告

に
つ
い
て
の
承
諾
を
得
て
昨
年
の
パ
ネ
ル
の
よ
う
な
共
同
発
表
を
行
な
っ

て
き
た
が
、
本
発
表
で
は
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
、
遺
族
の
方
々
と
の
相

談
の
上
慎
重
に
扱
っ
て
い
る
。
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立
場
や
、
死
者
は
音
や
気
配
、
霊
な
ど
の
か
た
ち
で
実
際
に
私
た
ち
に
関

わ
っ
て
い
る
、
ゆ
え
に
配
慮
す
べ
き
と
す
る
立
場
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

６

、
関
係
論
・
普
遍
性
の
立
場
は
、
死
者
は
私
た
ち
と
の
関
係
者
だ
、
だ

か
ら
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。
死
者
は
、
経
験
に
先
立
っ
て
超
越
論
的
に

私
た
ち
を
倫
理
的
主
体
と
し
て
構
成
し
て
い
る
、
ゆ
え
に
死
者
に
配
慮
す

べ
き
と
す
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
立
場
な
ど
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

　

現
実
に
は
、
こ
れ
ら
の
論
拠
の
複
数
に
依
拠
し
て
死
者
規
範
は
語
ら
れ

て
い
る
。
存
在
論
・
関
係
論
各
々
の
特
徴
を
踏
ま
え
つ
つ
、
死
者
倫
理
は

「
複
合
的
に
」
展
開
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

過
去
を
忘
却
・
歪
曲
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
歴
史
学
的
忠
実
さ
を
求
め

る
よ
う
な
立
場
や
、
死
者
は
過
去
に
存
在
し
た
が
今
は
存
在
し
な
い
か
ら

こ
そ
、
今
存
在
す
る
存
在
者
と
は
異
な
る
他
者
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を

尊
重
す
べ
き
と
す
る
立
場
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
２

、
存
在
論
・
現
在
性

の
立
場
は
、
死
者
は
現
在
も
あ
る
意
味
で
存
在
し
て
い
る
、
ゆ
え
に
配
慮

す
べ
き
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
分
析
哲
学
で
近
年
盛
ん
な
議
論
で
あ
り
、

死
者
は
実
在
し
な
い
が
、
そ
の
名
誉
・
評
判
・
言
説
・
記
憶
な
ど
は
今
も

存
在
し
て
い
る
、
ゆ
え
に
そ
の
総
体
と
し
て
の
死
者
の
社
会
的
・
象
徴
的

存
在
は
、
生
者
の
そ
れ
と
同
様
に
配
慮
の
対
象
に
す
べ
き
と
す
る
ソ
フ
ト

な
存
在
論
や
、
死
者
は
「
今
遭
遇
し
な
い
」
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
非
存

在
で
は
な
く
非
現
存
に
す
ぎ
ず
、
一
種
の
存
在
者
と
み
な
し
て
差
し
支
え

な
い
と
す
る
ハ
ー
ド
な
存
在
論
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
３

、
存
在
論
・
普

遍
性
の
立
場
は
、
死
者
と
て
生
者
と
同
様
の
存
在
者
だ
、
ゆ
え
に
配
慮
す

べ
き
と
考
え
る
。
生
者
で
あ
れ
死
者
で
あ
れ
、
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の

人
間
で
あ
る
、
ゆ
え
に
、
死
者
に
も
生
者
と
同
様
に
普
遍
的
な
尊
厳
や
権

利
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
立
場
な
ど
が
該
当
す
る
。

　

４

、
関
係
論
・
過
去
性
の
立
場
は
、
死
者
は
私
た
ち
に
関
係
し
た
、
だ

か
ら
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。
死
者
が
い
る
か
ら
今
の
私
た
ち
が
存
在
し

て
い
る
と
い
う
「
縁
」
と
、
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
や
恩
を
論
拠
と
す
る
よ

う
な
立
場
で
あ
り
、
親
子
関
係
や
血
縁
か
ら
、
広
く
先
祖
関
係
、
さ
ら
に

は
共
同
体
や
国
家
的
関
係
な
ど
、
多
様
な
関
係
性
を
含
み
、
近
親
関
係
か

ら
倫
理
的
配
慮
を
拡
大
し
て
い
く
。
５

、
関
係
論
・
現
在
性
の
立
場
は
、

死
者
は
今
も
私
た
ち
に
関
係
し
て
い
る
、
だ
か
ら
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

死
者
は
今
も
な
お
（
た
と
え
想
像
上
で
あ
れ
）
継
続
す
る
絆
の
か
た
ち
で

私
た
ち
に
心
理
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
、
だ
か
ら
配
慮
の
対
象
と
す
る
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在
日
コ
リ
ア
ン
青
年
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

荻　
　

翔
一

　

在
日
コ
リ
ア
ン
が
集
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
あ
る
在
日
大
韓
基
督

教
会
は
、
在
日
二
世
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
獲
得
の
場
と

し
て
、
社
会
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
中

西
、
二
〇
〇
七
）。
他
方
で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
獲
得

以
前
に
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
わ
る
問
題
と
キ
リ
ス
ト

教
の
信
仰
が
、
当
事
者
の
中
で
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
て
考
え
ら
れ

て
き
た
の
か
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て

の
在
日
大
韓
基
督
教
会
の
青
年
会
資
料
を
も
と
に
、
在
日
青
年
（
二
世
）

が
い
か
に
し
て
、
自
分
の
あ
る
べ
き
姿
や
生
き
方
を
規
定
し
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
議
論
の
変
遷
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
を
通
し

て
、
在
日
青
年
（
二
世
）
が
構
築
し
て
い
っ
た
「
在
日
キ
リ
ス
ト
者
」
像

と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
信
仰
と
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
を
結
合
さ
せ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
実
が
い
か
な
る
様

相
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
考
察
す
る
。

　

五
十
年
代
の
青
年
会
は
、
在
日
一
世
が
中
核
的
な
役
職
を
占
め
て
い

た
。
当
時
の
資
料
を
概
観
す
る
と
、
青
年
を
指
導
す
る
立
場
の
牧
師
ら
に

よ
っ
て
信
仰
形
成
に
つ
い
て
の
話
題
が
た
び
た
び
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
時
期
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
わ
る

問
題
（
現
実
社
会
の
問
題
）
は
そ
れ
と
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

か
、
ま
た
は
信
仰
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
の
見
方
が
優
勢
で
あ
り
、
青
年

た
ち
に
よ
る
主
張
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
六
十
年
代
に

入
る
と
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
世
が
台
頭
す
る
と
と
も
に
、「
在
日

キ
リ
ス
ト
者
」
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
生
き
方
を
青
年
自
身
が
意

識
し
、
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

六
十
年
代
当
初
は
、
在
日
青
年
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
の
在
日
一
世
中
心

の
教
会
の
在
り
方
を
閉
鎖
的
だ
と
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。「
隣
人
へ
の

愛
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
故
に
在
日
韓
国
人
キ
リ
ス
ト
者
が
同
胞
の
将
来
の

た
め
に
、
単
に
精
神
的
世
界
だ
け
で
な
く
、
政
治
の
分
野
に
も
働
き
か
け

る
こ
と
は
当
然
だ
」
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
使
命
か
ら
、
在
日
同

胞
の
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
立
場
が
た
び
た
び
主
張
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
七
十
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
在
日
一
世
が
中

心
と
な
る
在
日
大
韓
基
督
教
会
の
体
質
を
「
信
仰
至
上
主
義
」
と
非
難
し

つ
つ
、
六
十
年
代
に
主
張
さ
れ
た
あ
る
べ
き
「
在
日
キ
リ
ス
ト
者
」
像
に

つ
い
て
も
、「
従
来
の
福
音
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
ま
た

現
実
の
状
況
に
照
し
て
検
証
す
る
こ
と
も
な
」
い
「
安
易
な
折
衷
主
義
」

と
批
判
す
る
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
信
仰
に
関
す

る
議
論
以
前
に
国
語
（
韓
国
語
）
の
学
習
や
祖
国
の
歴
史
、
文
化
を
通
じ

た
「
祖
国
の
正
し
い
理
解
」
に
立
っ
て
民
族
的
な
主
体
性
を
確
立
す
る
必

要
が
た
び
た
び
説
か
れ
、「
民
族
愛
に
燃
え
る
者
の
み
が
、
真
に
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。

　

以
上
の
在
日
キ
リ
ス
ト
者
青
年
た
ち
の
議
論
は
、「
在
日
キ
リ
ス
ト
者
」

で
あ
る
自
己
の
あ
る
べ
き
姿
、
生
き
方
を
方
向
付
け
よ
う
と
し
た
試
み
で

あ
り
、
信
仰
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
結
合
さ
せ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構

築
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
六
十
年
代
か
ら
七
十
年

代
前
半
に
か
け
て
の
議
論
は
、
一
世
が
中
心
と
な
る
教
会
の
体
質
を
批
判

し
、
在
日
の
生
の
問
題
に
目
を
向
け
る
と
い
う
点
は
共
通
し
つ
つ
も
、
信
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本
国
の
教
団
か
ら
独
立
し
て
日
本
で
教
団
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
教
会
は
同
胞
の
避
難
所
で
あ
り
、「
民
族
の
教
会
」
と
い
う
性
格

を
も
つ
。
一
九
七
六
年
二
月
に
行
わ
れ
た
全
国
青
年
指
導
者
研
修
会
で
の

講
演
に
お
い
て
総
会
長
は
イ
エ
ス
の
宣
教
命
令
の
聖
書
箇
所
「
全
世
界
に

出
て
行
き
、
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
者
に
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」

（
マ
ル
コ
の
福
音
書
一
六
：
一
五
）
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「
こ
の
よ
う
に
し
て
主
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
対
し
て
世
界
宣
教
を
教
え

ら
れ
た
。
私
た
ち
の
教
会
も
、
日
本
に
住
む
同
胞
に
対
し
て
救
霊
の
業
に

励
む
の
が
神
よ
り
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
」。
宣
教
対
象
は
同
胞
だ
け

で
あ
り
、
日
本
人
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

在
日
大
韓
基
督
教
会
は
民
族
の
教
会
と
し
て
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人

権
獲
得
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
教
団
の
機
関
紙
に
は
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。「
目
つ
き
の
鋭
い
課
長
さ
ん
が
、
交
渉
の
司
会
を
つ

と
め
た
の
に
は
、
失
笑
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
」、
交
渉
の
席
に
お
い
て
市

側
出
席
者
の
手
元
に
は
個
々
に
回
答
書
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
団

側
の
出
席
者
に
は
一
枚
し
か
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ピ
ー
を
頼
む
と

「
く
だ
ん
の
課
長
さ
ん
は
、
ハ
ッ
タ
と
鋭
い
目
で
に
ら
み
つ
け
、
必
要
な

い
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
」（「
横
須
賀
市
役
所
に
差
別
行
政
撤
廃
を

交
渉
―RA

IK

情
報
一
一
」『
福
音
新
聞
』
第
三
二
三
号
、
一
九
七
六
年

六
月
一
五
日
）。
当
時
の
在
日
大
韓
基
督
教
会
に
お
い
て
日
本
人
は
宣
教

の
対
象
外
で
あ
り
、
日
本
社
会
の
社
会
体
系
と
友
好
的
な
状
態
だ
っ
た
と

は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
「
土
着
化
」
の
事
例
。
ま
だ
多
く
は
な
い
が
、
近
年
、
在
日
大
韓
基
督

教
会
の
諸
教
会
の
中
で
「
子
ど
も
食
堂
」
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
東
九
条
こ
ど
も
食
堂
（
京
都
南
部
教
会
）、
西
院
ふ
れ
あ
い

仰
心
を
ベ
ー
ス
と
す
る
か
、
民
族
愛
を
ベ
ー
ス
と
す
る
か
で
、
そ
の
在
り

方
に
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
た
。
特
に
、
後
者
の
民
族
理
解
は
当
時
、

「
本
国
志
向
」
を
目
指
し
た
在
日
韓
国
青
年
同
盟
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
在
日
青
年
に
よ
る
民
族
運
動
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
信
仰
と
の
結
合
を
図
っ
て
構
築
さ
れ
た
、
理
想
的
な
「
在
日
キ
リ

ス
ト
者
」
像
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
民
族
の
教
会
」
を
こ
え
て 

│
│ 

在
日
大
韓
基
督
教
会
に
お
け
る
子
ど
も
食
堂 

│
│

中
西　

尋
子

　

本
報
告
は
キ
リ
ス
ト
教
人
口
が
一
％
未
満
の
キ
リ
ス
ト
教
が
根
付
き
に

く
い
日
本
に
お
い
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
に
日
本
宣
教
を
展
開

し
日
本
に
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
在
日
大
韓
基
督
教
会
に
お
け
る

子
ど
も
食
堂
の
活
動
を
事
例
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
枠
組
み

と
し
て
森
岡
清
美
に
よ
る
「
外
来
宗
教
の
土
着
化
に
お
け
る
四
類
型
」

（
森
岡
一
九
七
二
）
に
あ
て
は
め
る
。
森
岡
は
外
来
宗
教
の
土
着
化
を
社

会
体
系
と
友
好
関
係
に
あ
る
か
否
か
、
お
よ
び
変
容
の
程
度
が
非
本
質
的

か
本
質
的
か
に
よ
っ
て
区
分
し
、
Ａ
「
孤
立
」、
Ｂ
「
土
着
化
」、
Ｃ
「
秘

事
化
」、
Ｄ
「
埋
没
」
の
四
類
型
を
た
て
る
。
本
報
告
で
は
Ａ
「
孤
立
」

か
ら
Ｂ
「
土
着
化
」
を
在
日
大
韓
基
督
教
会
の
日
本
へ
の
定
着
過
程
と
し

て
と
ら
え
る
。
Ａ
「
孤
立
」
は
在
日
大
韓
基
督
教
会
が
日
本
の
社
会
体
系

と
友
好
的
で
な
い
状
態
、
Ｂ
「
土
着
化
」
は
友
好
的
な
状
態
と
み
る
。

　
「
孤
立
」
の
事
例
。
在
日
大
韓
基
督
教
会
は
日
本
の
朝
鮮
半
島
植
民
地

支
配
の
始
ま
り
に
よ
っ
て
渡
日
す
る
人
々
の
増
加
と
と
も
に
韓
国
キ
リ
ス

ト
教
の
日
本
宣
教
が
活
発
化
し
、
設
立
さ
れ
た
諸
教
会
が
一
九
三
四
年
に
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育
成
の
優
先
順
位
を
窺
い
知
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
・
経
済
・
社
会
が

比
較
的
に
開
か
れ
た
一
九
八
〇
年
代
よ
り
、
大
学
、
高
専
と
い
っ
た
高
等

専
門
教
育
機
関
の
な
か
で
「
営
隊
」
を
企
画
・
運
営
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル

が
盛
ん
に
な
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
康
輔
社
や
社
会
奉
仕
団
と
称
す
る

も
の
は
そ
の
代
表
格
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
宗
教
と
の
関
わ
り
が
縁
遠
い

が
、
限
ら
れ
た
時
の
非
日
常
的
な
空
間
・
場
に
お
け
る
共
同
生
活
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
型
体
験
が
若
者
の
成
長
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
活
動
の
継
続
に
対
す
る
情
熱
や
自
助
・
相
互
扶
助
へ
の

評
価
が
希
薄
し
た
か
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
下
火
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
出
現
し
た
仏
教
界
の
青
年
会
営
隊
と
重
な
っ
た
と

こ
ろ
が
興
味
深
い
。
慈
済
大
専
青
年
会
、
国
際
仏
光
会
中
華
仏
光
青
年
総

団
、
福
智
青
年
に
よ
る
大
専
生
命
成
長
営
等
は
そ
れ
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
典
・
教
義
に
基
づ
い
て
、
社
会
的
参
加
と
個
人
の
修
行
を
重
視
し

た
宗
教
的
実
践
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

他
方
、
民
間
宗
教
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
儒
教
・
仏
教
・
道
教
の
共
存

か
ら
な
る
廟
宇
・
寺
廟
に
お
い
て
も
青
年
た
ち
の
存
在
は
決
し
て
新
し
い

歴
史
で
は
な
い
。
彼
・
彼
女
た
ち
は
、
日
本
の
神
社
の
祭
礼
行
事
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
貴
重
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。
が
、
地
理
的
に
熱
い
国
の
た
め

な
の
か
、
感
情
に
任
せ
た
ま
ま
行
き
す
ぎ
た
信
仰
文
化
の
表
現
、
或
い
は
、

他
者
・
他
地
域
と
の
競
い
合
い
が
起
こ
る
度
に
激
化
し
が
ち
な
様
子
は
、

往
々
に
し
て
、
街
の
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
と
認
識
さ
れ
て
仕
方
あ
る
ま

い
。
こ
う
し
て
、
民
間
信
仰
の
周
縁
と
中
心
が
か
け
離
れ
る
構
図
に
陥
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
民
間
信
仰
の
力
は
大
き
い
し
、
軌
道
修
正
に
乗
り
つ

つ
あ
る
。
中
山
間
地
域
に
佇
む
清
水
岩
寺
の
管
理
委
員
会
は
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
法
事
の
運
営
に
変
革
の
風
を
起
こ
し
た
ほ
か
、
里
山
再

食
堂
（
京
都
教
会
）、
ぬ
く
も
り
こ
ど
も
食
堂
（
品
川
教
会
）
で
あ
る
。

牧
師
自
身
が
「
社
会
宣
教
的
な
、
社
会
に
教
会
が
奉
仕
す
る
何
か
が
な
い

と
い
け
な
い
」
と
い
う
考
え
か
ら
始
め
た
り
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
子
ど
も
食
堂
の
開
設
の
相
談
を
教
会
に
持
ち
か
け
た
り
し
て
開
設
さ
れ

た
。
子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
は
牧
師
や
教
会
の
信
徒
も
か
か
わ
る
が
、
地

域
の
日
本
人
や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に
か
か
わ
る
。
子
ど
も

食
堂
の
ほ
か
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
（
浪
速
教
会
）
や
牧
師
に
よ
る
教
誨

師
の
活
動
（
熊
本
教
会
）
を
行
う
教
会
も
あ
る
。

　

日
本
社
会
に
お
け
る
差
別
や
偏
見
の
も
と
日
本
の
社
会
体
系
と
友
好
的

で
な
か
っ
た
民
族
の
教
会
が
現
在
は
日
本
人
と
協
力
し
、
日
本
社
会
で
孤

立
す
る
弱
者
を
支
援
す
る
側
に
ま
わ
っ
て
い
る
。
子
ど
も
食
堂
の
開
設
は
、

当
初
は
民
族
の
信
仰
共
同
体
と
し
て
始
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
が
民
族
の

枠
を
超
え
、
日
本
社
会
に
安
定
的
に
定
着
す
る
過
程
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

台
湾
に
お
け
る
宗
教
青
年
会
研
究
に
向
け
た
予
備
調
査

郭　
　

育
仁

　

国
の
中
枢
機
能
を
担
う
台
北
を
含
む
台
湾
北
部
に
は
多
く
の
外
来
宗
教

が
集
積
し
て
い
る
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
伝
来
は
一
九
四
八
年
に
創
立
さ
れ
た

「
台
北
キ
リ
ス
ト
教
女
性
青
年
会
」
に
遡
っ
て
の
こ
と
だ
。
発
足
当
初
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
同
会
組
織
か
ら
資
金
面
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
内
を
見
る
限
り
比
較
的
に
早
い
段
階
か
ら
、
少

女
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
活
動
（
営
隊
と
い
う
）
を
通
じ
た
青
少
年
育

成
に
注
力
し
て
き
た
。
一
九
七
一
年
の
女
性
青
年
会
ビ
ル
竣
工
に
先
駆
け

て
、
台
北
近
郊
・
頭
城
で
「
聴
涛
営
」
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
し
た
一
九
五

八
年
と
い
う
時
系
列
か
ら
は
、
組
織
の
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
次
世
代
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中
東
に
お
け
る
イ
ン
ド
系
宗
教
の
現
状 

│
│ 

オ
マ
ー
ン
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
中
心
に 

│
│

山
下　

博
司

　

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
オ
マ
ー
ン
の
首
都
・
マ
ス
カ
ッ
ト
で
イ

ン
ド
系
非
ム
ス
リ
ム
移
民
（
主
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
）
の
宗
教
実
践
を
調

べ
た
。
二
〇
二
一
年
に
は
、
コ
ロ
ナ
渦
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
）
の
商
都
ド
ゥ
バ
イ
に
赴
き
、
非
ム
ス
リ
ム
系
の
南
ア
ジ
ア
民
族
宗
教

の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
二
国
・
二
都
市
に
お

け
る
移
民
の
宗
教
と
し
て
の
イ
ン
ド
系
民
族
宗
教
の
実
践
の
諸
相
を
紹
介

し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
非
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
の
あ
り
か
た
の
一

端
を
考
察
す
る
。

　

中
東
湾
岸
地
域
は
、
多
様
な
民
族
構
成
を
も
つ
典
型
的
な
多
文
化
社

会
・
複
合
社
会
を
な
す
。
し
か
し
ア
ジ
ア
の
他
地
域
と
比
べ
、
特
殊
な
人

口
構
成
を
も
つ
社
会
で
あ
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
本
来
の
住
民
は
ア
ラ

ブ
系
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
が
、
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
わ
け
で
は

な
く
、
オ
マ
ー
ン
人
口
の
四
六
％
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
人
口
の
八
八
％
が
外
国
人

で
、
そ
の
大
多
数
は
移
民
労
働
者
（
単
純
、
半
熟
練
、
熟
練
労
働
者
）
と

そ
の
家
族
で
あ
る
。
し
か
も
移
民
人
口
の
過
半
数
が
南
ア
ジ
ア
系
で
、
そ

の
中
に
は
多
く
の
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
マ

ー
ン
で
は
全
人
口
の
五
・
五
％
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は
二
一
％
ほ
ど
が
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
徒
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
宗
教
実
践
を
軸

に
報
告
し
た
い
。

　

マ
ス
カ
ッ
ト
市
内
に
は
小
規
模
な
が
ら
各
々
シ
ヴ
ァ
神
と
ク
リ
シ
ュ
ナ

神
を
主
神
に
祀
る
二
ヶ
所
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
（
モ
ー
テ
ィ
ー
シ
ュ
ワ
ル

＝
シ
ヴ
ァ
寺
院
と
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
）
が
あ
り
、
特
に
週
末
に
は
、
労
働

生
を
テ
ー
マ
と
し
た
営
隊
（
キ
ャ
ン
プ
・
環
境
教
育
）
や
近
隣
小
学
校
の

全
学
年
対
象
で
学
費
の
全
額
支
援
運
動
を
通
し
て
、
か
の
テ
レ
ビ
メ
ー
カ

ー
・
シ
ャ
ー
プ
を
買
収
し
た
郭
台
銘
会
長
の
よ
う
な
次
世
代
を
一
人
で
も

多
く
生
み
出
そ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
国
内
唯
一
、
自
治
体
が
運
営
す

る
民
間
廟
宇
・
彰
化
市
南
瑤
宮
は
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
地
元
の
若
者
を

中
心
に
金
意
承
青
年
会
を
発
足
さ
せ
た
。
媽
祖
信
仰
に
纏
わ
る
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
や
学
識
者
と
と
も
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
な
ど
、
宗
教
文
化

の
保
存
と
継
承
に
合
理
的
で
透
明
感
あ
る
青
年
会
運
営
が
印
象
的
で
あ

る
。
民
間
信
仰
の
宝
庫
・
台
南
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
移
す
と
、
安
平
天
后
宮

に
お
け
る
御
籤
文
化
の
再
創
造
は
神
懸
り
の
在
り
方
を
見
直
し
、
神
と
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
丁
重
な
も
の
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。
同
宮

は
今
年
よ
り
、
大
廟
経
済
構
想
を
掲
げ
、
隣
接
す
る
小
さ
な
社
の
廟
宇
文

化
を
活
か
せ
る
起
業
人
材
の
育
成
を
産
学
官
連
携
の
も
と
で
進
め
る
用
意

は
出
来
て
い
る
。

　

宗
教
的
空
間
の
文
脈
か
ら
離
れ
、
宗
教
の
教
え
が
キ
ャ
ン
パ
ス
文
化
と

し
て
継
承
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
例
が
あ
る
。「
山
中
傳
奇
」（
山
の
中
に
あ

る
伝
説
の
学
校
）
と
称
え
ら
れ
た
中
山
高
校
（
高
雄
市
大
寮
区
）
が
、
廃

校
寸
前
か
ら
学
生
在
籍
者
数
全
国
１

位
の
人
気
校
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の

も
、
釈
迦
様
の
「
六
和
敬
」
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
溶
け
込
ん
だ
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
い
う
。

　

信
仰
の
継
承
と
宗
教
の
応
用
可
能
性
と
二
つ
の
課
題
設
定
の
も
と
で
進

め
た
今
回
の
予
備
調
査
に
お
い
て
は
、
台
湾
の
宗
教
青
年
た
ち
が
希
求
す

る
も
の
、
そ
し
て
今
後
、
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
人
口
減
少
社
会
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



　　292

『宗教研究』96巻別冊（2023年） 個人発表

接
し
た
土
地
に
大
き
な
ス
ィ
ク
教
グ
ル
ド
ワ
ー
ラ
ー
（
グ
ル
ナ
ー
ナ
ク
・

ダ
ル
ワ
ー
ル
）
が
建
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
開
か
れ
た
こ
の
ス
ィ
ク

寺
院
は
、
中
東
一
の
威
容
を
誇
る
本
格
的
な
も
の
で
、
ド
ゥ
バ
イ
首
長
国

か
ら
無
償
の
土
地
供
与
を
受
け
、
多
額
の
浄
財
を
つ
ぎ
込
ん
で
竣
工
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

両
国
と
も
基
本
法
で
信
教
の
自
由
を
認
め
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教

と
す
る
厳
格
な
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
で
あ
り
、
非
ム
ス
リ
ム
系
宗
教
の
信
者

に
と
っ
て
礼
拝
所
の
便
宜
や
儀
礼
の
実
行
に
制
約
や
障
害
が
生
じ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
特
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
多
神
教
的
で
あ
り
、
神
像
崇
拝

を
随
伴
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
理
念
に
反
し
、
そ
も
そ

も
許
容
度
が
低
い
。
イ
ン
ド
系
民
族
宗
教
の
礼
拝
施
設
と
そ
こ
で
の
宗
教

実
践
は
、
国
是
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
移
民
集
団
と

為
政
者
・
王
族
と
の
良
好
な
関
係
に
よ
っ
て
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
存
立
可
能
に
な
っ
て
い
る
側
面
が
大
き
い
。
逆
に
言
え
ば
、
支
配
者
の

胸
先
三
寸
で
い
か
よ
う
に
も
な
り
得
る
と
い
う
危
う
さ
を
抱
え
て
い
る
と

言
え
る
。

土
御
門
殿
御
菩
提
所
資
料
を
通
じ
て
の
考
察

太
田　

俊
明

　

土
御
門
殿
御
菩
提
所
梅
林
寺
の
未
公
開
資
料
を
通
じ
て
近
代
土
御
門
家

の
動
向
の
一
端
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

近
年
日
本
陰
陽
道
、
特
に
土
御
門
家
に
関
す
る
研
究
論
考
が
増
大
し
て

い
る
。
そ
れ
は
江
戸
期
を
中
心
と
し
て
の
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
明
治
期
に
関
す
る
も
の
は
資
料
的
に
も
あ
ま
り
多
く
公
開
さ

れ
て
い
な
い
。

移
民
を
含
む
多
く
の
信
者
で
賑
わ
う
。
二
寺
院
は
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
系
の

有
力
な
一
族
で
王
室
と
緊
密
な
絆
を
も
つ
キ
ム
ジ
ー
家
が
所
有
す
る
も
の

で
、
王
族
か
ら
の
土
地
の
使
用
許
可
な
い
し
用
地
の
譲
与
を
受
け
、
王
の

理
解
の
も
と
設
置
・
運
営
が
為
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
管
理
委
員
会
組
織
は

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
事
実
上
キ
ム
ジ
ー
家
の
私
的
な
寺
院
で
あ
る
。

し
か
し
他
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
等
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
を
も
た

な
い
仏
教
徒
（
タ
イ
人
や
ス
リ
ラ
ン
カ
人
）
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
も
参
拝
に

訪
れ
る
。

　

オ
マ
ー
ン
に
は
三
ヶ
所
（
首
都
マ
ス
カ
ッ
ト
に
二
ヶ
所
）
の
ス
ィ
ク
教

寺
院
（
グ
ル
ド
ワ
ー
ラ
ー
）
が
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
並
み
の
本
格
的
な
寺
院

建
造
物
へ
の
再
建
が
政
府
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ド
ゥ
バ
イ
の
場
合
も
状
況
は
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
寺

院
の
外
見
を
も
つ
独
立
し
た
建
造
物
（
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
パ
ー
・
テ
ン
プ

ル
）
の
み
を
認
め
る
オ
マ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
一
般
の
建
物
の
中
に
入
居

す
る
簡
易
的
な
形
態
の
寺
院
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ウ
ス
・
テ
ン
プ
ル
）
が
あ
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ド
ゥ
バ
イ
の
旧
市
街
（
ブ
ル
ド
ゥ
バ
イ
・
オ
ー
ル
ド
ス
ー
ク
地
区
）
に

は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
二
ヶ
寺
の
所
在
が
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
シ
ン
デ

ィ
ー
系
の
寺
院
で
、
ク
ク
シ
ュ
ナ
・
ハ
ヴ
ェ
ー
リ
ー
は
独
立
し
た
二
層
の

建
物
を
な
し
、
シ
ヴ
ァ
寺
院
（
グ
ル
ダ
ル
バ
ー
ル
）
は
商
業
ビ
ル
内
に
し

つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
小
規
模
で
内
部
空
間
も
狭
く
、
多
く
の

信
者
を
収
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
家
族
的
な
オ
マ
ー
ン
の
寺
院
に
比

べ
、
ス
ー
ク
を
訪
れ
た
南
ア
ジ
ア
系
観
光
客
の
来
場
が
多
い
印
象
で
あ

る
。
後
者
（
グ
ル
ダ
ル
バ
ー
ル
）
は
、
政
府
の
許
可
を
得
て
郊
外
ジ
ェ
ベ

ル
・
ア
リ
に
大
規
模
施
設
を
造
営
中
で
あ
る
。
こ
の
工
事
中
の
寺
院
に
隣
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愛
知
県
に
お
け
る
妙
見
信
仰 

│
│ 

内
津
地
域
を
中
心
と
し
て 

│
│

竹
内
麻
耶
華

　

古
来
、
人
々
は
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
北
極
星
を
は
じ
め
と
し
た
星
を

様
々
な
目
印
に
生
活
を
し
て
い
た
。
特
に
、
漁
業
や
農
業
、
遊
牧
な
ど
を

中
心
と
し
た
生
業
に
活
か
し
、
星
を
頼
み
と
す
る
生
活
の
な
か
で
、
星
は

次
第
に
神
格
化
さ
れ
て
い
き
、
星
神
信
仰
が
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
に
お
い
て
、
北
極
星
や
北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た

妙
見
が
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
発
表
で
は
、
愛
知
県
春
日
井
市
内
津
町
の
内
々
神
社
お
よ
び
奥
の
院

に
つ
い
て
、
近
世
文
書
を
通
し
て
当
時
の
互
い
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
ま
た
、
内
津
の
信
仰
の
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

内
々
神
社
は
、『
延
喜
式
神
名
帳
』
に
も
名
が
み
え
る
式
内
社
で
あ
り
、

祭
神
は
建
稲
種
命
を
祀
る
。
そ
の
後
、
中
世
に
お
い
て
は
妙
見
菩
薩
を
祀

る
妙
見
宮
と
な
る
が
、
明
治
の
神
仏
判
然
令
に
よ
り
再
び
建
稲
種
命
を
祀

る
内
々
神
社
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
奥
の
院
は
、
古
く
か
ら
岩
穴
に
自
然
の

霊
が
宿
る
と
い
わ
れ
、
信
仰
の
対
象
に
さ
れ
た
祠
で
あ
り
、
内
々
神
社
の

起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
や
『
張
州
府
志
』
を
は
じ
め
と
す
る
地
誌
な
ど
に
お

い
て
も
、
内
津
地
域
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
発
表
で
は

奥
の
院
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
六
つ
の
近
世
文
書
を
対
象
と
し
、
内
津
の

信
仰
を
整
理
す
る
。
六
つ
の
近
世
文
書
は
、
刊
行
年
が
江
戸
時
代
後
期
に

集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伊
勢
参
り
や
善
光
寺
参
り
に
用
い
ら
れ
る
下

街
道
の
影
響
が
受
け
て
い
る
と
考
え
る
。

　

一
、『
鶉
衣
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
内
津
草
』
を
記
し
た
横
井
也

有
は
尾
張
藩
士
で
、
当
時
七
二
歳
と
高
齢
の
た
め
駕
籠
で
十
日
間
か
け
て

　

本
発
表
の
目
的
は
、
従
来
資
料
的
に
多
く
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
明
治
期
の
た
ち
に
土
御
門
家
に
関
す
る
新
出
資
料
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
明
治
期
の
土
御
門
家
に
つ
い
て
の
動
向
の
一
端
に
つ
い
て
資
料

紹
介
を
踏
ま
え
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

土
御
門
殿
御
菩
提
所
梅
林
寺
は
従
来
、
土
御
門
家
の
墓
所
と
し
て
の
役

割
が
中
心
で
文
献
的
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
近
年
資
料
が
見
つ
か
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
が
散
逸
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
の
デ
ー
タ
化
を
検
討
し
て
い
る
。
以

前
、
資
料
の
一
つ
を
本
学
会
で
紹
介
（
拙
稿
「
土
御
門
家
菩
提
所
儀
軌
に

関
す
る
考
察
」『
宗
教
研
究
』
九
十
一
巻
別
冊　

二
〇
一
八
年
）
し
た
が
、

そ
の
後
偶
然
に
も
数
点
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
安
倍
晴
明
公
や
陰
陽
道
ブ
ー
ム
の
影
響
を
通
じ
て
論
考
の
増
大

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
反
面
陰
陽
師
や
安
倍
晴
明
公
子
孫
の
実

情
、
周
辺
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
陰
陽
寮
解
散
後
の
明
治
期
に
つ
い
て
は
手
つ

か
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
資
料
一
と
し
て
「
明
治
二
十
五

年　

本
堂
改
修
資
料
」、
資
料
二
と
し
て
「
明
治
二
十
七
年　

貞
操
院
殿

資
料
」
を
取
り
上
げ
た
。

　

今
回
初
め
て
開
示
し
た
資
料
は
、
陰
陽
寮
解
散
後
及
び
国
立
天
文
台
等

に
移
管
さ
れ
た
後
の
土
御
門
家
の
動
向
を
知
る
に
は
、
極
め
て
貴
重
な
も

の
と
な
る
。
こ
の
資
料
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
明
治
期
の
土
御
門
家
の
動

向
に
つ
い
て
、
特
に
宗
教
的
な
側
面
に
関
し
て
よ
り
進
展
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
料
提
示
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
梅
林
寺

住
職
太
田
俊
文
師
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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聳
え
立
つ
。
庭
園
は
、
天
狗
岩
を
影
向
石
と
し
て
一
体
的
に
作
庭
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
六
、
龍
泉
寺
に
て
、
細
野
要
斎
、
慈
明
、
妙
見
寺
の
住

職
と
坐
談
し
た
内
容
が
『
感
興
漫
筆
』
に
記
さ
れ
る
。
妙
見
寺
の
住
職
か

ら
、
奥
の
院
に
は
建
稲
種
命
を
祀
っ
て
い
る
が
、
現
在
奥
の
院
に
は
祠
は

な
く
大
岩
を
神
体
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巌
中
の
不
動
尊
は
妙
見
寺
に

祀
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
六
つ
の
近
世
文
書
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
通
し
て
、
当
時
は

内
々
神
社（
妙
見
宮
）と
共
に
、
奥
の
院
へ
の
参
拝
も
一
連
の
流
れ
と
し
て

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
信
仰
に
つ
い
て
明
確
な
記
載
は
な
い
が
、

妙
見
信
仰
に
加
え
、
磐
座
信
仰
と
山
岳
信
仰
の
性
格
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。

沖
縄
の
字
誌
・
自
治
体
史
と
風
水
の
記
述

鈴
木　

一
馨

　

沖
縄
は
風
水
が
盛
ん
な
所
だ
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
集
落
の
立
地
の
解

説
と
し
て
風
水
の
良
さ
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
も
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

な
る
の
が
、
第
二
尚
氏
が
王
国
統
治
の
技
術
の
一
つ
と
し
て
風
水
を
用

い
、
十
八
世
紀
以
降
、
ム
ラ
の
移
転
や
新
設
ま
た
そ
の
環
境
整
備
な
ど
に

つ
い
て
、
久
米
村
士
族
（
唐
栄
）
に
よ
る
風
水
検
分
を
踏
ま
え
て
行
な
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
王
国
統
治
の
技
術
と
し
て
の
風
水
は
そ
の

ま
ま
ム
ラ
（
字
）
に
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
管
理
を
原
因
と
し
て

ム
ラ
の
住
民
や
宗
教
者
に
よ
り
ム
ラ
独
自
の
風
水
が
派
生
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
統
治
技
術
の
風
水
を
「
王
府
の
風
水
」、
ム

ラ
独
自
の
風
水
を
「
民
俗
化
し
た
風
水
」
と
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
が
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
、
影
響
し
合
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
を
し
て
い
た
。
妙
見
宮
に
詣
で
、
奥
の
院
へ
参
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ（
高
齢
の
た
め
）や
め
ろ
と
参
詣
し
て
い
る
人
ら
は
言
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奥
の
院
と
は
別
に
、
天
狗
岩
の
記
載
も
み

ら
れ
る
。
天
狗
岩
の
足
元
に
は
巨
石
群
も
広
が
っ
て
お
り
、
磐
座
信
仰
の

特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
、
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
大
須
で
あ
る
南
寺

町
の
六
人
が
内
津
と
龍
泉
寺
を
参
詣
し
た
『
内
津
道
中
記
』
で
あ
る
。
妙

見
宮
に
詣
で
た
後
、
奥
の
院
へ
参
り
岩
洞
や
宮
に
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
は
妙
見
宮
と
は
別
に
、「
奥
の
院
の
宮
」

も
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
、『
尾
張
名
所
図
会
』
で
は
、

奥
の
院
が
開
闢
の
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
巌
窟
の
な
か
に
小
さ
な
祠
が
あ

り
、
建
稲
種
命
を
祀
る
と
い
う
。『
妙
見
宮
由
緒
書
』
に
は
、「
建
稲
種
命

亀
ニ
乗
リ
日
本
武
尊
ノ
御
前
ナ
ル
巌
上
ニ
現
レ
給
ヒ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で

言
わ
れ
る
巌
上
が
、
奥
の
院
の
巌
上
か
、
天
狗
岩
の
巌
上
か
は
定
か
で
は

な
い
。
四
、
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ
る
内
津
山
の
祭
礼
を
筆
者
で
あ
る
細

野
要
斎
が
、
妻
児
と
共
に
見
に
い
っ
た
こ
と
が
『
感
興
漫
筆
』
で
述
べ
ら

れ
る
。
奥
の
院
の
巌
中
の
不
動
尊
の
前
に
一
枚
「
七
日
間
奥
の
院
へ
籠

り
、
一
日
一
食
、
般
若
心
経
を
書
写
し
て
祈
願
し
た
」
こ
と
が
貼
ら
れ
て

い
た
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
奥
の
院
へ
向
か
う
途
中

に
は
、
お
こ
も
り
堂
が
あ
り
、
実
際
に
何
日
も
籠
っ
て
修
行
し
た
人
が
い

た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
内
津
山
に
は
御
嶽
講
の
霊
神
碑
が
六
基

み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
山
岳
信
仰
の
特
徴
も
見
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
五
、
清
河
八
郎
『
西
遊
草
』
で
は
、
妙
見
菩
薩
の
宮
が
あ
り
、
裏
に

山
水
の
庭
が
あ
る
。
岩
石
が
そ
ば
に
立
っ
て
お
り
、
七
丁
奥
に
不
動
尊
の

岩
や
そ
の
他
の
み
ど
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
々
神
社
に

は
、
拝
殿
の
奥
に
庭
園
が
作
ら
れ
て
い
る
。
庭
園
の
北
東
に
は
天
狗
岩
が
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字
誌
で
は
名
所
・
旧
跡
と
し
て
風
水
と
関
係
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る

場
合
が
若
干
あ
り
、
た
と
え
ば
読
谷
村
古
堅
区
の
『
古
堅
誌
』（
二
〇
〇

七
）
に
は
「
拝
所
と
そ
の
他
名
所
」
に
「
フ
ン
シ
モ
ー
（
風
水
毛
）」
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
で
は
風
水
説
が
中
国
の
占
術
の
ひ
と
つ

で
あ
り
墓
の
立
地
な
ど
を
フ
ン
シ
ミ
ー
に
決
め
て
も
ら
う
こ
と
、
フ
ン
シ

モ
ー
が
ム
ラ
を
見
渡
す
場
所
で
あ
っ
て
ム
ラ
を
風
水
害
か
ら
守
る
守
り
神

と
し
て
字
の
役
員
に
よ
っ
て
礼
拝
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
「
風
水
毛
」
の
「
風
水
」
が
、
風
水
説
を
意
味
し

て
い
る
の
か
、
風
水
害
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
瞭
で
、
も
し
か
す
る

と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
フ
ン
シ
モ
ー
は
『
読
谷

村
史
』
の
『
読
谷
の
民
俗　

下
』（
一
九
九
五
）
に
も
古
堅
の
信
仰
の
場

と
し
て
記
述
が
あ
る
が
、
古
堅
の
守
り
神
と
し
て
古
く
か
ら
祀
ら
れ
、
字

の
役
員
に
よ
っ
て
拝
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
風
水
と
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

聞
取
り
調
査
を
し
て
み
る
と
、
自
治
体
史
編
纂
の
現
場
で
は
特
段
に
風

水
を
取
上
げ
る
と
い
う
意
識
は
見
ら
れ
ず
、
字
で
は
住
民
が
特
段
に
ム
ラ

の
風
水
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
字
誌

や
自
治
体
史
に
風
水
の
記
事
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
二
〇
二
一
年
度
ア

ジ
ア
歴
史
研
究
助
成
「
東
ア
ジ
ア
の
風
水
文
化
の
伝
播
関
係
に
お
け
る
沖

縄
の
位
置
」（
研
究
代
表
者
、
鈴
木
一
馨
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

そ
の
基
礎
情
報
を
得
る
べ
く
字
誌
や
自
治
体
を
渉
猟
し
て
い
る
が
、
ム
ラ

の
風
水
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

字
誌
も
自
治
体
史
も
共
に
地
誌
で
は
あ
る
が
、
自
治
体
史
が
基
本
的
に

行
政
に
よ
り
学
術
的
見
地
か
ら
第
三
者
的
に
当
該
自
治
体
の
事
柄
を
記
録

す
る
の
に
対
し
、
字
誌
は
地
区
住
民
に
よ
り
在
住
者
の
見
地
か
ら
称
讃
的

に
当
該
の
字
の
事
柄
を
記
録
す
る
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
そ
の
点
で
、

ム
ラ
の
風
水
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

琉
球
史
や
村
落
形
成
論
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
「
沖
縄
の
村
落
空
間

に
は
風
水
が
関
与
し
て
い
る
」
と
い
う
理
解
と
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
と
言

え
る
。

　

そ
の
中
で
も
新
版
の
『
沖
縄
県
史
』
の
『
民
俗
』（
二
〇
二
二
）
で
は
、

「
村
落
の
景
観
と
風
水
」
と
し
て
一
六
頁
に
亘
る
一
項
が
立
て
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
執
筆
者
の
渡
邉
欣
雄
が
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
四
年
に

か
け
て
組
織
し
た
「
全
国
風
水
研
究
者
会
議
」
に
よ
り
、「
沖
縄
で
は
風

水
が
盛
ん
」
と
の
理
解
を
研
究
者
が
持
っ
た
こ
と
や
、
琉
球
時
代
の
風
水

に
つ
い
て
、
歴
史
的
経
緯
や
実
際
の
見
立
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
旧
版
の
県
史
で
は
、『
民
俗
一
』

（
一
九
七
二
）
に
仲
松
弥
秀
が
ゴ
バ
ン
型
村
落
の
建
設
と
村
落
移
動
の
推

進
政
策
と
し
て
風
水
が
用
い
ら
れ
た
と
触
れ
る
の
み
で
、
新
版
の
よ
う
に

ム
ラ
と
風
水
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
窺
え
な
い
。

　

市
町
村
史
で
は
『
金
武
町
誌
』（
一
九
八
三
）
に
「
風
水
」
の
一
項
が

一
頁
半
ほ
ど
見
ら
れ
る
が
、
歴
史
資
料
や
口
碑
に
よ
る
裏
付
を
示
さ
ず
、

根
拠
未
詳
の
伝
承
的
か
つ
称
讃
的
な
記
述
で
金
武
町
が
好
風
水
の
地
だ
と

し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
金
武
町
誌
』
が
字
誌
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
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た
。
な
お
、
本
報
告
に
お
け
る
準
不
活
動
神
社
は
法
人
・
非
法
人
を
問
わ

ず
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
下
で
宗
教
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
神
社
と
位
置
付

け
て
い
る
。

　

報
告
で
は
、
先
述
の
報
告
の
背
景
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、

対
象
地
域
に
お
け
る
調
査
結
果
を
概
観
し
た
。
高
知
県
は
全
国
レ
ベ
ル
で

人
口
減
少
率
（
第
四
位
）
と
高
齢
化
率
（
第
二
位
）
が
高
水
準
で
あ
る
。

な
か
で
も
そ
れ
ら
が
最
も
深
刻
で
あ
る
過
疎
地
域
の
別
枝
地
区
と
森
地
区

に
お
け
る
、
準
不
活
動
神
社
を
含
む
地
域
神
社
の
現
況
と
氏
子
の
信
仰
生

活
、
そ
し
て
神
社
に
対
す
る
氏
子
意
識
を
把
握
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
今
回
の
調
査
と
、
神
社
本
庁
が
全
国
の
神
社
・
氏
子
を
対
象
に
実
施

し
た
「
神
社
に
関
す
る
実
態
調
査
」
と
の
比
較
も
試
み
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
う
ち
、
主
要
な
六
つ
の
項
目
（
普
段
参
加
し

て
い
る
活
動
、
身
近
な
行
い
で
大
切
だ
と
思
う
こ
と
、
現
在
行
な
っ
て
い

る
年
中
行
事
、
ど
ん
な
時
に
氏
神
様
に
お
参
り
す
る
か
、
氏
神
様
に
対
す

る
具
体
的
な
印
象
、
神
職
・
神
社
と
関
わ
っ
て
行
な
っ
た
こ
と
）
に
注
目

す
る
と
、
両
地
区
間
の
わ
ず
か
な
違
い
（
事
業
所
の
有
無
や
人
口
構
成
な

ど
の
地
域
差
）
を
除
き
、
明
確
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の

結
果
を
神
社
本
庁
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
身
近
な
行
い
で
大
切
だ

と
思
う
こ
と
、
年
中
行
事
、
氏
神
様
に
対
す
る
具
体
的
な
印
象
な
ど
の
い

く
つ
か
の
項
目
に
お
い
て
、
地
域
差
に
よ
る
差
異
が
明
確
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
示
し
た
。

　

調
査
結
果
に
限
定
し
た
結
論
と
し
て
、
両
地
域
に
お
け
る
神
社
の
実
態

や
神
社
に
対
す
る
氏
子
意
識
に
お
い
て
、
部
分
的
な
地
域
差
を
除
き
、
目

立
っ
た
差
異
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
祭
祀
体
系
が
集
落
の

祭
祀
集
団
（
実
質
氏
子
）
を
軸
と
す
る
独
自
の
構
造
を
も
っ
て
維
持
継
承

過
疎
地
神
社
の
現
況
と
課
題 

│
│ 

仁
淀
川
町
の
実
態
調
査
を
通
し
て 

│
│

冬
月　
　

律

　

氏
子
が
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
継
承
し
て
き
た
過
疎
地
域
の
神
社

は
、
戦
後
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
次
第
に
衰
退
し
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
み
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
「
不
活
動
神
社
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
実
際
の
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
の
現

状
は
多
様
で
あ
り
、
理
論
的
立
場
を
中
心
と
し
た
議
論
で
は
神
社
神
道
の

衰
退
の
様
相
を
捉
え
に
く
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
実
証
的
な
調
査
研
究
に

基
づ
く
議
論
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
土
形
成
計
画
策
定
の
た
め
の
集
落
の
状
況
に
関
す
る
現
況
把
握
調

査
」（
国
土
交
通
省
・
総
務
省
共
同
調
査
、
平
成
一
八
年
）
に
よ
れ
ば
、

地
域
文
化
に
お
け
る
問
題
に
関
し
て
、
神
社
・
仏
閣
等
の
荒
廃
、
伝
統
的

祭
事
の
衰
退
、
地
域
の
伝
統
的
生
活
文
化
の
衰
退
、
伝
統
芸
能
の
衰
退
に

一
定
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
回
答
者
ら
は
、
集
落
機
能

の
維
持
に
地
域
文
化
が
含
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
だ
が
、
具
体
的
な
対
策
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
は
氏
子

を
含
む
地
域
住
民
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
報
告
で
は
、
本
研
究
の
最
終
目
的
の

「
地
域
神
社
の
衰
退
が
地
域
社
会
の
精
神
文
化
に
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
宗
教
社
会
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
」
を
達
成
す
る
た
め
の
基
幹
調
査

と
し
て
、
高
知
県
仁
淀
川
町
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
に
お

い
て
、
主
に
準
不
活
動
神
社
に
該
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
神
社
と
地
域
住

民
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
の
実
態
調
査
」

お
よ
び
「
仁
淀
川
町
の
神
社
と
氏
子
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
概
観
し
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替
は
、
社
殿
の
破
損
に
応
じ
て
不
定
期
に
行
わ
れ
る
「
随
破
修
理
」
で
あ

っ
た
が
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
以
降
、
ほ
ぼ
二
十
年
間
隔
で
行
わ

れ
て
い
る
。
式
年
造
替
が
定
着
し
た
の
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に

入
る
頃
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
藤
原
家
の
全
盛
時
代
と
重
な
る
。
ま
た
、

造
替
の
責
任
者
が
造
営
預
（
の
ち
に
正
預
）
か
ら
造
国
司
に
移
行
し
た
こ

と
で
、
大
和
一
郡
か
ら
一
国
へ
と
上
納
範
囲
が
広
が
り
、
造
替
財
源
が
飛

躍
的
に
増
強
さ
れ
た
こ
と
も
、
式
年
造
替
の
定
着
に
関
係
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
財
源
の
増
加
に
よ
っ
て
広
範
囲
な
社
殿
の
造
替
が
可
能
に
な
り
、

同
時
に
処
分
可
能
な
社
殿
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
が
「
春
日

移
し
」
を
発
生
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
神
主
・
正
預
・
若
宮
神
主
の

「
三
惣
官
」
は
、「
古
物
支
配
」
と
い
っ
て
、
式
年
造
替
時
の
旧
社
殿
や
神

宝
等
を
管
理
す
る
権
限
を
も
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
有
償
で
譲
渡
で
き
る

旧
社
殿
は
、
社
家
に
と
っ
て
一
種
の
「
ボ
ー
ナ
ス
」
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、「
春
日
移
し
」
に
よ
る
社
殿
は
、
建
立
年
代
が
判
明
し
て
い
る

も
の
に
限
定
す
れ
ば
、
本
社
旧
社
殿
が
三
三
社
、
若
宮
神
社
旧
社
殿
が
七

社
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
摂
社
・
末
社
の
旧
社
殿
が
移
築
さ
れ
た

と
さ
れ
る
事
例
が
多
く
確
認
で
き
る
。
旧
社
殿
は
、
奈
良
県
、
京
都
府
や

大
阪
府
に
広
く
分
布
し
、
春
日
社
領
や
興
福
寺
領
と
の
関
連
性
が
う
か
が

わ
れ
る
。
社
殿
の
運
搬
方
法
は
史
料
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
解

体
し
て
運
ぶ
場
合
と
そ
の
ま
ま
運
ぶ
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
解

体
せ
ず
に
運
ぶ
場
合
、
社
殿
を
修
羅
に
載
せ
、
神
楽
桟
を
使
っ
て
引
い
て

移
動
さ
せ
た
か
、
神
輿
の
よ
う
に
社
殿
を
担
い
で
移
動
さ
せ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
実
際
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）、
摂
社
・
本
宮
神
社
の
旧
社

殿
が
京
都
の
笠
置
寺
に
譲
渡
さ
れ
た
際
、
社
殿
が
神
職
に
よ
っ
て
神
輿
の

よ
う
に
担
が
れ
て
境
内
を
出
て
い
る
。
ま
た
、
若
宮
神
社
旧
社
殿
が
神
戸

さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
構
造
的
な
変
化
は
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
自
由
記
述
の
回
答
で
は
、
神
社
・
氏
子
の
高
齢
化
、

健
康
状
態
、
後
継
者
不
在
等
に
よ
っ
て
、
神
社
維
持
が
限
界
に
達
し
て
い

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
神
社
の
隆
盛
と
衰
退
は
地
域
の
そ
れ

と
直
接
に
影
響
し
合
う
関
係
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
報
告
の
最
後
に

は
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
に
、
地
域
生
活
と
信
仰
生
活
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
過
疎
問
題
を
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
お
け

る
個
別
調
査
に
加
え
、
マ
ク
ロ
な
視
点
で
の
調
査
と
個
別
調
査
の
比
較
検

討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

撤
下
社
殿
の
宗
教
学
的
意
味 

│
│ 
春
日
大
社
式
年
造
替
の
事
例 

│
│

岩
井　
　

洋

　

奈
良
の
春
日
大
社
で
は
、
二
十
年
に
一
度
、
式
年
造
替
が
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
際
、
本
殿
四
棟
と
摂
社
・
末
社
の
社
殿
が
造
替
さ
れ
、
旧
社
殿

を
春
日
大
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
社
に
有
償
・
無
償
で
撤
下
す
る
慣
行
が

あ
る
。
こ
れ
を
俗
に
「
春
日
移
し
」
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
式
年
造
替
に
関

す
る
神
道
史
を
含
め
た
宗
教
学
的
研
究
は
あ
っ
た
が
、
撤
下
さ
れ
た
旧
社

殿
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
黒
田
曻
義
や
佐
藤
正
彦
と
い
っ
た
建
築
史
家
を

中
心
と
し
た
も
の
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
春

日
大
社
に
お
け
る
撤
下
社
殿
の
宗
教
学
的
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

春
日
大
社
は
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
の
創
建
と
さ
れ
、
御
蓋
山
を

神
体
山
と
す
る
。
祭
神
は
武
甕
槌
命
、
経
津
主
命
、
天
児
屋
根
命
、
比
売

神
で
、
摂
社
・
末
社
は
六
二
社
あ
り
、
藤
原
氏
の
氏
神
と
し
て
知
ら
れ
る
。

式
年
造
替
は
、
公
式
に
は
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
を
第
一
次
と
し
、

直
近
の
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
を
第
六
十
次
と
数
え
る
。
初
期
の
造
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た
う
え
で
、
宿
坊
に
関
連
す
る
事
例
に
焦
点
を
当
て
、
現
代
日
本
に
お
け

る
寺
社
に
よ
る
勧
進
活
動
の
一
端
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。

　

Ｃ
Ｆ
は
、
ク
ラ
ウ
ド
（crow

d

群
衆
）
と
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（funding

資
金
調
達
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
不

特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
仕
組
み
を
言
い
、
現
代
の
勧
進
と

言
え
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
米
国
で
先
駆
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
開
設
さ

れ
、
国
内
で
は
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

が
登
場
し
た
。
法
隆
寺
が
本
年
実
施
し
た
Ｃ
Ｆ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
拝
観
料
が
激
減
し
た
こ
と
に
よ
り
境
内
の
維
持
管
理
が
厳
し
く
な
っ
た

と
い
う
理
由
を
掲
げ
て
、
七
四
五
六
名
か
ら
一
億
五
七
〇
〇
万
円
も
の
支

援
金
を
調
達
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　

寺
社
の
維
持
や
復
興
の
た
め
に
資
金
を
募
る
勧
進
に
つ
い
て
は
、
先
学

に
よ
る
厚
い
蓄
積
が
あ
る
（
太
田
直
之
『
中
世
の
社
寺
と
信
仰
―
勧
進
と

勧
進
聖
の
時
代
―
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
・
中
尾
堯
編
『
旅
の
勧
進
聖

重
源
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
・
中
ノ
堂
一
信
『
中
世
勧
進
の
研
究

―
そ
の
形
成
と
展
開
―
』
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
・
村
上
紀
夫
『
近
世
勧

進
の
研
究
―
京
都
の
民
間
宗
教
者
―
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
・
島
薗
進

ほ
か
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教　

近
世
か
ら
近
代
へ
第
四
巻　

勧

進
・
参
詣
・
祝
祭
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
な
ど
）。
十
一
世
紀
以
降
、

職
業
化
し
た
勧
進
聖
が
寺
院
の
指
揮
下
で
、
あ
る
い
は
集
団
化
し
て
請
負

事
業
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
勧
進
活
動
は

そ
の
形
態
に
よ
り
、
①
巡
歴
型
、
②
賦
課
徴
収
型
、
江
戸
時
代
に
発
展
し

た
③
興
行
型
の
大
き
く
三
つ
に
分
類
で
き
る
が
、
近
年
の
Ｃ
Ｆ
は
④
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
型
の
出
現
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
Ｃ
Ｆ
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
は
「
媒
介
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」（
島
薗
ほ
か
二
〇
一
五
）
の
新
形

の
六
甲
八
幡
神
社
に
移
築
さ
れ
た
際
に
は
、
解
体
せ
ず
に
船
で
運
搬
さ
れ

た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
社
殿
を
解
体
せ
ず
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

な
背
景
に
は
、
春
日
造
社
殿
が
比
較
的
小
規
模
で
、
掘
立
で
は
な
く
、
井

桁
の
土
台
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
建
築
学
的
特
徴
が
あ
る
。

　

さ
て
、「
春
日
移
し
」
の
興
味
深
い
特
徴
は
、
旧
社
殿
が
撤
下
さ
れ
た

多
く
の
寺
社
に
と
っ
て
、
社
殿
の
移
動
が
そ
の
ま
ま
勧
請
を
意
味
し
な
い

こ
と
で
、
旧
社
殿
は
春
日
大
社
と
い
う
出
自
に
お
い
て
聖
性
を
帯
び
る
も

の
の
、
単
な
る
モ
ノ
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

撤
下
社
殿
の
宗
教
学
的
意
味
が
み
え
て
く
る
。
社
殿
の
撤
下
は
、
人
類

学
・
社
会
学
で
い
う
「
贈
与
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
な
る
贈
り
物
で
は
な

く
、
受
け
取
っ
た
側
か
ら
の
返
礼
を
と
も
な
う
。「
春
日
移
し
」
の
場
合
、

二
重
の
贈
与
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ひ
と
つ
は
、
社
家
が
旧

社
殿
を
拝
領
し
（
春
日
大
社
か
ら
の
贈
与
）、
社
家
の
春
日
大
社
へ
の
忠

誠
が
醸
成
さ
れ
る
（
返
礼
）。
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
家
か
ら
寺
社
へ
の
旧

社
殿
の
譲
渡
（
贈
与
）
で
、
寺
社
か
ら
春
日
大
社
へ
の
忠
誠
が
醸
成
さ
れ

る
（
返
礼
）。
さ
ら
に
、
旧
社
殿
を
譲
渡
さ
れ
た
寺
社
は
、
春
日
大
社
と

の
関
係
を
誇
示
す
る
こ
と
で
自
ら
を
権
威
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
方
、

春
日
大
社
は
、「
春
日
移
し
」
を
通
し
て
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
い
っ
た
と
い
え
る
。

宿
坊
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
考 

│
│ 

地
域
社
会
と
の
関
係
に
注
目
し
て 

│
│

和
栗　

隆
史

　

本
報
告
で
は
、
ま
ず
近
年
活
発
化
し
て
い
る
寺
社
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（crow

dfunding

以
下
Ｃ
Ｆ
）
を
勧
進
の
系
譜
に
位
置
付
け
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総
じ
て
宿
坊
関
連
の
Ｃ
Ｆ
に
あ
っ
て
は
、
多
様
化
し
た
先
述
の
目
的
に

加
え
て
、
地
域
と
の
新
た
な
関
係
構
築
と
地
域
外
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
よ

う
と
す
る
⑧
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
も
企
図
す
る
地
域
共
創
の
視

点
を
併
せ
持
つ
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
が
今
回
の
調
査
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
（
一
〇
件
、
宿
坊
関
連
の
う
ち
五
〇
％
）。
こ
れ
は
寺
社
と

地
域
の
生
存
戦
略
の
一
環
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
怪
異
譚
と
宗
教
的
情
報

古
山　

美
佳

　

当
該
発
表
で
は
、
怪
異
譚
（
怪
異
の
物
語
）
と
テ
レ
ビ
の
関
係
、
及
び
、

怪
異
譚
に
お
け
る
宗
教
知
識
の
情
報
提
供
の
在
り
方
の
変
化
に
つ
い
て
考

察
す
る
事
を
目
的
と
し
た
。
そ
れ
は
、
先
行
研
究
内
で
も
あ
ま
り
中
心
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
番
組
内
容
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一

つ
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
と
宗
教
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
石
井

研
士
『
テ
レ
ビ
と
宗
教
』
や
高
橋
直
子
『
オ
カ
ル
ト
番
組
は
な
ぜ
消
え
た

の
か
』
を
代
表
と
し
て
、
テ
レ
ビ
で
宗
教
或
い
は
宗
教
類
似
番
組
を
放
映

す
る
事
の
是
非
や
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ

る
。
即
ち
、
宗
教
や
宗
教
職
能
者
、
霊
能
者
を
対
象
と
し
た
番
組
や
超
能

力
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
等
を
取
り
上
げ
た
番
組
を
対

象
と
し
た
研
究
で
あ
る
。

　

今
回
の
分
析
で
は
、
①
平
成
三
〇
年
間
に
お
け
る
怪
異
譚
に
類
す
る
番

組
：
連
続
番
組
の
傾
向
と
し
て
、『
平
成
Ｔ
Ｖ
ク
ロ
ニ
ク
ル
』vol. 1-3

を
資
料
に
、
連
続
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
怪
異
譚
放
映
の
傾
向
、
②
『
ほ

ん
と
に
あ
っ
た
怖
い
話
』
シ
リ
ー
ズ
を
対
象
と
し
て
、
怪
異
譚
の
演
出
傾

向
、
③
脱
テ
レ
ビ
後
の
怪
異
譚
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
配
信
、
怪
談
家
・
怪

態
と
言
え
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
利
用
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
以

降
、
本
報
告
時
点
ま
で
に
国
内
で
実
施
さ
れ
た
寺
社
関
連
の
Ｃ
Ｆ
は
三
一

七
件
あ
り
、
寺
院
関
連
一
九
七
件
（
六
二
・
一
％
）、
神
社
関
連
一
二
〇
件

（
三
七
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
目
的
は
、
①
堂
舎
や
社
殿
、
鳥
居
や
祠

な
ど
建
造
物
の
修
繕
や
再
建
、
境
内
や
参
道
の
整
備
、
②
仏
像
仏
画
、
刀

剣
な
ど
文
化
財
の
修
復
・
保
存
、
③
祭
な
ど
伝
統
行
事
や
神
事
の
保
存
・

復
活
、
④
新
規
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
⑤
土
産
な
ど
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
⑥
宿
坊
や
カ
フ
ェ
、
サ
ロ
ン
、
書
店
、
坊
主
バ
ー
な
ど
開
か
れ
た
施

設
の
開
設
・
整
備
、
⑦
そ
の
他
（
情
報
発
信
、
永
代
供
養
墓
販
売
ほ
か
）

な
ど
伝
統
的
な
勧
進
活
動
に
比
し
て
多
様
化
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
う
ち
宿
坊
関
連
の
Ｃ
Ｆ
は
二
〇
件
（
寺
院
一
五
件
）
あ
り
、
目
的

は
、
①
新
規
開
設
、
②
復
興
再
生
、
③
施
設
修
繕
・
改
修
、
④
文
化
財
修

復
、
⑤
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
開
発
、
⑥
商
品
開
発
、
⑦
コ

ロ
ナ
危
機
支
援
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
①
の
新
規
開
設
に
は
、
無
住
寺
院

の
活
用
例
五
件
、
地
域
の
空
き
家
活
用
例
二
件
、
廃
寺
活
用
例
一
件
が
含

ま
れ
、
地
域
の
活
性
を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
②
復
興

再
生
の
事
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
神
仏
分
離
令
・
修
験
道
禁
止
令
・
廃

仏
毀
釈
に
よ
り
約
八
〇
〇
軒
の
宿
坊
が
す
べ
て
壊
滅
し
た
日
本
三
大
修
験

の
聖
地
・
英
彦
山
（
福
岡
県
）
に
お
い
て
、
地
域
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
宿
坊
を
復
興
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
②

復
興
再
生
の
事
例
で
は
、
長
ら
く
宿
泊
の
受
入
を
中
断
し
て
い
た
富
士
講

の
た
め
の
御
師
の
家
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
・
富
士
河
口
湖
町
）
の
う
ち

三
軒
が
、
い
ず
れ
も
当
家
の
若
い
世
代
が
地
域
再
生
の
起
爆
剤
と
な
る
こ

と
を
も
意
図
し
た
宿
坊
再
生
の
支
援
を
募
る
Ｃ
Ｆ
を
実
施
し
た
。
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に
あ
る
。

　

一
方
、
ネ
ッ
ト
内
外
で
も
講
談
師
が
怪
談
噺
を
語
る
他
に
、
現
代
の
怪

談
師
、
即
ち
、
実
体
験
・
実
話
怪
談
を
ベ
ー
ス
と
し
た
怪
異
譚
を
提
供
す

る
文
化
の
台
頭
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
差
し
込
ま
れ
る
宗
教

的
な
知
識
は
、
日
本
文
化
・
情
景
と
し
て
、
ま
た
怪
異
譚
の
場
所
・
原
因

と
し
て
の
宗
教
施
設
（
神
社
・
寺
院
等
）
が
主
で
あ
り
、
一
部
に
語
り
手

に
宗
教
職
能
者
が
存
在
す
る
事
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、
怪
異
譚
の
（
疑
似
）
実
体
験
へ
の
希
求
が
み
ら
れ
、
心
霊
ス
ポ

ッ
ト
検
証
や
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
お
化
け
屋
敷
な
ど
を
用
い
て
、
怪

異
譚
＋（
疑
似
）
体
験
の
提
供
が
企
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
に
お
い
て
共
通
す
る
の
は
、
全
体
的
な
宗
教
的
知
識
の
専
門
度
合
は

薄
め
で
あ
る
一
方
、
日
本
の
宗
教
的
知
識
を
前
提
と
し
た
怪
異
譚
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
高
橋
直
子
の
指
摘
し
た
民
俗
知
の
断
片

（
本
発
表
で
い
う
宗
教
的
知
識
）
の
不
正
確
な
情
報
と
し
て
拡
散
・
共
有

の
拡
大
は
、
怪
異
譚
文
化
の
普
及
・
拡
大
の
中
で
も
危
惧
す
べ
き
課
題
と

し
て
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
的
資
源
の
維
持
活
用
に
つ
い
て 

│
│ 「
刀
剣
乱
舞
」
と
神
社
の
関
係
か
ら 

│
│

中
山　

千
里

　
「
刀
剣
乱
舞-O

N
LIN
E-

」（
以
下
刀
剣
乱
舞
）
と
は
、
二
〇
一
五
年
か

ら
始
ま
っ
た
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
に
は
、
寺
社

な
ど
に
縁
の
あ
る
刀
剣
が
「
刀
剣
男
士
」
と
い
う
擬
人
化
し
た
姿
で
登
場

し
、
多
く
の
女
性
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
お
り
、
関
連
す
る
寺
社

を
「
聖
地
」
と
し
て
巡
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、

談
師
の
語
り
、
お
化
け
屋
敷
と
い
っ
た
子
供
向
け
の
怖
い
話
か
ら
対
象
を

拡
大
さ
れ
た
後
の
傾
向
を
対
象
と
し
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
お
化
け
屋
敷
連
動
ド
ラ
マ
『
黒
い
歯
』
が
な
い
等
課

題
も
残
る
も
の
の
、
平
成
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
い
く
つ
か
の
傾
向

の
変
化
が
確
認
出
来
た
。
即
ち
、
放
送
局
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
↓
日
本
テ
レ

ビ
・
テ
レ
ビ
朝
日
へ
、
放
送
時
間
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
か
ら
深
夜
放
送

へ
、
ま
た
水
曜
日
・
休
日
の
放
映
は
少
な
め
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
放

送
回
数
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
内
容
も
近
年
で
は
、
原
作
小
説
・
漫
画
が

増
加
し
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
怪
異
譚
集
番
組
は
減
少
、
季
節
の
単
発
番

組
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

②
の
『
ほ
ん
と
に
あ
っ
た
怖
い
話
』
は
、「
実
際
に
人
々
が
体
験
し
た

怖
い
話
を
リ
ア
ル
に
描
く
リ
ア
ル
ホ
ラ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」

「
心
霊
体
験
を
し
た
視
聴
者
の
証
言
を
も
と
に
、
恐
怖
や
心
霊
現
象
の
不

安
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
さ
れ
つ
つ
も
立
ち
向
か
っ
て
い
く
姿
を
描
く
」

を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
昨
今
で
は
夏
季
中
心
に
放
映
さ
れ
る
怪
異

譚
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
と
心
霊
写
真
鑑
定
の
セ
ッ
ト
番
組
で
あ
る
。
番
組
内

で
は
、
霊
能
者
の
登
場
や
心
霊
研
究
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
番
組
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
本
物
の
お
ま
じ
な
い
を
紹
介
す
る
等
、
緩
や
か
な
（
薄
弱
な
）

宗
教
描
写
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
と
宗
教
・
オ
カ
ル
ト
番
組
の
課
題
が
残
存
し

続
け
て
い
る
点
も
確
認
出
来
る
。

　

近
年
で
は
、
怪
異
譚
を
扱
う
番
組
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
拡
大
を
見

せ
、
現
在
、「
心
霊
」
タ
グ
を
用
い
たY

ouT
ube

動
画
四
・
三
万
本
、

五
一
九
五
件
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
存
在
し
、
そ
の
多
く
は
心
霊
体
験
・
検
証
、

心
霊
ス
ポ
ッ
ト
検
証
等
が
中
心
で
あ
り
、
怪
異
譚
を
語
る
「
怪
談
」
よ
り

も
実
体
験
と
さ
れ
る
「
心
霊
」
の
方
が
視
聴
者
数
・
投
稿
者
数
共
に
優
位



301　　

個人発表 『宗教研究』96巻別冊（2023年）

を
記
し
た
御
朱
印
が
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
新

し
い
刀
剣
が
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
京
都
府

京
都
市
の
藤
森
神
社
は
刀
剣
乱
舞
に
登
場
す
る
鶴
丸
国
永
と
い
う
刀
に
縁

の
あ
る
神
社
で
あ
る
が
、
近
代
以
降
、
同
社
は
こ
の
刀
を
所
蔵
し
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
刀
剣
乱
舞
ブ
ー
ム
の
結
果
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
同
神

社
が
鶴
丸
国
永
と
縁
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
二

〇
一
八
年
に
刀
匠
の
藤
安
将
平
氏
よ
り
神
社
へ
鶴
丸
国
永
の
写
し
が
奉
納

さ
れ
た
。
更
に
は
、
聖
地
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
衰
退
し
て
い
た
神
社
が

活
性
化
す
る
現
象
も
み
ら
れ
る
。
岡
山
県
倉
敷
市
に
鎮
座
す
る
青
江
神
社

は
、
そ
れ
ま
で
同
市
内
の
阿
知
神
社
の
兼
務
社
と
し
て
神
職
も
常
駐
し
て

い
な
い
、
地
域
の
小
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
以

降
、
刀
剣
乱
舞
の
フ
ァ
ン
が
「
に
っ
か
り
青
江
」
と
関
わ
り
の
あ
る
神
社

と
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
二
〇
二
一
年
に
は
お
守
り
、
現
地

限
定
の
御
朱
印
、
絵
馬
が
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
二
一
年
の
秋

季
例
大
祭
に
は
臨
時
開
設
日
を
含
め
た
三
日
間
で
約
三
百
人
が
日
本
各
地

よ
り
訪
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
刀
剣
乱
舞
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
聖
地
巡
礼
の
対
象
と
さ

れ
た
神
社
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ン
に
対
応
し
た
授
与
品
の
頒
布
や
イ
ベ
ン

と
の
実
施
、
兼
務
社
の
活
性
化
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
従
来
の
神
社
と
い
う
場
所

へ
の
イ
メ
ー
ジ
や
役
割
を
問
い
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
神

社
と
い
う
場
所
へ
の
ホ
ス
ト
で
あ
る
参
拝
者
と
ゲ
ス
ト
で
あ
る
神
社
は
ど

の
よ
う
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
築
い
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
を
今
後
の
事
例
の
収
集
と
検
討
の
課
題
の
一
つ
と
し
た

い
。

こ
の
「
刀
剣
乱
舞
」
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
聖
地
巡
礼
の
対
象
と
さ
れ
た
神
社

の
事
例
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ス
ト
で
あ
る
フ
ァ
ン
の
訪
問
が
ホ
ス

ト
で
あ
る
神
社
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、
刀
剣
乱
舞
の
「
聖
地
」
と
さ
れ
て
い
る
神
社
は
、
刀
と
の
関
係

性
で
①
歴
史
的
関
連
、
②
刀
の
所
蔵
先
、
③
刀
剣
を
所
持
し
て
い
た
歴
史

上
の
人
物
と
縁
の
あ
る
も
の
、
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
参
拝
者
の
多
く

は
女
性
で
あ
り
、
単
に
フ
ァ
ン
と
い
っ
て
も
、
そ
の
興
味
の
対
象
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
そ
れ
を
演
じ
る
声
優
、
或
い
は
刀
剣
自
体
や
そ
の
伝
来
の
歴

史
に
関
心
を
持
つ
も
の
、
さ
ら
に
は
刀
剣
乱
舞
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
舞
台

化
さ
れ
た
際
に
演
じ
た
俳
優
の
フ
ァ
ン
な
ど
、
多
種
多
様
な
層
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
傾
向
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
参
拝
者
の
多
く
は
神
社
の

祭
神
へ
の
崇
敬
心
か
ら
神
社
を
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、
刀
剣
乱
舞
の
聖
地

と
な
っ
た
「
場
」
や
「
神
社
の
歴
史
」「
宝
物
（
刀
）」
を
目
的
と
し
て
訪

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
フ
ァ
ン
に
よ
る
「
巡
礼
」

行
動
は
、
訪
問
先
で
あ
る
神
社
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

ま
ず
第
一
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想
起
さ
せ
る
お
守
り
や
御
朱
印
の
頒

布
が
挙
げ
ら
れ
る
。
刀
剣
乱
舞
の
聖
地
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
各
神
社
で

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想
起
さ
せ
る
色
の
お
守
り
や
刀
剣
の
名
前
が
書
い
て

あ
る
御
朱
印
を
頒
布
し
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇
一
五
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
粟
田
神
社
、
健
勲
神
社
、
豊
国
神
社
、
藤
森
神
社
の
京
都
市
内
に
あ
る

四
つ
の
神
社
が
共
同
で
行
っ
た
「
京
都
刀
剣
御
朱
印
巡
り
」
で
は
、
各
神

社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
刀
剣
の
名
前
の
書
か
れ
た
台
紙
を
頒
布
し
た
。
通

常
、
神
社
の
御
朱
印
は
社
名
や
祭
神
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
刀

剣
乱
舞
の
聖
地
と
さ
れ
る
神
社
の
多
く
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
刀
剣
の
名
前
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こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
加
藤
以
下
七
名
の
メ
ン
バ
ー
が
逮
捕
・
勾
留

さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た
。
以
後
、
ゼ
ロ
次
元
と
し
て
の
活
動
は
沈
静
化

し
、
加
藤
は
七
二
年
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
訪
問
を
き
っ
か
け
に
タ
ン
ト

ラ
研
究
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。
七
三
年
に
帰
国
し
た
の
ち
、
タ
ン
ト

ラ
を
解
説
す
る
文
章
を
幾
度
か
『
美
術
手
帖
』
に
発
表
し
た
。
八
〇
年
に

は
夢
分
析
と
タ
ン
ト
ラ
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
理
論
を
構
築
し
、『
夢

の
神
秘
と
タ
ン
ト
ラ
の
謎
―
夢
鏡
に
解
読
さ
れ
る
未
知
な
る
あ
な
た
』
を

刊
行
し
た
。

　

近
年
の
再
評
価
に
お
い
て
、
ゼ
ロ
次
元
は
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
や

「
呪
術
」
を
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
資
料
を
確
認

す
る
と
、
最
盛
期
で
あ
る
六
〇
年
代
当
時
は
加
藤
の
言
説
に
も
雑
誌
記
事

に
も
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」「
呪
術
」
の
言
葉
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
加
藤
の
渡
印
後
に
六
〇
年
代
の
活
動
を
振
り
返
る
形
で
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
逮
捕
の
前
後
で
加
藤
の
儀
式
観
に
大
き
な
変
化
が
確
認
で
き

た
。
逮
捕
以
前
は
、
儀
式
の
目
的
は
日
常
性
の
破
壊
、
現
実
（
経
済
・
合

理
性
）
と
想
像
（
芸
術
・
非
合
理
性
）
の
中
間
領
域
の
創
出
で
あ
っ
た
。

儀
式
は
偶
然
性
を
排
し
た
綿
密
な
計
画
と
演
出
の
も
と
「
ク
ー
ル
」
に
、

定
期
的
に
、
羞
恥
心
を
乗
り
越
え
て
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
儀
式

の
記
録
な
ど
を
か
ら
も
、
ゼ
ロ
次
元
の
メ
ン
バ
ー
が
儀
式
に
お
い
て
ト
ラ

ン
ス
状
態
や
、「
忘
我
」
の
状
態
に
入
っ
た
と
い
う
よ
う
な
様
子
は
窺
え

な
か
っ
た
。
一
方
、
逮
捕
以
後
は
、
儀
式
は
「
行
進
業
（
ヨ
ー
ガ
）」「
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」「
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
「
忘

我
」「
未
知
の
領
域
」
に
至
る
こ
と
だ
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
加
藤
本
人
の
語
り
の
変
化
が
、
現
在
の
「
ゼ
ロ
次
元
＝
シ
ャ
ー

戦
後
日
本
の
前
衛
美
術
に
お
け
る
宗
教
概
念

稲
村
め
ぐ
み

　

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
美
術
で
は
、
ゼ
ロ
次
元
、
松
澤
宥
、
ク
ロ
ハ

タ
、
薔
薇
卍
結
社
な
ど
の
前
衛
的
・
反
芸
術
的
傾
向
を
も
つ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
宗
教
的
な
要
素
が
引
用
さ
れ
た
作
品
が
発
表
さ

れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
黒
ダ
ラ
イ
児
、
二
〇
一
〇
年
、『
肉
体
の
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
―
日
本
美
術
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
地
下
水
脈
』、

gram
books

な
ど
）。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中

か
ら
、
近
年
六
〇
年
代
反
芸
術
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
の

「
ゼ
ロ
次
元
」
を
取
り
上
げ
、
ゼ
ロ
次
元
の
「
教
祖
」
を
名
乗
っ
て
実
質

的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
加
藤
好
弘
（
一
九
三
六
―
二
〇
一

八
）
の
言
説
に
お
け
る
「
儀
式
」
観
の
変
化
を
分
析
し
た
。
な
お
、
資
料

と
し
て
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
の
映
像
や
記
録
、
週
刊
誌
や
美
術
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
、
批
評
等
を
用
い
た
。

　

ゼ
ロ
次
元
の
作
品
の
特
徴
は
、
都
市
空
間
で
ゲ
リ
ラ
的
に
裸
体
を
露
出

し
、
集
団
で
奇
妙
な
行
動
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
ゼ
ロ
次
元
は
自
ら

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
当
時
よ
り
一
般
的
な
表
現
だ
っ
た
「
ハ
プ
ニ
ン

グ
」
で
は
な
く
「
儀
式
」
と
呼
び
、「
教
典
」「
教
祖
」「
え
え
じ
ゃ
な
い

か
」「
尻
蔵
界
曼
荼
羅
」
な
ど
の
語
彙
を
用
い
、
卒
塔
婆
、
巫
女
、
神
社
、

蝋
燭
、
線
香
な
ど
を
用
い
る
な
ど
、
作
品
に
宗
教
的
要
素
や
イ
メ
ー
ジ
を

多
用
し
た
。
六
〇
年
代
を
通
し
て
盛
ん
に
活
動
し
た
の
ち
、
六
九
年
に
他

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
と
と
も
に
「
万
博
破
壊
共
闘
派
」
を
結
成
し
、
大
阪

万
博
開
催
に
反
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
京
大
教

養
学
部
講
堂
で
性
器
を
露
出
し
た
儀
式
の
写
真
が
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た
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死
し
た
。
ブ
ロ
ウ
の
死
後
半
年
後
に
行
わ
れ
た
二
〇
〇
八
年
春
夏
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
純
白
の
シ
フ
ォ
ン
ド
レ
ス
や
パ
イ
ソ
ン
柄
の
ピ
ン
ク
ド
レ

ス
、
剥
製
猛
禽
類
の
翼
が
胸
元
に
広
が
る
淡
青
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
、

赤
蝶
の
ヘ
ッ
ド
ピ
ー
ス
な
ど
、
奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
ん
だ
ブ
ロ
ウ

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
な
り
の
追
悼
表

現
と
な
っ
た
。
ま
た
、
続
く
二
〇
〇
八
―
九
年
秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
巨
木
に
住
む
少
女
が
王
子
と
結
婚
し
、
女
王
に
な
る
と
い
う
お
と
ぎ

話
を
創
作
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
中
央
に
は
巨
木
像
が
設
け
ら
れ
、
周
囲
を
歩

く
モ
デ
ル
達
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
前
半
に
黒
系
の
衣
装
を
装
い
、
後
半
に

重
量
感
の
あ
る
白
の
チ
ュ
ー
ル
ス
カ
ー
ト
や
、
赤
羽
根
の
パ
ー
テ
ィ
ー
ド

レ
ス
、
ル
ビ
ー
色
の
サ
テ
ン
コ
ー
ト
な
ど
、
繊
細
か
つ
煌
び
や
か
な
衣
装

を
装
っ
た
。
こ
れ
ら
の
衣
装
は
、
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
「
闇
で
は
な
く
光
を

見
る
時
が
来
た
」
と
い
う
言
葉
に
呼
応
し
て
お
り
、
ブ
ロ
ウ
の
死
を
越

え
、
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
希
望
を
示
し
た
。

　

最
後
と
な
っ
た
二
〇
一
〇
年
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生
態
系
の
崩
壊

に
よ
り
進
化
を
遂
げ
た
爬
虫
類
生
物
を
題
材
に
、
人
間
界
か
ら
隔
絶
し
た

海
中
の
別
世
界
を
描
い
た
。
蛇
柄
の
シ
ル
ク
ジ
ャ
カ
ー
ド
ド
レ
ス
や
玉
虫

色
の
ス
パ
ン
コ
ー
ル
ス
ー
ツ
、
モ
デ
ル
達
の
こ
め
か
み
に
特
殊
メ
イ
ク
で

用
意
さ
れ
た
エ
ラ
や
、
二
本
の
ツ
ノ
型
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
非
人
間
的

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
自
死
願
望
を
持
つ
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
現
実
逃
避
的

側
面
を
表
象
し
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
後
、
悲
劇
が
彼
を
襲
っ
た
。
二
〇

一
〇
年
二
月
二
日
、
敬
愛
す
る
母
ジ
ョ
イ
ス
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
が
病
死
し

た
の
だ
。
同
月
十
一
日
に
自
死
し
た
彼
の
最
大
要
因
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
喪

失
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
中
世
と
宗
教
、
葬
列
を
題
材
と
し
た
制
作
途
中
の

十
六
作
品
を
遺
し
こ
の
世
を
去
っ
た
。
祭
壇
画
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ワ
ン
シ

マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
説
を
生
み
出
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
事
例
は
「
宗
教
」
的
と
み
な
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
作
品
の
「
宗
教
」
性
の
認
識
や
そ
の
語
り
が
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
の

相
互
作
用
の
中
で
変
化
す
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

拡
散
宗
教
論
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

│
│ 

衣
装
の
世
俗
的
宗
教
性
の
考
察 

│
│

岸
根　

紗
葵

　

大
村
英
昭
は
、
芸
術
や
自
然
科
学
な
ど
「
一
見
、
宗
教
と
は
無
関
係
と

思
え
る
領
域
」
に
お
け
る
「
純
度
の
高
い
宗
教
性
」
に
着
目
し
、
教
団
宗

教
の
周
辺
部
や
外
部
に
現
れ
る
こ
の
よ
う
な
宗
教
性
に
つ
い
て
「
拡
散
宗

教
」
と
定
義
し
た
。
本
発
表
は
、
拡
散
宗
教
に
存
す
る
「
非
職
業
宗
教

家
」
の
一
例
と
し
て
、
モ
ー
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
（
一
九
六
九
―
二
〇
一
〇
）
を
挙
げ
、
彼
の

最
晩
年
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
衣
装
制
作
の
世
俗
的
宗
教
性
の
考

察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

モ
ー
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
性
を

重
視
し
た
前
衛
的
な
衣
装
制
作
で
あ
る
。「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
常
に
自
伝

的
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
は
、
最
晩
年
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
自
身
の
死
別
体
験
に
よ
る
悲
嘆
と
、
自
死
に
向
か
う
孤
独

や
逃
避
を
表
現
し
た
。

　

悲
嘆
を
表
現
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
旧
友
イ
ザ
ベ
ラ
・
ブ
ロ
ウ
（
一

九
五
八
―
二
〇
〇
七
）
の
自
死
に
始
ま
る
。
彼
女
は
、
業
界
内
で
い
ち
早

く
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
才
能
を
発
掘
し
た
人
物
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
に
自
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を
前
提
と
し
た
「
死
者
の
記
憶
」
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
曖
昧

さ
が
さ
ら
に
増
す
一
方
、
肯
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
本
論
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
死
者
の
記
憶
」
批
判
の
た
め

に
、
小
津
安
二
郎
の
映
画
を
考
察
す
る
。「
死
」
や
「
死
者
」
を
題
材
と

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
小
津
映
画
に
は
、「
死
者
の
記
憶
」
を
考
え
る
上

で
示
唆
的
な
洞
察
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

小
津
映
画
の
な
か
で
も
、「
死
者
の
記
憶
」
に
関
わ
る
表
現
が
確
立
す

る
の
は
、
彼
の
代
表
作
『
東
京
物
語
』（
一
九
五
三
）
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
彼
の
作
品
に
お
け
る

「
死
者
」
や
「
死
者
の
記
憶
」
に
つ
い
て
考
え
る
糸
口
と
し
た
い
。

　

小
津
自
身
は
、『
東
京
物
語
』
に
つ
い
て
「
親
と
子
の
成
長
を
通
じ
て
、

日
本
の
家
族
制
度
が
ど
う
崩
壊
す
る
か
を
描
い
て
み
た
」
と
述
べ
て
い

る
。「
親
と
子
の
成
長
」
と
い
う
個
人
の
生
の
繰
り
返
し
と
「
家
族
制
度

の
崩
壊
」
と
い
う
社
会
的
動
態
（
個
人
化
）
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
点
に
お
い
て
、
ま
さ
に
社
会
学
的
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、

こ
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
空
間
的
に
表
現
さ
れ
た
東
京
と
地
方
の
対
比

は
、『
一
人
息
子
』（
一
九
三
六
）
以
降
小
津
作
品
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ

で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
で
深
ま
る
高
齢
者
の
孤
独
を
、
情
感
豊
か

に
描
い
た
の
が
『
東
京
物
語
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
あ
る
。
つ
れ
な
い
実

子
た
ち
の
傍
ら
で
、
最
後
ま
で
親
切
に
接
し
て
く
れ
た
亡
き
次
男
の
嫁
が
、

再
婚
の
意
思
を
隠
し
き
れ
ず
義
父
に
打
ち
明
け
る
こ
の
場
面
は
、
実
子
た

ち
の
つ
れ
な
さ
よ
り
も
は
る
か
に
鮮
烈
に
老
人
の
孤
独
を
際
立
た
せ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
衝
撃
的
な
場
面
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
生
ん
で
き
た
。

例
え
ば
、
吉
田
喜
重
は
、
聖
な
る
存
在
と
し
て
の
嫁
が
凡
庸
な
俗
人
で
あ

る
こ
と
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
黙
示
録
と
し
て
の
『
東
京
物

ョ
ル
ダ
ー
ド
レ
ス
や
、
天
使
と
巨
大
な
翼
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ン
グ
ド
レ

ス
、
大
襟
の
金
色
ダ
ッ
ク
フ
ェ
ザ
ー
コ
ー
ト
な
ど
、
遺
作
は
前
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
は
対
照
的
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
的
な
人
間
美
に
彼
の
祈
り
が
重
ね
ら

れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
題
材
を
持
つ
が
、

根
底
に
は
死
別
体
験
を
軸
と
し
た
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
連
続
す
る
悲
嘆
が
存

在
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生
死
に
対
す
る
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
自
身
の
答

え
の
な
い
本
質
的
で
普
遍
的
な
「
問
い
」
の
発
露
の
場
で
も
あ
っ
た
。
特

に
最
晩
年
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
死
別
体
験
に
伴
う
追
悼
、
希
望
、
逃

避
、
孤
独
と
い
う
感
情
の
揺
れ
動
き
に
呼
応
し
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た

「
身
を
も
っ
て
問
う
姿
勢
」
こ
そ
が
、
世
俗
的
宗
教
性
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
衣
装
制
作
は
、
信
仰
を
持
た
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
日
常
的
で
世
俗
的
な
営
為
を
用
い
な
が
ら
も
、
拡

散
宗
教
に
位
置
す
る
「
非
職
業
宗
教
家
」
の
無
自
覚
な
宗
教
性
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
呈
し
、
世
俗
に
お
け
る
宗
教
性
考
察
の
可
能
性
を
示
唆
す

る
。

小
津
映
画
に
お
け
る
死
者
と
記
憶 

│
│ 「
死
者
の
記
憶
」
批
判
の
た
め
に 

│
│

滝
澤　

克
彦

　

近
年
、
宗
教
研
究
に
お
い
て
「
死
者
」
に
つ
い
て
の
論
考
を
目
に
す
る

機
会
が
増
え
た
。
一
方
、
そ
の
言
葉
が
意
味
す
る
も
の
は
し
ば
し
ば
曖
昧

で
、
単
に
も
は
や
生
き
て
い
な
い
人
物
を
指
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
他
者
」

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
霊
的
存
在
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
死
者
概
念
に
対
し
て
集
合
的
記
憶
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り
深
く
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論

の
結
論
で
あ
る
。

国
家
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
奥
村
五
百
子 

│
│ 

研
究
史
の
死
角
を
ふ
ま
え
て 

│
│

山
本　

彩
乃

　

愛
国
婦
人
会
を
提
唱
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
村
五
百
子
は
、
一

八
四
五
年
に
肥
前
唐
津
の
真
宗
寺
院
・
高
徳
寺
に
生
ま
れ
た
。
兄
は
朝
鮮

布
教
で
有
名
な
奥
村
円
心
で
あ
る
。
幕
末
維
新
期
に
は
尊
王
運
動
に
傾
倒

し
征
韓
論
に
共
鳴
、
故
郷
唐
津
の
殖
産
興
業
に
尽
力
し
た
。
さ
ら
に
、
一

八
九
八
年
に
は
朝
鮮
半
島
で
「
光
州
実
業
学
校
」
を
設
立
、
翌
年
に
帰
国

し
て
南
清
さ
ら
に
義
和
団
事
件
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に

は
愛
国
婦
人
会
が
設
立
さ
れ
、
一
九
〇
七
年
に
京
大
病
院
で
死
亡
し
た
。

　

奥
村
五
百
子
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
①
加
納
実
紀
代
「
奥
村
五

百
子
―
〝
軍
国
昭
和
〞
に
生
き
た
明
治
一
代
女
」
②
任
展
慧
「
朝
鮮
統
治

と
日
本
の
女
た
ち
」
③
橋
澤
裕
子
「
日
本
仏
教
の
朝
鮮
布
教
を
め
ぐ
る
一

考
察
」
④
守
田
佳
子
『
奥
村
五
百
子
―
明
治
の
女
と
「
お
国
の
た
め
」』

が
あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
で
は
、
い
ず
れ
も
伝
記
を
基
礎
資
料
と
し
て

奥
村
五
百
子
を
論
じ
、
五
百
子
の
存
在
を
「
軍
国
主
義
の
象
徴
」
と
捉
え

る
も
、
な
ぜ
「
軍
国
主
義
の
象
徴
」
た
り
え
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
奥
村
五
百
子
と
い
う
存
在

が
近
代
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
、
女
性
の
国
民
化
と
そ
こ
に
内
在
す
る
宗
教
性
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

テ
ィ
リ
ー
や
ギ
デ
ン
ズ
は
、
国
民
国
家
に
つ
い
て
構
成
員
を
「
国
民
」

語
』
は
死
ん
だ
」
と
ま
で
述
べ
、
蓮
實
重
彦
は
、
嫁
の
せ
り
ふ
に
夫
婦
の

問
題
に
義
父
が
介
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
「
怒
り
」
を
読
み
取
っ
た
。

　

一
方
で
、
本
シ
ー
ン
は
「
死
者
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
全
く
違
っ
た
角

度
か
ら
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
。
嫁
の
告
白
は
、
亡
き
次
男
が
も
は
や

繋
が
り
の
要
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
義

父
は
、
自
ら
を
「
お
父
さ
ん
」
と
呼
び
、
亡
く
な
っ
た
妻
の
懐
中
時
計
を

形
見
と
し
て
嫁
に
渡
す
。
な
お
も
「
死
者
」
に
よ
っ
て
繋
が
ろ
う
と
す
る

義
父
の
振
る
舞
い
が
、
む
し
ろ
老
人
の
孤
独
感
を
い
っ
そ
う
強
め
る
の
で

あ
る
。『
東
京
物
語
』
は
、
死
者
の
記
憶
の
す
れ
違
い
の
物
語
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
随
所
に
そ
の
す
れ
違
い
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
特
に
、
亡
く
な
っ
た
母
の
葬
儀
の
後
に
、
実
子
た
ち
が
母
の

思
い
出
話
で
盛
り
上
が
る
場
面
は
象
徴
的
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
父
を
も
っ

と
も
気
に
か
け
る
次
女
と
嫁
は
話
か
ら
排
除
さ
れ
、
老
人
の
心
も
そ
の
思

い
出
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
死
者
の
記
憶
」
の
描
き
方
は
『
母
を
恋
は
ず
や
』（
一

九
三
四
）
あ
た
り
か
ら
見
ら
れ
る
が
、『
東
京
物
語
』
で
確
立
さ
れ
、『
秋

日
和
』（
一
九
六
〇
）
や
『
秋
刀
魚
の
味
』（
一
九
六
二
）
へ
と
受
け
継
が

れ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
死
者
」
は
個
人
の
記
憶
の
な
か
の
故
人

の
生
前
の
姿
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
動
的
で
し
ば
し
ば
「
思
い
出
さ

れ
な
い
」
こ
と
も
あ
る
一
方
、
共
有
さ
れ
た
り
、
他
者
化
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
を
拒
み
続
け
る
。
そ
し
て
、「
死
者
の
記
憶
」
を
通
じ
て
人
と
繋
が

ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
す
る
の
で
あ
る
。

　

小
津
作
品
に
お
け
る
「
死
者
」
や
「
死
者
の
記
憶
」
の
描
き
方
が
、
近

年
の
宗
教
研
究
に
お
け
る
傾
向
と
対
比
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
が
「
死
者
」
や
「
死
者
の
記
憶
」
に
つ
い
て
よ
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な
る
」
国
家
と
を
媒
介
す
る
、
近
代
日
本
国
家
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
い

え
る
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
病

気
の
治
癒
な
ど
を
行
う
実
際
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
の
差
異
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

高
橋
智
遍
の
新
宗
教
批
判

内
村　

琢
也

　

本
化
妙
宗
連
盟
で
学
頭
を
つ
と
め
た
高
橋
智
遍
（
一
九
〇
九
―
一
九
八

八
）
は
、
新
宗
教
教
団
の
中
で
も
法
華
系
新
宗
教
の
創
価
学
会
を
批
判
の

対
象
と
し
た
。
特
に
高
橋
が
問
題
視
し
た
の
は
現
世
利
益
と
神
社
を
め
ぐ

る
同
会
の
「
教
え
」
に
あ
っ
た
。

　

本
報
告
で
は
、
本
化
妙
宗
連
盟
が
展
開
し
た
創
価
学
会
厳
正
批
判
運
動

の
時
期
＝
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
八
年
に
焦
点
を
絞
り
、
創
価
学
会
の

「
教
え
」
の
何
が
問
題
と
な
っ
た
の
か
（
冒
頭
で
指
摘
し
た
現
世
利
益
と

神
社
に
関
す
る
二
点
）
を
高
橋
の
著
作
を
頼
り
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
（
特
に
、
高
橋
智
遍
『
謗
法
ま
る
だ
し
の
創
価
学
会
―

神
社
は
宗
教
に
あ
ら
ず
―
』（
本
化
妙
宗
連
盟
出
版
部
、
一
九
六
四
年
、

第
三
版
、
一
九
六
六
年
（
本
発
表
で
は
一
九
六
六
年
本
を
参
照
し
た
）
に

注
目
し
、
参
照
し
た
）。

　

高
橋
が
創
価
学
会
批
判
で
取
り
上
げ
た
同
会
の
「
教
え
」
の
問
題
点
を

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
、
病
気
直
し
な
ど
に
関
わ
る
現
世
利
益
の
位
置
づ
け
（
高
橋
は
、
同

会
が
積
極
的
に
現
世
利
益
を
説
い
た
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
は
大
石
寺
教
学

に
は
な
い
、
同
会
の
発
明
と
批
判
し
て
い
る
）。

　

二
、「
神
社
宗
教
論
」、「
神
社
参
拝
謗
法
論
」
の
強
調
（
高
橋
は
、
神

と
し
て
包
括
す
る
も
の
と
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
期
の
国

民
国
家
に
お
い
て
女
性
は
「
国
民
」
の
枠
組
み
に
必
ず
し
も
包
摂
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
女
性
は
家
父
長
制

的
な
「
イ
エ
」
に
従
属
す
る
存
在
と
さ
れ
、
大
正
期
の
普
通
選
挙
制
度
に

お
い
て
も
排
除
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
資
本
主
義
発
達
や
総
力
戦
体
制
確
立
に
伴
う
女
性
の
国
家
へ
の
包
摂

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
奥
村
五
百
子
が
昭
和
初
期

に
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
離
婚
、
つ
ま
り

「
イ
エ
」
と
決
別
し
て
「
国
」
に
尽
く
そ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の

五
百
子
は
、
当
時
の
女
性
に
と
っ
て
憧
れ
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
奥
村
五
百
子
の
物
語
を
広
く
世
の
中
に
流
通
さ
せ
た
の

が
、
小
野
賢
一
郎
『
奥
村
五
百
子
』（
一
九
三
〇
年
、
三
四
年
改
訂
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
伝
記
の
特
徴
は
、
創
作
を
含
ん
だ
娯
楽
性
を
も
た
せ
た
大

衆
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
五
百
子
は
「
何
処
で
死
ん
で
も
、

如
来
様
が
引
き
取
つ
て
下
さ
る
か
ら
安
心
し
て
お
国
の
為
め
に
働
く
の

さ
」（
九
頁
）
な
ど
と
、
頻
繁
に
「
如
来
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
。

こ
の
「
如
来
」
こ
そ
が
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
奥
村
五
百
子
が
国
家
と
女
性

を
結
び
つ
け
る
上
で
大
き
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
小
野
伝

記
の
な
か
の
五
百
子
は
世
俗
的
愛
国
者
で
な
く
、
宗
教
性
を
帯
び
た
愛
国

者
で
、
愛
国
心
の
貫
徹
に
は
「
如
来
」
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
五
百
子
は
、「
如
来
」
と
い
う
既
存
宗
教
＝
浄
土

真
宗
の
ツ
ー
ル
を
用
い
な
が
ら
、
擬
似
的
な
聖
な
る
存
在
と
し
て
の
「
国

家
」
を
愛
す
る
精
神
を
自
ら
体
現
し
、
国
家
と
結
び
つ
い
て
女
性
が
生
存

す
る
方
法
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
拡
散

さ
れ
た
五
百
子
像
は
、
家
父
長
制
的
国
家
か
ら
疎
外
さ
れ
た
女
性
と
「
聖
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「
教
え
」
に
お
い
て
、
宗
教
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
に
は
、
一
定
の
「
本

尊
」、「
教
祖
」、「
経
典
」、「
教
義
」
が
必
要
と
な
り
、
神
社
神
道
や
氏
神

祀
り
は
宗
教
で
は
な
く
、
そ
の
崇
敬
や
祭
祀
は
宗
教
的
信
仰
で
は
な
く
、

「
國
儀
例
俗
」
の
中
に
入
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
山
川
、
同
著
、
七
六

―
七
七
頁
）。
ち
な
み
に
高
橋
は
、
宗
教
に
つ
い
て
、
本
尊
、
経
典
、
教

義
、
依
師
の
四
つ
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
お
り
、
神
社
が
宗
教

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
高
橋
、
前
掲
書
、
参
照
）。

　

本
報
告
は
、
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
八
年
に
展
開
さ
れ
た
創
価
学
会

厳
正
批
判
運
動
期
の
高
橋
の
言
説
に
つ
い
て
ま
と
め
た
た
め
、
後
に
本
化

妙
宗
連
盟
が
展
開
し
た
良
識
復
活
国
民
運
動
や
憲
法
改
正
・
神
社
法
人
法

制
定
運
動
な
ど
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

内
棲
型
組
織
論
と
フ
ォ
ル
ク
系
新
宗
教 

│
│ 

法
音
寺
と
三
徳 

│
│

寺
田　

喜
朗

　

西
山
茂
の
内
棲
型
組
織
論
の
有
効
性
を
大
乗
山
法
音
寺
の
事
例
か
ら
検

討
し
て
み
た
い
。

　

西
山
は
、
創
価
学
会
・
妙
信
講
（
顕
正
会
）・
本
門
佛
立
講
の
実
証
研

究
か
ら
内
棲
セ
ク
ト
・
内
棲
宗
教
と
い
う
概
念
を
案
出
し
、
既
成
教
団
と

の
関
係
性
か
ら
内
棲
型
・
借
傘
型
・
提
携
型
・
自
立
型
と
い
う
類
型
論
を

展
開
し
た
。
内
棲
型
は
「
宗
教
様
式
の
核
心
部
分
を
既
成
教
団
か
ら
継
承

し
て
い
る
」「
教
団
の
中
の
教
団
」、
借
傘
型
は
「
合
法
的
な
教
団
活
動
を

維
持
し
た
り
、
組
織
を
温
存
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
便
宜
上
の
都
合
に
よ

っ
て
既
成
教
団
な
ど
の
傘
を
借
り
て
い
る
新
宗
教
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
出
自
を
民
間
法
華
行
者
に
も
つ
霊
友
会
等
の
教
団
は
フ
ォ
ル
ク
系
の

法
華
系
新
宗
教
と
概
念
化
さ
れ
て
い
る
。

社
参
拝
は
習
俗
で
あ
り
、
紙
札
は
門
松
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
の
説
明
を

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
謗
法
の
神
社
に
は
善
神
は
お
ら
ず
、
悪
鬼
が
蔓

延
っ
て
お
り
、
神
社
参
拝
を
敗
戦
の
原
因
と
す
る
同
会
の
「
神
天
上
法

門
」
の
解
釈
を
日
蓮
の
学
び
損
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
）。

　

た
だ
し
、
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
戦
前
、
国
柱
会
の
「
教
え
」
の
中
で

難
し
い
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
。
病
気
治
し
の
儀
礼
的
実
践
に
代
わ
り
う
る

民
間
精
神
療
法
を
同
会
で
広
く
宣
伝
し
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
を

要
す
る
（
田
中
智
学
や
高
橋
の
師
で
あ
る
山
川
智
応
も
、
藤
井
物
理
療
法

を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
中
尾
麻
伊
香
「
物
理
療
法
の
誕
生
―
不
可
視
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
医
・
療
・
術
」
栗
田
英
彦
・
塚
田
穂

高
・
吉
永
進
一
編
『
近
現
代
日
本
の
民
間
精
神
療
法
』
国
書
刊
行
会
、
二

〇
一
九
年
、
三
八
―
三
九
頁
））。
ま
た
、
高
橋
が
現
世
利
益
を
説
く
こ
と

に
批
判
的
に
な
る
ば
か
り
、
創
価
学
会
を
含
む
法
華
系
新
宗
教
教
団
に
見

ら
れ
る
自
利
の
凡
夫
を
利
他
の
菩
薩
へ
と
転
換
さ
せ
る
「
教
導
シ
ス
テ

ム
」＝「
自
利
利
他
転
換
装
置
」
の
機
能
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
山
の
研
究
が
参
考
に
な
る
（
西

山
茂
『
近
現
代
日
本
の
法
華
運
動
』
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
十
四
章

な
ど
）。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、「
宗
教
」
の
定
義
と
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
神

札
に
つ
い
て
、
本
化
妙
宗
連
盟
の
「
教
え
」
の
中
で
、「
大
麻
や
お
札
を

受
け
、
こ
れ
を
崇
拝
す
る
の
は
、「
宗
教
」
的
行
為
と
な
る
か
ら
、
本
條

の
厳
禁
の
中
に
は
い
る
も
の
と
す
る
。
皇
太
神
宮
以
外
の
、
由
緒
正
し
き

神
社
に
対
し
て
も
、
や
は
り
同
じ
態
度
を
以
て
す
る
の
を
妥
当
と
認
め

る
。」（
山
川
智
応
『
ま
こ
と
の
法
華
経
信
仰
』
信
人
社
、
一
九
五
〇
年
、

七
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
、
同
連
盟
の
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流
）
と
し
た
方
が
妥
当
だ
と
論
じ
て
い
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
小
野
は
、
法
音
寺
が
日
蓮
宗
に
帰
属
し
続
け
る
こ
と

の
正
統
性
を
弁
証
す
る
役
割
を
負
っ
て
お
り
、
他
方
、
西
山
は
、
独
自
の

開
祖
・
信
念
・
組
織
を
も
つ
在
家
教
団
と
し
て
の
来
歴
を
記
録
し
（
苦
難

と
試
練
の
記
憶
を
次
世
代
に
継
承
し
）、
輝
か
し
い
実
績
（
全
国
四
〇
の

支
院
・
布
教
所
、
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
、
学
校
法
人
日
本
福
祉
大
学
の

創
立
等
）
と
然
る
べ
き
社
会
的
評
価
を
対
外
的
に
顕
示
す
る
こ
と
を
法
音

寺
教
団
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
両

者
の
議
論
に
は
、
宗
門
と
法
音
寺
教
団
の
思
惑
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て

お
り
、
客
観
的
な
妥
当
性
の
評
価
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
発
表

者
は
、
法
音
寺
の
「
宗
教
様
式
の
核
心
」
は
、
慈
悲
・
至
誠
・
堪
忍
の
三

徳
に
あ
る
と
見
て
お
り
、
こ
れ
は
宗
門
伝
統
か
ら
正
し
く
継
承
さ
れ
た
正

統
意
識
（
正
統
教
義
）
と
は
無
縁
の
独
自
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
の
で
、

「
借
傘
型
」
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

内
棲
型
組
織
論
は
、
勝
劣
派
か
ら
派
生
し
た
教
団
の
分
析
に
適
合
的
で

優
れ
た
説
得
性
を
発
揮
す
る
が
、
一
致
派
あ
る
い
は
フ
ォ
ル
ク
系
新
宗
教

の
よ
う
に
宗
門
伝
統
に
お
け
る
教
学
的
正
統
意
識
が
明
瞭
で
な
い
教
団
の

分
析
に
お
い
て
は
切
れ
味
が
鈍
る
。
後
者
の
組
織
構
造
は
、
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
業
務
提
携
）
型
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
複
雑
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
教
団
群
の
組
織
論
に
関
す
る
実

証
研
究
（
お
よ
び
理
論
・
類
型
の
細
分
化
）
こ
そ
新
宗
教
研
究
の
大
き
な

沃
野
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

法
音
寺
は
、
民
間
法
華
行
者
の
杉
山
辰
子
と
医
師
の
村
上
斎
が
大
正
三

年
（
明
治
四
二
年
説
も
）
に
創
立
し
た
仏
教
感
化
救
済
会
を
前
身
と
す
る

仏
教
教
団
だ
が
、
昭
和
一
八
年
に
宗
教
団
体
法
違
反
で
宗
教
活
動
を
禁
じ

ら
れ
、
昭
和
二
一
年
に
日
蓮
宗
（
一
致
派
）
に
帰
属
し
た
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
歴
史
を
も
つ
。
宗
教
法
制
の
再
編
を
機
に
既
成
教
団
か
ら
独
立
し
た

本
門
佛
立
宗
・
真
如
苑
・
解
脱
会
・
念
法
真
教
・
辨
天
宗
等
と
は
逆
コ
ー

ス
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。

　

西
山
は
、
日
蓮
宗
に
帰
属
す
る
法
音
寺
を
内
棲
宗
教
と
捉
え
、
そ
の
根

拠
を（
一
）葬
祭
執
行
を
中
心
と
せ
ず
現
世
に
お
け
る
幸
福
実
現
を
目
指 

す
点
、（
二
）釈
迦
・
日
蓮
・
杉
山
・
村
上
・
鈴
木
修
学
と
い
う
諸
仏
の
代

理
（
安
立
行
の
血
脈
）
の
道
統
を
主
張
し
て
い
る
点
、（
三
）本
部
か
ら
支

部
・
会
員
へ
歴
代
会
長
の
徳
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
お
神
通
掛

け
」
等
の
授
益
儀
礼
が
可
能
に
な
る
と
説
か
れ
る
点
（
配
徳
シ
ス
テ
ム
）

等
に
見
て
い
る
。
な
お
法
音
寺
は
、
独
自
の
機
関
誌
・
教
団
史
等
を
刊
行

し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、「
信
教
師
」
と
い
う
独
自
の
在
家
指
導
者
養
成

制
度
を
開
発
・
温
存
し
て
い
る
。

　

一
方
、
宗
門
僧
侶
で
教
学
者
で
も
あ
る
小
野
珖
文
は
西
山
の
見
解
を
批

判
し
て
い
る
。
小
野
は
、
霊
断
師
会
・
求
道
同
願
会
・
中
山
妙
宗
・
最
上

稲
荷
教
な
ど
日
蓮
宗
に
帰
属
す
る
教
会
・
結
社
・
信
徒
講
に
は
、
葬
祭
を

主
に
し
な
い
団
体
・
組
織
も
多
く
、
独
自
の
配
徳
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
団

体
も
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
釈
尊
・
日
蓮
・
地
涌
の
菩
薩
の
道
統
を
自
負

す
る
師
を
囲
む
集
団
も
多
く
、「
む
し
ろ
、
こ
の
道
統
を
誇
る
こ
と
が
日

蓮
宗
の
正
統
で
あ
り
本
格
派
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
（
ま
で
）
述
べ

る
。
小
野
は
、「
日
蓮
宗
と
は
そ
う
い
う
教
団
な
の
で
あ
る
」
と
語
り
、

法
音
寺
は
、
内
棲
宗
教
と
い
う
よ
り
は
日
蓮
宗
の
一
門
流
（
法
音
寺
門
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男
女
共
同
参
画
と
若
手
支
援
の
こ
れ
か
ら 

│
│ 
本
学
会
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
考
え
る 

│
│

司
会　

高
橋
典
史

報
告　

猪
瀬
優
理

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

小
島
優
子

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要

高
橋
　
典
史

　

男
女
共
同
参
画
・
若
手
研
究
者
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
本
学
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
や
若
手
研
究
者
支
援
に
か
か

わ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
後
の
活
動
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
二
〇
二
一
年
夏
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
会
員
対
象
に
実
施
し
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
同

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
会
員
た
ち
へ
還
元
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
調

査
結
果
の
検
討
を
通
じ
て
本
学
会
の
諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
司
会
の
高
橋
に
よ
る
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た 

の
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
立
案
、
デ
ー
タ
の
集
計
・
分
析
を
担
当
し
た

猪
瀬
優
理
氏
（
龍
谷
大
学
）
が
、
調
査
結
果
の
概
要
と
そ
こ
か
ら
み
ら
れ

る
本
学
会
の
課
題
を
報
告
し
た
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と
し
て
お
招
き

し
た
、
小
島
優
子
氏
（
高
知
大
学
、
日
本
哲
学
会
理
事
、
日
本
学
術
会 

議
連
携
会
員
、
人
文
社
会
科
学
系
学
協
会
男
女
共
同
参
画
推
進
連
絡
会

（GEA
H
SS

）
幹
事
）
よ
り
、
日
本
哲
学
会
と
本
学
会
と
の
比
較
の
視
点

か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
両
氏
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
要

旨
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
学
会
の
男
女
共
同
参
画
の
進
展
に
向
け

て
は
、
男
性
中
心
主
義
的
な
教
義
や
伝
統
を
有
す
る
宗
教
教
団
を
背
景
と

す
る
研
究
者
が
多
く
い
る
宗
教
学
と
い
う
学
問
の
特
殊
性
を
検
討
す
る
こ

と
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
の
無
自
覚
・
無
関
心
の
傾
向
性

に
あ
る
男
性
会
員
の
意
識
改
革
の
必
要
性
等
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
強
調

し
て
お
き
た
い
。

　

後
半
の
「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
部
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
が
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
諸
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
参
加
者
一
同

で
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を
意
図
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　

日
本
哲
学
会
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
や
意
識
が
進
展
し

た
経
緯
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
学
会
役
員
に
お
け
る
女
性
枠
の
設
置
、

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
女
性
研
究
・
若
手
研
究

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
小
島
氏
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
宗
教
団
体

等
に
よ
る
研
究
機
関
の
存
在
な
ど
、
他
の
研
究
分
野
と
は
異
な
る
宗
教
学

と
い
う
領
域
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
日
本

哲
学
会
以
外
に
も
、
日
本
文
化
人
類
学
会
や
教
育
系
の
諸
学
会
な
ど
、
男

女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
他
学
会
の
事
例
に
関
す
る
情
報

共
有
も
な
さ
れ
た
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
、
報
告
書
等
の
か
た
ち
で
広
く
発
信
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
意
見
も
挙
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
報
告
の
中
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
、
学
会
役
員
や
研
究
機
関
に
お
い
て
、
女
性
枠
を
設
け

る
こ
と
に
対
す
る
意
見
・
感
情
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
否

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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本
調
査
の
調
査
項
目
は
、
日
本
哲
学
会
男
女
共
同
参
画
Ｗ
Ｇ
座
長
の
小

島
優
子
先
生
か
ら
ご
教
示
を
受
け
、
日
本
哲
学
会
で
実
施
さ
れ
た
同
様
の

調
査
の
設
問
を
踏
襲
す
る
形
で
作
成
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
会
員
名
簿
で
は
、
総
会
員
数
一
七
四
一
名
の
う
ち
八
割

（
一
三
八
五
名
）
が
男
性
、
二
割
（
三
五
六
名
）
が
女
性
で
あ
り
、
意
思

決
定
に
関
わ
る
役
員
（
常
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
）
の
割
合
に

注
目
す
る
と
、
役
員
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
約
一
六
％
に
と
ど
ま
り
、

二
割
に
満
た
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
学
会
に
は
会
員
・
役
員
に
お

け
る
女
性
比
率
の
低
さ
が
確
認
で
き
た
。

　

本
調
査
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
一
五
日
〜
八
月
二
〇
日
の
期
間
で
、
日

本
宗
教
学
会
会
員
を
対
象
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
回

答
者
数
は
一
八
七
名
（
回
収
率
：
一
一
％
（
女
性
六
三
名
（
一
八
％
）、

男
性
一
一
八
名
（
九
％
）、
そ
の
他
六
名
）
現
在
の
所
属
は
、
国
立
・
公

立
大
学
四
三
名
、
私
立
大
学
一
一
三
名
、
そ
の
他
学
校
・
研
究
機
関
一
〇

名
、
宗
教
関
係
の
諸
団
体
七
名
、
そ
の
他
（
退
職
ほ
か
）
六
名
、
答
え
た

く
な
い
七
名
。
現
職
は
、
大
学
院
生
二
四
名
、
ポ
ス
ド
ク
・
そ
の
他
研
究

員
な
ど
一
七
名
、
非
常
勤
講
師
二
二
名
、
助
教
四
名
、
講
師
一
二
名
、
准

教
授
三
三
名
、
教
授
五
〇
名
、
無
職
四
名
、
そ
の
他
四
名
、
答
え
た
く
な

い
一
二
名
で
あ
っ
た
。
現
職
の
任
期
の
有
無
は
、
あ
り
四
二
名
、
な
し
八

八
名
、
該
当
し
な
い
五
一
名
、
答
え
た
く
な
い
六
名
で
あ
っ
た
。

　

調
査
項
目
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
す
る
。
日
本
宗
教
学
会

の
女
性
会
員
比
率
の
低
さ
の
要
因
に
対
す
る
回
答
は
「
研
究
職
の
将
来
の

不
透
明
さ
」
を
六
割
が
選
択
し
最
多
で
、「
能
力
差
・
適
正
差
」
と
い
う

回
答
は
少
な
か
っ
た
。
本
学
会
の
女
性
役
員
比
率
の
低
さ
の
要
因
に
つ
い

て
は
「
女
性
会
員
比
率
の
低
さ
」
が
八
割
で
最
多
だ
が
、
次
い
で
「
男
性

定
的
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
活
発

な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
若
手
研
究
者
へ
の
支
援
と
は
、
交
差
す
る
社

会
課
題
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
世
代
、
国
籍
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
、
多
様
な
背
景
を
も
つ
研
究
者
た
ち
が
、
雇
用
問
題

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
健
全
な
環
境
で
研
究
活
動

を
遂
行
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
し
て
い
く
た
め
の
支
援
の
必
要
性
に
関
し
て

は
、
現
在
で
は
広
く
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。
多
様
性
の
尊
重
と
公

平
・
公
正
の
実
現
と
い
う
課
題
は
、
研
究
者
を
養
成
、
雇
用
す
る
各
研
究

機
関
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
術
団
体
に
お
い
て
も
責
務
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な

ら
び
に
そ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
や
研
究

が
、
今
後
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
立
案
な
ら
び
に
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
小
島
優
子
氏
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
回
答

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
一
同
に
は
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

男
女
共
同
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
報
告

猪
瀬
　
優
理

　

本
報
告
の
目
的
は
、
日
本
宗
教
学
会
男
女
共
同
参
画
・
若
手
研
究
者
支

援
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
本
Ｗ
Ｇ
の
課
題
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
礎

と
し
て
本
学
会
会
員
の
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
現
状
認
識
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
を
、
本
学
会
会
員
に
対
し
て
報
告
す

る
こ
と
で
あ
る
。
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め
て
確
認
で
き
た
。

　

最
後
に
、
本
調
査
の
実
施
・
報
告
に
際
し
て
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
日
本
哲
学
会
・
小
島
優
子
先
生
、
本
調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
い

た
当
学
会
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

コ
メ
ン
ト

小
島
　
優
子

　

日
本
哲
学
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査
を
二
〇
一
七
年
一

月
六
日
〜
二
月
十
七
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
回
答
者
数
二

四
二
人
（
う
ち
女
性
五
五
人
、
男
性
一
八
五
人
、
そ
の
他
二
人
）、
回
答

率
一
七
％
で
あ
っ
た
。
日
本
宗
教
学
会
で
は
日
本
哲
学
会
の
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
調
査
を
参
考
に
し
て
二
〇
二
一
年
に
調
査
を
行
っ
た
こ
と
か

ら
、
両
学
会
の
調
査
を
比
較
検
討
し
た
。

　

調
査
時
の
女
性
学
会
員
の
比
率
は
、
日
本
宗
教
学
会
が
二
〇
％
、
日
本

哲
学
会
一
一
％
で
あ
る
。
女
性
比
率
が
低
い
要
因
に
つ
い
て
、
日
本
哲
学

会
で
は
「
女
性
に
宗
教
学
・
哲
学
は
向
か
な
い
と
い
う
偏
見
」
と
い
う
回

答
が
女
性
五
一
％
、
男
性
三
二
％
に
対
し
て
、
日
本
宗
教
学
会
で
は
、
女

性
一
三
％
、
男
性
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
女
性
が
宗
教
学
を

専
攻
す
る
時
点
で
の
障
壁
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
業
績
評
価
に
お
け
る
育
児
・
介
護
に
対
す
る
配
慮
不
足
」
と
回
答
し
た

者
は
日
本
哲
学
会
で
は
三
割
で
あ
っ
た
が
、
日
本
宗
教
学
会
で
は
男
女
と

も
に
半
数
以
上
が
回
答
し
た
。

　

ま
た
日
本
宗
教
学
会
で
は
、「
女
性
研
究
者
自
身
の
自
由
選
択
」
と
い

う
回
答
が
女
性
五
％
、
男
性
一
四
％
とP<0.05

で
有
意
差
が
見
ら
れ

た
。
日
本
哲
学
会
で
は
二
〇
〇
五
年
に
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す

を
優
先
す
る
意
識
・
慣
習
」
が
四
割
で
あ
っ
た
。
学
会
役
員
に
「
女
性

枠
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
賛
成
」
六
割
、「
反
対
」
二
割
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
女
性
役
員
「
女
性
枠
」
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
七

割
が
「
二
〇
〜
四
〇
％
」
の
範
囲
を
回
答
し
て
い
る
。「
女
性
枠
設
置
」

に
賛
成
す
る
理
由
は
「
公
正
な
状
態
に
な
る
ま
で
の
暫
定
的
措
置
が
必

要
」
が
七
割
と
最
多
で
あ
る
。「
女
性
枠
設
置
に
反
対
す
る
理
由
」
に
つ

い
て
着
目
さ
れ
る
の
は
、「
女
性
だ
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
偏
見
を
持
た
れ

る
」
と
の
回
答
が
七
割
と
最
多
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ

ア
ス
お
よ
び
男
女
の
処
遇
の
差
に
対
す
る
認
識
・
経
験
に
関
す
る
設
問
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
男
女
差
が
大
き
く
見
ら
れ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ

ア
ス
の
有
無
に
つ
い
て
は
女
性
の
九
割
が
「
存
在
す
る
」
と
回
答
し
て
い

る
が
、
男
性
は
七
割
に
満
た
な
い
。
不
当
な
抑
圧
等
を
受
け
た
経
験
に
つ

い
て
は
女
性
の
半
数
が
「
有
り
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
男
性
は
五
％
の

み
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
現
在
の
性
別
の
影
響
も
女
性
は
男
性
に

比
べ
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
の
回
答
が
多
い
。
男
女
共
同
参
画
に
必
要
と
思

わ
れ
る
こ
と
と
し
て
最
多
は
「
男
性
の
意
識
改
革
」
で
七
割
が
選
択
し
て

い
る
。

　

自
由
記
述
の
内
容
か
ら
は
、
女
性
役
員
比
率
の
低
さ
は
女
性
へ
の
「
配

慮
」
と
解
釈
す
る
回
答
が
あ
る
一
方
で
、「
加
害
す
る
側
に
は
加
害
の
自

覚
が
な
い
。
む
し
ろ
善
意
の
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
個
人
の
努
力
で
対
応
す

る
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
の
回
答
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
不
平
等
・
不
公
正

の
是
正
を
求
め
る
意
見
が
多
い
中
、
そ
の
中
で
も
意
識
の
差
が
あ
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、「
日
本
の
宗
教
界
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
が
研

究
の
面
へ
作
用
し
て
い
る
」
ど
の
指
摘
な
ど
、
男
性
中
心
的
で
性
の
二
分

法
が
強
固
な
教
団
組
織
が
学
問
の
背
景
に
あ
る
宗
教
学
特
有
の
課
題
も
改
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日
本
宗
教
学
会
で
最
も
多
い
の
は
、「
女
性
だ
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
偏
見

を
も
た
れ
る
」（
六
三
％
）
こ
と
で
あ
り
、
日
本
哲
学
会
（
三
五
％
）
の

お
よ
そ
二
倍
で
あ
っ
た
。
日
本
宗
教
学
会
で
は
、
大
学
院
修
了
後
の
進
路

選
択
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
女
性
枠
採
用
へ
の

偏
見
に
抵
抗
を
感
じ
る
者
の
比
率
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
学
会
内
で
女
性

枠
設
定
に
関
す
る
議
論
を
学
会
内
で
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

自
由
回
答
で
は
、「
諸
宗
教
が
性
差
を
教
義
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
信

仰
者
の
立
場
か
ら
の
研
究
も
存
在
す
る
、
と
い
う
状
況
を
前
提
に
す
る
限

り
、
宗
教
学
界
に
お
け
る
両
性
間
の
平
等
と
い
う
の
は
、
ア
ポ
リ
ア
と
呼

ぶ
し
か
な
い
の
で
は
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗

教
学
分
野
の
男
女
共
同
参
画
は
学
問
分
野
そ
の
も
の
の
捉
え
直
し
を
伴

う
。
宗
教
の
教
義
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
点
か
ら
の
研
究

を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
学
会
内
の
男
女
共
同
参
画
は
進
展
し
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

　

※
調
査
デ
ー
タ
お
よ
び
女
性
会
員
数
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
日
本
哲
学

会
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

る
調
査
と
二
〇
一
七
年
の
調
査
で
は
、「
女
性
研
究
者
自
身
の
自
由
選
択
」

と
い
う
回
答
は
、
女
性
三
三
％
か
ら
一
五
％
、
男
性
五
〇
％
か
ら
二
一
％

と
大
き
く
低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
学
会
内
の
男
女
共
同
参
画
の
活
動
に
よ

り
男
女
と
も
に
意
識
改
革
が
進
ん
だ
結
果
と
み
ら
れ
る
。
日
本
哲
学
会
に

お
い
て
こ
の
選
択
肢
の
回
答
率
の
低
下
が
意
識
改
革
の
進
展
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
宗
教
学
会
で
は
現
状
で
は
特
に
男
性
に
対
し
て
意

識
啓
発
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
性
別
が
キ
ャ
リ
ア
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、「
女
性
で
あ
る

こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
に
マ
イ
ナ
ス
に
影
響
し
た
」
と
回
答
し
た
女
性
は
日
本

哲
学
会
で
は
五
一
％
、
日
本
宗
教
学
会
で
は
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

教
育
研
究
指
導
を
受
け
る
中
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
起
因
す
る
不

当
な
圧
力
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
女
性
は
、
日
本
哲
学
会
で
は
六
五
％
、

日
本
宗
教
学
会
で
は
五
〇
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
女
性
が
宗
教

学
を
専
攻
す
る
場
合
は
、
哲
学
を
専
攻
す
る
場
合
よ
り
は
キ
ャ
リ
ア
へ
の

影
響
は
小
さ
い
。
た
だ
し
、
宗
教
学
分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
受

け
る
場
面
に
つ
い
て
、
自
由
回
答
で
は
、「
社
寺
・
教
会
の
世
襲
、
教
団

の
文
化
」、「
宗
教
そ
の
も
の
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
影
響
」
と

あ
り
、
学
問
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
関
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

哲
学
分
野
で
は
、
大
学
入
学
以
前
の
段
階
で
女
性
が
哲
学
を
専
攻
す
る

こ
と
に
対
し
て
難
色
を
示
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
哲
学
六
二
％
、
宗
教
学

五
〇
％
）。
そ
れ
に
対
し
て
宗
教
学
分
野
で
は
、
学
部
卒
業
時
（
六
三
％
）

や
大
学
院
を
終
え
た
後
（
大
学
院
修
了
後
七
〇
％
）
の
進
路
選
択
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
両
分
野
の
相
違
で
あ
る
。

　

研
究
機
関
に
女
性
採
用
枠
を
設
定
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
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本
別
冊
は
、
第
八
一
回
学
術
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
紀
要
で
あ
る
が
、
掲
載
の
他
に
以
下

の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

文
化
的
記
憶
と
し
て
の
仏
教
表
象
（
渡
辺
隆
明
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
残
余
の
思
想
か
ら
複
数
性
の
哲
学
へ
（
堀

雅
彦
）

一
七
世
紀
レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
『
盾
と
剣
』
に
お
け
る
人
文
主
義
と
宗
教
比

較
（
李
美
奈
）

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
も
の
」（
谷
塚
巌
）

明
恵
に
お
け
る
夢
と
華
厳
思
想
―
精
神
分
析
的
・
宗
教
哲
学
的
一
考
察
―

（
西
村
則
昭
）

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
42
柱
の
冥
界
の
裁
判
官
に
つ
い
て
（
肥
後
時
尚
）

古
代
エ
ジ
プ
ト
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
話
に
み
ら
れ
る
社
会
福
祉
の
比
較

（
田
澤
恵
子
）

M
ahābhārata12. 188-189

に
見
る
瞑
想
実
践
（
古
泉
浩
平
）

古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
宗
教
を
巡
る
検
討
―
日
常
生
活
を
軸
と
し
て

―
（
土
居
由
美
）

琉
球
の
葬
墓
制
に
お
け
る
儒
教
化
の
諸
相
（
牛
窪
彩
絢
）

孔
子
と
菅
神
―
近
世
日
本
に
お
け
る
神
儒
の
可
換
性
―
（
井
上
智
勝
）

近
代
日
本
の
奇
術
師
の
生
涯
と
宗
教
（
伊
藤
優
）

教
派
神
道
に
み
る
「
道
」
の
教
え
（
澤
井
治
郎
）

島
に
渡
る
―
明
恵
上
人
と
大
本
教
―
（
山
﨑
好
裕
）

諸
律
の
比
丘
尼
犍
度
の
研
究
―
パ
ー
リ
律
を
中
心
に
―
（
テ
ィ
ッ
サ
ー
ナ

ン
デ
ィ
ー
）

我
が
生
存
の
意
義
―
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
加
藤
咄
堂
の
生
命
観
―

（
山
口
陽
子
）

橋
本
徹
馬
の
科
学
論
―
『
紫
雲
荘
百
話
』
を
中
心
に
―
（
郭
立
東
）

「
霊
感
」
が
法
律
用
語
と
な
っ
た
と
き
―
消
費
者
法
関
連
の
平
成
誌
の
分

析
―
（
ヤ
ニ
ス
・
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス
）

地
域
福
祉
の
推
進
と
宗
教
社
会
学
を
中
心
と
し
た
研
究
関
心
の
整
理
（
板

井
正
斉
）

伊
藤
計
劃
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
の
死
生
観
―
闘
病
者
の
小
説
分
析
の
可
能
性

―
（
横
濱
佑
三
子
）

　

発
表
を
取
り
消
さ
れ
た
方
は
以
下
の
通
り
。
ダ
サ
ー
テ
ィ
ー
ル
語
彙
の

起
源
（
青
木
健
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
徒
の
砂
塔
祭
り
に
つ
い
て
（
テ
ィ

ン
マ
ー
ウ
ー
）、
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
の
仏
教
美
術
の
展
示
に
見
ら
れ
る

美
術
観
（
髙
澤
廣
行
）、
マ
ハ
ー
カ
ッ
サ
ッ
パ
の
二
種
の
女
性
観
（
備
後

翠
）、
存
覚
と
蓮
如
（
田
中
了
輔
）、
善
導
著
作
に
お
け
る
懺
悔
に
つ
い
て

の
一
考
察
（
眞
田
慶
慧
）、
宗
教
共
同
体
の
周
期
的
新
生
に
つ
い
て
（
金

子
奈
央
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
役
僧
（
テ
ィ
ム
・
グ
ラ
フ
）、
物
質

文
化
か
ら
見
る
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
（
ラ
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
・
ハ
リ
マ
ワ
ン
・
ヌ

ラ
デ
ィ
）
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Panel

Esotericism, Occultism, and Spiritual Therapies during the Long Twentieth 
Century: Theoretical Implications

Convener and Chair: Ioannis GAITANIDIS

Commentator: Erica BAFFELLI

What Is “Lived Religion” Made of? 
Rethinking “Religion” in Contemporary Shamanism

MURAKAMI Aki
In this paper, I re-assess the scope of the concept of “lived religion” by considering 
its limitations and possibilities. First, I examine the definition of “lived religion” and 
point out its problems. Then, I introduce the concept of “lived Buddhism” as a Japa-
nese counterpart to studies of lived religion. Next, I consider an example of a 
shaman from my field research. Finally, I present the limitations of “lived religion” 
and explore its new possibilities through a comparison with “lived Buddhism” and 
the example of the shaman.
　“Lived religion” was introduced as a new perspective that targets the practices of 
ordinary people that had not been the subject of research before. However, this cre-
ated a new issue of excluding the institutionalized aspects of religions. As a result, a 
fragmentation ensued between doctrinal religion and lived religion. Now, lived reli-
gion studies are faced with the need to bridge this divide. The value of comparison 
with the Japanese concept of seikatsu bukkyō becomes clear if we bear this point in 
mind.
　Seikatsu bukkyō, which can be translated as “lived Buddhism”, is a concept devel-
oped by the Japanese religious anthropologist Sasaki Kōkan. Sasaki insisted that the 
distinction between doctrinal Buddhism and folk religion is made only at the ideolog-
ical level, and in actual religious life, these two domains usually collapse onto each 
other. To illustrate this, Sasaki turned his attention to monks who work with laypeople 
in their daily practices and to shamanistic practitioners in Japan. He argued that these 
are the “mediators” in and through whom the doctrinal aspect of Buddhism and folk 
practices are intermingling. He then distinguished three levels of Japanese Buddhism: 
doctrinal Buddhism (A), the mediators (B), and the laypeople (C). Individuals live 
their lives without making this distinction, so what Sasaki calls lived Buddhism is 
the synthesis of all of these three levels. Sasaki’s argument of lived Buddhism shows 
us that lived religion should have a comprehensive view that includes these three 
inseparable levels because they are all experienced by individuals.
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　To understand the “lived Buddhism” argument better, I considered the case of a 
shamanistic practitioner from the Tsugaru area in Japan. Through this example, I 
pointed out that “lived Buddhism” offers the possibility to incorporate the seemingly 
non-Buddhist and even the non-religious elements of the case study. This may bring 
a fresh perspective to lived religion since lived religion studies seem to have yet to 
respond to the question of where to locate the things that seem unrelated to religion, 
such as, for example, occultic or esoteric knowledge and organizations. We, at times, 
need to be courageous enough to think about lived religion without “religion.”
　Lived religion studies are criticized for their tendency to avoid the “definitional 
problem by blurring the boundaries between the ordinary and the extraordinary” 
and “risk creating a meaningless category that fails to identify their subject of study 
and is unable to distinguish what is not religious” (Tweed, Thomas A. “After the 
Quotidian Turn: Interpretive Categories and Scholarly Trajectories in the Study of 
Religion since the 1960s.” The Journal of Religion, vol. 95, no. 3, 2015, p. 374). How-
ever, lived religion studies should not make assumptions about what is religion and 
what is not. Rather, if we depict the diversity of people’s practices in detail, the bor-
der between religion and non-religion will disappear. It is only then that we can 
begin to reconsider what is a better understanding of religion. Then, esotericism, 
occultism, and spiritual therapies would be given a more appropriate place than they 
are offered at present.

A Global Spiritual Business: Modern Mystery School
Stephen CHRISTOPHER

Based on ongoing fieldwork on the Modern Mystery School (MMS), a business/spiri-
tual path headquartered in Tokyo and Toronto with thousands of spiritually-minded 
followers, this paper analyzes how specific MMS teachings, practices, hermeneutic 
emphases and community-building practices are localized within Japan and appeal to 
primarily urban Japanese women. The founder, an Icelander in Tokyo, developed 
MMS (under another name) in the USA and transplanted it to Japan over 20 years 
ago. It remains arguably the largest and most organizationally stable spiritual busi-
ness/spiritual seminar company in Japan. I explore how Japaneseness weaves into 
the theological beliefs of MMS, which ecumenically mixes from Theosophy, Shingon 
Buddhism, Tibetan Buddhism, Wicca, magick, reiki, universal Kabbalah, and a vari-
ety of homeopathic spiritual therapies.
　In contrast to the Western MMS, Japan’s MMS headquarters offers unique classes 
and an emphasis on individualization, self-transformation, self-branding, self-confi-
dence, and the recognition of the unique role of the Japanese people in the recently 
established era of Shambhala. The directional East/Westness is co-constructed from 
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both sides: Mr. Gudnason infuses his teachings with ideas of Japanese spirituality 
and Japanese clients mimetically respond as part of acquiring esoteric knowledge. 
To demonstrate this, I take the audience through very brief vignettes from MMS 
seminars to see how Japan and Japanese people, especially women, are constructed 
and practiced in this globalized spiritual business.

Orthodox but New, Secret but Popular: 
Reconsidering Mikkyō’s Boundaries in the 1970s

HAN Sang-yun
This presentation attempted to reconsider the concept of “cultic milieu” with the 
intent to illustrate how the academic study of esotericism can help us to see beyond 
certain normative categories associated with religious phenomena. The term “cultic 
milieu” first appeared in an article by the British sociologist Colin Campbell, titled 
“The Cult, the Cultic Milieu and Secularization (in A Sociological Yearbook of Reli-
gion in Britain 5, London: SCM Press, 119-136, 1972)”. Colin Campbell suggested this 
new term to draw attention to “cults” as meaningful subjects for research. Whereas 
the term “cults” tends to describe deviant groups or individuals as transitory phe-
nomena, “cultic milieu” conceives of all deviant belief systems and their associated 
practices as a constant feature of society.
　Even though the “cultic milieu” offers the possibility for a broader understanding 
of the cultural underground of society, it also comes with some limitations. For 
example, we can raise the question of whether or not it is reasonable to assume a 
boundary between orthodoxy and unorthodoxy, or mainstream culture and under-
ground culture. Setting this question as its starting point, this presentation focused 
on a case from Japan’s recent history to show why the dichotomic boundaries 
implied by the concept of “cultic milieu” could be problematic. By comparing texts 
on Mikkyō (esoteric Buddhism) that were published during the same period by three 
different figures―a popular author, a new religious leader and a monk from a tradi-
tional Shingon sect―I tried to illustrate that the difference in their positionalities did 
not preclude the entanglement of their ideas.
　In the modern period, Mikkyō had been criticized for its “magical”, hence “supersti-
tious” features. However, since the 1970s, a period when the dissatisfaction with a 
society considered too “materialistic” foregrounded the Japanese public’s new inter-
est in a more “spiritual” world, Mikkyō started to be re-interpreted by religious 
leaders and intellectuals alike. Furthermore, the contemporaneous popularity of 
experiences and narratives about “psychic powers” seems to have played a signifi-
cant role in these reinterpretations. A typical example of such developments is the 
writer Nakaoka Toshiya (1926-2001), who had many interests in psychic powers and 
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related epistemic fields, such as parapsychology. In his book Introduction to the Psy-
chokinesis of Esoteric Buddhism (1972), Nakaoka declared that the magical powers of 
religious monks are a kind of psychical phenomenon. Based on the idea that anyone 
could become a psychic, he then introduced Mikkyō practices, insisting that religious 
training can help cultivate one’s latent abilities.
　A similar attempt to connect the alleged magical powers of religious monks with 
the notion of psychic powers can be found in another book published in 1972, Eso-
teric Buddhism: The Secret of Psychic Powers. In this work, Kiriyama Seiyū (1921-
2016), who later became famous as the leader of the religious group Agonshū, insisted 
that psychics, or “Homo-excellens”, are a better human species than Homo-Sapiens. 
However, he emphasized that Homo-Sapiens can evolve into “Homo-excellens” and 
become leaders of the future through religious training. To achieve this, he recom-
mended his own theory on Mikkyō, which gave special attention to Yoga practices.
　Such new discourses on psychic powers influenced not only “fringe” theories put 
forward by popular authors and leaders of new religions, but also more “orthodox” 
ideas on Mikkyō. As a Shingon monk, Yamasaki Taikō (1929-) pointed out some simi-
larities between his and Kiriyama’s theories. In his work Secret Meditation 
Techniques of Shingon Buddhism (1974), Yamasaki also tried to re-interpret Japanese 
esoteric Buddhism in connection with Yoga theories. In addition, he introduced Ajikan 
(阿字観) meditation as a traditional Shingon practice that can help cultivate one’s 
inner abilities. Of course, he did not make any radical claims, such as that one can be 
a psychic by practising these religious methods. However, considering that the reli-
gious practices of Shingon had been only secretly open to monks, Yamasaki’s 
attempt to reinterpret their tradition as a self-cultivating system available to the 
modern public marked a significant shift in Mikkyō discourse.

Neurosis and Mental Cultivation in the 1930s: 
Morita Therapy as Seishin Shūyō

Sarah TERRAIL-LORMEL

In this paper, I offer a tentative exploration of the meaning of “mental cultivation” (精
神修養) for the patients of a peculiar psychotherapy created in the Taishō era (1919) 
to cure neuroses, and which is today known as Morita therapy (森田療法). This therapy 
was elaborated by psychiatrist Morita Masatake (1874-1938) to treat neurasthenia, 
one of the “diseases of civilization” (an umbrella term for many neurotic and psycho-
somatic complaints), and is nowadays an institutionalized psychotherapy. Although 
Morita, as a psychiatrist from Tokyo Imperial University and a vocal critic of 
“superstitions” and “quack” therapies, always defended the scientific nature of his 
therapy, his borrowings of Buddhist―in particular Zen―concepts were emphasized 
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early on by his patients and some of his disciples. Recent scholarship has also dem-
onstrated the many similarities between Morita therapy and contemporary 
“alternative therapies” for neurasthenia. Although not formally conceptualized by 
Morita, cultivation appears to have been a central aspect of his psychotherapy. The 
history of self-cultivation in the nineteenth century and Meiji era has been 
researched extensively, although mainly through intellectuals’ and religionists’ con-
ceptualization. By exploring the meaning of “mental cultivation” through its 
understanding by Morita’s neurotic patients, I try to shed light on people’s experi-
ence of self-cultivation through psychotherapy, and on Morita therapy’s position in 
the contemporaneous “cultivation market”.
　Cultivation is not described in the four-phase program constituting Morita therapy, 
but it was an omnipresent dimension of Morita’s practice. Forming a community 
with his patients, with whom he shared his house, Morita would guide them through 
daily informal interactions, annotations made in their therapeutic diaries, and 
through weekly and monthly meetings. These meetings were meant for inpatients 
as well as ex-patients to pursue their “mental cultivation” after having been healed 
and discharged. My exploration draws on two main sources: the edited and pub-
lished minutes from the monthly meetings of Morita’s group, where the cultivation 
ideal is most evident and explicit, and a compilation of testimonies from ex-patients 
published for the centenary of Morita’s birth.
　It appears that Morita’s patients perceived his therapy as similar to the type of 
cultivation done through Zen meditation. On a superficial level, Morita’s clinic and 
his attitude toward patients were dissonant with typical representations of Western 
style-clinics, and evoked, instead, “a self-cultivation dōjō managed by a Zen temple”. 
Moreover, Morita made constant use of Zen phrases to explain the workings of the 
mind, processes of his therapy and other features. Nevertheless, Morita himself 
downplayed the link between his therapy and Zen shūyō and underscored what he 
perceived as a crucial difference: his therapy was objective and practical, whereas 
Zen meditation was a much more subjective and abstract endeavor. Some of his 
patients indeed agreed that Morita’s cultivation was concrete and did not require 
grasping complicated or paradoxical concepts. More importantly, what many 
patients came to realize was that healing was only achieved through cultivation. 
This cultivation consisted of the experiential understanding and adoption of Morita’s 
vision of life. Furthermore, the significance of the “education” they received from 
him went beyond mere psychological healing: it had an existential value because it 
was meant to help lead one’s way through life meaningfully and righteously.
　In conclusion, Morita therapy belongs to the group of scientific psychotherapies 
that were discursively opposed to the spiritual mind-cures of the time. However, cul-
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tivation played a central role in Morita therapy, both as a psychotherapeutic device 
and as a means of personal and ethical growth. In his accessible, scientific and cul-
turally familiar “cultivation therapy” (修養療法), Morita’s patients were discovering 
more than just relief from mental suffering. They were acquiring new insights into 
themselves, a way of being a better person, and a renewed impetus for their studies 
or work. Although not spiritual, Morita therapy seems to have been, for them, a 
form of existential cultivation.

Comments
Erica BAFFELLI

As explained by Gaitanidis in the opening remarks, this panel aims to go beyond the 
study of “eccentric individuals and their networks” by using case studies in the 
study of esotericism to contribute to broader theoretical discussions. The papers in 
the panel show us the importance of reflecting on the questions we are asking when 
studying these practices and practitioners in order to go beyond the specifics of indi-
vidual cases and make them relevant to the wider field.
　The articles presented in this panel problematize the boundaries between catego-
ries such as religion, new religions, minority religions, alternative religion, 
spirituality, and occultism (and between what is considered “appropriate” religion 
and by whom), but also bring into the discussion other dichotomies, such as mind-
cure therapies/ “psychotherapy” and mental cultivation, ethical/spiritual and cultic, 
and mainstream/orthodox and unorthodox/underground. Murakami’s paper, for 
example, invites us to think critically about how the concept of “lived religion” could 
be expanded to include the “non-religion”, problematizing the categories of institu-
tional, authoritative religion to include esotericism, occultism, and spirituality.
　The papers show that although these categories are often used by scholars, they 
don’t necessarily make sense when we look at practices. Interactions and boundaries 
between what is “established” and what is “alternative” are more fluid and, often, not 
a concern for the practitioners themselves. Christopher’s paper emphasizes the 
importance of studying members’ lived experiences and everyday practices and how 
members in Japan actively contribute to adapting and co-creating MMS practices in 
a new cultural milieu.
　These papers also raise important points about the actors involved in these prac-
tices and discussions. Emic perspectives show us how boundaries and categories are 
often appropriated by practitioners according to different circumstances. Terrail 
Lormel’s paper shows how clients interrogated Mori’s practice and what their 
expectations were. Therefore, these studies raise important questions about why 
people do these practices. What kind of benefits do they offer? (psycho-ethical culti-
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vation, spiritual cultivation, “rational” and accessible practices, self-transformation, 
healing, escape from societal pressures and demands, and so on).
　Another central topic emerging from the panel is the issue of comparison. As 
argued by Peter Van der Veer in his well-known work on The Value of Comparison, 
when we study “other societies”, we cannot escape from comparison as we are 
translating terms and concepts between different languages. It is essential, therefore, 
to engage with comparison. Furthermore, comparing two different contexts, or, as in 
these papers, different practices, help us to understand them better. Comparison 
helps us raise new questions, but also pushes us to rethink the concepts we employ. 
Comparing practices and practitioners operating in the same period, from popular 
writers, leaders of new religions and representatives of more “established” Buddhist 
groups, as illustrated in Han’s paper, highlights how difficult it is to claim orthodoxy 
related to circulating and shared ideas, in this case, related to psychic power and 
esoteric practices, and how esoteric practices previously considered superstitious are 
re-interpreted in light of new interests. These comparisons also highlight competi-
tion between actors who were “capturing the spirit of the age”.
　Another important area of reflection emerging from the panel concerns methodol-
ogy. Negotiating access is crucial when studying smaller and often marginalized 
groups, but categories created by academics and media are also often internalized 
by groups and practitioners who can appropriate or reject them, re-creating bound-
aries to differentiate themselves from other organizations. Therefore, attention to 
self-definitions is crucial for a more nuanced understanding of these practices. As 
these papers show, the distinction between “mainstream” and “alternative/rejects” is 
not clear cut, and these categories shift over time. In some cases, the “alternative” 
can become part of the “mainstream”, while in other cases, some practices stop 
being “in tune with the period” and could even be perceived as potentially danger-
ous. Hence, it is important to look at mechanisms of survival and adaptation but also 
at instances of decline and dismissal.

Summary of Panel Presentations
Ioannis GAITANIDIS

Ten years ago, when I first presented in Japanese a paper quoting from research 
that was being conducted in Europe in the field of Western Esotericism, I remember 
struggling to explain what this field was about and how it related to my study. The 
overlaps with studies of shamanism, minority religions and the New Age movement, 
the influence of D. T. Suzuki’s Zen in Europe and North America, and other areas of 
interest were obvious; and the existence of such overlaps put into doubt the need 
for yet another academic category. On the other hand, what stood out in the Euro-
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pean books I was reading was the focus on the Theosophical movement, 
Freemasonry and other types of organisations, ideas and practices that had not yet 
attracted significant interest in Japan. This is what I chose to talk about at the time, 
although I had not thought yet about the possible theoretical impact that the study 
of esotericism could have on my research on alternative therapies and contemporary 
spirituality. I still think that it is very easy to equal the study of esotericism, occult-
ism and related notions, to simply a study of eccentric individuals and their 
networks, with not much else to offer for the study of religion. This is why many 
publications dealing with such individuals (still) aim first and foremost to show the 
significance of the role played by these allegedly “eccentric” ideas and practices in 
framing what we consider today “established” (religious, scientific etc.) ideas. Good 
studies of esotericism (should) always make us doubt this binary between eccentric/
alternative and established/mainstream.
　One of the many strengths of the scholar-representative of the field of esotericism 
in Japan, Professor Yoshinaga Shin’ichi (1957-2022)’s approach to investigating the 
global history of occultism was precisely his ability to show how the vitality of 
human connections and the impact stemming from people’s convictions in the verity 
of their beliefs and practices, should invite the reader to doubt binary worldviews. I 
am, in fact, convinced that Yoshinaga’s vivid and complex portrayal of knowledge 
and agents once labelled “rejected” actually and consistently raises doubts about this 
label: “rejected”. If indeed, we consider the intersections, negotiations and dynamism 
of the global entanglements described by researchers in the study of esotericism 
and associated concepts as granted and essential to our understanding of religion, 
we ought to perhaps rethink many of the ways that we have employed to conceptu-
alize (rejected) “religion”, in the first place.
　I am of course not the only one making these claims. Recent research published 
by newer generations of scholars of the study of esotericism and global history has 
already raised concerns about normative and essentialist distinctions between, for 
example, an “Eastern” and a “Western” esotericism, between “European” and “indige-
nous” knowledge and between scientific and non-scientific methodologies. Yet, what 
if we take this attempt to revise some of our dichotomies further, and what if we 
start examining the validity of more specific, analytical concepts which have been 
employed in the study of esotericism and in the wider study of what has been at 
times referred to as “alternative religion”, “religion-like religion”, “spirituality”, 
“occultism”, and so on? In other words, what will happen to concepts that have 
allowed us to conceptualize this “rejected” religion, now that we know that “rejected” 
religion was not really “rejected”?
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